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第4章奈良・平安時代

第2節掘立柱建物跡(第15表)

本遺跡、から検出された掘立柱建物跡は計127棟である士 1949(昭和55)年に遺跡の中央部を通る道路建

設工事に伴い.四街道市教育委員会が発掘調査を実施し検出した掘立柱建物跡5棟を含めると.現在まで

132棟が確認されていることになる c 遺跡全体からみると掘立柱建物跡は北側で少なし南側に舌状に張

り出す台地上平坦部で多く検出された。掘立柱建物跡に伴う遺物は少なく時期を細分できるものは少ない

が.竪穴住居跡跡やその他の遺構との重複関係からそのほとんどが奈良・平安時代に時期大別できる c 詳

細な計測値については観察表に記載したので，併せて参考とされたいニ

S8-001 (第478図.図版138)

遺跡中央部南西寄りの19R-88区に位置する c 柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3間×梁行2間の

掘立柱建物跡、で.北東部隅の柱穴P3部分でSB-002と重複する c 柱穴深の平均は遺構確認面から約49cm

の深さがあるが.北列のP1 と P2 は最深で、35cm と最も浅く.東列の P5 が64cmで、最も深し h 径は79cm~

121cmで、若干のばらつきがあり， P2~P4. pg は110cm~121cmと大きいc柱穴底面はいずれもほぼ平ら

で，覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入している c 遺物は P1~P5.P8.P9

の覆土内から出土しているが，図示できたものはない三

S8-002 (第479図.図版138)

遺跡中央部南西寄りの19R-79区に位置する c 南辺側に庇が付く掘立柱建物跡で.身舎は桁行2間×梁

行2間で桁行長の方が若干長く.柱穴P2 . P 10はやや外側にずれている c 庇部の桁行長は約1.2m. 梁

行 2 間で、梁行長は約4.l m を測る c 本遺構は南西部の柱穴 P7~ ・ P9.Pll部分で SB-001と重複する。

柱穴深の平均は遺構確認面から約46cmの深さがあるが，南列西隅のpgが28cmで、最も浅く，北列東隅のP

3が64cmで、最も深"¥:;径はP4とP5で 1mをこえるが，残りは60cm前後で、ある。柱穴覆土はローム粒と

ロームブロックがし=ずれの柱穴にも混入しているが. P4~P6 には焼土が混入しているこ遺物は P1 . 

P 3 ~ P 7 . P 10・Pllの覆土内から出土しており. P 1覆土内出土の須恵器底部小片はSB-003のP3 

覆土内出土の須恵器と接合し実測図はSB-003の挿図に示したc 他の遺物で図示できたものはない亡

S8ー003(第479図，図版139)

遺跡中央部南西寄りの19R-58区に位置し SB -002の北西側に近接する。検出された柱穴は 7基で，

北東側は道路建設に際し掘削を受け調査不能であった。検出された柱穴の状況から.桁行2間×梁行2聞

の総柱建物跡であると思われる c 柱穴深の平均は遺構確認面から約28cmの深さがあるが，西列中央のP6

が16cmで、最も浅く.束柱とみられる P7が40cmで、最も深し九径は束柱とみられる P7で 1mをこえ. P 3 

とP4で、90cm前後で.残りは若干小さめであると特にP2は径40cmと小さく.配置も若干南にずれている c

柱穴覆土はローム粒とロームブロックがし Eずれの柱穴にも混入しているが.束柱とみられる P7には焼土

が混入している。遺物はP3.P6.P7の覆土内から出土し P3出土の須恵器底部から体部にかけて

の破片 1点が， SB -002のP1覆土内出土の須恵器と接合し遺物番号1として図で示した。他の遺物で

図示できたものはないc
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l 晴樹色土 ロームプロック1-'i見回色土やや多i昆粘性あり しまりあり
2時尚色士ロ ム粒多iJI， しまりあり 砂質
3. ~'Il.尚色土ローム上 しまりあり 砂町
4 ソフトローム主{年
5思同色上 しまり良
6暗褐色土 ノフトローム古
P2 

P3 

P4 

Po 

P6 

l黒褐色土 ロームブロック少iJI，粘性あり しまりあり
2 前倒色 l ローム t しまりあり 砂質
3附尚色 l ロームプロ γク少iJI， 褐色tやや多梶粘性あり しまりあり
4附褐色土 ローム粒多混 しまりあり 砂質
5 時褐色上 ローム粒少混

l尚色土 ロームブロック多iJI， しまりあり
2 黄褐色土ローム土 しまりあり 砂質

l晴樹色土 ローム位多混 しまりあり 砂町
2陪制色士庇尚色サ (砂質 l二)やや多iJI， しまりあり
3 附尚色土 ローム粒多i昆 しまりあり 砂買
4 晴樹色土 ローム粒多視 しまりあり
5晴尚色土 ロームプロック多i且 しまりあり
6 撹乱

1 :.I!;尚色土 ロームプロック少iJI，粘性あり しまりあり
2暗褐色土ローム粒多混 しまりあり 砂町
3. i前掲色上ロム上

l暗尚色i ロームプロック多iJI， しまりあり
2時尚色土 ローム粒多i且 しまりあり 砂町
3時尚色土 ローム粒多iJI， しまりあり 砂質
4時尚色土ロム粒事i且しまりあり 砂質
5時褐色土 ロームブロック少混同色土やや多i昆粘性あり しまりあり
6 前尚色土ロム上
7時尚色 t 粘性あり しまりあり

f:d 一.
V 

SB-001土層
PI 
l 目指摘色1 ローム粒少i昆
2. :n褐色土 ローム位やや多iJI，
3 晴樹色上 ローム粒少i見
4 目指褐色土 ローム粒少混しまりあり

F 戸 5黒褐色土 ローム粒やや多混ロームプロック少混
マ

D' e吟

1/ぐミ¥A 
QI 

P2 
6褐色上 ロムプロック多iJI，

1尚色士 ロ ムプロックやや多混
2晴尚色土 ロームプロックやや事誕
3陪尚色土 ローム粒やや多iJI，
4 . !.I.~尚色土 ローム粒少混
5 時制色寸二 口 ム柑 ロ ムブロックやや多誕

P3 

P4 

6 同色上 ロームプロ γ クやや多提

1尚色土 ローム位少混
2 晴樹色上 ロームプロック少iJI，
3鼎尚色士 ロ ムプロック多拠かたいしまり
4 且'尚色土ロ ムブロック少iJI，
5. !.I.¥褐色上 ロームプロ γク少iJI，枯性強い
6晴尚色土 ロームプロック多iJI，
7慣乱

l暗銅色土ロ ム粒少i見
2時褐色土 ローム粒5レ混
3暗尚色土黒色土 ロームプロ ァクやや多i且粒子宮
4陪褐色土 !H色 1:多混ロ ムプロァクやや多i匝粒子密
5陪尚色土かたいしまり

P5 

P6 

6. :.1.¥褐色土 ロームプロックやや多iJI，

l時褐色上 ローム粒多i見
2晴樹色土佐嗣?
3黒褐色土 ロームプロック少虎
4 前倒色 t ロ ム上
5褐色上 ロム粒少混
6同色t 帖 1-_少混やや灰色かたいしまり

l晴尚色土ロ ム粒多iJI，
2晴褐色土 ローム粒やや多iJI，
3出制色土 ローム粒やや多能
4 出制色土 ローム粒少浪

l ¥ I} } ぱ3
0，. 

5. :U褐色土 ローム粒やや多iJl，Lまりあり
6 褐色士 ロームプロック少悦

P6 

ミ0
0同

。Jr-

B'31.4m 

Pi 

P8 

p9 

1晴樹色土ロム粒少iJI，
2. :μ褐色土 ローム粒やや多混
3晴樹色土住痕。
4 陥尚色上 ロームプロック少i且

l.!-I.t尚色土ロム粒少iJt
2. !日尚色 t ロームプロック多i見
3 附褐色土 ローム粒少梶
4 陪尚色士 ロ ムプロック多iJI，かたいしまり

l掲色上 ロームプロヅクやや多iJI，
2 型尚色土 下方にロームプロァク多iJI，
3暗褐色士ロ ム牧少混
4椙色土 ローム粒多iJI，しまりあり

PIO 
l陪尚色土 ローム粒やや多i且
2. ，'，1.¥尚色よ ロームプロァク少混
3 制色土 ローム粒多出
4 ，昨絹色土 ロームプロァク多iJI，

EF 。 (1/80) 

Pi 

P8 

p9 

8崎尚也土ロム粒少iJI，
9慌乱

1 !.I.~ 褐色土 ロームプロァク多i且
2暗褐色土 ロ ムプロァクやや多i昆 しまりあり
3時褐色土 ローム粒多i昆 しまりあり 砂町
4 暗褐色上 ロームプロヅク少混 尚色上やや多i昆粘性あり しまりあり
5. ~.I，\色土 ロームプロ γク少i且

1晴樹色土 ロームプロヅク長、混尚也土やや多i比粘性あり しまりあり
2時褐色土ロ ム粒多iJI， しまりあり 砂町
3陪褐色土ロ ム粒多混 しまりあり
4黒色土 ロームプロック少iJI，
5. ，肝褐色上 ローム位多混

l暗褐色土 ロームプロ γク生混褐色上やや多混粘性あり しまりあり
2時制色上ローム粒多視 しまりあり 砂質
3黒褐色士ロ ムプロック多i昆 しまりあり
4. H~色土 ロームプロック少i見
5暗褐色士 ロームプロック多混 しまりあり
PIO 
l尚色土 ローム粒 ロームプロック多i昆 しまりあり
2暗褐色土ロ ムプロック少i且尚色 iーやや多混粘性あり しまりあり
3暗尚色 i ローム粒多i且 しまりあり 砂質
4 黒色土 ロームプロック少税

Pll 
l晴褐色土 ロ ムプロヅク少i昆掲色士やや多i昆粘性あり しまりあり
2暗褐色土 ローム粒多iJI， しまりあり 砂質
PI2 
1暗尚色上 ロームプロック少i昆尚色土やや多iJt 枯性あり しまりあり
2時褐色土 ローム粒多i見。しまりあり 砂質

第478図 SB-001 

4m 

1は須恵器杯で、復元底径7，Ocmを測り，遺存度30%である。色調は内外面ともに褐灰色を呈し胎土は

密で焼成は良好である。調整は内外面ともにロクロナデが施され，底部外面は手持ちへラケズリで切り離

し技法は不明で，千葉産の須恵器杯である。
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E 

。!

。

SBー002土層
Pl 
l黒褐色土炭化物粒やや多混柱痕?

2 黒褐色土 ロームブロック少混

3暗褐色土 ローム粒多混
P2 
l 暗褐色土黒色土少混
2 黒褐色士

3晴褐色土粘土質かたいしまり
P3 
I黒褐色土 ローム粒やや多混

2暗褐色土 ローム粒多浪
3褐色土 ロ ムプロックやや多?見かたいしまり

P4 
l暗褐色土 ローム粒砂粒少混
2黒褐色土 ローム粒 焼ゴニ粒やや多混
3. :旦褐色士
4 尚色土 ロームプロァク少視かたいしまり

P5 
l黒褐色土 ローム粒炭化物粒焼土粒やや多混
2黒褐色土 ローム粒少i昆
3暗褐色土 ~.I.~色土少混 ロームブロックやや多混

4 暗褐色土黒色土少混
5 暗褐色土 ローム粒少混
6黒褐色土 ローム粒少梶
7 褐色土 ローム粒多混かたいしまり

P6 
l黒褐色上 ローム粒焼土粒やや多i昆
2 暗褐色土ロ ム粒少混

3暗褐色土粘性強いかたいしまり
P8 
1黒褐色土 ローム粒多混
2 黒褐色土 ローム粒多梶
3暗掲色土 ローム粒やや多混
4褐色土 ロームプロック少i見粘性強い
P9 
l 暗褐色土 ローム粒少混
2 黒褐色土粘性強い

3. Hli褐色土 ローム校少混

(1/80) 4m 

SBー003土層
Pl 
i 晴樹色t ローム粒やや多混 しまりあり
2 虫褐色土褐色土 ロームプロックやや多混 しまりあり

P2 
l黒褐色士 ロームプロ ックやや多混

2 盟関色土 ロームプ口 yクやや多混

3 賞褐色土 ローム土

P3 
1黒褐色土 ローム粒多混

2 黒褐色土 ローム粒少混

3. H富尚色土 ローム粒やや多混
4褐色土 ロム土崩落痕
P4 
l暗褐色土 ローム粒やや多混
2黒褐色土 ロームプロァク少混
3暗褐色土 ローム粒多混
P5 
1褐色土 粘性強い

2 褐色土 黒色土少混粘性強い

P6 
18ft絹色土 ローム粒多1毘

P7 
1 ug，褐色土 ロームプロック少混
2暗褐色土焼土粒少混 しまりあり
3 褐色土 ロームプロックやや多浪焼土粒少iJt しまりあり
4 KIf褐色土 ロームプロック多混

ミミミ?と五。 (1/4) 10cm 



S8一004(第480図，図版139)

遺跡南部南寄りの19U-;54区に位置する c 柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3間×梁行2聞の総

柱建物跡で，北辺東部隅の柱穴P3でSI-006と，南辺東部隅の柱穴P6でSI-003とそれぞれ重複する。

この竪穴住居跡跡との重複関係から本遺構は竪穴住居跡跡よりも時期が新しいことがわかった。本遺構中

央部にある束牲Pll・P12を除いた柱穴深の平均は遺構確認面から約90cmと深くいずれもしっかりしてお

り.束柱P11 . P 12の柱穴深は概ね30cmと浅"'0径はP10で104cmとやや大きめであるが，その他のもの

は径90cm前後とほぼ同ーである c 柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入してお

り.全体的に粘性を帯びしまりがある c 遺物はP3を除くすべての柱穴の覆土内から出土しているが，図

示できたものは 1点のみであるこ

1は上師器の高杯で，柱穴P1の覆土内一括出土の小片が6点接合したものである。色調は内外面とも

ににぶい赤褐色を呈し胎土は密で焼成は良好である c調整は外面には手持ちヘラケズリと一部ヨコナデ，

内面は剥離が激しく不明瞭であるがナデが施されている c

S8ー005(第481図，図版138)

遺跡南部南寄りの19U-23区に位置し， SB -005の北西側に近接する c 柱穴の配置はほぼ正確に対応す

る桁行3間×梁行2問の掘立柱建物跡で¥ほぼ全面的にSB-006 (A)・SB-006 (B)と重複する o 3棟が

桁行方位を若干異にしてほほ同一地点に存在することで建て替えの可能性もあるつ柱穴深の平均は遺構確

認面から約46cmの深さがあるが，北列のP1~P3 と P4 . P10は16cm~30cmと浅く，南列のP6~P 8とP5・

P 9 は50cm~í6cm と深く.南側へ行くにしたがい深さは増すコ径は36cm~104cmで、かなりのばらつきがあ

り.南列の P7.P8は100cm前後で、特に大きい。覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも

混入しているが. P 2 . P 7の覆土には焼土粒がやや多めに混入しているこ遺物は P1.P2.P7.

P8の覆土内から出土しているが，図示できたものはな"'0

S8ー006(A) (第481図.図版138)

遺跡南部南寄りの19U-23区に位置し SB -005の北西側に近接する c 柱穴の配置はほぼ正確に対応す

る桁行3問×梁行2聞の掘立柱建物跡で¥ほぼ全面的にSB-005 . SB -006 (B) と重複するつ 3棟が桁

行方位を若干異にしてほぼ同一地点に存在することで建て替えの可能性もある己柱穴深の平均は遺構確認

面から約32cmと全体的に浅いc 特に東列の P5 は 12cm と浅いc 径は36cm~112cmで、かなりのばらつきがあ

り，北列のP1・P3と東列の P4は100cm前後で、特に大きし、覆土はローム粒とロームブロックがし瓦ず

れの柱穴にも混入しているが， P 6の覆土には少量であるが炭化粒， P 9の覆土には焼土粒が少量で、ある

が混入しているご遺物はP1 . P 9を除く柱穴の覆土内から出土しているが.図示できたものはないご

88-006 (8) (第482図，図版138)

遺跡南部南寄りの19U-23区に位置し SB-005の北西側に近接するこ柱穴の配置からすると桁行2間×

梁行 2聞の掘立柱建物跡とすることができるが.ほぼ全面的にSB-005 . SB -006 (A) と重複しその

他の遺構も重複するため不明な点が多し、そのためか四隅の柱穴は正確に配置されるが中間の柱穴は規模

も配置もばらつきが大きし'03棟が桁行方位を若干異にしてほぼ同一地点に存在することで建て替えの可

能性もあるつ出土遺物はないニ

S8一007(A) (第482図，図版139)

遺跡南部南寄りの19U-13区に位置するゥ本遺構はほぼ同一地点でSB -008 . S B -009と重複する c 柱

-624 
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:r:l 

<0 
0.. 

。l

\ミゃ~

。 (1/4) 10cm 

穴も重なり合うように配置され，桁行方位もまったく同ーのため建て替えが行われた可能性が強い。また，

建て替えの際の抜き取りピットも絡み合い，正確な柱穴の配置が不明瞭な点が多い。本遺構は南辺側に庇

が付く身舎桁行2間×梁行2間の総柱建物跡と，思われるが，北列中央部分の柱穴がはっきりしない。庇部
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一f¥ 1綬
S8・005土層

rqz Pl 

Id 1 Zd l'f:d一一・ l. ~絹色土ロム粒多混

山o-lf-'11 γ 2暗褐色土 ローム粒多混

c--h;u_ 占g P2 

D' 1黒褐色土 ローム粒多混

iわ
L，_A 

2 暗褐色土 ローム粒・焼土粒やや多混

与や 。 3. Hff褐色土 ローム粒やや多混

@一 4 褐色土 ロームプロァク多i昆
ー可コ 5 暗褐色土ロ ム粒やや多梶

6 黒褐色土 ローム粒少混粘性強い
P3 
l黒褐色土 ローム粒砂粒多混
2 尚色土 ロームプロァクやや多混 粘性強い

P4 

④ 
P4ム ふ刊

1. ~県褐色土 ローム粒少泌

可フ / 也)PIO/
2. Ug:褐色土ロム粒多混

o 3. Hg:褐色土 ロ ムプロァクやや多混
P5 
I黒褐色土 ローム粒少混住痕?
2 黒褐色土 ローム粒少?見柱痕つ
3. H百褐色土 ローム粒やや多浪
<1尚色土 ロームブロック多混

5 暗尚色土 ロームプロック少混

SB-005 片ヘ

ε陣
P6 
1. .~~尚色土ロム粒多混粘性強い

((_ IJ JP日 ヰノ
2 暗尚色土 ローム粒多混

3 3 褐色上 JJ.~色土 ー ローム粒やや多梶

4 尚色土 ロームプロック多挺
5暗尚色土 ローム粒やや多混

P7 
I黒褐色士 ローム粒多混
2暗褐色士 ロームプロァク ー焼士粒やや多混
3 黒褐色土 ロームプロァクやや多梶 かたいしまり
4 時褐色土 ロームプロァクやや多浪。粧干奮

P9 

。-0。

τセジ 、竺) LこJ !件D I黒尚色土 ローム粒少j毘 粘性強い粒子奮
2 褐色土 ローム粒事混
3 暗筒色土 ロームプ口 yク少混

.(ヲ

い山。，ヨ3 
B P6 -~・， 32.0m 

P8 P7 S8-006 (A)土層

lWー Pl 
1 ~.rJ:尚色土 ローム位やや多混
2 黒褐色土 ローム枝多混
3 梢色土 ロームブロァク少浪

4 絹色土 ロームプロァク多視

P2 
l黒褐色土 ローム粒少混
2.1府褐色土 ローム枝多混
3暗褐色土 ローム粧多混
4 褐色土 ローム粒 ロームプロァクやや多混

山O.lf，，，. トー Id " Zd 1 f:d P3 
γ 

与~】3 
I暗掲色土黒色土 ローム粒やや多混

C 2.1県褐色土 ローム粒多t見

jO よ
D' 3. H音褐色土 ローム粒やや多i亮

4. Hff悩色土 ロームブロックやや多混
P4 
I黒補色土ローム粒少混粘性強い粒子密柱痕?
2 暗褐色土 ローム粒少混
3 暗褐色土 ローム粒多混
4 暗褐色土 ロームブロックやや多混粘性強い

P5 
1 H育制色土 ロームプロック少混

P6 
l黒褐色土 ローム粒炭化物粒少浪
2.~褐色土 ロームブロックやや多混
3暗筒色土 ローム粒多i昆I 粘性強い

a: i-JJ 
4 褐色土 里色土多混。ローム粒やや多梶

5. Hff褐色土 ロームプロァク多混

P7 
I時褐色土 ローム粒多混
2 陪褐色土ロ ム粒多混ロ ムプロック少混
3 褐色土 ロームブロァク少混

4 慌乱

P8 
1 H青褐色土 ローム粒少iJf.
2時褐色土ロ ム粒多混
3 絹色士 ローム粒多浪

4 従乱
p9 

l黒褐色土ローム粒焼土粒少混
2. &ff褐色土 ローム粒多混

B' 3 暗褐色土 ロームブロック少混粘性強い
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の桁行長は約1.2m，梁行 2 間で梁行長は約2.4m を測る c 身舎部分の柱穴深は遺構確認面から60cm~92cm

の深さがありしっかりしている c 束柱と思われる P10と庇部中央のP6の柱穴深は.遺構確認面から30cm

程度の深さで浅し'0P 4はSB-008 . SB -009の南列東隅の柱穴と. P8'PllはSB-009の柱穴とそれ

ぞれ共有する c 新旧関係を土層図からみると， P1'P2'P9で本遺構がSB-009を切っているので，

本遺構がSB-009よりも新しいということがわかる SB-008とSB-009の新旧関係については微妙な点

があるが. SB -009がSB-008を切っている柱穴が多いのでSB-009の方が新しいと思われる c よって 3

棟の新旧関係は古い順から SB-008→ SB -009→ SB -007 (A) となるこ遺物は各柱穴の覆土内から出土

しているが，図示できたものはない。

88-007 (8) (第483図.図版139)

遺跡南部南寄りの19U-03区に位置する。 SB-007 (A) . SB -008 . SB -009の北側に近接する c 柱穴

の配置からすると桁行2間×梁行 1間の掘立柱建物跡とすることができるが.南列西側隅の柱穴が不明で

ある。検出された柱穴の柱穴深の平均は遺構確認面から56cmで、しっかりしている c また.東列 P2~P4

には柱痕らしき層がみられる c 出土遺物はないこ

88ー008(第482図，図版139)

遺跡南部南寄りの19U-13区に位置する。本遺構はほぼ同一地点でSB-007 (A) . SB -009と重複する c

柱穴も重なり合うように配置され.桁行方位もまったく同ーのため建て替えが行われた可能性が強いコま

た.建て替えの際の抜き取りピットも絡み合い，正確な柱穴の配置が不明瞭な点が多い。本遺構は桁行2

間×梁行 2 間の総柱建物跡と思われるニ柱穴深は遺構確認面から56cm~72cmの深さがあるが. SB -009・

SB -007 (A) により破壊されている柱穴が多い。束柱と思われる P9の柱穴深は，遺構確認面から50cm

程度の深さで比較的しっかりしている o P 5はSB-008 . SB -009の南列束隅の柱穴と. P 4はSB-009 

の柱穴とそれぞれ共有する。新旧関係を土層図からみると.古い順から SB-008→SB -009→SB -007(A) 

となる c 遺物は各柱穴の覆土内から出土しているが.図示できたものはないc

88ー009(第482図，図版139)

遺跡南部南寄りの19U-13区に位置するコ本遺構はほぼ同一地点でSB-007 (A) . SB -008と重複するこ

柱穴も重なり合うように配置され.桁行方位もまったく同ーのため建て替えが行われた可能性が強いc ま

た.建て替えの際の抜き取りピットも絡み合い.正確な柱穴の配置が不明瞭な点が多い。本遺構は桁行2

間×梁行 2 聞の総柱建物跡と思われる二柱穴深は遺構確認面から44cm~68cmの深さがあるが， SB -007 (A) 

により破壊されている柱穴が多い。束柱と思われる P9の柱穴深は，遺構確認面から55cm程度の深さで比

較的しっかりしている二 P5はSB-007 (A) . SB -008の南列東隅の柱穴と. P 4はSB-008の柱穴と.

P6・P7はSB-007 (A)の柱穴とそれぞれ共有する。新!日関係を土層図からみると，古い順からSB-

008→SB -009→SB -007 (A) となるご遺物は各柱穴の覆土内から出土しているが.図示できたものはな

し=。

88-010 (第483図.図版140)

遺跡南部中央の19T-92区に位置し SB-007 (B)の北西側に近接する c 本遺構は他遺構と重複せず

単独で.柱の配置は桁行2間×梁行2聞のほぼ正確な正方形を呈す総柱建物跡である c 柱穴深の平均は遺

構確認面から約70cmの深さがあり.北列中央のP2が50cm前後で、最も浅く.柱穴径も44cm前後と最も小さ

いc 束柱とみられる P9は遺構確認面から約70cmで、比較的しっかりしている co 径は北列中央のP2と束

-628-
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P5 一・

S8-007 (8)土層
Pl 
I 暗褐色土 ロームブロック少混柱痕
2黒褐色土 ローム粒少混
3 黒褐色土 ローム粒多混
4 暗純色土ロ ム粒 ・ロ ムブロック多混
5黒褐色土 ローム粒多混
6黒褐色土 ローム粒少混粒子密
P2 
1時褐色土 ローム枝少iJt粘性強い柱痕
2. ~県褐色土 ローム粒焼土粒少混
3 褐色土 ロームブロック多混
4 褐色土 ロムブロック少混
5 明褐色土 ロームブロック多浪
P3 
1黒尚色土 ローム粒少1見柱痕
Z暗褐色士 ローム粒多混
3黄褐色土 ソフトローム主体
4黒褐色土 ローム粒少混粒子密
5貰褐色土盟色土少混
6褐色土 ロームプロック少混
P4 
1.11音褐色土ローム粒少混粒子宮柱痕
2暗褐色土 ローム粒多混
3暗褐色土 ローム粒多混粒子寵
4褐色土 ロムプロヅク多混
5暗褐色土 ローム粒多混粘セl強い
P5 
1.11音褐色土 ローム粒やや多i昆
2.~県褐色土粒子宮
3.1情尚色土 ローム粒やや少混
4 暗褐色土 ローム粒やや少i昆 かたいしまり

S8-010土層
Pl 
1時褐色土ローム粒多混粘性強い
2 黒褐色土 ロームプロックやや多i見
3明褐色土 ローム土
P2 
1暗褐色土 ローム粒多混粘性強い
2暗褐色土 ローム粒多梶
3 黒褐色土 ロームプロックやや多混
P3 
I暗褐色土 ローム粒多混粘性強い
2. B音褐色土 ローム粒多混
3黒褐色土 ロームブロックやや多混
4 黒褐色土 ローム粒多混
5暗褐色土 ローム粒多混粒子密
6明筒色士 ローム土
p，j 

l暗褐色土 ローム粒多混。粘性強い
2 暗梢色土 ローム粒多混
3黒褐色土 ロームプロァクやや多混
4 明褐色土 ローム土
5貰褐色土 ハードロームブロ ック
P5 
1 黒褐色土真っ黒。柱痕?
2 暗褐色土ロ ム粒多混粘性強い
3黒褐色土 ローム粒やや多混
4 黒褐色士 ロームプロァクやや多混
5明褐色土 ローム土
P6 
1黒褐色土真っ虫柱痕?
2 暗褐色土 ローム粒多混粘性強い
3黒褐色土 ロームプロ ックやや多混
4明褐色土 ローム土
P7 
1黒褐色土真っ黒柱痕?
2暗褐色土 ローム粒多混粘性強い
3 黒褐色土 ロームプロ γクやや多混
P8 
1暗褐色土 ローム粒多混粘性強い
2黒褐色土真っ黒 柱痕 ?
3黒褐色土 ロームプロックやや多浪
4 明褐色土 ローム土
5黒褐色土 ローム校多混
P9 
l暗褐色土 ローム粒多混粘性強い
2褐色士 ロームプロ ック多i混
3黒褐色士 ロームプロックやや多混
4明褐色土 ローム土
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第483図 SB-007(B)・010

柱とみられる P9で.50crn前後と全体的に小さい。柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴

にも混入しているが，全体的に粘性を帯びている。 遺物は P3~P7 の覆土内から出土したが，図示でき

たものはない。

SB-011 (第484図，図版140)

遺跡南部中央の19T-83区に位置し.SB -027 (A) . SB -027 (B)の東側に近接する。柱穴の配置がほ

ぼ正確に対応する桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡で，東列の柱穴P4部分でSB-044と重複する。柱

つ中phu
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SBー011土層
PI 
I黒褐色土 ローム粒多i見。柱痕
2. H苦悩色土 ローム粒多混

3黒褐色土 ローム粒多混
4褐色土 ローム粒やや多混
5黄褐色士 ローム土
P2 
1黒褐色土 ローム粒多混柱痕
2 暗褐色土 ローム粒多混
3褐色土 ローム粒やや多混

P3 
I H音褐色土 ローム粒焼土粒少混
2暗褐色土 ローム粒多混
3黒褐色土 ローム粒多混柱痕
4 明褐色土 ローム土主体
5褐色土 ローム粒やや多混

P4 
l里褐色土 ローム粒少混粒子宮
2 暗褐色土 ローム粒多混

3褐色土 ローム粒やや多混
4撹乱
P5 
1黒褐色土 ローム粒多i見。しまりあり
2暗褐色士 ローム粒多混
3黒褐色土 ローム粒少混
4 褐色土 ローム粒やや多混

P6 
l盟褐色土ロ ム粒多浪柱痕

2 暗褐色士 ローム粒多混

3. H音褐色土 ロームプロック卦混

4明褐色土 ローム土
P7 
1黒褐色土ロ ム粒多混
2明褐色土 ローム士主体
P8 
l黒褐色士 ローム粒多混
2黒褐色土 ローム粒少混粘性強い
3. H旧制色土ロ ム粒多混
4 HIi褐色土 ロームブロック少混

P9 
I黒褐色土 ローム粒多?見。しまりあり
2褐色土 ローム粒やや多混

3黒褐色土 かたいしまり
4明褐色土 ローム土
PIO 

1黒褐色土 ローム粒多混柱痕
2暗褐色土 ローム粒多混
3褐色土 ローム粒やや多混

4 明褐色土 ローム土
5撹乱

SB-012土層
PI 
1黒褐色土 ローム粒少混
2 黒褐色土 ローム粒多混

P2 
l里関色土ロ ム粒少混
2 暗褐色士 ローム粒多混粒子也、

3. H音褐色土 ロームプロッ クやや多混

P3 
I 黒絹色土 ローム粒砂粒やや多混粒子宮

2黒褐色土 ロームプロァク少;見、粘性強い
3里褐色土 ローム粒少梶
4 暗褐色土 ロームプロックやや多混

P4 
1黒褐色土 ローム粒多i見 炭化粒少混
2 黒褐色土ロ ムブロック少混粒子管

3黒褐色土 ローム粒少I見粘性強い
4 黄褐色士 ローム土

P5 
I 黒褐色土 ローム粒 ・砂粒多浪
2黒褐色土 ローム粒多混粒子密
3時縄色土 ロームブロック多混
4撹乱

P6 
l黒褐色土 ローム粒炭化物粒やや多混
2黒褐色土 ローム粒焼士粒やや多混
3黒褐色土 ロームプロック少混

4 黒褐色土 ローム粒少混
P7 
1黒褐色士 ローム粒やや多混
2 黒褐色土ロ ム粒多混
3. m褐色土 ローム粒多混粒子密
P8 
I 黒褐色土 ローム粒少iJl
2褐色土 ローム粒多j昆 ロームプロァクやや多混

3撹乱

(1180) 4m 



穴深の平均は遺構確認面から約48cmの深さがあるが.南列中央部のP7は最深で'24cmと最も浅く.北列中

央部のP2と西列のP9は最深で'30cm前後と P7に次ぐ浅さである。それ以外の柱穴は60cm前後で、深く

しっかりしているご径は44cm~76cmで、ぱらつきはあまりなし、覆土はローム粒とロームブロックがいずれ

の柱穴にも混入している。出土遺物はないc

88-012 (第484図.図版139)

遺跡南部南寄りの19U-46区に位置する。柱穴の配置はほぼ正確に対応し桁行長が梁行長を40cm前後

上回る桁行 2 間×梁行 2 問の掘立柱建物跡で.東列の柱穴 P3~P5 部分で SB-013と重複するコ柱穴深

の平均は遺構確認面から約30cmの深さで¥全体的にはやや浅めであるが.東列中央部のP4は最深で、50cm

と最も深く.北列西端部のP1 は最深で、 12cm前後と最も浅し~径は36cm~56cmで\比較的小さくばらつき

はあまりなし~覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しているが. P 4 . P 6の覆土

中に若干の炭化物粒がみられる c 出土遺物はないc

88-013 (第485図，図版139)

遺跡南部南寄りの19U-47区に位置する桁行3問×梁行2間の掘立柱建物跡で，北列中央部と西端部の

柱穴が.竪穴住居跡跡SI-015 と重複しており不明である。また.西列の柱穴 P6~P8 部分で SB-012 

と重複する。柱穴深の平均は遺構確認面から約48cmの深さであるが.各柱穴深は最も深いP4で'72cm，最

も浅いP8で、24cm，径は最も小さいP8で、36cm.最も大きいP6で'72cmと， ともにばらつきがある。覆土

はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しているが. P 1の覆土中に若干の炭化物粒がみら

れる c 出土遺物はないc

88ー014(第485図.図版140)

遺跡南部南東寄りの20U-43区に位置し SB-015の東側と SI-017の北東側にそれぞれ近接するつ基本

的には桁行3間×梁行2聞の掘立柱建物跡であるが.同列P1とP9の間の柱穴が見つからなかったc そ

れ以外の部分では柱穴の配置はほぼ正確に対応する c 北列の柱穴 P1~P3 から南へ三分の二の範囲で

SB -033と重複するつ柱穴深の平均は遺構確認面から約48cmの深さがあるが，東列のP4は16cmと最も浅

く.西列の P9 は最深で、80cm と最も深くばらつきがある。径は44cm~84cmで.西列の P9 と東列 P5 は80

cm前後で、大きく.残りの柱穴は60cm前後で、ぱらつきはあまりなし、覆土はローム粒とロームブロックがい

ずれの柱穴にも混入しており.若干の粘性があるごまた. P 1以外の柱穴の覆土には焼士粒が含まれてい

る。遺物は一括で取り上げ，図示できたのは須恵器3点のみでいずれも茨城産である c

Iは須恵器の杯で.復元口径13.lcm. 復元底径7.lcm，器高3.7cmを測るコ色調は内外面ともに灰黄褐色

を呈し胎土は密で焼成は良好である。調整は外面には回転ヘラケズリと一部ロクロナデ，内面はロクロ

ナデが施されている=底部外面は磨耗が激しく切り離し技法は不明であるこ

2は須恵器の高台付杯の底部から高台にかけての破片である。復元底径6.9cmを測り，色調は内外面と

もに灰黄褐色を呈し胎士は密で焼成は良好である c 調整は内外面ともにロクロナデ.底部外面は回転ヘ

ラケズリが施され，切り離し技法は不明である。

3は須恵器の棄の口縁部破片であるこ復元口径20.6cmを測り.色調は内外面ともににぶい黄褐色を呈し

胎土は粗で焼成は良好である c 調整は内外面ともにロクロナデが施される。

88ー015(第486図，図版141)

遺跡南部南東寄りの20U-31区に位置する c SB-014の西側及びSI-016の北東側に近接し東辺側に庇
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S8-013土層
Pl 
I 晴樹色土 ロームブロックやや多混
2. :J~褐色土 ローム粒炭化粒少誕
3附褐色土 ロームプロ γク少椛
4担当色土 ロームプロ γク多泌

P2 
l 晴樹色土 ロームプロァク多混粒子密
2 暗褐色土 ロームプロァクやや多混

3.~褐色土ロ ムプロァク少混
4 暗褐色土 ローム粒少混
5. Rff担当色土 ロ ムプロソクやや多混粘件強い
1'3 
i暗褐色土 ローム粒少混
2 暗褐色土 ロームブロ ァクやや多混

3. eg:褐色土 ローム粒少浪。粒子驚
<1暗褐色土 ロームブロァク少混

P6 
1 R苦悩色土 ロ ムプロ ァクやや多i昆
2黒褐色土 ローム粒少混
3暗褐色土 ローム粒多混
<I.l1l:乱

1'7 
1黒褐色土 ローム粒多混
2 県尚色土 ローム粒多滋

3. ef'i褐色土 ロームプロァクやや多混
1'8 
l県柏色土 ローム粒少i亮
2黒褐色土 ローム粒やや多混
3暗褐色土 ロームプロ ァク少混
4 暗褐色土 ロ ムプロ ック多混

C勺，-
0.. 

S8-014土層
Pl 
l暗禍色土 ローム粒砂粒少混
2. as=褐色土 ロ ムブロック多混
3波乱
P2 
l 黒褐色土 ローム粒焼土粒少混
2 暗褐色土 ローム粒少混

3 暗褐色土 ローム柱少梶守粘性強い

4 暗褐色士 ローム粒多混 ロームプロ ァク少混

P3 
I黒褐色土 ローム粒焼土粒少混
2 町制色土 ローム粒少混
3日昔褐色土 ロームプロックやや多梶 粘位曲iい
1'4 
l黒褐色土 ローム粒焼土粒ー砂粒やや多浪

2暗褐色土 ローム粒多混
3. H苦悩色土 ロームプロァクやや多能
4撹乱

P5 
1黒褐色土 ローム粒少混山砂粒多混

2暗褐色士 ロームプロ ヅク多混焼土粒やや多捉
3黒伺色土 ローム粒山砂粒少混粒子宮
4時間色土 ローム粒多混
P6 
1黒褐色土 ローム粒焼土粒少混
2 Bff褐色土 ローム粒山砂粒少jJt
3暗褐色土 ロームプロァク少i昆
4時褐色土 ロームプロヅク多混
5撹乱
P7 
1暗褐色土 砂粒 ー焼土粒少混

2 黒褐色土 ローム枝少混。粘性強い

3時褐色土 ロームプロ ック少混
4撹乱
P8 
1.11苦褐色土 ローム粒焼土粒少混
2時褐色土 ローム粒多混
3県褐色土 ローム粒少混粒子宮
4目的品色土 ロームプロヅク少混
5撹乱
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S8ー015土層
Pl 
1.1If'i褐色土 ローム粒焼土粒少混
2. J.U補色土 ローム粒やや多泌粘性強iい
3 褐色土 ロームプロァク多椛
4 撹乱
P2 

i 黒褐色土 ローム粒多混焼土粒やや多iJt
2. J!.-':褐色士 ローム粒・焼土粒多混粒子'11.'
3 暗褐色土 ロームブロ ァク多混・焼士粒少混
4 暗褐色土 ロームプロック多混
P3 
l 陪褐色土 ローム粒焼土粒少混
2 黒褐色土 111砂粒焼土粒多泌
3 型、褐色土 ローム粒多混
4. .~.~掲色土焼土粒多混
5. n音褐色土 ロームプロァク多混
P4 
1 黒褐色土 山砂粒壌土粒少混

2 黒褐色土 ローム粒焼土粒少混粘性強い
3 黒褐色土焼土粒やや多梶 粒子一密
4 黒褐色土粘性強い
5. s音褐色土 ロームプロック少混
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P8 P6 
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P5 P8 
l 黒褐色土ローム栓焼土粒少1比較子宮 1 ~.I.~制色土 ローム粒焼土栓少混
2 黒褐色主 焼土粒多浪 2. 1111褐色土 ローム粒多iJ~ 骨量上粒やや多混粒子施、
3. ~.I.!，褐色土 ローム粒少混 粒子?をt P9 
4 晴樹色土 ロームブロック1-'i見 l 暗褐色土焼土粒少浪
P6 2. s高尚色土 ロームプロック少混
1. ~.I!:褐色土 ロム粒少混 3 暗褐色土 ロームプロックやや多混
2 暗褐色土ロ ム粒少混 PIO 
3. ，早褐色土 ロームブロック少混 l 黒褐色土 焼土粒 ・砂粒炭化物粒やや多混
4 黙褐色土 ロームブロヅク多混 2 黒褐色土 ローム粒多混
5 黒褐色土粘性強い 3 暗褐色土 ローム粒多混
P7 4. 1Ii1褐色土 ロームプロ ックやや多混
1. ~I~褐色土 ローム粒 砂粒少混 Pll 
2. A~{褐色土 ロームプロック少梶 l 時刻色土 ローム粒少混
3 褐色土 ローム粒多混 2 泉純色土ローム粒焼土粒少根粒子管
4 撹百L 3. U音褐色土 ロームブロック少浪。粒子官

4. Hg:筒色土 ロームプロヅク多混

第486図 SB-015 

が付く掘立柱建物跡で，身舎は桁行2間×梁行2間で梁行長の方が若干長く，柱穴P10はやや外側にずれ

ている。庇部の桁行長は約l.2m，梁行2間で、梁行長は約4.1mを測る。本遺構は北西部の柱穴P1・P2・

PlOの部分でSB-016と，また，南東部の柱穴P5'P6の部分でSB-033とそれぞれ重複する。身舎部

分の柱穴深の平均は遺構確認面から約30cmで、比較的浅く，庇部を含めた全体の柱穴深の平均は46cmを測

る。南列西隅のP9と南列中央のP8が16cm前後で、最も浅い。径は庇部中央のP5で115cmと最も大きく，

身舎部西列中央のP10で40cmと最も小さい。柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混

入しているが， P 6・P7を除くその他の柱穴には焼土粒が混入している。遺物は一括で取り上げたが図

示できたものはない。
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S8-016 (第487図，図版141)

遺跡南部南東寄りの20U-31区に位置し SI-029の南側， SI -016の北側に近接する。柱穴の配置がほ

ぼ正確に対応する桁行 3 間×梁行 2 間の掘立柱建物跡で，南東側の柱穴P5 ~ P7 の部分で SB-015と重

複する。柱穴深の平均は遺構確認面から約60cmの深さがあるが，東列のP4は最深で、24cmと最も浅く，北

列中央部のP2は最深で96cmと最も深く全体的にばらつきがある。径は全体的に見ると西列側が小さく40

cm前後，東列側が大きく80cm前後で若干のばらつきがある。覆土はローム粒とロームブロック及び焼土粒

がいずれの柱穴にも混入している。 遺物は P1~P3 及びP 7 ~P 10の覆土中から出土したが，図示でき

たのは2点のみである。

1は茨城産の須恵器の杯でP8の覆土一括出土である。復元口径11.9cm，復元底径6.6cm，器高4.1cmを

測る。色調は内外面ともに赤灰色を呈し，胎土は密で焼成は良好である。調整は外面には回転ヘラケズリ

と一部ロクロナデ，内面はロクロナデが施されている。底部外面は手持ちヘラケズリが全面に施され，切

り離し技法は不明である。

2は土師器の常総聾の底部片でP9の覆土一括出土である。復元底径9.4cmを測り，色調は内面が黒褐

色で外面がにぶい赤褐色を呈し胎土は多量の砂粒を含み粗で焼成は良好である。調整は内外面ともにへ
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SBー016土層
Pl 
1暗筒色土 ローム粒少混
2黒褐色土 ローム粒焼土粒少混

④ P4ム 3黒褐色土 ローム粒少混
4暗褐色土 ロームブロック少混
P2 
i黒褐色土 ローム粒 ・焼土粒少?見。粘性強い
2暗褐色土 ローム粒少浪
3褐色土 ロームブロック多浪

4暗褐色土 ロームブロック少混
5暗褐色士 ロームプロックやや多混。粘性強い
P5 
1黒褐色土 ローム粒ー焼士粒少混
2黒褐色土焼土校多混
3時褐色土 ロームブロック少混
4. sffl司色土 ローム粒多混
5製褐色土 ローム粒少混I 粘性強い
P6 
1黒褐色土 ローム粒焼土粒少混
2黒褐色土 ローム粒やや多混
3暗褐色土 ローム粒多混
4時褐色土 ロームプロァク少混

B~'ν /ー¥ r~〆+司、、ロ' N-trIr-... P7 
I黒褐色士 ロームプロァク I 焼土粒少混

2.9音褐色土 ローム粒多i昆
N 円 3褐色土 ロームプロック少混

4褐色土 ロームプロック多混

5黒梢色土 ロームプロック少梶
B B'31.7m 6撹乱

P8 
P8.1 2， P7 2， P6 l暗褐色土 ローム粒 ・砂粒少混

i謬 3ミ品ダ ゆ
2黒褐色土焼土粒少混粒子密
3黒褐色土 ロームプロックやや多混

o 4 5 4暗褐色士 ロームプロック多混。 (1180) 4m 4 P9 
I黒褐色士 ローム粒・ 焼土粒砂粒少混
2黒褐色土 ローム粒少混
3褐色土 ロームプロックやや多混

P10 
i黒褐色土 ローム粒 ・焼土粒砂粒少混
2黒褐色土 ロームプロック少混I 粘性強い
3暗褐色土 ロームプロァク多浪
4暗褐色土 ロームプロァク少混

第487図 SB-016 
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ラナデが施され，底部外面には木葉痕が見られる。

SBー017(第488図，図版140・299)

遺跡南部南東寄りの20U-21区に位置し，SI -016の北側， SI -019の西側に近接する。柱穴の配置が若

干ずれる箇所もあるが桁行 3 間×梁行 2 問の掘立柱建物跡で，東列の P3~P6 の部分でSB-034と，ま

た，南列中央のP7の部分でSI-029とそれぞれ重複する。柱穴深の平均は遺構確認面から約48cmの深さ

があるが，北列中央部のP2は最深で'28cmと最も浅く，北列西端部のP1は最深で、68cmと最も深く全体的

に若干のばらつきがある。径は全体的に見ると 1m前後で、大きくあまりばらつきは見られない。覆土は

ローム粒とロームブロ ックがいずれの柱穴にも混入しており， P 9とP10には若干の焼土粒が混入してい

る。遺物はP7を除くすべての柱穴の覆土中から出土したが，図示できたのは1点のみである。

1は須恵器の杯の底部片でP7の覆土一括出土である。復元底径9.2cmを測り，色調は内外面ともに灰

黄褐色を呈し胎土は密で焼成は良好で、ある。調整は外面には回転ヘラケズリと一部ロクロナデ，内面は

ロクロナデが施されている。底部外面は手持ちヘラケズリが全面に施され，切り離し技法は不明で焼成後

に施された線刻が見られる。

58-017土層
Pl 
I.H幻自色土 ローム粒やや多混
2 黒褐色土 ローム粒少混
3暗褐色土 ロ ムプロ ァクやや多浪

4暗褐色土 ローム粒多混

5黒褐色土 ローム粒多j昆
6 時制色上 ローム粒砂質土やや多i見
7 時灰褐色土褐色土やや多混粘性あり

8賀補色土 ローム土

9. Hli賞褐色土 暗褐色土やや多混 ローム土主体
10時褐色土 ローム粒やや多i昆
11賞褐色土 ローム土主体

12暗褐色土 しまりあり

P2 
1 暗褐色土
2暗褐色土
3黒褐色土
4暗褐色土
5 賞褐色土
P3 
l鼎褐色土 ローム粒少混
2暗褐色土 ローム粒やや多混

3賞褐色土 ローム土

4. Oli褐色土 褐色土やや多混 砂質
P4 
I 黒褐色土 ローム粒少混

2暗褐色土 褐色土やや多混砂質
3暗褐色土 ローム粒多混

4暗黄褐色土暗褐色土やや多混 ローム土主体
5賛褐色土 ローム土主体

門 P5
I 時褐色土 ローム粧やや多混

2. Ofriii褐色土時褐色土やや多混 ローム土主体
3暗褐色土 ローム粒多混

4 黄筒色土 ローム土主体
P8 
l黒褐色土 ロームブロック多混

2 黄褐色土 ローム士主体

P9 
1 黒褐色土 ロム粒少梶

2. o音褐色土 褐色土やや多混砂質
3時黄褐色土暗褐色土やや多i見ローム土主体
4.1暗褐色土 ローム粒多i昆

D' 31.8， 
ー・ n 5黒褐色土 褐色土やや多梶焼土粒少混

6暗褐色土 ローム粒多混 しま りありLu--plf暗褐色土 ローム粒やや矧
PI0 
1 暗絹色土 ローム粒やや多混
2黒褐色土 ローム粒少混

3暗褐色土 ロームプロックやや多混

4 日高裁筒色土 暗褐色土やや多混。ローム土主体
5暗褐色土 ローム粒多混 しまりあり
6.111褐色土 ローム土主体
7.lIff絹色土 ローム粒多混

8暗褐色土 ローム粒多混 しまりあり

9黒褐色土 褐色土やや多混焼土粒少梶
山 暗褐色土 ローム粒多梶
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ローム粒やや多混

ロームプロックやや多混

ローム粒多混

ローム粒やや多混
ローム土



S8-018 (第489図，図版140)

遺跡南部南寄りの19U-07区に位置し， SB -020の西側に近接する。柱穴の配置がほぼ正確に対応する

桁行3間×梁行2聞の掘立柱建物跡で，北列西隅のP1の部分でSB-028と重複する。柱穴深の平均は遺

構確認面から約62cmの深さでしっかりしており，それぞれの柱穴の深さのばらつきはほとんど見られな

い。径は全体的に見ると60cm前後で、あまりばらつきは見られない。覆土はローム粒とロームブロックがい

ずれの柱穴にも混入している。出土遺物はない。

S8-019 (第490・491図，図版140・299)

遺跡南部南寄りの19U-18区に位置し SI-018の南東側に近接する。南北両辺に庇が付く掘立柱建物

跡で，身舎は桁行3間×梁行2間で，すべての柱穴の配置はほぼ正確に対応している。北庇部の桁行長は

約1.7m，梁行2間で、梁行長は約4.3mを測り，南庇部の桁行長は約1.9m，梁行2間で、梁行長は約4.3mを測

る。また，全体では桁行5間×梁行2間で桁行長は約8.2m，梁行長は約4.3mを測る。本遺構は北庇部分

の柱穴Pll~P 13 と身舎北列部分の柱穴 P1 ~ P3 の部分で SB-020と重複する。身舎部分の柱穴深の平

均は遺構確認面から約68cmで比較的深く ，南北両庇部を含めた全体の柱穴深の平均も約68cmと同様の深さ
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SBー018土層
PI 
l黒褐色土 ローム粒砂粒やや多混

2暗褐色土 ロームブロック少混
3. n青尚色土 ロームプロックやや多混
P2 
I 黒褐色土 ローム粒少混粒子宮

2 暗褐色土 ローム粒多i昆
3. n青褐色土 ローム粒多混
4 H.~褐色士 ローム粒砂粒少混
5 褐色土 ロームブロックやや多混

P3 
l 暗褐色土 ローム粒少混
2黒褐色土 ローム粒 ・砂粒少混
3暗褐色土砂粒多混
4. H古褐色土 ロームブロック 砂粒少混

P4 
l 畦褐色土ロ ム粒やや多混
2 暗褐色土 ローム粒・砂粒少混粒子密

3. H青鈎色土 ロームプロック ・砂粒少混
4 陪褐色土 ロームブロック多混
5 暗褐色土 ロームフロックやや多混粘性強い

P5 
l暗褐色土 ローム粒砂粒少混

2. :~褐色土ローム粒少混粒子'/f，'
3出向色土 ロームプロック事混
4.0;1褐色土 ローム粒多混粘性強い
5 筒色土 ロームブロァク多混

P6 
1 n音褐色土 ロームプロァク多浪
2 暗褐色士 ローム粒やや多混粒子密

3黒褐色土 ローム粒多混粒子密
4.011褐色土 ロームブロックやや多混。粘性強い

P7 
l 晴樹色士 ローム粒砂粒やや多混
2 暗褐色土 ローム粒多混
3黒絹色土 ローム粒多混
4暗褐色土 ローム粒多混
5褐色土 ロームプロック多混

P8 

I 暗褐色士 ロームプロァクやや多混
2 里褐色士 ロームブロァクやや多混

3褐色士 黒色土多梶
4黒褐色土 ローム粒少混粒子宮
5陪梢色土 ロームブロック少混粘性強い

P9 
l 暗褐色士 ローム粒多混

2暗褐色土 ローム粒多混
3暗褐色土 ロームブロヅクやや多I見
4従乱

PIO 
1黒褐色土 ローム粒砂粒やや多浪。粒子密

2. ，!.rJ:褐色土ロ ム粒少混
3暗尚色土 ロームプロックやや多椛粘性強い
4 時褐色土 ロームプロァクやや多混

。 (1/80) 4m 
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Pll 
1 ~尚色土

2 里褐色土

3巣箱色土
4黒褐色土
PI2 
1暗褐色土

2 暗褐色土

3里褐色t
4黒褐色土

ローム粒少混

ローム粒やや多混 粘性強い

ロームプロヅク多混

ロームプロァク少混，粒子密

PI3 
1黒褐色土 ロームブロック少梶

2 暗褐色士ロ ム粒少混

3 暗褐色土 ローム粒多混

4 暗褐色土 ローム粒少混粘性強い
5黒褐色士 ロームプロ ックやや事混粒子奮
P14 
I黒褐色土 ローム粒少混

2 黒褐色士 ロームプロックやや多混

3暗褐色士 ロ ムブロック多梶
4 暗褐色土黒色土・ロームプロヅク多混
5 黒褐色土 ローム粒多浪 ロームプロァク少混粘性強い
6舵乱

ローム粒 炭化物粒少混

ローム粒やや多混

ロームブロックやや多混

ロームブロック多混粘性強い

第490図 SB-019 (1) 
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5B-019土層
PI 
l黒褐色土 ローム粧少混粒子宮

2 暗褐色土ロ ム粒少混

3 時褐色士 ロームブロック多混

4黒褐色士 ローム粒やや事混粒子宮B
5黒絹色土 ローム粒事混
P2 
1黒褐色土 ロ ム粒 ・炭化物粒仏、混
2 里褐色土 ローム粒 ロームプロック少混

3陪褐色土 ローム粒少混
4. n昔褐色土 ローム粒多混
5.1暗褐色土 ロ ムブロック多混
6.1暗褐色土 ローム粒多混粒子宮

P3 
I里褐色土 ローム粒多混粒子密

2 暗褐色土 ローム粒 ー砂粒少混

3黒褐色土ロ ムプロック多混
4 暗褐色土 ローム粒少混 ロームブロァク多混
5暗褐色土 ロームプロ ック多混 粘性強い
6.~褐色土 ローム粒j，'i見かたいしまり
7. j宜a
P4 
i黒褐色土ロ ムプロァク少混
2 黒褐色j ローム粒砂粒少混

3暗褐色土 ローム粒 ・砂粒やや多混
4 1暗褐色土 ロ ムプロックやや多混

5暗褐色土 ロームプロック多i峰、粘性強い
P5 
l黒褐色j ローム粒多混

2暗褐色土 ローム粒焼土粒少混
3暗褐色土 ロ ムブロックやや多混粘性強い
4 黒褐色土 ロームブロック少混粘性強い

5褐色土 ロームブロァク多混

P6 
1黒褐色土ローム粒砂粒多混
2黒褐色土砂粒多梶
3 黒褐色土 ローム粒 ・砂粒少i昆 ロ ムプ口 yクやや多iJl
4 暗褐色土 ロームプロック混炭化物少混
5暗褐色土 ロームプロック多極粘性強い
6暗褐色土 小ロームプロ ァク多混
P7 

1黒褐色土 ローム粒・砂粒少混
2黒褐色土砂粒焼土粒多混 ロームプロック少混
3暗褐色土 ローム粒やや多混 ロームブロック少混
4暗褐色土 ロームプロック事混粘性強い
5撹乱
P8 
l黒褐色土 ローム粒 ー焼土粒少混
2黒褐色土 ローム粒炭化物粒・砂粒少i昆粒下奮
3里褐色土ロ ム粒少混
4 黒褐色土 ローム粒多混粒子密
5黒褐色土 ローム粒多混粘性強い
P9 
l黒褐色土砂粒多混
2暗褐色土 ローム粒多混
3 里褐色土 ローム粒多混焼土粒少混

4 黒褐色土 ロームプロック多混
5里褐色士 ロームプロァク少混粘性強い
6. j撹乱
PlO 
1黒褐色土 ローム粒砂粒やや多混粒子密
2 黒褐色土 ロ ム粒 ・炭化物粒やや多混

3黒褐色土 ローム粒少浪
4 黒褐色土 ローム粒少i昆
5黒褐色土 ロームブロ ァクやや多混粘性強い

PI5 
1暗褐色土 ローム粒 ー砂粒少混
2 黒褐色土 ローム粒多混 ロームプロァクやや多混

3暗褐色土 ローム粒やや多混
4 黒褐色j ロームプロック多混粒子宮[
5黒褐色土 ローム粒多混
6黒褐色土 ロームプロックやや多混粘性強い
7 撹乱

P16 
1 黒褐色土 ローム粒 ・砂粒やや多混

2 暗褐色土 ローム粒少混

3黒褐色土 ロームプロック少混
4 黒褐色土 ロームプロァク多混
5黒褐色土粘性強い
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を測り，すべての柱穴の深さは大きなばらつきは見られずしっかりしている。 径は南北両庇部の Pll~P

16で平均約90cm.身舎部のP1 ~ P 10で、平均約114cmと身舎部の柱穴径の方が若干大きい。柱穴覆土はロー

ム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しているが，焼土粒及び炭化物粒を混入する柱穴も多い。

遺物はすべての柱穴の覆土中から出土したが 図示できたのは4点のみである。

1は土師器の杯でP1の覆土一括出土である。復元口径13.2cm.復元底径7.7cm.器高3.9cmを測り，色

調は内面がにぶい赤褐色で外面が赤色を呈し，内外全面に赤彩が施されている。胎土は密で焼成は良好で、

ある。調整は外面には底部周縁部に回転ヘラケズリ，体部にロクロナデ，内面には全面ロクロナデが施さ

れている。底部外面は手持ちへラケズリが全面に施され，切り離し技法は不明である。

2は茨城産の須恵器の杯でP4の覆土一括出土である。復元口径13.0cm.底径7.2cm.器高4.0cmを測り，

色調は内面が灰褐色で外面が赤灰色を呈し胎土は石英・長石・雲母が多量に含まれ粗で焼成は良好であ

る。調整は外面には底部周縁部に回転へラケズ1).体部にロクロナデ，内面には全面ロクロナデが施され

ている。底部外面は回転ヘラ切り後手持ちヘラケズリが全面に施されている。

3は茨城産の須恵器の杯でP7の覆土一括出土で. 3点が接合したものである。復元口径14.0cm.復元

底径7.8cm.器高4.0cmを測り，色調は内外面ともに赤灰色を呈し胎土は石英・長石 ・雲母・砂粒が多量

に含まれ粗で焼成は良好で、ある。調整は内外面ともに磨耗が激しく不明瞭で、あるが，外面には底部周縁部

にヘラケズリ，体部にロクロナデ，内面には全面ロクロナデが施されている。底部外面は手持ちヘラケズ

リが全面に施され，切り離し技法は不明で、ある。

4は土師器の常総費の胴部片でP5の覆土一括出土1点と P6の覆土一括出土4点が接合したものであ

る。色調は内面がにぶい赤褐色で外面がにぶい褐色を呈し胎土は密で焼成は良好である。調整は外面上

部でヘラナデ，下部でヘラ磨きが施され，内面にはヘラナデとナデが施されている。

S8ー020(第492図，図版140)

遺跡南部南寄りの19U-08区に位置する。SB-018の東側及びSB-035の南西側に近接し南辺側に庇

が付く掘立柱建物跡で，身舎は桁行3間×梁行3間で，すべての柱穴の配置はほぼ正確に対応している。

柱間す法は桁行方向で、約2.2m.梁行方向で、約1.5mを測り，桁行方向の柱問す法が大きく上回っている。

庇部の桁行長は約1.3m.梁行3間で、梁行長は約4.7mを測る。本遺構は南側の庇部分の柱穴P7 ~ P 10・

P 13~ P 16の部分でSB-019と重複する。身舎部分の柱穴深の平均は遺構確認面から約66cm.庇部の柱穴

深の平均は約42cmを測り，全体的に身舎部分の柱穴の方が深くしっかりしている。径は庇部中央のP14・

P15で'48cm前後と小さく，身舎部を含めたそれ以外の柱穴では68cm前後とやや大きく，大きさのばらつき

po 
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SBー020土層
Pl 
1黒褐色土 ローム粒少混

2 黒褐色土 ローム粒やや多混 ロームプロック少混粒子密

3暗褐色土 ロームプロヅクやや多梶
4黒褐色土粘性強iい
P2 
1黒褐色土 ローム粒少i昆
2 黒褐色土 ローム粒やや多混 ロームプロック少混粒子密
3 黒褐色土 ロームプロヅク多混

4 暗褐色土 ロームプロック多混粘性強い
5 黒褐色土粘性強い
P3 
1 黒褐色土 ローム粒少梶 山砂粒多混

2黒褐色土 ローム粒・ロームプロック多浪
3黒褐色土 ローム粒少混粒子音
4. H音褐色士 ロームブロック多混
5 暗褐色土ロム粒少i昆
6 黒褐色土粘性強い

7 撹乱

P4 
l黒褐色土 ローム粒多混

2暗尚色土 ローム粒多混 ロームプロックやや多混
3暗褐色土 ローム粒多混.ロームプロックやや多混
4黒褐色士 ロームブロックやや多混
5褐色土 ロームブロァク多混

1'5 
1黒尚色土 ローム粒 山砂粒多浪

2 黒悩色土 ローム粒少混

3 黒褐色土 ロームプロック少混

4 暗褐色土 ロームプロック多混
P6 
1黒褐色土 ローム粒少混

2 黒褐色土 ローム粒少混

3黒褐色土 ロームプロック少混
4 黒褐色土粘性強い粒子密
5暗褐色土 ロームプロック多i昆
6 黒褐色土 ロームブロック少提。かたいしまり

1'7 
I黒褐色土 ローム栓多梶
2黒褐色土 ローム粒多混 ロームブロック少混
3里褐色土 ロ ムブロックやや多混
4 黒褐色土 ローム粒少混
5黒褐色土 ロームプロァクやや多混
P8 

l黒褐色土 ロームプロック少i昆
2黒褐色土ローム粒炭化物粒砂粒少混
3暗褐色土 ロームブロック多混
4 暗褐色土 ロームプロック多混
5 黒褐色土 ローム粒少浪、粘性強い
6尚色土 ロームプロァク少;足、粘性強い

P9 
l黒褐色土 ロ ム粧やや多混

2黒褐色土 ローム粒砂粒やや多混
3.1暗褐色土 ローム粒多混
4 暗褐色土 ローム粒多混
5. H音褐色土 ローム粒・ロームプロァク多混

6 暗褐色土ロ ム粒多浪。粘性強い

1'10 
1 暗褐色土ロム粒砂粒少混

2黒褐色土ローム粒砂粒少混粘性強い
3黒褐色土 ローム粒少混
4里褐色士 ローム粒多混
5.11音褐色土 ロームプロァク少浪
6暗褐色土 ロームブロック ・粘土プロ ック少混
7暗褐色土 ロームプロァクやや多混
1'11 
I 晴樹色土 ローム粒多混

2里褐色土 ローム粒多混粒子帝
3黒尚色土 ローム粒少混粘性強い
4 暗褐色土 ロームプロ ァク多混
5暗褐色土 ロームブロ ックやや多混
1'12 
I黒褐色土 ローム粒少混

2黒褐色土 ローム粒少混
3盟褐色土 ローム粒少混粒子密
4黒褐色土 ロームブロック多混
1'13 
1 黒褐色土 ローム粒やや多混

2 黒褐色土 ローム粒多混

3.~黒褐色土 ローム粒 ロームブロック多混

4 暗褐色土 口 ムプロック多iJt
P15 
1黒褐色土 ローム粒砂粒少混

2 黒褐色土ロ ム粒少混

3暗褐色土 ローム粒少梶
4 暗褐色土 ロームプロック少混
P16 
I黒褐色土 ローム粒多混
2.11音褐色士 ローム粒多混 ロームプロ ック少混
3暗褐色士 ローム粒多混 ロームプロック少混
4 黒褐色土ロ ムブロック少i昆



は見られない。柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しており，全体的に粒子が

密で若干の粘性を帯びるものが多い。遺物はP16を除くすべての柱穴の覆土内から出土し一括で取り上げ

たが，図示できたものはない。

S8-021 (第493図，図版141)

遺跡南部中央の19T-90区に位置する。SB-022・SB-023の西側に近接し東辺側に庇が付く掘立柱

建物跡で，身舎は桁行3間×梁行2間で庇は梁行方向に伸びており，すべての柱穴の配置はほぼ正確に対

応している。庇部は桁行3聞で、桁行長は約5.2m，梁行長は約1.4mを測る。本遺構は北西側の柱穴P1・

P 2・P10の部分でSB-035と，南側の柱穴P7'P8の部分でSI-020と，また，庇部北端の柱穴Pll

の部分でSI-027とそれぞれ重複する。身舎部分の柱穴深の平均は遺構確認面から約34cm，庇部の柱穴深

の平均は約22cmを測り，全体的に身舎部分の柱穴の方がやや深い。径は庇部のすべての柱穴で'20cm前後と

極端に小さく，身舎部の柱穴では36cm~60cm前後と大きさのばらつきが若干見られる。 柱穴覆土は P6~

P8でしか観察できなかったが，ローム粒とロームブロ ックが主体に混入している。出土遺物はない。

S8-022 (第494図，図版141)

遺跡南部東寄りの20T-81区に位置し SB-021の東側に近接する。柱穴の配置がほぼ正確に対応する

桁行3間×梁行2聞の掘立柱建物跡で， SB -023・SB-024とほぼ全面で重複する。また，北列の柱穴p

1 . P 2の部分でSI-027，南東部の柱穴 P5~P7 の部分で SI-024とそれぞれ重複する。竪穴住居跡

跡と重複する P6を除いた柱穴深の平均は遺構確認面から約80cmの深さでしっかりしており，それぞれの

柱穴の深さのばらつきはあまり見られない。径は 1mを超え全体的に見ると大き く，あまりばらつきは見

られない。覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入し，全体的にしまりがあり粘性も強
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SB-021土層
P6 
I黒褐色土 ローム粒少混
2.11音褐色土 ロームプ口 γクやや多混
3.1情褐色上 ロームプロックやや多混
P7 
1.11吉備色土 ローム粒多混
2， ~.I，!，褐色土 ローム粒少ilt
3暗褐色土 ローム粒多混
4 Kii褐色土 ローム粒多混 粘性強い
P8 
111古褐色土 ロ ム粒・砂粒少混
2.11古褐色士 ロームブロヅクやや多混
3黒褐色士 ロームプロ ァク少混
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S8ー022土層
Pl 
1・.IA尚色1 ローム粒i昆 しまりあり 鮎ttあり
2 ・，1.¥褐色 1: ローム性従 しまりあり 枯性あり
3明尚色 t 焼上 世化物少iIt しまりあり
4 褐色土 ロム位混しまりあり鮎性あり
5尚色 I ローム粒多混 しまりあり 押，性なL
P2 
I !.I_¥尚色 l ローム粒少混 しまりあり
2. !.I.¥尚色 上粘性あり
3 尚色上 ローム粒少i昆 しまりあり
4 尚色 t 砂多慌 しまりあり 粘性あり
5尚色土 ローム粒ロームプロ yクやや多i且粘性あり
6暗褐色 l ローム粒やや多混 しまりあり
P3 
I :H褐色 t ロ ム粒岳、i昆 しまりあり 粘性なL
2 尚色上 ローム粒i且しまりあり 粘性なし
3尚色上 しまりあり 粘性なL
4 前褐色 i ロム t
5. U}J出色j しまりあり 粘性会 L
6. :U陶色 i 砂町 i小iIt
7出向色 1:ハ ドロ ムプロァク小iJ1 しまりあり
P，1 
t .'.I.!，尚色 l ロームプロ yクiIt
2. :，1:"樹色上ロム粒少混
3. :.1.¥同色 l 砂111やや多iIt ローム紅少梶
4 時制色」 ロームプロックiIt しまりあり
5時褐色上 ロ ムブロックやや多混
6時制色1 ロームプロヅク水主状に合
7・R褐色 t 暗掛色 1やや多視 ローム l:iIt
8 ・1¥梢色 I 決#1'1色砂町土 ローム粒やや多iIt
9 ・l!臨色 i ソフトロ ム多iIt ハードロームプロソクi見
I弔
l 思尚色上ハードロームブロックi且
2虫褐色 l ハ ドロ ムブロック水玉状にiIt
3 黒褐色 t 砂町ロ ム。ハードロ ムプロァク粒iIt
5 .'.I.~尚色 l ロ ム粒事混砂貿土
6晴樹色仁 ローム 1:多iIt ハードロームiIt
7 忠岡色上 ロームプロック小i昆
8. ，'.1.¥同色 i ロム粒砂l'i上i昆
9 時国色 1 ロームブロック捕状に合
10. !M尚色 i ローム粒i且 砂町
P6 
1，'.1.¥褐色 l ロ ム較iIt砂町
2. .'.1.¥尚色上 ローム松浪ハードロームブロヅク
3. :.1.¥尚色上 ロームプロァク ローム粒iIt
p9 

l梢色 l ロ ムl<iIt粘性あり しまりややなL
2尚色 l ロ ムプロックi見 しまりあり
3尚色 l ローム粒少i見 しまりあり
'l.'VJ尚色上 ロームプロックやや多能 しまりあ 1)
5. "1尚色上 ロームプロック少i且 しまりあり
6 樹色土 ローム粒世しまりあり 押i性あり
i vi褐色 1 ロム肘
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い。遺物は柱穴 P1~P4'P7'P8 ・ P10の覆土内から出土し一括で取り上げたが，図示できたもの

は1点のみである。

1は茨城産の須恵器の杯でP7の覆土一括出土である c 復元口径10.5cm，復元底径6.5cm，器高3.4cmを

測り，色調は内外面ともに灰黄褐色を呈し，胎土は雲母が少量含まれるが密で焼成は良好である。調整は

外面には底部周縁部に手持ちヘラケズリ.体部にロクロナデ.内面には全面ロクロナデが施されている。

底部外面は手持ちヘラケズリが全面に施され.切り離し技法は不明である c

88-023 (第494図，図版141)

遺跡南部東寄りの19T-81区に位置し.SB-021の東側に近接する c 柱穴の配置から桁行3間×梁行2間

の掘立柱建物跡と思われるが，本遺構南東部でSI-024と重複しているため柱穴2基を確認できなかった

が，その他の柱穴はほぼ正確に対応する。そのほかにはSB-022 . SB -024とほぼ全面的に， また.北列

の柱穴P1の部分でSI-027とそれぞれ重複する。検出できた柱穴深の平均は遺構確認面から約64cmの深

さでしっかりしており，それぞれの柱穴の深さのばらつきは激しし~竪穴住居跡跡の床面で検出されたP

5を除いた径の平均は約68cmで、あまりばらつきは見られなし=。覆土はローム粒とロームブロックカ丸、ずれ

の柱穴にも混入し， P1'P2'P7 の覆土には若干の焼土粒が混入している。遺物は柱穴 P1~P3 ・

P6~P8 の覆土内から出土し一括で取り上げたが，図示できたものは 1 点のみである c

1は須恵器の杯の底部片でP6の覆土一括出土である。復元底径9.2cmを測り，色調は内外面ともに赤

灰色を呈し胎土は白色針状物質が微量に含まれるが密で焼成は良好である。調整は外面には底部周縁部

に手持ちヘラケズリ.体部にロクロナデ.内面には全面ロクロナデが施されているコ底部外面は手持ちヘ

ラケズリが全面に施され，切り離し技法は不明である。

88-024 (第495図，図版141)

遺跡南部東寄りの20T-91区に位置し. SB-021の東側に近接する。柱穴の配置がほぼ正確に対応する

桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡で， SB -022 . SB -023 . SI -024とほぼ全面で重複する。柱穴深の平

均は遺構確認面から約36cmの深さで全体的に浅く.それぞれの柱穴の深さのばらつきはあまり見られな

いこ径は最大で128cm. 最小で、68cmを測り.ばらつきがあるコ覆土はローム粒とロームブロックがいずれ

の柱穴にも混入し P1 'P4・P5 . P 9 . P 10の覆上には若干の焼土粒が混入している c 遺物はすべ

ての柱穴覆土内から少量出土し一括で取り上げたが.図示できたものはない。

88ー025(第495図.図版141)

遺跡南部中央の19T-65区に位置する:)SB -043 . SB -044の北側に近接し西辺側に庇が付く掘立柱

建物跡で.身舎は桁行2問×梁行2間で梁行長の方が若干長く，柱穴の配置はほぼ正確に対応する。庇部

の桁行長は約1.3m，梁行2間で梁行長は約3.8mを測る c 本遺構は南西部の柱穴P7 . P 8 . P 10・Pll

の部分でSI-008と， また，南側半分の柱穴 P5~P8 ・ P 10の部分でSB-026とそれぞれ重複する。身

舎部分の柱穴深の平均は遺構確認面から約40cmで、比較的浅く，庇部のみの柱穴深の平均は約40cmで、身舎部

分の柱穴深とほぼ同一である c 径は全体的に見ると庇部が小さく，身舎部が大きし九柱穴覆土はローム粒

とロームブロックがいずれの柱穴にも混入している。出土遺物はない。

88ー026(第496図，図版141)

遺跡南部中央の19T-65区に位置する。 SB-043 . SB -044の北側に近接する桁行2間×梁行2聞の掘

立柱建物跡、で.西列の柱穴P7'P8の部分でSI-008と， また.北側半分の柱穴 P1~P4.P8 の部
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SB-024 

!)> 

;:;; c 
:ヨ

B 

P8 P7 

S8ー024土層
1'¥ 

1，'，1，¥尚色上 ローム粒多ilI.
2 ・H剥也t ローム粒多ilI..砂町
3暗褐色 t ローム粒 ロームプロック多ilI. しまりあり
4暗褐色i ロ ム粒やや多混
5・U褐色i ローム位~ilI.
6・，1.¥尚色I ローム粒多ilI. 続仁枝少拠
1'3 
l附槌色上 ロームプロ ァク多iJi. しまりあり
2. :.1.¥尚色上ロム粒多ilI.砂j'i
3陪尚色上 ローム粒多ilI.
4. Rff褐色土ロ ム粒やや多ilI.ロ ムプロ ック少ilI.
5. Rff;梢色止 ロームプロ yクやや多混

6. ~J\鎚色 i ローム粒多ilI..砂質

P4 
1 日日制色 lー ロームプロ γ ク多i且 しまりあり
2晴樹色J ロ ム技~ilI.
3目指尚色¥'. ローム粒~ilI. 焼 t粒5レilI. 砂町
4期制色上 ローム肢~ilI.砂町
5附尚色¥: ロームプロ γク多ilI.
P5 
1.，'，1，¥尚色 l ローム粧やや多i比 焼上位少ilI.
2. ~.~出色上ロ ム位やや多ilI.
3. :.I.~尚色J'. ローム位事ilI.
4時尚色上ロ ム粒事ilI.
5 ・R筒色 I ロームプロ ックやや多i比砂町
1'6 

門、'>(' ¥晴樹色t ローム粒やや多混。ロームプロァク少混 砂R
a tGJr出 2黒褐色t 尚色l ローム粒やや州
1'vfJ. 3.Bff梢色 t ロ ム粒多ilI.

守 4陪制色 ta:1尚色土やや事ilI. ロームプロ yクl体
P8 
1. .'.1.¥剥色1 ロ ム粒多ilI.
2. :且剥色上ローム位多i且砂宵
3. :.1.¥潤色l ローム粒多ilI. 砂官
4. ，1.1.¥褐色土日時褐色土 ローム土やや多ilI. ロームプロック主体 しまりあり
5. .~.I.\褐色 k ロ ム粒やや多混砂町
6. Bf'i剥色土ロム粒ロムプロック多ilI.

7. U.~褐色仁 ローム粒多ilI.
p9 

I '!H褐色上 ローム位多ilI.
2出尚色上 ローム位多ilI.砂町

門 3. ，'H尚色 1: ローム粒多i見 砂町
4附剥色tローム粧多iJi.
5目持制色1: ロームプロ γク多ilI.
6巣地色土 ローム栓多iJi.
7 暗褐色上 ローム粒やや多i昆 ロームプロ ック少ilI.
8. :.1.'，褐色t ローム粒やや多ilI. 砂質
9. ，'H褐色土 ローム粒やや多混焼土粒少ilI.

1'¥0 
1:.1.¥尚色¥. ローム粒多混
2 思同色 l ロ ム粒多出砂It

3 ・"褐色 t ローム粒やや多i昆 砂冒
4時褐色 l ローム校 ロームプロック多ilI.
5. !I.¥褐色 t ローム粒多ilI. 砂宵
6. n.¥尚色 l ローム粒やや害保健l粒歩、i且
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第495図 SB-024・025
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S8ー025土層
1'¥ 

J. t.I.¥尚色土 ローム粒少ilI.
2.m尚色上 ローム粒~ilI.
3時梢色土 ローム粒多ilI. ロームプロック晶、ilI.

4 時尚色土 ローム枝少ilI. かたいしま 1)

P2 

1鼎尚色 t ローム粒少混
2黄梢色土 ローム土主体
3暗褐色土 ローム蛇多i且
4 鼎制色土 ロ ムプロ ァク少ilI.

P3 
1.1.1.¥剥色士 ローム粒多ilI.
2締尚色1: ロームプロ ック5レi見

守 3蹄尚色』 ロームプロヅク多ilI.
1'4 
l思同色仁ロム粒多ilI.

2黒褐色 t 砂純ロ ム粒少ilI.
3暗尚色t ロ ム駐少ilI.松子曹
4. B守制色土 ローム粒多ilI. ロームプロック少ilI.

P5 
1.;，1.¥尚色土 ローム詑少ilI.
2晴樹色土 ロームプロ ック1-、ilI.

3陪尚色土 ローム純多混粒子宮
4 舵乱

1'6 
1県尚色土 ローム粒多ilI.
2出尚色土 ローム柱少i且
3暗尚色土ロ ムプロ γク多混

4撹乱
p7 

1晴樹色 l ローム粒多混
2 黒褐色土 ローム粒事i見
3黒剥色土ロ ム校長、混
4陪褐色土 ロームプロ γク少混

1'8 
J.".¥尚色土 ローム粒j;、損
2.1.1.¥制色土 ローム粒 ロームプロ ック生i混
3晴樹色上 ロームプロ ァク生ilI.
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SBー026土層
PI 
l黒褐色土 ローム粒j，混

2. ~，且褐色土 ローム粒少混
3前向色土 ローム府
P2 
l黒褐色土 ロームプロァク少混
2. a音尚色土 ロ ムブロックやや多梶
3. m褐色土 ローム粒少混。粒子宮
P3 
1 .~ド褐色 i ロ ム粒少jJt
2黒尚色土 ローム粒少梶
3賞褐色土 ローム肘
P4 
1県尚色土 ローム粒少梶
2. a官補色土 ロームブロァク少混
P5 
I 単純色土ロ ム粒少混

2 黒褐色土 ローム粒少混

3. ，~M褐色土 ローム粧やや多浪粘性強い
P6 
l黒褐色土 ローム粒やや多混
2 黒褐色土 ローム粒少梶

3暗褐色土 ローム粒多混粘性強い
P8 
l 黒褐色土

2暗褐色土
ローム粒少混

ロームブロック少混

SB-027 (B)土層
PI 
1 ~.I.{褐色土 ローム粒少混
2. .\I.~尚色上 ローム粒多混
3暗褐色土 ロームブロァクやや多混
4 時褐色土 ロームプロ γク多混

P2 
l.m尚色土 ローム粒少混
2 型倒色上 ローム粒多混

3 暗褐色土 ロームプロァクやや多混
4 時制色 t ロームプロァク多混
P3 
1. ~.IÅ褐色 上 ローム粒やや多混

2. .~.IA褐色土 ローム粒やや多混
3晴褐色土ロ ム粒少混粘性強い

SB-027 (B) 

人④
川 JPl 吋コ

〉、
ω
N
G
ヨ

⑨ P2 

P6 
SB-027 (A)土層 l黒褐色土 ローム粒少混

PI P3 2黒尚色土 ローム蚊 ・砂粒やや多拠
l 黒褐色土 ローム粒少浪 1.:.1，褐色土 ローム粒少混 3暗褐色土 ロームブロック多i昆
2里褐色t ロ ム粒jJ混粘性強い 2里褐色士 ロ ム粒 ・砂粒やや多1昆 4暗褐色土ロ ム粒多混
3暗褐色土 ローム粒多混 3黒褐色土 ローム粒多従 5黒褐色上 ローム粒多混
4.1晴樹色上 ロ ムプロックやや多混粘性強い 4 出褐色上ロ ム粒やや多;且粘性強い 6陪褐色主 ロム粒多梶
5出褐色土 ローム粒少混粒子常 P4 P7 
6黒褐色土 ローム粒多混 I黒褐色土 ローム粒やや多混 1. :，~褐色上 ローム粒少浪
P2 2暗褐色上ロ ム粒やや多混粒子密 2黒褐色土ロ ム粒多混
l黒褐色土 ローム粒少混 3.8青褐色土 ローム粒多混 3唱褐色土 ローム粒砂粒やや多汲
2黒褐色土 ローム粒砂粒やや多混 4晴褐色土 ロームプロ ックやや多i昆 4日昔褐色上 ロームプロックやや多混 粘性強L、
3黒尚色土 ロ ム粒多?見 P5 5悦百L
4 里褐色上ロ ム粒やや多;見粘1'1卦i'-'、 1黒褐色J ロ ム粒j，'拠 P9 

2. .~褐色土 ローム粒 ・砂粒やや多混 l里褐色t ロ ム粒砂粒少混粒子密
3. a古褐色士 ローム粒多混 2黒褐色士 ローム粒やや多混
4日告褐色上 ロ ムブロァクやや多混 3暗縞色t ロームプロック少混

第496図 SB -026・027(A)・027(B)
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分でSB-025とそれぞれ重複するョ柱穴深の平均は遺構確認面から約30cmの深さで，全体的にはやや浅め

で. どの柱穴の深さも同程度でばらつきはなし~径は40cm~84cmで.比較的小さくばらつきがある。覆土

はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しているが，全体的に見て粒子は密で粘性が強いと

遺物は柱穴P7の覆土内から出土し一括で取り上げたが.図示できたものはないc

88-027 (A) (第496図，図版142)

遺跡南部中央の19T-82区に位置し SB-011の西側に近接する桁行2間×梁行2聞の総柱建物跡で¥

柱穴の配置はほぼ正確に対応し SB-027 (B) と全面的に重複する。束柱とみられる P9を除いた柱穴

深の平均は遺構確認面から約44cmの深さがあり， どの柱穴の深さも同程度でばらつきはないc しかし，束

柱とみられる P9の柱穴深は最深で、20cmと極端に浅いc 柱穴径は束柱とみられる P9で'48cmと極端に小さ

く.その他の柱穴径も最大で'120cmと全体的に径のばらつきは著しい。柱穴覆土はローム粒とロームブロッ

クがpずれの柱穴にも混入しているが.全体的に見て粘性が強いこ遺物はP1.P3~P5.P8 の覆土

内から出土し一括で取り上げたが.図示できたものはない。

88-027 (8) (第496図.図版142)

遺跡南部中央の19T-82区に位置し. SB-011の西側に近接する。検出された柱穴は 3基のみでSB-

027 (A) と全面的に重複し全体の規模は不明である。柱穴深の平均は遺構確認面から約48cmの深さが

あり.柱穴の深さは若干のばらつきがあるこ柱穴径は約 1mで、やや大きめである=柱穴覆土はローム粒と

ロームブロックがいずれの柱穴にも混入している。遺物はP2の覆土内から出土し一括で取り上げたが.

図示できたものはないコ

88-028 (第497図，図版142)

遺跡南部中央の19T-96区に位置する c SB -029の北東側及びSB-035の南西側に近接し北東側の柱

穴 P2~P5 の部分で SI-029と.南列東側の柱穴P7の部分でSB-018とそれぞれ重複するこ柱穴P3 

はSI-029との重複により検出できなかったが.桁行3間×梁行3聞の掘立柱建物跡である。柱穴の配置

は若干外側にずれるものもあるが.ほぼ正確に対応しているといえるご柱間寸法は桁行方向で、約2.2m.

梁行方向で、約1.5mを測り，桁行方向の柱間寸法が大きくと回り桁行長は約6.4m. 梁行3間で梁行長は約

4.6mを測る c 柱穴深の平均は遺構確認面から約44cmで.重複している柱穴も考慮するとそれぞれの柱穴

深のばらつきはあまり見られないc 径は多少のばらつきはあるが平均して約66cmを測るご柱穴覆土はロー

ム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しており，全体的に粒子が密で若干の粘性を帯びるものが

多いc 遺物はP11の覆土内から出土し一括で取り上げたが，図示できたものはない=

88-029 (第497・498図，図版142)

遺跡南部南寄りの19U-15区に位置する c SB -028の南西側に近接し.凶列の柱穴P1 . P 10~ P 12の

部分でSI-007と，南列東側の柱穴P7 . P 8の部分でSB-030・SB-045とそれぞれ重複する c 柱穴の

配置は若干内側にずれるものもあるが，ほぼ正確に対応している，桁行3間×梁行3問の掘立柱建物跡で

ある土柱間寸法は桁行方向で、約2.1m. 梁行方向で、約1.1mを測り.桁行方向の柱間寸法が大きく上回り桁

行長は約5.8m. 梁行3問で、梁行長は約3.8mを測る。柱穴深の平均は遺構確認面から約42cmで，竪穴住居

跡跡と重複している柱穴も考慮するとそれぞれの柱穴深のばらつきはあまり見られなし、径は多少のばら

つきはあるが平均して約92cmを測り，柱穴の底面もほぼ平らで大きくしっかりした柱穴といえるコ柱穴覆

土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しており.全体的に粒子が密で強い粘性を帯びる
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SB-028土層
1'1 
l黒褐色土 ローム粒多ilt
2時制色土 ローム粒多i昆
3. ，'H褐色土 ロームプロァク多ilt
4. f#.褐色土ローム枝少梶粒チ官
1'2 
1m椙色土ロム粒焼t枝少混
2. ，'~尚色土 ロームブロ ック少混粒子育
3 時制色上 ロームプロックやや多民
1'4 
1 . .'.I.~褐色j ローム粒少ilt
2暗制色土 ローム粒やや多ilt
3時制色土ロ ムプロック少混
1'5 
l型倒色土 ローム粒少混
2黒尚色土ローム粒多混粒チ宮
3 日目尚也上 ロームプロァク多t昆
1'6 
1.:.1A尚色士 ロームプロック少混
2.且褐色土 ローム粒少i見
3. Uff陶色土ロム投多ilt
4 時褐色上 ロームプロァクやや多拠粘性強い
1'7 
1，'.1.¥間色上 ローム粒多i昆
2. :J.¥嗣色土 ローム粒少ilt
3. ~H尚色土ロ ム粒多混粘性強い
4. :.IA尚色土ロ ムプロ yク多ilt
1'8 
1.，').¥尚色土 ロ}ムプロァク多i昆
p9 

1. H~同色土 ローム枝少ilt
2精尚色土ロ ムプロヅク少ilt 粘性強い
3時尚也土 ロームプロック少ilt.1'I;性強い
4 晴樹色上 ロームプロック多iJt
1'10 
1. ;I.~尚色士ロ ム粒少混
2. ~H尚色土 ローム粒やや書出枝子背
3. ~U尚色土 ローム粒多混
4 晴樹色土 ロームプロック多浪 しまりあり
Pll 
1 :H尚色」 ロ ム粒 ロームプロックやや多iJt
2黒褐色土 ロームプロ ヅク多誕
3・，1.¥尚色t ローム粒事iJi
4. ßi~褐色土 ロームプロックやや多i昆
PI2 
1 n~褐色土 ローム粒事拠 ロームプロックやや多ilt 粒f官
2. :.1.¥褐色土 ロームプロァク事i見
3鼎尚色 i ローム粒多ilt
4黒褐色土ロームプロック多i比粒子宮

SB-029土雇
1'1 
l黒地色土 ローム粒やや多ilt
2. ~.\尚色iニロ ムプロァク少出桂子禽
3. Rtf褐色土 ロームプロック多ilt
1'2 
1.'11，剥色上 ローム粒少ilt
2黒褐色土 ロームプロァク多i昆
3. J.IA褐色土ローム粒多i昆
4. "長褐色土 ロ ムプロヅクやや多ilt
P:l 
1.:.1A尚色土 ローム粒やや多混粒子音
2黒褐色土 ロームプロック多ilt
3苗尚色土 ローム土
4黒褐色土ロ ム粒少混
5暗褐色土 ローム粒多i且粘性強い
1'4 
l県尚色上ロ ム粒少i且粘性強い
2晴樹色土 ロームプロヅク少混粒子背
3晴樹色土 ロームブロック多ilt
4 略尚色土ロム粒多i且
5. j宜乱
Pラ
l県尚色土 ローム粒やや多ilt.1'I;性強い
2 ・H尚色t ローム粒民化粒企j)も粒 f帯
3時尚色土ローム粒多i昆
4. "存尚色土ロ ム粒少i比
5時制色土ロ ムプロックやや多i昆粘性強い
6撹乱
1'6 
1 ~!.\尚色土 ローム粒やや多出
2時制色土 ロームブロ ック少i且粒子宮
3.1正樹色土灰剥色粘土プロ ック
4 時制色土 ロームブロックやや多iJi 粘性強い
1'7 
I時制色i ローム控 山砂粒やや多混 5D曲lの噛1
2思褐色土ローム粒少i昆粒一fi府
3・l'制色土ロ ムプロック少i昆世F背
4 時制色土 ローム粒粘土粒やや多i且
5時制色土 ロームプロック多ilt
P8 
1期尚也土ローム粒 枯上粒少ilt
2 . :，I.~制色土粘土粒多梶
3黒褐色土 ロームプロヅク少ilt
4 ・l'.剥色上 ローム栓 ロームプロァクやや多ilt
p9 

1m褐色上 ローム枝やや多i昆粘土粒少混
2灰尚色士灰褐色粘 tプロ γク
3. ，~~褐色土ロ ムプロヅク少混粒子宮
4 黒梢色土 ローム粒多混焼土粒やや多混
5硝褐色土 ロームプロック多混
1'10 
1県褐色土 ローム粒少i且
2時制色土ロ ムプロァク少誕
3県褐色土ロ ムプロァク多ilt
4黒褐色土ロ ムプロヅクやや多i見粒子曹
Pll 
1 :n尚色土ローム粒粘土粒やや多ilt
2黒褐色土 ロームプロックやや多iIt粒チ官
1'12 
1 . :J.~地色土 ローム粒少i昆
2黒褐色上ロ ムプロック少槌粒子曹

。 (1180) 4m 



三壬三才
ものがほとんどである。遺物はP1・P11 . P 12 

¥己 主ヲの覆土一一一一2点

。 (114) 10cm 
のみである。

1は須恵器の杯で， P 1の覆土上面から出土し
第498図 SB-029 (2) 

た。復元口径13.2cm.底径7.4cm.器高3.75cmで¥

色調は内外面ともに灰褐色を呈している。胎土は砂粒と白色粒を微量に含み密で，焼成は良好で、ある。調

整は内外面にロクロナデ ・底部外面及び、周縁部に手持ちヘラケズリが施され，切り離し技法は不明で、ある。

2は底部を欠損する須恵器の杯で， P 12の覆土上面から出土した。復元口径14.2cm・器高3.2cmで，色調

は内外面ともに黒褐色を呈している。胎土は砂粒と雲母をやや多めに含み密で，焼成は良好で、ある。調整

は内外面にロクロナデが施されている。

SB-030 (第499図，図版142)

遺跡南部南寄りの19U-26区に位置する。SB-018の南西側に近接し， SB-031とは全面的に，北側半

分の柱穴の部分でSB-045と， 北列西端の柱穴部分でSB-029と 南列西端と南列中央の柱穴の部分で

SI -015と，それぞれ重複する。竪穴住居跡跡SI-015と重複する柱穴は検出できなかったが，柱穴の配置

はほぼ正確に対応している，桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡であると思われる。検出されたすべての

柱穴の柱間す法は2.2m~2.3m を測りほぼ等間隔で，桁行 3 間で、桁行長は約6 .8m，梁行 2 間で梁行長は約

4.5mを測る。柱穴深の平均は遺構確認面から約54cmで，竪穴住居跡、と重複している柱穴を除いても柱穴

深のばらつきは若干ある。径は多少のばらつきはあるが平均して約68cmを測り. しっかりした柱穴といえ

る。柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しており， P 5の覆土には若干の焼土

粒が混入している。遺物はP3.P5.P6の覆土内から出土し一括で取り上げたが，図示できたものは

ない。

SB-031 (第499図，図版142)

遺跡南部南寄りの19U-26区に位置する。SB-029の南東側， SB -032の北西側に近接し東辺側に庇

が付く掘立柱建物跡で，身舎は桁行3間×梁行2問で庇は梁行方向に伸びている。身舎部の南列西端部

分で竪穴住居跡跡SI-015と重複しているため柱穴2基は不明であるが，身舎部のすべての柱穴の配置は

ほぼ正確に対応していると思われる。庇部は桁行4間で桁行長は約7.0m，梁行長は約1.6mを測る。本遺

構は身舎部の北側でSB-045と，身舎部ほほ全面的にSB-030と，身舎部の南列西端部分で竪穴住居跡跡

SI -015とそれぞれ重複している。身舎部分の柱穴深の平均は遺構確認面から約50cmで，ぱらつきはあま

り見られず柱穴深は均一で、ある。庇部の柱穴深の平均は約33cmを測り， 全体的に身舎部分の平均柱穴深よ

りやや浅い。 径は庇部の柱穴平均径は45cm前後で、身舎部に比べるとやや小さく ， 身舎部の柱穴径は56cm~

80cm前後と大きさのばらつきが若干見られる。柱穴覆土はローム粒とロームブロ ックがいずれの柱穴にも

混入しており， P 1 4の覆土には若干の焼土粒が混入している。 遺物は P2~P4 ・ P 6 . P 7 . P 13~ P 

15の各柱穴覆土内から出土し一括で取り上げたが，図示できたものはない。

SBー032(第500図，図版142)

遺跡南部南寄りの19U-38区に位置する。SB-031の南東側に近接し 東列南半分の柱穴でSB-018と

重複する。竪穴住居跡跡SI-018と重複する柱穴は検出できず，柱穴の配置も正確に対応していない桁行

3間×梁行2聞の掘立柱建物跡であると思われる。南列東端部の柱穴は竪穴住居跡跡SI-018と重複する
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S8ー030土層
Pl 
1 :，1.¥尚色 lニローム粒少i昆位 !-1野
2 陶色仁 ローム位ロームプロ γク多iJi.

3. .'H嗣色 l ローム粒少i昆 粒 f官
4 日号制色上 ロームプロ フク少iJi. 粘性強い

P2 
1 u.~尚色土 ローム粒少i昆
2. ，'.1.¥尚色』 ロム粒山砂粒~J;i且
3. !n制色上 ローム粒やや書出
4 ，'.1.¥尚色上 ロームプロック少iJt 枯性強い

P3 
1. .'.1.¥嗣色土 ローム粒 ロームプロ ァクやや多iJt

2. .'H尚色土ロム純金、混
3. ，'1.1:尚色上 ローム粒多出

4暗制色上 ローム粒5レjJt
P4 
l黒樹色土 ローム粒やや多iJt 粒子育

2. ;~褐色土 ロームプロ γク少iJt
3. .~'.\樹色土ロ ムプロ ックやや多混
". !H尚色上 ロームプロック多iJt 純子帝
5. !J¥尚色土 ロームプロック少jJt 粘性強い
l屯

1，'.1.¥尚色上 ローム粒やや多混
2. :J.¥剥色土ローム粒瞳t粒少混
3 晴樹色 t ローム粒多i昆 粘性曲い
4 暗褐色上 ロ ムプロ ァクやや事i且
5. #.¥尚色士 ロームプロァク少混粒 f官
P6 
l目指尚色上 ロームプロックやや多混

2. Dff陶色上 ローム粒多混
3時褐色土ロ ム粒多混
4 虫尚色土 ロ ムプロソクやや多i出
P7 
l陪倒色t ローム粒多i且
2 ・I!闘色 t ローム粒少jJt
3 暗闘色t ロームプロ yク少iJt
P8 
1 ~I\尚色上ロム粒山砂粒少iJt粒子宮
2 時同色1ニ ロ-L粒やや多品
3. ，'，1.¥尚色 L ロームプロ ヅクやや多混

N 
円

~ Iツベ守

υi 

寸9l

P5 

P4 

SB-030 

④ 

P8 

ld 

UlO.Z[ ，'1 B 

l 
A' 

当 主|

S8-031土層
Pl 
1 .f~.~褐色士 ローム粒 ロームプロ ック少jJt
2晴樹色上 ローム粒多提

3時禍色土 ローム粒少iJt
4 時尚也士 ロ ムプロック少iJt. 1(1子昔

5. .!.I.¥尚色土 ロ ムプロックやや多世粘性強い
P2 
l黒褐色土 ローム粒少混

2・H出色1 ロームプロァク少iJt
3. :共同色士 ロム杭多jJt
4. ，'，1.¥同色上ロ ムプロ yク多槌粒子音
P3 
1.:.IA尚色土 ローム粒少混
2 ・H梢色土 ローム粒多iJt 粘性強い

3・It梢色上 ローム粒多iJt
4 暗尚色土 ロ ムプロァクやや多語4
5時尚色士ロ ム粒多jJt
P4 
1時尚色士 ローム粒やや多i且粘性強い
2時褐色上ロ ム粒極少jJt
3時同色土 ロームプロ ヅク多iJt 格性強い
4. .!H尚也士 ローム粒少iJt
5 ・.1.¥尚色上 ロームプロック視 しまり強

P5 
l出制色土 ローム粒少出

2暗尚色土 ロームプロック少i且粒子官
3晴樹色上 ロームプロ yク多iJt

" • .'，I.~尚色上 ロームプロ ック少iJt 枯性強い
P6 
l時尚色1 ローム粒 ロームプロヅク少混
2晴樹色土ロム粒多iJt
3 'IJ梢色t ロームプロ ック少混粒子宮
4 思尚色土 ロームプロァク少iJt 粒子育

P7 
l時陥色上 ローム粒少混

2 尚色上 ロ ムプロ ァクやや多iJt粘性強い

3. !.I.・尚色土 利ローム粒イーi昆
4褐色 Iー ロムプロックjJt
P8 
1・n褐色土 ローム粒やや多混
2 褐色上 ロームプロ ック多混

3. 'H褐色上ロム粒少合粒 f背
4.1撹乱
p9 

1.'.IA尚色土 ロームプロックタ混粒子宮
2時尚色 t ローム粒多i昆
3. ，''-¥尚也上ローム粒多混粒子背
4 思尚色土ロ ムプロァク少iJt粒子音

Pl2 
1. ;':f.~尚色 1 ロ ム粒少混
2. .':1.¥梢色 1: ローム粒多混
3黒褐色上ロ ムプロ ァク少iJt
4 尚色 i→ ロ ムプロ ァクやや多i且
Pl3 
l晴樹色上 ローム粒 ロームプロァク少i且
2暗倒色土 ロ←ムプロ ァク多i昆
3盟梢色上 ローム粒ラレ混粒f官
i撹乱

Pl4 
1黒褐色土 ローム粒少混

2 黒褐色土 ロームプロァク 悼土粒少jJt

3黒褐色士 ロ ム粒多混
4 :.1.¥尚色上 ロームプロ yク生誕粒子曹

5. :.1.1:樹色土 ロームプロ yクやや多i昆かたいしまり
PI5 
1黒嗣色上ロム粒多t且
2思尚色 t ロ ム粒少悦
3. .!H褐色上 ロームプロヅク少i昆粒子宮
4 山尚色土 ロームプロックやや多jlt
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ため未検出であるが，検出されたすべての柱穴の配列から考えると梁行3間になると思われるご本遺構の

規格は不明な点もあるが，桁行3問で桁行長は約6.4m. 梁行は北側で2問.南側で3問で梁行長は約4.2

mを測るコ柱穴深の平均は遺構確認面から約38cmで¥最大深のP9で、約68cm. 最小深のP2で、約25cmを測

り柱穴深のばらつきは若干ある c 径は平均して約68cmを測るが.最大径のP1で、約104cm. 最小深のP7

で、約32cmと柱穴径のばらつきは著しいコ柱穴覆土はローム粒とロームブロックがpずれの柱穴にも混入し

ている c 出土遺物はないc

S8-033 (第500図.図版142)

遺跡南部南東寄りの20U-32区に位置する。 SB-016の南東側に近接する桁行2間×梁行2間の掘立柱

建物跡で.東側半分の柱穴 P3~P6 の部分で SB-014と. また.西列の柱穴P7'P8の部分でSB-

015とそれぞれ重複する。柱穴深の平均は遺構確認面から約34cmの深さで.全体的には西列側で深く束列

側で極端に浅めであるこ径は平均で、約100cmを測り.比較的大きく若干のばらつきがあるご覆土はローム

粒とロームブロックがし=ずれの柱穴にも混入しており.特徴的なことは検出されたすべての柱穴の覆土内

に，焼土ブロック及び焼土粒が多めに混入していることであるここのことから本掘立柱建物跡は焼失した

可能性が高いと思われる c 遺物は柱穴 P1~P3 ・ P6'P8 の覆土内から出士し一括で取り上げたが.

図示できたものは 2点のみであるコ

1は茨城産の須恵器の杯でP6の覆土一括出土で2点が接合したご復元口径14.6cm. 復元底径8.8cm. 器

高4.1cmを測り.色調は内外面ともに灰褐色を呈し胎土は雲母がやや多く.長石・砂粒が微量に含まれ

粗で焼成は良好である c 調整は外面体部にロクロナデ.内面には全面ロクロナデが施されているニ

2は茨城産の須恵、器の杯でP6の覆士一括出土である。復元口径12.8cm. 復元底径8.4cm. 器高3.5cmを

測り.色調は内外面ともに灰黄色を呈し胎土は雲母がやや多く.長石・砂粒が微量に含まれるが密で焼

成は良好である。口縁部付近磨耗が著しいが調整は外面体部にロクロナデ.内面には全面ロクロナデが施

されている=底部外面は手持ちヘラケズリが全面に施され.切り離し技法は不明であるこ

S8-034 (第501・502図.図版143・299)

遺跡南部南東寄りの20U-11区に位置するこ SB-016の北東側に近接し東側半分の柱穴P7 ~ P 10の

部分でSB-017 と.北東側の柱穴 P2~P4 の音|功、で SI-019と.南列西端部の柱穴P8の部分でSI-029 

とそれぞれ重複する c 重複は多いが柱穴はすべて検出でき.柱穴の配置はほぼ正確に対応している桁行

3 間×梁行 2 聞の掘立柱建物跡であるこ検出されたすべての柱穴の柱間寸法は2.0m~2.2m を測りほぼ等

間隔で，桁行3間で、桁行長は約6.4m. 梁行2間で、梁行長は約4.5mを測る。柱穴深の平均は遺構確認面か

ら約60cmで.全体的に深くしっかりしておりばらつきはあまりないコ径は多少のばらつきはあるが平均し

て約114cmを測り. しっかりした柱穴といえる。覆土はローム粒とロームブロックがし瓦ずれの柱穴にも混

入しており.特徴的なのは検出されたすべての柱穴の覆土内に.焼土ブロック及び焼土粒が多めに混入し

ていることである c このことから本掘立柱建物跡は焼失した可能性が高いと思われる c 遺物は柱穴P4・

P7を除くすべての柱穴の覆土内から出土し一括で取り上げたが.図示できたものは7点のみであるご

1は土師器の杯の底部片でP9の覆土一括出土である c 底部外面に「寺」と書かれた墨書があるニ小破

片で.字形が小さいので.上に寺名が記されていたと思われるご色調は内面がにぶい黄樫色.外面がにぶ

い樫色を呈し胎土は白色針状物質が微量含まれ密で焼成は良好である c 調整は内面にロクロナデが施さ

れている=底部外面は手持ちヘラケズリが施され.切り離し技法は不明であるこ
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SB-033土層
PI 
l暗褐色士 ロ ム粒 ・砂官土やや多i昆
2暗絹色土 ローム粒やや多混焼土粒少混
3 暗嗣色上ロ ム位やや多i昆
4 暗褐色士 ローム粒多i且焼土粒やや多混
5暗尚色土 ローム粒砂質土やや書提
6陪褐色土 ローム位砂町土やや多混
7 時尚色土 ローム粧多iJt砂!'!土焼土プロックやや書世
8陪尚色土ローム粒砂世土規土粒やや多i且
9暗尚色土ローム粒 ロームプロック 砂町 t 焼 I粧やや多iJt
P2 
I陪尚色土ロ ム粒砂町土やや多i昆
2. n~尚色土 ローム粒多出
3. n守尚色土 ローム粒やや多iJt焼土粒少i昆
4暗褐色土 ロ ム粒 ・砂質土ー燦土粒やや多混
5時褐色土砂費生生、混
6時尚色土 ロ ム粒 ・砂胃土焼土プロックやや多浪
7暗尚色土 ローム粒多iJt 砂質土焼1プロックやや多混
8 暗尚色土 ローム粒やや事混
P3 
1.Bff尚色土ロ ム粒健上プロックやや多iJt
2晴樹色土 ローム担多混
P4 
1暗褐色上 ローム粒やや書提
2暗尚色土時尚色土やや多iJt ロ ム土主体
P6 
l暗褐色土砂質上事誕 ローム栓焼土位少i昆
2時制色土ロ ム粒砂町土焼上プロァクやや多視
3暗褐色土 ローム粒やや事混
'1暗剥色土 ローム粒やや多iJt
5 暗褐色土 ロームプロック 砂買土やや多混
6 同色土 ローム粒 ー砂質土やや多混
7暗尚色土 ロ ム粒ー ロームプロァク 砂町上やや多混
8 日圧倒色上 ソフ トローム主体 褐色土混入
P8 
l階梢色土砂町上書iJt ローム粒壌土佐世i見
2暗柑色土砂町土多iJt ローム粒焼土柱少世
3思尚色土 ロームプロ γク 砂貫一iやや多iJt強いしまり
4陪尚色土ロ ム粒やや多揖使土粒jliJt
5. Dff褐色士制色土ロム粒砂質土やや多混
6.liff尚也土 ローム粒やや多i昆
7暗尚色土ロ ム粒やや多担粘性強い
8黒褐色土 ロームプロァク・砂質土やや多混強いしまり
9黒褐色土ロ ムプロック 砂西土やや多混強いしまり

、三~ 7，
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2は茨城産の須恵器の杯でP9の覆土一括出土である。復元口径13.0cm，底径7，5cm，器高3.9cmを測り，

色調は内外面ともに赤灰色を呈し胎土は雲母がやや多く，長石・砂粒が微量含まれ粗で焼成は良好であ

る。調整は外面体部にロクロナデ，底部周縁部に手持ちヘラケズリ，内面にロクロナデが施されている。

底部外面は手持ちヘラケズリが全面に施され，切り離し技法は回転へラ切りである。

3は茨城産の須恵器の蓋でP2の覆士一括出土で2点が接合した。つまみ部は完存しており径J2cm高

1 cmを測る。色調は内外面ともににぶい黄褐色を呈し，胎土は雲母がやや多く，スコリアが微量に含まれ

密で焼成は良好で、ある。調整は外面つまみ部に丁寧なナデ，つまみ部以外には回転ヘラケズリ，内面にロ
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ロームプロソクやや多i昆
制色1:.焼 lプロ yク 砂町土やや多i昆
ロ ムブロック多i且
ローム粒・ロームプロック多i且
制色 1 ローム位砂lUやや多混
禍色イ上多iJi. 瞳十プロァク やや多iJi.
粘性強い しまりあり
ロ ムプロノクやや多i見
ローム~やや多i昆 粘性あり

ロームプロックやや多i昆
ローム上
ローム粒多世砂l'i
尚色上世 lプロ y ク砂質上やや多i且
褐色上多iJi. 壌土プロァクやや多混
尚色tローム粒砂官土やや多iJi.
ローム粒 ロームプロック多i且
粘性強い しまりあり
ロム粒ロ ムプロックやや害iJi.

ロ ムプロァクやや多混

褐色上焼土プロァク 砂町上やや多混
ローム粒やや多i昆醜i:tU'混
砂町
ローム1
褐色 i ロム粒砂町fやや多i昆
槌色上多iJi.境 Iプロ yク やや多i且
ロ ム粒ロ ムプロァクやや多iJi.
粘性強い しまりあり
ローム粒多iJi.

財色 t焼仁プロァク砂町上やや多担
制色 1: ロム粒砂官 lやや多iJi.
褐色上書i見焼上プロヅクやや多iJi.
粘性強い しまりあり
ロ ムプロノク多i且
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P8 
1暗梢色上 ロームプロァクやや多i且
2 日高尚色上 梢色 iやや事iJi. ロームプロ γク 捜上位世iJi.
3暗褐色上 褐色土やや多i昆構上粒少iJi.
4日圧制色上 尚色 iやや!t!Jt焼 l枝少i且
5 暗同色上 倒色 i ロームプロック焼土佐世化物粒守や多iJi.
6時制色上 ロ ムプロァクやや多i見
7 陪惜色士 褐色jやや多i昆
8 晴褐色j 砂質 l慌上プロック多iJi.
9晴樹色士 尚色 1 ロ ムプロヅクやや多混 m色土少iJi.
10附褐色土 ロームプロァク多iJi.
11晴惜色t ロームプロ γク多iJi. 砂質
12. n~褐色土 褐色j多i昆 ロームプロァクやや多iJi.
1吻
1日居間色土 ロームプロヅクやや多iJi.
2晴惜色土 ローム位 ロームプロヅクやや多i且
3陥惜色上 ロ ムプロァク砂世tやや多混
4 出掛色t 褐色jやや多混健上粒少混
5附褐色土 ロームプロ γ クやや多iJi.
6 略褐色上 ローム粒 ロームプロックやや多i昆
7暗尚色土 ロ ム位。ロムプロックやや多混
8 晴総色上 ローム舵 ロームプロ γ クやや多混
9陪黄梢色 L .~.I.l，褐色上やや多混 ローム上主体
10辺倒色土 褐色土やや多出 ロームプロヅク焼1粒少iJt
11. n¥尚色 t ロ ムプロック多浪
12暗褐色上 略褐色上ロ ムプロァクやや多iJi.
13晴褐色 i 晴樹色上 ローム位やや多iJi.
1.1暗出色上 ローム粒やや多混
lる盟副色上 ローム粒砂質上少iJi.
1'¥0 
l晴褐色土 ローム粒やや!tiJt
2暗尚色十 ローム粒 ロームプロァクやや事混
3. ，音尚色土 ローム粒 ロームプロァクやや多浪
4 ・H尚色 t 同色士やや多世焼1粒少i昆
5晴樹色上 ローム粒多t且
6. :.(1尚色土 ローム校生、iJi.
7 出国色土 同色上やや多泌ロ ムプロノク班 l粒少混
8.1.1.'，尚色 t 尚色上やや多出 砂質
9. ~.I.'，尚色 l 附尚色 iロ ムプロックやや多混
同時褐色土 B晴樹色 t ロ ム11やや多混
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SB-035 

T 
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SBー035土層
P1 
1 .E.I.~尚色上 ローム粒多iJi.
2. ，再樹色士 ロームプロァクやや多拠
3開制色 l ロームプロァク多i出
4. ，'.1.¥怯i色 t ローム位少iJi. 粒子宮
5時褐色上 ローム粒多iJi. 粘性強い
6 ロ ムプロソク
7撹乱
P2 
1 ，告側色J ロームプロ yクやや多混 かたいしまり (51028の貼J.l，)
2 ・H尚色上 ローム粒 ロームプロヅク多i昆
3・.1.¥出色上ロ ムプロァク多iJi.
". ，'.1.¥褐色 i ロームプロ yク少iJi.
5晴樹色 1 ローム粒やや多i比
P3 
1 日高褐色i ローム粒生iJt
2陪褐色土 ローム粒多iJi.
3 引尚色 t ローム粒少i且
4 暗褐色土 ローム粒多iJt 枯性強い
5 据乱

P4 
1黒褐色上 ローム粒多揖
2. ;E，.~尚色土ローム粒少i昆粒f-1密
3時制色上 ロームプロック多i且
4 盟褐色上 ローム粒多i且粘性強い
5 貧尚色上ロム上
6担乱
1'5 
lιH尚色 1:ロ ム粒少iJt
2・l'褐色 i ロームプロック生、iJi.
3. .'1，'，褐色上 ロームプロック多?且
P6 
I.m同色土 ロ ム粒やや多iJi.
2. .'I.~褐色 i ローム粒多iJi.
3晴同色 i ロ ムプロック多iJi.
4 略拠色上 ローム粒多iJi.
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P， 
1m尚色上 ロームプロックやや多品4
2. ，[，1，1，褐色 l ローム舵少泌
3. .'，I，!，褐色 I ロームプロァク多iJi.
4 型褐色上 ロームプロァク多iJi.
5. ，'，1.¥同色上 ロ ムブロック多iJi.粒子音
P8 

1 ・ I~褐色上 ロームプロック少iJi. 杭f帝
2 ・E同色上ロム粒少iJt
3. ，'，1.¥褐色 I ロ ムプロック岳、iJi.
4時褐色土 ロ ムプロック少混帖性強い
p9 

1 .E.I.~尚色土ロ ムプロ γ ク少iJi.粒了官
2. ，'.IJ褐色 1'. ロームブロ ックやや多iJt
3時出色I ロ ム粒多iJt
4 ，百褐色上 ローム粒多混
5褐色土 ロームプロックやや多iJi.
6暗褐色上 ロームプロック事混



クロナデが施されている c

4は土師器の高台付杯の底部片でP8の覆土一括出土である c 色調は内面が黒褐色.外面が灰黄褐色を

呈し胎土は白色針状物質が微量に含まれ密で焼成は良好である c 調整は内面には丁寧なヘラミガキが施

され.外面は回転ヘラナデが施され.切り離し技法は不明であるこ

5は須恵器の高台付杯で P2の覆士一括出土で.復元裾径8.4cmを測る c 色調は内外面ともに黄灰色を

呈し胎土は密で焼成は良好である c 底部内面中央には緑紬が部分的にかかり.底部外面高台内には線刻

が施されている c 調整は外面にヘラナデ¥内面にロクロナデが施され.全体的に器厚は厚く重量感がある=

6は茨城崖の須忠器の斐の口縁部片でP9の覆士内出土で. 7と同一個体である。色調は内面が灰黄褐

色，外面が暗灰黄褐色を呈し胎土はやや雲母が多く密で焼成は良好であるご調整は外面口縁部周縁でヨ

コナデ.体部で叩き，内面にはヨコナデが施されている。

7は茨城産の須恵器の斐の体部から底部にかけての破片でP9の覆土内出土で. 6と同一個体であるこ

色調は内外面ともに灰黄褐色を呈し胎土はやや雲母が多く密で焼成は良好である。調整は外面底部周縁

でヨコナデ.体部で叩き.内面にはヘラナデとナデが交互に施されているご

88-035 (第S02図，図版143)

遺跡南部中央の19T-89区に位置し桁行方位はN-900-Eを測るつ SB-020の北東側に近接し北列の

柱穴P1 . P 2の部分でSI-028と，南列東端部の柱穴P5の部分でSB-021と，それぞれ重複する c 竪

穴住居跡跡SI-028と重複する部分の柱穴 1基は未検出で，柱穴の配置はP5の部分で若干内側にずれる

が.ほほ正確に対応する桁行 3間×梁行2聞の掘立柱建物跡であると思われるこ検出されたすべての柱穴

の柱問寸法は1.4m~2.2m を測り間隔は若干ぱらつきがある c 規格は桁行 3 間で、桁行長は約5.8m. 梁行 2

間で梁行長は約4.1mを測るご柱穴深の平均は遺構確認面から約70cmで.全体的に深くしっかりしており

ばらつきはあまりなし、径はP9が最も大きく92cm. 最も小さいP8で、60cmを測りばらつきはあまりない

といえるコ覆土はローム粒とロームブロックが¥，..iずれの柱穴にも混入している c 出土遺物はないご

88-036 (第503図，図版143・299)

遺跡南部中央の19T-69区に位置し桁行方位はN-82C-Eを測る SB-035の北東側に近接し. SB 

037 . SB -038と全面的に重複するつ柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3間×梁行2間の掘立柱建物

跡であるご柱穴の柱間寸法は1.6m~2.2m を測り間隔はほぼ等しいといえる c 規格は桁行 3 間で桁行長は

約;).;)m. 梁行2間で、梁行長は約4.lmを測る。柱穴深の平均は遺構確認面から約60cmで、あるが，柱穴P8 

で、最深約40cmを測る他は全体的に深くしっかりしている c 径はP1 . P 6が最も大きく約100cm. 最も小

さいP7で、64cmを測りばらつきはあまりないといえる c 覆土はローム粒とロームブロックがし Eずれの柱穴

にも混入しており. P 10以外の柱穴で柱痕が確認できる。遺物はすべての柱穴の覆土内から出土し一括で

取り上げたが.図示できたのは5点のみであるご

1は土師器の杯でP3の覆士一括出土である。底部外面には墨書が施されており文字は「与」である。

色調は内外面ともににぶい褐色を呈し胎士は金雲母が多量.白色針状物質が微量に含まれ密で焼成は良

好である。調整は内外面ともにロクロナデが施されている。底部外面は手持ちヘラケズリが施され.切り

離し技法は不明であるこ

2は須恵器の高台付杯でP6の覆士一括出土である。復元口径14.Scm. 底径9.0cm. 器高5.7cmを測り.

色調は内外面ともに灰黄褐色を呈し胎土は雲母がやや多く.長石・砂粒が微量に含まれ密で焼成は良好
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SB-036土層
1'1 
I 尚色土 ローム粒やや多?且柱痕 9
2. !J~尚色土 ローム粒やや多混 しまりあり 粘性あり
3黒褐色上 ローム粒多混 しまりあり 粘性あり
4 褐色土 ローム粒多I且しまりあり
5褐色土 ローム粒やや多混 しまりあり 粘性あり
6 ・j!褐色土 ローム粒多混 しまりあり
1'2 
1. ~l制色士ロ ム粒やや多混 しまりあり 粘性あり

柱痕 ?

2. ~臣、褐色土 ロームプロ ック少i兎しまりあり
3褐色土 ローム粒やや多混 しまりあり 粘性あり
4 褐色上 ローム粒少梶 しまりあり 粘性あり
5黒褐色土 しまりあり 粘性あり
6早褐色土 ローム粒多i昆 しまりあり
1'3 
l黒褐色土 ローム粒やや多混 しまりあり 粘性あり

柱痕?
2 盟尚色土 ロームブロ ック少混I しまりあり
3褐色土 ローム粒やや多混 しまりあり 粘性あり
4 褐色土 ローム粒世混 しまりあり 粘性あり
5. J旦褐色土 しまりあり 粘性あり
6. .IJ.~尚色土 ローム粒多混 しまりあり
7 撹乱
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である。調整は体部内外面にロクロナデが施され，底部外面は回転ヘラケズリが全面に施され，切り離し

技法は回転ヘラ切りである。

3は土師器の蓋でP5の覆土一括出土で2点が接合した。内部中央には墨書が施されており文字は不明

である。つまみ部は完存しており径2.3cm. 高0.7cmをis.iJ~.最大径は1 1.8cm . 器高は3.4cm を測る 。 色調は

内外面ともに明赤褐色を呈し胎土は密で焼成は良好である。調整は外面摘み部に丁寧なナデ，つまみ部

以外にヘラによるナデ，内面にロクロナデが施されている。

4は茨城産の須恵器の蓋片でP6の覆土一括出土である。つまみ部は欠損しており不明で、'復元口径は

14.5cmを測る。色調は内外面ともに灰褐色を呈し胎土は雲母・長石が微量に含まれ密で焼成は良好であ

る。調整は内外面ともに丁寧なロクロナデが施されている。内面には籾の圧痕が認められる。

5は須恵器の高杯脚部片でP5の覆土一括出土で，長方形の透かし孔が3か所認められる。色調は内外

面ともに赤灰色を呈し胎土は雲母がやや多く， 長石が微量に含まれ密で焼成は良好で、ある。調整は内外

面ともに丁寧なロクロナデが施されている。

88-037 (第504図，図版143)

遺跡南部中央の19T-69区に位置し桁行方位はN-810-Eを測る。SB-035の北東側に近接し. SB-

037 . SB -038と全面的に重複する。桁行2間×梁行2問の掘立柱建物跡で，南側半分の柱穴P4-P8

の部分でSB-036・SB-038とそれぞれ重複する。柱穴深の平均は遺構確認面から約58cmの深さで，全体

。
t3 

第504図 SB-037 
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SBー037土層
1'1 

P2 

P3 

P4 

P5 

1'7 

l黒褐色土 ロームプロァク少浪。しまりあり

2黒褐色土 しまりあり
3黒褐色土 ローム粒多提。しまりあり 粘性あり
4 褐色士 粘性あり
5黒褐色土 ローム粒やや少浪
6黒褐色土 ローム粒やや多混

I 黒褐色土 ローム粒やや多混

2褐色土 ローム粒多混しまりあり

I 褐色土 焼土混しまりあり柱痕?

2県褐色土 ローム粧少I昆
3褐色土 ローム粒多混

l撹乱

2 褐色」一 ロ ム粒少浪。しまりあり

3褐色土 ローム粒多混

1黒褐色土 ロームプロック少混柱痕?
2黒褐色土 ローム粒多混粘性あり
3盟褐色土 しまりあり
4 褐色土 しまりあり

5 剥色土 ローム粒多混 しまりあり 粘性あり

6褐色土 ローム粒少混

7褐色士 ローム粒多混 しまりあり

8褐色土 ロム粒多混

l褐色土 ローム粒多混 しまりあり

2 黒褐色土 ローム粒やや多混 しまりあり

3賞褐色土 しまりあり
4黒褐色土 ローム粒やや多混 しまりあり
5褐色 t ロ ムブロックやや多混 しまりあり
6縄色土 粘性あり

7 褐色土 しまりあり

8褐色土 しまりあり

9黄褐色土 ローム土
10褐色土 ロームプロックやや多混 しまりあり

11黒褐色土 ローム粒 ・ロームプロックやや多梶 しまりあり
12褐色士 ローム粒多混粘性あり

13褐色士 粘性あり

P8 
l褐色土 粘性あり

2 褐色土 ローム粒やや多混粘性あり

3黒褐色士 しまりあり
4 黄褐色土 ローム土褐色土やや多混

(1/80) 4m 



的には列中央部の柱穴が極端に浅めで¥列端部の柱穴が深しh 径は最も小さいP3で、約48cmを測り.最も

大きい P7で、約94cmを測り若干のばらつきがある=覆土はローム粒とロームブロックがpずれの柱穴にも

混入しており. P 3の覆土には焼土粒が若干混入している。遺物は柱穴P1・P5の覆土内から出土し一

括で取り上げたが.図示できたものはない。

88一038(第505図.図版143)

遺跡南部中央の19T-69区に位置し桁行方位はN-75C-Eを測る c SB -035の北東側に近接し SB-

036・SB-037と東側半分で重複するつ桁行2間×梁行2聞の掘立柱建物跡であるが.西列中央の柱穴は

未検出である。柱穴深は最も浅いP4を除けば.全体的に約100cm前後の深さがある。径は最も小さいP

3で、約40cmを測り.全体的に小さくばらつきはあまりない。覆土はローム粒とロームブロックがし=ずれの

柱穴にも混入している。遺物は柱穴P1 . P 5の覆土内から出土し一括で取り上げたが，図示できたもの

はないご

S8-039 (第505図，図版142)

遺跡南部中央の19T-78区に位置し SI-028の北西側に近接する桁行2問×梁行2聞の総柱建物跡で.

柱穴の配置はほぼ正確に対応し. SB -040と南西側半分で重複する。束柱とみられる P9の柱穴深は遺構

確認面から約50cmの深さがあり. どの柱穴の深さも同程度でばらつきはな¥，-¥ c 柱穴径は P7で、60cmと若干

小さいが.その他の柱穴径も全体的に径のばらつきはあまり見られない。柱穴覆土はローム粒とロームブ

ロックが¥，¥ずれの柱穴にも混入しており. P 5の柱穴を除いたすべての柱穴に柱痕が認められるこ遺物は

P9を除いたすべての柱穴の覆土内から出土し一括で取り上げたが.図示できたものは 1点のみである。

1は須恵器の高台付皿片でP2の覆土一括出土であるこ復元底径14.6cmを測り.色調は内外面ともに灰

黄褐色を呈し胎士は雲母がやや多く含まれ密で、焼成は良好で、ある。調整は内外面にロクロナデが施され.

切り離し技法は不明である c

S8-040 (第506図.図版142)

遺跡南部中央の19T-78区に位置し SI-028の北西側に近接する桁行2間×梁行2聞の総柱建物跡で.

柱穴の配置はほぼ正確に対応し SB-039と北東側半分で重複するご束柱とみられる P9を含めた柱穴深

の平均は遺構確認面から約36cmで. どの柱穴の深さも同程度で全体的に浅しh 柱穴径は束柱とみられる P

9で、約50cmと若干小さいが，その他の柱穴径は約80cm前後で、全体的に径のばらつきはあまり見られないご

柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しており， P 9の柱穴を除いたすべての柱

穴に柱痕が認められるコ遺物はP2・P3・P5.P7.P8の柱穴の覆土内から出土し一括で取り上げ

たが，図示できたものはな ¥'-¥0

88-041 (第507図.図版143)

遺跡南部中央の19T-76区に位置し SB-040の西側に近接する桁行3問×梁行3聞の掘立柱建物跡で，

SB -042 . SI -026との重複があり柱穴の配置及び規模は若干正確さを欠台北列東端の柱穴は未検出で

ある。柱穴深の平均は遺構確認面から約60cmで.最も浅い柱穴P3の深さは44cmを測る c 柱穴径の平均は

約88cmで、あるが. P 12の柱穴径が約44cmで、極端に小さし円柱穴覆土はローム粒とロームブロックがし=ずれ

の柱穴にも混入しており.すべての柱穴に柱痕が認められる。遺物はPll・P12を除くすべての柱穴の覆

土内から出土し一括で取り上げたが.図示できたものは 1点のみであるご

1は須恵、器のつまみ部を欠損する蓋片でP10の覆士一括出土である c 復元底径15.3cmを測り，色調は内
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58-038土層
Pl 
l黒褐色土 ローム粒やや多浪。粘性あげ柱痕?
2黒褐色土 ローム粒少浪 しまりあり
3黒褐色土 ロームプロ ァクやや多混 しま りあり
4褐色土 ローム粒・ロ ムブロァク少混 しまりあり
5褐色土 ローム粒多混 しまりあり
6褐色土 しまりあり
7黒褐色土 しま りあり
8褐色土 ロームプロックやや多i且しまりあり

z P2 
l黒褐色土 ローム粒やや多混 粘性あり 柱痕'

④ 
Zd Sd 

2黒褐色土 ローム粒少混 しまりあり
一 ・ 3黒褐色士 ローム粒多混 しまりあり山宮IU fiー¥ V 

4褐色土 ローム粒 ロームプロック少混 しまりあり

主 5褐色土 しまりあり
6黒褐色土 ロームプロ ァクやや多;且粘性あり

円 7黒褐色土 ロームブロックやや多混 しまりあり

A ~ i 百七
P3 
1褐色土 ローム粒少1且柱痕'

. εCザL3 2諜褐色土 ローム粒少i且しまりあり
3諜褐色土 ロームブロックやや多混 しまりあり
4褐色土 ローム粒 ロームブロック少泌 しまりあり
5褐色土 ローム粒多1児 しまりあり
P4 
1 ~褐色土佐#('
2褐色土 しまりあり
3褐色土 ローム粒やや多i見 しまりあり
1'5 
i 県間色土 ローム粒やや多混粘性あげ柱痕?
2黒褐色土 ローム粒少混 しまりあり
3褐色土 ロームプロック少?見 しまりあり
4褐色土 ローム粒多混

J同
5撹鼠
1'6 
i黒褐色土 ローム粒やや多泌 しまりあり
2質問色土 しまりあり
3黒褐色土 ローム粒やや多浪 しまりあり
4褐色土 ローム粒やや多混 しまりあり 粘性あり

B'31.801 
5褐色土 粘性あり
6褐色土 しまりあり
7褐色土 しま りあり
8褐色土 ロームプロ ックやや多浪 しまりあり
9梨、絹色土 ローム粒 ロームブロックやや多?見。しま りあり
IO褐色土 ローム粒多混粘性あり
11尚色土 粘性あ1)
P7 
l議補色士 ローム粒やや多iit 粘性あり 柱摂?
2盟褐色土 ローム粒少浪。しまりあり。 (1/80) 4m 3黒褐色土 ロームプロァクやや多混.しまりあり
4褐色土 ローム粒 ・ロームプロァク少浪。 しまりあり
5褐色土 ローム粒やや多1見 粘性あり
6褐色土 しまりあり

SB-039土層
Pl 
1黒褐色土 ローム粒少混柱lil?
2. H青梅色土 ローム粒やや多混

官 3. ng褐色土 ローム粒少i且 粘性強い

A 品 ぷ弘一
4黒褐色土 ロームプロ ァクやや多混粒子宮
P2 
i 黒褐色土ローム粒少混柱uP-E l E 9 E 
2黒褐色土 ローム粒・砂粒少混

Z' 'Z 3黒褐色土 ローム粒多混
ld Zd Sd σロ、 σ戸、 4黒褐色士 ロームブロ ック少混粒子宮

山6'IE，V E' V 
門 P今 5. H音褐色土 ロームプロ ック多梶

jO 

1へ民1 凶
6.11音褐色土 ロームプロ ック少浪
7黒梢色土 ローム粒少混

A' 
8. JM絹色土 ローム粒やや多混

'てコ P3 
A 1.:品褐色土 ローム粒少浪柱痕?

2.11音褐色土 ローム粒砂粒少混
3. :>>.純色土 ロームプロァクやや多浪粘惜強い
P4 
1黒縄色土 ロームプロック少混
2撹乱
P5 
I黒褐色土 ロ ム粒 ・砂粒少混

。可。 にiパ γ /J-よ-'， )円 Ll--¥ ¥ 竹:::;，.__ eEr:0う
2黒褐色土 ローム粒少混粘性強い
3黒褐色土 ロームブロ ックやや多混
4撹凱
1'6 
l巣補色土 ローム粒少混柱!J!?
2製補色土 ロームプロック少浪
3黒褐色土 ローム粒 ー砂づ粒やや多?昆
4 t且褐色土 ローム粒多混
5日音褐色土 ロームブロック少混

lEF 
P7 
1黒褐色土 ローム粒少浪。柱痕つ
2黒褐色土 ローム粒やや多梶
3黒褐色土 ローム粒少混
4黒褐色土 ロームプロ ァク少混

10 F 
P8 

与ミ・ l黒褐色土 ローム粒少浪。柱痕?
E 2黒褐色土 ローム粒砂粒少混

ω D' 3. ~.'""褐色土 ローム粒少混
ヨ由 B B' 31.901 4黒褐色土 ロ ムプロック少混，粒子音

← - P8 P9 P9 
l黒褐色土 ローム粒少混柱痕?
2. H音褐色土 ローム粒多混
3里褐色土ロ ム粒少混
4黒褐色士 ロ ムブロック少混.粒子龍

C c' 31.901 

P6 P5 「二ニ一一 ーご可
2 

~け3 3dl 3 。 (1/4) 10cm 

第505図 SB-038・039
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S8ー040土層
Pl 

ld Zd rd 1黒褐色土 ローム粒少混柱痕?

山6'Tf，V ~ V 
2黒褐色土 ローム粒少混

Ji 3黒絡色土 ロームブロック少混
4暗褐色土 ロ ム粒やや多混門

凸i

2出門

P2 

!の
げた子 古T-令 OJ 

I製補色土 ローム粒少浪。柱痕?
2黒絹色土 ローム粒少混
3黒褐色土 ロームブロック少混

ー回。 ((__ ) ) 4暗褐色土 ローム粒やや多i毘
P3 
1黒褐色土 ローム粒少混柱痕?
2黒褐色土 ローム粒多混

SB-040 
3褐色士 ローム粒多混
4黒褐色土 ロームプロック少混
P4 
1黒褐色土 ローム粒少混柱痕?
2黒褐色土 ローム粒やや多混

。吋。コ 1 ¥ ¥ 1 )) 

@)P9  
開j 芝日〉マ 3. ~品褐色土 ローム粒少混粒子密

4暗褐色土 ロームプロック多混。粘性強い
P5 
1黒褐色土 ローム粒少i昆柱痕?
2黒褐色土 ローム粒少混
3黒褐色土 ロームプロ ァク少混
4暗褐色土 ローム粒やや多混
P6 
1黒憾色土 ローム粒少浪。柱痕?

:S Q ¥ (バて'¥¥ (~~ ( ( 1¥) B' Hぶ 2黒褐色土 ロームブロック少浪
3黒褐色土 ローム粒少混粒子宮[

lわ y h  ¥こ/
¥γ (t仁

4. Hi'i褐色土 ロ ムプロァク多浪粘性強い

。! P7 

ω D l. ~旦褐色土 ローム粒少混柱痕?

ヨ、。 2黒褐色土 ローム粒多混

B' 3L9m 3黒褐色土 ローム粒多混
B' 4黒褐色土 ローム粒少混

P6 P5 P8 
I黒褐色土 ローム粒少混t 柱痕?
2黒褐色土 ローム粒少混
3.m褐色土 ローム粒やや多混
4黒褐色土 ローム粒 ロームプロックやや多混

A 「¥ '7恥 z 予品 S8-043土層
PI 

Td V 
曲E I黒褐色土 ローム粒少混柱痕?

Ul8'Tf ，v ld Zd rd 円 2黒褐色土 ローム粒多混 ロームブロックやや多混
.0 jD' 

;臨
3.m褐色土 ロームプロック少混粘性強い

マ 討ク (行) の〉う
4里褐色土 ロームプロックやや多混粒子密粘性強い
P3 

;:t:! I黒褐色土 ローム粒少?見。柱痕?
2黒褐色土 ロームプロック多混
3黒筒色士 ロームブロック少混粘性強い
4暗尚色土 ローム粒 ーロームプロ ック少浪粘性強い
P4 

④ 
I黒褐色土 ローム粒少混。柱痕?
2黒褐色土 ロ ム粒多混 ロームプロックやや多浪
3黒褐色土ロ ムブロック少混粘性強い
4暗褐色土 ロームプロック多混崩落痕

SB-043 P5、土グ
5黒褐色土 ロ ムプロ ックやや多混粒子密粘性強い
P5 
I塑褐色土 ロームプロックやや多混粒子密粘性強い
P6 
1黒褐色土 ローム粒少混柱痕?
2黒褐色土 ローム粒多I昆
3黒褐色土 ローム粒多混

¥。 bJ 
P7 

噌Jb 古一T
l黒褐色土 ローム粒少混柱痕?
2黒褐色土 ロームブロックタ混粘性強い
3. ~黒褐色土 ロームプロックやや多混粒子密粘性強い
PIO 

に。lの ・ 1黒褐色土 ローム粒少混柱痕?
2黒褐色土 ローム粒多?見ロームプロァクやや多梶

ぷc' D 3黒褐色土 ロームプロック少混粘性強い
2> B 
:ョ ・ー一一

B'31.8m 4黒尚色土 ロームブロックやや多混粒子密粘性強い

P9 P8 
/'白 ，1 。 (1/80) 4m 

第506図 SB-040・043
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P7 
1黒褐色土 ローム粒少混柱痕 9
2黒褐色土 ローム粒多混
3里褐色土 ローム粒少混
4黒褐色土 ロームブロァク少混

P8 
l.~褐色土 ローム粒少混。柱痕?

粒子宮 2暗褐色土 ローム粒・焼土粒やや多i昆
3.8音褐色土 ロームプロ ァク少浪
4黒褐色土 ロームプロ ァク1-'浪粒子宮E
5. Ht}褐色土 ロームプロァク多混

6.~褐色土ローム粒少混粒子笹
P9 
I里褐色土 ロームプロック少浪.柱痕 9
2 暗褐色土 ロームプロック多混
3暗褐色土 ロームプロァクやや多j見
4暗褐色土 ローム粒多iJL粒子官、
5 暗褐色土 ロームプロック少梶粘性強い

PIO 
1製褐色土 ロームプロックやや多混。柱痕 9
2 県尚色土 ロームプロ ック多浪
3製褐色土 ローム粒少混 粒子奮
4暗褐色土 ローム粒少梶

8B-041土層
~ ~ 

1黒褐色土 ロ ム粒やや多混焼土粒少浪。柱痕 ， 1暗褐色土 ロームプロ ック 粘土やや多混柱痕?
2黒褐色土 ローム粒多混 2 暗褐色土 ロームプロック 粘土やや多混かたいしまり

3暗褐色土 ロームプロックやや多視。粘性強い 3黒褐色土 ローム粒少浪。粒子密
4晴樹色土 ロームブロック少浪 4 暗褐色土 ロームプロック多混
5. Hff褐色土 ロームブロ ック多混 5. Hff褐色土 ローム粒多混
6黒褐色土 ロームブロック多泌 粘性強い 6. ~!高尚色土 ロームプロック少混。粘性強い
7黒褐色士 ロームブロック1-'i見粒子奮 7筒色土 ロームプロァク多混
n ~ 
1 暗褐色土 ロームプロック少混 1 黒褐色土 ローム粒少梶柱痕?
2灰褐色土灰褐色粘土 2暗褐色土 ロームプロックやや多混
3黒褐色土 ローム粒多混 3暗褐色土 ロームプロックやや多混
4暗褐色土 ローム粒 ーロームプロァクやや多混粘性強い 4 暗褐色土 ロームブロック多混粘性強い

5. U1T褐色土 ローム粒やや多i毘粘性強い P6 
l黒褐色土 ローム校 。焼土粒やや多混.柱痕?
2. J.~~褐色土ローム粒粘土粒多混
3.011褐色土 ローム粒少混.粒子宮
'1暗筒色土 ロームプロ ック少混粘性強い

第507図 SB-041 

外面ともににぶい黄櫨色を呈し胎土は石英・長石がやや多く含まれ粗で焼成は良好で、ある。調整は外面

に回転ヘラケズリ後ナデが，内面にナデが施されている。

S8ー042(第508図，図版143)

遺跡南部中央の19T-76区に位置し SB-040の西側に近接する桁行3間×梁行3問の掘立柱建物跡で，

SB -041・SI-026との重複があり柱穴の配置はほぼ正確で、ある。柱穴深の平均は遺構確認面から約58cm

で，極端な柱穴深の差はなくほほ同規模である。柱穴径は最大のP7で、約128cm.最小のPllで、約56cmと

極端な差がある。柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しており，すべての柱穴

に柱痕が認められる。遺物はP10を除くすべての柱穴の覆土内から出土し一括で取り上げたが， 図示でき
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S8-042土層
Pl 
l黒褐色土 ロームブロ ック少混柱痕?

2 暗褐色土 ローム粒多混

3. s音褐色土 ローム粒少混
4 暗褐色土 ロームブロァク少混粘性強い
P2 
1里褐色土 ローム粒少混柱痕?

2黒褐色土 ローム粒 ・焼土粒少混
3黒褐色土 ローム粒やや多混
4黒褐色土 ロームプロック少混粒子宮
P3 
I黒尚色土 ローム粒多混法痕?

2 黒街色土 ロームプロック少混

3 黒褐色土 ローム粒 ・ロームブロ ック多混

4 時褐色土 ローム粒少混

P4 
1 製褐色土 ローム粒少混粒子宮柱痕?

2黒褐色土 ローム粒やや多混
3黒悩色土 ロ ム粒少混。粒子密
4. s青褐色土 ロームブロ ック 砂粒多混

P5 
1黒褐色土 ローム粒少1毘柱痕?
2 黒褐色土 ローム粒多混

3黒褐色土 ロ ム粒多混
4.1暗褐色土 ローム粒少混粘性強い

P6 
l黒褐色土 ローム粒少混柱痕?

2黒褐色土 ローム粒多梶
3黒褐色土 ローム粧多混
4黒褐色土 ロームプロックやや多混

P7 

1 黒褐色土ローム粒少混粒子宮柱痕?

2黒褐色土 ロームプロック少混
3.1情褐色土 ロ ム粒多混
4 暗褐色土 ローム粒多混

P8 
1黒褐色土 ローム粒やや多混柱痕 ?
2 盟褐色土ロ ム粒多混

3 黒褐色土 ロ ム粒多混

4 黒褐色土 ローム粒多混
P9 
i 黒褐色土 ローム粒やや多混柱痕 9

2黒褐色土 ローム粒多梶
3黒褐色土 ローム粒多混
4黒褐色土 ローム粒多混

第508図 SB-042 
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PIO 
1 黒褐色土 ローム粒少浪。柱痕?

2暗褐色土 ローム粒多混
3. ali褐色土 ロームプロ ックやや多混
4 暗褐色土 ローム粒少混
5 日高褐色土 ロームブロックやや多混
Pll 
l黒褐色土 ローム粒少混柱痕 9
2 盟褐色土 ローム粒 ・砂粒少混

3 黒褐色土 ロームブロック少混

4黒褐色土 ローム粒少混
P12 
l黒褐色土ロ ム粒少?見。柱痕 9

2黒褐色土 ローム粒 ・砂粒少混
3黒褐色士 ローム粒 ー粘土粒少混
4 黒褐色土 ロームプロ ック少混
5 暗褐色土 ロームプロックやや多混

粘性強い

たものはない。

SBー043(第506図，図版142)

遺跡南部中央の19T-75区に位置する。柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3間×梁行2聞の掘立柱

建物跡であるが，南列西よりの柱穴P8はSK-018と重複しており未検出である。また，北列西よりの柱

穴P1・P2の部分でSI-008と，東側半分の範囲でSI-026と，西側半分の範囲でSB-044とそれぞれ重

複する。柱穴深の平均は他の遺構との重複が激しいため正確には分からないが，遺構確認面から約40cmの

深さがあると思われる。 柱穴径は52cm~80cm前後で、大きなばらつきは認められない。 P2~P4.P9 は

110cm~ 121cmと大きい。柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入している。遺物は

P1の覆土内から出土しているが，図示できたものはない。
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88一044(第509図，図版142)

遺跡南部中央の19T-74区に位置するこ柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3間×梁行2聞の掘立柱

建物跡であるが. SB -011 . SB -043 . SI -008 . SI -026とそれぞれ激しく重複しているため.遺構デー

タは正確には分からない。柱穴深の平均は遺構確認面から約56cmの深さがあると思われる c 柱穴径は44

cm~ 112cm前後で、はあるが.本来の状況であれば大きなばらつきはないと思われる c 柱穴覆土はローム粒

とロームブロックがし、ずれの柱穴にも混入している c 遺物はP1の覆土内から出土しているが，図示でき

たものはないご

88一045(第509図，図版111)

遺跡南部南寄り 19U-16区に位置し桁行方位N-8T-Eで桁行3問×梁行3聞の掘立柱建物跡である

が，北列西端の柱穴はSD-001と重複するため未検出であるニまた. SB -029 . SB -030・SB-031とも

それぞれ重複している二柱穴深の平均は遺構確認面から約32cmで、比較的浅し h 柱穴径は40cm~55cm前後で、

小さくほぼ同規模である=柱穴覆土はローム粒とロームブロックがし瓦ずれの柱穴にも混入しており.全体

的にしまりが強しh 遺物はP3 . P 5 . P 10の覆土内から出土しているが.図示できたものは 1点のみで

あるつ

1は須恵器の杯底部片でP10の覆土一括出土である c 復元底径8.2cmを測り.色調は外面がにぶい灰褐

色内面がにぶい灰赤色を呈し.胎土は密で焼成は良好であるニ破損後激しく被熱を受けたようである二調

整は体部外面に回転ヘラケズリ後ロクロナデが，内面にロクロナデが施されている。底部外面は全面に手

持ちヘラケズリが施され.切り離し技法は不明である二

88-046 (第510図，図版144)

遺跡南部中央の19T-43区に位置し桁行方位N-60-Eで柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3問×

梁行2間の掘立柱建物跡である c 本遺構は掘立柱建物跡及び竪穴住居跡跡との重複はなく単独であるが.

一部でSK-038.P-217と重複しているご柱穴深の平均は遺構確認、面から約22cmで、極端に浅いc 柱穴径は

32cm~52cm前後で、小さくほぼ同規模である c 柱穴覆土はローム粒とロームブロックがし=ずれの柱穴にも混

入している c 遺物はP2 . P 4 . P 5 . P 10の覆士内から出土しているが.図示できたものはないc

88-047 (第510図.図版144)

遺跡南部中央の19T-33区に位置し桁行方位N-50-¥iVで柱穴の配置は正確に対応する桁行3間×梁行

2間の掘立柱建物跡であるこ本遺構は掘立柱建物跡及び竪穴住居跡跡との重複はなく全くの単独であるニ

柱穴深の平均は遺構確認面から約54cmで，柱穴径は85cm~100cm前後で、しっかりしている。柱穴覆土はロー

ム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しており.すべての柱穴に柱痕が認められる土遺物は柱穴

P6を除くすべての柱穴覆土内から出土しているが，図示できたものはない。

88ー048(第511図.図版144)

遺跡南部中央の19T-24区に位置し桁行方位N-890-Eで柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3間×

梁行2間の掘立柱建物跡であるコ本遺構は掘立柱建物跡及び竪穴住居跡跡との重複はなく全くの単独であ

るコ柱穴深の平均は遺構確認面から約59cmで.柱穴径は78cm~112cm前後で、しっかり掘られた柱穴であるコ

柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しており.すべての柱穴に柱痕が認められ

るこ遺物は柱穴P6の柱穴覆土内から出土しているが.図示できたものはないc
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SBー045土層
P2 
l暗同色土

2時制色 1
3時褐色上
4附尚色士
5梢色上
6 梢色上

P3 
l陪梢色土

2 尚色上
3. Bff尚色土
4 陪制色上
5 晴樹色土
6. n:l褐色土

S8-044土層
PI 

1. tn褐色t ローム位少iIl. 柱痕'
2 思尚色j ローム粒やや多梶

3. !n褐色土 ローム粒少拠
4 晴樹色土 ロ ムプロ ックやや多i昆
5 剥色上 ロームプロ ック多i昆
P2 
1..".¥梢色土 ローム粒少iIl.柱仮 9
2. :，J，~褐色 1 . ローム純やや多iIl.

3黒褐色土 ローム粒少i且
4陪尚色 1: ロ ムブロ ックやや事混
1'，1 

1出尚色上ロ ム粒少出位制 9

2. .'，.~褐色 i ロ ム粒やや多iIl.
3. .'H褐色 1 ロ ム粒少i且
4晴樹色上 ロームプロァクやや多i昆
P5 
1 ;.IA褐色土 ローム粒少根性板 3
2. !H尚色 l ローム校やや多誕
3. :.1.¥褐色士 ローム粒少iIl.
4. .'，IA褐色1 ロームプロァク少iIl. 純子宮
5暗褐色土 ロームプロ ァクやや多iIl.
P6 
l引褐色1 ローム校歩iIl.. fElitつ
2. Hff褐色士 ローム粒粘土粒やや多i昆粘性強い
3黒褐色土 ローム粒少i昆
4 附尚色土 ロームプロ ァクやや多世

P7 

1 n苦褐色土 ロームプロ ックやや多iIl.
P8 
l.m褐色土 ローム粒やや多iIl.
2時制色土 ロームプロ ヅク多i昆
3時槌色J ロームプロ ヅクやや多iIl.
p9 

1 :.'.¥尚色上ロム粒少出位ui?
2. .'H褐色土 ローム粒やや多i且
3. !.IA褐色土 ローム粒少iIl.
4 陪梢色上 ロームプロックやや多誕

5 撹乱

ロームブロ ック書出砂質

ローム位多i昆
ローム粧やや多iIl.
ロームプロァク多jJl

ロ ム上しまりあり

尚色土やや多混。ローム土主体

ロームプロァク多i昆 砂質
褐色土やや多i昆 ローム土主体
ロム粒砂質 lやや多i昆
決褐色砂I~上多?昆 ローム粒やや多iIl.
ローム粒少jJl 粘性あり
ローム粒 ロームプロックやや多混

P4 

1褐色土 ローム土しまりあり

2淡褐色砂町土 カマド構築材と同憾の砂
町 3崎両色上 ローム粒やや多t且砂町
4 防尚色土 ローム位少iIl.砂町

5時尚色上 ローム粒やや多視砂n
マ
ι 

土

土

上

土

土

土

土

土

t

上

土

土

土

土

土

土

土

f

t
土

色

色

色

色
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色

土

土
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色

色

色
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色

色

k

土
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J
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尚
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乱
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色

尚
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色

色

色
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尚
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色

色

槌
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色

時

時
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間

晴

晴

撹

尚
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出
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ローム粒やや多iIl. 砂質

ロ ム粒やや多混 しまり強い

ローム粒やや多i昆
ローム粒やや多iIl. 民化物粒少i昆 しまりあり
ローム土 しまりあり

淡尚色砂質土多iIl.
ロ ム鞍やや事悦

尚色上やや多混 ローム土主体
ローム 1ー しまりあり

ローム粒やや多iIl. しまりあり

ローム粒やや多混 砂質

ロ ム粒やや多iIl.砂町 しまりあり

ローム粒やや多iIl. 砂質

尚色上やや多混 ローム土主体

ローム粒やや多iIl.砂冒 しまりあり

ロームプロ ック多iIl.

尚色』やや多混 ローム土主体

ローム l しまりあり
褐色士やや多i昆 ローム土主体
ローム粒多iIl. 砂町

ローム粒多i昆
ローム牧多jJl. しまりあり

淡尚色砂質土多jJl ローム粒やや多拠
ロ ム粒 ロームプロァクやや事誕

ローム粒やや多混同P質 しまりあり

ロ ム士 しまりあり

褐色土やや多iIl. ロ ム士主体

ローム舵やや多iIl. 砂町 しまりあり

ロム粒多混砂町

ローム土 しまりあり
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S8-046土層
1'1 

1'2 

1'3 

1'4 

1'5 

1'6 

1'7 

1'8 

1'9 

l黒褐色土 ローム粒少混

2褐色土 ロームプロックやや多混

i 黒褐色土 ローム粒少浪

2 褐色土 ロームブロックやや多混

1鼎褐色土 ローム位少混

2褐色土 ロームプロックやや多混

I 黒褐色土 ローム粒少混

2.~県褐色土 ローム粒少混 かたいしまり
3褐色土 ロームブロックやや多混

1 黒尚色土 ローム粒少混

2黒褐色土 ローム粒少混
3褐色土 ロームブロヅクやや多椛

l黒褐色土 ローム粒少混
2 褐色土 ロ ムブロックやや多浪

1黒褐色土 ローム粒少混

2暗褐色土 ローム粒やや多混粘性強い
3褐色土 ロームブロックやや多視

1 黒尚色土 ローム粒少混'
2褐色土 ロームブロックやや多混

1 .~I\褐色土 ローム粒少混
2褐色土 ロームプロックやや多泌

1'10 
1黒褐色土 ローム粒少混
2 暗褐色土 ローム粒やや多浪粘世強い

3褐色土 ロームブロックやや多混

S8-047土層
1'1 
l黒褐色土ローム粒少混粒子密柱痕 9
2巣褐色土 ローム粒少混
3黒褐色土 ローム粒 ロームプロ ック少浪
4黒褐色士 ローム粒多混粘性強い
5陪褐色土 ロームプロァクやや多混粘性強い
1'2 
l 黒褐色士 ローム粒少混。粒子官。柱痕つ
2 県褐色土ロ ム粒少混

3. ~.I~褐色土 ローム粒 ・ロームブロ ック少混
4 附褐色土 ローム粒多混粘性強い

5， n古褐色土 ロームプロァクやや多浪粘性強い
1'3 

1'4 

1 里褐色土ローム粒少混粒子常柱痕 9

2 黒褐色土 ローム粒少混

3黒褐色士 ロームプロック少混かたいしまり
4， H苦悩色土 ロームプロァクやや多混粘性強い

5撹乱

1黒褐色土 ローム粒少混粒子密柱痕 9

2黒柱i色土 ローム粒少混
3.m褐色土 ロームプロック少混かたいしまり
4 鼎褐色土 ロームブロックやや多梶粘性強い
1'5 

1'6 

1'7 

1'8 

1'9 

l黒褐色土ローム粒少梶粒子密柱痕?
2 黒褐色士 ロ ム粒 ーロームブロァク多混

3黒尚色士 ローム粒多混粘性強い
4黒筒色土 ローム粒多混，ロームプロックやや多混粘性強iい

I 黒褐色土 ローム粒少I見。粒子宮。柱痕 9

2 黒褐色土 ローム粒・ロームブロック多iJt
3黒褐色土 ローム粒多混 粘性強い
4 H青褐色土 ロームプロァクやや多混粘性描i'、

1 J-!!:褐色土 ローム粒少混粒子宮1¥'.柱痕 9

2黒褐色土 ローム粒少混
3黒褐色土 ローム粒 ロームブロック多混
4黒褐色土 ローム粒多混粘性強い
5暗褐色土 ロームブロックやや多混粘性強い

l. ~旦褐色土 ローム粒少混粒子密I 柱痕?
2 梨悩色土ロム粒歩、混

3黒褐色土 ローム粒 ロームプロック多混
4 組事目色土 ロームブロック少視 かたいしま り

1 !J.~褐色土 ローム粒少混。粒子宮 柱痕 9

2黒褐色土 ローム粒少混
3暗褐色土 ローム粒多混
4黒褐色士 ロームブロック少混 かたいしまり
5 ロームブロック

PlO 
1黒間色土 ローム粒少混粒子密。住痕 9
2製褐色土 ローム粒少混
3. ~，早縞色土 ローム粒 ・ロームブロァク多1昆
4. D音褐色土 ロームブロックやや多混粘性強い

(1180) 4m 
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SBー048土層
Pl 
1 黒褐色土ローム粒炭化物粒少混粘性強い柱痕?

2褐色土 ロームプロック多混

3黒褐色土 ロームプロヅクやや多浪
4.~草鮪色士 ロームプロック少混粘性強い
P2 
1 黒褐色土 ロ ム粒少浪。ロームプロァクやや多浪柱痕 9

2思尚色土 ローム粒少混粒子官
3 時褐色土 ロームプロック多i混
4 暗褐色土 ローム粒 ・ロームプロック少混粘性強い

P3 
I黒褐色士 ローム粒少混柱痕?
2 黒褐色土 ローム粒少混 ロームプロ ックやや多梶

3黒褐色土 ロームプロック少混
4.11音褐色土 ロームプロックやや多混!かたいしまり 粘性強い
5撹乱

P4 
1 黒尚色土 ローム粒少浪柱痕?

2時褐色土 ロームブロック多混
3黒褐色土 ローム粒やや多浪粒子密
4. H音褐色土 ロームブロックやや多混 粘性強い

P5 
l黒褐色土 ローム粒やや多混柱痕?

2 黒褐色土 ローム粒多混

3黒尚色土 ローム粒少混かたいしまり
4褐色土 ロームプロァク多混粘性強い

P6 
I 黒褐色土 ローム粒多混柱痕?

2 担褐色土 ロームプロァク少iJも かたいしまり

3暗褐色土 ロームプロァク多混
4黒褐色土 ロームブロァクやや多?且粘性強い
P7 
I黒褐色士ロ ム粒 ・砂粒少浪柱痕?
2 黒筒色土 ロームプロック多混粘位強い

3黒褐色土 ロームブロック少浪。かたいしまり
4 暗褐色土 ローム粒多混

第511図 SB-048 
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P8 
1黒褐色土ローム粒少混粘性強い柱痕?

2 黒褐色土 ローム粒少混

3. UIl-褐色土 ロームブロックやや多i昆粒子也、
4. U富褐色土 ロームプロックやや多混 粘性強い

P9 
1黒褐色土 ローム粒少浪柱痕 9
2 黒褐色土 ローム粒やや多混

3黒褐色土 ローム粒少混粘性強いI 真っ黒
4黒褐色土 ローム粒 ロームプロック少混

粘性強い

5黒褐色土 ロームプロックやや多混粘性強い
粒子窃

PIO 
1黒褐色土 ローム粒少混柱痕?

2暗褐色土 ローム粒多混 ロームプロックやや多混
3.t有褐色土 ローム土
4 黒褐色土ロ ム段 。ロ ムプロァクやや多混

粒子奮

SBー049(第512図，図版144)

遺跡南部中央の19T-27区に位置し桁行方位N-850-Eで柱穴の配置は正確に対応する桁行3間×梁

行2聞の掘立柱建物跡である。本遺構は掘立柱建物跡及び竪穴住居跡跡との重複はなく単独であるが，

SD-002に中央部分をほぼ南北に切られている。柱穴深の平均は遺構確認面から約35cmで，柱穴径は76

cm-92cm前後で、径が大きいわりには深さがあまりない。柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの

柱穴にも混入しており，全体的には粘性が強く固く締まっている。遺物は柱穴P2.P5.P7-P9の

柱穴覆土内から出土しているが，図示できたものはない。

SBー050(第513図，図版144)

遺跡南部北東寄りの20S-31区に位置し桁行方位N-IOO-Eで柱穴の配置は正確に対応する桁行2問×

梁行2間の掘立柱建物跡である。本遺構は掘立柱建物跡及び竪穴住居跡跡との重複はなく全くの単独であ

る。柱穴深の平均は遺構確認面から約50cmで，柱穴径は87cm-124cm前後で、しっかり掘られた柱穴である。

-664-
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SBー049土層
Pl 
I黒尚色土ローム粒少混住縦'

2黒褐色上 ローム粒 ロームプロ γクやや多混
3. ~.I.~褐色土 ローム粒やや多混粘性強い

かたいしまり 其っ思
4 時褐色土 ローム粒多混
5. :旦筒色土 ロームブロ γク少波 粘性強い
P2 
I 盟褐色土ローム粒少混担痕ラ

2. ~.~褐色土 ローム粒やや多混粘性強い
かたいしまり 真っ黒

3 里褐色土 ロームブロヅク少?見粘性強い
P3 
l 尚色土 ロームブロヅク少梶粘性強い

P4 
i誤尚色土 ローム粒少i昆.t土lIi?
2暗褐色土 ローム粒やや多混
3黒褐色土 ローム粒 ・ロームブロヅクやや事混
4.m褐色土 ローム粒やや多混粘性強L、

かたいしまり 真っ黒
5. ~県尚色土 ロームブロァク少梶粘性強い
P5 
l黒褐色土 ローム粒少混柱痕?
2. a音褐色土 ローム粒少混粘性強い
3暗褐色土 ロームプロック少混
P6 
1 倒色土 ローム粒少混柱痕?

2黒褐色土 ローム粒少i見。粘性強い
3貨褐色土 ローム粒やや多iJt 粘旬強い

かたいしまり 具っ出
4 県鎚色土 ロームプロック少浪粘性自刊、
P7 
1黒褐色土 ローム粒少混柱痕?
2暗筒色土 ローム粒少混粘性強い
3黒褐色土 ローム粒やや多視 粘性強い

かたいしま 'J.nっ黒
4黒褐色土 ロームプロック少混.粘性強い

第512図 SB-049 
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P8 
1 県尚色土ロ ム粒少混

2黒梢色土 ローム粒やや多混粘性強i'、
かたいしまり 真っ巣

3斜褐色土 ロームプロック少混粘性強い
P9 
1 . !.I.~褐色土ローム粒少浪柑縦令

2. Ug:尚色士 ローム粒少混粘性強い
3盟褐色土 ローム粒やや多混。粘性強い

かたいしまり 真っ黒
4 黒褐色土口 ムブロァク少混粘性強い
PIO 

l黒褐色土 ローム粒やや多混粘性強い

かたいしまり 柱*?
2.1情悩色土 ローム粒多混
3. :J.~筒色土 ロームプロァク少泌粘性強い
4 褐色土 ロームプロック多混粒子禽

柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しており， 全体的には固く締まっている。

遺物は柱穴P2・P3・P6の柱穴覆土内から出土しているが，図示できたものはない。

SBー051(第513図，図版144)

遺跡南部北東寄りの20S-63区に位置する。南辺側に庇が付く掘立柱建物跡であると思われる。身舎は

桁行2問×梁行2間で梁行長の方が若干長く，柱穴P2・P7はやや外側にずれている。庇部の桁行長は

約L6m.梁行2間で梁行長は約3.8mを測り，桁行長が庇が付く他の掘立柱建物跡に比べると桁行長がや

や長めである。本遺構は掘立柱建物跡及び竪穴住居跡跡との重複はなく全くの単独である。柱穴深の平均

は遺構確認面から約32cmで、全体的に浅めである。柱穴径は36cm-48cm前後で、小さめである。柱穴覆土は

ローム粒とロームブロ ックがいずれの柱穴にも混入している。遺物はP1-P4の覆土内から出土してい

るが，図示できたものはない。

-665-



S6ー050土層
Pl 
l黒褐色土 ローム粒小浪。しまりあり 柱痕?
2褐色土 しまり・粘性なし

Id Zd Bd 
一 ・

3褐色土 ローム粒 ロームプロァク多混

山L'l<，V V 4旦褐色土 ロ ム粒やや多混。しまりあり

ce 
P2 
I黒褐色土ローム粒多混 しまりあり 柱痕?

!の C D' 門 2梢色土 しまり ー粘性なし。.国内U 時拠4黒褐色土 ローム粒やや多混 しまりあり

A N¥Ml:d 5褐色土 ローム粒やや多?且しまりあり

己J P3 I禍色土 ロームプロックやや多混 しまりあり 柱痕?

2褐色土 しまり ・粘性なし

3褐色士 ローム粒少混 しまりあり

4褐色土 ロ ム粒やや多梶。しまりあり

@ 
5黒褐色土 ロームプロックやや多混 しまりあり
6黒褐色土 ローム粒やや多混粘性あり
P4 

亡)
I褐色土 ローム粒やや多混砂質柱痕?

仁コ
2褐色土 しまりあり

3褐色土 ロ ム校多梶。粘性あり

4黒褐色土 ロ ム粒やや多混 しまりあり
5褐色士 ロ ム粒やや多混 しまりあり

P5 

U 
l黒褐色土 しまりあり， 11痕?
2褐色土 しまりあり

3褐色土 ロームプロックやや多混。 しまりあり

SB-050 4褐色土 ローム粒多浪。粘性あり

P6 
I褐色土 ローム粒少I見 しまりあり
2褐色土 ロ ムプロックやや多混!炭化物粒少混

しまりあり

3黄褐色土 ローム土
4黒褐色土 ローム粒やや多混 しまりあり
5黒褐色土 ローム粒多混 ロームプロックやや多混

しまりあり

P7 

:ョ B '1 '-----i1 ~ノj 百~ 1-r1 l黒褐色土 しまりあり
2褐色土 ローム粒多混粘性あり

凸l
3黒褐色土 しまりあり

lの ¥、一一一一一一一一一ノ "-戸/ . 4禍色士 ローム粒やや多混 しまりあり。粘性あり
D 5褐色土 ロ ム粒多混。しまりあり 粘性あり

u c' P8 

叶ヨ B l黒筒色土 しまり 粘性なし
B'31.7m 2褐色土 ローム粒やや多混 ロームプロァク多混

-一
P7 3褐色土 ローム粒 ロームプロックやや多混P6 P5 4褐色土 ローム粒多混
2 
4 

S6ー051土層
Pl 

Id 1黒褐色土 ローム粒少混柱痕?
- ・

山t'I<，V V 2暗褐色土 ローム粒少梶
E 3暗褐色土 ローム粒多混

マE 
マ 4褐色土 ロームプロック少混

E' 門。 円 w・ P2 
C D' 

Qi 
守 1黒絹色土 ローム粒少混柱痕?

.(コ 出

2暗褐色土ロ ム粒少混EZ 3暗褐色土 ローム粒多混
Vι 3 刊門 4褐色土 ロームプロァク少混

P2 5撹乱
Pl P3 

l暗褐色土 ロームプロック少混粘性強い

一品目ー嗣
P4 
I暗褐色土 ローム粒多混

④ 
2褐色土 ロームプロック少混

P5 

』問C。〉 。PIO CでLSF I暗褐色土 ロームプロック少混粘性強い
2褐色土 ロームプロック少混

P6 
1暗褐色土 ローム粒多混
2褐色士 ロ ムプロック少混

P7 
Pll pb 

E国
l.H告褐色土 ローム粒多混。 2褐色土 ロームプロァク少混

3 ~ U 3撹乱
P8 
l黒褐色土 ローム粒少混

SB-051 
2， D音褐色土 ローム粒少i昆
3時褐色土 ローム粒多混
4褐色土 ロームプロック少混

P10 
P8 P7 rυ~、 B' 1黒褐色土 ローム粒少混

2黒褐色土ロ ム粒少混

!の ¥こノ 3時倒色土 ローム粒多混
4褐色土 ロ ムブロック少混

ω c' D 

品ヨ B E B' 31.4m 

-← P7 P6 。 (1/80) 4m 

7弐?L;

第513図 SB -050・051
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S8ー052(A) (第514図，図版145)

遺跡東部東寄りの23Q-63区に位置する。本遺構北西端部には撹乱があり柱穴P1は未検出で.P 2が

かろうじて底面が残る状態であるが，柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行方位N-900-Eで桁行3間×梁

行 2 問の掘立柱建物跡であると思われる 。 柱穴深の平均は遺構確認面から約48cIllで，柱穴径は68cIll~ 128

CIll前後で、ぱらつきが大きく，特にP4は128cIllときわめて大きい。柱穴覆土はローム粒とロームブロ ック
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S8-052 (A)土層
P6 
I型褐色土ローム粒焼上粒少混粒子宮

2 黒褐色土 ローム粒 ・焼土校生、混.枝子粗

3黒褐色土 ローム粒 ロームプロァク多混
4暗褐色土 ローム粒 ロームプロヅク多混
5暗掲色土黒色土 。ローム粒多混
P7 
l暗褐色士 ローム粒 ロームプロァク多混
2 里褐色土 ローム粒 ・ロームプロック多混

3暗褐色土黒色土 ・ローム粒多混
4 黒褐色土粒子密
5黄褐色土 ローム層
6 撹乱

P8 
l黒褐色土ローム粒焼土粒10'1昆粒子密
2 黒褐色土 ローム粒 ロームプロァク多混

3暗褐色土 ローム粒 ロームプロック多混
4 暗褐色土黒色土 ーローム校多混
p9 

l黒褐色土ローム粒焼土粒少混粒子宮
2黒褐色土 ローム粒 ロームプロァク多混
3時褐色土黒色土 ・ローム粒多混

A 
M 
0.. 

⑮ 

SB-052(B) 

ばコ
ι S8-052 (8)土層

Pl 
1黒褐色土 ローム粒多i昆I ロームプロ ァク少混
2暗褐色土 ローム粒多混 ロームプロァク少混
3暗褐色土 ローム粒少混 しまりがない

u. 
B B'31.7m 

P6 P5 

第514図 SB-052(A)・052(B)
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がし Eずれの柱穴にも混入しているが.焼土粒を含む柱穴が多し¥出土遺物はないc

88一052(8) (第514図.図版145)

遺跡東部東寄りの23Q-72区に位置する c 本遺構南西部には撹乱があり柱穴P7 . P 8は未検出で柱穴

の配置も正確に対応しないが.桁行方位N-900-Eで桁行2間×梁行2間の掘立柱建物跡、であると思われ

るご柱穴深の平均は遺構確認面から約49cmで\柱穴径は68cm~125cm前後で、ぱらつきが大きく.特に P4.

P6はきわめて大きく不正形である 3 柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入して

いる τ 出土遺物はないご

88-053 (第515図.図版145)

遺跡東部東寄りの23Q-60区に位置し.桁行方位N-190-Eで柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行 3

間×梁行2間の掘立柱建物跡、である。本遺構は北西側でSI-043 (A)・043(B) じ東側でSI-046とそ

れぞれ重複するご重複して形が変化していない柱穴の平均深は遺構確認面から約53cmで.柱穴径は82cm~

96cm前後で、ぱらつきあまり認められなしh 柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入

しているが.焼土粒を含むものが多し Eこ遺物は P4.P6~P8 の覆土内から出土しているが.図示でき

たものはない。

88ー054(第515・516凶.図版145・299・300)

遺跡中央部東寄りの21Q -29区に位置し SB-059の東側に近接する桁行3間×梁行2聞の掘立柱建物

跡で.柱穴の配置はほぼ正確に対応し SB-059と北西側で重複すると桁行方位はN-780-Eで重複して形

が変化していない柱穴の平均深は遺構確認面から約71cmで，柱穴径は82cm~120cm前後で、しっかり掘られ

た柱穴である亡柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しているが.焼土粒及び炭

化物粒を含むものもある c 遺物はすべての柱穴覆土内から出土しているが，図示できたものは5点のみで

あるτ

1は土師器の皿口縁部片でP9の覆土内出土であるご色調は内外面ともに樫色を皇し胎土は金雲母及

び砂粒がやや多く含まれ密で焼成は良好であるご調整は外面に回転ナデが，内面に同転ナデ後丁寧なミガ

キが施されているご外面は墨書があり「小・千」と読めるが意味は不明である。

2は土師器の杯口縁部片でP2の覆土一括出土であるこ色調は内外面ともに明黄褐色を呈し.胎土は砂

粒がやや多く含まれ密で焼成は良好であるコ調整は内外面ともに回転ナデが施されているつ外面は墨書が

かろうじて見えるが判読不明である c

3は上師器の杯底部片でP5の覆士一括出土であるコ色調は内外面ともに赤褐色を呈し胎土は石英及

び砂粒がやや多く含まれ密で焼成は良好である c 調整は外面に回転ヘラケズリが，内面に回転ナデが施さ

れているご底部外面は墨書がかろうじて見えるが判読不明であるコ

4は土師器の杯体部片でP10の覆土内出土である c 色調は内外面ともに澄色を呈し胎土は金雲母及び

砂粒がやや多く含まれ密で焼成は良好である=調整は外面に回転ナデが.内面に丁寧なミガキが施されて

いるご外面は墨書があるが判読不明である。

5は土師器の斐胴部片でP7の覆土内出土であるご色調は外面が渋い赤褐色.内面が明赤褐色を呈し.

胎士は金雲母及び砂粒がやや多く含まれ密で焼成は良好である。調整は内外面ともに回転ナデが施されて

いるこ外面はタールと思われる線文がある c
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Zd 一.

山自 1~ ，V γ 司E 

門

S8-053土層
. (ヲ

口 i2~ 1'2 
l黒褐色土 ローム粒少混

A' A 2黒褐色土 ローム粒少混 ロームブロァクやや多混
回一。 .- 3黒褐色土 ローム粒少混粘性あり

P3 
I黒褐色土 ローム粒少混

2盟褐色上 ローム粒少1見。ロ ムプロヅクやや多1見
3暗褐色土 ローム粒 ーロームプロックやや多梶
4 黒褐色土 ローム粒少混 ロームプロァクやや多混

5型補色土 ローム粒少梶 しまりあり

C寸L 6黒褐色上 ローム粒少梶 ロームプロ ヅクやや多混

~ コ 叫二j / \ I~ ) 
しまりあり

Cコ 1'6 

@ 
i黒褐色上ロ ム粒やや多混焼土粒少混

2里褐色土ローム粒焼土粒歩混 しまりあり
3盟褐色土ロ ム粒 ・ロ ムブロァク焼土粒j-'i昆
4 黒褐色土 ローム粒 ロームプロ ック多混

5黒褐色土 ローム粒多混
6鼎色土 ローム粒少混

;E ( ¥ I J 1 ¥ ytAi 1 
7時褐色土 m補色土多混!ロ ム土主体
P7 

SB-053 E2 l里尚色土 ローム粒 ロームプロァク 焼士粒j-'i見
2里褐色上 ローム粒 ・焼土校生、i犯しまりあり
3. H音褐色上 ローム粒 ロームプロァク 境土粒少混
4 黒色土 ローム粒j-'i混
P8 
l黒褐色土 ローム粒 ・焼土粒少混 しまりあり
2. ，w.褐色土 ローム粒 ・ロームプロァク ・焼土粒歩i見

B 3里褐色上ロ ム粒 ・ロ ムブロ ック多混;;; 
にLζ〉 4 暗褐色土ローム粒多混ロ ムプロ yクやや多j昆B' 

粘性あり

し ¥ 

山
l 令

。3。 B D:1l8m B' E E'31.8m 

P8 P7 P6 

τ恵三f
。 (1/80) 4m 

Uln~ ，¥-' Y 弓。.n
u
-
h
h
t
 

④ SB-054 

。
ーらQ-ぬ

C 
3 ・-
仏3

li 
c 

B' ¥ 
D 31.3m C' cl 
P6 P9 P8 

第515図 SB-053・054

-669-

可乞〉 雲喜多アコ

てコ Ll2 

-ú~ 

邸主主1

GJj 
。 (1/4) 10cm 



SB-054土層
PI 
l 嶋田色 1: ローム粒多iJI.
2時制色l。 ロ ム位やや事iJI.健1悦少iJI.
3. .'.IA間色l ローム粒やや事iJI.
4. n~闇色仁 ロ ムプロァクやや多iJI.

5. .'n出色上 ローム粒やや多i見
6 !，I¥制色 i ローム粒やや多混 しまりあり
7. .~n制色上 ローム位やや書提 しまりあり
8. .'JA崩色上 ローム粒瞳上粒やや多i見
9暗担色上 ローム粒畦上世やや多誕
10暗椙色上 ローム粒多iJI.
1"2 
1 '.I.~同色 t ローム粒やや多梶
2 同色t ローム純多t見

3. !.I.~栴色上 ローム粒やや多出炭化物粒少i陀
4 ・.I.~椙色 i ローム粒やや事i比
5. .'.U縄色1: ローム粒やや多i足 しまりあり
6. ~!.\栴色 t ローム粒 ロームブロァクやや多jJf
i. ，'.1.¥同色 i ローム粒 ロ ムプロックやや多品
8. iIi闘色上ロム上
9 時制色十 ローム粒やや多i見 しまり強い
P3 
1 .'H陶色上ロ ム粒やや多i見
2. Bf'i柑色 i ロ ム校ロムプロ γクやや多iJI.
3. sfi栂色 t ローム位 ロームプロ γク少i且

しまりあり

<1 ，'.1.¥尚色仁 ローム粒 ロームプロァクやや多拠
しまりあり

5 引尚色 l ローム粒 ロームプロ yクやや多jJf

しまりあり

6. .'H惜色上 ローム粒やや多誕
7 出褐色上 ロ ムプロックやや多出

SBー055土層
円

1. !H出色 1:ローム粒少jJf.It師、
2. ，'.11闘色1 ローム粒生誕
3目指樫色 i ローム舵やや多世 粘性あり
4 時栂色 l ローム粒多i且
P2 
1引尚也上 ローム粒少i匝 ロームプロックやや多iJI.. !Hii' 
2. "・尚色 i ローム粒少i且
3. :.IJ嗣色土 ローム蛇少i且
'1日目褐色上 ローム粒やや多提粘性あり

5. ，'.1.¥褐色I 位f官 しまりあり
P3 
1 ・n尚色l ローム位少iJI. ロームプロ Jクやや多i且
2 ・I!褐色J ロ ム粒少悦
3時尚也l ローム粒やや多iJl.11'i性あり
4 ・11梢色 l 粒 f官l しまりあり
P4 
1. ，'.1.¥褐色 l ローム粒5レi昆 ロ ムブロ γクやや多jJl. !Hiつ
2. ，1M褐色上 ローム位少l見
3. .'H褐色 i ローム桂多i見
4 !I!褐色 i 粒子奮 しまりあり

P5 
1. !.!.¥尚色 i ローム粒少iJI. 性痕'
2. '.1.¥褐色1: ローム舵少iJI. ロームプロ yクやや多混
3. ，'H尚色1: ローム位法、i昆
P6 
1 !.I.¥尚色1: ローム位少槌 ロームプロァクやや多iJI.
2刑制色 1:ローム粒企iJI.
3. ~.I.\同色 l ロ ム粒少iJI.

4 暗褐色ト ロ ム粒やや多出
5. .'.I.~褐色上 ローム粒多混
6. .'g褐色l 粒子帝 しまりあり
P7 

1. ，'.1¥褐色| ロ ム校生混tHii' 
2. .'H褐色仁 ローム粒j，'jJf
3. ~ß褐色仁枝 f官 しまりあり
P8 
1.'.1.'，尚色 l ローム粒生iJI.. !t訂i?
2引褐色 1: ローム位少iJI. ロームプロゾクやや事iJI.
3附褐色 i ロ ム粒やや多iJI.勅作あり
4 ・U尚色 1:fH官 しまりあり
5崎褐色上ロ ム粒多混

'
U
 
強

誕

混

川

出

世

り

多

世

多

多

多

り

ま

り

や

書

出

や

拠

能

や

や

あ

し

あ

や

や

多

り

や

多

多

や

や

り

り

ク

や

ク

あ

ク

ク

ク

ク

混

ク

ま

混

ま

y

ク

y

性

ソ

y

y

y

少

ヅ

L

多

し

ロ

ヅ

ロ

杭

ロ

ロ

ロ

ロ

投

ロ

や

プ

ロ

プ

プ

プ

プ

プ

上

プ

出

や

混

ム

プ

ム

混

ム

混

羽

田

ム

ム

ム

焼

ム

多

ク

多

一

ム

一

多

一

多

事

一

一

一

一

や

拠

y
や

ロ

-

ロ

や

ロ

や

や

ロ

ロ

ロ

出

ロ

や

多

ロ

や

り

ロ

り

り

や

や

や

り

い

多

り

粒

純

プ

粒

粒

あ

あ

位

あ

粒

粒

蚊

柱

位

あ

粒

粒

強

粒

粒

あ

ム

ム

ム

ム

ム

り

士

り

ム

り

ム

ム

ム

ム

ム

り

ム

ム

り

ム

ム

り

-

一

一

-

一

ま

色

ま

一

ま

一

一

一

一

一

ま

一

}

ま

一

一

ま

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

L
尚

L
ロ

L
ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

L
ロ
ロ

L
ロ
ロ

L

上

土

上

上

土

土

土

土

七

上

上

上

上

上

J
士

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

川

向

尚

尚

尚

尚

尚

褐

梢

剥

褐

絹

絹

絢

尚

尚

掲

川

忠

晴

時

時

暗

黒

慌

時

暗

暗

暗

暗

暗

暗

暗

1
2

3

4

5

6

7

8

9

m

H

ロ

U
H
p
b
M

4
 

P5 
I n~褐色土 ロ ム位やや多混
2. ，'I¥同色上 ローム粒やや~jJf

3黙尚色t ロームプロックやや~jJf

4前尚也 i ローム 1:
5. ，11，¥尚色上ロ ム胞やや多混 しまり強い
6 暗褐色上ロム位多iJI.
7暗褐色上 ロームプロ γクやや多誕 しまり強い

8陪尚色 t ロ ム粒やや多iJI.
9 日時褐色t ローム粒やや~iJI.
10. Rl'i褐色l ロームIlやや多iJI.
11..'.1¥褐色」 ローム粒多i昆
12黒褐色 t ローム位~ì且
13崎剥色仁 ローム粒やや多i且
P6 

l 時褐色 i ローム粒やや事i且
2. :.I.~褐色 i ロ ム粒・ロ ムプロックやや多iJI.
3. ，'.1.¥褐色土ロ ム粒やや多i見
4 ・.1.¥褐色上ロ ムプロ ック少i且 しまりあり
5. ，'，1.¥褐色上 ローム粒 ロームプロックやや多i且

しまりあり

6時褐色 l ローム粒多jJf
7 附褐色J ロームプロ γクやや多視 しまりあり
8. .~.I.\褐色上ロ ムプロ γクやや多混 しまりあ1)
9ι1・同色 t ロ ム位 ロ ムプロックやや多iJI.

しまりあり

10. )主褐色J ロームプロヅクやや事i且 しまりあり
11時制色 i ロ ム粒少iJI.
P7 
l時尚色上 ローム粒 ロームプロ γク多混

しまりあり

2時褐色上 ローム粒 ロームプロァクやや多出

しまりあり

3時褐色上 ローム粒 ロームプロックやや多iJI.
4 附尚色 t ローム枝多視 しまりあり
5. !H尚色上 ローム粒やや事iJI. しまりあり
6. :，1.¥褐色 i ローム位多混
7. ，'"臨色 l ローム純少i見 しまりあり
8晴樹色上 ローム粒やや多iJI.
9 晴樹色上ロ ム桂 ロ ムブロックやや多世

しまりあり

10時制色 1: ~H色土 ロームプロyクやや多i昆
しま り強い

!:" ω A' 

31 B 

P8 
l 晴樹色上 ローム粒 ロームブロックやや多混

2 陪剥色上 引槌色士少iJI. ローム粒 ローム
プロックやや多jJf しまりあり

3陪尚色土 ローム粒多iJI.
4 附尚色上 ロームブロァク少iJf しまりあり
5晴樹色仁ロ ム粒やや多jJf
6晴樹色土 ロ ム粒少混 しまりあり
7暗尚色土ロム粒ロムプロ γクやや多i昆
8暗褐色土 出色 t ロ ムプロックやや多混

しまり強い

p9 

1時褐色上ロ ム粒やや多iJI.
2時褐色tロームプロ ック長、iJI.
3暗褐色上 ロ ム粒やや多iJI. しまりあり
4 陪槌色t ローム栓事iJI. しまりあり
5時制色t ローム位多iJI.
6. ，苦尚色上 ロームプロァク多iJI.
7・1¥尚色 l ローム粒やや多混 しまりあり
8 晴樹色上 ローム位やや書提 しまりあり
9. B同組色 t ローム粒やや多i昆 ロームプロァク少混
10. .'H褐色l ロ ムプロ y クやや多i且 しまり強い
PIO 
1 :.1.¥尚色 t ローム粒班1:粒少i且 しまりあり
2晴樹色上 ローム粒やや多慌 しまりあり
3陥剥色土ロ ム粒焼t校やや多混
4. J..I.¥尚色1 ローム粒やや多jJf
5. ，' . .1.¥尚色1: ロームプロ ック多jJf
6時制色j ローム位 ロームプロ yク多iJI.
7 県出色上 ローム粒少世

8. ，'，1.¥褐色上 ローム位多iJI.
9 出同色上 ロ ムプロァク多混

10・R褐色上 ローム位やや多iJi しまり強い

11時尚色1 黒色土 ロームプロックやや多i昆
しまり強い

P5 P7 

o (1180) 4m 

第516図 SB-054・055

B' 

B' 31.7m 

S8-055 (第516図，図版145)

遺跡東部東寄り23Q-80区に位置し SB-056の東側に近接する桁行2問×梁行2間の掘立柱建物跡で，

柱穴の配置はほぼ正確に対応し他遺構との重複はなく単独で、ある。桁行方位はN-160-Eで柱穴の平均

深は遺構確認面から約48cmで，柱穴径は60cm~88cm前後で、ほとんどぱらつきなく掘られた柱穴である 。 柱

穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入している。出土遺物はない。

S8-056 (第517図，図版145)

遺跡東部中央の22Q-88区に位置し， SB -055の西側に近接する桁行3間の掘立柱建物跡であると思わ
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SB-056土層
PI 
l黒褐色土 ローム粒やや多梶

2暗褐色土 ローム粒・ロームブロックやや多混焼土粒少混
柱痕 9

3 暗褐色土 ローム粒やや多混
4 暗褐色土 ローム粒 ・ロ ムブロヅク多混

5黒褐色土 ローム粒多混憐土プロック少混
6暗黄褐色土 ローム土主体褐色土 ローム粒やや多混
7 貫褐色土 ローム土 しまり強い

8暗褐色士 ローム粒やや多混
9 尚色土 ロム殺ロームプロ yク多梶
山尚色 l ローム粒 ロームプロァク多出
11暗褐色土 ローム粒やや多混
12時褐色土 ローム粒 ロームブロァクやや多混
13暗褐色土 ロームプロァク多混 しまり強い

14暗褐色士 ローム粒多;見ロ ムプロック少混 しまりあり
15暗褐色土 ローム粒多混。ロ ムブロック少混 しまりあり
16黒梢色土 ロームプロックやや多混 しまりあり
17黒褐色土 ローム粒やや多混
P4 
1 暗褐色土 ローム粒やや多混i 柱痕 9

2 黒褐色土 ロームプロックやや多混 しまりあり

3黒褐色土 ロームプロックやや多混 しまりあり
4 黒褐色土 ローム粒多1見。ロームブロックやや多混
5暗赤褐色土 ローム粒やや多混 しまりあり
6. Bg.筒色土 ローム粒 ーロームプロァクやや多;見。しまりあり

7黒褐色士 ロームブロックやや多混

8黄褐色土 ローム土 しまりあり

P5 
1暗褐色土 ロ ム粒やや多混。 しまりあり
2黒褐色土 ローム粒 ーロームプロックやや多混 しまりあり
3暗褐色土 ロームブロック多混 しまり強い

4暗褐色土 ローム粒・焼土粒やや多混
5. B音褐色土 ローム粒多混

6階褐色士 ロームプロァク多i昆しまりあり
7黒褐色土 ロームブロック多混 しまりあり
8黒褐色土 ロームプロック多混

。
一

SBー057土層
P1 

l黒褐色土 ロ ム粒 ロームプロヅクやや多混焼土粒少浪

しまりあり
2 黒褐色土 ローム粒 ロームプロァクやや多混 しまりあり
3 暗褐色上 ロ ム粒 ロームブロック ー焼土ブロ yクやや多1見

しまりあり
4 暗褐色上 ロームプロァクやや多混 しまり強い

5暗褐色土 ローム粒多i見
6. B音褐色土 ローム粒やや多混 しまり強い

P2 
l黒褐色土 ローム粒 ロームプロァクやや多?見焼土粒少混

しまりあり
2 暗褐色土 ロームブロックやや多混 しまり強い
P3 
1 黒褐色土 ロ ム粒 ロームプロァクやや多混焼士粒少混

しまりあり
2暗褐色土 ローム粒やや多I昆
3暗褐色土 黒渇色土少混ローム粒やや多1見しまりあり
4 暗褐色土 ローム粒 ロームブロックやや多混 しまりあり
5 陪絢色土 ローム粒多混 ロームプロックやや多混 しま りあり
6 黒褐色土 ローム粒やや多混

P4 
l 暗褐色土 ローム粒やや多混 しまりあり
2暗褐色土 ローム粒 ーロームプロァクやや多?見。しまり強い
3 暗褐色土 ローム粒・ロームプロックやや多混 しまりあり
4 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック多混 しまりあり
5暗褐色士 ロームプロックやや多混

6暗褐色土 ローム粒多梶 ロームプロァク少混 しまりあり
7 暗褐色土 ロ ム粒・ロームプロ yクやや多混
B 黒褐色土 ロ ム粒やや多混しまりあり
9黒褐色土 ロ ム粒やや多混
10暗褐色士 ローム粒 ・ロ ムプロック多混 しまりあり
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れ，柱穴の半分以上がSI-050と全面的に重複しており未検出のため梁行は不明である。桁行方位はN-

7l 0-Wで検出された柱穴の平均深は遺構確認面から約70cmで，柱穴径は72cm~108cm前後で、ある 。 柱穴覆

土はローム粒とロームブロックがいずれの柱穴にも混入しているが. P 1・P5には焼土ブロック・焼土

粒が含まれている。遺物は検出されたすべての柱穴の覆土内から出土したが，図示できたものはない。

88-057 (第517図，図版145. 300・308)

遺跡東部中央の22Q-50区に位置する。本遺構の南側は斜面で南辺側の柱穴は未検出のため梁行は不明
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であるが，桁行3間の掘立柱建物跡であると思われる。桁行方位はN-750-Eで検出された柱穴の平均深

は遺構確認面から約40cmで，柱穴径は64cm~100cm前後で、ある。柱穴覆土はローム粒とロームブロックが

いずれの柱穴にも混入しているが. P1~P3 には焼土ブロック・焼土粒が含まれている。遺物は検出さ

れたすべての柱穴の覆土内から出土したが，図示できたものは2点のみである c

1は須恵器の杯でP3の覆土内出土であるご色調は内外面ともに灰黄褐色を呈し胎土は砂粒がやや多

く含まれ密で焼成は良好である。調整は外面は底部及び周縁部に回転ヘラケズリが施され.切り離し技法

は不明である c また.外面体部から口縁部に回転ナデが.内面全体に回転ナデが施されている=内外面は

何本もの火棒が認められる。

2は棒状の鉄製品であるこ上部を欠くが.やや尖った下端が遺存する土鉄鉱の茎.紡錘具の柄.何らか

の工具. {魚、具等，様々に考えられるが，特定しがたし'0P 2の覆土内出土である c 残存長73.0mm.断面部

位幅5.0mm・断面部位厚4.0mm.重量は6.3gである c

88-058 (第518図.図版145)

遺跡東部中央の22Q-31区に位置するコ本遺構の東側は送電線鉄塔があるため調査不能であり，西側は

SI -053・054と重複しているため柱穴は未検出で梁行は不明であるが，桁行3間の掘立柱建物跡であると

思われる c 桁行方位は N-3r-wで検出された柱穴の平均深は遺構確認面から約34cmで.柱穴径は72cm~

88cm前後で、あるこ柱穴覆土はローム粒とロームブロックカ丸、ずれの柱穴にも混入しているが. P 2 . P 4 

には焼土粒が含まれているコ遺物は柱穴P2.P4.P5の覆土内から出土したが，図示できたものはな

し， ~ 

88-059 (第518図，図版145)

遺跡中央部東寄りの21Q -38区に位置する c 本遺構はSI-059・060と重複しており P2・P3は未検出

であるが，桁行2間×梁行2聞の掘立柱建物跡であると思われるコ桁行方位はN-6r-Eで検出された柱

穴の平均深は遺構確認面から約46cmで.柱穴径は72cm~88cm前後で、あるこ柱穴覆土はローム粒と焼土粒が

いずれの柱穴にも混入している。遺物はP6を除く検出されたすべての柱穴の覆土内から出土したが.図

示できたものはないD

88-060 (第519図，図版146)

遺跡南部南端斜面部の19V-30区に位置するこ SI-079と重複し西辺側に庇が付く掘立柱建物跡で.

北側には柱穴が4基検出され桁行4聞の可能性もあるが.直列しないため身舎は桁行3間×梁行2間であ

ると思われる c 庇は梁行方向に伸び桁行方位はN-3r-Eである c 身舎部のすべての柱穴の配置はほぼ正

確に対応しており.庇部は桁行3間で桁行長は約5.0m. 梁行長は約1.1mを測る c 身舎部分の柱穴深の平

均は遺構確認面から約68cmで.ぱらつきはあまり見られず柱穴深はほぼ同規模である。庇部の柱穴深は40

cm前後で.全体的に身舎部分の平均柱穴深より浅しh 庇部の柱穴径は76cm~108cm前後で、身舎部の柱穴径

とほぼ同じで，全体的に大きさのばらつきは見られない。柱穴覆土はローム粒とロームブロックがいずれ

の柱穴にも混入しているコ遺物はP8.P9・P12~ P 14を除く各柱穴覆土内から出土し一括で取り上げ

たが，図示できたものはなV'c

88-061 (第520図.図版146)

遺跡南部南端斜面部の19V-02区に位置する o SB -060の北西側に近接し. SI -108 . SB -070と重複す

るc 北辺側に庇が付く掘立柱建物跡で.身舎部の柱穴配置は東辺側は等間隔であるが.西辺側で等間隔で
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~ 
SB-059土層
Pl 

山2l~ ，'t' n B' V 門 l黒褐色土 ローム粒焼士粒少混

国1 2黒褐色土 ローム粒多浪。 しまりあり

A 3里褐色土 ローム粒やや多混

一 ・ 4黒褐色土 ローム粒やや多混

~コ ':-( r千 5暗黄褐色土 ローム粒やや多混
P4 
I 黒褐色土 ローム粒・焼土粒生混
2黒褐色土 ローム粒多混

3黒褐色土 ローム粒やや多iJt
4単純色土 ローム粒少混柱痕

5. ~色土 ローム粒少混
6黒補色土 ローム粒やや多iJt
7黒色土 ローム粒少梶

P4lL合フトJ ~ ~J号ごE二
P5 

忍 rJ t?l( ) P8 SB-059 I黒褐色土 ローム粒・焼土粒少混

2黒褐色土 ローム粒少混I 柱痕
3黒褐色土 ローム粒やや多浪

4黒褐色土 ロ ム粒やや多混

P7 
I鎮褐色土 ローム粒・焼土粒少滋

2黒褐色土 ローム粒やや多混
3黒褐色土 ローム粒少混 柱痕

4黒色土 ローム粒少混

5黒色土 ローム粒少混

c ( ¥ I FおP6 P51J L~ 

:医
P8 
l黒褐色士 ローム粒・焼土粒少混

2黒褐色土 ローム粒多混。 しまりあり

3 
3黒褐色土 ローム粒やや多混

'0 4黒褐色土 ローム救少浪。枝痕
ω 5黒色土 ローム粒少混

同ヨ C C'31.2m 6銀色土 ローム粒少混.- P7 P6 P5 7黒褐色土 ローム粒少混。粘性あり

j)> 

三:

SB-058 

活

はない。身舎は桁行3間×梁行2間で，庇は桁行方向に伸び桁行方位はN-320-Eである。庇部は梁行2

問で、桁行長は約1.0m，梁行長は約4.2mを測る。身舎部分の柱穴深の平均は遺構確認面から約48cmで，ぱ

らつきはあまり見られず柱穴深はほぼ同規模である。庇部の柱穴深は58cm前後で，全体的に身舎部分の平

第518図 SB-058・059
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S8ー060土層
Pl 
l暗褐色土 ローム粒多混

2暗賞掲色土 ロームプロックやや多混
P2 
1.&音褐色土 ロム粒多混
2暗褐色士 ローム粒少混 しまりあり
3暗賞褐色土 ロームプロックやや多混
4 暗賞褐色土 ローム粒やや多混
5暗褐色土 ローム粒少視しまりあり

P3 
l時褐色土 ロム粒多混
2撹乱
3 黒褐色土 ローム粒多混
4 暗黄褐色土 ロームプロァクやや多混
5.81}黄褐色士 ローム粒やや多混
6暗褐色土 ローム粒少梶 しまりあり
7 暗褐色土 ロ ムプロックやや多梶

P4 
1時絹色土 ローム粒多混

2 暗黄褐色士 ロームプロックやや多混
3. HJj賞褐色土 ローム粒やや多iJt
P5 
1 8~褐色土 ロム粒多混
2暗黄褐色土 ロームプロックやや多混
P6 
I.H音締色土 ロム粒多1昆

2.6音褐色土 ローム粒少混 しまりあり
3暗黄褐色土 ロームプロックやや多混
4 暗賞褐色土 ローム粒やや多混
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P7 
1暗褐色土 ローム粒多混
2暗黄褐色土 ロームプロァクやや多混
3暗黄褐色土 ローム粒やや多混
4暗褐色土 ローム粧少混，しまりあり

P8 
1.8音褐色土 ローム粒多混
2暗黄褐色土 ロームブロックやや多浪
3暗黄褐色土ロ ム粒やや多混
4暗褐色土 ローム救少混 しまりあり

5暗褐色土 ローム粒少混 しまりあり
6 暗褐色土 ロームプロックやや多混

P9 
l暗褐色土 ロム粒多混
2 暗黄褐色土 ロームプロァクやや多混

3暗褐色土 ローム粒少混 しまりあり

4 暗褐色土 ローム粒少混 しまりあり

5 暗褐色土 ロームブロックやや多混

PlO 
l暗褐色土 ローム粒多混
2 暗黄褐色土 ロームブロックやや多混

3.&音黄褐色土 ローム粒やや多混
4 暗褐色土 ロム粒少混しまりあり
5 暗褐色土 ロームブロックやや多混

Pll 
I 暗褐色土 ローム粒多没
2 暗黄褐色士 ロームプロックやや多混

3暗賞褐色土 ローム粒やや多混
4 日告褐色土 ロームプロックやや多混
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P12 
1 暗褐色土 ローム粒多混
2陪黄筒色土 ロームプロァクやや多混
3暗黄縞色土 ローム粒やや多混
P13 
1暗褐色土 ロム粒多混

2. H青賞褐色土 ロームプロックやや多混
3暗賞褐色土 ローム粒やや多混
P14 
1暗褐色土 ローム粒多混
2 暗黄褐色土 ロームプロックやや多混

3暗賞褐色土 ローム粒やや多混
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88-061土層
P2 
I暗褐色土 ローム粒やや多混

2褐色土 ローム粒多混

3 黒褐色土褐色土多混

4褐色土 ローム粒ロームプロック多混

5ロームプロック
6撹乱
P4 
1褐色土 ロームプロァク少混

2褐色土 ロームブロ Yクやや多混

3暗褐色土 ロームプロック多混
P6 
l褐色土 ローム粒少混

2褐色土 ロームブロック少混

3 暗褐色土 ロームブロック少混
P7 

I暗褐色土
2黄禍色士 ロームプロック多混
3暗褐色土 しまりあり
P8 
1暗褐色土 ロームプロック多混

2暗褐色土 ロームプロックやや多混
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均柱穴深より深い。庇部の平均柱穴径は70cm~80cm前後で、身舎部の柱穴径とほぼ同一であるが. P 9で68

cmと小さく P10で118cmと大きく全体的に大きさのばらつきが見られる亡柱穴覆土はローム粒とロームブ

ロックがいずれの柱穴にも混入している c 出土遺物はないc

88-062 (第521図，図版146・300)

遺跡南部南東寄りの20U-82区に位置する桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡で.他遺構との重複はな

く単独である c 柱穴の配置はほぼ正確に対応し桁行方位はN-90-Wで柱穴の平均深は遺構確認面から約

92cmで，柱穴径は84cm~120cm前後で、しっかり掘られた柱穴である=柱穴覆土はローム粒とロームブロッ

クが¥.-¥ずれの柱穴にも混入している=遺物はすべての柱穴覆土内から出土しているが，図示できたものは

3点のみである c

1は須恵器の杯でP4の覆土内一括出土である c 復元口径13.8cm. 底径8.7cm. 器高3.9cmで、色調は内外

面ともに赤灰色を呈し.胎土は長石がやや多く含まれ密で焼成は良好であるご調整は外面は底部に回転ヘ

ラケズリ後手持ちヘラケズリが.底部周縁部に手持ちヘラケズリが.体部にロクロナデが施され，切り離

し技法は回転ヘラ切りである c 内面は全体にロクロナデが施されているご

2は茨城産の須恵器の杯片でP7の覆土内一括出土であるこ復元口径13.8cm. 底径8.3cm. 器高4.2cmで、

色調は内外面ともに灰黄褐色を呈し胎土は金雲母がやや多く含まれ密で焼成は良好である c 調整は外面

は底部に回転ヘラケズリ後手持ちヘラケズリが，底部周縁部に手持ちヘラケズリが.体部にロクロナデが

施され.切り離し技法は不明である=内面は全体にロクロナデが施されているつ

3は土師器の蓋でP2の覆土内一括出土である。最大径13.6cmで、色調は内外面ともににぶい褐色を呈し.

胎土は白色針状物質が微量に含まれ密で焼成は良好である c 調整は外面はヘラによるヨコナデが，内面は

全体にロクロナデが施されている c

88-063 (第522図，図版146)

遺跡南部中央やや西寄りの18T-60区に位置し SB-068の北側に近接する桁行3間×梁行3間の掘立

柱建物跡、で¥柱穴の配置は P2'P3で柱穴間隔がやや狭まる以外はほぼ正確に対応し北東側でSI-

104と西側でSB-107とそれぞれ重複する。桁行方位はN-llO-Wで重複して形が変化していない柱穴の平

均深は遺構確認面から約32cm と浅く.柱穴径は56cm~96cm前後で、全体的に小さな柱穴である=柱穴覆土は

ローム粒がいずれの柱穴にも混入しているが. P 1 . P 5の覆土には焼土粒が若干含まれているご遺物は

P2'P7'P8・Pllを除く柱穴覆土内から出土しているが，図示できたものはない。

88-064 (第522図，図版147)

遺跡南部西端の17T-38区に位置し SB-065の西側に近接する桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡で.

柱穴の配置は正確に対応し他遺構との重複はなく単独である c 桁行方位はN-38-Eで柱穴の平均深は遺

構確認面から約45cm と浅く，柱穴径は56cm~76cm前後で、全体的に小さな柱穴であるご柱穴覆土はローム粒

がいずれの柱穴にも混入しているが. P 5 の覆土には焼土粒が若干含まれている。遺物は P1~P3 を除

く柱穴覆土内から出土しているが.図示できたものはな¥"'0

88ー065(第523図.図版147)

遺跡南部中央やや西寄りの18T-30区に位置し SB-069の北側に近接する桁行3間×梁行2間の掘立

柱建物跡で，柱穴の配置は正確に対応し他遺構との重複はなく単独であるニ桁行方位はN-13
0

-Wで柱

穴の平均深は遺構確認面から約43cm と浅く.柱穴径は80cm~108cm前後でやや大きい柱穴であるこ柱穴覆
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ロームプロ ァク多i且
ロームプロ ァク少iJf

ローム粒多1昆
ロームプロ ァク少jJt
ロ ムプロ ァク少I且
ローム粒事混

ロームプロァク多混

l貰褐色土

2晴樹色 t
P7 
l 目先褐色 t
2 尚色上
3晴樹色上
P8 
l 前掲色上

2. I肝褐色土

PII 
l黒褐色上
2黒褐色土
3黄褐色土
4 出制色土
5 思掲色土

6崎褐色土
PI2 
1. nt尚色土
2 暗悩色上
3暗梢色仁
4 附他色土
5陪褐色土
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一一 ・ N ーq Pl .- ld Zd Ed WZ'[E， ¥f vd ¥f ;;; l黄褐色土 ローム粒多混

iO iD 2暗褐色土 ローム粒 ・焼土粒少混。 3黒褐色士 ローム粒少混

ι5〉 4黄褐色士 ローム粒多混。
ー
(h JZ 

P2 

ー司
I黒褐色土 ローム粒少混PQ 
2黄褐色土 ローム粒多混
P3 
I黒褐色土 ローム粒少iJt
2. ag.褐色土ロム粒少混
3黄褐色土 ローム粒多混
P4 

④ ?も J~門
1黒褐色土 ローム粒少混
2黒色土 ロ ム粒少混
P5 

吋コ
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3黄褐色土 ローム粒多j見
P6 
l黒褐色士 ローム粒少混
2暗褐色土 ローム粒多混

SB-063 P7 
I黒褐色土 ローム粒少混柱痕

2黄褐色土 ローム粧多?見壁の崩落
3暗褐色土ロ ム粒多混
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1黒褐色土 ローム粒少混

.0 D' B 
2暗褐色土 ローム粒多混

ω 

P8 P7 C'312m 3黒色土 ローム粒少混粘性あり
国ヨ

P9 

に手7 、手/ 日44 工ゾ 。 (1/80) 4m 

2 3 

SB-064土層
Pl 
l黒褐色土褐色土多浪

Zd Ed 2. ~県褐色土柱痕
一 ・ E 3褐色土 ロ ム粒多混

山 nE，:)
B D' コ 門 P2 

i回
c'ゐ ⑬〕 i _~ 

I黒褐色土褐色土多混

2， H音褐色土ロ ム粒多浪。柱痕

::! /士¥c 3褐色土 ローム粒多混

P3 
I黒褐色土ロ ム粒少梶
2褐色土 ローム粒多混柱痕

3黄褐色土 ローム粒多混
P4 

@ P4ゐ 豆町マ
1 H吉尚色土問色土多混
2黒褐色土 ローム粒少混

可 (~ iDln 
3賞褐色土ロ ム粒多混

'" 4褐色土 ロ ム粒多混

P5 
l黒褐色土 ローム粒焼土粒少i昆

SB-064 
2褐色土 ローム粒多混

3暗褐色土褐色土多混焼土粒少混柱痕
4褐色土 ロム粒多?昆柱痕

5黄褐色土 ローム粒多混

:2 ((d¥ ) P5パ二¥ 宮室時:
P6 
l黒褐色土 ロ ム粒やや多混
2褐色土 ローム粒多混

3暗褐色士 ローム粒やや多混柱痕
P7 
l黒褐色土褐色土多浪
2褐色土 ローム粒多混

3黄褐色土 ローム粒多i毘
P8 

目;;l ?ーゆ ro ω {金〉Jf
I黒褐色土 褐色土多混 ローム粒少混

2暗絹色土 ローム粒少i孔柱痕

l回 l ヤT-48
3褐色土 ローム粒多混

。l p9 

ω A B' D A' 3Urr{ 
I黒尚色土問色士多混

ヨ P7 P6 一一・
2褐色土 ローム粒多混

PR 3暗褐色土 ローム粒やや多浪。 柱痕
4黄褐色土 ローム粒多混
PIO 
I褐色土 ローム粒多視

2黒褐色士 ローム粒少混
3黒褐色土 柱痕
4賞純色土 ローム粒多梶
5褐色土 ローム粒多混

第522図 SB -063・064
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SB-065土層
Pl 
1，'，1.¥同色上 ローム粒やや多iJ1
2黒色土 佐痕

3. a荷褐色土ロ ム枝少世 11抗
4. Vi褐色土 ロームブロック多iJt
5. :.I.~褐色一i ローム粒やや多i且
6 前倒色土 ローム粒多悦

P2 
1 1~嗣色 i ローム粒少拠
2 思倒色土 制色土多iJ1 ローム粒少出

3. ~.I:';褐色土尚色!多?見性被
4 暗褐色土 ローム粒やや事iJ1

P3 
1黒褐色t ロ ム粒多i且 しまりあり
2 褐色土 ロム位多世

3 黒褐色 i二 ローム粒少iJ1 性被
4 黒褐色t ロ ム粒やや多混 しまりあり
5. :.I.~ 色」 しまりあり

P4 
1 旦『色 i ローム粒少iJ1

2. ，'.11臨色 t 尚色 k多出
3時同色土褐色t多iJ1位痕
4 褐色土 ロム粒多iJ1

5. .ry.¥色土 ローム粒少ill.
6. :県色土 ローム粒生i昆
7. .r，I，'，褐色土 しまりあり

Po 
l時制色土ロ ム枝少拠

2. ~H褐色士ロ ム粒少混
3貰尚色土 ローム粒多泌
4暗褐色土ローム粒やや多i昆焼土佐少混柱fii
5・E槌色 t ロ ム粒少世
6暗褐色土 ローム粒やや多ill.
P6 
1..'H尚色土 ローム粒少世
2暗尚色上 ローム粒やや多iJ1境土粒少混性総

3黄褐色土 ローム粒事誕
1'7 
1 ・H褐色土瞳 tプロァク少混
2黒褐色 t ローム粒少世
3. ，r.l.¥褐色土 ローム粒少混
4 黄制色土 ローム粒多iJ1

P8 
1 :H褐色上褐色上多iJ1ロ ム粒焼j粒少出
2 ・I~褐色土柱出

3 前倒色上ロ ム粒書提
4 日青梅色j ロ ム馳少iJ1

p9 

1黒色 t ローム粒少iJ1
2. :H褐色 i 尚色上書浪
3. .l.I，~色土 柱板

4 梢色上 ロームプロック多iJ1

1'10 
l黒色土 ロム蛇少出

2. !且褐色土 尚色 i 焼上粒5レ混
3暗褐色上尚色1:ロ ム粒多i昆
2・H同色 k かたいしまり
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SBー066土層
1'1 
l尚色 l ロ ム粒やや書提
2・'H褐色土尚色士事iJ1
3黒褐色土 ローム粒多混
4 黄尚色上 ローム粒多ill.
1'2 
l思尚色土 ローム粒生iJ1

2晴樹色上尚色上多iJ1

3褐色土 ローム粒多iJ1柱痕

4 黄褐色土 ローム粒多iJ1

1'3 
1黒褐色上 ローム粒やや多iJ1
2 尚色土 ローム粒多i見性出
3黄褐色 1 ローム位多出
1'4 
l黒褐色土 褐色仁多混
2同色土 ローム粒多i昆
3黄褐色上 ローム柱多iJ1
4黒褐色士 ローム粒多iJ1

PO 

l暗尚色上尚色 i少1比
2. ~.I.~褐色土 ローム粒少i昆柱棋
3黄尚色 1 ローム粒多ill..ll1ii 
4暗尚色 t ロ ム粒少出
5黄褐色士 ローム粒多ill.
1'6 
I .[~.~褐色上 尚色上書出

2暗尚色 k 尚色 i一事iJt
3褐色上 ロム位多i且
4. :l¥褐色士 ローム粒少i昆
5黄尚色土 ローム粒~iJ1

6黒褐色上位痕
7褐色土 ローム粒多i昆柱#i
8ロ ムプロック
P7 

1黒褐色土 ローム粒少iJ1
2 黒褐色土 ローム粒岳、i見
3歯褐色土ロ ム粒多i昆
4撹乱

P8 
1 n¥尚色 i ロ ム粒少iJ1
2. nfi褐色上 ローム粒やや多iJ1
3褐色土 ローム粒多混粘性 しまりあり
4 暗尚色土 ローム粒やや多i昆
5 ロームプロ ァク

1'10 
1. :J.~槌色 l 尚色」多iJ1

2暗尚色土尚色土多i且
3褐色士 ローム粒j;混If担



土はローム粒がいずれの柱穴にも混入しているが.焼土粒・焼土ブロックが含まれる柱穴もあるε また.

すべての柱穴で柱痕が確認できたこ遺物はP8を除く柱穴覆土内から出土しているが.図示できたものは

なし':J

88ー066(第523図.図版147)

遺跡南部中央やや西寄りの18T-35区に位置し， SB -067の西側に近接する桁行3間×梁行2聞の掘立

柱建物跡で¥北辺中央部でSI-084と南西端部でSI-08Sとそれぞれ重複するご柱穴の配置はほぼ正確に

対応するが， SI -085と重複する部分の柱穴P9は未検出である。桁行方位はN-800-Eで柱穴の平均深は

遺構確認面から約41cm と浅く.柱穴径は44cm~80cm前後で、全体的に小さな柱穴である c 柱穴覆土はローム

粒がいずれの柱穴にも混入している二また.検出されたすべての柱穴で柱痕が確認できたc 遺物はP4.

P 6・P10を除く柱穴覆土内から出土しているが.図示できたものはないc

88-067 (第S24図.図版147)

遺跡南部中央やや西寄りの18T-37区に位置する。 SB-067の東側に近接し，柱穴の配置は若干の歪み

があるが桁行3間×梁行2間の総柱建物跡で.他遺構との重複はなく単独であるご本遺構中央部にある束

柱P11 . P 12を除いた柱穴深の平均は遺構確認面から約35cmと浅く.束柱P11 . P 12の柱穴深は概ね50cm

と束柱の方がやや深1"'2 柱穴径は40cm~100cm前後とかなり差がある c 柱穴覆土はローム粒がし=ずれの柱

穴にも混入しているが. P 1 . P 3 . P 4 . P 10には若干の焼土粒. P 11には炭化粒が混入している c 遺

物はP4・P5'P11を除くすべての柱穴の覆土内から出士しているが，図示できたものはないc

88-068 (第S2S図.図版147)

遺跡南部中央やや西寄りの18T-80区に位置し SB-063の南側に近接する桁行3間×梁行3間の掘立

柱建物跡で¥南西端部でSI-096・SI-099とそれぞれ重複する c 柱穴の配置はほぼ正確に対応するが，重

複する部分の柱穴は未検出であるこ桁行方位はN-10-Eで柱穴の平均深は遺構確認面から約50cmと比較的

浅く，柱穴径は36cm~52cm前後で、全体的に小さな柱穴である。柱穴覆土はローム粒がし Eずれの柱穴にも混

入しているが. P 6には若干の焼土粒が混入しているごまた.検出されたすべての柱穴で柱痕が確認でき

たご遺物はP2 . P 4 . P 5 . P 12の柱穴覆土内から出土しているが.図示できたものはないコ

88-069 1，第S26図.図版147・310)

遺跡南部中央やや西寄りの18T-40区に位置するご SB-073の東側に近接し.柱穴の配置はほぼ正確に

対応する桁行2間×梁行2聞の総柱建物跡で，他遺構との重複はなく単独であるこ柱穴深の平均は遺構

確認面から約S2cmと比較的浅く.特に北辺中央P2と南辺中央P6の柱穴深は概ね20cm前後ときわめて浅

い c 柱穴径は44cm~132cm前後とかなり差がある。柱穴覆土はローム粒がいずれの柱穴にも混入している

が. Pl~P5 には若干の焼土粒が混入している c 遺物は束柱と思われる P9を除くすべての柱穴の覆土

内から出土しているが.図示できたものは 1点のみである c

1は柱穴P6覆土内一括出土の鉄製鎌の刃部片で、全長8.4cm.幅2.5cm'厚0.2cmを測る c

88-070 (第S27図.図版147)

遺跡南部南端斜面部の19V-02区に位置する。 SB-061 . SI -108と完全に重複し柱穴の配置はほぼ正

確に対応する桁行5間×梁行3聞の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-400-E柱で柱間寸法は桁行方向

で、約1.4m. 梁行方向で、約2.lmで梁行方向の柱問寸法の方が大きいご柱穴深の平均は遺構確認面から約58

cmで、あるが.北辺側の柱穴深が全体的に深く 80cm前後ある c 柱穴径は80cm~120cm前後とかなり大きめで

680 
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88ー067土層
Pl 
l黒褐色土焼土粒少混柱痕
2.1暗褐色士ロム粒多?見
3褐色土 ローム粒多混

P2 
I 黄褐色土 ロームプロァク多混
2黒色土 ロム粒少梶

3 褐色土 ローム粒多混

4. ~JA褐色土褐色土多混.柱lîi
5黒褐色土
6階絹色土 ローム粧多混
P3 
i辿褐色土 ローム粧やや多混焼土粒少;昆

2褐色土 ローム粒多混

3黒褐色土 ローム粒やや多混
4 暗褐色土 ローム粒多混
5黒褐色土褐色土多混柱痕

で建1Jf3

P4 

1 m褐色土 ローム粒少浪
2筒色土 ローム粒多i見
3黒褐色土 ロ ム粒 ー焼土粒少混
4時褐色土 ローム粒多混
P5 
1黒尚色土 ローム粒やや多混
2 褐色土 ローム粒多混

3賞間色土 ローム粒多混

P8 
1時褐色土 ローム粒やや多混

2褐色土 ローム粒多極 しまりあり

3賞筒色土 ローム粒多混 しまりありP9 
1黒褐色土 ローム粒少混

2暗褐色土褐色土多I昆，粘性 ・しまりあり
3褐色土 ローム粒多混粘性 しまりあり

第524図 SB-067 
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PlO 
1暗褐色土 ローム粒多混
2 褐色土 ローム粒多混 しまりあり

3黒褐色土焼土粒少混柱痕
4 黒褐色土
Pll 
I褐色土 ローム粒多混

2 日昔褐色土 ローム粒やや多混

3黒褐色土ローム粒炭化粒少混 柱痕
4賞褐色土 ローム粒多梶

P12 
1鼎純色土褐色土多梶 ローム粧品、混
2. H~褐色土 ローム粒多浪。しまりあり
3黄褐色士 ローム粒多混

ある。柱穴覆土はロームブロ ックが主体に混入しておりしまりがある。出土遺物はない。

S8ー071(第528図，図版148)

遺跡南部中央やや西寄りの18T-47区に位置する。SI-083・093と完全に重複し柱穴西列は未検出で

あるが，柱穴の配置はほぼ正確に対応すると思われる桁行3問×梁行2間の掘立柱建物跡である。桁行方

位はN-40-E柱で，検出された柱穴のうち破壊を受けていないと思われる柱穴深の平均は遺構確認面から

約44cmで、ある。 柱穴径は60cm~92cm前後とあまり大きな差はなくほほ同規模である 。 柱穴覆土はローム

nδ 
PO
 



ローム粒多混

ローム粒多視

ローム粒少混柱痕

しまり強い

褐色土多混柱痕

ロ ム粒多混

ローム粒多混 しまりあり

ロームロックやや多混
ローム粒少浪

褐色土多?見柱痕

ローム殺やや多視 しま りあり

ロ ム粒やや多混

ローム粒少混 しまりあり
褐色土多混

ローム粒多混

褐色土多混柱痕

ローム粒やや多能

しまり強い

ローム殺事浪
ローム粒少混柱痕

褐色土多混焼土粒少混

褐色土多混 ローム粒少混柱痕

ローム粒やや多混

ローム粒多I見

ローム粒多混 ロームプロ ック少混

ローム粒やや多梶

ローム粒少混I 柱痕

褐色土多混

ローム粒多;昆

ローム粒多;昆

ローム粒多梶

居

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

は

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

土
色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

町山

褐

禍

褐

褐

禍

褐

褐

褐

禍

尚

絹

梢

梢

尚

褐

褐

褐

褐

色

褐

筒

褐

褐

褐

縄

禍

褐

制

褐

褐

褐

褐

O

賞

暗

黒

暗

黒

黄

暗

賀

県

黒

崎

暗

黒

黒

暗

黒

田

一

…
晴

褐

黒

黒

暗

黒

里

町

黄

暗

黄

暗

黒

黒

暗

黄

B
1
1

2
3
4
2
1
2
3
3
1
2
3
4

1
2

3

1

2

3

4

1

2

3

1

2

3

3
1
2
3
4
0
1
2

3
4
 

2

3

4

5

6

7

3

 

S
P

p

i

p

p

p

p

P

R

P

 

E
N
一
門
、
〈

ld 
山Z'IE，8 

.，ヲ

円。
ー

④ 

ε~ 

七T 剖
Pll 

-u』

Etf 
円

r、
ι 

〈 ・

D'31.2m 

D' 

D 
。、ω-ー一N
ヨ

4m (1/80) 。

SB -068 第525図

P 4~P6 には焼土粒が混入している 。 遺物は粒 ・ロームブロックが主体に混入しておりしまりがあり，

図示できたものはない。Pl ~ P4 ・ P6 の柱穴覆土内から出土しているが，

図版148)S8ー072(第529図，

他遺構との重複はなく単独で、ある。柱穴の配置は桁行遺跡南部中央やや西寄りの18T-32区に位置し

他の柱穴の柱間す法方向北辺中央部のP2・P3と南辺中央部のP7・P8の柱間寸法が1.4m前後で，

に比べて近い位置に配置される桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-810-E柱で，柱

各柱東列北端の柱穴P4の柱穴深は12cmときわめて浅く，穴深の平均は遺構確認面から約42cmで、あるが，

穴深のばらつきは大きい。 柱穴径は70cm~92cm前後とあまり 大きな差はなくほぼ同規模である。 柱穴覆土

焼土粒が混入しているものも多い。遺物はすべての柱穴のはローム粒・褐色土が主体に混入しているが，

図示できたものは1点のみである。覆土内から出土しているが，

色調1は土師器の杯でP6の覆土内一括出土である。復元口径13.2cm・復元底径8.6cm・器高4.3cmで，

胎土は金雲母・砂粒が微量含まれ密で焼成は良好で、ある。調整は底部外面及は内外面ともに樺色を呈し，

切り離し技法は不明で、ある。び周縁部に回転ヘラケズリが，体部外面から内面は回転ナデが施され，

他遺構との重複はなく単独である。柱穴の配置はほぼ正確に対応

つ白phu
 

図版148)

遺跡南部西端の17T-59区に位置し

S8ー073(第529図，



SBー069土層
Pl 
l巣箱色土ローム粒焼土粒少i昆
2時褐色土 褐色土多i見 ローム粒やや多浪
3県褐色土 ローム粒少混 しまりあり
4諜褐色土 ローム粒少i泌
5黄褐色土 ローム粒多混
6暗褐色土 ローム粒やや多浪
7黒褐色土ロ ム粒少混
8黄褐色士ロム粒多i昆

Id 
9暗褐色土 ローム粒やや多i昆焼土プロ γク少混

Zd Sd lO.~褐色土 ローム粒焼土粒少混

U/Tl( ，ヨ ヨ
P2 
i黒褐色t 褐色上多浪焼土粒少;見
2. ~.IÞ.褐色土 ローム粒少梶。柱痕
3暗褐色土 ローム粒やや多iJt焼上粒少混
4縞色土 ローム粒多;昆

ld Gd Sd 
P3 

守E i黒褐色土 ローム粒やや多混焼士粒少混
山V"1~ ，8

c1yレFーー¥
.'¥' 日 円 2黄絹色土ロ ム粒多混

j" /でよ 1 
3黒褐色土 ローム粒やや多混
" B音褐色土 ローム粒やや多混柱痕

~ E P4 
1黄禍色土 ローム粒多混可コ ~-+ I ~ I: ~ B'・-((1W--= ) I ¥で孟./)) ℃ζ-vノ 2暗褐色土 ローム粒やや多混
3黒褐色土 ローム粒 ・焼土粒去、混 しまりあり

"褐色土 ローム粒多浪焼土粒j、?見

P5 
l黒褐色土 褐色土多混
2褐色士 ロム粒多;昆

@内 ゆ zb 
3黒褐色土 ローム粒焼土佐少混
P6 
1里褐色土 ローム粒少混

。「。コ トド江「 忍 :-1 @ ) ) 
2褐色土 ローム粒多混

P7 
1. ng:褐色土 ローム粒少混
2型褐色土 ローム粒少浪
3褐色土 ローム粒多?見

4賞褐色土 ローム粒多浪
5撹乱

c v P8 一ーDー-' Uι 3 
l褐色土 ローム粒多混

2暗褐色土筒色土多梶ロ ム粒少混柱痕

3T-v ¥三ヲ
3黒褐色土 ローム粒少混
4附褐色上ロ ム粒やや多梶粘性 しま りあり

|可 !c可 D 1・F'
5賀補色土 ローム粒多混

<(・ 6黒褐色土 ローム粒少混
λ 7賞褐色士 ローム粒多混

ど ωH c' H' 31.4m B黒褐色土 ローム粒少浪
ふヨ 4ヨh ・一一

P8 P9 P4 9賞褐色土 ロームプロック多混

D D'31.4m 

P6 P5 

。 (l/2) 5cm 

G G'31.4m 

P7 P6 P5 

。 (1180) 4m 

第526図 SB-069 

する桁行2間×梁行1間の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-10-Eで柱穴深の平均は遺構確認面から約

65cmで，最も浅い柱穴P4でも50cmを測り全体的に深く掘り込まれている。柱穴径は40cm-56cm前後とか

なり小さめである。柱穴覆土はローム粒が主体に混入している。遺物はP1・P2・P5の柱穴覆土内か

ら出土しているが，図示できたものはない。

88-074 (第530図，図版148)

遺跡中央部南寄りの20R-89区に位置する。SB-075・077・080.SI -119とそれぞれ重複し北列中央

の柱穴2基は未検出であるが，柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3問×梁行2聞の掘立柱建物跡であ

ると思われる。桁行方位はN-750-Eで検出された柱穴深の平均は遺構確認面から約42cmと，全体的にやや

浅めである。柱穴径は52cm-85cm前後とややぱらつきがあり， 東列のP1'P7'P8が80cm前後と大き
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S8ー070土層
PI 
l時尚色 i ロ ムプロ γク多世
2梢色土 ロームプロヅク多iM
3暗同色土 ロームプロ yクやや多iJt
P2 
l暗闘色士 ロームプロ yクやや多i且 しまりあり
2 尚色土 ロームプロ ック多世

3撹乱
P3 
111ft褐色土 ロームプロ ァク少視 しま りあり
2尚色土 ロムプロ yク多iJt

3. ，荷褐色 t. -1f昧帯びる
P4 

l附褐色l ロームプロ ック少iJt
2 尚色上 ロームプロ ックやや多iJt

3. .1，1，¥褐色} ローム粒少iJt

P5 
1陪糊色 i ロ ム粒少拠
2.1If'i尚色j ローム粒やや少i且
3尚色土 ローム校事i昆粘性しまりあり

P6 
l褐色上 ロームブロ ックやや多iJt

2 附尚色上 ロームプロヅクやや多iJt
3同色i ロ ムプロ ックやや多i且 しまりあり
4 撹乱

P7 
1時尚色七 ロームプロ ァク合i且
2尚色仁 ロームプロックやや多i且
3首褐色土 ロームプロ ヅク事混
P8 
1褐色 t ロームプロ ック少混
2晴樹色上 ロームプロ ックやや多iJt
円

l暗褐色上 ロ ムプロック長、i昆
2褐色土 ロームプロ ァク多i昆
3 暗褐色土ロ ム位少混

4 禍色土 ロームプロァク事混

5時尚色上 ロームプロ グク事iJt
6 首同色士: ロ ムプロ ァク多i且
7褐色1 ロームプロ ァクやや多i昆
8暗尚色土 ロームプロ ックやや多i且

第527図 SB-070 

684-

。

〈・

I'31.4m 
D D' 31.4m 

P9 

題Eゲ
(1/80) 4m 

Plu 
l褐色土 ロームプロ γク少iJt しまりあり

2時制色上 ローム粒歩iJt
3尚色上 ロームプロ ァク多i且
4 暗褐色 i ロ ム粒ロ ムプロ ァク少混
5 褐色t ロ ムプロ ック多iJt

P12 
l褐色土 ロームブロックやや多i且
2 弘樹色1. ロ ムプロ ックやや多i見
3 褐色土 ロムプロ ゾク多iJt

4. :.1.¥尚色上 ロームプロ ックやや多i昆
5前同色止 しまりあり
6. :.1.¥樹色t ロームプロ γクやや多混
7撹乱

Pli 
1暗褐色土 ロームプロ ック少iJt

2. j日'i制色土 ロームプロック多iM
3. :H尚色」 ローム粒やや多混
4 褐色土 ローム紋 ロームプロ ヅク多混

5 県出色土 ローム粒やや多i見
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SBー071土層
Pl 
i 黒褐色土ロ ム粒少混 しまりあり
2黒褐色土褐色土多浪 しまりあり
3褐色土 ローム粒多浪。しまりあり
4黒褐色土 ローム粒少混 しま りあり
P2 
l時褐色土 ローム粒やや多促
2黒褐色一l ローム粒'Ti見
3 尚色土 ローム宇立多混

4撹Zl
P3 
1. j¥'i褐色土 ロームプロック主体
2黒褐色土 ローム粒少泌
3崎褐色土 ローム粒少iJt
4 褐色土 ローム粒多混
5 黄褐色土ロ ム粒多混
P4 
l褐色土 ローム粒ロームブロ γク多混

焼土粒少混

2. J旦褐色土 ローム粒やや多混焼土粒少混
3. H音褐色土 ローム粒 ・焼土救少混
4 褐色土 ローム粒多混焼土粒少出

5製褐色土 ローム粒やや多iJi焼土粒少混
6時褐色土 ローム粧多能焼土粒少浪
7 陪褐色土 ローム粒少混

P5 
1尚色土 ローム粒多I昆硬質
2 時褐色土 ローム粒やや多混

3黒褐色土 ローム粒やや多混木炭粒少混
4 褐色土 ローム粒多混焼土粒少混

5褐色土 口 ム粒多混
6撹乱
P6 
1賞褐色土 ロームプロック多混
2. JH褐色土ローム粒焼j粒少汲
3時褐色土 ローム粒少混

(1/80) 4m 

同 i L

鳩山

F' 31.6m 

六妥ア 。

p
n
v
 

めである。柱穴覆土はローム粒が主体に混入しているが. P 3には炭化粒及び焼土粒が混入している。遺

物は P l ~ P 4'P5 ' P8 の柱穴覆土内から出土しているが，図示できたものは 1 点のみである。

1は須恵器の杯底部片でP7の覆土内一括出土である。復元底径9.4cmで，色調は内外面ともに褐灰色

を呈し胎土は砂粒がやや多く長石 ・石英が微量に含まれ粗で焼成は良好である。調整は底部外面及び周

縁部に手持ちヘラケズリが，内面はロクロナデが施され， 切り離し技法は回転ヘラ切りである。

S8ー075(第530図，図版148)

遺跡中央部南寄りの20R-89区に位置する。SB-074' 077・080.SI -119とそれぞれ重複し，北西側の

柱穴3基は未検出であるが，柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3間×梁行2聞の掘立柱建物跡である

と思われる。桁行方位はN-230-Eで検出された柱穴深の平均は遺構確認面から約44cmと， 全体的にやや

浅めである。 柱穴径は62cm~92cm前後とややぱらつきがある。 柱穴覆土はローム粒 ・ ロームブロ ックが主

体に混入している。検出されたすべての柱穴からは柱痕が確認された。遺物は検出されたすべての柱穴覆

土内から出土しているが，図示できたものはない。
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第528図 SB-071 
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S8-073土層
Pl 
I赤尚色土褐色土斑状に少混柱痕
2 陪褐色土 ローム粒少混

3. I暗褐色土ロ ム粒少混

4 黒褐色土 I層よりも黒味帯びる
P2 
l県褐色土柱痕
2. Us=尚色土 ローム粒少混
3. H苦悩色土 ロームブロック少混
P3 
l黒褐色士 ローム粒やや多浪
2暗褐色土 ローム粒やや多混
3黒褐色土 ローム粒少混
P4 
1暗褐色土 ローム粒やや多混

2褐色上 ローム粒やや多混

3黒褐色土 褐色土庇状に少梶
P5 
1褐色土 ローム粒やや多混

2黒褐色士 ローム粒少混
3撹乱
P6 
1黒褐色士 ローム粒少混
2褐色土 ローム粒やや多混

3暗褐色土 ローム粒少混
4黒褐色土 ローム粒少混

SB-073 

P2 

C 
υl 

B' 3Llm P4 _~ 

第529図 SB-072・073
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口
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S8-072土層
Pl 
I黒褐色土 褐色土多混焼土粒少浪

2 黒褐色土 褐色土多混焼土粒少混

3黒褐色土 褐色土多i見 ローム粒やや多梶
P2 
I出向色土 ローム粒少椛

2 県褐色土 褐色土多梶

3辺倒色土 褐色土多混 しまりあり

P3 
l 里褐色土 褐色土多混焼土粒少混

しまりあり

2暗黄褐色土 ローム粒多梶 しまりあり
P4 
I 黒褐色土 ローム粒少混

2暗褐色上 ローム粒多混

P5 
l黒褐色土 褐色土多混

2 以褐色土 焼土粒少混住痕

3賞褐色土 ローム栓多混。 しまりあり

4暗褐色土 ローム粒多混

P6 
1黒褐色土 ローム粒・ 焼土粒少l見
2 暗褐色土 ローム粒多混

3. H音褐色土 かたいしまり

P7 
l暗褐色土 ローム粒少混

2賞悩色土 ローム粒多j見かたいしまり
3 tJJ:褐色土 かたいしまり

P8 
1 県褐色土 褐色土多混焼土粧少混!柱痕

2暗褐色土 褐色土多混

3. &i}褐色土 ローム粒やや多視 しまりあり
p9 

1黒褐色土 褐色土多混焼土粒少混

2 黒褐色土 ロム粒少混

PIO 
1暗褐色土 ローム粒多混

2黒褐色土 しまりあり

3.11音褐色土 かたいしまり
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言 言 B B'31.0m S8ー074土層

P7 P6 
Pl 

P5 P4 l. ~B褐色 i ローム粒うレ拠

℃二ゴ二ゴ
2時尚色j ローム粒やや多iJl.

~ーー
3晴尚色1: ローム柱~iJl.
P2 
I D?i尚色」 ローム枇多ill.

F F'31.0m 
2. .~U尚也 i 尚也上書出 ローム位やや多iJl.

.- P3 

P7 P6 P5 
l時尚色J ロームプロ γク少iJl.

P4 2. :H尚色土 ロームプロッ ク 世化粒焼 t位少i且
3苗褐色土 ローム粒 ロームプロヅク多iJl.。 (114) 10cm ¥ノd 、、__，

¥ / ~/一 P，l 
l暗尚色 iニロ ム粒やや多iJl.
2. )'ii尚色1 ローム粒多iJl.
P3 

Jく2刊
αC円" コ3 司Eミ

l褐色1: ローム粒多i比

E' 2貨制色上 ローム殺害ill.

!c 
ι」・

L 
3. !J.¥尚色i ローム粒j'iJl.， !J恒
P6 
l暗尚色 t ロ ムプロック少iJl.
2前倒色 l ローム位多椛
p7 

@ ア
l黒褐色1:ローム位少iJl. ロームプロックやや事混
2. .!J.'，尚色1: ローム鞍少混柱痕
3. H~梢色上 ローム粒少iJl.硬質
P8 
l 褐色土 ローム位多混

2附尚色1 ロームr，やや多ill. 硬質
尚色 i ローム位多}見 ロームプロ ァクやや多i見

It~i 

C2Y 4 cι w 

SB-075 

「 S8ー075土層

iU¥「 i〉 Pl 
l時褐色土 ロームプロァクやや多混
2時尚色よ ロ ム投やや多iJl.硬質

ぴιて》 P2 
1 a:l褐色1: ローム位 ロームプロァクやや~iJl. 唖買

、可ヨ， て::'( ..;; 1/(0滅。)P7 昼V(¥.'fJノj 2黄槌色J ローム位多iJl. 唖町
3県尚也 k ロームプロ γクやや多iJl. 硬質
P3 
l暗褐色土 ローム位少出
2黄尚色」 ローム粒事iJl.
3単純色土 ローム粒少i且
P4 
l単渦色土 ローム粒 ロームプロ yク歩i住
2褐色土 ローム粒多i昆

ま凶ま ~- \g @ epf P J 3肌土ロムMe': irJ a: ) "晴尚色土 ローム粒やや多誕
5. !j県糊色土ロ ム粒少iJl.
6. lilf尚也上 ローム控やや多i昆

I ・与 しA' I ! r 7.~，\褐色上位。i

q 出主ヨ主 ・
仁). W ，: 1 1>5 

さ言 B ・- PD6 ' 
e E B' 30.8m l黒褐色上 ローム粒やや多i昆 ロームプロックタ出

IHi 
P5 2培褐色土 ローム粒多誕

3黒褐色土ロム粒少iJl.
P6 
l暗剥色上ロ ム柱やや多iJl.
2黒制色 i ロ ム粒ロ ムプロ ァク生i見住痕。 (1/80) 4m ¥J 3締尚色土 ローム位やや多混 ロームプロック長、世
P7 
I . ，!.I.~尚色土 ローム校j'i佐 しまりあり
2尚色土 ローム粒多iJl. ロームプロックやや多揖

しまりあり 住ui
3晴樹色土 ロームプロックやや多ill しまりあり
4・I!褐色上 ローム粒やや多iJl.
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88-076 (第531図，図版148)

遺跡中央部南寄りの20R-67区に位置し SI-117の南側. SI -118の西側にそれぞれ近接する。南西側

の柱穴は未検出で北東側の柱穴3基のみが検出された。南西側は道路建設のためすでに調査済みで，今回

の調査では前回の調査との丁度境を接する部分である。このため桁行・梁行等の規格は不明であるが，検

出された3基の柱穴の配置から掘立柱建物跡の北東端部であると思われる。検出された柱穴深の平均は遺

構確認面から約57cmで，柱穴径は60cm~72cm前後で、ある 。 柱穴覆土はローム粒・ロームブロックが主体に

混入している。遺物はP1.P2の柱穴覆土内から出土しているが，図示できたものはない。

88-077 (第531図，図版148)

遺跡中央部南寄りの20R-99区に位置し SB-074・075. 080. SI -119とそれぞれ重複する。北西側の

柱穴はSI-119との重複で未検出である。また，南西側は道路が建設されており南西端部の柱穴は未検出

である。柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3問×梁行2聞の掘立柱建物跡であると思われる。桁行方

位はN-180-Eで検出された柱穴深の平均は遺構確認面から約32cmと全体的にやや浅めである。柱穴径は
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S8-077土層
P3 
1 黄褐色土 ローム粒 ロームブロァク多混

2黒褐色上褐色土多混 ローム粒やや多混
3. H音褐色土 ローム粒多混 ロームブロック少混
4 里褐色土ロ ム粒少梶

P4 
i 暗梢色j ローム粒'.Þ~l見。ロームブロックやや多混

2 黒褐色土 ローム粒少混

3筒色土 ロームプロァク多混

P5 
l. ，~H褐色上 ロ ム粒やや多混

2 黄褐色土ロ ム位多混

P7 
1 ag:褐色土 ローム粒やや多混
2 暗褐色土ロ ム粒少混

3褐色土 ローム粒少混

P8 
l褐色士 ローム粒やや多混

2暗褐色土 ローム粒やや多混
3暗褐色土 ローム粒少梶

E
N
一
円
、
。
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LH音褐色土 ローム粒多混 しまりあり
2黒褐色士 ローム粒やや多混 しまりあり
3暗褐色土 ロームブロックやや多混硬質
P2 
l黒褐色土 ローム粒少混

2 陪掲色土 ローム粒J，.'i.見

3 1官絹色土 ローム柱多混
4 盟褐色土ロ ム粒少混

5 時褐色土硬質

P3 
l黒褐色士 ロームプロック少i見。しまりあり。柱痕
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3褐色土 ロームプロック多混
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60cm~92cm前後とややぱらつきがあるご柱穴覆土はローム粒・ロームブロックが主体に混入しているつ出

土遺物はないコ

88-078 (第532図，図版148)

遺跡中央部南寄りの20R-68区に位置する。本遺構の南側でSI-118・120とそれぞれ重複するため.未

検出の柱穴がある。検出された柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3問×梁行2聞の掘立柱建物跡であ

ると思われる c 桁行方位はN-218-Eで検出された柱穴深の平均は遺構確認面から約50cmで、あるが.最も

浅いP3が12cmで、最も深いP7 が80cmで、大きなばらつきがあるご柱穴径は64cm~108cm前後とややぱらつ

きがあるご柱穴覆土はローム粒・ロームブロックが主体に混入しているが. P 7には焼土ブロックが混入

している。遺物はP1.P3~P7 の柱穴覆土内から出土しているが.図示できたものは 1 点のみである c

1は土師器の小型斐口縁部片でP7の覆土内一括出土であるご復元口径13.2cmで.色調は内外面ともに

にぶい赤褐色を呈し胎土は密で焼成は良好であるニ調整は外面と口縁部にヨコナデ・胴部に手持ちヘラ

ケズリが.内面口縁部にヨコナデ・胴音[)にヘラナデが施されている c

88-079 (第532図.図版149)

遺跡中央部やや東寄りの21S-00区に位置する。本遺構の南西側でSI-121と重複し， また，道路が建

設されており未検出の柱穴があるコ検出された柱穴の配置はほぼ正確に対応するが，未検出の柱穴がある

ため桁行の規格は不明で.梁行2間の掘立柱建物跡であると思われる c 桁行方位はN-260-Eで検出され

た柱穴深の平均は遺構確認面から約35cmで、全体的に浅し~柱穴径は32cm~48cm前後とぱらつきはないが全

体的に小さし~柱穴覆土はローム粒・ロームブロックが主体に混入している。遺物はP1・P3・P4の

柱穴覆上内から出土しているが，図示できたものはない。

88-080 (第S32図，図版149)

遺跡中央部南寄りの20R-99区に位置するご SB-074・075. 077と全面的に重複しまた.南西側は道

路が建設されており未検出の柱穴がある。検出された柱穴の配置はほぼ正確に対応するが.未検出の柱穴

があるため桁行・梁行等の規格は不明であるが，掘立柱建物跡の一部であると思われる。検出された柱穴

深の平均は遺構確認面から約27cmで、きわめて浅し円柱穴径は32cm~48cm前後とぱらつきはないが全体的に

小さいっ柱穴覆土はローム粒・ロームブロックが主体に混入しているご遺物はP1を除く検出されたすべ

ての柱穴覆土内から出土しているが.図示できたものはないこ

88-081 (第533図.図版149)

遺跡南部西端の17T-97区に位置するコ柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3間×梁行2間の掘立柱

建物跡であるこ SB-083 (A)・083(B)の南側に近接し他遺構との重複はなく単独である c 桁行方位はN-

1T-Vvで柱穴深の平均は遺構確認面から約50cmで.全体的に同規模である c 柱穴径は56cm~136cm前後と

かなりのばらつきがあり.南東端部のP6が136cm前後と大きめであるコ柱穴覆土はローム粒・ロームブ

ロックが主体に混入しているが. P4.P11には焼土粒が混入している c 遺物はすべての柱穴覆土内から

出土しているが，図示できたものはないc

88ー082(第S33図，図版149)

遺跡南部西端の17T-36区に位置する=柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行1間×梁行1問の掘立柱

建物跡である♀ SB-064の西側に近接し他遺構との重複はなく単独である c 平面形は一辺2mの正方形

で桁行・梁行等の区別は付かないが.柱穴の平面形態から類推すると桁行方位はN-170-Wであると思わ
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SBー078土層
P3 
l暗褐色土 ローム粒少混
2黄褐色土 ローム粒事混
P4 
l暗褐色土
2. s[褐色土 ローム粒やや多混
3賀褐色土 ロ ム粒多視

Zd f:d P5 一.
d l暗褐色土 ローム粒多混

2黄褐色土ロ ム粒多混
P6 
l日苦悩色土 ロ ム粒やや多混
2. H~褐色土

Zd f:d 3黒褐色土 ローム粒やや多梶

a E E 4暗尚色上 しまりあり
P7 

~-=~F <i~~， - l ~ ~ 
l黒褐色土焼土ブロ ック少混
2褐色土 ロ ム柱多i昆.

ロームブロ ック少混(/一、 ο-. [: 3.H音筒色土ロ ム粒やや多i昆
ロームプロ ック多能

P2 pQ'b/./-.F 
SBー079土層
Pl 
I黒褐色土 ロームブロ ック少混

2黒褐色土柱痕
P2 
1黒絹色土 ローム粒少梶
2褐色土 ローム粒多?昆

0':'C1 0': ~ P3 
1黒褐色土 ロ ムブロ ック少j見

ムくí~\t_1~
2褐色土 ローム粒多混

'( P41黒褐色士 ローム粒少混

2黄褐色土 ローム粒多混
P5 
I 黒褐色土 ローム粒少混

2褐色土 ロ ム桂多混

SBー080土層

ム\Í~\t_1~
Pl 
l 晴樹色土
2黄褐色土 ロームプロァク多混
P2 
1黒褐色土 ローム粒少混 しまりあり
2暗褐色土 ローム粒やや多混 しまりあり
P3 
I陥褐色土 ロ ム粒少混

2黒褐色土 ロームプロックやや多混
3黒褐色土 ローム粧品、混

℃ア二Q~ 川凶1~) 
P4 
i黒褐色土 ローム粒少混

2暗褐色土 ローム粒少i昆
P5 
l暗褐色土 ローム粒やや多混
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SBー081土層
Pl 
I 暗賞褐色士 ローム粒少混

2 黒色土 ローム粒少混

P4 
i暗黒褐色土 ローム粒多混
2 黄褐色土 ローム土

3黒色土 ローム粒焼土粒少混

P8 
l暗黒褐色土 ローム粒 ロームプロックやや多能

2黄褐色土 ローム土

Pll 
l黒色土 焼土校少混
2暗黒褐色土 ロームプロック少混
3黒色土 ローム粒少混

SBー082土層
Pl 
l黒色土 ローム粒ロームプロァクやや多混

2黒色土 ローム粒少混
3暗黒褐色土 ローム粒多混
P2 
I黒色土 ローム粒ロームブロァクやや多混

2 黒色土 ローム粒少混

3暗里褐色土 ローム粒多混
P3 
l黒色土 ローム粒ロームプロ ァクやや多混

2黒色土 ロム粒少混

3 暗黒褐色土 ローム粒多混

P4 
l黒色土 ローム粒 ・ロームプロ ックやや多混

2黒色土 ロム粒少混

3 暗黒褐色土 ローム粒多混



れる。柱穴深の平均は遺構確認面から約50cmで，全体的に同規模である。柱穴径は柱穴の平面形態が楕円

形を呈しているので長軸を計測した。柱穴径は85cm~92cm前後とほとんど同規模である。また，壁の立ち

上がりは長軸側で急である。柱穴覆土はローム粒・ロームブロックが主体に混入しているコ出土遺物はな

I.t'o 

88-083 (A) (第534図.図版149)

遺跡南部西端の17T-76区に位置する c 柱穴の配置は正確には対応しない桁行3間×梁行3聞の掘立柱

建物跡である。 SB-081の北側に近接し SB-083 (B) と重複する。桁行方位はN-180-Wで柱穴深の平

均は遺構確認面から約44cmで\全体的に同規模である。柱穴径は60cm~120cm前後とかなりのばらつきが

ある。柱穴覆土はローム粒が主体に混入している。出土遺物はない。

88-083 (8) (第534図，図版149)

遺跡南部西端の17T-76区に位置する c 柱穴の配置は正確には対応しない桁行2間×梁行2聞の掘立柱

建物跡であると思われる。 SB-081の北側に近接し SB-083 (A) と重複する。桁行方位はN-630-Eで

柱穴深の平均は遺構確認面から約46cmで\全体的に同規模である。柱穴径は68cm~140cm前後とかなりの

ばらつきがある。柱穴覆土はローム粒・ロームブロックが主体に混入している c 出土遺物はなし'0

88一084(第535図，図版149)

遺跡西部北東端の190-50区に位置する。柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3間×梁行2聞の掘立

柱建物跡で，他遺構との重複はなく単独である。桁行方位はN-860-Wで柱穴深の平均は遺構確認面から

約34cmで，全体的に浅い。柱穴径は64cm~80cm前後とほぼ同規模である c 柱穴底面はいずれもほぼ平らで，

柱穴覆土はローム粒が主体に混入している。遺物はP4 . P 5・P8 ~ P 10の柱穴覆土内から出土してい

るが，図示できたものはない。

88ー085(第536図，図版149)

遺跡西部南寄りの17Q-24区に位置する。柱穴の配置は正確に対応する桁行2間×梁行2聞の掘立柱建

物跡、で，他遺構との重複はなく単独である。桁行方位はN-820-Wで，柱穴深の平均は遺構確認面から約

32cmで、全体的に浅い。柱穴径は44cm~60cm前後とほぼ同規模で全体的に小さし 'c すべての柱穴からは柱の

アタリが認められ，柱穴覆土はローム粒・黒色土が主体に混入している。出土遺物はない。

88-086 (第537図，図版149)

遺跡西部南寄りの17Q-43区に位置する。柱穴の配置は正確には対応せず，本遺構南西端部の柱穴は未

検出である。規格は桁行2間×梁行2聞の掘立柱建物跡であると思われる。 SB-089 . SI -197とそれぞ

れ重複するが，本遺構の方が新しい。桁行方位はN-130-Wで，検出された柱穴深の平均は遺構確認面か

ら約32cmで、全体的に浅しh 柱穴径は40cm~80cm前後と若干のばらつきがある。柱穴覆土はローム粒・黒色

土が主体に混入しており，すべての柱穴に焼土粒が混入している。遺物はP1・P2.P5.P6の柱穴

覆土内から出土しているが 図示できたものはない。

88ー087(第536図.図版150)

遺跡西部南寄りの17Q-56区に位置する。本遺構の西側は撹乱が著しく対応する柱穴は未検出である

が.検出された柱穴の配置は正確に対応する梁行2間，桁行不明の掘立柱建物跡であると思われる。撹乱

で不明な点が多いが他遺構との重複はなく単独であると思われる。桁行方位はN-850-Wで，検出された

柱穴深の平均は遺構確認面から約30cmで、全体的に浅い。柱穴径は48cm~56cm前後とほぼ同規模で，柱のア
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S8-083 (A)土層
Pl 
1暗黄褐色土 ローム粒やや多混
2 暗褐色土 ローム粒少混

3褐色土 ローム粒やや多iJl:
4黄褐色土 ローム土

Pll 
1 尚色土 ローム粒やや多混
2 黄褐色士 ローム土

P12 
i 褐色土 ローム粒少混

2黄褐色土 ローム土

3褐色士 ローム粒やや多混
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Pl 
1褐色土 ローム粒少混

吋ーコ 1 (r-+-l l許::::L__¥ A 2黄褐色土褐色土少混
3暗褐色土ロ ム粒少混

P3 4 賞褐色土褐色土少混

/ 5褐色土 暗褐色土 ・ローム粒少混

⑧D 
C C'31.1m 6褐色土 a~l唖色士 ローム粒少混

P2 7黄褐色土 ロームプロック

オ通三r P2 
C' i黒褐色土褐色土少混

SB-083(B) 。 2時褐色土黄褐色土少混
3褐色土 ロームプロックやや多混硬質
4 暗褐色土賞褐色土歩混
5褐色土 黄褐色土 ・ロ ム粒少混

D D'31.1m 6黄褐色土 ロームプロ ァク主体褐色土少混
P3 P3 

づ¥IY l黒褐色土褐色土少梶
2黒褐色土褐色土黄褐色土')，、混
3黄褐色土褐色土少梶

P6 
P7 
l暗褐色土 ローム粒 ロームブロック多混
2. Ui褐色土 ローム粒 ・ロームプロック少梶

「コ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ 〉ら ) 3褐色土 ローム粒少混 ロームプロ γク多混、J
4褐色土 ローム粒少混

5褐色土 ローム粒 ・ロ ムプロァク多i見、87
P8 

l回 l黒尚色土 ローム粒多混
2黒褐色土黄褐色土少混

山 B' 3賞褐色土褐色土'!-'i.昆

ヨ

第534図 SB-083(A)・(B)
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S8ー084土層
Pl 
I黒色土 ローム粒少混

2黄尚色土 ロム粒多混

P2 
l黒色土 ローム粒少混

2黒褐色土 ロム粒多梶

P3 
l 虫色土 ローム粒少混

2黒褐色上 ローム粒多混

3 ソフトローム
4 暗黄褐色土 明色土多混
P4 

I 黒色土 ローム校少混

2黒褐色土 ローム粒多混

3 黄褐色土 ローム粒事混

4 暗黄褐色土 唱色土多混
5 ソフトローム
P5 
i黒色土 ロム粒少混

2 盟褐色土 ローム粒多混

3民総色土 ロム粒多混

4 附貰褐色土 黒色土多梶
P6 
I黒色土 ローム粒少混

2黒褐色土 ローム粒多梶

3黄褐色土 ローム位多混

Pi 
l黒色土 ローム粒少混
2. n~褐色上 ロム粒多促

3 黄褐色土 ローム粒多拠
4 ソフトローム

P8 
l黒色士 ローム粒少梶

2黄褐色土 ロム粒多浪

3暗黄褐色上黒色土多混
P9 
1黒色土 ローム粒少混

2 黒褐色土 ローム粒多混

3. tIt褐色土 ローム粒多混
4 日音質褐色土 黒色土多混
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第535図 SB-084 

タリは不明確である。柱穴覆土はローム粒・黒色土が主体に混入しており，すべての柱穴に焼士粒が混入

している。遺物は検出されたすべての柱穴覆土内から出土しているが 図示できたものはない。

S8ー088(第536図)

遺跡西部南東寄りの18Q-78区に位置する。本遺構の東側は調査範囲外のため対応する柱穴は未検出

で，検出された柱穴の配置は正確に対応する梁行3問，桁行不明の掘立柱建物跡であると思われる。他遺

構との重複は不明で、ある。桁行方位はN-150 -Eで，検出された柱穴深の平均は遺構確認面から約20cmで、

全体的に浅い。 柱穴径は64cm~80cm前後とほぼ同規模である 。 出土遺物はない。

S8-089 (第537図，図版150)

遺跡西部南寄りの17Q-43区に位置する。柱穴の配置は東列中央の柱穴が若干南よりに配されているの

を除けば，ほほ正確に対応する梁行2間×桁行2聞の掘立柱建物跡である。SB-086・SI-197とそれぞ

れ重複する。桁行方位はN-30-Wで 検出された柱穴深の平均は遺構確認面から約32cmで、全体的に浅く

ばらつきがある 。 柱穴径は40cm~80cm前後と全体的に小さくばらつきがある 。 検出されたすべての柱穴か

らは柱のアタリが認められる。遺物はP1'P2'P7'P8の柱穴覆土内から出土したが.図示できた

ものはない。

S8-090 (第536図)

遺跡西部南東寄りの18Q-40区に位置する。本遺構の周辺は撹乱が著しく対応する柱穴は未検出である

が，検出された柱穴の配置は正確に対応する桁行4間，梁行不明の掘立柱建物跡であると思われる。SI
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S8ー087土層
Pl 
l黒褐色土 焼土粒少混

2黄褐色土 虫色土少梶 ローム土主体
P2 
1 . ~.I.~褐色土 焼土粒少混

2. H古賀補色土 ロ ム粒多混

3黄褐色土 黒色土少混ローム土主体
P3 
l 黒褐色土 娩土粒少混

2 褐色上 ローム粒少混

3時黄褐色上 ローム粒多混
4.1'ii褐色土 _m.色土少混 ローム土主体
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195・197とそれぞれ重複し桁行方位はN-210-Eと思われる。検出された柱穴のうち重複による破壊を

受けていない柱穴深の平均は，遺構確認面から約50cmである 。 柱穴径は45cm~52cm前後と全体的に小さく

ばらつきはない。各柱穴とも堀方がしっかりしており，柱のアタリが明確に認められる。遺物はP1の柱

穴覆土内から出土したが，図示できたものはない。
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コ 5ロ号
Pl 
l時黄褐色土 ローム粒 ・焼土粒少混黙色士主体

凸・
2 貰褐色土 黒色土少混 ローム土主体

3灰褐色土 山砂 ー11J砂焼土多混

4 黒褐色土 ローム粒少混 黒色土主体

5. .~'，褐色土 ローム粒少混

6賞褐色土 ローム土

P2 
1暗賞褐色士 ローム粒焼士粒少混黒色士主体
2. ~世褐色土 黒色上少混 ローム土主体

P3 
I 黄褐色土 黒色土少混 ローム土主体

2. ，w.褐色土 ローム粒少混黒色土主体

3 黄褐色士 ローム土

4灰褐色土 山砂 山砂焼土多湿

1'5 
1暗賞褐色土 ローム粒 ・焼土粒少梶里色土主体
2黒褐色土 ローム粒少混黒色土主体

Q司- ¥、 3 賞褐色土 ローム土

P6 
l暗賞褐色土 ローム粒焼土粒少混黒色土主体
2. ~尚色士 ロ ム粒少混

P8 
l暗黄褐色土 ロ ム粒 ・焼土粒少i昆黒色土主体
2. HIl尚色土 ローム干立少i昆
3賛同色土 ローム土、、、
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第537図 SB-086， 089 

SBー089土層
Pl 
1黒褐色土 ローム粒少混

2黄禍色土黒色土少混 ローム土主体
3黒褐色土ロム粒少i見
P2 
l黒褐色土 ローム粒少泌
2 黒褐色j ローム粒少混

P3 
l黒褐色土 ローム粒少混
2 黄褐色土黒色土少浪 ローム土主体

3黒褐色..t ローム粒少混
4 黒色土 ローム粒少混

P4 
l黒褐色土ロ ム粒少混

2. .t.l:皇制色土 ローム粒少梶
3黄褐色土黒色土少混 ローム土主体
P7 
l黒褐色土 ローム粒少混
2 黄褐色土 盟色土少i昆 ローム土主体
P8 
l黒褐色土 ローム粒少混

。 (1180) 4m 

88-091 (第538図，図版150)

遺跡西部南寄りの17Q-43区に位置する。本遺構は掘立柱建物跡として組めないが，各柱穴とも しっか

り掘られており，アタリも明確である。全体的に浅くアタリは硬化している。柱穴覆土はローム粒・ 黒色

土が主体に混入している。遺物はP6・P8の柱穴覆土内から出土したが，図示できたものはない。
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S8ー091土層
Pl 
I 暗黄褐色土 ロ ム粒やや多混里色土主体

2黄褐色土 ローム粒やや多混

P2 
l暗黄褐色土 ローム粒やや多混虫色土主体

2黄褐色土 ローム粒やや多i毘
P6 
1 盟褐色土 ローム粒少混黒色土主体

2 黒褐色土 地、たいしまり
3黄褐色土 ロ ム粒やや多混

P7 
1 日古賀絹色土 ローム粒やや多混 虫色土主体
2 黄褐色土 ロム粒やや多i見
P8 
l.H古賀褐色 L ローム粒やや多混 黒色土主体
2 黄褐色土 ロム粒やや多混

S8-141土層
P6 
1 Hir:褐色土 ローム粒多混

2 暗褐色土 ロ ム粒やや多混

3黄f褐色土 ローム粒やや多混
4 黄褐色土 ローム粒 ーロームブロック多混
P7 
l暗褐色土 ローム粒多j昆

2 暗褐色土 ローム粒やや多混

3黄褐色土 ローム粒やや多混
4.t竜尚色土 ローム粒・ロームプロァク多出
5黒褐色土 ローム粒少混黒色士主体
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S8ー100(第539図，図版150)

遺跡東部南端の22S-83区に位置し SB-101の南東側に近接し， SI -300・301・302と重複する。四面

に庇が付。く全体で桁行6間×梁行4聞の掘立柱建物跡で，すべての柱穴の配置はほぼ正確に対応してい

る 。 身舎部の柱穴 P22~ P25は重複している住居跡SI-300の床面で検出した。この身舎部2間x2聞の

中央には住居跡SI-300の床面までたっしていない柱穴があった可能性もある。あったとすれば総柱の掘

立柱建物跡となるが，いずれにしても確認できなかった。身舎は桁行2間×梁行2間と，桁行3間×梁行
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第538図 SB-091・141
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3B-100土層
P21 
l黒褐色土 ローム粒 ロ ムプロックやや多混 しまりあり
2褐色士 ロ ム粒多混ロームプロァク少浪

3黄褐色土褐色土多混 ローム土主体 しまりあり
1'22 
l黒渇色土 ローム粒・ロームブロックやや多混 しまりあり

2 褐色土 ロ ム粒多iJtロームプロック少混

P25 
1暗褐色上 ロームブロックやや多混
2筒色土 ローム粒多混ロームプロ γク少梶

P30 
l褐色土 ロームプロック多混
2暗褐色土 ロームプロックやや多混
3時褐色土 ロームプロックやや多混
4 黒褐色土 ローム粒 ・ロ ムプロァクやや多混

しまりあり

P31 
l樹色土 ローム粒多混 ロームプロック少梶

2 黄褐色土褐色土多混 ローム上主体 しまりあり

第539図 SB-IOO
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2聞の2棟認められる。図面庇の身舎からの長さは北列部で、約1.6m，東・西・南列部で、約2.2mを測りほ

ぼ同一で、'北庇部の方が若干短い。桁行方位はN-850-Wで， 重複による破壊を受けていない柱穴の深さ

は約60cm前後で、大きなばらつきは見られずしっかりしている。 径は80cm~148cm前後と大きく，柱穴底面

はほとんどのものが平らである。柱穴覆土はローム粒とロームブロ ックが主体に混入している。本遺構は

重複する住居跡SI-300より新しい。遺物はP1 ・ P2 ・ P4 ・ P6~P8 の柱穴覆土中から出土したが，

図示できたものはない。

SB-101 (第540図，図版150)

遺跡東部南端の22S-72区に位置する。SB-100の北西側に近接し 他遺構との重複はなく単独である。

柱穴の配置は正確に対応する桁行2間×梁行2聞の掘立柱建物跡であるが，東辺は桁行3間ある。桁行方

位はN-200-Eで，柱穴深の平均は遺構確認面から約50cmで、北側に行くにしたがい浅くなる。柱穴径は52

cm~136cm前後で、あるが， P 1が極端に小さい。柱穴覆土はローム粒・ロームブロ ックが主体に混入して

いる。出土遺物はない。

SBー102(第541図，図版150・300)

遺跡東部南端の22S-75区に位置する。SB-100の北東側に近接し他遺構との重複はなく単独で、ある。

柱穴の配置は若干正確さを欠く桁行3間×梁行3聞の掘立柱建物跡であるが，西辺は桁行4間ある。桁行

方位はN-20-Wで，柱穴深の平均は遺構確認面から約37cmで、東側に行くにしたがい浅くなる。柱穴径は64

cm~160cm前後で，大きさに極端な差がある。 柱穴覆土はローム粒・ロームブロックが主体に混入してい

る。遺物はP3・P4'PlO・ P13の柱穴覆土中から出土したが，図示できたものは1点のみである。
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S8-102土層
PI 
l目指褐色土 虫色上少混 ローム土主体

2 前掲色土 ローム上

3 賞褐色土 ローム土

4 陪尚色土 褐色土ロム粒ロムプロァク
やや多iJ1

5暗褐色土 製色土ロム粒やや多悦

P2 
i黄褐色土 ロームi
2 暗褐色土 黒色土 ーロム粒ロムプロック

やや多iJ1 山砂少i且
P3 
l 附褐色土 黒色土少i昆 ローム上主体
2. ，百尚色上 尚色上ローム粒ロームプロック

やや多i且
P4 
l時褐色土 虫色土少混ローム土主体

P7 

l晴褐色t 黒色土 ローム粒やや多梶
2時褐色土 褐色土ローム粒ロームプロァク

やや多混

3黄褐色土 ロム上
P8 
l前尚色上 ローム上

2 黄褐色土 ロームj

p9 

I黄褐色土 ロム土
2 目白褐色土 尚色土 ローム粒 ロームプロヅク

やや多iJ1

PIO 
I 附n~褐色上黒色土山砂事混
2， D1}尚色土 虫色土少混ローム土主体

3黄制色土 ロム上
4. 'jji悩色土 ローム土

5暗褐色土 褐色土ローム粒ロームプロック

やや多iJ1

PII 
l 晴樹色上 !H色土 ローム粒 ロームプロァク

やや多視 山砂少混

2時地色土 尚色土ローム粒ロ}ムプロァク

やや多1見
3貫褐色土 ロームI
4 時m，制色土単色 t 山砂多iJ1
5. ~H栂色t ローム粒少提 出色土主体

PI3 
l暗制色 l :.I.~色土少i且ロム t主体

2 黄褐色土 ローム土
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1は土師器の杯でPlOの覆土内一括出土である。口径12，lcm・底径4.4cm・器高4.2cmで，色調は内外面

ともに桂色を呈し胎土は赤色スコリア・砂粒が含まれ粗で焼成は良好である。調整は内外面ともに回転

ナデが施され，底部外面は無調整で切り離し技法は回転糸切りである。

58-103 (第542図，図版150)

遺跡東部南端の22S-56区に位置する。SB-124の南側に近接し. SB -104と重複する。柱穴の配置はほ

ぼ正確に対応する桁行3間×梁行3間の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-170-Eで，柱穴深の平均は

遺構確認面から約36cmで、全体的に浅い。 柱穴径は70cm~108cm前後で，あまり大きな差はない。 柱穴覆土

はローム粒・ロームブロックが主体に混入している。遺物はP1.P2の柱穴覆土中から出土したが，図

示できたものはない。
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SBー103土層

ハ「)_c 
Pl 

cp、a、1 I暗褐色土壁色土 ローム粒やや多混

可ーコ
2 賞褐色土 ローム粒 ロームプロックやや多i見
P2 
l暗褐色土黒色土 ローム粒やや多i昆
P3 
I時褐色土黒色土・ロ ム粒やや多混
2， t賀補色土 ローム粒・ロームブロックやや多i昆

b 
P4 

@ 1 Uii褐色土黒色土 ・ローム粒やや多混

2 賞褐色土 ローム粒 ロームプロックやや多混

P5 

旬。
((10¥¥ SB-I03 

l暗褐色士虫色士 ローム粒やや多混

e、a 2黄褐色土 ローム粒 ロームプロァクやや多混

P6 
l.R音褐色土黒色土 ローム粒やや多混

P7 
I 晴樹色土黒色土 。ローム粒やや多混

--\í~s-ω | 
2 黄褐色土 ローム粒 ・ロ ムプロックやや多混

P8 
l暗褐色土黒色土・ロ ム粒やや多混
2 賞褐色土 ローム粒 ロームプロ ックやや多混
pg 

「コ I 1 ¥ 1 11 1 11 ι11 l暗褐色土黒色土ーローム粒やや多混
2. J竜褐色土 ローム粒 ロームプロックやや多混
PlO 

品川 l暗褐色土製色士。ロ ム粒やや多混
2 黄褐色士 ローム粒 ・ロームプロックやや多混

Pll 
1，1暗褐色土黒色土 ローム粒やや多混

2 黄褐色土 ローム粒・ロームプロックやや多混

3黄褐色士 ローム士

s: h~ 
P12 
l暗褐色土黒色土 ローム粒やや多混

国!
2 賞褐色土 ローム粒 ロ ムブロックやや多梶
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88-104 (第542図.図版150)

遺跡東部南端の22S-56区に位置するつ SB-124の南側に近接し SB-103と重複する c 柱穴の配置は正

確には対応せず，南列の柱穴は未検出の桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡であると思われる c 桁行方位

は N-200-\Vで.柱穴深の平均は遺構確認面から約28crnで、極端に浅いご柱穴径は48cm~96cm前後で.あま

り大きな差はないc 遺物はP1の柱穴覆士中から出土したが.図示できたものはないc

88-105 (第543図.図版151・300・306)

遺跡束部南西寄りの22R-57区に位置するつ SB-118の南側に近接し SI-322・324と重複するご柱穴

の配置は正確に対応する桁行5間×梁行3聞の掘立柱建物跡である c 桁行方位は:.J-50-Eで.柱穴深の平

均は遺構確認面から約52cm とほぼ同規模でしっかりした柱穴であるこ柱穴径も 96cm~128cm前後とほぼ同

規模で大きく.柱穴底面はすべての柱穴で平らである c 柱穴覆土はローム粒・ロームブロックが主体に混

入しているこ遺物はP8 ~ P 12 . P 16の柱穴覆土中から出土したが.図示できたものは3点のみであるこ

1は土師器の杯でP8の覆土内一括出土である。口径10.9cm・底径4.8cm・器高3.5cmで.色調は内外面

ともに樟色を呈し胎土は赤色スコリア・砂粒が含まれ粗で焼成は良好である三調整は内外面ともに回転

ナデが施され.底部外面は無調整で切り離し技法は回転糸切りであるご

2は土師器の杯で 1同様P8の覆土内一括出土で10点が接合したc 口径10.6cm・底径4.8cm・器高3.7cm

で.色調は内外面ともに燈色を呈し.胎土は赤色スコリア・砂粒が含まれ粗で焼成は良好であるコ調整は

内外面ともに回転ナデが施され.底部外面は無調整で切り離し技法は回転糸切りである。

3は鉄製馬具の轡であるご P16の覆土中から出土した二鏡板は平たい環状鉄製品を 2枚合わせにして形

作られており.幅9.0mm' 厚 5mm~6mmを測るご鏡板の外径は10cmで、ある己鉄板 1 枚分の厚さは 2mm~ 3 

mmで.双方とも同じ厚さである c 鏡板には若干の木質部が付着している c 喰は鏡板に連結された状態で全

長 Jcmを残し途中で欠損しており.棒状部の幅11.0mm・厚9.0mmを測る亡円環部の外径は2.8cmで、ある c 引

手は連結部と全長6.2cmを残し途中で欠損しており，棒状部の幅8.5mm'厚4.2mmを測る。喰の円環部には，

引手の連結部分が残存しているようにも思われるが.錆のために不明瞭であるご

88-106 (第544図.図版151)

遺跡東部南端の22S-43区に位置する SB-111の北側に近接し. SI -353と東列中央部分で重複する c

柱穴の配置は正確に対応する桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡であるご桁行方位はN-2r-Eで.柱穴深

の平均は遺構確認面から約58cmで、あるが，若干のばらつきがある。柱穴径も 80cm~130cm前後と，大きなば

らつきがある二柱穴覆土はローム粒・ロームブロック・山砂が主体に混入しているこ遺物は P1~P3 ・

P5・P6・P10の柱穴覆土中から出土したが.図示できたものはないD

88-107 (第545図，図版151)

遺跡東部南端の22S-17区に位置する c SB -110・SB-117の南西側に近接し他遺構との重複はなく単

独であるコ柱穴の配置は正確に対応する桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-1T-E

で.柱穴深の平均は遺構確認面から約46cmで、あるが.若干のばらつきがあるご柱穴径は64cm~94cm前後と.

あまり大きなばらつきはなしh 柱穴底面はほとんどが平らである。柱穴覆土はローム粒・ロームブロック

が主体に混入している二遺物はP1'P3'P7'P8の柱穴覆土中から出土したが，図示できたものは

なし九
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S8-105土層
1'1 

l県尚色土 ローム粒やや多混
思色土主体

2 j者褐色1 ローム土
3褐色土 ロ ム粒多混

1'2 
l黒筒色土 ローム粒やや多混

黒色土主体

2 褐色土 ローム粒多混

1'3 
l思褐色土 ローム粒やや多混

黒色土主体
2賀補色土ロ ム土
3黄禍色土 黒褐色土少混

ローム土主体

P4 
1黄褐色土 ローム土
2黄禍色土黒褐色土少混

ローム土主体

1'6 
l賞褐色土 ローム土
2賞倒色土 唱褐色土少混

ローム土主体

P9 
1.11音褐色土 ローム粒 ローム

プロックやや多混

2賞褐色土 ローム土
3褐色土 ローム粒多混
4 撹乱

1'10 
1.11官尚色土 ローム粒 ローム

プロックやや多i昆
2.1府褐色土 ローム粒 ・ローム

プロァクやや多混
3.lIiff褐色土ローム粒ローム

プロァクやや多混

4 黄褐色土 ローム土

P11 
1. Hg.褐色土ローム粒ローム

プロ ックやや多混

2. 'IIi褐色土 ローム土
3賞褐色土 ローム土

5cm 
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g: l ~.Bー 10明
Pl 
I時褐色土黒色土 ローム粒 ロームプロック

やや多混
2 灰白粘土山砂

3灰白粘土 ロームブロック少混。山砂主体
P8 

ムくi'1S'-ゆ 〆 (什 九 ¥ I灰白粘土山砂

a守- 2 暗褐色土黒色土 ローム粒 ロームプロァク
やや多混

3.1立純色土 ローム土
pg 

I灰白粘土山砂
2 灰白粘土 ロームブロック少混 山砂主体
3暗褐色土黒色土 。ローム粒 ロームプロァク

やや多?見

4 暗褐色士山砂少混ロ ム土主体
5 アタリ

PlO 
I灰白粘土 l.lJ砂
2 灰白粘土 ロームプロック少混 山砂主体
3灰白粘土 ロームプロ yク少混 IIJ砂主体
4 暗褐色土黒色土・ローム粒・ロ ムプロック

やや多混
5 アタリ
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8B-108 (第545図，図版151)

遺跡東部東寄りの23R-00区に位置する。SB-120の南東側に近接し， SB -109と南側半分で重複する。

柱穴の配置は正確に対応するが，南西側端部の柱穴は撹乱を受けており形状は不明な桁行2間×梁行2間

の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-130-Eで，検出された柱穴の柱穴深の平均は遺構確認面から約50

cmで，あまりばらつきはない。 柱穴径は80cm~100cm前後と あまり大きなばらつきはない。柱穴底面は

ほとんどが平らである。柱穴覆土はローム粒・ロームブロック・黒色土が主体に混入している。遺物はp

lの柱穴覆土中から出土したが 図示できたものはない。

8B-109 (第546図，図版151)

遺跡東部東寄りの23R-00区に位置し. SB -108と重複する。柱穴の配置は掘立柱建物跡として組めず，

ほほ直列する 6本の柱穴列で構成される遺構で，柵列の可能性がある。検出された柱穴の深は平均して浅

く，柱穴径も小さい。柱穴覆土はローム粒・ソフトローム・黒色土が主体に混入している。遺物は柱穴覆

土中から出土したが，図示できたものはない。

8B-110 (第547図，図版152)

遺跡東部南西寄りの22R-98区に位置する。SI-362の東側に近接し SB-117と全面的に重複する。柱

穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-80-Eで¥柱穴

深の平均は遺構確認面から約62cmで，あまりばらつきがなくしっかりしている 。 柱穴径は98cm~144cm前

-704 
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吋コ l暗黄褐色土 ローム粒 ロームプロァクやや多混

ー可コ IU 一 2黄褐色土 ローム土

P2 
l時前褐色土 ローム粒 ・ロームプロァクやや多視

@ 
2.1i1尚色土 ローム土

P3 
l貰褐色土 ローム土

P4 

SB-107 
l時黄褐色土 ローム粒 ロームブロックやや多混
2賞尚色土 ローム土

て0:: P5 
"c 

Lさ1<3 1暗黄褐色土 ローム粒・ロ ムプロ ックやや多混
ミコ 2黄褐色土 ローム土

P6 
1暗j貰褐色土 ローム粒 ロームブロックやや多視

2 黄褐色土 ローム土

3里褐色土 ロームブロック少浪 黒色土主体

P7 
I 黄褐色土 ローム土

P8 

史¥;g ℃二ドP9 ((l )) ε / ，， ~ ) 
l暗黄褐色上 ローム粒 ・ロームプロァクやや事i混

;:g P9 
l暗黄褐色 iニ ローム粒 ・ロームブロァクやや多i昆
2黄褐色土 ローム土

--¥-iμ 
PIO 
I.H古賀褐色土 ローム粒 ーロームプロックやや多i昆
2黄褐色土 ローム土

3黄褐色士 ローム土

ト
記

お|γl回cr 、どj ¥とニメノ

q;l 
'r-1、 -

A c' 30.9m 

ちコ ーて£ー

P7 P6 

吋コ
ー

|ロ ，コ 叫 lf コ E
町
一
円
、
国

s:: 

SB-I08 

。回。。 1 (，，--，J ) !-?' 。 守山z~R-\\ -ロ
ω 

印

'" ι 

E E' 31.5m 
P8 ・

A' 31.5m A 
P6 P5 

ほグ 史以~ 。

第545図 SB-107 . 108 

705 

S8-108土層
P4 
l 黒褐色土 黒色土 ・ロ ム粒やや多混

2黄褐色土 ローム粒 ロームプロックやや多混

P5 
1黒褐色土 黒色土ローム粒やや多混

2 黄褐色土 ローム粒多混

3暗黄褐色土 ローム粒やや多混
4暗黄褐色土 ローム粒やや多浪
5黄褐色土 ロム粒多混

P6 
1 黒褐色土 黒色土ローム粒やや多混

2 黄褐色士 ローム粒 ロームプロックやや多浪

3黄褐色土 ロム粒多混

P8 
1黒褐色土 ローム粒 ロームプロックやや多視

黒色土主体
2 黒褐色土 ローム粒 ロームプロックやや多浪

単色土主体

(1180) 4m 
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SBー 109土層
P7 

P8 

l 県絹色土黒色土 。ローム粒少混 しまりあり
2貨褐色土 ソフトローム主体

1諜尚色土県色土 ローム粒少混 しまりあり
2. ]晶褐色土 ソフトローム主体
P22 
1黒褐色土 黒色士 ・ローム粒少混 しまりあり
2賞褐色土 ソフトローム主体

P24 P25 
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第547図 SB-110 

後と，大きくあまりばらつきはなく，柱穴底面はほとんどが平らである。柱穴覆土はローム粒・ロームブ

ロック・黒色士が主体に混入している。遺物はP4の柱穴覆土中から出土したが，図示できたものはない。

SB-111 (第548図，図版152)

遺跡東部南端の22S-53区に位置し SB-106の南側に近接する。柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁

行3間×梁行2聞の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-270-Eで¥柱穴深の平均は遺構確認面から約32cm

で，若干のばらつきがある。 柱穴径は68cm~136cm前後と，大きなばらつきがある 。 柱穴覆土はローム粒・

ロームブロ ックが主体に混入しており 焼士粒・炭化物粒を混入するのもある。出土遺物はない。

SBー112(第548図.図版152)

遺跡東部南端斜面部の22T-03区に位置する。SB-100の南側に近接し SB-113.114と重複する。柱

穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡であが，北辺の桁行は2間である。桁

行方位は N-810-Wで，柱穴深の平均は遺構確認面から約53cmで，若干のばらつきがある 。 柱穴径は76cm~

132cm前後と，大きなばらつきがある。柱穴覆土はローム粒・ロームブロックが主体に混入しており，焼

-707-
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SBー 112土層
1'1 
l 尚色t ローム粒多iJt
2暗褐色上 ローム桂多拠
3暗褐色上 ロームプロ ヅクやや害現
p2 

l 街色上 ローム位多i昆
2 暗褐色 i ローム粒多iJt
3.0g褐色仁 ロ ムプロノクやや事iJt

4明同色上崩れたロ ムブロ γク1111に丙れた
ローム粒混 しまりあり

E
h
h
-円

1'3 
1尚色上 ローム粒多iJt

2 暗褐色上 ローム粒多iJt

3 暗褐色上 ロ ムプロ ノクやや多iJt
4，I!JJ褐色土 崩れたロームプロァク聞に汚れた

ローム粒iJt しまりあり

5 暗褐色 t ローム粒 脱化物粒少iJt
1'4 

l時尚色j ローム粒多iJt

2暗尚色 1: ロームプロァクやや多iJt
3時褐色t ロ ム舵炭化物粒少混
P5 
I褐色上 ローム舵多iJt

2暗褐色上 ローム粒多iJt
p6 

l 褐色土 ローム粒多混

2暗褐色土 ロームプロヅクやや多iJt
3暗尚色土 ローム粒棋化物粒少ill.
1'7 
l暗制色土 ローム粒多iJt

2暗褐色土 ローム粒ー炭化物粒少混
3明褐色上 刷れたロ ムプロ γ ク間に汚れた

ローム粒混 しまりあり

1'8 
1褐色 l ロ ム粒多混
2暗同色土壇上粒砂質枯土多混
3暗闇色上 ロームプロヅクやや多混
p9 

l制色土 焼土粒能化物粒やや多iJt

2 褐色土 ローム粒多出

3暗褐色土 ローム粒多iJt
4，191槌色仁刷れたロ ムプロック聞に汚れ丈

ロム粒混しまりあり

(1/80) 4m 



土粒・炭化物粒を混入するのもある c 遺物はP1'P5'P8'P9の柱穴覆土中から出土したが.図示

できたものはないこ

88-113 (第549図.図版152)

遺跡東部南端斜面部の22T-04区に位置する。 SB-100の南側に近接し SB-112・114と重複する。柱

穴の配置はほぼ正確に対応する桁行2問×梁行2間の掘立柱建物跡であるョ桁行方位はN-79C-Wで，柱

穴深の平均は遺構確認面から約42cmで\ぱらつきはあまりなく全体的に浅いこ柱穴径は92cm~128cm前後

と.ぱらつきはあまりないが全体的に大きしh 柱穴覆土はローム粒・ロームブロック・暗褐色土が主体に

混入している c 遺物はP2'P5の柱穴覆土中から出土したが.図示できたものはな"¥ c 

88-114 (第549図.図版152)

遺跡東部南端斜面部の22T-04区に位置する SB-100の南東側に近接し SB-112 . 113と重複するニ

柱穴の配置は北辺と南辺中央の柱穴位置が若干ずれる.桁行2間×梁行2間の掘立柱建物跡である=桁行

方位は N-650-Wで\柱穴深の平均は遺構確認面から約59cmで\大きなばらつきがある。柱穴径は65cm~

128cm前後と，ぱらつきは大きし、柱穴覆土はローム粒が主体に混入している c 遺物はP4'P5の柱穴

覆土中から出土したが.図示できたものはないc

88-115 (第550図.図版152)

遺跡東部南端の22S-19区に位置するご SB-110・117の南東側に近接し. SI-318と重複するこ柱穴の

配置は束辺中央北側の柱穴がSI-318と重複するため未検出であるが.ほぼ正確に対応する桁行3間×梁

行2聞の掘立柱建物跡であると思われる。桁行方位はN-12"-Wで.柱穴深の平均は遺構確認面から約35

cmで\若干のばらつきがあり全体的に浅し九柱穴径は72cm~100cm前後じぱらつきは見られずほぼ同一

規模である c 柱穴覆土はローム粒・ロームブロックが主体に混入しているご遺物はP2.P5~P9 の柱

穴覆士中から出土したが，図示できたものはないc

88-116 (第551図.図版153)

遺跡東部東寄りのおR-50区に位置する。 SI-327・328の南側に近接し他遺構との重複はなく単独で、

ある=柱穴の配置は正確に対応する桁行3間×梁行2聞の掘立柱建物跡である c 桁行方位はN-T-Eで.

柱穴深の平均は遺構確認面から約43cmで.ぱらつきはほとんどなく全体的に浅しh 柱穴径は80cm~136cm 

前後と.若干のばらつきが見られる土柱穴底面はほとんどの柱穴で平らである。柱穴覆土はローム粒・

ローム土が主体に混入している。遺物はP1 ~ P 4 . P 7 ~ P 10の柱穴覆土中から出土したが，図示でき

たものはない。

88-117 (第552図，図版152)

遺跡東部南西寄りの22R-98区に位置する SB-115の北西側に近接し. SB -110と完全に重複する二

柱穴の配置はSB-110と重複する柱穴もあるため完全な形の柱穴は少ないが，正確に対応する桁行3間×

梁行3聞の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-900-Eで，柱穴深の平均は遺構確認面から約47cmで，若

干のばらつきがあり全体的に浅しh 柱穴径は80cm~128cm前後と，若干のばらつきが見られる c 柱穴底面

はほとんどの柱穴で平らである二遺物はP1の柱穴覆土中から出土したが.図示できたものはない亡

88-118 (第553図.図版153)

遺跡東部南西寄りの22R-36区に位置する。 SB-105の北側に近接し SB-121・122と北東側で重複す

るD 柱穴の配置はP3 . P 5でSB-122と重複するが，正確に対応する桁行4間×梁行2聞の掘立柱建物

709-
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ヨ
SB-113土層
Pl 
i 褐色土 ローム粒多混
2褐色土 ロームプロック多混

3. B音褐色土 ロームプロ ック多混
4 黄褐色土暗褐色土やや多混 ローム土王体

しまりあり
5. i官制色土 ロームプロック聞に暗尚色よ少ile
P2 
I暗褐色ニi ロームプロ yクやや多混
2暗褐色土 ロームプロ ック多含
3暗褐色土 しまりなし
4黄褐色土暗褐色土含
5黒褐色土 ロームまばらに含む
1'3 
l褐色土 ローム粒多混

2 褐色土 ロームプロァク多梶

P4 
i褐色土 ロームブロァク多混

2暗褐色土 ロームプロック多混
3黄褐色土 ロームプロヅクIIIlに時補色土少混
P5 
l褐色土 ロームブロック多混

2 黄褐色土 ロームプロ ック問に暗褐色土少槌

P6 
l褐色土 ロームプロ ァク多混

2 暗褐色土 ロ ムプロ ァク多混

3黄褐色土 ロームプロ ァク聞に暗梢色土少1見
4 黒褐色土 褐色-1:.ローム粒やや多混

P7 
l褐色土 ローム粒多混

2 褐色土 ロームプロ ック多混

P8 
l褐色土 ローム粒多梶

2褐色土 ロームブロァク多混

3暗掲色土 ロームプロヅクやや多混

E
ド
ロ
門
、
比

ぱ3
<L 

[.Lj 

SBー114土層
Pl 
l暗絹色土 ローム粒少混
2暗褐色土 ローム粒多混
3褐色土 ローム粒ロームプロァク

やや多視

P2 
l黒褐色土褐色上 ・ロ ム粒やや多混

2 褐色土 ロームプロ ヅク多混

3暗褐色土 ローム粒多混
P3 
l暗褐色土 ローム粒少i且
P4 
I.B音褐色土 ローム粒少混
P5 
l時褐色土 ローム粒少iJt
1'6 
I褐色土 ロームブロック多混

P7 
i黒褐色士 褐色土 ・ローム粒やや多混

2 褐色土 ロ ムブロック多混

(1180) 4m 
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跡である。桁行方位はN-O。で，柱穴深の平均は遺構確認面から約58cmで，若干のばらつきがある。柱穴

径は64cm~ 116cm前後と，若干のばらつきが見られる 。 柱穴覆土はロ ーム粒 ・ ロームブロ ッ ク・ローム土

が主体に混入している 。 遺物は Pl~P3 ・ P 7 ~ P 9 . P 12の柱穴覆土中から出土したが，図示できた

ものはない。

58-119 (第554図，図版153)

遺跡東部南東端の23S-01区に位置する。SI-350の北東側に近接し SB -123 . SI -315・317とそれぞ

れ重複する。柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行4間×梁行2間の掘立柱建物跡である。桁行方位はN

890-E で，柱穴探の平均は遺構確認面から約46cmで，大きなばらつきがある 。 柱穴径は60cm~ 112cm前後と，

若干のばらつきが見られる。出土遺物はない。

58-120 (第554図，図版151)

遺跡東部東寄りの23Q-90区に位置する。SI-360の南側に近接 し，SB -129と重複する。北列と南列

の柱穴は溝状遺構にそれぞれ破壊され形状を留めないものもあるが，桁行2間×梁行2間の掘立柱建物跡

である。本遺構中央部には若干位置のずれた柱穴があり，その柱穴を束柱とするならば総柱の掘立柱建物

跡となる可能性もある。桁行方位はN-lOO-Eで，柱穴深の平均は遺構確認面から約46cmで，若干のばら

つきがある 。 柱穴径は44cm~80cm前後と，若干のばらつきが見られる 。 出土遺物はない。
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SBー 116土層
P1 
I.H音:苗褐色土 ローム粒多混黒色土主体
2 暗黄褐色土ロ ム粒多混

3暗黄褐色土 ローム粒多混黒色土主体
4 黄褐色土 ローム土

P2 
1暗黄褐色土 ローム粒多混黒色土主体
2 精黄褐色上 ローム粒多混

P3 
1 暗]首褐色土 ローム粒多混黒色土主体

2暗黄褐色土 ローム粒多混
3黄褐色土 黒色土やや多混 ローム土主体

P4 

l暗黄褐色土 ローム粒多混黒色土主体

2賞褐色士 ローム土

P5 

P6 

P7 

P8 

P9 

l 暗褐色土 ローム粒 ~Yi見

2. H音i肯褐色上 ローム粒多混黒色土主体
3 前褐色土 黒色土やや多混 ローム士主体

4 黄褐色土 ローム土

1暗黄褐色土 ローム粒多混黒色土主体

2暗黄褐色土 ローム粒多混 黒色土主体
3. Djj黄褐色土 ローム粒多混
4 賞褐色土 黒色土やや多混!ローム土主体
5貰絹色土 ローム上

l精黄褐色土 ローム粒多混黒色土全体

2目音質褐色土 ローム粒多混
3賞褐色土 虫色土やや多梶ロ ム土主体

I暗黄褐色土 ローム粒多混黒色土主体

2時黄尚色土 ローム粒多極
3 苗褐色土 .I~.~色土やや多混 ローム土主体

4 黄褐色土 ローム上

1.11古賀禍色土 ローム校多混!黒色土主体
2暗黄尚色土 ローム粒多混
3賞制色土 ロム土
4 黄樹色土 ローム土

P10 
1 暗苗褐色土 ロ ム粒多混黒色土主体

2暗黄褐色土 ローム粒多混
3黄褐色土 里色土やや多浪 ローム土主体

4 黄褐色上 ロームよ

(1180) 4m 

遺跡東部南西寄りの22R-37区に位置し SB-118・122とそれぞれ重複する。柱穴の配置はほぼ正確に

対応する桁行3間×梁行2聞の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-120-Eで，柱穴深の平均は遺構確認

面から約42cmで，若干のばらつきがある 。 柱穴径は60cm~100cm前後と若干のばらつきが見られる。柱

穴覆土は黒色土 ・ロームブロ ック ・ローム土が主体に混入している。遺物はP2 . P 10の柱穴覆土中から

出土したが，図示できたものはない。

S8-122 (第555図，図版153)

遺跡東部南西寄りの22R-37区に位置し SB-118・121とそれぞれ重複する。柱穴の配置はほぼ正確に

対応する桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-800-Wで¥柱穴深の平均は遺構確認

面から約68cmで，ほほ同一規模でやや深めである 。 柱穴径は72cm~160cm前後と，大きなばらつきが見ら

れ，特にP6は平面形態が楕円形で長軸長160cmを測る。柱穴底面はほとんどの柱穴で平らである。柱穴

覆土は黒色土・ロームブロックが主体に混入している。遺物はP5.P9の柱穴覆土中から出土したが，

図示できたものはない。
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88-123 (第556図，図版153)

遺跡東部南東端の23S-12区に位置し SB-119・SI-317とそれぞれ重複する。西列でSI-317の住居

跡と重複しているため柱穴1基が未検出であるが，柱穴の配置はほぼ正確に対応する桁行3間×梁行3間

の掘立柱建物跡であると思われる。桁行方位はN-30-Wで，柱穴深の平均は遺構確認面から約40cmで，大

きなばらつきがあり全体的に浅めである。 柱穴径は52cm~80cm前後と，ほほ同一規模で全体的に小さい。

柱穴底面はほとんどの柱穴で平らである。柱穴覆土はローム土・ロームブロックが主体に混入している。

遺物はP1の柱穴覆土中から出土したが，図示できたものはない。

88ー124(第557図，図版154)

遺跡東部南東端の22S-36区に位置する。SI-308の西側に近接し. SI -309と重複する。柱穴の配置は

正確に対応する桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-140-Eで，住居跡SI-309と重

複する P4・P5を除いた柱穴深の平均は，遺構確認面から約57cmでほぼ同一規模である。柱穴径は76

cm~128cm前後と ， 若干のばらつき がある。 全ての柱穴はしっかりと掘られており，柱穴底面はほとんど

の柱穴で平らである。柱穴覆土は黒色土・ロームブロ ックが主体に混入している。遺物はP1の柱穴覆土

中から出土したが，図示できたものはない。

88-125 (第558図，図版154)

遺跡東部南端の22S-61区に位置する。SB-101の西側に近接し他遺構との重複はなく単独で、ある。柱
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SB-118土層
Pl 
l暗黄褐色土黒色土 ローム粒多混
2 暗黄褐色土黒色土 ローム粒多混
3賞褐色土 ローム土

P2 
1 褐色土 ロムブロァク少混

2黒絹色土 黒色土 ローム粒・ロームプロック多混
3暗黄褐色土黒色土 ローム佐多混
P3 
i褐色土 ロムプロ yク少混

2黒褐色土 黒色士 ローム粒 ・ロームプロァク多混
3黄褐色士 ローム土
4 里褐色土 ローム粒少混

P4 
I褐色土 ロームプロック少混
2黒褐色土 ローム粒少混
3 陪賀補色土黒色土 ローム粒多混

P5 
I暗黄褐色土黒色土 ローム粧多混
2. HJi賞褐色土 黒色士 。ローム粒多混
P6 
i 褐色土 ロムプロック少混
2黒褐色土 ローム粒少混
3黄褐色土 ローム土
4 黄褐色土 ローム士

P7 

l黒筒色土 ローム粒少混
2 黄褐色土 ローム土
3 黄褐色土 ローム土

P8 
l. ~芭褐色土 黒色土 ローム粒 ロームプロック多混
2黒褐色土 ローム粒少浪
3暗黄筒色土黒色土 ローム粒多混
P9 
l黒褐色土 ローム粒少混

2賞褐色土 ローム土

PIO 

1 黒褐色土 黒色土 ローム粒 ロームプロァク多混

2暗黄褐色土黒色土 ローム粒多混
PII 
I黒褐色土 黒色土 ローム粒 ーロームブロック多混

2 黄褐色土 ロム土
3暗黄褐色土黒色土 ローム粒多混
Pl2 
l褐色土 ロームプロック少混
2黒褐色土 黒色土 ローム粒 ロームプロァク多混
3黄褐色土 ローム土
4 黄褐色土 ローム土
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第553図 SB-1l8

穴の配置は東列で正確に対応するが，全体的に柱穴規模及び形態が大きく異なる。北側に庇を持つ身舎部

桁行2間×梁行2間，全体では桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡であると思われる。桁行方位はN-180_

Eで，身舎の西列中央の柱穴は未検出である。庇部の桁行長は約1.6m，梁行長は3.9mを測る。本遺構は西

側に傾斜する緩斜面上に構築されている。柱穴覆土はローム粒・ 黒色土・ロームブロックが主体に混入し

ている。遺物はP1・P3'P4'P6・PlOの柱穴覆土中から出土したが，図示できたものはない。

8B-126 (第559図，図版154・300)

遺跡東部東寄りの23R-84区に位置する。SI-333の南西側・ SI-334の南東側にそれぞれ近接し， SI-

330と重複する。柱穴の配置は正確に対応する桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-

llO-Eで，柱穴深の平均は遺構確認面から約67cmとほぼ同一規模でしっかりと掘られている。柱穴径は80

cm~ 128cm前後と，若干のばらつきがあるが全体的に大きい。 全ての柱穴はしっかりと掘られており，柱

穴底面はすべての柱穴で平らである。柱穴覆土はローム粒・ロームブロ ックが主体に混入している。遺物

は遺構内精査中の遺構確認面から出土したが，図示できたものは2点のみである。
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S8-121土層
Pl 
1.U古賀補色土 黒色土 ロームブロ ック多出
2. ;町褐色土 ローム土

3暗賞制色上 虫色土・ロームブロァク多混
4暗褐色上 虫色土 ーローム粒多混

P2 
1 暗褐色土 盟色土ローム粒多混

2黄褐色上 ローム士

P3 
1時黄褐色土里色士 ロームプロ ック多混

2. !官褐色仁 ローム土

(1180) 4m 

α 

S8-122土層
P4 
1黒褐色土 黒色土主体

2暗黄褐色土 褐色土ロ ムプロ ック多混
P6 
1 !~褐色土 黒色土主体

2暗賞褐色土褐色土 ロームブロック多梶
3.11古賀褐色土 褐色土 ロームプロック多混pzo号

、
〈

てr
a圃

ぜ3
a司



山宮or，包

jO 

「コ
ー

ld fd E 
E ∞ s A' 

〈i

i':d 

B てず

ι 

ε 

<l 

v 

'" 

C 30.8m 10 c 
D' 

P7 

包雪

P9 P8 

'¥J 。
P10 

第556図 SB -123 

一~
fd 

山80r，H 

SB-123土膚
P4 
l褐色土 盟色土ロ ム粒やや多浪ロームプロァク少浪

2. '11，褐色土 ローム土
3黄褐色土 山砂やや多混 ローム土主体
P5 
l褐色土 黒色士 ローム粒やや多混ロームプロァク少混

2. j貰褐色土 ローム土

3 11，褐色上山砂やや多混 ローム土主体
P6 
l 褐色土 黒色土・ロ ム粒やや多浪 ロームブロック少混

2賞褐色土 ローム土
P7 
i 賞褐色土 ローム上

2 賞尚色土 山砂やや多浪。ローム土王体

3黄褐色土 山砂やや多混 ローム土主体
4 黄褐色土 ローム士

SBー 124土層
Pl 
l暗褐色土 黒色土 ロームブロックやや多混

2.1電尚色土 ロームブロック多?見。褐色上主体
3時褐色土黒色土 ロームプロックやや多泌
P3 
l褐色土 里色土ローム粒やや多混

2 質問色土 ロームブロック多梶I 褐色 k主体
3暗褐色土 黒色土 ・ローム粒やや多混
4 時褐色上黒色土 ロームプロックやや多混

P8 
I.s青褐色上 盟色土 ・ロームブロックやや多混
2黄褐色土 ロームプロック多混褐色土主体
P9 
l暗褐色上黒色土 ロームブロックやや多混
2黄褐色土 ロームプロック多混褐色上主体
3賞褐色土ロム土
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58-125土層
PI 1'5 
l黒褐色土 ローム粒 ロームブロックやや多混 1. .'I~褐色土

黒色上主体

2 褐色 1- ローム粒少混 2黄褐色七

P2 3褐色上
l黒尚色土 ローム粒 ロームプロァクやや多混 P6 

里色土主体 l黒褐色 i
2褐色上 ロ ム粒少混

P3 2 黄褐色土
l黒尚色上 ロ ム校 。ロ ムプロァクやや多混 3撹乱

rv.色土主体 P7 
2 黄褐色土 ローム土 l黒褐色土
3褐色土 ローム粒少i昆
P4 2 黄尚色上
I黒褐色土 ロ ム枝 ・ロ ムプロックやや多混 3 暗黄褐色土

黒色土ニiミ体 4 黄褐色土
2. I位褐色一i ローム土 5撹乱
3褐色 l ロ ム粒少混

4暗黄褐色 l ロ ムブロ ック多梶
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1は須恵器の杯底部片である。底径7.0cmで，色調は内外面ともに灰黄褐色を呈し胎土は砂粒がやや

多く含まれるが密で、焼成は良好で、ある。調整は底部外面及びその周縁部に手持ちヘラケズリが施され，切

り離し技法は不明で、ある。内面は回転ナデが施されている。底部外面には火捧が認められる。

2は須恵器の蓋で4点が接合したものである。つまみ部の最大径は2.4cm・高さ1.0cmで，色調は内外面

ともににぶい黄櫨色を呈し胎土は砂粒・小礁がやや多く含まれるが密で焼成は良好である。調整は内外

面ともに回転ナデが施されている。

SB-128 (第560図，図版153)

遺跡東部東寄りの23R-43区に位置する。SI-319の北側に近接し SI-335と重複する。柱穴の配置は，

南列でSI-335と重複するため柱穴2基が未検出であるが，ほほ正確に対応すると思われる。南側に庇を

持つ身舎部桁行4問×梁行3間，全体では桁行4間×梁行4聞の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-790-

wで，庇部の桁行は4間で、長は約8.5m.梁行は 1間で、長は2.2mを測る。柱穴深の平均は身舎部分で遺構

確認面から約57cm.庇部分で、約43cmで、あるが全体的には極めて大きなばらつきがある。柱穴径は全体で72

cm~ 140cm前後と，ぱらつきがあるが全体的に大きい。本遺構は東側に傾斜する緩斜面上に構築されてい

。。
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S8-126土層
P2 
I桂j色土 ローム粒少混
2 時前尚色土 ローム粒 ロームプロッ ク多混
3. Hil賞褐色土 ローム粒 ロームブロック多浪
4 黄褐色土 ロム土
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第559図 SB-126 

る。柱穴覆土はローム粒 ・ロームブロックが主体に混入している。遺物は遺構内精査中の遺構確認面から

出土したが，図示できたものはない。

S8-129 (第561図，図版151)

遺跡東部東寄りの23Q-80区に位置する。SI-360の西側・ SI-361の東側にそれぞれ近接し， SB -120 

と重複する。柱穴の配置は正確に対応する桁行2問×梁行1聞の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-320-

Eで，柱穴深の平均は遺構確認面から約40cmで、あるが，極端に大きなばらつきがある。特に東西桁行中央

の柱穴深は20cm前後で、極めて浅い。 柱穴径は60cm~92cm前後と若干のばらつきがある。 柱穴覆土はロー

ム粒・ロームブロックが主体に混入している。遺物は遺構内精査中の遺構確認面から出土したが，図示で

きたものはない。

S8-141 (第538図)

遺跡西部南寄りの17Q-88区に位置する。SI-209の西側.SI -373の北側にそれぞれ近接し.SI -372 

と重複する。柱穴の配置は正確に対応する桁行2間×梁行2間の掘立柱建物跡である。桁行方位はN-800

Eで，柱穴深の平均は遺構確認面から約65cmで、あるが， 若干のばらつきがある。 柱穴径は68cm~100cm前

後と，若干のばらつきがある。柱穴覆土はローム粒・黒色土が主体に混入している。出土遺物はない。
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第3節士坑墓

本遺跡からは，古代の墓坑とみられる

有天井土坑が4基みつかった。それらは

SK -575・582・583・611で，いずれも遺

跡最東端部に位置する。

SK-575 (第562図，図版191)

遺跡最東端の25Q-06区に位置する有天

井土坑である。SK-611の南西側に近接す

る。主軸 (長軸)方位はN-550-Wで，掘

り込み面は楕円形を呈し長軸1.28m，短

軸0.86mを測る。掘込み面から底面の聞に

は中段があり，底面は長軸1.05m，短軸

0.74mで、ある。掘込み面から底面までの深

さは1.25mで，底面は水平で、ある。遺物は

覆土上面から数点出土しているが，図示で

きたものはない。

SK-582 (第562図，図版191)

遺跡東端部やや北寄りの25P-82区に位

置する有天井土坑である。SK-583の南東

側に近接する。主軸 (長軸)方位はN-730-

Wで，掘込み面は長楕円形を呈し， 長軸1.12m，短軸0.36mを測る。底面は長軸0.90m，短軸0.40mで、ある。

掘込み面から底面までの深さは0.65mで，底面は北側奥に向かつて傾斜している。遺物は覆土上面から数

__}¥____jl_ 
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SB-129土層
Pl 
I褐色土 ローム粒 ・ロームプロァク多混

2黄褐色土 ローム粒多混
P5 
1褐色上 ローム粒多混

2黒褐色土黒色土主体
3黄補色土 ローム粒多混

4 褐色土 ロ ム粒 ・ロームプロック多混

5 黄褐色土 ローム土
P6 
l褐色土 ローム粒ロームブロック多混
2 褐色土 ロム粒多混

3黄褐色土 ローム土

第561図 SB-129 

点出土しているが，図示できたものはない。

SKー583(第562図，図版191)

遺跡東端ぶやや北寄 りの25P-72区に位置する有天井土坑である。SK-582の北西側に近接する。主軸

(長軸)方位はN-720-Wで，掘込み面は長方形を呈し，長軸1.31m，短軸0.45mを測る。底面は長軸1.13m，

短軸0.62mである。掘込み面から底面までの深さは1.05mで，底面は北側奥に向かつて傾斜している。出

土遺物はない。

SK-611 (第562図)

遺跡最東端の23Q-56区に位置する有天井土坑である。SK-575の北東に近接する。主軸(長軸)方位

はN-2r-Eで¥掘込み面は隅円方形を呈し長軸1.25m，短軸0.97mを測る。底面は長軸0.95m，短軸0.80

mで、ある。掘込み面から底面までの深さは0.92mで，底面は水平で、ある。遺物は覆土中から数点出土して

いるが，図示できたものはない。
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SK-583土膚
l暗褐色土暗褐色土 ローム粒。ロームプロァク混
2褐色土 わずかにローム粒合 しまりきわめてゆるい

3褐色土 ロームブロック含 しまりゆるい

4 褐色土 褐色土主体

5暗褐色土暗褐色土にロームプロック含 しまりややあり
6 黄褐色土 ハー ドローム主体

SK-611土層
I柏色土 ローム粒ロームプロヅク合
2.11音質尚色土 ロームブロック多混 もろくくずれる

3暗黄褐色土 ロームプロック多混 ss=筒色土混
4 暗褐色土 ロームプロヅク若干合 しまりあり

5時褐色土 ロ ムブロック多含 しまりあるがもろい

ローム粒 ロームブロック主体 しまりあり

ローム粒に乳白色の粘質土合 しまりゆるい

9層に似る ローム粒合 しまりゆるい

ロームブロック多?昆 しまりゆるい

9層に似る ロームプロヅク ローム粒少混

ロームプロック多?昆

ローム粒 ロ ムプロック合 しまりあり 粘性あり
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SKー575土層
l褐色土
2暗褐色t
3暗褐色土
4 暗褐色土

5暗褐色土
6 暗褐色士

7褐色t
8褐色土+黄褐色土
9.11青褐色1

有天井土坑第562図

大型円形土坑第4節

図版175・176・301・302)SK-164 (第563~565図，

深い遺構である。確認面上端の遺跡南部の21U区で，北東斜面に位置する。平面形はおおむね円形で，

底面の径は1.6mで、ある。北西側.0.9mのところにSK-165が位置する深さは2.8m.径は4.25m~4.5m. 

本遺構とほとんど接する近さ本遺構と同様の性格のものである。また，規模・形態・位置関係から，カ王，

新旧関係は不明である。方形の土坑である SK-154が位置するが，

しかし，確当初から掘られていることも考えられる。本遺構の外側周囲の一部はやや低くなっており，

とくに意図されていないとする。壁面はすり鉢当初からのものと断定しがたく ，認面に傾斜があるため，

地また，その下方はより急な傾斜となる。確認面から1.5m程度のところで傾斜が変わり，状であるが，

山は確認面から2.4m，標高26.5m前後のところで，白色粘土混じりの土層に変わる。底面の断面形は iUJ

中央は完全に発掘さ

SK -165と同様な形状になると思われる。本遺構

-722-

底面中央部に粘土がみられないことから，

もう 一段窪み，

しかし

れていない可能性がある。おそらくは，

ゆるやかに窪んでいる。字状で，



は.現状でSK-165よりやや浅いが， SK -165と同程度の深さとすると， 3mを若干超える深さとなるご

貝層の堆積が.遺構のほぼ中央音i 中位からやや下位にかかる深さのところでみられた。まとまりの大

きさは径1.4m程度で，最大の厚さは30cmで、ある=中央部が厚く.南東側は薄いc また.上面の高さも南

東側が高くなっているご貝層とともに.多くの土器が出土しているごなお.貝類については.同定分析が

西野雅人により実施されており.その成果を第6章第 1節に掲載したっ西野によれば.シオフキガイ・ハ

マグリ・アサリが組成の主体であり.これらの内湾種は束京湾産の可能性が高いというつまた.外洋種の

ダンベイキサゴが含まれているが.西野は「九十九里方面から運ばれた」可能性を指摘しているご

堆積土は上層の 5層が黒褐色土である c 上位層には炭化物や焼土を含む土層があるが， 5層以上は自然

堆積層であろう c それ以下の土層は， 6 a層や11層に黒色土の含有が多いが.概してローム粒・ロームブ

ロックが卓越する c しかし深い遺構であることと，斜面に位置することから.必ずしも人為的堆積とは

断定しがたし¥ 11層の上下の10層・ 12層もやや暗い色調であることから.自然堆積の可能性の方が高いと

考えるコ貝や土器も.中央部がもっとも低い窪みに廃棄されたものであろうコ

図示した遺物は24点である。 1~4 は土師器杯で， 1. 2はロクロ未使用のもの， 3. 4はロクロ成形

のものである二 1は体部と底部の境が明瞭であるが. 2は浅い丸底で.境が不明瞭であるご 1は口縁端部

の所々を欠損するが.それ以外は割れのない遺存良好な土器である亡内面はかなり黒ずんでいるが.ヘラ

ミガキは施されていない。 4は体部の一部を欠き.その部分で割れて接合するが，遺存のよい土器である。

3・4の底部外面は回転ヘラケズリが全面に施されているが，わずかに回転糸切り痕がみえる。 4の内面

はヘラミガキ後黒色処理が施されているご 3の内面は黒色でない部分も多いが.ヘラミガキ後黒色処理を

方包されていると思われるこ

5 ~12は須恵器杯である c 6以外は千葉産である。千葉産の須恵、器のうち， 7の器面はやや暗い灰色で.

一部が褐色味を帯びる c 断面内部は褐色である c ほかは概して黒色味の強い色調であるこ 6の色調はやや

黄色味を帯びる灰色であるご胎土は白色の細粒を若干含むが.白雲母の含有は不明瞭であるごしかし内

面の底部と体部の境が凹むことや形態から新治窯産と思われるコ 6は口縁・体部の一部を半月状に欠くほ

かは，ひび程度で.割れもなく遺存する個体である。欠損部は打ち欠きされた可能性が考えられる c しか

し他の土器に同様のものがなく.断定しがたいごまた.口縁・体部の一部の内外面に.褐色物質が付着

しているが.鉄錆かもしれないc

13は新治窯産の須恵器高台付杯である。白雲母の含有が顕著である。 14・15は新治窯産の須恵、器蓋で.

つまみ部分の破片であるごともに白雲母を含むコ

16は土師器鉢である亡須恵器コップ形土器に似た土器であ:).須恵器窯で焼成されたことも考えられる

が.色調はにぶい褐色であるこ質感からも，積極的に須恵器とする根拠に乏しし~底部の一部を欠いて.

そこから口縁部までひびが入り，口縁端部をわずかに欠損する。しかし.全体的には，遺存のよい土器で

ある 3 体部・底部外面は回転ヘラケズリ.内面はヨコナデが施されている土

17は千葉産の須恵器鉢であるが.大型のコップ形土器とした方がよし、かもしれなI"，'c器壁が厚仁重量

感のある作りであるc 口縁部は16と似た形態であるc 底部はやや突出した形態であるが，剥落したため，中

央に孔が空いている。それ以外には欠損がなく，割れてもいないc 胎土は多量の白色粒を含むが，内外面

に比較的ていねいなヨコナデが施され.砂粒は沈められているこ色調は灰色・暗灰色で.焼成は良好である=

18は千葉産の須恵器斐である=小型品で¥ロクロ成形の棄であると胴部外而下位・底部外面は手持ちヘ
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SK-165土層

SK -165 

粘土府

I1悶黒褐色土 ローム粒多
2紫色土 黒色土プロック多

3黒褐色土 ローム少量含む

4 Hff赤褐色土焼土粒プロック含
5黒色土 俵量のローム含

6巣褐色土 微量のローム粒吉砂質
7 虫色土 微量のローム粒合
8暗黒純色土砂質 ローム ローム粒少
9黒色土 砂質ローム粒多
10暗黒褐色土 ローム ローム粒多砂質しまりなし
11黒色土 ローム粒多 しまりあり

12. n青黒補色土 ローム粒多
13暗黒褐色土 ローム ローム粒多

⑨ 

14黒色土
15暗黒褐色土
16黄褐色土
17黒尚色土
18黒褐色土
19製褐色土
20理梢色土
21 暗黒褐色土
22暗黒褐色土

23. m色土

.'1.' 28.9m 

ローム ローム粒少

ローム ローム粒虫色土多
ロームプロック。ロ ム

ロームーローム粒微量
ローム粒 ・ローム多

ローム多

ロームプロック ローム多

ローム粒 ・ローム ー黒色土多
ロームブロック ローム主

白色粘土粒多

B 
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SKー 164土層
l赤褐色土 炭片全体に混粘性弱
2 褐色土 粘性有 ソフトローム少

3.191補色土 ソフトロム

4絹色土 焼土I昆
5黒褐色土 ソフトローム混炭片少混

6a尚色土 ソフトロームしみ状
6h ソフトローム多

7a. iiI褐色土 ソフトローム主体
7h ハードローム少

8. tli褐色土 ハードロームブロック主体
9a貨白褐色土粘性強
9b. 粘性問

10尚色土 ソフトローム混ローム粒少混
11暗褐色土 里色粒多 ローム粧多
12褐色土 ハードローム粒全体に散在
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ラケズリが施されているコ底部外面の半円の2条線はヘラ書きと思われるコ色調は褐灰色で，外面は褐色

味が強く.内面は灰色味が強しh 胎土は細砂粒・小石を含み.焼成は良好であるこ

19は土師器棄で.小型品である c 色調は概して黒褐色・暗褐色であるが.被熱により.口縁部・胴部の

一部は褐色味を帯び，底部外面は淡黄色の色調であるご器壁が薄く，ていねいな作りである二

20は新治窯産の須恵、器斐であるコ胎土は長石等の白色粒・小石を多量に含むこ

21・22(a . b)は常総型の土師器室であるご 21は胴部外面上位にヘラの当たり痕がみられるが.あま

り明瞭ではないコ 22は口縁部から底部までの破片があるが，連続して接合しないため，分割した図を作成

した=底部外面はともに木葉痕がみられるご胎土はともに白雲母・白色粒の含有が顕著であるコ

23・24は「房総」型の土師器棄であるコ 23はやや大型.24はやや小型の斐である c23は焼成良好であるが.

胴部内面の剥落がいちじるしいコ 24も焼成良好で，比較的ていねいな作りであるコ黒斑がみられる c 被熱

により褐色味が強く.外面は一部ひび割れしている三

図示した遺物のうち. 17は中央部で.現状の底面から横位で出土した。先述したように，中央部がもう

一段窪むのであれば.底面ではないが.少なくとも最下層出土であり.遺構廃棄の時期にもっとも近い時

期の遺物であるこなお.底部が意図的な穿孔であれば.祭杷性があるといえるが.断定しがたいゥ

17とは逆に. 20・24は上層出土の遺物であり，平面的にもほかの多くの遺物と離れた位置である。

1i・20・24以外の遺物の多くは，平面的には貝層の範囲内およびその近く.層位的には貝層と同じ高さ

から出土しているご 21~23はやや散って.上層から出土する破片もあるが.基本的には貝層に伴うと考え

るご 16は倒位で出土した。貝層とそれに伴う土器類のうち. 6は祭記的な土器である可能性もあるが.断

定しがたいこ堆積土は埋め戻されたものと断定できないごしかし.土器と貝が多量に出土したこと.およ

び遺構の様相から.出土遺物はなんらかの祭記に伴うものである可能性が考えられる=

出土遺物の時期はおおむね9世紀前半と思われ，本遺構の廃絶時期を示している c

本遺構およびSK-16Sは.これまで井戸状遺構といわれてきた遺構であるが.近年では.氷室説が提唱

されている¥本項では. どちらか一方に断定しないが.性格について若干考えてみる c 本遺構は下部で

粘土層に達しているが.低地の遺構ではないため.湧水はないc この点は古代においても変わらないと考

えるこしたがって.井戸状遺構とした場合には.恒常的に使用できる井戸ではなく.一時的な貯水か.そ

うでなければ.祭記的な遺構ということになる c 一方.氷室または何らかの室とした場合には. 3mの深

さがあることから.実用にたえる可能性があると理解できるコ低地に近い台地縁の緩斜面に立地すること

が.性格に関わると思われるが.この場合でも.低地から汲んできた水のj留め井戸と.冬場に採取した氷

の保存場所の双方が考えられ. どちらかに決しがたい=

SK-165 (第563・S6S図，図版302)

遺跡南部の21U区で.北東斜面に位置するご平面形は円形で.深い遺構であるご確認面上端の径はS.2S

m. 深さは2.8mであるつ本遺構の南西0.9mの位置に所在する SK-164は，規模・形態・位置関係から，

本遺構と同様の性格のものである。また.北側で方形の士坑である SK-lSSと重複し切られているこそ

のほか.北東側の上端付近が撹乱を受けているこ

本遺構の壁面はすり鉢状で，底部に近くなるにつれて.径は狭まるコ底面は二段で.中央が一段深く掘

り込まれている c 下部の底面径は60cm~70cm. 掘込みの上端からの深さは40cmで、あるコ上部の底面径は1.S

mで.壁が急傾斜から緩傾斜に変わるところは.確認面から2.3m~2.4m の深さである=この深さは地山
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の土層が灰白色粘土混じりの土層に変わる深さでもある。粘土層に達した時点で，いったん底面が作られ

たものと思われる c この壁の傾斜変換点から下部の底面までの深さは60cmで、ある=なお.下部の底面は上

端の平面形の中心よりも，谷側の北東方向に寄っているコ

堆積土は概して上層に黒色土の堆積が多く，下層にローム粒・ロームブロックの堆積が多し~色調的に

は.11層までは.一部を除いて黒色味が強く. 12層以下は黄色味が強くなるごまた.上層にいくほど黒色

味が強く.下層はロームブロックの含有が顕著であるこ中位の12層は黒色士の含有がやや多いc 土層はレ

ンズ状に堆積しており，自然堆積と思われる c

図示した遺物は12点であるご 1~3 はロクロ成形の土師器杯であるご 1 はやや大型の土器で，底部全面に

回転ヘラケズリが施されているc 二次被熱により，器面の一部が赤黒く変色しているc 口縁・体部外面に2

条の擦痕がある。縦方向に平行するものであるが，その延長上の底部にも小さな擦痕が2か所あるc これら

は製作時に付いたものであり，ヘラ書きではないと考えるご 2は焼成良好で、あるが. 3は厚い作りで.焼成

がややあましh 胎士も黒色粒を多く含む:J 3はやや細かく割れて接合するが，比較的遺存のよい土器であるc

4~6 は千葉産の須恵器杯である。 4 は口縁・体部の2/5程度を欠くが.そのほかは割れていなし )8 5・

6は遺存が悪い 8 4の底部外面には.粘土紐を巻き付けて製作した痕跡、が.顕著に残っている c

7は新治窯産の須恵器蓋である c つまみ周辺の破片で，胎土は白雲母を含むc

8は千葉産の須恵器高杯(盤)である。脚部の破片で，杯部と脚端部を欠くため，器種は香炉も考えら

れるご杯部は脚部との接着面で欠損し.底面中央に孔が空いている二器面の色調はやや黄色味を帯びる灰

色・暗灰色であるが，断面内部はにぶい褐色である c 胎土は白色の細砂粒を含むc

9・11は千葉産の須恵器棄で，小型品である。 9は口縁部から胴部上位の小片で，図化した寸法にやや

不安があるつ色調は外面が褐色・黒褐色.内面が暗黄褐色である己 11は胴部下位から底部の破片である c

底部外面に交差線のヘラ書きがある。「キ」状であるが， 2条の平行的な条線は浅く， とくに片側のもの

は交差しているかどうか不明瞭である。交差する 1条線はやや深く刻まれているが，交差する浅い条線に

切られている。色調は外面が黒褐色，内面が暗黄褐色である。 9と11は同一個体の可能性があるが.遺存

が少ないため，断定しがたいc

10は「房総」型の土師器歪である c 胴部下位から底部の破片で，底部外面はヘラケズリが施されているコ

器壁は比較的薄く.ていねいな作りである c 胴部外面の一部に，縦方向のヘラミガキがみられる c また.

胴部に黒斑がある。

12は新治窯産の須恵器斐であると横方向の平行タタキが頚部外面にも施されている c 部分的な破片のた

め，図化した大きさに不安があるつ胎士は多量の白色粒・小石を含み.白雲母もみられる c

図示した遺物のうち， 4は中央やや北寄りの中位から出土した。正位，倒位等の状況は不明である。ほ

かの遺物については，出土位置が不明である:J 4については，とくに祭記的な状況を断定しがたく，また，

ほかの遺物も祭紀的な様相をうかがえなしh 出土遺物は概して廃棄されたか流入したものと思われる c

出土遺物の様相から，本遺構の廃絶時期も SK-164と同じく 9世紀前半頃と思われる。しかし SK-

164との新旧関係は不明であり， 2基同時に機能したのか. 1基ずつ継起的に機能したのかも不明である c

7王

1 中山晋 1996 r古代日本の「氷室」の実体Jr立正史学J第79号

。。



第5節土坑

奈良・平安時代の土坑としたものは14基であるむこれらは，奈良・平安時代土器の遺存が良好か.比較

的多く出土しているものを主体に.遺構の状況を加味して抽出したものである。竪穴住居跡群の様相から

は.この数量を大幅に上回るものと思われる c しかし確実な根拠に乏しいため.そのほかの土坑は，第

5章中・近世そのほかの遺構に掲載した。逆に，本項で掲載した遺構でも.周囲に奈良・平安時代遺構が

多く存在するなどの場合では，同時代の遺構であるか不確実なものを含んでいる。遺構の性格については，

墓坑 (SK-316)や祭記的な遺構 (SK-400) と思われるものがあるが.概して不明瞭である。

81-3338 (第566・567図)

遺跡東部東寄りの23R区. SI -333A内の右前隅側の主柱穴P2上に位置する。確認面はSI-333Aの

床面である。 SI-333Aの主柱穴の一つである P2の凹みを利用して掘削された可能性もあるが， とくに

P 2上に位置する必然性はなかったと考える c 確認面での径はl.lm~ l.2m. 底面径は0.95m~ l.05mで

ある=深さはSI-333Aの床面からは0.2mであるが. SI -333Aの確認面から計ると. 0.7mである。堆積

土最下層はローム粒を多く含む暗褐色士であるとその上層は焼土塊および山砂を多く含む土層で. SI-

333Aの床面よりも上部となる c それより上部の土層はSI-333Aの堆積土と区別しにくいものであり，不

明瞭である。下層から焼土塊・山砂を含む層までは埋め戻されたものであり，何らかの祭記に伴う可能性

も考えられる。掘立柱建物柱穴状の遺構であるが.周囲に.確実に組となる柱穴が見つからない士

図示した遺物はロクロ土師器杯 1点である(1 )ご底径は小さく.やや突出している。底部外面の調整

は回転糸切り後無調整である c 口縁・体部は若干内湾する椀状の器形である。やや細かく割れているが，

かなり遺存がよしh 淡黄色の色調で，胎土も綴密である。

なお.本遺構の遺構番号は整理段階で付与したものであるコ重複する竪穴住居跡は調査時にSI-333で

あるが. SI -333Aとしたc しかし両者の遺物注記はSI-333のままであり，本遺構に 1以外の遺物が存

在した場合. SI -333Aの遺物と混在している。

8K-026 (第566・567図.図版166・301)

遺跡南部中央の19T区に位置する。平面形は隅の丸い長方形である。確認面での長さはl.3m. 幅はl.05

m. 深さは0.85mである。長辺・短辺の方向が東西南北にぶれがなく添っている。底面は平坦であるが.

北辺中央がややえぐれている c その部分以外の壁は垂直に近い傾きである c 底面の長さは中央部分でl.3

m. 幅は0.95mであるが.えぐれている部分が崩落したものとすると，当初の長さはおよそl.lmである。

堆積土については.一部を除いてローム粒・ロームブロックの含有が多い。また.最下層の 7層は焼土ブ

ロックを含み，中層の3層でも少量の焼土粒がみられる。埋め戻された状態と思われる。

図示した遺物は2点である c 1はロクロ土師器杯で，遺存は少ない。被熱により，赤みが強く.器面の

剥落がいちじるしし'c2は灰紬陶器椀であるコ口縁・体部の2/3弱と底部が遺存する。遺存部分の割れは

口縁・体部の一部であり.少な¥.t'c高台の断面形は三日月状で，底部外面に回転糸切り痕があるc 底部は

やや厚い円盤状で，高台の突出はその内側からはあまり高くない。施粕は漬け掛けである。

2は中央西寄りの底面から出土した。正位や倒位等の状況は不明である c なお. SK -027から出土した

口縁・体部の一部の小破片が接合している c 1は出土位置が不明である c そのほか.小片のために図示し

ていないが.北側中央の底面から刀子が出土し南西の壁際底面から軽石が出土している。

本遺構はSI-010内に作られており. SI -010を切っている。また，本遺構の東側. 25cmの至近距離に
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SI-316土層
l黒色土 ローム粒多混

きわめて軟弱

ローム粒多混
ロームプロヅク梶

ローム粒少黒色主体

ローム多1見
ロームプロック少混

4m (1/80) 。

SK-571土層
l黄褐色土 ソフトローム主体
2 暗賞褐色土 ソフ トロームに暗褐色土混

しまり弱
炭化物粒焼土粒少混

しまりやや弱
4 日昔褐色土 暗褐色土主体 しまりやや弱
5暗賞褐色土 暗黄褐色土主体

かたくしまりあり
6暗黄褐色土 ソフトローム

2黒褐色土

3黒褐色土
4 黄褐色土

SK-086土層
l 暗褐色士 ローム粒少吉
2黒褐色土 炭化材多浪

SKー095土層
l混貝府
2純貝層 (キサゴが大半)
3.1買褐色土 ローム粒多含

SK-027土層
1暗褐色土 ロームプロック少合

2黒褐色土粒子宮
3暗褐色土小ロームプロック混
4 褐色土 ロームプロック多i昆
5暗褐色土 3層に似る

ロームプロ ヅク少

ロームプロック

さっしりつまる

SI-3338土層
l焼土化した山砂プロック

2褐色土混U.l砂
3褐色土層 焼土粒 ・山砂粒

やや多混
4暗褐色土 ローム粒多

しまりが量い 3暗褐色土

P-264土膚
I黒褐色土

2時褐色土

ローム少量古
ローム粒 ローム多含

ローム多古
ローム ローム粒による

SIー 134土層
l黒色士
2黒色土
3里色土
4 暗黄褐色土

6褐色土

SK-047土層
l 黒褐色土 ローム粒少含
2黒褐色土斑文状にローム少混
3暗褐色土斑状にローム少混

砂粒含
4 暗褐色士 ロームプロック少混

しまる

ローム粒少吉

ローム粒多古粒子粗

焼土粒少含
ロームプロ ック少含

炭化物粒古
ロームプロ ック多吉

粒子帯l

3暗褐色土

4 拘色土
SK-073土層
I製筒色土 ローム粒少
2 時褐色土ローム粒木炭粒

焼土粒含
3黒偶色土 ローム粒少
4明褐色土 ローム粒多

SKー026土層
l暗褐色土斑文状にローム混

粒子粗

2暗褐色土 ロームプロック多含
ローム粒含

3黒褐色土 ローム粒小ローム
ブロック多混焼土粒少吉

4黒褐色土小ロームブロァク少混
粒子密

5 暗褐色土 小ロームプロ ック多i昆
6 黒褐色土第4層に似る

ロームプロ γク多

7暗褐色土 ロームプロック・
焼士ブロック混

奈良・平安時代土坑
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SK -027が位置する c 規模は本遺構よりもやや小さいが同様の形態で.向きも同じである c SK -027か

らは小片の遺物しか出土していないが，本遺構と同様の性格であり.時期も同時期であろう。本遺構と

SK -027の性格について確実な根拠はないが，士坑墓の可能性があると思われる c

SK一027(第566・567図，図版166)

遺跡南部中央の19T区に位置する。平面形はやや隅の丸い長方形である己確認面での長さは1.1m. 幅

は0.8m.深さは0.65mである c 長辺・短辺の方向は正東西南北の方向である=底面は平坦で.壁は垂直的

な傾きである c 底面の長さは中央部分で、0.95m. 幅は0.6mである。堆積土についてロームの含有状態をみ

ると，偏りはあるが.概して中・下層に含有が多く 上層に少ない。掘り上げた土を埋め戻した状況と理

解できる。出土遺物は少量の奈良・平安時代土器片である c 1はロクロ成形の土師器杯で，小片である c

底部調整は回転糸切り後手持ちヘラケズリであり，体部外面下部も手持ちヘラケズリが施されている c 1 

を含め.確実に本遺構に伴う遺物はなし~なお. SK -026の2の一部は本遺構から出土したものである c

本遺構はSI-010・SI-011と重複しそれらを切っている。また.本遺構の西側. 25cmの至近距離に

SK -026が位置するが.本遺構と SK-026は規模が近似し向きも同じである。出土遺物からは本遺構の

時期を特定できないが，遺構の状況から SK-026と同時期であり，性格も同様のものと思われる。

SK-047 (第566・567図，図版167・301)

遺跡南部北寄りの19S区に位置する=平面形はやや不整な楕円形である c 南東側でSK-048と重複し

長軸方向の片側を損なっている c SK -048との新旧関係は判然としない。現状の長さは1.05m.幅は 1m. 

深さは45cmで、ある。底面はやや凹凸があり，壁との明瞭な境をもたない部分が多し=。底面の長さはおよそ

0.95m. 幅は0.55m~0.7mで、ある。堆積土は黒褐色土・暗褐色士で，ロームの含有は少ない。

上層を主体に.平安時代の土器片が出土しているこ図示した遺物は 5 点であるコ 1~3 はロクロ成形の

土師器杯である。 1は70%程度の遺存で，口縁・体部の遺存は良いが，底部の遺存は少なし=。口径は13.6

cm.器高は3.3cm. 底径は推定6.2cmで、ある c 器面はやや荒れており，色調は黄褐色.赤褐色である。二次

的に火を受けていると思われる。 2は底部が遺存するが，体部の遺存は少ない。底径は7cmで、ある。底部

は全体に突出し回転糸切り後無調整の土器である c 色調は外面が黄褐色，内面が暗褐色であるこ外面も

所々に黒色部分があり.被熱によるものであろう。 3は口縁・体部の1/2程度と底部が遺存しているつ口

径は推定15.3cm.器高は3.6cm~4.2cm. 底径は6.4cmで、ある。底部外面は回転糸切り後手持ちヘラケズリカミ

体部下端も手持ちヘラケズリが施されている。色調は暗褐色，にぶい褐色である。

4はロクロ成形の土師器斐である。底部周辺の破片で，底径は9.4cmで、ある。底部外面は回転糸切り後

にナデが施されているが，作りは雑で¥凹凸がある c 底部中央は凹み，周縁に粘土塊が付着する部分があ

るc 胴部下部外面は横方向の手持ちヘラケズリが施され，底部内面は粗いナデが施されている。色調は外

面が暗(赤)褐色，内面が褐色である。

5は千葉産の須恵器斐で，頚部周辺の一部の破片である。器面の色調は内外面とも暗黄灰色であるが，

断面内部は褐色である。胴部外面は縦方向の平行タタキが施されている c 頚部内面の一部に煤が付着して

おり.二次的に火を受けている c

以上のように，上層主体であるが.比較的遺存の良い平安時代の土器が出土していることから，本遺構

の時期も平安時代とした。遺構の性格ははっきりとしない。
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SK-072 (第239図，図版168)
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P-264-2 

遺跡南部南西端斜面部の18U区に位置する。平面形はやや不整な楕円形である。本遺構はSI-064内に

あり，その南東隅近くから検出された。SI-064との新旧関係は不明で、ある。SI-064の掘りかたの一部か

とも思われるが，深さがありすぎるため，別の遺構としておく 。確認面での規模は，長径1.4m，短径1m， 

深さはSI-064の床面から40cm，確認面からおよそ80cmで、ある。底面は比較的平坦で¥長径は 1m，短径

はO.8mで、ある。

完形の土師器杯(1 )が，本遺構の南寄りで，底面より 5cm上の高さから，やや斜めの正位で出土した。

なお，この土器は接合して完形となるもので，口縁・体部の一部が割れている。この部分はあまり整然と

した割れ口ではない。また，この部分からひびが入って，主要部分も 2片に分割される。この状態が意図
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的であるかどうか断定しがたいコ器面は荒れて.外面の112弱が強く赤色味を帯び¥また.わずかに黒ず

む部分もあることから.火を受けたものと思われるこ

なお.本遺構および出土遺物はSI-064とともに図示したご

SK-073 (第566・56i図，図版169. 301) 

遺跡南部中央の19T医に位置する。平面形はやや不整な楕円形で.長径は1.8m. 短径は1.5m. 深さは

30cmで、ある c 底面は平坦で，長径は1.6m. 短径は1.3mである c 堆積土は黒褐色土・暗褐色土主体である

が.焼土粒・炭化粒を含む土層があるつ東側でSD-012と確認面上では接する程度の状態で重複するが.

新旧関係は不明であるこ

図示した遺物は2点で. 1 . 2ともロクロ成形の土師器杯であるコ 1は推定口径12.9cm. 器高3.9cm. 底

径5.2cmで、あるこ底部周辺は遺存するが.口縁部は1/2弱の遺存であるご底径が小さく，体部が丸みをもっ

椀形の形態で.底部外面中央には.回転糸切り痕がみられるこ体部下端.底部外面は回転ヘラケズリが施

されていると思われるが.器面が荒れており.やや判然としない。外|面の色調は淡褐色である o 2は口径

13.0cm. 器高4.2cm. 底径5.8cmで、あるコ口縁部を1/3程度欠くが.全体では80%の遺存であるつ底部外面・

体部下位は手持ちヘラケズリが施される。切り離し痕はみえないc 色調は内外面とも程褐色であるつ 1・

2とも.底面からは浮いた位置での出土であるコ

本遺構では.遺構全体から遺物が出土したc 出土層位は概して堆積土中であり. 1 . 2とも底面から浮

いている=図示しない遺物は土器片が主であるが.数点の鉄浮も含まれているこ土器片は数点を除いて平

安時代のもので.点数は66点.重さはO.ikgで、あるこ内訳はロクロ成形の土師器杯. I房総」型の土師器斐，

千葉産の須恵器杯・室・甑.新治窯産の須恵器斐であるコ土師器斐の口縁部は内湾している 3

SKー086(第566・56i図.図版170)

遺跡南部南東寄り斜面の20U区に位置する c 平面形はほぼ円形で.径は1.4m~ 1.5m. 深さは20cmで、あ

るコ底面は北側が高く.南側が低い状態で.地面の傾斜に添っている。径は 1m~ l. lmであるコ堆積土

は暗褐色士・黒褐色土で.下層は炭化材を多く含むご

図示した遺物は 2点である o 1は常総型の土師器斐で.口縁部から胴部上位の破片である::; 2は新治窯

産の須恵器杯である。遺存は少な(.，)っそのほか.図示しない土器片が若干量出土しているこ器種の内訳は

非ロクロの土師器杯.常総型・武蔵型の土師器斐.新治窯産の須恵器杯・斐.千葉産の須恵、器斐である乙

須恵器は新治窯産が目立つご

本遺構の出土遺物には.遺存の良いものがなく.確実に奈良・平安時代の遺構としがたいが，当該時期

の遺物が比較的多く出土していることから，本項で掲載した C

SK-095 (第566図，図版171)

遺跡南部南東端斜面の20V区に位置する。平面形はほぼ円形で.中央が深い柱穴状の土坑であるコ一音ι
木根による撹乱を受けているェ確認面の規模は上端で lm~l .l m. 深さは40cm. 中央の深い部分の径は

上部で;25cmで、あるこ遺構内には.貝が厚く堆積している土この貝の同定を行った西野雅人によれば.貝は

ほとんどが内湾砂底種のイボキサゴであり.そのほかは.わずかにハマグリなどを含むものである乙これ

らは東京湾産の可能性が高いと指摘されている(第6章第 1節参照)0 また.貝の大きさは.古代であれ

ば標準的であるが.縄文貝塚の貝よりも大きく.内容にも縄文時代とは若干の違いがあるというこ底部上

の貝層下土層はローム粒を多く含み， しまりがない土層である。



出土遺物は.奈良・平安時代の土器片4点で.小片のため図示していない。内訳は全面赤彩された非ロ

クロの土師器杯.内外面に赤彩されたロクロ成形?の土師器杯.新治窯産の須恵器杯.常総型の土師器歪

である c赤彩の杯は奈良時代のものであり，ほかの2点も同時期の可能性がある c土器片は小片であるが.

貝層の時期を示すものと思われる c

SK-134 (第566・567図，図版174)

遺跡南部南東寄り緩斜面の20U区に位置する。平面形は不整で.南西側部分は浅く，底面の凹凸がし=ち

じるしいことから.撹乱の可能性がある。この部分を除いた形態は不整な円形である。南西部を含めた長

さは2.15m. 幅は1.3m，深さは25cmで、あるつ底面は南西側が高く.北東側が低い状態であり.地面の傾斜

と同様である c 南西部以外の部分もやや凹凸がある。底面の幅は 1mで、ある c 南西側を除く遺構の中央か

ら少量の貝が出土したご貝の種類はシオフキ・アサリ・ハマグリである c 堆積土下層はローム粒の含有が

多く，上層は少ない。

貝の近くで西やや北側から.ロクロ成形の土師器皿(1 )が伏せた状態で出土した。底面からはやや浮

いている。口径は13.6cm，器高2.2cm.底径7.3cmで、ある。口縁部が114周欠損するほかは遺存している c また.

欠損部の反対側の口縁部も1/4割れているが，接合している。底部は全体に突出し中央部がやや凹んで

いるので.高台付皿風の形態である。底部外面には回転糸切り痕があるが，周縁はヨコナデにより消され

ているつ内面はヘラミガキが施されている。色調はにぶい燈褐色で，焼成は良好である。

2は土師器棄で.小型品である。小片で.出土位置は不明である c

SK-316 (第566. 567図.図版179)

遺跡西部南東寄りの18Q区に位置する c 北から南に下る緩斜面に立地するコ平面形は長方形で.長さは

2.3m，幅は0.9m，確認面からの深さは0.6mである。底面は平坦で.長さは2.lm. 幅は0.6mである c 壁

は垂直に近い傾斜で.直に掘り込まれている。長軸方向は南北の範囲であり，北からみて西に 7度傾いて

いる。堆積土は3層にローム粒が少なく黒色士主体であるが.それ以外はローム粒・ロームブロックの含

有が多く.埋め戻された状況といえる。

南西隅底面から，ロクロ成形の土師器杯(1 )が正位で出土した。 2片に割れて接合する土器であるが，

完形であるつ出土時点で分離していないので.当初は割れていなかった可能性がある。口径は10.9cm. 器

高3.5cm. 底径4.7cmで、ある c 底部外面の調整は回転糸切り後無調整である c 色調は樫褐色で，焼成はやや

あましh ほかに少量の土器片が出土しているが.混入と思われ. 1以外に図示したものはなし ¥0 1の時期

は10世紀代と思われる c

本遺構からは.人骨の出土がないが，遺構・遺物の状態から士坑墓と思われるコ

SK-400 (第568・569図，図版179・180)

遺跡東部南側の22S区に位置する。平面形はやや長い楕円形で，確認面での長さは2.7m，幅は1.8m.

深さは25cm~45cmで、ある。南西側で SI-336と重複しその部分を損なっているが，本遺構の方が新しし ¥0

また. 3箇所撹乱を受けている。底面は凹凸が著しし中央がやや深いが.長軸方向の高さの差はあまり

大きくないコ底面の長さはおよそ1.5m，幅は 1mで、ある c 遺構内からは多量の土器・焼士・炭化物が出

土した。焼土は下層・底面上から出土しとくに底面中央部が焼けている c 炭化物も中央西側からまと

まって出土した。土器は下層からの出土であるが.一部を除いて底面からは若干高い位置での出土である。

堆積土上層は焼土粒の含有が少なし九堆積士は，土器が出土する層位までは.埋め戻された状況がうかが
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SK-400土層
1 筒色土 里色土しみ状に布・ローム粒

焼土粒少量合

2日古賀褐色土 ソフトローム・ローム粒多
3 黄褐色上 ソフト ・ハードローム主体

4 剥色土 I照より黒色土少土器片山土
5黒褐色土 黒色土主体ローム粒多
6黒褐色土 5層に焼土粒多含む
7 時褐色土 製色土とソフトロームの混
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える。しかし 1層はローム粒が少ないことから，完全に埋め戻されたかどうか断定しがたい。

図示した遺物は11点である 。 1 ~4 は ロクロ成形の土師器杯で，やや小振りの浅い杯である 。 口径値は

11cm前後で，近似した寸法の土器群である 。 3 は40%の遺存，ほかは60%~70%の遺存である 。 底部調整

はいずれも回転糸切り離し後無調整で，体部下端に底部の端がはみ出すなど，雑な作りである。とくに2

は底部が平らでなく，きちんと据わらない。また，磨耗している 1を除く 2・3・4は体部外面に水分を

多く含んだ時点での粗い調整痕が各所にみられる。1も本来同様で、あろう。焼成は概してややあまく，粉

質の質感である。色調は被熱のためか，やや赤みがあるが，概して淡褐色の勝った色調である。

5~25はロクロ成形の土師器高台付杯で，高台部はいわゆる足高高台である 。 5~8 はかなり遺存がよ

く. 9も比較的遺存がよい。10は全体の1/2弱. 12は杯部口縁部周が1/2弱の遺存である 。 11 ・ 13~25は高

台部周辺の遺存である。高台部下端部が全周遺存しているものは11・14・15・17・18・19の5点で. 16も

端部がわずかに欠けるが，高台の遺存は良い。13は高台部の遺存は少ないが，杯部が一部遺存している。

20・21は高台下端部周の遺存が3/4以上であるが 22・23はほぼ1/2.24は1/2弱 25は接合しない2片を合

わせて1/2強の遺存である 。 22~25はいずれも別個体である 。 遺存のよい部分で土器全体の寸法をみると，

杯部の口径は15.0cm~ 15.5cm . 器高は中心部で、6.5cm~7.2cm. 底径は8.6cm~10.0cmで、ある。杯部の高さは中

心部で、3.6cm~4. 1cm . 高台部の高さは2.5cm~3.5cmで、ある 。 杯部は比較的まとまった数値であり，口径が大

きいわりにやや浅い器形である。10はやや大きく復元図化している可能性がある。12はやや深い杯部と思

われるが，遺存しない高台の状況によっては，やや傾くかもしれない。高台部の大きさは杯部ほどのまと

まりはないが，高さは3.1cm程度のところに比較的まとまっている。以上，足高高台付杯群も無台の杯同様，

比較的規格性が高いといえよう。焼成・色調も無台の杯と近似している。

本遺構では，図示した遺物が遺物総量のほとんどを占めており，その他の遺物は少ない。出土遺物には

費類が含まれず，すべてが無台・有台の土師器杯である。確認できる総量は，無台の杯4点，有台の杯21

点である。遺物は，土坑中央を主としてその周囲から，割れて散乱した状態で出土した。正位・倒位等

の状況がおよそわかるものをみると，ほほ正位のものは 1・2・8・9・14・15. ほほ倒位のものは11・
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16 . 17.横倒れのものは5・18という状況であり， とくにまとまった状況はみられない。

出土遺物については.土器の状況や出土状況，焼士の存在から，火を使用する祭紀行為に伴う遺物と考

えられるつ遺存のよいものも破損していることから.すべての土器が意図的に破壊され，廃棄されたもの

であろう 3

SK一571 (第566・567図.図版190)

遺跡東部端の25R区に位置するコ小屋ノ内遺跡調査区の東部端は南北から谷が入って.台地は狭まって

いるが.本遺構は狭まった部分よりもさらに東側に位置するョ地形による遺跡区分のうえからは.小屋ノ

内遺跡というよりもその東側の馬場遺跡に関わってくる遺構といえよう。本遺構が立地する地形は北から

南に下る緩斜面である。

平面形はおおよそ円形で.径は15m~ 1.6m. 深さは30cmで、ある c 底面は北側が高く，南側が低いが，

凹凸は少ないコ底面の径は1.2m~ 1.3mである。堆積土は暗褐色士主体で.上層は焼土粒・炭化粒をわず

かに含むさ

図示した遺物は3点である。 3点ともロクロ成形の土師器杯であるが. 2は高台付杯であるコ 1は小片

で底部を欠くが，高台付の可能性があると思われる。 2は体部下部が比較的よく遺存するが，口縁部と高

台の遺存は少なし'0推定口径は11.3cm. 器高S.3cm. 推定底径6.1cmで、ある。杯部は丸みをもっ椀形で¥高

台付椀とした方がよいかもしれなしミ。高台は小さく，高さの低いものである。色調はにぶい赤褐色である c

lは小片から復元図化したため，図示した大きさに不安がある。これも口縁・体部は丸みをもっ椀形の器

形である。内面はヘラミガキ後黒色処理が施されている。器面は荒れている。外面の色調はにぶい樫褐色

であるむ 3は底部周辺の破片であるコ底径は4.7cmで、ある。底部は全体に突出しており，外面の調整は回

転糸切り後無調整である c 1 ~ 3の出土層位をみると. 2の破片の多くは下層から出土したが. 2の一部

と1・3は上層から出土している。以上の土器の時期は10世紀代と思われるコ

本遺構の周囲には同様の規模の遺構が存在する。とくにSK-570・SK-572はほとんど接する近さに位

置する。また，やや東側に位置する SK-573は半分調査区外にかかっており.同様の遺構がさらに東側に

続いていく可能性がある。

P-264 (第566・567図，図版194)

遺跡南部北東寄りの20S 区に位置する。平面形は円形で，径は0.8m~0.9m. 深さは40cmで、ある。底面

はやや高低差があり，壁との境はやや丸みをもっ O 底面の径は50cm~60cmで、あるコ壁は垂直に近い傾斜で

ある c 堆積土下層はロームブロックを，上層はローム粒を多く含むが.中層はロームの含有がやや少ない。

また.中層は炭化粒右上層は少量の焼士粒を含む。埋め戻されているかやや断定しがたいが.遺物およ

び遺物出土状況を加味すると，その可能性があると思われる。

図示した遺物は2点である。 1はロクロ成形の土師器杯である。完形で.割れもない土器である。口径

は11.6cm. 器高は3.6cm. 底径は4.5cmで、ある。底径の小さし叶、振りの杯である。底部外面の調整は回転糸

切り後無調整である。色調は淡褐色である。 2はロクロ成形の土師器高台付杯である。底部は遺存するが，

口縁・体部の遺存は113弱である c 口縁端部の遺存は少ない。口径は推定15.4cm. 器高は6.4cm. 底径は7.1

cmで、ある。高台は小さいもので，やや高さがあるが.足高といえるものではない。底部外面中央には滑ら

かに移行するコヨコナデにより薄くなっているが，回転糸切り痕がみられる。杯部のヨコナデはていねい

で，ロクロ日の凹凸が消されている。外面は所々に水分を多く含んだ調整のさいに生じるナデの痕跡がみ

門
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られるご色調は褐色で.焼成は良好である。

Iは壁寄りで底面から10数cmの高さのところから，伏せた状態で出土したっ 2は1の隣で. 1よりもや

や高いところから.正位で出土したc そのほか.図示していない土器片が4点出土している=そのうちの

1点はロクロ成形の土師器杯底部片で.底径は5.2cmで、あるこ底部外面の調整は回転糸切り後無調整であ

るご体部は丸みをもっ椀形であるご上層から出土したこまた. 1点は新治窯産の須恵器杯小片で.ほかの

遺物よりも時期のさかのぼるものであるョ 1とほぼ同じ高さから出土したc ほかの2点の土器も中・下層

出土と上層出土に分かれる c

本遺構は. 1のあり方から，土器を埋納した遺構で.時期は10世紀代と思われる c 具体的な性格につい

ては不明瞭であり，土坑墓とするには規模が小さすぎるように思われる c なんらかの祭記的な遺構かもし

れない。

P-851 (第570図.図版199・306)

遺跡東部南西寄りの22R区に位置する二円形の形態で.上面径1.05m. 底面径0.8m. 確認面からの深さ

0.8mの規模であるご底面は平坦である亡堆積士の様相は不明であるご土坑内からは多くの遺物が出土し

ており. 15点を図示することができたc そのうちの一部改土坑外から出土しているが.土坑内のものとの

接合関係やごく近くに位置すること，および遺物内容から.本土坑出土遺物と扱う。他遺構との重複関係

をみると. SI -321を切り. SB -105のP16と重複する。調査時の所見では，本土坑の方がSB-105よりも

新しいとしているが.出土遺物からは不明瞭である。

1~8 はロクロ土師器杯であるコこのうち. 8は回転糸切り後.一定方向の手持ちヘラケズリが施され.

糸切り痕は半分程度消えている c そのほかは回転糸切り後無調整であるコ 4は切り離し痕が数次にわたっ

ているこ 8は他の土器よりもやや大振りで，底部調整とあわせて.古い様相がうかがえるc: 1 ~ 7は浅く.

1をはじめとしてやや小振りの小皿的な器形であるこ遺存は， 7' 8が1/2以下であるが， 1 ~ 6は1/2以

上であり.なかでも 1・2はかなり遺存がよしh 割れ方が意図的かどうか断定しがたいc 器面は全体的に

荒れているが.焼成温度があまり高くないためかもしれないc

9 ~14はロクロ土師器高台付杯で.いわゆる足高高台の杯である 13 ・ 14は高台部を欠くが.杯部の形

態・大きさから. 9 ~12同様の高台が付くと思われる二 11 はやや大振り. 12はやや小振りの土器であるこ

9・10は比較的遺存がよく. とくに9の高台部は全周遺存している=全体的にやや歪んだ作りで.ていね

いきに欠けている c その傾向は 2・3など無台の杯にもうかがえるこ 9. 10・11の器面は荒れており，無

台の杯の多くと似た質感であるc: 9 ~14の割れ方も意図的か断定しがたいご

15は鉄製馬具の轡であるコ鏡板は円環で.外径は9.7cmで、ある c 幅が9mmm. 厚さが4mmと平たい作り

であるニ鏡板には喰が連結した状態、で遺存している。 喰と鏡板は小円環で連結しているが，遺存のよし叶、

円環は引手のものかもしれない。遺存のよい引手側の小円環と遺存の悪い喰側の小円環が連結している可

能性があるが.錆のために不明瞭である。遺存のよしりj、円環の外径は2.3~2.5cmで、ある c なお，小円環部

分は錆膨れがし=ちじるしいが，その一部は皮状の紐製品と思われる c 喰の棒状部の長さは 3cmまたは4.5

cmで，幅は 6mm・厚さは5.5mmで、あるコなお.隣接する SB-105のP16からもほぼ同大の鉄製轡が出土して

おり. 15と一体のものかもしれないc ただし SB-105の轡は鏡板が鉄板2枚合わせであるのに対して.

本土坑の轡は 1枚である p 左右の鏡板で違いがあるのかもしれないが.一体のものか.やや断定しがたいc

以上の遺物のうち. 15は出土状況の写真により.土坑の下層から出土したことがわかるが，正確な高さ
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がわからない。そのため，垂直位置図に位置を図示していない。土器群は，上層および確認面付近の高さ

から出土している。

本土坑の性格について検討する。平面的な規模は.SB -105の柱穴群と差がないが，深さは若干深い。

また.SB -105の柱間間隔にも入ってこない。このため. 5問x3聞のSB-105建物を構成する柱穴では

ない。SB-105に関わるとすれば，何らかの祭杷的な土坑であろう。また，周囲にSB-105の柱筋にのら

ないピットがいくつかあることから，他の掘立柱建物の柱穴とも思われるが，組み合う柱穴が不明瞭であ

る。他の遺構を考えた場合，馬具が出土していることと，土器群が多量に出土していることから，馬を埋

葬した土墳墓が想起される。しかし馬を埋葬するには小規模すぎることが難点である。人の埋葬かもし

れないが，確実な根拠に欠ける。性格の特定は難しく， 葬送儀礼を含め，広い意味での祭把土坑としてお

く。堆積土の様相は不明であるが，馬具とともに埋め戻され， 上層および旧表土上で，土器を使用する祭
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記行為が行われたのではないだろうか3

なお.本土坑出土として図示した遺物は.調査時にSI-321出土遺物として取り上げられており.遺物

注記も調査段階のままである c また，図示しない破片についてはSI-321およびSI-321と重複する SI

365出土土器片と混在したままであるが 出土状況から本土坑出土遺物がもっとも多いといえよう c

第6節遺構外出土遺物

第571図1~28 (図版319・323)は瓦塔の破片である D

1 ~23は SD-021からの出仁で、あり， とくに西側からまとまって出土した。また， 27は19Q-22区から

の出土であるが，この位置はSD-021の西側である。さらに25はSD-042からの出土であるが， SD-042 

はSD-021の西方にあって， SD-021に比較的近い位置にある遺構である。

SD -021は近世まで湖ることが確実な道路跡であり， SD-042も同様と思われるので，瓦塔片は浪入し

たものである。周辺の奈良・平安時代遺構をみると.竪穴住居跡SI-115がSD-021と重複しているコま

た.西方にはSI-202等の住居群がみられると瓦塔片は.本来，上記のような奈良・平安時代遺構に存在

したものと考えられる c ところで.この付近の奈良・平安時代の遺構分布をみると.密度はあまり高くな

¥"c ただし SD-021とSI-202等の間にある現道路部分の様相が不明瞭である。この点を考慮する必要

があるが.瓦塔は小屋ノ内遺跡西部の集落群の東端付近に設置されたものと考えるごあるいは.現道路部

分に瓦塔を設置した掘立柱建物が存在したのかもしれないニ

1 ~23 ・ 25 ・ 27はすべて須恵、質の焼成であるご色調は淡黄灰色・明灰色であるが， 13・17・18・21はほ

かのものよりもやや褐色味が強く.別個体かもしれない 13等以外のものの焼成はややあまく，粉質の質

感であるご 13ほか3点の焼成も大差はないが.それら以外と比べるとやや良好と思われるご胎土はあまり

異ならず，黒色粒・白色粒・褐色粒等の砂粒と若干の小石を含むc 白雲母はみられないが.溶解したのか

もしれないc 産地については，白雲母がみられないため.やや不明瞭であるが， 13等以外のものは新治窯

産と思われる c 13ほか3点はより不明瞭で，千葉産かもしれない。

1 ~10 ・ 27は屋蓋の破片であるこ瓦は丸瓦のみ表現されている。幅は太く， 1.2cm ~ 1.5cmで、ある。高さ

は2mmで，やや平たいが，軒先先端は4mmと高くなり，半円状となる c 軒の長さは不明であるが， 4.5cm 

以上である。瓦は幅広工具による押し引きで表現され，継ぎ目は爪先状の沈線である。 2は2節目の継ぎ

目で割れているように忠われるが.不明瞭である c よって多節か単節か不明とする c 軒先先端から継ぎ目

までの長さは1.3cm~2.1cmで、ある。裏面に垂木のみられるものは， 1. 2・4の3点である。垂木表現は，

貼り付けによらず.本体から削り出されている c 幅は太く. 2 cmで、あるこ垂木間隔は1.9cmで.ほぼ垂木

幅と同じである c 屋蓋は軒先でやや厚みがあるが 2をみると，軒先から 4cm程度のところで約5mmの厚

さであり.かなり薄くなる。この部分で破損している破片が多いっ

11・12は屋蓋中央部付近の破片である c ともに円孔の一部が遺存するつまた.裏面側が遺存するが.屋

蓋上部側は遺存していないc 円孔の側面はヘラケズリまたは強いヨコナデが施され.平らな面をなしてい

るc厚きは2.5cmで，かなり厚い。円孔はやや楕円形になると思われる c径は不明であるが，かなり大きしh

裏面はナデが施され.平滑である。本瓦塔は比較的大型の製品と思われる c 軒先先端と円孔の中聞が薄い

が.これは厘蓋の重量を軽くする工夫であろう。

13は初軸部分と思われるが. どの部位に相当するかわからない。また， 14も斗扶粘土帯の一部と思われ
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るが， どの部分になるかわからないと 15は壁付きの斗扶で，隅付近の破片である c 図右側と図左側部分が

接着している c 右側は隅部分から45度突出するが.突出部分は欠損している。突出部分を除いて.屋蓋受

けの突帯に接着していたと思われるコ壁付きの粘土帯には崩れた三つ葉状の切り抜きがある c また， 45度

の斗扶に接着していない端部も逆凸帯状に二段切り出されており，あわせて斗を表現している。斗扶の下

面には，一部に赤彩がみられる 2 もともとは全面に施されていたのかもしれないつまた.外面の広い面に

も赤彩の痕跡がみられる c

16は軸部の破片と思われるが. どの部分かわからなしh 図の左右は面をなす。幅は4.3cmで、ある。

17は軸の隅部分である。初軸か二軸以上の軸音防、わからない。下部が欠損しており.高さは不明である。

屋蓋受けの貼り付け粘土帯は幅2.9cm~3.4cm，厚さ 8mmで、ある。軸の外側からは1.9cm突出している。隅か

ら延びる斗扶は長さが3.6cm，幅が2.0cm~2.8cm，厚さは1.2cmで、ある。斗扶先端は方形状に突出し，両角は

直角的である。下部はかなり崩れているが，二段状である。形骸化しているものの.斗扶の持ち送りを意

識しているつ

18~22は初軸と断定できるか，可能性の高い破片である。 18は初軸の壁体と思われる c 図示した面が外

面であり，赤彩が2か所みられる。赤彩の上部には連続する弱し=段状の痕跡がある c 柱・長押・台輪等の

突帯の剥離痕であろう。外面はミガキ的なナデが施され，滑らかである。裏面は剥離しており.遺存して

いないc

19は粘土帯の剥がれた痕跡がある c 突帯が貼り付けられていた痕跡である c その部分の図上部にもヘラ

状工具による切り込みがみられる c 裏面はナデが施されているニ

20は左図の右側が入口.左側が隅部であるコ入口側には.端から 1cmの間隔を置いて.剥離痕がみられ

る。この剥離痕は柱の粘土帯が剥がれた痕跡である。剥離痕すなわち柱の幅は 8mmで、ある。入口の端から

隅部までは8.3cm，柱の端から隅部まで、は6.2cmで、ある。裏面はヘラナデが施されている c

21も初軸の一部であるこ貼り付けの粘土帯が遺存しているが.柱・長押・台輪等の突帯である。幅は1.2

cm~ 1.4cmで，厚さは6.5mmで、ある。横断面は上部がやや扇平な山形で，二条の稜をもっC この粘土帯の途

切れる端部分に赤彩が残っていると思われるが.やや断定しがたい。また.この部分に直交する状態で.

粘土帯の剥離痕がみられる。初軸の上部にある内法長押であろうか。裏面は剥離している。

22も粘土帯の剥離痕が直角にみられる。裏面はナデが施され，平坦である。

23は判然としないが.斗扶の一部か軸部の屋蓋受けであろうか。図示した中央図以外は欠損している。

中央図の側縁はヘラによる切り込みがみられる。他の部材と接着していたのかもしれない。

25は初軸の斗扶部分の破片である。斗扶は壁付きの三斗で，図右側は粘土帯を凸帯状に切り出して表現

している。一番上部は 貼り付けの痕跡から 1cm弱欠損していることがわかる。 15と似た形の切り抜きが

あり.切り出し部分と合わせて斗を表現している。図中央は壁体に対して直交に貼り付けられた粘土帯で

あるが，前部を欠損している。欠損部は持ち送り状に切り出されていると想定される。この突帯から左側

部分にも右側と同様の表現をもっ粘土帯があったと思われるが，剥落しているコ突帯の側面には，ヘラに

よる横位の沈線がみられる。下端から 1cm弱の位置で、ある c 大斗を表現したものと思われるが，そうでは

なく，切り抜きされたことで付いたものかもしれない。斗扶の下部は台輪であるが，欠損がいちじるしい。

赤彩がところどころに残っており，斗扶部分に広く施されていたのであろうコ

以上， SD-021周辺から出土した瓦塔を記述したが，個体数は 2個体と思われる。ひとつは13・17・
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18・21で. もう一つはそれ以外のものであるコしかし，明らかに異なるといえるほどではなく， 1個体の

可能性も若干残っている。 2個体とみた場合でも.後者の一群の中に13等と同一個体のものが混じってい

るかもしれないc このように.やや暖昧な点があるが. ここでは. 2個体とみて. 13等の一群を個体B，

それ以外を個体Aとする。

個体Aを池田敏宏氏の類型民分l にあてはめると.多武峯類型になる。多武峯類型は瓦塔の中では.

古い様相をもっ類型であり，池田氏によって. 8世紀代が付与されている。伴出土器がないため，土器編

年の支援を得られないが，池田氏の編年観にしたがい.個体Aの歴年代を 8世紀中葉~後葉とする。

個体Bについては，厘蓋部の出土がなし詳細な時期比定はむずかしい。しかし産地が千葉産である

ならば，個体Aよりもやや降る時期のものと思われる。ただしこれについては明確な根拠がないため，

可能性の指摘にとどめる。

24はSD-001から出土した屋蓋隅の破片である。上記の瓦塔とは別個体の製品である。出土位置は

SD -001の中央部で，仏堂のSB-070等に比較的近し'0SD -021ほか出土のものとは，離れている。瓦は

丸瓦のみ表現されている。幅はやや太く. 1 cmで、ある。高さは 3mmで，やや彫りが深い。軒の長さは不明

であるが. 5 cm以上で、ある c 瓦は幅広工具による押し引きで表現され，継ぎ目は節を設けることで表され

ている c 一列に2か所みられることから多節であることがわかる c 軒先先端から 1節目までの長さは，隅

際を除いて1.5cm. 隅際は 9mm. 1 節目から 2 節目までの長さは1.8cm~2.0cmで、ある。屋蓋上部の遺存は隅

棟から片側部分であり.隅棟上音防、ら反対側部分は欠損している。軒裏の垂木表現は.貼り付けによらず，

本体から削りlHされているご地垂木と飛槍垂木からなる二軒構成である c 隅垂木とその両側2辺の端の垂

木が遺存している c 隅垂木の幅は太く， 1.6cmで、あるコ辺の垂木はやや細く. 1.0cm ~ 1.4cmで、ある。辺の垂

木の地垂木部と飛権垂木部の境はヘラ状工具による沈線が施され.飛櫓垂木部は深めにヘラ削りされてい

るご長さは1.8cm，地垂木との境の段差は 8mmで、あるコこの厚さは地垂木の最大厚でもある。地垂木は中

央に向かつて薄くなり，消滅する。長さは2.3cmで、ある。辺の垂木と隅垂木間の部分も，境から隅垂木に

向かつて一直線状に続いて区画されている。軒中央側は厚く，軒先側は薄く削り出されて 5mm~ 6mmの段

差をもっO 隅垂木の飛櫓垂木部は長さが短く， 5mm~7mmで、ある。厚さは 3mm，地垂木との段差は 6mmで、

ある。垂木聞からの隅地垂木の厚さは0.9cm~1.0cmで、ある。辺の垂木同様，中央に向かつて薄くなり，消

えていく。長さはおよそ 6cmで、ある。胎土は黒褐色粒・白色粒・小石を含む。白雲母はみられない。焼成

はややあまし紛質の質感である。色調はやや黄色味を帯びた灰色である。新治窯産と思われる。

24は，池田氏の萩ノ原類型に相当すると思われる。この類型の歴年代観については， 8世紀後葉から 9

1世紀初頭と設定されている 2JO

26は18V-49区からの出土である。 18V-49区は仏堂関係の建物である SB-060と重なる地点であり，

仏堂に伴う遺物と思われる=斗扶の隅部付近の破片である。裏面は軸の壁体から剥がれた痕跡がうかがえ.

壁付きの三斗である c 図右側は隅部分から45度突出している。突出部の壁側下端には，剥がれた痕跡がみ

られることから.下部に大斗が存在したのであろう ο また図右の.壁付き粘土帯隅上端(突出部の壁側上

端でもある)にも，剥がれた痕跡が高まっており，上方に手先の三斗があったのかもしれない。やや不明

瞭であるが.軸部は初軸と思われる。壁付きの粘土帯には.三つ葉状というよりも円の上部が尖った切り

抜きがあって，斗を表現している。また，図の左端部にも剥がれた痕跡があることから.そこにも突出す

る粘土帯が接着しその左側も遺存する右側と同様の状態と考えられる。松本修白氏によって紹介された
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伝ミツサワ出土瓦塔と似ているが，本例の場合，中央の聞いた切り抜きが左右の閉じた切り抜きと似てい

ることから，より形骸化が進んで、いるといえよう 3)。外面には薄い褐色部分があるが，焼成の色調か赤彩

か判断しがたく，赤彩は施されていないとしておく。色調はやや褐色味を帯びるが，かなり灰色がまさっ

ている。胎土は比較的轍密で，焼成は良好である。千葉産と思われ.24とは別個体である。

28は屋蓋の破片である。古墳SX-OOlの墳丘下旧表土中から出土した。瓦は丸瓦のみ表現されている。

幅は太く. 1.2cmで、ある。高さは4皿で，彫りが深く，瓦の断面は丸みをもっ。瓦は幅広工具による押し

引きで表現される。継ぎ目は爪先状の沈線で，多節である。図下部は軒先に近いと思われるが，軒先は欠

損している。軒の長さは不明であるが. 6cm以上である。節の聞が遺存している部分が1か所あか長さ

は2.55cmで、ある。1節目から 2節目の部分と思われる。軒裏は摩耗がいちじるしく，垂木表現は不明瞭で

ある。しかし垂木と思われる部分がわずかにうかがえる。幅はおよそ1.4cmで，本体から削り出された

ものであろう。胎土は黒褐色粒・白色粒・小石を含む。白雲母はみられない。焼成はあまく，紛質の質感

である。色調は明灰色である。新治窯産である。

28は，池田氏の多武峯類型と萩ノ原類型の中間的な様相がうかがえる。8世紀後葉頃に製作された瓦塔

と思われる 4)。

第572図29~33は弥生時代の竪穴住居跡 SI-204から出土した土器片である。SI-204の中央中層からま

とまって出土した。若干の時期差がうかがえることと，全体的には遺存があまりよくないので，奈良・平

安時代の遺構に伴うものではないと思われる 。 29~31は須恵器杯である。 29は新治窯産. 30・31は千葉産

である。29の推定口径は13cm. 底径は7.0cm. 器高は5.0cmで、ある。30の推定口径はll.4cm.底径は5.8cm.

器高は3.lcmで、ある。30・31の色調は黄褐灰色で.31はやや暗い。32は土師器蓋である。2/3の遺存で，口

径は16.4cm.器高は2.6cmで、ある。内面は黒色処理が施されている。33は須恵器甑で¥千葉産である。色調
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第572図 奈良・平安時代遺構外出土遺物 (2)
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は黒灰色である。

第573図34~67 (図版304)はグリッド出土の土器類である c

34 . 35 ・ 37~58はロクロ土師器杯皿類である。このうち， 50は皿の可能性もある。また，小片の42・49

も区別がつかないが，ほかは杯である。 34の推定口径は14.8cm，底径は8.1cm，器高は4.9cmで、ある。 35の

推定口径は13.6cm，底径は7.0cm，器高は4.0cmで、ある。 34の体部内面には，文様状のヘラミガキが施され

ている亡 37の口径は13.1cm，底径は7.2cm，器高は4.4cmで、ある 38の底径は7.1cmで、ある。 38・47の内面は

ヘラミガキ後黒色処理が施されている 52は遺存がよく.口径は12.5cm，底径は5.4cm，器高は4.4cmで、ある。

灯明器で，油煙が口縁部外面に付着し内面もかなり黒ずんでいる。 53の推定口径は12.9cm，底径は6.4cm，

器高は4.0cmで、あるコ 54は遺存がよく，口径は12.6cm，底径は4.3cm，器高は3.4cm~4.0cmで、ある。 55の推定

口径は13.6cm，底径は6.1cm，器高は4.0cmで、ある。

39~51 ・ 56は文字・記号をもっ土器である。文字・記号は49を除いて墨書である。文字種をみていくと.

39は欠損部にかかるが. これで単独の文字ならば「因」と思われる。 50は「丈」である。 41も「丈」の可

能性があるが，欠損部にかかるため，やや断定しがたい。 43は「大」と思われる。 46は「廿万j，56は「与J

であるミ 45・48は「主j，I王J，I壬」と思われるが「住J，I任」の芳の可能性があるョ断定しがたいため，

文字種は不明とする。他の墨書は判読できなし ¥0 49は現状で 1条線のヘラ書きである。文字・記号のある

部位をみると，体部外面は39~48. 底部内面が49 ・ 50 ，底部外面が51・56である。体部外面の墨書で正

位のものは39・41・42・43・45・46・48. 横位と思われるものは44. 不明が40・47である。

57・58は孔をもっ土器である:)57は底部から体部下部にかけての破片と思われる。孔は焼成前の穿孔で.

底部と体部の境に 1か所，底部中央寄りに 1か所，計2か所が遺存している。穿孔の様相には，香炉蓋の

雰囲気もあるが，香炉蓋とすると，つまみに近い位置に孔があることになるので，考えにくし ¥0 やや不確

実であるが，杯に穿孔されたものと考える。なお.土器の様相から.他にも穿孔があると思われる。孔径

は1cmで、ある:)58の孔は底部のほぼ中央にあり，焼成後に施されたものである。孔径は 3mmで、あるが，底

部内面側が7mm，外面側が4.5mmで.広がっている。底径は4.8cmで、ある。回転糸切り離し後無調整で¥全

体にやや突出している。体部はやや丸みをもっと思われる。

36は新治窯産の須恵、器杯である c 淡灰色の小石・砂粒を含むが.白雲母はあまりみられなし=。色調は淡

黄灰色，日音黄灰色である。口径は13.8cm. 底径は7.9cm，器高は4.2cmで、ある。

59は耳皿である。色調は褐色であるが，底部および体部の一部がかなり黒ずんでいる。ざらつく質感か

ら須恵器とも思われるが，黒ずむ部分は黒斑の可能性もあるので，土師器としておく。比較的遺存がよく，

折り曲げられた耳部は.片側が遺存し反対側は半分の遺存である。底部は突出しあまりていねいな調

整ではないコ一部に回転糸切り痕がみえる。

60は土師器室で¥小型品である。底部周辺の破片で，底部外面には2条線のヘラ書きがある。ヘラ書き

は「ハ」状の形である。

61・64は須恵器斐の底部片で， ともに， IX (+)jのヘラ書きがみられる:)61は底部内面， 64は底部外

面に施されるつともに千葉産の須恵器である c

62は緑柚陶器椀である。 暗灰色の素地の上に灰緑色の紬が全面に掛かっている。胎土は綴密で，若干の

白色粒がみられる。高台径は推定7.5cmで、ある。

63は新治窯産の須恵器蓋である。推定口径は19.7cmで、ある。つまみ頂部は欠損するむ大小の白色粒・小
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石を多量に含む。色調はわずかに黄色味を帯びる灰色である。

65は新治窯産の須恵器短頚壷で，小型品である。口縁端部をかなり欠くものの，全体に遺存がよし'0口

径は7.6cm.高台径は6.9cm.器高は5.7cmで、ある。色調は灰色，暗灰色で.やや黄色味を帯びる部分もある c

胎士は白雲母を多く含み，焼成はややあまい。

66は新治窯産の須恵器高杯(または高盤)で.脚部の破片である。長方形一段の透かし孔をもっO 透か

し孔は4か所と思われるが.孔を境に割れており.脚部の1/4弱の遺存であるご色調は黄色味を帯びた灰

色で.焼成は良好であるご胎士は白色粒と少量の白雲母を含む。

67は千葉産の須恵器甑である c 把手が1か所遺存するが，接着面が不整な円形で，上部も崩れている。

色調は黄褐色で，焼成良好である。

第574図68~ 101 ・第575図102~108 (図版305)は，奈良・平安時代ではない遺構か，奈良・平安時代か

不確実な遺構から出土した土器類である。なお，出土遺構は挿図中に記載したc

68~70は非ロクロの土師器杯である:; 68の口径は12.4cm.器高は4.9cmで、ある己 69の口径は13.2cm.器高

は3.4cmで、ある。 70の推定口径は12.8cmで、ある。 68は9割程度の遺存である。

71 ~73 . 75~82はロクロ土師器杯である。 71の推定口径は14.6cm. 推定底径は9.6cm. 器高は3.9cmで、ある。

72の口径は12.0cm.底径は5.6cm.器高は4.5cmで、ある。 73の推定口径は12.6cm.底径は5.8cm.器高は3.8cm

である::;75の推定口径は13.4cm.推定底径は8.6cm.器高は3.8cmで、ある。 76の推定口径は14.9cm.底径は7.6

cm.器高は4.3cmで、ある o77の底径は7.6cmで、ある。 78の底径は6.0cmで、ある o79の口径は11.0cm.底径は4.3cm.

器高は3.5cmで、ある。 80の口径は11.3cm.底径は4.2cm.器高は3.4cmで、ある。 81の口径は10.9cm.底径は4.7cm.

器高は3.9cmで、ある。 82の底径は5.9cmで、ある。以上のうち.79・80は完形である。また， 81は2/3程度の遺

存であるコその他には， とくに良好な遺存のものはないc

78は墨書が体部外面と底部内面の2か所にある c ともに欠損部にかかっていることもあって判読できな

いこ体部外面の墨書は横位と思われる。 75は内外面に赤彩が施される。 71も外面に赤彩が施されていると

思われるが，被熱と器面の荒れのため不明瞭である。内面には赤彩痕がみられないが 当初からの有無は

不明とする。 77の内面はヘラミガキ後黒色処理が施されている。底部を切り離す糸切り技法の痕跡をみる

と， 71・75は静止糸切りである o 72・78は手持ちヘラケズリが施されて，糸切り痕がまったく消えている

が，回転糸切りであろうこその他の土器には，回転糸切り痕がみられる。このうち， 76.77は回転ヘラケ

ズリによって.かなり消されている c それ以外の73 ・ 79~82は回転糸切り後無調整である。

なお，完形の79・80はSD-027から出土し，比較的遺存のよい81がSD-027に近いSX-016から出土し

ている。これらの土器は，形態・技法から同一時期のものと思われる。 SD-027およびSX-016の周囲に

は平安時代の竪穴住居跡が密集していることから，これらの土器も本来は竪穴住居跡または同時代の士坑

のものであり，混入したものと思われる。

74は須恵、器杯である c 推定口径は13.7cm，底径は8.2cm，器高は4.0cmで、ある。色調はにぶい褐色で，口

縁端部が黒ずんでいる。胎土は白色粒・褐色粒・黒色粒・雲母末を含む。焼成は良好である。色調はやや

褐色味が強いが，底部内面の体部際が凹む器形や胎土から新治窯産と思われる。

83はロクロ土師器高台付杯の高台部である c杯部は欠損しているが，丸みをもっ椀状になると思われる c

高台部径は8.9cmで、ある c 杯部内面はヘラミガキが施されている。胎土は白雲母を含む。

84はロクロ士師器皿である。推定口径は14.2cm 推定底径は6.8cm，器高は2.6cmで、ある。底部はやや突
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出し製作技法は回転糸切り後無調整である c

85~87は「房総」型の土師器斐である。 85の推定口径は2l.0cm ， 86の口径は15，lcm，87の推定口径は

14.3cmで、ある。 85の口縁端部はやや内湾し器壁は厚い。 86はやや小型の棄で，焼成は良好である。

88は台付きの土器であるが，器種がやや不明瞭である c 手担土器と同等の土器かもしれないが，小型の

土師器台付棄としておく c 時期もやや不明瞭だが，奈良・平安時代の可能性がもっとも高いと思われる c

胴部外面はヘラケズリ，内面はヘラナデが施されている。内面はヘラの当たり痕が顕著である。底部の器

壁は非常に薄く，台部も小径である。色調は褐色で，砂粒を含み，焼成は良好である c

89~91はロクロ土師器杯で\墨書のある小破片である c 墨書は L 瓦ずれも体部外面にあり. 89・90は正位

に書かれ， 91も正位と思われる。いずれも判読できないc

92・93は灰粕陶器椀である。 92は小片のため，復元形に不安がある。体部はもう少し丸みをもっと思わ

れる o 93は口縁部の1/4強の遺存で，推定口径は15.5cmで、ある o 92は内外面の口縁・体部に暗緑色の紬が

掛かっている c 胎土はともに淡黄色の粒子・小石を含む。色調は灰色であるが. 92は93よりもやや黄色味

が強いc 焼成はともに良好であるc

94は灰柚陶器火舎の獣脚で，爪先部分の破片である。爪先部分は隣りあうどうしがやや平行的な 6条の

線が刻まれて.五本指が表現されている。かかと部分はヘラケズリによって，面取りされている。細かい

がやや粗い調整であるェ爪先部分は灰緑色の粕が掛かっているが，かかと側および足裏部分には.紬は掛

かっていなし~胎土は黒色粒を含む。足裏には小石もみられるが，比較的綴密な胎土である。焼成は良好

で，堅綴である。

95~ 103 ・ 105は須恵器杯である c 千葉産のものは95~97 . 10l.新治窯産のものは98~100・102・103で

ある 105は大型の杯で.新治窯産と思われるが.やや判然としないo 101は底部の破片で，内面に「士」

のヘラ書きがある。「土」は縦棒が曲がっており，点付きの「土」を意図したものである095の口径は14.0cm，

底径は8.0cm. 器高は4.0cmで、ある。 96の推定口径は12.4cm. 底径は7.3cm，器高は4.1cmで、ある。 97の口径は

13.5cm.底径は7.3cm.器高は4.3cmで、ある。 98の底径は8.9cmで、ある。 99の推定口径は13.3cm.推定底径は8.1

cm，器高は3.6cmで、ある:;100の推定口径は14.2cm.推定底径は8.7cm，器高は4.0cmで、ある o 102の底径は7.9

cmで、ある。 103の推定底径は7.8cmで、ある。 105の推定口径は17.8cm.推定底径は13.3cm，器高は6.6cmで、ある。

95~97 ・ 101の色調は黒色・黒褐色である。 98 ・ 99の色調は黄色味を帯びた灰色. 100・103の色調は黄色

味を帯びた暗灰色. 102の色調はやや褐色味を帯びた暗灰色である。 103もやや褐色味を帯びている o 98・

100・103は白雲母を多く含むが.99・102にはあまりみられない0102は白色粒を多く含む。105は淡黄色粒・

黒色粒を含むが，白雲母はみられない。南比企窯産とも思われるが，白色針状物がみられない。色調は外

面が暗灰色，内面が黄色味を帯びた灰色である。胎土内部の気泡により，底部内面に膨れ上がった部分が

あるご口縁・体部の器面は滑らかで，焼成は良好である c

104は転用硯である。須恵器高台付盤の高台部周辺の破片が転用されたものであり.口縁・体部はぐる

りと欠損している。体部の割れ口の一部は整った円弧をなし割れ口は調整されたことがわかる。底部内

面は擦られて滑らかであり.ロクロ目がかなり消えている c 色調はやや黄色味を帯びた灰色である。白色

粒・小石を多く含むc

106は千葉産の須恵器である。底部または天井部に穿孔があり，特殊な性格の土器である。皿形の器形

としたが.香炉蓋かもしれない。しかし孔が体部側に寄っていることと小片であるために，判然としな
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底部に穿ここでは油煙の付着もみられない。明瞭な被熱痕跡はうかがえず，い。器面は荒れているが，

2孔と想定される中心との角度

どちらか一方に断定この80度を360度で割り返すと4.5となる。孔は四孔か五孔であるが，

-750 

孔されたものと して図示した。小片であるが，孔は2か所遺存している。

は80度である。



しがたしh 推定底径は8.2cm.孔径は 7mmで、ある己底部は回転ヘラ切り後.回転ヘラケズリが施されている c

内面はロクロナデ，ナデ調整である。穿孔は外面側から内面側になされている。胎土は白色粒を多く含む。

色調は.外面が暗黄灰色.内面が黄灰色である c 断面内部はやや褐色味を帯びる。焼成はややあまく，器

面はざらついている。

107・108は須恵器長頚壷である。 107は胴部上部の一部破片で¥頚部下部がわずかに遺存する。肩部に

明瞭な稜をもっ C 外面の稜から上部には.灰黄緑色の紬がほぼ全面にかかっている c 柚は光沢をもたず.

稜から下部にはみられないc 頚部と胴部の境の内面には.接合のさいに生じた器壁の盛り上がりが周回し

ているコ胎上は黒色・白色の細粒のほかに.やや粒径の大きな白色粒を少量含むこ色調はやや暗い灰色で.

焼成は堅綴である c 猿投窯等の東海産の須恵器と思われる。

108は口縁端部の2/3を欠くが.そのほかは破損のない遺存良好な個体であるこ口径は8.2cm. 高台部径

は8.5cm. 器高は22.5cm，胴音[5最大径は15.8cm，口頭部の長さは6.6cmで、ある。回転糸切り痕が底部外面中央

にみられる=灰緑色の自然紬が口頚部内面と口頚部外面の一部から胴部外面上位および高台部外面一部に

掛かっているっとくに口頚部外面が顕著で.光沢をもっO 紬が掛かっている部分以外の色調は暗赤色，断

面内部の色調は黄色味を帯びた灰色であるご胎土は淡黄色の粒子・小石を多く含むご焼成は良好で.堅綴

である c 猿投窯等の東海産の須恵器と思われる。

第575図109~120は土製品・石製品・鉄製品である己

109は丸瓦である。上部と下部を欠損するが，側面は中央付近の両端部まで遺存する c この部分の幅は

14.5cm，高さは5.9cm，中央の厚さは2.lcmで、あるこ凹面には切り離し痕と布目痕がみられるが.ナデおよ

び表面の荒れにより，布日痕はやや不明瞭である c 須恵質であるがややあまい焼成であり，表面がざらつ

いている c 色調はやや暗い灰色であるコ胎士は白色粒を含むご小石もみられるが.顕著ではないc

110 (図版314)は滑石製の紡錘車である c 径は3.7cm，厚さは1.5cm，孔径は 8mm.重さは36.43gである c

色調は灰黒色である c

11卜 112(図版307)は鉄製品で.袋状鉄斧である c ともにやや小型の製品である c 111は刃部の一部を，

112は基部を欠損する c 111の柄の装着部分は鉄板が直角に折り返されているご

113・114(図版321)は土製円板である c ともにロクロ土師器底部を加工したものである 113は径3.5

cm前後. 114は径4.6cm前後で、ある c 重さは. 113が6.84g. 114が16.65gである。 114の大きくえぐれてい

る部分は欠損したものであるコ不整ではあるが.本来はより円に近いものであるコもともとの土器をみる

と. 113の底部調整は回転糸切り後無調整である。器壁が薄く.小振りの土器と思われる。色調は淡褐色

であるコ 114の底部は手持ちヘラケズリが施され.糸切り痕は消されている c114も回転糸切りと思われるご

色調は赤褐色である。

115 (図版318)は太い棒状の土製品であるコ手担ねの製品で，土師質の焼成であるニ表面は指頭による

凹凸がある。片側の端がすぼまって終わっているが.反対側は欠損している。遺存する長さは8.4cm，中

央の径は2.7cmで、あるこ重さは81.07gであるご色調は淡褐色で.焼成は良好である c 胎士は白色粒・褐色

粒を含む。性格は不明で，奈良・平安時代の遺物であるかも不明である。一部に赤彩痕と忠われるところ

もあるが.不明瞭であるご古墳時代の埴輪とも思われるが.断定しがたL、C

116~ 120 (図版320・321)も性格不明の土製品である。 116・118・119は不整な形状である c 117は棒状，

118もやや長い形態である 120は管玉または棄玉を意識しているのかもしれないが.断定しがたし九 117



も管玉の模倣かもしれないが. 120以上に不明瞭である c また，時期的にも判然としないが，本遺跡にお

ける奈良・平安時代の遺物量の多さから，本項に掲載した。 116の長さは3.0cm. 幅は2.3cm. 厚さは 5mm. 

重さは3.14gである 117の長さは2.2cm. 径は8mm. 重さはl.59gである c 118の長さは2.5cm. 幅はl.3cm.

厚さはl.Ocm. 重さは3.41gであるc 119の長さ・幅は2.0cm. 厚さは0.5cm~ 1.9cm. 重さは36.57gである。

120の長さは3.0cm. 幅はl.5cm. 厚さはl.lcm. 重さは4.37gである二色調は116・120が淡褐色・暗淡褐色.

117が赤褐色.118は褐色・黒褐色.119は褐色である。焼成は.120がややあまいが，そのほかは良好である c
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第5章 中・近世およびその他の遺構・遺物

第 1節概要

本節では，中・近世の遺構・遺物に加えて，時期不明の遺構も掲載している c これらのなかには.奈良・

平安時代の掘立柱建物の一部など，中・近世以外の遺構も含まれるとみられる c 中・近世以外の遺構・遺

物については.強弱の差はあるが何らかの根拠をあげることのできるものを前章までに掲載し不確実な

ものを本章に掲載したc

本章で扱う遺構の種別は溝状遺構.道路状遺構.土坑列.台地整形区画遺構，建物遺構.井戸状遺構，

土坑墓.地下式坑.士坑である c このうち.台地整形区画遺構は，作り出した平坦面の中に.建物遺構や

土坑.溝状遺構などを含む場合があるこ同様に.建物遺構に関連して.井戸状遺構や土坑などが営まれる

場合があるご土坑の多くは性格不明の遺構であるが.柱穴や墓坑を含んでいると考えられる。遺構の種別

毎の数量は以下のとおりであるニ

-道路状遺構・溝状遺構"'56条，台地整形区画遺構...5か所.・建物遺構...2棟.

-井戸状遺構...6基，土坑墓...2基，・地下式坑…3基，士坑…389基，小穴...855基

以上の遺構の時期を概観すると，士坑墓のなかに中世遺構がある。建物遺構は.中世遺構の可能性があ

るものと.近世に属するものがある。また，道路状遺構のなかには，現代から近世まで湖るものがある。

中世以前どこまで湖るかは不明である。台地整形区画遺構も近世を主体とする時期のものと思われる。土

坑の多くは時期不明であるつ

本節では溝状遺構・道路状遺構.台地整形区画遺構.建物遺構およびその関連遺構については，地区を

分割して報告することとしたこその理由のひとつは，東部の遺構群のように大きく地区でとらえる必要が

あること. もうひとつは.同一遺構または関連の強い遺構に.別番号の付く場合があることであるごたと

えゴ. SD-054とSD-053'SX-031の一部.SD-003は連続する遺構であり. SD-017とSD-018も同

様であるコ

遺構種別略号から異なっている場合があることから.これまでのような遺構番号順の記載では.混乱す

る恐れがある c 新たに遺構番号を付けることも一案であるが，遺物の注記や遺物台帳を付け替えることが

困難なことから.原則として調査時の遺構番号を踏襲した。

本書の記載にあたっては.これまでも大まかに東部，南部，中央部.西部の4地区を示してきたが，こ

こでは，東部.南部.中央部・西部の3地区に分割して記述を進める(第576図~第578図)。この区分は

目安程度のものであり.南部を主とする分割図中に一部中央部の遺構を含んでいるコまた，本章の東部に

は. 21N. 210区など平成12年度から平成15年度の調査区を含めない=土坑については.大量に存在する

ことから.原則!として個別の図を省略し.全体を細分した縮尺1/200図面に掲載した(第620図~第668図

の平面図):なお.次節における個別遺構の記載については，士坑以外のものは地区毎に述べるが，土坑

については，一括して記述する。

以下. 3分割した地区毎に，遺構の種別と遺構番号を記載する。なお，同一遺構または関連性が非常に

強いと思われる遺構は中黒(・)を付けて記載する。また，土坑については.ここでは分割図の番号のみ



を記載したが.分割図から漏れているものについては遺構番号を記載したこ個々の土坑については，別に

位置を示す一覧表を土坑の項で掲載したごまた.縄文時代の遺構や近・現代の炭焼窯については.

での掲載が不要と考えるが.一部が分割図中に入っているニ

I 南部地区

・土坑墓

SK -017 SK -018 

.地下式坑

SK -071 

.溝状遺構・道路状遺構

SD -002 . SD -023 . SD -024 SD -013 SD -001 SD -012. SD -014. SD -016. SD -026 

SD-015 SD-027' SX-016 SD-017' SD-018 SD-025 

-土坑

SI -023. SX -003. SX -006.以下の土坑位置分割図中のSK・p...工.I.豆. I. 豆，亙 • L.亙.

9. .坦 TI.g. H. s. ~. IT. ls. ~ 

1 中央部・西部地区

-溝状遺構・道路状遺構.土坑列.台地整形遺構，および関連遺構

SD -022 (南部の分割図に図示) SD -028 . SD -071 . SD -072， SD -029 SD -034 SD -035 

(分割図から漏れ) SD -038 SD -037 SD -036， SD -031. SD -032 SD -030， SD -033 

SD-020 SD-021' SD-040・SD-079'SX-015 SD-019 SX-019 SK-109 SD-042 

SD-058 SX-024 SD-059 SK-451他の士坑列 SD -041 SD -057 SD -055・SD-080・

SD-081 SD-060 SD-061 SD-062 SD-056 SX-025 SD-063 

-井戸状遺構

SK -411 SK -412 

.土坑

SK -109， SX -002. SK -310. P -700. 以下の土坑位置分割図中のSK・p...g. ~. lli. ~. g. 

~， ~. ~. ~. ~. ~. ~.② 

玄東部地区

-建物遺構および関連遺構

SX -010・SX-011'SX-012 SX-020 

.井戸状遺構

SK -054. SK -266. SK -267 SK -588 

.地下式坑

SK -060A SK -068 

• i茸状遺構・道路状遺構，土坑列および関連遺構

SD -004. SK -057. SK -058 SX -015 SX -014 SD -009. SD -010 SD -005 SD -006 

SD -007 SD -008 SD -011 SD -050 SD -051 SD -052 SD -003 SD -054 . SD -053 

SX -023 

-754-



-台地整形区画遺構および関連遺構

SX -030 (旧SX-026) SX-013 SX-029 SX-022 SX-031 (旧SX-027) SX -032 (旧SX-

028)， SD -064， SK -582， SK -583他

-土坑

SK -055， SK -056， SK -066， P -326， P -327. P -328，以下の土坑位置分割図中の SK ・ P"'~ ，

⑧，②，⑧，⑧，⑧，⑧，⑧，⑧，⑧，⑩ 

遺構番号については.上記のSX-030・SX-031 . SX -032を除いて.付け替えていなしh ただし，遺

物の注記は調査時の遺構番号のままであるコなお. SX -026・SX-027 . SX -028は整理段階で縄文時代

の遺物集中地点に付与したものであるc

次に，各地区の概要を述べる。

工l 南部地区(第576図)

中世遺構としては，中央に土坑墓SK-017，SK-018があるこまた.中央やや西寄りに位置する地下式

坑SK-071も中世遺構の可能性があると思われる。

台地の中央や縁辺にいくつかの溝状・道路状遺構がみられるが，多くが近世から現代まで続く道路跡で

ある。なお.地区北寄りに位置する SD-002は正方形に近い形であり.その性格が問題となる遺構である

が，時期的には新しい遺構と思われる c

士坑・ピットの数量は非常に多いが. SD-012の西側には空白地帯がある。また，南縁辺部もやや希薄

であるが，南方の谷に向かつて地形が下るため，小規模な遺構は流失したことも考えられる。西側の北

寄り部分も希薄であるが.この部分は土坑以外の遺構の分布も少ないc 土坑・ピットは南部地区東西の

掘立柱建物跡・竪穴住居跡群の周囲に多く分布する。これらの中には，組むことのできなかった掘立柱建

物跡や柵列の柱穴などが含まれていると思われる。また，中央に平安時代の土坑墓とみられる遺構がある

(SK -026. SK -027) ことから，ほかにも同時代の土坑墓の存在が考えられる。 時期については大部分が

不明であるが.奈良・平安時代のものの方が多いのかもしれないc

Z 中央部・西部地区(第577図)

東西方向に走行する溝状・道路状遺構が多い。 SD-021， SD -040. SD -079は連続する一つの遺構で

あり，小屋ノ内遺跡を東西に貫く道路跡である。現道路が至近の位置にほぼ並行して存在するコ中央部の

SD-020はSD-021と平行しており，道路跡と考えられるつまた.西部中央寄りに位置する SD-042は南

北に走行する遺構であるが， SD-021・SD-040に直角に取り付く道路跡であろう c また， SD-020の北

に位置する SD-030・SD-033， SD -031， SD -032も東西の道路に取り付く道路跡の可能性がある。さ

らに，その北西側に位置する SD-036はSD-031と似ているため. SD-031から直角的に曲がる道路跡と

思われる亡 SD-036の北側，西部地区北側にも SD-037， SD -038の溝状遺構がある c

東西に貫く道路跡は調査区西端近くでSD-055と接続する。 SD-055は東西道路と交わる南北方向の道

路跡である。南側でSD-055と交わる SD-061. SD -062も台地の縁を走行する道路状遺構と思われる。

逆「コ」字状の特異な平面形をもっSX-025は， SD-055の中央で重複し切られているコ性格は判然と

しなし，:)SX -025を切る SD-063は距離が短いため.道路跡か不明であるこ

西部地区南側に位置する SD-041， SD -057， SD -058， SD -059は南に下る斜面を東西方向に走行す

る溝状遺構である。 SD-057は西側でSD-055に接近するが，重複しなし'0しかし発掘調査では確認で
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きないとした方が正しいかもしれないD

中央部南寄りに位置する SX-019は.発掘された平面形が逆「コ」字状であるご東側が範囲外のため.

方形となることも考えられる。規模は小さいが， SD-002と類似する遺構の可能性もあると思われる c

SX -019の北側には，東西に走行する溝状遺構である SD-019がある。また， SX -019の南東方，南部寄

りのところには， SD-022があるご並行する 2条の溝状遺構で.竪穴住居跡・掘立柱建物跡とは重複しな

\，>~ 

西部地区の北側には，整理段階でSX-028の遺構番号を付与した縄文時代の遺物集中範囲がある。この

中には.同時代の遺構SK-305， SK -306， SK -308およびP-1001 ~p -1186 (P -1057を除く)がある c

北端部を除く台地平坦部には，弥生時代~奈良・平安時代の竪穴住居跡が分布しているご分布は濃密では

なく， SD-036の南側は.遺構の空白地域が広がっている。

西部地区南側斜面には.多くの土坑が分布する c そのうちの一部は.南北に一列に並んで， SD -059に

接するため.土坑群と SD-059は何らかの関連をもつのかもしれないこ

斜面の土坑の分布状況とは対照的に，台地平坦部には土坑の分布が少ない。なお.西端の北側には，井

戸跡のSK-411， SK -412があるコ

豆東部地区(第578図)

東部地区の遺構群はおおむね南北に延びる台地上に位置する。調査区中央東寄りに位置する SX-020は

建物遺構と思われるが，出土遺物の様相から.中世遺構の可能性がある。

調査区北端の台地平坦部には.近世の建物遺構である SX-010・SX-011および建物関連遺構が所在す

るc 建物遺構は建て替え等により複雑な様相をみせており，遺構内に竪穴状遺構もみられる。 SX-011の

南に位置する SX-012は，一部が建物遺構の可能性があるが.一部は粘土貼土坑群等であり.建物遺構と

は異なる遺構を含んでいるご建物遺構の周辺には.井戸や道路状遺構がある c また.建物遺構の北は現道

路との聞に遺構の空白地域がある。なお.現道路の北は調査範囲外であるが，台地平坦部が広がっている c

調査区北端には，小屋ノ内遺跡を東西に貫く道路跡の一部がみられるコ西部・中央のSD-021等から続

くもので.西から SX-015，聞を置いてSD-003， SX -031の北側部分へと続く c 調査区内ではやや不明

瞭であるが， SX -032の北側にも道路が存在すると考えられる。 SX-032の東方は遺跡外であるが，道路

は続いて行くコ

調査区の台地東西両縁には.南北に走行する道路跡があるご西側は主としてSD-005，東側は主とし

て， SD -054 . SD -053である。西側の道路状遺構・溝状遺構は，その北側が谷頭で台地が広くなること

もあって，複雑な状態である。 SD-006はSX-010等の西から南西に延びて， SD -005と斜めに交わる c

SD -008， SD -011は谷頭の北側を東西に走行する遺構である SD-011 は西に延びて.中央部のSD-

019に接続するかもしれないが，その聞の調査区外面積が広いため，断定しがたし )0 SD -007は北側で

SD -008， SD -011と直交， SD -005と並行するが，南側は直に曲がってSD-011と並行するc

東側道路のSD-054はSD-003'SX-031の東西道路と直交し北方の現道路に接続すると思われるこ

また， SD -053は調査区中央南寄りで，南側の谷に降りていく o SD -054とSD-053の聞には， SX -023 

があり.南西方向に若干延びてし Eくc 調査区南端近くには， SD-052が所在する。

SD-054の北側から南寄りにかけての西方は.台地整形区画遺構および区画内遺構である SX-030， 

SX -013， SX -029， SX -022がある c

-758-
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SX -010等の南東側には，東西に走行する SD-004がある。 SD-004はSX-010等と重複する部分もあ

るが，ある時期の建物遺構に関連する道路跡で， SD-054に接続していたと思われる。なお， SD-004の

南北には，平行して列状となる士坑群がある。やや深い遺構群である。

SD -050， SD -051は調査区中央部を東西に走行する溝状・道路状遺構である c その両端はほぼ東西両

縁の南北道路・台地整形区画遺構に達しており，東部地区の台地を南北に区分している c

谷奥に位置する SX-031は斜面を整形区画した遺構でもあり，比較的平坦な面が広がっている c この状

況はその東方のSX-032でも同様である c SX -032には建物遺構や井戸があり， SX-031には便槽と思わ

れる常滑の埋棄があるこまた，両者には，大小様々な土坑群等もみられる。 SX-031とSD-054の間には

階段遺構もみられる。

その他の遺構では， SX -010等の周辺に所在する土坑群のほか，地下式坑SK-060AがSX-010の東方

に位置するコまた，そこからやや南に離れたところにも，地下式坑SK-068が所在する c

そのほか，土坑・ピットは東部地区に多く存在する c しかし東部地区が奈良・平安時代の竪穴住居跡・

掘立柱建物跡の濃密な分布地域であることから，南部地区と同様に，組むことのできない柱穴など.奈良・

平安時代の遺構も多く存在すると思われる c

なお.SX -010等から東方のピット群および溝状遺構がSX-014として調査されている。このうち，ピッ

ト群については南方に位置するピット群と区別しがたく，遺構のまとまりとしては疑問である。

第2節遺構・遺物

1 南部地区

( 1 ) 土坑墓

SK-017 (第579・669・671・674図，図版166・324・325)

南部中央の19T区に位置する。形態はやや丸みをもっ長方形である c確認面での形は楕円形状であるが，

底面は直線的な部分がある。なお，平面形は隅丸を呈し， とくに底面は長方形状である。長辺の向きはほ

ぼ東西方向である。上端の長さは2.5m，幅は1.95m，底面の長さは 2m，幅は1.25m，確認面からの深さ

は50cmで、ある。底面は平坦で，壁との境は明瞭であるが，短辺西壁側はやや丸みをもって立ち上がる。壁

は直立的であるが，両長辺上部がやや緩やかな傾斜となり，広がる。堆積土上層はロームブロックを多量

に含み，下層もローム粒・ロームブロックをやや多く含むc 埋め戻された土層である。焼土・炭化物はみ

られなし'0人骨は検出されなかった。

本遺構の北 1mのところに.土坑墓SK-018が所在するが，時期的に近い遺構と思われる c また，本遺

構は，古墳時代円墳の周溝と思われる SX-005内に位置する c そのほか，本遺構の周囲には，奈良・平安

時代の掘立柱建物跡や竪穴住居跡が密に分布している。

遺物(第669・671・674図，図版324・325)

第671図1. 2は板碑片である(遺構図は石 1・石2)0 1は石墨片岩製で，下総型の板碑である。厚さ

は2.9cmで、ある。色調は暗青灰色，淡灰色，灰褐色が入り交じり，銀色の光沢がある。 2は点紋緑泥片岩

製で.武蔵型の板碑である。厚さは現状で 1cmで、あるが，石材は剥がれており.当初より薄くなっている。

色調は灰緑色であるが.片面はやや褐色味を帯びているこ 1 . 2とも銘・文様はみられない 2 第674図1

は銭貨で.天聖元賓である(遺構図は銭 1) c 直径は2.3cm，重量は1.68gである。初鋳年は1，023年である D
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石1. 2は堆積土中層から.銭 1は底面から出土したっ陶磁器片は破片で.上層出土であるこ遺存が悪い

のは.出土状況によることも考えられるコ板碑片および陶磁器片は.本遺構またはSK-018に伴うものと

いえよう。

第669図および図版325の1は古瀬戸揺鉢の体部から底部片である。摺目は体部内面及び底部内面に施さ

れている c 底部外面には糸切り痕が残されている c 古瀬戸後期 (15世紀代)のものである c 2 . 3は土師

質の杯で. lS世紀代のものである 2は体部が直線的に聞き.口縁部がやや外傾するものであるコ底部外

面には糸切り痕が残されているミ 3は体部から底部で.非常に厚手の作りのものであるご底部外面には糸

切り痕が残されているコ

SK-018 (第579・669・671・672図.図版166・324・325)

南部中央の19T 区に位置する。形態は円形であるが，東西方向がわずかに長しミ。上端の径は 4m~4.3m ，

確認面からの深さは0.9m，底面の径は2.55m~2.95mである。底面中心のやや東寄りから北側にかけて.

階段状の掘り残し部分がある c 底面はその部分を除いて中心が低く.壁際は高まっている。底面から壁に

は滑らかに移行し壁は斜めに立ち上がる三階段は二段であり.平面形は不整な長方形状の形態である亡

底面からみて一段目は.底面からの高さが21cm. 二段目の高さは.一段目から14cm，底面からは35cmで、あ

るつ二段目の深さは，確認面から50cmで、ある c 階段基部の幅は.底面中心側で、60cm，壁面側はやや不明瞭

であるが1.1m以上で、あろう。階段上部の幅は，一段目で、50cm，二段目はやや不明瞭であるが， 70cm程度

であろう c 階段部の南側の底面には，最大長さ2.95m.最大幅1.05mのスペースがある。

堆積土は概してローム粒・ロームブロックの含有が多いが. とくに上層は多量に含み.一部中層にも

ローム主体の土層がみられる(7層)こまた.全体的にしまりのない土層であるz 以上の様相から.本遺

構の堆積土は埋め戻された土層といえるこさらに，底面中央から20cm~40cm上部で，焼士粒・焼土ブロッ

ク主体の土層がみられる (6層)。焼士の分布は.径約50cm.厚さは8cm程度で、ある。 6層以外にも焼土粒・

炭化粒を含む土層が多い。

本遺構からは人骨の出土がないが，その内容により土坑墓と考えられる。堆積士に焼土が含まれている

が，底面・壁には焼けた様相がみられず.火葬施設とするには.根拠が弱し=。火葬施設関連の士坑墓かも

しれなしh しかし階段部分の南側には.土葬に十分な空間があり.その場合，焼土は葬祭時や追善供養

のときに.火が焚かれたことによって生じたものであろうっ

遺物(第669・671・672図，図版324・325)

出土遺物には，中世の板碑片，土師質の土器片があり，本遺構に伴うものである。その他に，古墳時代

から奈良・平安時代の土器片があるが，周囲からの混入品である。板碑は中央からやや南寄りにかけて出

土した。出土層位は下層から上層におよぶが. もっとも大型の破片は上層からの出土である。土器は底面

および中層から出土した3 第671 ・ 672図 3~6 は板碑で.いずれも破片である(遺構図は石 3~石 6) c 

3は緑泥片岩製. 5・6は点紋緑泥片岩製で¥武蔵型の板碑である c 4は石墨片岩製で.下稔型の板碑

である。 3は.この中では大形の破片である。厚さは2.3cm，遺存する長さは中央で、39cm. 幅は20cmで、あ

る。図示した左側の面のやや上部に文様がみられる。石材の剥離のために不鮮明であるが，種子の一部と

思われる。色調は淡灰緑色で.やや褐色味を帯びる部分がある。 4の厚さは2.2cmで、ある。石材の表面は

剥落していると思われる。 SK-017の石 1と同一固体の可能性がある。 5の厚さは1.8cm，6の厚さは2.7

cmで、ある=色調は灰緑色で.やや褐色味を帯びる部分があるつまた， 6は淡黄色粒を多く含む。 5・6と
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B 石1 石2 B' 31.8m 

主主主?
銭1 SKー017土層

I暗褐色土ロームプロック多混 叶 1
o (1/40) 1m 2.D開色土霜降状に黒色士混 ~ 11句 l 

3暗褐色土 ロームプロック少混 .0 wー D ・，B 
4 暗褐色土黒色土ローム粒等量混 包 fi' A A' 31.8m 
5褐色土 ロムプロック混粘性強 fi' 

SK-018土層
I暗褐色土 ソフトローム.ハードロームプロック多混

2 暗褐色土 ソフトローム 硬いロームプロック多混

3暗褐色土 ソフトロームホ王状に含!その間黒色土居が充填焼土粒生混

4黒褐色土 3とほぼ同じ ゃや暗い
5黒褐色土 黒褐色土多 ソフトローム水玉状に含

6黒褐色土 焼土粒焼土プロック多混

7 ソフトローム
8 黒褐色土 ソフトローム焼土粒含炭化粒少梶

9黒褐色土 焼土粒比較的多

10ハードロームプロッ ク
11褐色土 ソフトローム多古 。 (1/80) 4m 
12褐色土 ハードロームプロァク多混

13暗褐色土 ソフトローム縞状に含
14暗褐色土 硬いロームプロック ソフトローム混焼土粧少混

15里褐色土 ソフトロームホ王状に吉焼士粒わずかに混

第579図 SK-017・018

SK -017の石2は同一固体の可能性がある。現状では. 4~6 に文様・銘文等はみられない。

第669図および図版325の 4~6 は土師質の杯で. 15世紀代のものである。いずれも口縁部まで遺存しな

いが. SK -017の2の杯と同様に直線的に開くものと考えられる。4は5・6に比べて深い器形になると

思われる。いずれも底部外面には糸切り痕が残されている。

( 2 ) 地下式坑

SKー071 (第580・673図，図版169・324)

南部中央やや西寄りの18T区に位置し北東から南西に下る緩斜面に立地する。底面の深い方を主室，

浅い方を出入口部とするが，出入口部と主室の聞に，その間の深さの部分がある。この部分については，

かなり深さがあるので主室の一部とみられなくもないが，便宜的に出入口部後室とし浅い部分を出入口

部前室とする。出入口部前室の平面形は丸みをもっ長方形で，かなり幅が広い。出入口部後室も丸みをも

っ長方形，主室は不整な楕円形である。

出入口部から主室の奥壁中央に至る娘を主軸とすると，主軸方位はN-220-Eである。なお，出入口部

前室の長軸(主軸からみて幅)は主軸に対してやや曲がっている。主軸長は1.9mであるが，出入口部前

室の幅は2.l5mで，より長い。出入口部前室底面の奥行きは50cm. 幅は1.9m. 出入口部後室の上端幅は 1

m.底面の幅は0.8m.奥行きは30cm.主室の上端幅は1.3m.底面の幅は0.9m.奥行きは50cmで、ある。なお，

奥壁は主室北側の上端からlOcm程度えぐれている。奥壁と出入口部後室の壁は直立的であるが，主室から
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第580図 SK-071 

いが，東から西に若干下っている。

SKー071土膚
l黒褐色土 ローム粒少混
2 明褐色土非常に軟らかい パサパサ

3暗褐色土ローム粒含斑
4褐色土 3よりローム粒多
5 黄褐色土 ソフトローム含軟らかい
6 黒褐色土 ローム粒少含 しまり良
7尚色土 少ロームプロック含軟らか

8筒色土 少ロームプロック合

9 黄褐色土 ロームプロック主体

10明褐色土 少ロームプロック含

出入口部後室に立ち上がる

壁は，若干傾斜している。

確認面からの深さは，出入

口部前室が10cm~20cm， 出

入口部後室が75cmで， 主室

は北側上端からL3mであ

る。出入口部前室と出入口

部後室の底面の差は45cm，

出入口部後室と主室の差は

30cmで、ある。主室の底面は

やや凹凸があるが，傾斜は

ない。出入口部の底面は，

前室・後室とも凹凸は少な

堆積土は下層にロームブロック主体の土層があるが (9層)，埋められた土層である。北側の壁を崩し

て埋めたと思われるが，掘り上げた土を埋め戻した可能性も考えたい。中・下層はローム小ブロックを含

む褐色土であり，埋め戻しの土層と思われる。上層は黒褐色土・暗褐色土主体であり，自然堆積の可能性

もあるが，掘り上げた土を上から戻せば，上層は黒色土主体となる。

主室の位置であるが，上層から，五輪塔の一部が出土している (第673図10)。下から 2番目の塔身 (水

輪)と思われる。最大径は19cm，遺存する高さは12.6cmで、ある。軒(火輪)と接する部分がやや窪んでいる。

石材は安山岩である。そのほかに図示はしなかったが，カワラケの破片が出土している。

本遺構は，土坑墓の可能性があると考えられる。なお，形態から地下式坑としたが，天井部が存在した

かどうかは判然としない。

( 3) 溝状遺構・道路状遺構

SOー002・SO-023'SOー024(第581図，図版155. 313 . 325) 

南部北東寄りの19S. 19T . 20S・20T区に位置し溝状の掘り込みがほぼ正方形にまわる遺構である。

規模は，確認面上端外側で、36.5m~38m，内側で;32m~34mで，大規模な遺構である 。 北側は遺存がよく ，

北辺の溝の幅は2.5m，深さは45cmで、ある。遺存は南側にいくにつれて悪くなり， 幅は狭く，浅くなる。

溝の底面は外側で深いが，内側は浅く，内側の立ち上がりは，底面と壁の境が不明瞭な部分が多い。東西

辺の方向は南から北に向かつてみると， N-llO-Eである。立地する地形をみると，西辺側は平坦であるが，

東辺寄りは東に下る緩やかな斜面となる。

南辺の東寄りには， SI -034が所在する。SD-002は東辺，北辺，西辺からまわって南辺がSI-034にぶ

つかるところまでで，本遺構の大部分を占める。SI-034の東側にはSD-023がある。この遺構はやや南

側に位置するが，南辺の一部と思われる。また， SD-024は東辺の南側の延長方向に位置する。東辺と

の聞には途切れた部分があり，方形の形態からはみ出すが，走行方向から東辺の一部と思われる。以上，

SD -002 . SD -023 . SD -024は本遺構を構成する一体の遺構と思われる。SD-024まで含めた東側の溝
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の長さは44mで、ある。東辺側は中央南寄りで外側にやや開く。南辺も中央でやや内側に入札束端でやや

外側に開く。南東隅周辺に本来的に途切れた部分があるかどうかは判断が難しいが，東側が緩斜面になる

ことと，溝が浅いことから，途切れていなかった可能性を高く考えておきたい。なお，方形溝の内側には

5D -013も所在する。断面形態が異なるため，本遺構とは別の遺構としておきたい。北東隅に接する点が

気になるが，偶然であろう c 堆積土は暗褐色土・黒褐色土主体で.下層は概してローム粒・ロームブロッ

クを多く含むD 自然堆積と思われる c

方形溝は奈良・平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡および円墳5X-007と重複しこれらの遺構を

切っている c その内部にも弥生時代~奈良・平安時代の竪穴住居跡が存在するが.本遺構以前のものであ

ろう。そのほかに土坑・ピットが30基程度あるが.本遺構に関わる状況はうかがえなl.t¥ 0 以上，方形溝の

内側には，本遺構に関わる遺構の存在がみられない。しかし方形溝が整然とした形態であることから，

考古学的証拠を残さないものの，溝内側は外側とは区画された何らかの空間であったと考える。

本遺構の時期・性格について，出土遺物からは判然としないが.近世の溝状遺構と思われる 5D-001と

関連する遺構であるならば.同様に近世遺構と思われるコ

遺物(図版325)

7は土師質のカマド敷輪の小片である。図示したもの以外では.倍熔の小片が1点出土している。

80-013 (第581図，図版155)

南部北東寄りの20T区に位置する溝状遺構である。長さは28m，幅は 1m~1.6m，深さは20cmで、ある。

底面の幅は0.7m~ 1.2mで，比較的幅が広く，平坦である。北東から南西方向に走行し北東側は SD-

002の北東隅に接して止まっているが，底面の形態、が異なることから，別々の遺構と思われる。 5D-002

の外側に続く可能性があるが，浅いこと.緩斜面となること，調査区外に近いことにより，判然としないc

斜面際を北東に延びて5D-022に接続することが考えられるが.かなり距離があるため，可能性の指摘

にとどめる c 南西側は51-033と重複する o 51 -033と接してからその先は確認されなかった=また. 51-

072 . 51 -073 . 51 -074ゃいくつかの土坑と重複する c 竪穴住居跡との新旧関係は不明であるが.おそら

くは本遺構が切っていると思われる。堆積土は暗褐色土・黒褐色土主体で，少量の焼士粒を含む。 浅いた

めやや判然としないが， 自然堆積と思われる。

80ー001 (第582・673図)

南部中央から南寄りの19T.19U 区に位置する溝状遺構である。長さは51m，幅は0.8m~ 1.3m，深さ

は25cmで、ある c 底面中央は比較的平坦であるが，壁への立ち上がりは丸みをもっ部分が多しL 南北方向に

走行するが，やや束に振れている o 5D -002西辺の延長上に位置することから. 5D-002と関連するか，

一体の遺構の可能性がある。 5D-002南西隅との聞は15m程度空いている。遺構全体図をみると， 5D 

002からは途切れているように思われるが，竪穴住居跡、や掘立柱建物跡群が存在することから，その聞の

距離はもっと少なかったかもしれなしh 断面形態をみると， B-B'. E-E'は5D-002とやや似ているが，

ほかは不明瞭である。

本遺構のもっとも南側は，古墳時代前期の竪穴住居跡である SX-004を切っている。ちょうど， 5X-

004のところで平成元・ 2年度調査区と平成3・4年度調査区に分かれているが.本遺構は南側の平成3・

4年度調査区では，調査されていないc 遺構の状態から南側に続くと思われるが.この部分は南方の谷に

向かつて緩やかに下っていく地形のため.底面まで浅く，確認が難しい状況であったと思われる。本遺構

-765-
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。 (11400) 10m 

下宅ご6

下車マ

6宍手之さジ

葉芸書f

芯三~一

ヌ設7

SO-001土層
la褐色土 ローム質砂質
lb褐色土 ローム質。砂質!暗褐色土縞状に混
2 褐色土 砂質土暗!火色 仁世泌

3褐色土 時灰色土混

4 ソフトローム 陥褐色土少i見
5 補色土 附灰色砂質土混

6.11青褐色土 日青灰色砂質土混

7.lfft褐色土 時灰色砂質土混

8.1町褐色土 ソフトローム多梶

9 ソフトローム ハードローム多?見

10暗褐色土 ソフトローム混

11暗褐色土 淡黄色砂質土混

12.m褐色土 ソフトローム混粘性あり

第582図 SD-001 

周辺は竪穴住居跡や掘立柱建物跡の分布密

度が高く， SX-004以外にも多くの遺構と

重複しており，本遺構が切っていると思わ

れる。堆積士は褐色土・暗褐色士で，やや

砂質である。下層はローム粒を多く含む。

主と して，下層から若干量の火山灰が出土

している。暗灰色の色調で，宝永の火山灰

と思われる。このことから.本遺構の時期

は近世と考えられる。

遺物 (第669・673図，図版325)

第673図9は板碑片である。石墨片岩製

で，下総型の板碑である。厚さは1.7cmで、

ある。色調は暗青灰色，淡灰色，灰褐色が

入り交じり.銀色の光沢がある。本遺構は

中世の土坑墓SK-017， SK -018に近いと

ころを走行しており，板五車片はどちらかか

ら混入したものであろう。

第669図および図版325の8は土師質の杯

の体部下半から底部片である。底部外面に

糸切り痕，内面に渦巻き状の工具痕が残さ

れている。15世紀代のものである。

SOー012，SO-014， SO-016， SOー026(第583図，図版155・156・157・323・325)

SD-012' SD-016は現代まで使われている道路と重なり 接続する道路状遺構である。SD-014は

SD-012と接続する溝状遺構であるが，これも道路跡であろう。また. SD -026はSD-016と接続してお

り，道路状遺構と恩われる。以上の遺構はその位置関係からまとめて記述する。SD-012・SD-016は下

層 ・床面上に江戸時代の宝永年間に堆積した富士山の火山灰が堆積している。時期は現代から宝永年間ま

でi朔るが，それ以前はどこまで湖るか不明である。

SD-012は本遺跡の中央を北北東から南に縦断する道路の一部である。溝状の掘込みは19S. 19T . 19U 

区に位置し南部地区中央を南北に縦断している。 溝状部分の長さは89m，幅は1.5m~4 m，深さは最

深部で;70cmで、ある。溝状部分の北部には円墳SX-001があり，その西側周溝で重複している。この周溝部

分で暗褐色土の硬化面が高まって，溝状の掘込みは消えている。しかし現代まで使われていたSX-001 

の北東側の道路と接続しさらに北方に続いて，本遺跡を貫く東西道路に接続している。なお， SX -001 

の周溝西側では， SD -012の延長上に10数基の土坑・ピットがあるが，そのうちの一部は一直線上に並ん

でおり， SD-012と関係するものかもしれない。SX-001南側の台地平坦面の溝状部分は，概して浅く，

遺存の良い部分で20cm程度の深さである。底面は比較的幅が広く，凹凸はあるが，大きくみれば平坦で、あ
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SD -012の南側は南西に下る緩斜面となる。南西側からは谷が入っているが，南端で南西側に曲がって

いる c そこから先の南西側斜面は調査区外であるが.谷に向かつて降りていくものであろう c この南端部

はもっとも幅が広く.深さもあるコ底面は低い西側にやや下っているが，斜面を削って比較的平坦な道路

面を作り出している c

SD -014は南部南寄りの19U区に位置し. SD -012の中央南寄りの西側で. SD -012に斜めに接続する己

土層観察の所見では. SD-014がSD-012を切っているコ発掘した長さは 9mであるが.調査区外の南西

側斜面を下り.南西の谷に向かう道の一部であるコ確認面の幅は1.2m~ 1.7m. 深さは20cm~30cm. 底面

の幅は 1m前後で、あるご

SD -016は南部西側で. 18T区主体に位置する。 SD-012の中央やや北寄りの西側で. SD-012にやや

直角に近い角度で接続する SD-016も次第に南西方向に向きをとり.南西側斜面を下ってし=く c この道

路は調査区外の斜而で.向きを西に変え，西方の谷に出ていくご調査した長さは81m. 上端の幅は0.8m~

1.9m. 深さは20cm. 底面の幅は0.5m~ 1.5mである。底面中央は硬化している c SD-012と接続する部分で，

土坑SK-089と重複するが. SD -016が切っているニ SK-089の平面形は隅丸方形であるが.底面は上面

形よりも整然とした方形である。中央の長さが2.4m. I隔が2.1m 深さは0.8mである。 SK-089はSD-

016内にほぼ収まるため. SD -016 . SD -012と関係する遺構であろうかごしかし.やや深い遺構であり.

SD -016はSK-089堆積土上部に作られている c SK-089の堆積土は黒褐色士主体で¥若干のローム粒・

ロームブロックを含むc 堅くしまっているが， SD -016ドに位置したためであろう。

SD -026は南部南西端の17U区に位置する SD-016の南端近くに接続し.西側に延びる遺構であるこ

台地の平坦部から斜面にかかる肩部に立地し北側を削って，比較的平坦な面を作り出している c 南側は

斜面のため.EZ-がなく.溝状とならなし、長さは13mで.そこから先は確認されなかったc 幅は削られた

上端から 3.4 m. 底部の平坦面は2.6m~ 3 mである c 平坦面と北側上端の高さの差は0.6mである。平坦面

にはおよそ20基のピット・士坑がある口平坦面の南側には，近・現代の炭焼き窯SK-185があるつ SD-

026は. SD -016から SK-185に至る道と思われ.多数のピット・土坑は炭焼き作業に関係する痕跡であ

ろう c

SD-012. SD-014. SD-016. SD-026は現代から近世まで湖る道路(跡)である=なお. SD-012 

の西側には，古代集落の空白部分があるが.東側で掘立柱建物跡と重複していることから.偶然の結果で

あり.古代まで湖るものとは思えないc

遺物

8Dー012(図版325)

9は倍熔の口縁部から体部片で. 19世紀代のものである。図示したもの以外の破片は.陶器碗 1点.倍

熔 1点.土師質の焼炉の内部施設1点が出土したコ

8D-016 (図版325)

10は瓦質の深鉢形土器の口縁部片である c 外面に凸帯が2条みられるご器表面は黒色を呈する己

SO-015 (第583・674図.図版156・313)

18T・18U区に位置する ε 南西側斜面上部を斜面に対して比較的平行に走行する溝状遺構である c 長さ

は26m. 幅は0.6m~ 1.6m. 深さは遺存のょいところで;30cmで、あるコ緩斜面に立地するため.底面は北側
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50ー012土層
A-A' 1.1晴樹色土 ロームプロ yク多混

2 暗褐色土ローム粒木炭粒焼土粒少混

3 暗褐色土 ローム粒少混

4 時制色土 ローム粒少浪
5暗褐色土 ローム粒少混 しまりなL
6 褐色土 ソフトロームi昆
7 賭褐色土 ローム粒少混

S-s' 1.8音褐色土 しまりあり
2黄褐色土 ローム粒多混 しまりなL
3暗褐色土 ソフ トローム少混
4 日高褐色土 3層よりやや明るい

50-016土層
1 -l' 1時尚色土 ソフトローム少i見
J -J' 2暗悩色士 ローム粒少混

3賞褐色土 ソフトローム多混
4 暗褐色土 ロームプロ ック混

K-K' 1暗褐色土 ローム粒少混
2黒褐色土 ローム粒少混
3 時相色土 ロームプロ ァク生、i昆 ⑧ 
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A 1 第574図81 A' 29.8m 
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一?平=戸一 F F' 3O.4m 

K K' 30.9m 

ベ三再三p:i

D 
第574図82

D' 29.9m 
5Xー016土層
I 赤褐色 焼土

2黒褐色土 ソフトロームまだらに含
3暗尚色土 ローム粒を多量に古
4 賞褐色土 ローム粒を多最に含
5. ~.I.~褐色士 2より黒味をおびている
6暗褐色土 しまり弱
7 黒筒色土 しまり弱
8.1情褐色土 ロームプロァク若干吉

SD-015 
A A' 3L3m 

~ 

ヰキヲ共同
E E'29，7m で ダケ:

~ 
B' 3L3m 

工~〆f
C c' 29.7m 

C c' 

o (1/160) ベ~
(SX -016断而)

SD -026 A 

一'--一一
50-015土層
A -A' 1暗褐色土 ローム粒少混

2暗褐色土 ローム粒多混
3暗褐色土 ローム粒少混

B -s' 1 H~褐色土 ソフトローム少浪

C -C' 1里褐色土ロ ム粒少混

2 暗褐色士 ソフトローム混

A SD-026 '¥'29.7m SD-012 
D D' 32.0m E E' 32.0m 

てミヌヱ二二会 「ミ三手一一γ

B B' 29.7m B B' 3L8m C c' 32，Om 

てミ豆~ スヰ工手~

A A' 3L3m 

50-026土層
A -A' L褐色土
B -S' 2a黄褐色士 ローム土混

2b黄褐色土 ローム土混
3 暗褐色土 ローム粒混

4暗褐色土
5暗褐色士 ローム粒混 しまりなし
6黄褐色土 ソフトローム
7 暗褐色土

。 (1/80) 2m 
。 (1/400) 20m 

(SX -016以外の断面) (平面図)

第583図 SD-012'014・015・016・026・027.SX -016 



が高く，南側が低い。 幅は0.4m~0.9mである 。 北北西から東南東方向に走行するが，東側は斜面に添っ

て南東方向に曲がっている。硬化面はみられない。東側でS1-064と重複し，本遺構が切っている。西側

はS1-127・S1-128の近くで消えている。堆積土は暗褐色土・黒褐色士主体で，自然堆積と思われる。

第674図16は銅製品である。製品の用途については判然としない。非常に薄い作りで，左側に図示した

凸面側が表面，右側に図示したやや窪んだ側が裏面と思われる。表面の長軸中央に， 2条の平行線が刻ま

れている 。 長い方を横向きにして図示 したが， 片側が欠損している 。 幅は1.3cm~1.6cm，現状の長さは2.7

cm，重さは1.7gである。

SOー027・SX-016(第583図，図版162・325)

SD -027・SX-016は18T.18U区に位置し 南に下る斜面に立地する。SD-027とSX-016は，前者が

平成5年度調査区後者が平成3・4年度調査区に位置する。本遺構は，調査年度が異なるが，関連する

遺構と思われる。SD-015同様，斜面に対して比較的平行に走行する溝状遺構である。調査年度が異なっ

たため.調査した部分に若干の組舗が生じたが， 一連の遺構と思われる。走行方向は，東側がおむね東西

方向であるが，西側は南西方向に曲がっている。

SD-027部分の長さは15.5mであるが， SX -016を合わせると， 22.5mである。上端の幅は遺存のよい

部分で'1.8m，底面の幅は1.6mで、ある。確認面から底面までの掘込みは浅く，底面も北から南に下ってい

る。北側上端から底面中央までの深さは，25cm前後で、ある。底面よりも南側の確認面上端の方が低く，明

瞭な溝状にならない部分がある。底面はやや凹凸があり，いくつかの土坑・ピットと重複している。また，

SD-027部分の中央部南側で， S1 -153と重複するが，本遺構が切っている。堆積土はローム粒を多く含

む暗褐色土・黒褐色土で，上層には焼土層もみられる。

遺物 (図版325)

11は益子産陶器行平の口縁部から体部片である。体部外面に回転施文具による文様が施される。体部外

面は錆柑，内面は柿柚が施される。口縁部は露胎である。

SOー017・SO-018(第584図，図版156)

南部南端斜面で，中央から東寄りの19V'20U . 20V区に位置する。斜面の傾斜にほぼ平行して.東北

東から西南西に走行する溝状遺構である。調査期間に聞があったことにより，異なる遺構番号を付してし

② 

B 。 (1ペ00) 20m 

A ，I¥'29.2m B B'29.2m 

l黒色土 ソフトロームi昆
2暗褐色土 ローム粒多混
3賞褐色土 ローム粒多極
4 時褐色土 ローム粒少混
5褐色土 ローム粒多混

6 黄褐色土 ローム粒多混

。 (1180) 2m 

第584図 SD-017・018
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まったが，同一の遺構である。およそ東半分がSD-017，西半分がSD-018の範囲である。長さは53m，

幅はl.3m~3.5m，深さは遺存のょいところで0.5mで、ある 。 北側壁上端と南側壁上端の高さの差は，最大

で'l.25mで、ある 。 底面も北から南に下っているが，幅は0.6m~2.5mである 。 西端と東端の高さの差は2.3

mで、ある。斜面に位置するが，西端の地形はかなり傾斜が緩くなっている。中央部でSI-082，西寄りの

ところでSI-109と重複し本遺構が切っている。その他に，いくつかの土坑・ピットと重複するが，新

旧関係は不明で、ある。堆積土は黒色土を主体とし，自然堆積と思われる。

出土遺物は奈良・平安時代のものが多く，古墳時代の土器や勾玉も若干みられる。しかし本遺構の時

期については，平安時代の竪穴住居跡を切っていることから，平安時代よりも新しい時期のものである。

古代の遺物は周囲に多く所在する竪穴住居跡や掘立柱建物跡から流入したものと考えられる。また，獣骨

が1点出土している。若齢のイノシシまたはブタと思われる大腿骨である。

80-025 (第585図，図版157)

南部南東端斜面の20V・21V区に位置する。緩斜面にほぼ平行して東西に走行する講状遺構である。長

さは 1 l.5m，幅は2.4m ~3.3m，深さは遺存のょいところで、45cm. 底面の幅は 2m~2.6mである 。 底面は

北から南に下っているが，地形の傾斜と比べれば緩やかで，比較的平坦な部分もある。斜面に位置するた

め，底面の多くは粘土層が露出している。ピットが2か所あるが，本遺構に伴うものとは思えない。西端

でSK-167と重複するが，新旧関係は不明である。本遺構はSK-167に接して止まっており，そこから西

方にはみられない。また，西寄り北側でSI-133と重複し本遺構が切っている。

④ 

。 (11160) 8m 

第585図 SD-025

2 中央部・西部地区

(1) 溝状遺構・道路状遺構，土坑列，台地整形遺構および関連遺構

80-022 (第586図，図版157)

A A' 27.0m 

B B' 27.0111 

九一一~穴
。 (/80) 2m 

中央部南東寄りの21R.21S区に位置し東から西に下る緩斜面に立地する。北北東から南南西に方向

をとる 2条の溝状遺構が，約2mの距離を置いて平行に走行する遺構であるが，両側に側溝をもっ道路跡

と思われる。調査した長さは15mで、あるが，南北両側の調査区外に続いていく遺構である。幅は左右の溝

の外側の端から端まで、で、4，5mで、ある。左右の溝聞は一部で，中央が若干高まっている。やや判然としな

いが，若干硬化しているように思われる 。 北を上にみて，左側の溝の上端幅は1.5m~2.3m，底面の幅はl.2

mで、ある。底面の状況は一様で、なく 一部が溝状に深くなっている。中央部と内壁側に溝状部分があると

ころがも っとも遺存がよいが，その部分で深さをみると，中央の溝状部分の西側が30cm，溝の深さは西側
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SD-022土層
l暗尚色土 ローム粒多出
2褐色土 ソフトロム多混
3暗筒色土ロムf，'V、iJt.
4 黒褐色土 ローム粒少i昆
5. aff褐色土 ローム粒少?見褐色土i見
6黒褐色土褐色土混 ローム粒少混
7 褐色土 ローム粒多視
8黒褐色土焼土粒混 ローム粒少混
9時総色士焼上粒混ロ ム粒少混

第586図 SD-022

底面から30cmで、ある。そこから南側は整然とした状態ではなく，内側(東側)の壁の立ち上がりが不明瞭

で，道路面と思われる部分との差がなくなってくる。また，西側の底面は南端では壁状になってくる。右

側の溝は長さが92m，上端幅が1m，底面の幅が0，7m，深さは15cmで、ある。南側では掘込みがみられな

くなか左側の溝の変化に対応している。左右の溝聞から，ピットが1か所見つかったが，両溝聞が道路

面とすると，本遺構に伴うものとは思われない。

SOー028・SOー071・SO-072，SOー029(第587図，図版157・325)

SD-028' SD-071・SD-072は中央部北寄りの20P区に位置する道路状遺構である。調査が複数年度

にまたがったことや，複雑な形状から，異なった遺構番号が付いているが.同一遺構である。また，平成

14年度調査のSD-070とも接続しており， SD-070の南側から直線的な形態をなす遺構である。ほほ南北

に走行する道路跡で， SD -070の南側部分を含めた長さは36m.深さは遺存のょいところで、35cmで、ある。

幅は南側部分で'3，8m. 中央部分でL6mで、ある。南側部分がもっとも幅が広いが，この部分は道路を作り

直していると思われ，中央部分の幅が本来の幅であろう。底面の幅は，中央部で、0，7mで、ある。壁は東側

には急角度で立ち上がるが，西側は揺るやかに立ち上がる。底面は凹凸が著しい。堆積土は一部に硬質な

土層がみられる。

SD-029は， SD -028・SD-071・SD-072の南寄り部分の西側に位置し SD-028にほぼ直角に接続

する。東西方向に直線的に走行する溝状遺構で，長さは20m，上端の幅はL6m，底面の幅はL4mで、ある。

確認面から底面までは浅く， 15cmで、ある。底面はほぼ平坦である。硬化面はみられないが，位置関係から

SD -028等につながる道路跡と思われる。

SD -028 . SD -071・SD-072の道路跡は北側で東西方向の道路とのT字路をなす。東西道路の西側は

SD-070の西側部分であり，東側部分はSD-068である。SD-068の東方・南方はさらに何条かの溝状遺
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4 ロームプロ ック

F -F' 1暗尚色土 ローム粧炭化粒少混 しまりあり
2黒褐色土 ローム粒 ロームプロック多混 炭化粒少混
3黒褐色土 ローム粒少混

。 (1/160) 8m 

十五1'-78

第587図 SD-028・029・034・071・072

構がある。

SD -028 . SD -071 . SD -072は奈良 ・平安時代の竪穴住居跡と重複していないが，竪穴住居跡群は

非常に近い位置にある。SD-070・SD-068が掘立柱建物跡と重複することから， SD-028' SD-071・

SD -072も奈良・平安時代よりも下る時期のものであろう。
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遺物 SOー028(図版325)

ぐ④
SD -035 

12・13は瀬戸・美濃産陶器である。12は輪禿

¥一、、、 皿の口縁部から体部破片である。内外面とも灰

A A'29.3m 紬が施される。18世紀後半のものである。13は
一.

ー一、、ーーー一ー〆Fー
桟付きの灯明皿の受皿である。全面に錆紬が施

されるが，体部外面下方から底部外面は拭い取

られている。体部外面には直接重ね焼きした紬

着痕がみられる。19世紀中葉のものである。図

SD-038 ぽ¥ //// // 
示したもの以外の破片は，陶器皿 1点・徳利 1

点・香炉2点が出土している。

SO-034 (第587図)

中央部北寄りの20P区に位置する土坑列であ

る。小屋ノ内遺跡の中央部は北から谷が入って

いるが，本遺構はその谷に下る緩斜面に立地す

る。地形は東やや南側から西やや北側に下り，

本遺構は地形の傾斜に平行する。土坑の両端間

の長さは15mで、ある。列はおよそ北北東から南

→190-22 南西に走行するが，南側ではやや南向きとな
る。土坑の数は13基で 一部が連接している。

各土坑の規模は，小さいもので、0.5mxO.3m， 

大きいもので'1.2mx 0.9mである。深さは浅い

もので、16cm，深いもので、63cm，平均値は33cmで、

ある。6基と，ほぼ半数の土坑の底面が硬化し

ている。

SOー035(第588図)

西部北東端の19N区に位置する溝状遺構であ

オ190-41 る。立地する地形は比較的平坦であるが，わず

かに南から北西方向，北東方向に下る緩斜面と

なる。北西から南東に走行し北西側斜面に直

交する方向に向いている。長さは7.5m，幅は
A A' 30.0m 

、、 44弓=---
0.8mである。確認面から底面までは 8cm程度

( 1 
フ 2 。 (1180) 2m で，非常に浅い。底面の幅は0.5mで，比較的

(断面) 平坦である。

SDー038土層
SO-038 (第588図)l褐色士 ローム粒・焼土粒混

2黄褐色土 ソフトローム
西部北東寄りの180・190区に位置する溝状。 (1/160) 8m 
遺構である。南北方向に走行するものと，その

第588図 SD-035・038 北寄りで西方に分岐するものを合わせてSD-
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038としたc 南北方向のものは.北北東から南南西に走行し形状から 2条が重複していると思われる c

西側が東側を切っており，一部の作り替えが考えられる c 長さは30m.幅は2条が重複している北側がl.5

mである士南側は遺存が悪く .0.7mで、ある c確認面から底面までは浅く .10cmで、あるコ底面の幅は北側では，

現状で 1m程度で、あるが，作り替えを考慮すると. 0.6m程度と思われる。西側に分岐するものは.長さ

が4.8m. 深さが10cm. 幅は上端で、0.8m. 底面で、O.4mであるご南北方向の溝に直角に近い角度で接続する

が.遺存が悪い。

80-037 (第589図)

西部北寄りの170・180区に位置する溝状遺構である。束やや北から西やや南に走行するが.東側はや

や向きを変えて.ほぼ東方向となる乞立地する地形は東側は比較的平坦であるが.西側は南側から北側に

下る緩斜面となる。調査した長さは57mで、あるが，北西側は調査範囲外となり.その先に続いてし Eくc 確

認面でのI幅はl.3m~ l.5m. 底面の幅は0.5m~ 1 m. 深さは18cmで、ある=底面は平坦であるこ東端部は

SD-038に7mの距離まで接近するが.そこで途切れている。

80-036， 80ー031，80-032 (第589・590図，図版158)

SD-036は西部中央・束寄りから中央部にかけての18p.19P区に位置するつ西やや北から東やや南に

走行する溝状遺構である。底面には浅いピットが並んでいると中央から東側は溝状とならないが.浅いた

めに溝状部分が確認、面まで達していないためであり.本来は西側同様.溝状になっていたとみられる c 調

査した長さは73mで，西方に続いていくが.現道路をはさんだ西部西寄りの調査区で、は見つかっていなV'Cl

上端の幅はl.5m. 底面の幅は0.8m. ピット問底面までの深さは20cm. ピット底部までの深さは40cmで、あ

るc 遺存のよい部分でピットの大きさをみると. 1 m xO.9mであるつピット聞の底面からは概して浅く.

もっとも深いもので、20cmで、あるつ遺存の良い部分でのピット間の距離は20cm~40cm程度で、あるが.連接し

ていたり.かなり離れている場合もある。上層に宝永の火山灰がみられることから，近世の遺構と思われ

るc

SD -031は中央部西端のの19P区に位置し南北方向に走行する溝状遺構である。遺構の様相から SD

036と同様の遺構であり. SD-036と接続する可能性が高いc また. SD-031の南端部はSD-032と接続

しているが.SD-032も同様の遺構と思われる。 SD-031の北側は南から北に下る緩斜面に立地するため.

上部の溝部分や一部のピットが失われているが.いくつかのピットが遺存している c ピットの北端から南

端部分までの長さは29mである。幅や深さはSD-036と同様であるが.一部に50cmを超える深さのピット

がある。堆積土中に宝永の火山灰が含まれることも同様である c SD -036の東端と SD-031の聞は約8m

の空白があるが.緩斜面で遺存が悪いためであり.本来はSD-031にほぼ|直角に接続すると思われる c 遺

物は.図示はしなかったが肥前産磁器染付碗の破片が1点出士している。

SD-032はSD-031から西に直角に曲がる遺構である。小屋ノ内遺跡を東西に貫く現道路際の遺構のた

め.調査できたのは一部分である。長さは 9mで，深さは0.5m~0.6m. 幅は不明である。 堆積土中の宝

永火山灰の有無も不明である c SD-031南側は浅いが. SD-032はかなり深さがあり. この点では相違が

ある。西方に続くが，西部西側の調査区では，接続すると忠われる遺構が見つかっていなし、

80-030， 80-033 (第590図，図版158)

SD-030・SD-033は中央部西端の19P区に位置する溝状遺構である。 SD-030はほぼ iLJ字形の平面

形である c 北からみると南北方向に走行する遺構が南端で東に向きを変え.東西方向に走行するが.途
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第589図 SD-036・037

中で南に向かう様相をみせている。そのところで調査区外となり，南側に続くが，現道路を越えた南側の

調査区では，続く遺構が見つかっていない。SD-033はSD-030の北に位置する。SD-030とは底面の様

相が異なるため，別遺構として調査されたが， SD-030からほぼ直線的に続く遺構であり，何らかの関連

があると思われる。

SD-030の長さは，南北部分が14mであるが， SD -033を合わせると21mである。東西部分は14mで，

延べの距離は27mで、ある。上端の幅は，南北部分が0.7m，東西部分が1.4mで、ある。底面は東西部分の中

央が一段深く，確認面から25cmの深さである。また，北側にも細く溝状に深い部分があり， 20cm弱のとこ

ろがある。底面の幅は東西部分の中央で1.2mである。底面は細かい凹凸が著しく，小さなピットが無数

に続くようである。堆積土は黒色土主体で，自然堆積と思われる。宝永の火山灰はみられない。

SD-033は北に下る斜面に立地する 。 調査された長さは6.5mで，上端の幅は0.7m~ l.l m，底面の幅は

0.5m~0.95mである 。 底面は西側から東側に傾斜しており，深さはlOcm~15cmである 。 また，北側中央部

で，細く溝状に深くなる部分があるが，周囲の底面からの深さは5cm~ 6 cmで、ある。細かい凹凸はみられ

ない。SD-030との聞には小さな段差があるが，地境の小道によるものである。SD-033は確認面からは

浅いが， SD -033際のSD-030は深く，中高にも違いがある。しかし底面中央が一段深くなる点は共通し

ている。細部に相違があるので，同様の性格の遺構であるが，時期差があるものと思われる。遺物は図示

しなかったが， 陶器皿の破片が1点出土している。

SD-030の南北方向部分およびSD-033は SD-031 と平行し両者の距離は3.5m~ 4 mである。ほぽ

平行することから，両者には関連があると思われる。しかし SD-030に宝永の火山灰がみられないこと
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2.1町尚色上 黒色土にソフトローム少混
3暗褐色土 黒色土にソフトローム少混

4 黄黒褐色土 ローム粒多混
5黄褐色土 ソフトロームブロック

SD-033 A SD -033 A' 28.9m 
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SO-033土層
l褐色土 カーボン粒 ローム粒少混 しまりあり

SD -030 
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A A' 30.3m 
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(断面)

SO-030土層
I黒色土 ソフトローム混

2黄褐色土 ソフトローム主体
3黒褐色士 里色土にソフトローム多混

'B 

。 (1/160) 8m 
B' 30.3m 

SOー032土層
l黄褐色土 ロ ム粒 ・ロームプロック混

2 黒褐色土粘性あり
3暗褐色土黒色土にロームブロック混
4黒褐色土 ローム粒少混

第590図 SD-030・031・032・033

と，遺構の様相が異なることから，時期差があるのかもしれない。これらの遺構は道路跡の可能性がある

と推測できるが，底面や堆積土の硬化はみられない。
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80-020 (第591図)

中央部西寄りの19Q区に位置する溝状遺構で，おおむね東西方向に走行している己調査した長さは40m

で.西方の現道路部分に続く遺構であるこしかし西部西側では.継続する遺構が検出されていないと東

側は遺存が悪く.調査区内で消滅するこ上端の幅は1.4m. 底面の幅はl.lmであるご確認面から底面まで

の深さは非常に浅く. 7 cmで、ある。南側にSD-021がほぼ平行した状態で位置し，その間の距離はおよそ

4m前後で、あるご

80-021 .80一040・80-079・8Xー015(第591図図版157・158. 163・313・325)

本遺構は.遺跡の西部・中央部・東部をほぼ東西に貫く道路跡である c 調査地点・調査年度が異なるた

め.異なった遺構番号が付されているが.同一の遺構であるこ SX-015は東部に位置するが.ここでまと

めて記述する c ただし図面は別に掲載したc 同様に西部西端のSD-079も別の頁に掲載した。なお.東

部地区東端のSD-003およびSX-031の北側部分も SX-015から続く道路跡であるこ SX-031の東方にあ

るSX-032では.道路跡が見つかっていないが.その北方に続くと思われるこ SX-031は道路跡に加えて

斜面を整形した遺構も含むことから.東部東端の遺構群については.図面.文章とも別に記述する己

SD -079から SX-015までの長さはほぼ300mであるこさらに. SD -003およびSX-031. SX -032の北

側部分まで続くとすると，およそ470mである。 SD-079の西側は調査区の制約のため.やや判然としな

いが.南北方向に走行する SD-055に接続すると思われる c その部分の遺構はSD-080・SD-081である士

幅や深さについては.調査区の制約のないSD-021部分でみると.上端の幅はおよそ 4m~4.5m. 深さ

は40cm~70cm. 底面の幅は2.5 m~3.3mである c なお. SD-040はやや深く. 1 mに達するところがあるご

底面は全体に硬化している二また.多数のピットがあり. SD-021の底面南縁は列をなして並んでいるご

SD-040・SD-079はSD-021の南側部分を発掘したもので. SD-021の北側部分に相当する部分は調査

区外となる c SX -015内のピットは整然とした状態でないが.同様の状況であるご堆積土は硬化している

部分が多しh 上・中層には宝永の火山灰層と思われる土層があり.本遺構が少なくとも近世から使用され

ていたことが理解できる。堆積土中にはローム粒・ロームブロックを多く含む士層があり，かなり粒径の

大きなロームブロックもみられる c 道路の補修・修繕に伴って.掘削や埋め戻しが行われたのであろう二

遺物 80-021 (第674図.図版325)

第674図9・10は銭貨で.銅銭であるご 9は元豊通賓で.初鋳年は1078年であるご 10も元豊通賓と思わ

れるが.磨滅のためやや判然としなし九直径は. 9が2.4cm.10が2.6cmで、ある c重量は. 9が2.55g .10が2.96

gである。

図版325の14は瀬戸・美濃産陶器の香炉もしくは火入の体部下端から高台部の破片であるご体部は丸み

をもって立ち上がる c 遺存部分は全面露胎であるが.部分的に灰柚の付着がみられる c 底部外面には墨書

が施されており.iクリ原」と判読できる c外面全体には煤の付着が認められる c18世紀代のものであろう 2

15は倍熔である=平底で、口縁端部が角張ったものであるご内耳が貼り付けられた部分の外面は張り出して

いる口胎土中に長石・雲母を多量に含むc 17世紀後半から18世紀前半のものである。 16・17は同一個体の

瓦質の浅鉢形土器であるつ体部外面には 3条の沈娘が巡り.上2条の沈線で区画された間に飛鈎による文

様が施される。底部は平底で.三足と思われる足が付される c 体部内面には火熱を受けた痕跡、はみられな

し五(

そのほか.SD-021からは. 5点の骨片が出土している c そのうちの 2点はウマの大腿骨と思われるが.



④ SD -020 

A A' 30.2m B B' 30.201 

SOー020土層
l暗褐色土 ソフトロ ム梶

~二土ニ7一

一
A 

(1/400) 20m 

Ldρ二 ho
c c' 30.8m b 

斗端長ク」
A 

(1/2∞) 5m 

※ 遺物は第571図に掲載
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11 11 
¥ 一ー

'- 12斗 ~3~'-よ-\，，~で"-6 __/ _;:--つY
、~よど'J 2 n 2 u/  __.-/ _/' 

、~ l! 5 -_______ 

SO-040土層
l黒色土 ローム粒少混 しまりなし
2黄褐色土 黒色土にローム粒混
3 暗褐色土 ローム粒少混 しまりあり
4a褐色土 ローム粒混 しまりあり

4b褐色士 ローム1-'混
5黄尚色土ロ ムプロ yク主体
6 黄褐色土 ローム粒少混 しまりあり

回

デミミト

E 

l' 29.7m J 

セ虫デ

2m (1/80) 

7 里褐色土 ローム粒混， しまりあ 1)

8 黄禍色土 ハードローム
9 黄褐色土 ローム粒混!しまりあり
10 黒褐色土 ローム粒混，しまりあり
lla黄褐色土 ロームブロッ ク多混

IIb.黄褐色土 ロームプロック混
12 黄褐色土 ソフトローム

SO-021土層
1黒褐色土 ローム粒混
2暗褐色土 ローム粒混
3褐色土 ロ ムプロック混。ローム粒多混
4 黄絹色土 ロームプロァク混 ローム粒多混
5暗褐色土 ローム粒混
6 暗褐色土 ローム粒混

7 灰褐色土火山灰
8 日官同色土 ローム粒混 しまりあり
9黒褐色土 ローム粒混
10賞制色土 ソフトローム多混
11褐色土 ロムプ粒多i見
12里褐色土ロム粒混，E' 

。 (1/400) 20m 

B B' 29.7m C c' 29.7m D D'29.7m 

可
¥五、'- 2 _______ ーて73J

lí~、と Ila~
、 7~

E' 29.701 F F' 29.7m G G' 29.701 H H' 29.7m 

K 

、ミマ弓巳 4宵均，/子、建去ヂιユ

]' 29.7m 

ポ~ 2m 。

第591図 SD-020・021・040

ほかの3点は遺存が悪く不明である。

80-019 (第592図，図版156・325)

中央部西寄り・中央の19Q.20Q区に位置する溝状遺構で，おおむね東西方向に走行している。調査し
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④ 

o (1/4∞) 10m 

SD-019土層
l暗褐色土 ローム粒少混
2 ソフトロームプロック

第592図 SD-019 

A 1 _t:'31.1m 
一六平弔ニケー

B B'31.lm 

-=培v-

o (1/80) 
ヒニ二二二二二工二

(断而)

2m 

た長さは41mで、ある。東西両方向に続くが 西方は現道路部分，東側は調査区外である。上端の幅は遺存

の良いところで'1.6m，底面の幅は1.2mである。確認面から底面までの深さは非常に浅く， 10cmで、ある。

底面は平坦で，硬化していない。本遺構の東方は，東部地区で、見つかったSD-Ollに続くかもしれないが，

その聞がかなり空白となるため断定しがたい。西方も SD-041等西部地区南西側で検出された遺構に継続

する可能性もある。本遺構の東側部分の南方にはSX-019があり， SX-019の北側部分は本遺構と平行し

ている。その聞の距離は4m前後で、ある。

sxー019(第593図，図版16)

遺跡中央部の20Q区に位置する溝状の遺構であるが，東側が調査区域外のため全貌は明らかにできな

かった。このため本跡の性格については不明な点が多い。方墳として捉えるには周溝の状態からしてやや

無理がある。若干聞き気味の逆「コ」の字状に展開しているため.区画を目的とする溝とも考えられる。

溝幅は最大で、約2.8m . 最小で、約l.lm，深さは確認面から約0.2m~0.3mで、浅い。

区画内表土層中及び溝覆土内から100点以上の奈良・平安時代土器片が出土したが，この時代に限り図

示できるような形状を保持しているものはない。

遺物 (図版325)

18は土師質の小皿である。体部の立ち上がりが短く，逆台形状の全体に扇平な器形である。体部外面に

は糸切り痕が残されている 。 15世紀代のものである 。 19~22は肥前産陶器で， 17世紀後半から18世紀前半

のもである。19は丸形の碗である。内面に白化粧土による刷毛目文様が施された後，内外面とも透明紬が

施紬される。20は腰部で折れて体部から口縁部にかけて直線的に開く碗である。内外面とも白化粧土の打

刷毛目文様が施された後に透明柚が施軸される。21は京焼風の筒形の火入である。体部外面に透明粕が施

される。底部外面には 「柴jの印銘が押されている。22は皿の口縁部から体部片である。口縁部から内面

には緑紬が施され，体部下端を除き透明紬が重ね掛けされる。23は瀬戸・美濃産陶器丸碗の口縁部から体

部破片である。内外面とも灰紬が施される。18世紀後半のものである。24は志戸日産陶器灯明皿の受皿で

ある。桟部は 1か所半円形に割り貫かれている。体部外面下半から底部はヘラ削りされる。口縁部内面か

ら底部内面に錆柚が施される。桟部内面から底部内面及び外面にはタール状の油煙が付着する。19世紀代

のものである。25・26は肥前産磁器である。25は白磁紅猪口の体部から高台部片で， 18世紀末から19世紀

中葉のものである。26は染付仏飯器の口縁部から体部片である。体部外面に格子文が描かれる。18世紀末

から19世紀前半のものである。27は倍熔の口縁部から体部片である。口縁端部は矩形を呈し内側に張り

出す。図示したもの以外の破片は，陶器碗2点・ 皿1点 ・灯明皿1点・火入1点，磁器碗2点 ・皿1点，

倍熔4点が出土している。

その他，イノシシの臼歯と思われる動物の歯が2点出土している。
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SX-019土層
l黄褐色土 ソフトローム5000

2黒褐色土 しまり弱
3暗褐色土 ローム粒10% しまり良
4 黄褐色土 ローム粒30% しまり良

SKー 109土層
l晴樹色土 白色粘土粒 1'，jJt 
2晴褐色土 白色粘土粒 190梶 Iよりしまり有
3. .'，~褐色土 白色粘土粒 19'Oi昆
4 白色粘土 +黒色土泌硬質ローム 粘性有



図版172)SK-109 (第593図，

SX -019の溝状の遺構で区画される内側南部に位置す

る。底面から壁面全面にやや厚めの白色粘土が敷き詰めら

れる，いわゆる粘土貼土坑である。平面形は長方形を呈し，

長軸約l.1m・短軸約0.7m，深さ約O.4mを測る。主軸方位

はN-OO-Wである。遺物は覆土内から数点出土したが， 図

示できたものはない。

図版159・325)SD-042 (第594図，

ほぼ南北西部南東寄りの18Q区に位置する溝状遺構で，m
 

F
3
 
9
 
2
 
，
 
B
二

B
一
「 方向に走行している。調査した長さは20mである。北方

SD -040に直角に接続すると思われは現道路部分に続き，

続きの遺構がる。その北方にある西部中央の調査区では，

一\一一一~ 発見されていない。南方は北から南に下る緩やかな斜面と

なり，本遺構は消滅している。上端の幅は遺存の良いとこ
2m 

ろで'1.8m，底面の幅は1.3mである。確認面から底面まで
(断而)

やや凹の深さは30cmで、ある。底面は比較的平坦で、あるが，

やや硬質である。凸がある。強く硬化はしていないが，

西部地区の南方は南から延びる谷が西から東に向かつて

本遺構はSD-040・SD-021から南の谷に下る小いるが，

" 

" 
" 

" t8Q -45 

B 

(1/80) 。

道と思われた。
8m (1/160) 。

遺物 (図版325)SD-042 第594図

28は瀬戸 ・美濃産陶器瓶掛の胴部の耳付近の破片であ

る。型押し成形された獅子頭を象った耳を胴部に貼り付けている。外面は緑紬，内面には錆柚が施される。

19世紀前半のものである。

SD-058 (第595図)

西部南寄りの17Q区に位置する溝状遺構である。北から南に下る斜面の上部に位置し東西方向に走行

している。SI-372上部を切っているが，非常に浅い遺構であり，想定されるラインのみを図示した。調

SI -372の両側は不明で、ある 。 幅は0.5m~0.6m と想定されるが，底面幅 ・ 深さの数査した長さは5mで，

値は不明である。

SX-024 (第595図)

西部南寄りの17Q区に位置する台地整形遺構である。北側の平坦面から南に下る斜面のもっとも上部に

立地し傾斜は緩やかな地点である。北側を削平して，平坦な面を作り出している。本遺構の性格は，重

複した竪穴住居跡の一部か，溝状遺構の一部とも考えられたが，判然としない。またカマドの痕跡がない

出土した約50点の土器片はすべて奈良・平安時代のものそれ以前の竪穴住居跡とも考えられるが，ので

である。それらも，周囲の竪穴住居跡からの混入であろう。

ほほ東西方向の向きである。東西方向の

長さは11.8m，南北方向の長さは3.6mで、ある。南側は壁が存在しない。北側の上端から底面までの深さは
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20cmで、ある c底面は凹凸があるが.比較的平坦であるコ遺構内にはSK-439の他にいくつかの士坑・ピッ

トがあるが.本遺構に関係するものか不明である宇

80ー059(第595図)

西部南寄りの17Q区に位置する溝状遺構である c 北から南に下る斜面に位置しおおむね東西方向に走

行するこ長さは20mで.東端はSK-451と接して終息している=また.西端はSI-375と重複しそこで

途切れている c SI -375との新旧関係は判然としないが，本遺構が切っていると思われる c 西やや北には

SD-058が.西やや南にはSD-041があるコ本遺構はその方向から SD-041に接続するかもしれないが.

両遺構の状況からは断定しがたい。幅は30cm~85cm. 深さは数cm~50cmで、あり，かなり差がある c 束側は

段差をもって深くなるところが2か所あり.幅も広くなるごそれに比べ.中央から西側は幅が狭くて浅いこ

中央でSK-445と重複するが，新旧関係は不明である c SK -451は南北に連なる土坑列の一つである。

本遺構はSK-451に接する部分で'30cm程度の深さがあるにもかかわらず.その西方には認められないた

め.この土坑列となんらかの関連があるものと思われる c 土坑列が土坑墓群であるとするに本遺構は上

坑墓群に至る道路とも考えられるコ

80-041 (第595図，図版158)

西部南側斜面東寄りの17Q. 18Q区に位置する溝状遺構であるご北東方向からやや南西に向きをとり.

斜面の傾きに対してやや斜めに走行している。西端では東西方向へと変化し斜面の傾きに平行するご長

さは33mで、あるつなお.中央からやや東寄りに若干の空白があるが，調査次の違いによる安全対策のため

に生じたものであるこ西端部および東寄りの部分には.他の底面よりもかなり深く掘り込まれた部分があ

るc 西端部の堆積土は，多くが埋め戻されたものと考えられたc また，調査当初から上部が窪んでいたっ

このことから.本遺構はかなり新しい時期のものといえるこ上端の幅は1.2m~ 2 m. 底面の幅は0.6m~

1.6m. 深さは浅い部分が30cm~40cmで、あるが，東寄りの深い部分に接する束脇が10cm高まっている。深

い部分は.東寄り部分の深さが1.2m. 底面の長さは4.2m. 西端部の深さは1.7m. 底面の長さは7.lmで、あ

るc

本遺構は東端で曲がってSD-042に接続する可能性もあるが.両遺構の位置関係からは断定しがたい 3

また.底面の様相から考えるとは.本遺構が道路跡として存在したものか.他の性格を有していたものか

即断はできな"):::西端の掘り込み部が機能しているとすれば.道路と考えることが妥当となろう c いずれ

にしろ西端の長方形を呈した掘込みが本遺構を性格づけるものと考えられる c

80-057 (第595図)

西部南側斜面を東西に走行する道路状遺構であるコ斜面の中腹から上部に位置し斜面の傾きに対して

おおむね平行に走行しているこ長さは88mで.東西両端は調査区内で途切れて.確認できなし'0 しかし.

その走行方向から.東端は中央部から西やや南側の谷に下る現道路に接続すると思われる p この現道路は.

SD-040・SD-021に直角に接続すると思われる道路である。また，西方も SD-055への接続が考えられ

るが. SD-055との聞は18mの空間が生じているニ

本遺構は，斜面を削平して作られたものと思われる。北側には壁があるが，南側にはほとんどみられな

いこ全体の幅は，遺存のょいところで、2.4m. 底面の幅は1.8mである。底面は凹凸があるが.おおきくみ

れば.平坦である。一部はやや硬化している。いくつかの士坑と重複しており，そのうちのSK-435は本

遺構を切っているコしかしほかの土坑との新旧関係は不明である c なお.中央西寄りの一部が現代のご
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み穴によって.破壊されている乙遺構の状況から.使用されていたと思われる時期が. どの程度まで湖る

のかは判然としないご

8D-055' 80-080・8D一081 (第596図.図版160・325)

SD -055は西部西側を南北方向に走行する道路跡であるこ堆積土中に宝永の火山灰層を含むことから.

近世に使用されていた道路と思われるが，期間がどれ位湖るかは不明である c 調査した北端から南端まで

の長さは126mで、あるが.北側は調査区外の北方の谷に.同様に南側も南方の谷に降りて.続くものと考

えられる。南側は斜面にかかっている部分が多く.斜面に対しでほぼ直に走行する 2 中央から北寄りは

比較的平坦な台地上に立地するが.北端部側は緩斜面となり.斜面に対して斜めに走行するこ SD-055は

中央で本遺跡を東西に貫く現道路や道路遺構と交差するつその部分の遺構はSD-080・SD-081であり.

そこから東方のSD-079等の東西道路につながるコまた.本遺構の南側部分でも.道路状遺構SD-061. 

SD -062があり. SD-055と交差している二 SD-061. SD-062と同時に機能した時期があるのか.新旧

関係があるのかは不明である c

SD -055の走行方向については. より正しく記述すると.北北東から南南西の方向に近いこ上端の幅は

1.9m ~5.9m. 深さは20cm~60cmで、あるが.中央から北寄りの東側は調査区外のため!幅の数値等が不明

である c 底面の形態は複雑で.断面の中央には平坦面があるが.西壁際は凹状に窪んでいる二この溝は一

部で途切れ また.不明瞭な部分があるが.北端から南端までみられるご平:tB面は.平面の北側から中央

にかけて続くが.中央南寄りでは幅が狭くなり.南側ではみられなくなる。平坦面は全面的に硬化してい

るこ中央から南側にかけての遺構内には士坑列がみられるここの土坑列は中央では平坦面の東側に位置す

るようになるご中央以北の東側が調査区外であるが.さらに続くものと思われる c 各土坑の規模は.南側

では大きいが.中央寄りでは小規模となる c 中央寄りでは.やや斜面の傾斜が緩やかとなるためかもしれ

ないごまた.中央から南よりの西側にも.小穴列がみられるここの小穴列は.中央では西壁外であるが.

南寄りでは凹状の溝と重複し講を切っている c 小穴列は南端部側には続かず.北側も SX-025の南で止

まっている二 SX-025内にも士坑列があるが.規模・位置から同ーのものではなし円ただし.時期が同時

であれば，何らかの関連性があるかもしれなし、小穴の規模は南寄りでは.やや大きくなるこ底面は硬化

しており.一部に方形の形態のものがあるこ

以上のように， SD-055の様相は複雑であるご道路維持のために補修が考えられるので.道路面も若干

の変化があったものと思われる。底面の幅は，やや南寄りのもっとも幅の広いところでみると 5mで、ある

が.中央の平坦面は 2mである士平坦面の幅は中央以北の方が広いと思われる=

堆積土の状態も複雑である c 下層の13層と底面上の17層はとくに硬化した土層である 13層上面は踏み

固められて新たな道路面となったものであるご宝永の火山灰は中層・上層にみられるこ凹状の溝について

は.堆積士が硬化した部分があることから.埋没した後.道路となった部分があることがわかる二

しかし遺構の形状からは.凹状の講のすべてが道路となったのではなし平坦な面の水はけをよくす

る排水路としての機能も考えられるこ土坑列の性格は把握で、きないが.道路の造成・維持に関わるもので

あろうかご小穴列は.一部の形態が方形で.角柱を立てたと思われるものがあり.柵列が考えられる c

SD-080・SD-081はSD-055から束のSD-079に曲がる部分の道路跡の一部である=北側は現在の東

西道路に面し調査区外であるこ SD -081の西はSD-055であるが.ちょうどSX-025が位置するため.

SD-055から続く様相が不明瞭である c SD-080・SD-081内はともにピットが多く， SD-079と同様の
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2a黄褐色土 ローム粒多i昆 9a 褐色土 ローム粒少混

2b 暗褐色土 ロム粒多?昆 9b. 褐色土 ロ ム粒少混

3 褐色土 ローム粒少浪 10 掲色土 ロ ム粒少混
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li 暗黄褐色土 里色粒とロ ム粒の混ざり

SD-079 F' 30.2m 

I-I 

SO-079土層
I陪褐色土 しまり弱粘性やゃあり

2 暗黄褐色土 しまりやや強粘性あり

3 ~町褐色土 ローム田昭
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3.1音質褐色士黒褐色土梶やや黄色粘性あり
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l黒褐色土

2 黒褐色土
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4 Rff褐色土
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ローム粒事;比しまり弱粘性あり
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しまりあか粘性ややあり
6 暗黄褐色土
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黒色土 ーローム土i昆! しまりややあり 粘性ややあり
望褐色土少混 しまり 粘性ややあり

第596図 SD-055・060・061・062・063・079・080・081
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様相であるこ

遺物 80-055 (図版325)

29は瀬戸・美濃産陶器鉄絵皿の底部から高台部片である c 底部内面に二重圏線と蘭竹文が描かれてい

るc 高台部の断面形は逆三角形状である c 全面に長石粕が施されるコ 17世紀前半から中葉のものである c

80一060(第596図)

西部南丙端斜面の16Q. 16R区に位置する溝状遺構であるニ SD-055の東側を SD-055に平行して.南

北方向に走行するご長さは20m. 幅は0.5m. 深さは25cmで、あるご直に掘り込まれており.根切りの溝と

思われる二

80-061 (第596図，図版160)

西部西端の16P・16Q. 16R区に位置する道路状遺構である。北側は台地平坦面に立地するが，中央か

ら南側は南に下る斜面へと続く。長さは62m. 上端の幅は0.8m~ 1.8m. 深さは40cm. 底面の幅は0.6m~

1.2mであるこ底面は比較的硬質であるが.強い硬化はみられないc 北側はほぼ南北方向に走行するが.

中央から南側はで南南東方向に走行する土北端は東西に走行する道路状遺構と iTJ字状に接続するこそ

の西側は調査区外となるこ東側は様相が不鮮明である c 南側でSD-055. 中央でSD-062と交差するコ同

時に機能したか，新旧関係が存在するか確認できなかった。また，南端でSK-536と重複している c 北端

の東壁部分で.近世~明治期の人骨が出土したが.調査区外の北側が墓地となっている状況と関連するも

のであるご

80-062 (第596図.図版160)

西部西端の15Q・16Q区に位置する道路状遺構である二南に下る斜面上部に立地し傾斜に対して平行

に走行する。走行方向は南東から北西であるコ東西両端とも調査区外に続くが.東側は調査区外を越えた

その東方の調査区では続きが確認されていないご調査した長さは20.5 m. 上端の幅は2.2m. 深さは15cm~

85cm.底面の幅は1.2mである=底面は北側に断面が凹状の溝があるミその南側の底面はほぼ平坦な部分と.

溝に向かつて下る部分がある土南側底面から北側の溝底面までの深さは10cm~20crnで、あるこ斜面に位置す

るので.北壁土端から溝底面まではかなり深い 3 南側底面は強く硬化していないが.所々で硬質である c

東側はSD-055. やや西寄りでSD-061と交差しているコ同時に機能したか，新旧関係があったのかは確

認できなかったc

80一056(第597図)

西部北西端の160・16P区に位置する溝状遺構であるこ北東から南西方向をとり，ほほ南から北に下る

緩斜面に対して斜めに走行する c 調査した長さは10mで.北側は調査区外に続く c 上端の幅は3.3m. 底

面の幅は 1m前後である c 深さは. もっとも遺存のよい南側部分で、80cmで、あり.やや深い遺構である。北

側は斜面のため.確認面からは浅くなってし=く。壁の上部は緩やかな傾斜であるが，下部はやや急であるご

底面はほぼ平坦で.やや硬質な面があるニ本遺構はSD-055の西側 9m前後のところにあり. SD-055と

は平行的な位置関係であると底面はやや硬化していると思われる部分もあるが.南側に続かないため.道

路跡、とは断定できないこ

8X-025 (第598図，図版163・325)

西部西端の16p.16Q区に位置するコ北からみて逆「コ」の字状を呈する溝状遺構である c 東側はSD-

055と重複し切られていると思われるこまた.西辺中央でSD-063と重複する。新旧関係は不明であるが.
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2m 

本遺構が切られていると思われる。溝の内側に遺構があるかどうかは， SD-055と重複する影響もあって，

はっきりとしない。

北側も調査区外となるため.溝の上端が出ていないが，西辺の上端の長さは17m~18m と思われる 。 南

辺の上端の長さは7.4m，底面の長さは6m，北辺の上端の長さは9，5m，底面の長さはおよそ7.5mで、ある。

また，溝の内側の規模は，北辺と南辺の下端間で、12mで、ある。溝の幅は，西辺中央の上端で3m，底面の

幅は 1m~1.2mで、ある 。 構内には土坑群があって，列状をなしている 。 土坑列は溝の形態とほぼ相似形

をなすが，南辺の東寄りには存在しない。士坑列の北西隅から南西隅までの長さは13.2mで、ある。溝の各

辺は直線的で，土坑列の西辺・北辺も直線的である。西辺の方位はN-180-Eで，ほほ北北東から南南西に

振れる 。 確認面から土坑のないところまでの深さは0.5m~ 1 mである。確認面の低い北側で数値が低い

が，底面の高さは，むしろ北側がやや低く，南側がやや高い。各土坑については，溝内側の上端が底面の

平坦面に位置するが，外側の上端は壁の下部にかかっている。底面平坦面からの深さは7cm~47cmで，平

均は23cmで、ある。20cm台の深さのものが多く ，ぱらつきは少ない。壁内側は，下部が底面から急角度で立

ち上がるが，稜をもって傾斜が変わり，そこから上部はやや緩やかな傾斜となる。壁外側は稜をもたずに

斜めに立ち上がるが，土坑からはやや急傾斜となる。

堆積士はロームの含有の程度等により，細かく分けられるが，中層・上層に黒色味の強い層がレンズ状

に厚く堆積することから，自然堆積と思われる。南側上層では，ローム粒・ロームブロックが広く堆積し

ており， SD-055またはSD-063の掘削に伴う排土と思われる。なお，宝永の火山灰層については，確認

していない。SD-063の堆積土には，宝永の火山灰が含まれることから，本遺構はSD-063に切られてい

-787-
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sxー025土層
A-.A' B-B 

I 暗黄褐色士 褐色土にローム粒多含

2 黄褐色土 ロ ム主体周溝にロームが流れ込む

3時褐色土 ロームプロァク少含

4 黒褐色土 ローム粒少含 しまり良

5黒褐色土 ローム粒含

6 暗褐色土 ローム ローム粒少含

7 暗黄褐色土 ソフトローム多混
8. ，1旦褐色土 5層よりロ ム粒少
9暗黄褐色土 ローム粒 ローム多含
10褐色土 ロム少吉

11褐色土 ロームブロック少合

12. H音黄褐色土 ローム粒 ローム ロームプロック多吉

13暗賛尚色上型色土 ローム粒 ロームプロァク多古
しまり弱

14褐色土 ローム少含

15褐色土 14層よりローム粒多合
16時黄褐色土 ローム粒多古
17暗黄褐色土 ソフトロ ム少吉
18暗褐色土 ロム粒含

19暗黄褐色土 ローム粒多
20暗黄褐色土 16層より黄色強

-¥ioQ-引

D 

21黄禍色土

22褐色土
23黄褐色土
24晴樹色士
25. HWi褐色土
26. U&=褐色土
27暗褐色土

28暗褐色土
29黄褐色土

ロ ム粒多合最も黄色い

ローム粒多古

ローム粒 ロームプロック含

28層より里色弱
ローム粒ごく少吉

25層よりロ ム粒少
~.~色強〈 ローム粒ほとんど含まず
黒色強く ローム粒多混

ソフトローム主体

c -c" 
l表土

2黒褐色士
3黒褐色土
<1暗黄褐色土

5撹乱
6撹乱
7 里褐色土

D-D' 
耕作土

ロ ム粒多混

ローム粒ごく少混

ローム少ブロッ ク含
ローム粒ロ ムプロック多含

ローム粒ロームプロック多合

黒色土にローム粒多含 しまり強
硬化面が慣すじ状に入る

8暗褐色土 黒色土多 ローム大プロァク少含

しまり良

9 時褐色土 ローム粒少合部分的に硬質部入る

第598図 SX-025 
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ると思われる。

遺物(図版325)

30-33は肥前産磁器で，18世紀末から19世紀前半のものである。30・31は同一個体の染付深皿の口縁部

から体部片で，輪花形に型打ち成形されたものである。30の口縁部には焼継ぎがなされている。内面は捻

文で区画された文様帯の中に稲妻文・斜格子文・ 青海波文， 外面には唐草文が描かれる。32は染付皿の底

部から高台部片である。内面に牡丹唐草文が描かれる。33は青磁の袴腰形香炉の体部片である。体部下方

は露胎である。34は瀬戸 ・美濃産磁器小杯である。高台部は幅の広い蛇の目高台である。体部内外面に霊

。。
司

i



芝花文.体部外面下端に二重圏線.高台部外面に圏線が描かれる二 30~34は 18世紀末から 19世紀中葉のも

のである土図示したもの以外の破片は.陶器瓶類の破片 1点.磁器皿4点・碗3点・鉢1点が出土してい

る(

その他. ウマの臼歯が数点出土している c

80-063 (第596図)

西部|両端の 16Qr)(~ に位置するニ細長い形態の遺構で.長軸は東西方向をとるコ長さは8.6m. 上端の幅

はl.3m. 深さは60cm~íScm. 底面の長さはí.9m. I幅は0.6m~ l.lmであるこ SX-02Sと重複し本遺構が

切っていると思われるご SX-02Sとは中央で直交する状況で重複しており.中央部の様相が不明瞭であるこ

底面両側は. ピット状に窪み.凹凸が著ししh 西側からはウマと思われる獣骨と歯が出土しているこ本遺

構は馬の埋葬遺構の可能性があるが，骨の出土量が少ないため断定することは避けたし九 堆積土中層に宝

永の火山灰がみられることから，本遺構の時期は近世と思われるニ

(2 ) 井戸状遺構

8K-411， 8K-412 (第599・674図.図版180・309・325・326)

西宮[)西端の16P区に位置するコ 2基が接近した位置に所在するため，まとめて記述するcSK-411は西側.

SK -412はSK-411の南東にあり.両者間の距離は2.7mである SK-412は.東半分以上が調査区外であ

り.井戸本体は調査区外に位置するこなお. SK -412は調査区外で道路状遺構SD-OSSと重複すると思わ

れるこ

SK -411の井戸本体の平面形は円形で.円筒状に掘り込まれていると掘込みは深くなることが予想され

たため，安全対策仁確認面から1.4mの深さで発掘を中止したc円筒状部分の倍は 1m前後で，上端は

やや広がっている c 井戸本体の周囲も掘り込まれている二この部分の底面は平坦で.確認面からの深さは

SOcm~60cmで、あるコ井戸本体を湧水地点に達する深さまで掘り込むために.周囲を広げたものであろうコ

この掘込みの平面形もおおむね円形であるが.北側は近現代と思われる炭焼き窯に切られている c 掘り込

みは井戸本体の東および南側に広がるが.北側は不明瞭である=周囲の掘込みの径は3.5mである 2 井戸

本体の壁は凹凸のない滑らかな面である c 堆積土はローム粒・ロームブロックの含有が多く，井戸が廃棄

されてから.一気に埋め戻されたものと思われる。

SK -412は井戸本体周囲の掘込み部分のみの調査である。掘込みの平面形は不整な楕円形と思われる乙

上端の長さは4.7mであるc底面は平坦でなく.北東側から南西側に下っているご南西側部分はやや平坦

な面が広がり.井戸本体が近くにあると思われる。底面の長さは4.2m. 深さは南西側でl.2mであるc堆

積土をみると. 2・3層はローム粒が少なし表土から 3層までは自然堆積と思われる c 4層はローム粒

の含有が多く. 4層以下.井戸本体については埋め戻されたものと思われる c

SK -41l. SK -412が継起的に作られたものか.同時存在か判然としないが.やや離れて位置するので.

同時存在も考慮に入れておきたしh

遺物 8K-411 (図版325)

35は京都・信楽産陶器灯明皿の口縁部から体部片である。内面は透明紬が施され，トチン痕がみられる c

口縁部外面には油煙が付着する。 36は倍熔の口縁部付近の破片であるコ口縁端部が丸みをもって仕上げら

れるものである c
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SK-411土層
l 褐色土 ローム粒炭化粒含

2褐色土 l暗にロ ムプロック少梶
3 黄褐色土 ロームプロァク多含炭化材含

4賀補色1 ロームプロァクと炭化材多iii:合
5褐色土 ローム粒炭化粒l層より多混

SK-412土層
l褐色土 耕作表土ロム粒多混

2褐色土 ロム位炭片焼土粒多古

3暗褐色土ローム粒炭片焼土粒少含
4.11部品色土ローム粒炭化粒合 しまり ij~

④ SK -412 
己
主
}
円
、
〈

~P- 46 

A' 29.7m 

。 (1180) 4m 4 .，，;1 

第599図 SK-411・412

遺物 SK-412 (第674図，図版309・325・326)

37は瀬戸・ 美濃産陶器角皿もしくは向付の体部から高台部片であるc 型打ち成形によるもので，体部外

面の一方に鉄絵が描かれる。高台部畳付を除いて長石紬が施されており. 貫入が著しい。38は堺産陶器播

鉢で.19世紀前半のものである 。 39~42は肥前産磁器である 。 39 ・ 40は同一個体の青磁染付鉢である 。 40

は焼継ぎがなされている。口縁部は鍔状に外方に張り出し，口縁端部上面は平坦である。高台部は蛇ノ目

凹形高台で，高台部内面から底部外面は凹部を除いて露胎である。体部外面は唐草文と下端に三重圏線.

口縁端部には墨弾き技法により，略された四方棒文が描かれる。体部内面は青磁紬が施され，底部内面に

は圏線内に線描きによる花文が描かれる。19世紀前半のものである。41は染付蓋付鉢の口縁部から体部破

片で，やや外傾しながら直線的に開く 。口縁部内面は露胎である。42は白磁合子の身である。口縁端部及

び底部外面は露胎である 。 43~49は瀬戸・美濃産磁器で. 19世紀中葉から後半のものである。染付の呉須

は43を除いて青みが強い瑠璃紬である 。 43~45は染付端反碗で. 43は体部外面に三重の縦線で区切られた

中に牡丹文，口縁部内面に二重圏線で区画された中に網目文が描かれ，底部内面には圏線内に崩れた「寿J

銘が記される。呉須はかすれたような薄い発色である。高台部畳付は軸剥ぎがなされる。44は体部外面に

線描きによる花文，口縁部内面は二重圏線内に崩れた格子文が描かれ，底部内面には圏線内に崩れた「寿j

銘が記される。45は体部から高台部片で，焼継ぎされている。体部外面には縦縞文と重ね梅文が描かれる。

体部外面下端および高台部外面には圏線，底部内面には圏線内に崩れた草花文が描かれる。46は丸形の染

付碗で，体部外面に藤文が描かれ，口縁端部にも呉須が縁塗りされる。47・48は染付小杯である。47は口

縁部外面と体部下端に圏線，体部外面に草花文が描かれる。48は体部下方が面取り成形がなされ，口縁部

外面に圏線，底部外面の高台部の付け根に二重圏線，体部外面に稲文が描かれる。底部外面中央には方形

枠に 「角福」銘が記される。49は摺絵染付皿である。19世紀後半のものである。50・51は同一個体の土師
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質倍熔の口縁部から体部破片である。体部外面下方には 1条の沈線が巡る。 19世紀前半のものである c 図

示したもの以外の破片は.陶器瓶類 1点. 19世紀後半以降のものと思われる底部内面に型打ちによる陰刻

文様が施された磁器染付皿1点が出土している c

第674図15は鉄製品の釘である c 釘尻が遺存するが.頭部は欠損していると鋭角的に曲がっている c 直

線状にした場合の長さは9.5cmで、ある c 重きは10.5gである c

3 東部地区

( 1 ) 建物遺構および関連遺構

SX-010・SX-011. SXー012 (第600~602 ・ 674図.図版161 ・ 162 ・ 313 ・ 326~328)

調査区内では，北側の23Q区に位置する c 近世の建物遺構および関連する遺構群である c この遺構群に

対しては，調査時にSX-010・SX-011 . SX -012と三つの遺構番号が付与されている。各々の範囲を第

602図に示したが.個々が完全に独立した遺構になるとは思われず. とくにSX-010とSX-011は明確に

分離しがたPoSX -010・SX-011は主として建物遺構であり.SX -012も柱穴の可能性がある土坑・ピッ

トを含むが不明瞭である。また. SX -012の東側には粘土貼土坑群が分布しており，建物遺構とは異なる

遺構を含んでいる。なお.粘土貼土坑はSX-010・SX-011内にも分布している。以ヒのように. SX-

010・SX-011'SX-012は.異なる性格の遺構が混在しているが.位置的な関係から.ここでまとめて記

述する c なお.本遺構と記述した場合. SX -010・SX-011 . SX -012のすべてを指すこととする。 SX-

010の範囲内および周辺には.溝状遺構SD-004や井戸状遺構SK-054 . SK -266 . SX -267が所在する。

これらは建物遺構に関係するものである。また. SK -057. SK -059が東側に位置するが. SK-059は

SX -010を構成するピットの一つである。 SK-057は不明瞭だが.その位置から SX-010に関連する遺構

の可能性がある c

本遺構は，本遺跡東側の台地平坦面上に位置する c 北から北西方は台地平坦面が広がっているが.南方

はやや細長い台地となり.東方は南から谷が延びてきているご本遺構の東側はその谷に向かつて，東南方

向にわずかに下っているつ

〈建物遺構A・B-SX-010・SX-011主要部分ほか一〉

建物の柱は掘立柱と思われるが.柱の一部や，時期によってはすべてが.礎石建ちであるかもしれない亡

柱穴と思われる土坑・ピットの様相は複雑で.何回か建て替えられたと思われる。また，複数の建物が存

在したことも考えられ.建物の規模・構成等を明確に把握することが難ししh しかし柱穴は列状になる

ところが何か所もあり.ある程度の様相をうかがうことができる。なお，柱穴群の分布範囲内には.長方

形の竪穴状遺構もみられ.ピット群との位置関係から.建物に関連する施設， または建物内の施設と思わ

れる c

列状の柱穴群は南北方向のものが多く，西側と東側では，柱筋の方位にやや違いがある。西側のものは

N-4
0

-Eで.正南北に近い。一方，東側のものはN-110-Eで.西側のものよりもやや東に振れている。こ

れらが組み合って一つの建物になるのかもしれないが，歪みがありすぎると思われ，異なる向きの建物が，

大きく二通り存在し時期差をもっと考える。ここでは，前者を建物九後者を建物Bとする。

建物Bについては.第602図のように.一部を長方形に囲んでみたが.建物Aは東側に同様の方向をも

っ柱穴列がなく.大きな建物を復元することが難しし、建物Bの囲い込み部分も，西辺は不明瞭で.可能



性の指摘程度にとどめる土また.このような形の建物が認められるとしても.何回か建て替えられたうち

の1棟であるコそこで.便宜的に個々の柱穴列に名称を付けて.記述を進めるこ建物Aは1~\1. 建物 B

はT~空とし.第602凶に示したこ

建物Aの柱穴列 I~III は本遺構全体の柱穴群のうち.西側にある南北列で.個々の柱穴は比較的規模の

大きいもので構成されているτ1' IIの長さはSX-012分まで含めると19m. 含めないと16.5mである c

SX -011分と SX-012分の間はやや空間が認められるため. SX -012の北側まで続くかどうか断定しがた

い二 EはIのすぐ東隣にあり. 1， IIの新旧関係は不明であるが.ほぼ同様の位置に建て替えたものであ

ろう二縁側の関係も考えられるが.深さがかなりあるので.その可能性は低い 1の西隣にも.一音15で南

北に並ぶピット群がみられるこ皿の長さは16.5mであるご南方のSX-012部分は.東西方向に長いピット

となるため.そこまで続かないと思われるニ I~ 皿の北側にあるいくつかのピットは.小規模でやや浅いこ

それらは主要な建物の主柱穴ではないと思われるこそれらを除いて.柱穴の深さをみると， 1 ' II列は55

cm~85cmで.平均はほぼ70cmで、あるこ田列は60cm平均で，ほほ同じ深さに掘り込まれている 1 ' II列と

E列の差は少ないコ Rアは中央にある南北列で.多くの小規模なピットで構成される。基本的に建物Aに伴

う柱穴群と思われるが.やや数が多く.幅があるため，建物Bの柱穴も合まれる口J能性があるコ深さは16

cm~56cmで\平均は27cmで、ある。\~は建物Aの北辺を構成する柱穴列の可能性があるコ長さは21mである

が.西端部分は建物の主柱穴ではないと思われる c この部分を除くと18.5mである c しかし.この北辺に

見合う束辺・南辺がないため.建物Aがこれだけの規模になるか.疑問である c 一部は竪穴状遺構に関係

するピット群かもしれないc 深さは23cm~80cmで\ややぱらつきがあるが， 50cm~60cmのものが多いご平

均は50cmで、ある c Vの北にある日の方向も. v同様. 1 ~日とほぼ直交するこ長さは3.6m で，小規模な

ピットで構成されているつ深さの平均は24cmで.ぱらつきは少ないっ主柱穴ではなく.府部分であろうか二

Vと関連するピット群と思われる二 1 ' IIIの柱間間隔はおおむね1.8mとなり. 1問であるご Uは0.9mで.

半間であるτIVについては. ピットが多いため判然としないご

建物Bの柱穴列については.長方形に囲んだ推定 1棟分からみてし=く c 東西に長い建物跡で.北辺(工)

の長さは13.5m. または16.5mであるこやや不明瞭な部分があるが.竪穴状遺構の中にみられるピット群

から. この位置に復元した L 竪穴状遺構との新旧関係は不明である己確認面からの深さは55cm~80cm程度

であり.平均は70cm強で、あるこ西辺(立)は建物Aの柱穴群中に位置するため.もっとも不明瞭であるが.

図示した位置に存在する可能性があると思われる c 長さは9.5mである=南辺(立)は西側がやや不明瞭

であるが.南方に空白部分が多く.図示した位置に存在すると考えるこ東辺については.柱穴列亘・亘の

一部. または亙の一部が相当するこきは中央にピットがみられないが.撹乱等により失われたり.撹乱土

中に掘り込んだことが考えられる己主の北東隅にあたるピットが竪穴状遺構内のヒットに近いことから.

1'2より.むしろ亘の方が可能性が高し、かもしれないと主~亘はSX-010東側にある南北の柱穴列であ

るが.列は長方形建物の北に続いている。 乏が亘に重複して東隣にあることからも.建物Aと合わせて.

本遺構内では何回も建て替えがあったことがうかがえるつ主・瓦の長さは13.5m. 五ノの長さもほぼ同様で

13m で、ある c 五ノ・;玄の深さは50cm~ 1 m強で.平均は70cm強で、ある c 1も亙 -Sと近似する深さで.55cm~ 

80cmで、ある c 平均は60cmで、あるが.北半部の柱穴が南端よりも深'-') :長 ，1は南側の一部でピットがみら

れなし、この部分が本来は存在したとすると.長さはともに10.5mであるが.当初からなかったとすると.

ともに 6mである c小規模なピットで.深さの平均もともに40cm前後で、ある cぱらつきも少ないこ.''----f'. 



主の柱間間隔も 1. rn同様.おおむね1.8mである c 亘はl.Sm程度で.やや短いこ

ピット内の堆積土は.比較的多量のローム粒・ロームブロックを含む土層であるェ建て替えも複数回に

及ぶので.概して埋め戻されたものと思われるこ SX-010北西部分の堆積土下・中層には，焼土のやや厚

い堆積がみられる c 焼土は平面的にも.北西部を主として，竪穴状遺構Aの南東部なと東側にもみられ

るc 建物の建て替えまたは廃棄に際して.片付けた廃材等の焼却が行われたか.あるいは火災があったも

のと思われる c

〈竪穴状遺構A-SX-010一〉

東西方向に長い長方形プランの遺構であるつ規模は，長辺上端が8.5m. 短辺上端が6m. 長辺底面は

6m. 短辺底面が4.5m. 深さは60cmで、ある。底面は壁際から中央に向かつて，緩やかに窪んでいるつ壁

も斜めに立ち上がか急角度ではないが，底面との境は比較的明瞭であるむ堆積土については，下層から

かなり上層までローム粒・ロームブロックを多く含む土層がみられる。その土層下にロームより黒色土が

卓越する層もあるが.最上層を除いては.基本的に埋め戻されたものである c

建物遺構Bの柱穴と重複しているので. Bとは時期差があると考えるご一方.長辺の向きが建物Aの柱

穴列v・¥1と平行し短辺が建物Aの柱穴列 I.rr.rnと平行している三具体的な性格は判然としないが.

ある時期の建物遺構Aに関わる施設と思われる c 建物遺構Bとの新旧関係は不明であるが. Bの方が新し

いとすると.その時点で整地されたものであり.また.竪穴状遺構Aの方が新しいとすると.竪穴状遺構

Aの廃棄に伴い.整地された状態といえようこその場合.建物遺構Aの廃絶段階であることも考えられるこ

なお.南東隅部の底面・壁面が火を受けて赤色化しているが.建物遺構Aの焼却または火災と連動するこ

とを示していると考える二

〈溝状(道路状)遺構A・8，土坑・ピットーSX-012西側部分一〉

SX -012の西端側には.完全に溝状となっているところがあり.東西方向に走行している c この溝状部

分の西端はSD-006と接している c 硬化面の記録はないが.建物遺構と西側道路を結ぶ道路跡と思われる

(道路状遺構A):) 深さは30cm強程度のところが多1.，， ¥0 溝状部分の北にも，いくつかのピットがあり.平行

して並んでいる。 深さは50cm~70cmで、ある c 溝状部分とともに，道路を構成する遺構とも思われるが.か

なり深いため断定しがたい。道路に規制されているが.別遺構の可能性の方が高いと考える c ピット群の

様相から，溝状部分はその東方. SX -011とSX-012中央の竪穴状遺構閉まで続くと思われる c この部分

の道路状遺構は2列となり，時期差があるかもしれないc また.ある時期の建物遺構の柱穴が重複してい

ると思われるここの部分のピット・士坑の深さは10cm台から50cm台まであり，幅があるご

SX -012西南部分には別の溝状部分がある(溝状遺構B):)東西に走行し北側の道路状遺構と並行するコ

その内部. }剖囲には大小のピット・土坑がみられ，その一つでやや長いものが. SK -061である c また.

中央の竪穴状遺構に接しているこそれらと溝状部分の新旧関係は不明である c 溝状部分の上端幅は2.2m~

3m. 底面はやや不明瞭な部分があるが.幅は1.2m程度で、ある=深さは18cm~26cmで、ある亡西端の図示

は省いたが.西方には続かないようであるこ

SX -012の西側部分の士坑・ピットには.建物遺構の柱穴があると思われるが.上記の道路状遺構・溝

状遺構と重複していることもあって.不明瞭である c その北側部分は， SX-011から続く建物遺構の可能

性があるごしかし SX-011とSX-012聞はわずかに空間が認められるため.建物が続かないことも考え

られるこ土坑・ピットのうち.中央寄りの3基程度が，南北に一列に並んで、いる。中央のピットの深さは
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D-D' 
l果関色土 ハードロームプロック混
2黒間色土 ハ ドロームブロヅクを水玉状に吉
3. ~A褐色土ハ ドロームプロックわずかにi且
4時褐色上 ハードロームプロァク多古県尚色土iJi
5暗縄色土 ハードロームプロァク多古
6暗縄色土 ハードロームプロ γク多古
7黒褐色1:ハ ドロ ムプロック事i昆
8暗褐色土 ハードロームプロック主体
9時間色土 ハードロームプロック主体
10黒椙色 i ハードロームプロックを水玉拡に合
11黒色土 ローム粒縫土粒含
12黒褐色tハードローム粒混
13弔問色上 ハードローム粒混
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sxー010土層
A-A' 
1黒褐色I ローム粒i且
2. .'.己陶色土 ソフトローム誕
3暗尚色 1: ローム粒わずかにiJi
4暗褐色 l ローム粒焼土佐多
5.11音褐色上 ハードローム粒横縞状に世 しまりなし
6褐色土 ハドロムプロック多iJi
7晴樹色上 ハドロムプロック多i且
8時褐色土 ハ ドロムプロック多iJiしまり硲
9背灰色粘土 暗褐色土i1t. ~母i昆
10.黒褐色土 焼土粒上記粘質土混
11黒褐色土 ハ ドロムプロック曜 tプロック混
12背灰色鮎土 犠土プロヅク ハードプロック混
13.暗褐色土 しまり強焼土プロァク多iJi
14時褐色t 焼土粒 ローム粒少iJi
15.ハ ドローム世熱器変
民主褐色土 ローム位少混
17暗褐色土 蝶土プロヅク多古焼t粒t ローム粒i昆
18.'暗褐色士 ロムl:iJi
19時褐色士 ハードロームプロック多i且
加i時褐色土 ローム粒焼土佐少混
21暗褐色士 焼土粒均一に混
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ローム ハードロームプロック混。暗褐色土混

6と同じ 暗褐色土多梶
ローム均一に含

ソフトロ ム直上の層

6貰褐色土
7.1買褐色土
8褐色土
9褐色土

ロームを縞状に混

ローム粒混

ローム粒混

ローム ハードロームプロ ァク1見
ローム ローム粒 ハードロームプロック混在

SXー010土層
E -E' 
l黒褐色土
2 黒褐色土

3暗褐色土
4 暗筒色土
5 暗褐色土

T' 31.8m T 

しまり弱

SX-010土層
F -F' 
I 暗褐色士 ローム焼土粒わずかに浪砂質土

2暗褐色土 ローム ハードロームプロック混在 しまり良
3暗褐色土砂質ローム粒ハードローム粒混在 しまり~~
4ハードロームプロック主体で暗褐色土混在 しまり良
5暗褐色土 ハードロームプロック小混在
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21明褐色土 ローム多i昆ハードロームプロァクわずかに混
22明褐色土 ハードロームプロ γク多混
23暗尚色t 1*白色粘土多i昆
24暗褐色土ハードロームプロ γク大中ハ ドローム粒多i昆
25暗褐色上 ハードロームプロァク小多視
26日富裕色土 ハードロームプロック qJ/j、ロ ムを水玉状に古
27黒褐色土 ハードロームプロァク古 しまり弱
28諜尚色土ハ ドロ ム誼わずかに混
29ハードロームプロァク
30黒嗣色土 ローム粒 ハードロームプロヅクわずかに混
31. :.IA尚色土砂冒しまり弱
32暗剥色土 ハードロームプロックわずかに混
33黒剥色土 しまり弱ハードローム投世
34暗褐色土 ハ ドロ ムプロック多提 32とほぼ伺じ

d -d 
l ソフトロ ム
2暗灰間色土灰白色粘土+匝褐色砂質土+時尚色t
3灰色砂買土灰白色粘土iIi
4. :旦尚色土 ハードロームプロ γクiIi
5暗褐色土 灰色砂質土少混
6暗尚色土 灰色砂質 t，世i且
7暗尚色土 灰色砂宜上縞状にiIi
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SX-011土層
H-H 
1思色土 しまりあり 枯性なL ローム粒焼士吉
2黒褐色土 しまりあり 粘性なし ローム多古
3理制色土 しまりあり 枯性なし ローム粒吉
4褐色 t しまりややなし 粘性なL ソフトローム吉
5. :!¥同色土 しまりあり 粘性なし ロームプロヅク古
6黒褐色土 しまりあり 粘性なし ロ ムプロック多古
7黒尚色上 しまりあり 帖性なし ロームプロック古蛙土少合
8 黒褐色土 しまりあり 粘性あり ロ ムプロック若干古
9. W，尚色士 しまり弱粘性あり ローム粒含
10黒褐色上 しまりあり 粘性なL ロームプロック若干吉
II黒褐色土 しまり弱粘性なし やや砂質
12黒尚色土 しまりあり 粘性なL ロームプロ ック古
13黒尚色t しまりあり 粘性なL ロ ムプロック若干古
14. :.I.~褐色土 しまり弱粘性あり
15黒尚色土 しまり弱粘性あり ロームプロァク古
16褐色土 しまりあり 粘性なL ロームプロック古
17褐色土 しまり弱粘性止し ロームブロァク古
18褐色上 しまりあり 粘性'-'1.. ロームプロック古

SX -010・011・012(2) 
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0.9m. 南北のピットの深さはともに40cmで、ある己その方向と北側の道路状遺構が直交しており.建物の

牲筋の一部かもしれなし、その他のピットは小規模なものが多く，深さは10cm代から40cm代と概して浅い。

柱筋は不明瞭であり.建物遺構の存在については.可能性の指摘にとどめるご

〈竪穴状遺構B-SXー012中央部分一〉

23Q -S2グリッド周辺に位置する二平面形は丸みをもっ不整な方形で¥南北方向が東西方向よりもやや

長1.) c 上端の長さは4.8m. 幅は4.3m. 底面の長さは3.5m. 幅は3.1m. 中央部の深さは0.7mである。壁

の傾斜は緩やかであるが.底面との境は比較的明瞭である c 底面は比較的平坦であるが.やや東側に下り.

壁際にやや高いところがあるご SX-010内の竪穴状遺構とは.規模が異なるが.底面・壁の様相が類似す

る=底面内にいくつかの小ピットがあるが.浅く不規則であり. とくに意図されたものではないこ堆積土

は.上層が暗褐色土.中層が黒褐色土，下層はロームブロックを多く含む黒褐色土で、ある c また，上・中

層は少量の炭化粒を含む士下層にロームが多いが.上・中層は自然堆積と思われるご

竪穴状遺構Bの周囲は若干窪んでいるこその範囲内のうち.東方には.若干の遺構空白地帯を置いて.

土坑・粘土貼士坑群がある 3

〈粘土貼土坑および粘土貼土坑を含む土坑群-SX-012東側部分ほかー〉

SX -010およびSX-012内には.掘りかたの底面・壁に灰白色・淡黄色の粘土を貼り付けた粘土貼土坑

がみられる c このうち.掘りかたが比較的整ったものについては.土坑 1.土坑2のように番号を付けて.

以下に記述するこ

SX -012の東側部分には.粘土貼土坑を含む士坑群が密集して分布するこ群中の土坑は密集しているた

め.様相が複雑である c 粘土貼りの比較的整った形態のものの他に.小規模なものや不整なものもあり，

それらが重複しているこ悶の士坑・ピット間部分にもやや凹んでいるところがあり.図示していないとこ

ろにも.いくつかの遺構が存在するごこうした状況のため遺構総数を正確に把握しがたし川小規模なもの

: j:.整った形態の土坑聞にみられ.また.不整な形態、で底面に広い平坦面をもたない土坑は.東・南の

周縁に位置する。これらの中には，整った土坑が重複した結果のものもあると思われるが，それだけで

はなし粘土貼士坑と異なる性格のものもある c ただし.関連をもつものであろうつなお.掘立柱建物跡、

SB -052と重複しているが.本遺構の方が新しいご重複の影響はあまり大きくないc 粘土が顕著に遺存し

ている士坑は3基であるが，一部に薄く遺存しているものや，堆積土中に若干の粘土が含まれるものもあ

るc 本来はより多くの土坑に，粘土が貼られていたと思われるコ

比較的整った土坑をみると，掘りかたの形態は楕円形， または隅丸の長方形であるが.粘土を貼った内

側の平面形は.楕円形.円形であるこ土坑2の掘りかたは.上端の長さが1.25m. 幅l.l5m. 深さは50cm

であるこ粘土貼りの壁内側は長径が0.95m.短径0.75mである=土坑3の掘りかたは.上端の長さが1.3m.

幅1.2m，深さは55cmで、ある c 底面の長さは0.9Sm，幅は0.8mであるご土坑4の掘りかたは，上端の長さ

が1.1m.幅1m.深さは40cmで、ある c 粘土貼りの壁内側は径0.8mである。土坑5は，上端の長さが1.1m.

幅1m. 深さは40cmで、あるつ底面の長さは0.95m. 幅は0.75mである c 土坑3には，粘土の貼り付けや堆

積がみられないが.その他の様相から粘土貼土坑と同様のものであろうこ以上の土坑の掘りかた底面は平

坦で，壁は直立的に立ち上がるこ貼り付けられた粘土は崩れていたり.ほぼ底面しか遺存していない場合

もあるが.遺存の良い土坑4の様相から.掘りかた同様，底面が平坦で.壁は直立的といえよう c その他

にな平坦な底面と思われる箇所が3か所あるので¥粘土貼士坑と同様のものは.この密集部分に 7基程
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度存在したものと思われるコ

土坑4の下層からは骨.揺鉢片.砥石が出土しているコ骨は上層からも出土しているが.あまり量は多

くなしh 骨片は土坑3からも出土している c 土坑4の堆積土は黒色土主体で.ローム粒が少なし~土坑4

が土坑墓であるならば.堆積土は埋め戻されているのだろうが.土層断面の状態からは断定しがたいc む

しろ.土坑4の西隣の土坑が.下層にロームブロックを主体とする土層が堆積しており.人為的堆積の可

能性がある。土坑5も比較的多量のロームを含むが，士坑2にはあまり含まれないc 士坑3はロームを含

むが.あまり多量ではないようであるさまた.上坑3は宝永の火山灰が若干量堆積していたこ以上のよう

に. SX -012の東側の土坑群の堆積士については，すべてが埋め戻されているか断定しがたい。

SX -012東側の土坑群は.土坑が集中しているにもかかわらず.周囲には遺構が分布していないご西側

の竪穴状遺構Bとの聞は若干の空白部分であるが，北から束は広く空いており，南側も他時代の遺構を除

けば.同様である二土地の使用に規制があった結果と考えられる二堆積土が人為的か判然としないが.骨

が出土しているので，水をj留めた遺構というよりは.土坑墓群の可能性を高く考える c

SX -012の西側土坑群の中にも.灰白色粘土を充填しているものが1基ある(土坑8)::形態は東西に

長い楕円形で.一部角張っているつやや規模が大きい士坑で 上端の長さは1.65m. 幅はl.lm.深さは19

cm~3Scmで、ある c 底面は中央が深く.周囲が浅いc 浅い部分の長さは1.35m. 幅は90cm. 深い部分は平面

楕円形で、長径は60cm. 短径はSOcmで、あるご深い部分はロームブロックを含む黒褐色土が堆積し.灰白色粘

土は.その上部に堆積している。粘土上の堆積土はわずかなので. 自然堆積か.埋め戻されたものか判然

としな¥，¥ = 

土坑1はSX-010内の西側中央に位置し柱穴列Eの中央の柱穴に接している。新旧関係は不明である

が.柱穴に関係する建物とは別時期のものといえよう亡形態は円形であるが.上面形はやや長く.底面は

ほぼ円形である。上端の規模は1.35mx 1.25m. 底面の径は75cm. 深さは55cmで、ある。底面は平坦で.墜

との境は明瞭であるご壁は底面からlScmほどの高さまでは直に立ち上がり.そこから斜めに立ち上がる二

急なところとやや緩やかなところがあり.上端の長さの差となっている。灰白色粘土は堆積土最下層に含

まれているご最下層全体の色調は暗く.黒色土の含有が多いこその上部は，宝永の火山灰を含むと思われ

る土層であるこ堆積土は概して黒褐色土主体であるが，若干のローム粒・ロームブロックを含むc 中・下

層から.揺鉢片が出土しているご

土坑1・土坑8は土坑内に粘上をもつことから. SX -012東側の士坑群と同様の遺構と思われる c 土坑

8は東側の土坑群から西約12m. 土坑1は北やや西寄り 14.5mのところに位置するさ各々周囲に同様の遺

構があるものの.判然としなし川密集しないことは確実であり. この点でSX-012東側の土坑群と異なっ

ている c 同時期のものであれば，離れて位置することに意味があったのであろう。

遺物(第669 ・ 674図.図版326~328 ・ 33S)

陶磁器は多量に出土しているため.調査時の遺構別に記述し陶磁器以外の銭貨等については.少量の

ため. まとめて記述するご

第674図 2~8 は銭貨で.いずれも銅銭である(銭 2~銭 8 とする)。銭 4 ・銭 7 は寛永通賓である。銭

4は新寛永銭で、あるご銭7は磨滅のため.古寛永銭か新寛永銭か不明で、ある 2は「元」または「天」で

始まる銭貨と思われる。また，銭5は下の文字が「開」または「通」と思われる c いずれも北宋銭等の渡

来銭と思われるが.銭種を特定しがたしh 銭3・銭6・銭8は文字がみえず.銭種は不明であるご銭2・

円
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SX-010土坑1
l黒褐色土 炭化物ハードローム

プロヅク?昆

2a暗灰褐色土砂質焼土わずかに含

2b暗灰褐色土 ハードロ ムブロック
3黒褐色土 ハードロームプロック

ソフトローム混

4 黒色砂質土火山灰つ
5黒褐色土 灰白色粘土層状に吉
6. ~.~尚色上 ハードロームブロァク
7陪灰褐色土 2と同じ
8 黒色土 4とほぼ同じ
9黒色土 4 +ハードローム粒

B'31.5m 

⑧ 

E 

E 

。 (1/400) 
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E' 

SX-012土坑2
l黒褐色土 砂質焼土粒灰白色粘土粒混

2暗灰色砂質上 黒褐色土混
3暗灰色砂質土
4灰白色粘土 砂質土混 ピット一周する

5暗尚色土 砂質土少混

6 褐色土 ソフトローム主体ハードローム

プロゾク混

E'31.5m 

SI-012土坑3
l黒褐色土 ハードロームプロヅク水玉状に混

2暗褐色土砂質ハードロ ムプロァク ローム粒混
3暗褐色土 ローム土均一に混
4 暗褐色土ハ ドロームプロ yク 黒色火山灰水玉状に混

5暗褐色土 ローム粒わずかに混 しまり良
6.m褐色土 ローム ハードロームブロック縞状に混

SIー012土坑4
l灰白色粘土貼りつけ

2 黒色土

20m 



銭3は磨減が著しく.銭6は錆に覆われている c また.銭5は上部が欠損するこ直径は.銭2が2.25cm.

銭3が2.3cm. 銭4が2.2cm. 銭5が2.43cm. 銭6が2.55cm.銭7が2.3cm. 銭8が2.4cmで、あるコ重量は.銭

2が1.17g .銭3が1.80g. 銭4が2.23g. 銭5が1.53g. 銭6が3.85g. 銭7が2.52g. 銭8が3.20gで

あるこ出土地点は.銭 2~銭 6 が SX-010. 銭7がSX-011. 銭8がSX-012である。このうち.銭2・

銭3は竪穴状遺構Aから.銭8は士坑5からの出士である c

SX -012の土坑3・土坑4から出土した骨は小片のため.人骨か獣骨か断定しがたいご

SX-010 (第669図.図版326~328)

52~65は肥前産陶器である:) 52~58は碗で. 17世紀後半から18世紀前半のものであるこ 52は援形の高台

部をもっ呉器手と称される碗である c 口縁部はわずかに外反するご高台部畳付を除いて透明紬.体部下半

から底部外面にかけて白化粧士が重ね掛けされる。 53~S5は.いずれも口縁部から体部下端を除いて緑粕.

内面は透明紬が施されるコ 56~S8は白化粧土の刷毛日文様を施した碗である c 56は口縁部から底部片で¥

底部内面は蛇の目状に紬剥ぎがなされており，重ね焼きの痕跡がみられる c58は体部から高台部片である c

底部内面への刷毛塗りはなされていない。 59・60は皿である。 S9は口縁部片である。体部との境に稜を形

成し折縁状に外折する。端部は上方に弱くつまみ出される c 内外面とも透明紬が施される。 17世紀前半

から中葉のものである。 60は口縁部から体部の破片で，緩やかに湾曲しながら口縁部に至るものである c

内面は緑柚.外面には日縁部から体部中位に透明粕が施される。 17世紀後半のものである。 61は鉢の底部

付近の破片である内面に白化粧士の刷毛目文様を施した後.内外面に透明柚を施される c 内面は蛇の目状

に粕剥ぎがなされている。 62~65は火入で.同一個体と考えられるものである。口縁部は鍔状に張り出し，

腰部から体部は内折し.直立するものであるコ口縁部上面には 1条の沈線を有する。体部外面は白化粧土

の波状の刷毛目文様が施され.口縁部から体部外面に緑紬が掛けられる c 腰部から下方は高台部畳付から

底部外面を除いて錆紬が刷毛塗りされるc 17世紀後半のものであるつ 66~82 ・ 89~98は瀬戸・美濃産陶器

である 66は古瀬戸平碗の口縁部から体部破片である。口縁部と体部の境に稜を有し.直線的に開くもの

である c 体部上部から内面に灰紬が施される。古瀬戸後町期 (15世紀中葉から後半)のものであるコ 67は

丸碗で高台部周辺を除いて灰紬が施される c 17世紀後半のものであるコ 68は御室茶碗の口縁部から体部片

である。体部外面に呉須絵が描かれ.内外面とも灰柚が施される c 18世紀前半のものである::69は腰錆碗

の口縁部から体部片であるさ体部外面は3条の沈線が巡る。体部外面上方から体部内面は灰紬.体部外面

下方は鉄紬に掛け分けされる:)18世紀中葉から後半のものである c70は鎧湯呑碗の体部下端の破片である c

外面は回転施文具による列点状の文様が施される c 外面は灰柚，内面には鉄柚が施される:)71は丸皿であ

る。口縁部が外反するもので，高台部は削り出しによる c 全面に長石柏が施されるが.底部外面の粕は拭

い取られる。底部内面には三叉トチン痕がみられる o 18世紀中葉のものである。 72は摺絵皿である。体部

下方は丸みを持ち，口縁部は直線的に開く。高台部は貼り付けによるもので.畳付は丸みを帯びたもので

ある。底部内面には型紙摺りによる草花文の鉄絵が施され，体部外面中位から内面に灰柚が施されるコ 18

世紀中葉のものである。 73は菊皿の口縁部片である。口縁部はヘラ状工具により成形され，体部外面には

縦方向の刻線が施される。内外面とも灰紬が施される。74は浅形の黄瀬戸鉢の体部下端から底部片である。

体部下端は丸みをもって立ち上がる。高台部は貼り付けによるもので，断面形は逆台形状である。底部内

面には櫛描きによる同心円文と菊花の押印文が押される。内外面とも黄瀬戸紬が施されるが.底部外面は

拭い取られるコ内面には緑柚が部分的に流し掛けられ.方形のトチン痕が1か所みられる。 17世紀中葉か



ら後半のものであるこ 75. 76は筒形の香炉で. 18世紀前半のものであるつ 75は体部から底部片で.外面に

櫛描きによる沈線が施されるこ体部外面には黄紬が施されるさ 76は口縁部から体音15片で.口縁端部の断面

形は三角形状で.内側に張り出すものであるご口縁部から外面にかけて灰紬が施されるご 77は片口の底部

片であるこ高台部は削り込み高台で.底部内面を除いて灰紬が施されるつ 18世紀後半のものである土 78は

肩衝形の徳干iJの頭部から胴音[5片で.胴部はほぼ直立するものであるで外面及び頚部内面に柿柏が施される=

18世紀前半のものである 79は銭棄の体部片である=やや聞きながら立ち上がるもので.体部下端を除い

て柿粕が施されるこ 80は査の胴部から底部片であるこ底音15は平底で胴部はほぼ直立するご胴部下端は面取

り成形されるご底部はヘラケズリが施されるご内外面とも錆紬が施されるが.底部周辺は拭い取られる二

81は汁次の取手であるこ全面に黄粕が施されるつ 82は灯明皿であるご体部外面下半から底部はヘラケズリ

が施されており.削り込み高台が作出されている二体部中位から内面にかけて濃緑色の灰紬が施される c

17ttt紀中葉から後半のものであるこ 89~98は揺鉢であるこ 89は口縁部付近の破片で.端部がやや尖るもの

である=全面に鉄粕が施きれるこ古瀬戸後日期から大窯第 1段階第 1小期(15世紀中葉から後半)のもの

であるこ 90は口帝京端部を内側に折り返し玉縁状になるものであるコ内外面とも柿紬が施される。 91・92

は口縁部から体部の破片で.丸みを帯びた受け口状の口縁帝を有する ε 内面の日縁部と体部の境の稜は弱

いものである c いずれも内外面とも柿粕が施されるむ 90~92は 17世紀後半のものであるコ 93 ・ 94は同一個

体で.受け口状の口縁帯を有する。口縁端部外面には弱し E沈根が施されるコ内面の体部との境には明確な

段が形成されるご体音15外面はヘラケズリ.底部外面は糸切り未調整である。摺目は.体部内面は17本1単

位.底部内面周縁は同心円状.中央は放射状に施されるご全面に柿柚が施されるが.底部外面周辺は拭い

取られるコ 17世紀末から18世紀前半のものである::95・96は口縁部の縁帯はわずかに垂下するもので. 95 

は口縁端部内面に弱い沈線が施されるご内面の口縁部と体部の境の段は~~P ものである二休部外而はヘラ

ケズリ.内面の摺目は. 95は17本 1単位. 96は9本 1単位である::95は柿柚. 96は錆柚が内外面に施柚さ

れるごいずれも18世紀前半のものである::97・98は口縁部から体部の破片で.口縁帯は折り返しによるも

のではなく. ヨコナデによって作出されたものであるコ口縁端部はやや肥厚し.内面は明確な段が形成さ

れるご 98には口縁帯外面下方に 1条の沈線が施されるニいずれも内外面に錆粕が施される::98は口縁端部

が擦れており.砥石に転用されたものとみられるご 18世紀中葉のものであるご 83~86は志戸呂産向器灯明

皿で. 18世紀前半から中葉のものである::83は体部中位から内面に錆紬が施されるこ内面に油煙の付着が

みられるご 84は薄手で扇平なものである二体部は丸みをもって立ち i二がるこ口縁部から内面は錆柚が施さ

れるご口縁部には油煙の付着がみられるご 85・86は桟付きの受皿の破片である c いずれも体部中位から内

面は錆柚が施されるご 99~ 119は肥前産磁器であるコ 99~106は染付碗で. 104は小形の丸形碗であるこ外

面の主文様は. 99は網目文. 100:土網目に蕗文. 101は花文. 102は山水文， 103は牡丹!青草丈， 104は雨降

り文， 105は松竹梅文. 106は輪宝繋丈である二 100・101は体部下方に圏線.高台部外面に二重圏線が描か

れるゥ 105は方形枠内に「渦福」銘が底部外面中央に記されるヮ 106は底部内面周縁に二重圏線が描かれる C

99~ 103は17世紀中葉から後半， 104は18世紀前半. 105・106は18世紀後半のものであると 107は青磁碗の

体部から高台部片で.18 世紀後半のものであるつ 108~ 112は染付小杯であるご 108~111は同一意匠のもので.

口縁部が外反する端反形のもので.高台古15畳付には砂の紬着が認められるコ 108・109は同一個体である可

能性が高しh 体部外面は鶴丸文.底部内面には二重圏線内に花文が描かれるご底部外面には「大明」銘が

記されるご 17世紀中葉のものである二 112は丸形のもので.線描きによる草花文が描かれるご 19世紀前半
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から中葉のものであるコ 113~116は染付皿で.17世紀中葉のものであるつ 113. 114は同一意匠の皿である。

口縁端部には縁錆と呼ばれる鉄紬が施されるコ高台部は断面逆台形状で.幅が広い蛇の目高台である土畳

付には砂の柏着がみられるっ体部内面は崩れた松皮菱文.底部内面は圏線内に山水文が描かれる。 115は

型打ち成形による染付菊皿である c 底部内面には菊花文が描かれる c 高台部は蛇の目高台で.畳付には砂

の柑着がみられるっ 116は染付手塩皿で¥底部内面は花文が描かれるつ高台部は蛇の目高台で.畳付は粕

剥ぎがなされるこ 117は色絵染付油壷である。体部外面に縞文および連子文が赤絵の具で上絵付けされる c

17世紀後半のものである。 118・119はセットになると思われる蓋付きの青磁壷である。 118の蓋は扇平な

器形で，つまみは欠損している。身受けは環状で，高さ約O.Scmを測る。上面以外は露胎である c 119の壷

は頚部が直立し肩の張りはなく，胴部はやや縦長である。日縁端音防、ら頚部内面は露胎である。 17世紀

中葉のものである。120は瀬戸・美濃産磁器染付端反碗の口縁部で.口縁部外面に圏線，体部外面に格子文.

口縁部内面には掻き落とし技法による連弧文が描かれる。19世紀中葉のものである。121はカワラケである。

体部が直線的に聞く逆台形状の器形を呈する。底部外面は糸切り痕が残されている c 18世紀後半から19世

紀代のものである c 122~ 126は'賠熔である。 122~125は口縁部が矩形.底部は平底のもので. 17世紀中葉

から18世紀前半のものである c 122は口縁端部外面も張り出し体部と底部の境に貼り付けの際に生じた

筋が2条みられるつ 122・125は内耳を貼り付けた部分が外側に張り出すコ 126は口縁端部が丸く仕上げら

れるもので. 18世紀中葉から後半のものであるさ 127は土師質の焼炉の口縁部片で.外面には 1条の沈線

が施されるコ図示したもの以外の破片は.陶器碗60点・皿29点鉢1点・播鉢24点・徳手IJlO点・瓶類8点・

香炉3点・灯明皿2点・火鉢1点・器種不明 2点磁器碗85点・皿9点・瓶類 1点.倍熔267点が出土し

たc

SX-011 (図版328)

128・129は京都・信楽産陶器である。 128は碗の底部片である。体部から底部外面に灰粕が施される c

18世紀前半のものである。 129は灯明皿である c 内面は透明柚が施される。口縁部には油煙が付着する。

130は瀬戸・美濃産陶器筒形香炉の体部から底部片である。体部外面に灰柑が施される。 18世紀前半のも

のである。 131は肥前産陶器土瓶の胴部片である。外面は白化粧土が厚く掛けられている。内面は胴部上

方に灰粕が施される。 19世紀前半のものである。 132は肥前産磁器小杯の体部片で.口縁部が端反形のも

のである c 外面に網目文が描かれる c 17世紀中葉から後半のものである。図示したもの以外の破片は，陶

器碗3点・皿3点・瓶類3点・香炉 1点，磁器碗1点・皿3点・香炉 1点が出土している。

SX-012 (図版328)

133~ 138は肥前産陶器である J 133~ 136は碗で. 17世紀末から18世紀前半のものである。 133・134は外

面は体部下端から底部を除いて緑柚.内面には透明粕が施されるものである。 134は高台部の高さが約1.1

cmで，やや援形を呈する 135は京焼風の丸碗の口縁部片で¥内外面とも透明袖が施される J 136は内外

面に白化粧土による刷毛目文様が施される碗の口縁部である 137は皿の口縁部片で，口縁端部が外反す

るものである c 外面は白化粧士の刷毛目文様が施され，内外面とも透明紬が施される c 138は京焼風の火

入の体部から高台部片である。高台部は蛇の目高台で，底部外面中央に兜巾を有するものであるロ体部外

面に透明紬が施される。 17世紀中葉から後半のものである。 139~147は瀬戸・美濃産陶器である。 139は

丸碗の体部片で.内外面に灰粕が施される。 140は腰錆碗の口縁部片で¥外面下端に沈線が1条みられる c

内外面とも灰紬が施される。 18世紀後半のものである。 141は輪禿皿の口縁部から体部片である。体部外
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面|ご方を除いて灰柚が施されるこ口縁部内面には重ね焼きの際の柚着痕がみられる 17世紀後半のもので

ある二 142は筒形の香炉の体部から底部片で.体部外面は半菊文が丸ノミ彫りされ.底部には足が付されるコ

体部外面に灰紬が施される 18世紀前半のものである 143は肩衝小壷の体部片であるご体部外面下端を

除いて柿柑が施されるご 17世紀末から 18世紀前半のものであるこ 144~147は揺鉢で. 144~ 146は口縁部か

ら体部の破片であるこ 144は角張った受け口状の口縁帝をもつものである c 内面の口縁帯と体部の境の稜

は明瞭であるむ内外面とも柿柚が施されるζ18世紀後半のものである。 14S・146は同一個体の破片であ

るc 口縁部と体部の境にヨコナデによる凹みが施され，内面は丸みを帯びた凸帯状の段が形成される。口

縁部外面の下方には 1条の沈線が施され 折り返し状に作出されているこ口縁端部はやや肥厚するコ内面

の摺目は13本 I単位である。内外面とも錆柚が施される。 18世紀中葉のものであるつ 147は体部から底部

の破片であるつ体部外面は土方までヘラケズリが施されるつ底部外面は糸切り未調整である c 内面の摺日

は，体部は10~11本 1 単位で.底部内面は同心円状に施されるこ 148~ 155は肥前産磁器であるご 148~151 

は染付-碗であるョ 148は口縁部下に二重国線が描かれるつ 149は外面に条線文と丸文が描かれたものである 2

148は体部から高台部片で¥体部外面下端および底部外面に.高台部外面に二重圏線が描かれるご lSlは外

面に手描きによる蘭文とコンニャク印判による若葉文が施されるτ148・149は17世紀中葉から後半. 150 

は17世紀末から18世紀前半. lSlは18世紀前半のものであるご 152は染付菊皿で. SX010から出土したもの

(115) と同一意匠のものである lS3・lS4は染付小杯であるご日縁部はいずれも端反形で. 153はSX010

出土のもの(l08~111)と同一意匠のものであるこ lS5は染付仏飯器の体部片である二体部外面及び脚部

の付け根に圏線が施される c 18世紀末から19世紀前半のものである c lS6~ 158は倍熔で， 18世紀前半のも

のであるこ lS7は口縁部から体部片で.口縁端部は内側に張り出すニ lS6は内耳付近の破片で，底部は平底

であるご口縁端部は角張っており.わず、かに内側に張り出す:;158は体部から底部片で，底部は平底である。

外面の体部と底部の境は明確な稜が形成される c 図示したもの以外の破片は，陶器碗13点・皿3点・鉢2

点・瓶類10点.t雷鉢8点・灯明皿1点，磁器碗11点・血3点が出土している c

SX-020 (第603図.図版163. 329) 

東部束寄りの23R区に位置する己建物跡を含む遺構と思われるが.不明瞭な点もあるごやや浅く掘り込

まれた範囲内に.柱穴と思われるピットが多数ある遺構であるご遺構はほぼ台地平坦面に立地するが，東

側にわずかに下っているこ掘り込みは東側に壁が存在しないが. ピットの様相を合わせると.ほぼ方形に

区画.整地されたものといえようこ東側に壁がないのは.当初から無かったものと思われるが.至近にあ

る台地整形区画遺構SX-022やSX-013に削られたり.影響を受けたことも考えられるニ本遺構は比較的

平坦なところに位置するが.地表面を若干削って. より平坦な面を求めたものであろう=方形区画は台地

整形の一種であり. SX-022. SX-013と同時期の可能性が考えられるご

方形区両の規模は.西辺の長さが12.6m. 深さ30cmで、ある c 南辺は南西隅から13mで壁が消滅するが.

西辺とほぼ同じ長さであるコ北壁の遺存は 7mと短いc 西辺の方位は， N-8c-Eであるコ区画内には多数

のピットがあるが.そのうちの一部は奈良・平安時代の掘ー立柱建物跡の柱穴である。台地上には奈良・平

安時代の集落もあるため，他のピットにも同様のものが含まれている可能性があるつしかし本遺構自体

は.方形区闘の規模や周囲の遺構との関係.出土遺物から近世以降の時期と思われる c 区画内のピットも

その様相から.区画と同時期のものの方が多いと思われる c ピット群を除く底面の状態は.南北方向がほ

ぼ平坦.東西方向は西から東に Fっている c 東側はわずかに損なわれているこ
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SXー020土層
l淡褐色土 ローム ローム粒多吉粘性耳目

2時l補色土 ロム粒多含
3黄禍色土 ロームブロック ローム主体

4 黄褐色土 ロームプロァク ローム主体

5積筒色土 ロム粒ローム主体

6黒褐色土 ローム.ローム粒多含
7 黄褐色土 ロームブロァク ローム主体

8黒褐色土 ローム粒多吉
9盟縄色土 ロームプロック!ローム粒主体

10黒褐色土 ロームブロック。ローム粒主体

11暗黄褐色土ローム粒ロ ム多古
12時黄褐色土 ロームプロック ローム粒主体
13暗賞褐色土ロ ム ローム粒主体
14黄褐色土 ロームブロァク主体

15黄褐色士 ロームブロック t ローム主体

区画内のピットの多くは，建物の柱穴と思われる。しかしその位置関係は奈良・平安時代の掘立柱建

物跡と比べるとかなり不明瞭で、ある。その理由としては， 奈良・平安時代の柱穴が混在する他に，建て替

えがあったこと，柱穴が小規模で、，柱の下に置かれた礎石や， 土間あるいは作業場の存在等，様々に考え

られる。ピット群は，中央の南北や北側東西などで，柱筋が通ると思われる部分もあるが，建物を明確に

することが難しい。したがって，規模や柱間等は判然としないが，最大規模で，南北105m.東西9m程

度と思われる。そして実際には，この規模を下回る単独建物，または複数の建物の組み合わせ，それらの

建て替えなどが考えられる。各ピットについては，断面形を図示していないものが多いので，センチ単

位で深さを図中に記載した。なお，北西隅付近に.SX -013bに類似する土坑がある。この土坑は柱穴で

はなく，性格も SX-013b等と同様で、あろう。また，南壁西寄りで 長方形のやや大型遺構と重複するが，

これは炭焼窯である。堆積土はローム粒・ロームブロックの含有が多いが，台地の縁寄りで浅いことから，

埋め戻されているか断定しがたい。

遺物 (第669図，図版329)

159は古瀬戸縁粕小皿の口縁部から体部片である。口縁部から体部内面上方に灰紬が施される。古瀬戸

後W期(15世紀中葉から後半)のものである。160は古瀬戸天目茶碗の口縁部から体部片である。口縁部

はやや外傾しながら開く。体部下方から内面に鉄紬が施される。古瀬戸後E期 (14世紀前半)のものであ

る。161は常滑産陶器片口鉢である。口縁端部は外側及び内側に張り出す。口縁端面には沈線がl条巡る。

体部外面は，下方はヘラによる掻き上げ，上方は指頭による押圧痕がみられる。外面口縁部下には重ね焼
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きの際の紬着痕がみられる。底部外面は無調整であるつ常滑編年9型式期 (15世紀前半)のものである。

図示したもの以外の破片は，陶器瓶類 1点が出土した=

( 2 ) 井戸状遺構

SK-054， SK-266， SK-267 (第604図.図版168)

SK -054. SK -266. SK -26iは東部調査区内北側の23P・23Q区に位置するこ SX -010の北にあって.

建物に伴う遺構である c 3基は接近して並んでいるので，ここでまとめて記述する。西側のものがSK

054. 中央のものがSK-266. 東側のものがSK-26iで. SX -010・SX-011の西側柱穴列から. l.5m~ 2 

m 北に所在する乙 SK-054とSK-266の間は30cm弱. SK -054とSK-26iの間は 2m強. SK -266とSK-

26iの間はiOcm弱で、ある。

3基の平面形は.おおよそ円形であるが.SK -054の上端はやや楕円となるコ上端の径は.SK -054がl.5

m ~ l.im. SK -266がl.05m. SK -26iがl.3m~ l.4mである c 3基とも非常に深い遺構であり.安全対策

上，途中で、人力による発掘を中止している。しかし SK-054， SK -266については，重機を使用して断

面観察を実施しており • 3.2m~3.ím程度の深さであることが確認されたこ以下その概略を記述するこ

3基の壁は直立的であるが.上端から下方に向かつてややすぼまっている己 SK-054のド部の径は l

m ~ l.lm. SK -266の下部の径はiOcm~80cm. SK -26iの下部の径は80cmで、ある c 壁面は滑らかである c

重機による断面観察の結果，確認面から3.2mの深さで灰白色粘土層に至り.水が湧出したc 台地平坦音[)

上であるが.地下水位がかなり高い位置にあったこなお.地下水位については，遺構・地層の様相から変

動は少ないと思われる c SK -266の底部は，円筒状の壁からそのまま直に下がり，やや丸みをもつことが

確認されたこ SK-054は3.imの深さまで掘りー下げたが.湧水により.下部の壁が崩壊し.底面の状態まで

確認することはできなかったコ

SK -054 . SK -266の堆積土はすべて黒褐色土主体の土層であり， SK -26iも同様であった。いずれも

自然堆積と思われるコなお.詳細な記録はSK-054のみであかそれも安全対策上，上部にとどまるこ

以上3基の井戸については.継起的に作られたものか，同時存在か判然としなしh ただし SK-054と

SK -266は非常に接近した位置にあるので.同時存在の可能性は少ないc

SK-588 (第604図.図版192・329)

東部東端の25Q区で¥整形区画遺構SX-032内に位置するつやや不整な筒状の形態で，壁の横断面形は

直線的で角張る部分と，丸みを帯びる部分がある c 上端はやや広がっており，確認面の平面形は不整な楕

円形である c 筒状部分の径は85cm前後.確認面からの深さは2.9m，上端の長さは2.3m.幅は1.65mであるつ

筒状部分の壁はほぼ直立するが，わずかに上部で広がり.下部ですぼまる c 確認面から約 2mの深さで灰

白色の粘土層に達し水が湧出した。堆積土では20層と21層の境であり.安全対策上.その部分で人力で

の発掘を中止したc そこから下部は重機を使用して.断面観察を行った二なお. 21層部分の壁は.崩落し

て扶れているこ

堆積土の最下層は灰白色粘土主体であり.その上部の下・中層も粘土の包含がみられる。また，ローム

粒・ロームブロックを多く含む土層もあるが.概して暗褐色土主体であり. 自然堆積と思われる c

遺物(図版329)

162~ 164は瀬戸・美濃産陶器である。 162は播鉢の体部片である c 外面はロクロ日が顕著であるつ内外
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SK-054土層
l暗褐色土 ハードロームブロックホ玉状肯 炭化物灰白色粘土少

2暗褐色土 Iに比べしまり良好
3黒褐色土 Iと同じ粘性ありしまり有り灰白色村1土プロァク状混
4 黒褐色土 3とほぼ同じ

五黒褐色上ハードロ ムプロック少混

6唱褐色土 少ハードロームブロック主体ハードローム粒多しまり悪い

SK-588土層
l褐色土 ローム粒少混

2. J立褐色土 尚色上にローム粒

3暗褐色土 ローム粒ごく少混

4 暗褐色土 ローム粒ごく少混

5暗褐色土 暗褐色士主体

6. D昔前褐色土褐色土にローム粒 ロームブロック混入
7 暗褐色上 しまりきわめて悪い

8暗褐色土 ローム粒'J，'i見 しまりややあり
9暗褐色土 砂質土が帯状に含 しまり悪い

10暗絹色土 ローム粒ロームプロック少含

11暗褐色土 暗褐色土主体 しまりゆるい

12時街色士 ローム粒砂2-'1昆しまり弱
13晴樹色土 I晴樹色土主体 しまり iJ~
14暗尚色土 ローム粒 ロームプロック合ややしまりあり

15暗賞褐色土 暗褐色土にローム粒 ロームプロック多混 しまりややあり
16陥褐色士 ローム粒少混 しまりややゆるい

17.1府側色土 ロームブロック 乳白色の粘土プロック合 しまりあり
18. sI1間色土 ロームブロック合

19暗褐色土 ロ ムプロック 18層より少乳白色の粘土やや多
20暗褐色土 乳白色の粘 t少含 しまりあり
21階尚色土 ローム粧 ロームプロァク合

22黄褐色土 粘1:質

23青l五色粘土粘土質
2.1 附褐色T. 21府と同じ
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第604図井戸状遺構

面とも錆柚が施される。163は半球形の碗の体部から高台部片である。体部下端から高台部を除いて灰紬

が施される。18世紀後半のものである。164は腰錆碗の体部下端から高台部の破片である。外面は鉄紬，

内面は灰粕が施される。図示したもの以外の破片は瀬戸・美濃産陶器火入1点，倍熔1点が出土している。

( 3 ) 地下式坑

SKー060A(第605図，図版168・329)

東部調査区内では，北側の22Q. 23Q区に位置する。主室は南北に長い長方形で，出入口部は東側長辺

に付く 。出入口部も奥行きの短い長方形の形態である。主室の奥側 (西側)長辺は，中央で若干丸みをも

ち，南側短辺との聞が鈍角をなす。出入口部は上部で広がり，隅は丸みをもっ。主軸方位はN-800-Wで

ある。主軸長は3，lm. 出入口部の上端幅は2.3m.奥行きは0.85m. 出入口部底面の幅は1.3m. 奥行きは

30cm.主室底面の幅は2.6m.奥行きは1.9mで、ある。出入口部底面の深さは1.05m.主室底面の深さは2.25

mで、ある。主室底面はほぼ平坦であるが，底面の出入口側中央が一段高まっている。これは，出入口部底

面と主室底面の高さの差が1.2mと，かなり大きいためであろう。出入口部底面とこの段上との差は70cm

段上と主室底面との差は50cmで、ある。段基底部の規模は，幅が75cm.奥行きが30cmで、ある。底面に突出し

ている段と，出入口部底面の間の壁にも段状の部分があり，出入口側の壁は階段状になっている。壁の角

度はおよそ500で，かなり強い傾斜である。壁は出入口側以外は，底面から直立か，やや扶って丸みをも
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このくらいの高さから，ちながら，立ち上がる。北側の壁は，底面から約l.lmで、オーバーハングするので，

中央から南北にかけてかなり崩落しているとみられる。天井部が造られたのであろう 。天井部は，

北西隅では，揺鉢と貝ブロックが出土しまた，奥壁際中央でシカの後頭骨と思われる獣骨が出土した。

員は獣下層の15層から正位で出土した。獣骨は10層から出土し，た。播鉢は体部下部から底部の破片で，

12層上部から出土した。骨よりもやや高く，

天井部が崩落したものである。それ下層はハードロームブロック主体の土層であり，堆積土をみると，

出入口部から流入した堆積状大きな崩落の後に，中・上層は出入口預IJから斜めに堆積しており ，に対し，

11層は宝永の火山灰と思われる。況を示すものである。なお，

出土遺物が少ないため，しかし本遺構が土坑墓かどうか不明で、ある。出土した骨が獣骨であるため，

双方の可能性を残しておきたい。貯蔵穴とも断定しがたく，

本遺構とそれらを含めて一つながりで続いている。調査では，本遺構の東側には不整な土坑群があり，

本遺構そのため，断定しがたい。SK-060とした。本遺構と土坑群は関連性をもつことも考えられるが，

SK -060土坑群の東には接近して建物独立した遺構として扱った。なお，部分のみをSK-060Aと振り，

遺構SX-010がある。土坑群や本遺構が建物遺構に関係する遺構であることも考えられる。

遺物 (図版329)

18世紀代のものである。165は丸碗の体部下端の破片である。体部外
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16暗褐色土 ハードロームブロック多混
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2暗褐色上 ローム粒浪
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面下方を除いて灰粕が施される c 166は半球形の湯呑碗の口縁部から体部片である士内外面とも灰柑が施

される。 167は揺鉢の体部下方から底部片である。体部外国はヘラケズリ，底部外面は糸切り痕が残され

ている c 摺日は体部内面及び底部内面に施され， 9本 1単位である c 内外面とも錆柚が施されるこ 168は

砲弾形を呈する志戸呂産陶器の白右衛門徳利であるつ体部外面中位から底部にヘラケズリが施される二 17

世紀末から18世紀前半のものである c 169は肥前産磁器染付皿で¥体部が緩やかに開くものである=体部

外面は折れ松葉丈.底部内面は蝶とススキ文が描かれ.底部外面中央には「大明」銘が記されている二高

台部は高さ約1.0cmを測り.畳付は粕剥ぎがなされている 17世紀中葉から後半のものであるこ 170は倍熔

の口縁部から体部片である c U縁端部は矩形で.やや内側に張 t)出すc 18世紀前半のものである c 肉示し

たもの以外の破片は.陶器碗 1点・徳利2点，磁器瓶類 1点.倍熔 1点が出土した。

SK-068 (第605図.図版168)

東部調査区内北側の22Q区に位置する c 平|面形は.出入口部が円形.主室が長方形である。出入口部は

主室の東側長辺のやや南寄りに付くコ主室は南北に長い長方形であるが.東辺が西辺より短く，若干台形

的な形態であるごまた.奥側の西辺はやや弧状に突出するが.南北の短辺には直角的.鋭角的に曲がるご

h軸方位はN-940-W"，主軸長は2.35mである r 出入口部は上端の径が1.3m，深さは1.7mであるが.主室

は1.3m程度の深さから掘り込まれていると出入口部底面は.現状で東側に30cm程度の奥行きをもっ二主

室底面の幅は2.1m，奥行きは1.45mである。壁はやや扶れており.主室の最大規模は数cm~10数cm程度.

底面よりも広しh 主室底面から天井部までの高さは 1m ~ 1.35m，主室底面の深さは2.65m，天井部の深

さは1.25m~ 1.7mである c 天井部は全面的に剥離している c

遺物については.時期や性格を決定できるものの出土がなかったc 堆積土については.断面を図示して

いないが.最下層はハードロームブロック主体. ド層はロームブロックと黒色土の混合土.中・|二層は黒

色土主体の土層であった二なお.堆積土最上部にハードロームがのっているが.天井部が崩落したもので

あるごこの崩落士と現天井との聞に 5cm程度の空間があるごまた.堆積土は全体に硬くしまっているこ唱

のような状態から.主室内の堆積土は埋め戻されたものと考えられるコ

( 4 ) 溝状遺構・道路状遺構.土坑列および関連遺構

SD-004， SK-057， SKー058(第606図.図版155・329)

SD -004. SK -057. SK -058は東部北側東寄りの23Q区に位置する c SD -004は東西に走行する溝状

遺構と土坑列を合わせたものであるご土坑列は溝状遺構の北で.ほぼ接する近さに位置するコ溝状遺構の

南にも東西にやや長い土坑群があり. SK -057の遺構番号が振られているこその周囲にはいくつかの土坑

が分布する=また.溝状遺構の東にはやや大型の土坑である SK-058が位置するここれらの遺構も溝状遺

構・土坑列と関わる遺構と思われるご

溝状遺構は全面硬化しており，道路跡であろうコ SX-010と重複しているが.新旧関係は不明であるご

しかし SX-010建物遺構A・竪穴状遺構Aと平行することから， これらの建物と同時期と思われる c 東

端はSK-058の手前で途切れているが，地形が束に下る緩斜面となってくるためであり.その上部を横

切って. SD-054に接続すると思われるご西側については. SX -010・SX-011の西側柱穴列の手前で途

切れている二浅い遺構のため.その上部を横切ってSD-006に接続するかもしれないご調在した長さは

14.5m. 上端幅は遺存のよい部分で 1m. 深さは15cmで、ある c この道路跡は.建物遺構と東部東端の南北
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道路を結ぶ道路と思われる。

士坑列を構成する土坑の数は，重複を考慮すると10基程度である。土坑の形態は，おおむね長方形で¥

一部がつながっている 。 長方形土坑の規模をまとめると，上端の長さは1.6m~2m，幅は0 .7m~ 1.4m ，

深さは50cm~ 1.2m，底面は長さがl.lm~ 1.8m，幅は50cm~70cmで、ある 。 東寄りの土坑は上端が大きく ，

深さもあるが，底面の長さは逆にやや短い。底面は凹凸があるが，比較的広い。壁は概して直に立ち上が

るが，東寄りの土坑はやや傾斜している。堆積土の記録は東端の土坑と西寄りの土坑でとられている。東

端の土坑は下層が黒褐色土主体，中層がローム粒・ロームブロックを多く含む。西寄りの士坑は黒褐色土

主体であるが，中・下層にローム粒・ロームブロックを多く含む層がある。東端の土坑は埋め戻されたこ

とも考えられるが，斜面に近いため，やや断定しがたい。また，西寄りの土坑も判然としない。

SK -057は，その形態から主として 8 基~9 基の長方形土坑が連続したものと思われる 。 底面から，

個々の土坑をみると，長軸が東西方向のものと南北方向のものがみられる。東端の土坑はわずかに離れて

南北に長軸をとる。群としてみると，東西方向に連結しており，その方向は溝状遺構・土坑列の方向に近

い。 深さは30cm~ 1 mで、あるが，50cm台.60cm台のものが多い。堆積土をみると，上・中層はローム粒・

ロームブロックを多く含み，埋め戻された可能性がある。しまりが弱い土層が多い点で，土坑列中の土坑-

SK-058と共通性がある。

SK -058は土坑列東端から 2番目の士坑と重複するが，新旧関係は不明で、ある。形態は長方形で，南側

は他の土坑と重複していると思われる。上端の長さは2.2m，幅がl.5m，深さは70cmで、ある。規模がやや

大きく ，底面の幅は狭いが，土坑列群の土坑と大きな隔たりはないと思われる。長軸方向と土坑列の方

向がなす角度は比較的直角に近い。堆積土は黒褐色土・暗褐色土である。中・上層にローム粒・ローム

@ SD-004土坑列 ..， 
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ブロックを多く含む点で.土坑列東端の土坑と似ている c また. しまりが~~v)点でも.土坑列中の士坑-

SK -057と共通点がある c

以上. SK -057 . SK -058は土坑列の土坑と共通点が多い。性格については判然としないが.同様のも

のと思われる=土坑列と SK-057は道路跡と重複していないため.両者が作られた時点で.道路が存在し

ていたのであろう。

遺物

80-004 (図版329)

171は肥前産陶器碗の口縁部から体部片であるご内外面とも白化粧土の刷毛日文様が施されるこ 17世紀

末から18世紀前半のものである二 172は肥前産磁器染付碗の底部付近の破片である二体部外面下端・高台

部・底部内面に圏線が描かれる。 17世紀末から18世紀前半のものである。図示したもの以外の破片は，陶

器碗 1点，磁器碗1点倍熔 1点が出土したニ

8K-057 (図版329)

173は肥前産陶器皿の口縁部付近の破片である。外面は口縁部から体部上方に透明紬.内面には緑柚が

施される二 17世紀末から18世紀中葉のものである二 174・175は瀬戸・美濃産陶器である二 174は壷の肩部

付近の破片である。外面は鉄紬，内面は錆紬が施される。 175は片口の口縁部片である。口縁端部上面は

平坦で.内側に張り出すニ内外面とも灰柚が施される 18世紀後半のものである二

8X-015 (第607図.図版329)

21P・22P区に位置する。東部調査区内では北側西寄りから，中央部にかけて位置する c 本遺構は，本

遺跡、を東西に貫く道路跡の一部で. SD-021等から続く遺構であるこ遺構の記述はSD-021等とともにお

こったので.ここでは詳細な記述は省略するつ

遺物(第669図，図版329)

176 . 177は常滑産陶器である 176は壷の体部下端から底部片であるこ体部外面および底部はヘラケズ

リ.体部内面はヨコナデ，底部内面はナデが施される。体部外面には自然粕が付着している。 177は斐の

体部下端から底部片である 3 体部外面は横方向のナデが施される 8 178~180は肥前産陶器である亡 178は

碗の底部から高台部片である c 高台部は援形に聞き，底部外面の中央が突出する兜巾高台である c 体部外

面は緑紬.内面は透明粕が施されるご 179は皿の口縁部片で.口縁部が外反するものであるコ 178・179は

17世紀中葉から後半のものである 180は土瓶の胴部片である 18世紀後半から19世紀前半のものであるこ

外面は白化粧土を施した後，上方に緑柚が重ね掛けされる c 内面は上方に透明柏が施される。 181~ 183は

瀬戸・美濃産陶器であるこ 181は鉄絵皿の底部片であるコ内外面とも長石紬が施され.内面に蘭竹文が描

かれるつ 17世紀代のものである 8182は腰錆碗の口縁部から体部片である。外面下方に沈線が5条施される c

外面上方及び内面は灰粕.外面下方は錆粕に掛け分けされている c 18世紀後半のものである c 183は描鉢

の体部下端から底部片である。割れ口は全面擦れており.砥石に転用されたものと思われる c 体部内面の

摺目は13--'--14本 1単位である。底部外面は糸切り未調整であるc 内外面とも錆紬が施される。 184は志戸

呂産陶器灯明皿の受皿で.桟部は欠損する亡内外面とも錆柚が施されるこ 18世紀前半のものである二 185

は相馬産陶器行平の蓋の口縁部付近の破片である Q 外面は飛飽による文様が施され，その上下に同心円状

に錆柑が施される 2 内面は口縁部を除いて柿紬が施されるコ 186は堺産陶器揺鉢の口縁部片で. 18世紀後

半のものである乙 187~191は肥前産磁路である c 187は染付碗の体部から高台部片であるご高台部がやや
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外側に開くものである。外面は体部下端と高台部は圏線が描かれ，底部内面には圏線内にコンニャク印判

による五弁花文が施される。188は染付筒形碗の体部から高台部片である。体部外面に菊花と地文に格子

文，底部外面及び体部内面下端に圏線，高台部付け根に二重圏線が描かれる。187・188は18世紀後半のも

のである。189は染付手塩皿の体部から高台部片である。型打ち成形されたもので，口縁部は波状になる

ものと思われる。底部内面には山水文が描かれる。高台部畳付は紬剥ぎがなされる。19世紀前半から中葉

のものである。190は合子で，体部外面に 3条の横縞文が描かれる。底部外面及び口縁部から内面体部上

方は露胎である。191は白磁の紅皿の口縁部から体部片である。外面に蛸唐草文を型押し成形したもので

ある 。 底部周辺は露胎である 。 189~191は19世紀前半から19世紀中葉のものである。図示したもの以外の

破片は，陶器碗6点・徳利2点・瓶類5点・播鉢1点・香炉1点 磁器碗10点・皿3点が出土している。

sxー014(第608図，図版162・329)

東部調査区内北側で，やや西寄りの22P・22Q区に位置する。SX-014は溝状遺構とその南側にあるピッ

ト群を含めたものである。溝状遺構とピット群は別種の遺構であるので，遺構の把握に問題がある。さら

に，ピット群自体はその南方にも

広く分布しており，図示したピッ

ト群とは，明瞭に分離できない。

遺構の把握には二重に問題がある

が，溝状遺構を含むことから，こ

こで記述する。なお，溝状遺構に

ついてはSX-014aとし，ピット

群についてはSX-014ピット群と

しておく。
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第608図 SX -014 
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SX -014a は北から南東，南東

から東方向に弧を描いて曲がる溝

状遺構である。北端は調査区外に

続く 。東端は撹乱を受けている
(C8i 
@) が，撹乱の東方には続かず，調査

⑨ 
区内で途切れている。調査区内で

の形態は，ほぼ1/4円である。調

査した長さは8m.上端の幅は遺

存のよい部分で、70cm.底面の幅は

45cm.深さは25cmで、ある。底面は

やや凹凸がある。写真をみた限り

では，あまり強く硬化していない

ように思われる。堆積土は暗褐色

士・黒褐色土主体で，自然堆積と

8m 思われる。

SX -014ピット群の深さは10



cm~80cmで，かなり幅がある。 20cm台， 30cm台， 40cm台のものが多いが，一定の傾向はみられない。

遺物(図版329)

192は瀬戸 ・美濃産陶器の半球形の碗の口縁部から体部片である。内外面とも灰紬が施される。18世紀

後半のものである。

80-009， 80ー010(第609図，図版311・329)

東部西寄りの21Q区に位置する。2条の溝状遺構で，北側がSD-010，南側がSD-009である。しかし

西端を除く部分は，中央部が高まった一体の遺構と思われる。西端は三条に分かれた形状で，やや複雑で

ある。SD-009， SD -010は東北東から西南西の方向をとるが， SD-009西端の 1条はかなり南に向いて

いる。長さは， SD-010が12m，SD-009が14mである。SD-010の東端は撹乱を受けて，そこから東方

では確認できない。西側は調査区外で， SD-009， SD-010とも，その手前で、立ち上がっているが，調査

区外に続く可能性もあると思われる。幅は SD -010が0.6m.SD -009が0.9m~ 1.4mである 。 双方を合

わせた幅は.西側を除いて 2m~3mである 。 深さは SD -010が10cm. SD -009が30cmで、ある。中間部

分の深さは， SD-010北側の上端から数cm，SD-009南側の上端から10数cmで、ある。SD-009， SD -010 

が一体とみられる部分の底面幅は1.4m~2 mである。SD-009は東寄りでSK-063，西端でSK-062と重

複するが，新旧関係は不明で、ある。なお， SK -062は風倒木痕と思われる。

遺物 80009 (図版329)

193は肥前産磁器染付碗の口縁部付近の破片である。外面は蘭文が描かれる。17世紀後半から18世紀前

半のものである。

80-005 (第610・611図， 図版155・313・329)

東部西側斜面を南北方向に走行する道路跡である。東部地区の西側は南から谷が入っているが，比較的

緩やかな斜面である。本遺構の北側は台地平坦面に位置するが，中央北寄りから南側は緩斜面を下って行

く。南方は調査区外であるが，谷部平坦面に至ると思われる。北方は送電塔のために不明であるが，その

北方にある現道路に接続する可能性がある。この北方の道路は稲荷塚遺跡の所在する台地西側斜面下を取

④ 

A 

SDー009.010土層
A -A' 1暗褐色j ロ ム土梶

2黒褐色土 ローム土 ーハ ドブロァク少混
3 黒褐色上 ハードブロァク少混

4 銭尚色土 ハードローム粒少混
5.8青褐色上 ハードロームプロック混
6階褐色土 ローム上 。ハードプロァク多i昆

A'31.2m 

下弘寸壬迄戸γ
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り巻く道路である c 本遺構は.本遺跡東部を南北に貫く 2条の道路の西側道路であろうご

調査した長さは133mである=幅は.北側から中央にかけては1.5m~2.5m前後で、あるが.南側は斜面

を削る部分が多くなるので.南端が最大幅となり. S.4mであるこ底面の幅は.北側で1.5mであるが.中

央では広くなり.南端では3.5mである c 深さは30cm~50cmで、ある。北側は溝状であるが.中央から南側

にかけての西壁は. f尽くなり.消滅していく。硬化面は北側で. 3面を認めることができたコ堆積土中に

は宝永の火山灰層がみられる c 道路の使用が近世に湖ることが確認できた。平面中央の底面では，深さ

10cm~45cmのピットが数か所みられる c また，南側の底面でも深さ 10cm位の溝状部分，深さ 50cm~60cmの

ピットカまあるこ

北側でSD-008. SD -011と交差し SD-007の北側が並行している c また.そのやや南でSD-006.

SD-050と交差する亡本遺構が切った状況で図示しているが.同時に機能した時期があることも考えられ

ると

遺物(第669図，図版329)

194・195は瀬戸・美濃産陶器である 194は古瀬戸揺鉢の口縁部付近の破片である。直線的に聞き.口

縁部内側に凸帯が巡る。内外面とも錆紬が施される。後百期(15世紀中葉から後半)のものである。 195

は丸皿である c 体部から口縁部にかけて丸みをもって立ち上がる♀高台部は自Ijり出し高台である。底部内

面を除いて長石粕が施される c 17世紀中葉のものである c

そのほかの遺物としては.ウマの臼歯と下顎骨が出土したc

8Dー006(第610図.図版329)

東部北側.西寄りの22Q区に位置する溝状遺構であるご北東から南西に走行するが.南端では南方向に

なると思われるこ南側は北から南に下る緩斜面となり.様相が不明瞭であるこ北端，南端とも調査区内で

確認できなくなる己調査した長さは44m. 上端の幅は遺存のよい部分で;2.5m. 深さは4Scmで、あるご底面

から壁へは.やや丸みをもって立ち上がる c 底面の幅はl.Sm程度で、あるコ底面には， とくに硬化した面

がみられないc 堆積士に宝永の火山灰の含有は確認されていない。南側でSD-005と交差し. SD-050と

も交差するつ本遺構には. とくに硬化した面がみられないが.その位置をみると.建物遺構SX-010等か

ら主要な道路である SD-005に至り，横切る道路と思われる c

遺物(図版329)

196・197は瀬戸・美濃産陶器であるご 196は皿の底部から高台部片で.高台部の断面形は角張ったもの

である。内面に長石紬が施される c 197は筒形の香炉の体部下端から底部片であるこ底部周縁はヘラケズ

リにより，斜めに成形される。体部はほぼ直立する。体部外面に灰粕が施される以外は露胎であるつ 17世

紀後半から18世紀前半のものであある c

8D-007 (第610図，図版329)

東部北側.西寄りの22Q区に位置する溝状遺構である。北からみて.南に走行する溝が.ほぼ直角に

西に曲がる遺構であるご北方は送電塔のために不明であるが. SD-005同様.その北方にある現道路に接

続する可能性が考えられるご西方も調査区外に続く τ 調査した長さは26mで.北側が14m. 西側が12m

である c 上端の幅は 2m. 深さは55cm. 底面の幅は0.4m~0.8mであるこ底面は墜への立ち上がりが.や

や不明瞭な部分がある。堆積土中には，宝永の火山灰層がみられる c 南北に走行する部分は. SD-008. 

SD -011と直交する状態で交差し SD-005に並行する口また.東西に走行する部分はSD-011 に並行す

。。



る二本遺構には. とくに硬化した面がみられないが. SD -005との位置関係等から道路跡と思われる士宝

永の火山灰の含有から.時期は近世に湖ることは確実である=

遺物(第669凶.図版329)

198は古瀬戸縁紬小皿の体部片で，丸みをもって立ち上がるものであるこ内外面とも上方に灰柚が漬け

掛けされるこ古瀬戸後E期(14世紀末から1o世紀前半)のものである。 199は肥前産陶器皿の口縁部から

体部片である c 体部は肩平で.体部と口縁部の境に稜を有し.口縁部は折縁状となるものであるコ内外面

とも透明柚が施される。 17世紀代のものである c 図示したもの以外の破片は.陶器碗 l点.磁器碗2点・

皿 1点が出土しているこ

80-008 (第610図)

東部北側.西寄りの22Q区に位置する溝状遺構であるこほぼ東西に走行するが.他遺構の重複と.浅い

ために遺存が悪い二本遺構の南側には. SD-011がほぼ平行に走行しているこまた. SD -OOO. SD -007 

とは.ほぼ直交している SD-007から阿応には. SI -Oo2やSI-Oo4が存在することもあって.本遺構は

確認できなしh 西側(土SD-011 に吸収されたことも考えられるが，判然としない。東端は調査区内で途切

れているが. SD-011 も同様の状態で途切れている c 調査した長さは7.3m. 上端の幅は0.6m~0.8m. 深

さは10cm~20cmで、ある c 硬化面は確認できないが.道路跡と思われるこ

80一011 (第610図)

東部から中央部にかかる21Q. 22Q区に位置する溝状遺構であるニおおむね東西に走行する遺構であ

るこ東側の北には.本遺構と並行する SD-008があるご西方は調査区外に続くニ東端は調査区内で途切れ

るが. SD -008とほぼ同様の状態であるこまた. SD -OOO. SD -007とは.ほぼ直交しているコ調査した

長さはあm. 上端の幅は0.7m~ 1.8m. 深さは20cm~30cmで、あるこ硬化面は確認できないが.道路跡と思

われる ζ

80-050 (第610同司図版1o9・329)

東部中央北寄りをほぼ東西に横断する溝状遺構である。西側は緩斜面の上部に立地するが.地形の傾斜

はかなり緩やかである二西方の調査区外に続いてしペコ東側はSI-358を切って.その東側の台地整形遺

構SX-013に達している二調査した長さは71mであるこ西寄りの一部. SD -OOoとSI-366の聞が削平さ

れて確認できないが.本来は存在したものであろうご t端の '11面は0.8m~ 1.6m. 深さは10cm~20cm. 底面

の幅はO.om~ 1.2mである二西側の南壁音1)分には.土坑が列をなして並んでいるこ土坑の上端は溝南壁の

け出よりも外に出ているものが多いご規模の小さいものを除いて，土坑の深さを南外側の高さからみると，

20cm~70cmで\平均は34cmで、ある乙 30cm前後の深さのものが多い3 堆積土はしまりがなく.底面も硬化し

ていない乙

西側でSD-005. SD -006とほぼ直交して交差する?また.南には.ほぼ平行に走行する SD-051があ

る=台地平坦面では.多くの竪穴住居跡・掘立柱建物跡を切っている二本遺構は西側の道路SD-005と.

東側の道路SD-054等を結ぶ道路跡と思われるが.硬化面がみられないことから.境の溝であるかもしれ

ないご

遺物(図版329)

200は瀬戸・美濃産向器菓子鉢の口縁部片である c 口縁部の断面形は矩形で，端部を指で押さえること

によって輪花を作り出している c 内外面とも上野手由が施される。 201は瀬戸・美濃産染付磁器端反碗の口
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縁部から体部片である=体部外面に丸丈.日縁部外面及び内面には圏線が描かれるご 200・201は19世紀中

葉のものであるつ図示したもの以外の破片は，磁器碗1点が出土している己

80-051 (第610図)

東部中央北寄りをほぼ東西に横断する溝状遺構であるコ SD-OSOの南をほぼ平行に走行する=ただし.

西端はSD-005に達しないで.その手前で途切れている c 東端はSX-013に達している。長さは45m，上

端の幅は遺存の良い部分で、0.9m. 深さも20cm強が最大値で.浅い部分が多し円底面は硬化していないご

西端でSK-402と重複するが.本遺構が切っている c 本遺構の性格は.道路跡も考えられるが.硬化面が

みられないことから.境の溝かもしれないc

80-052 (第611図)

東部南端の22S.22T区に位置する溝状遺構である。台地先端の縁で¥西から南東にやや緩やかに下っ

たところに立地するこしかし本遺構の南東方はかなり急な斜面となって谷に至るむほぼ南北に走行し

北側は調査区内で確認できなくなるさまた，南側は幅が狭くなるため.調査区外の斜面に続くか不明であ

るc 長さは12m. 上端幅は遺存のょいところで'1.7m. 底面の幅は1.6m. 深さは15cmで、ある。底面はとく

に強く硬化していないが.ハードローム層中で.硬質である二遺構内には.深さ 20cm~40cmのピットがあ

るが，本遺構に伴うものとは思われな(.，)::0顕著な硬化面がないが.本遺構は道路跡、と思われる c

80-003 (第612図，図版15S)

東部東寄りの23P区に位置する二東西方向に走行する道路跡、であるご南東方向は南に下る斜面であるが，

比較的平坦な地点に位置する c 調査区の制約のために.ごく一部の調査にとどまるが.南壁側には断面逆

台形の溝状部分があり.その北側にはやや山なりであるが，比較的平坦な面があるご溝状部分の堆積土は

黒褐色土主体で堅くしまっており.上面が硬化している。その北側部分とともに道路として使用されたも

のである c この様相はSD-021の一部やSD-040と同様で、あり.本遺構が本遺跡を東西に貫く道路跡の一

部であることがわかる土この道路跡の調査で.本遺構ともっとも近い部分はSX-01Sであるが.その聞の

距離は65mである c さらに.この道路跡は.本遺構の東方では. SX-031の北側から SX-032の北側に続

くものであろう c また，すぐ東方の調査区外部分で.南北に走行する道路跡である SD-054・SD-OS3と

直交すると思われる=

本遺構の南壁側には. 2基の士坑がある c このうち.東側のものはその上面に硬化範囲が及んでいるこ

とから.本遺構に伴うか.古いものである c 西側のもの (SK-OS3) は.溝状部分よりもlScm強深く.そ

の上面には硬化範囲が及んでいなしh しかしやや外側に出ているので.本遺構に関係する遺構かどうか

不明とする=

80一054・80-053(第612・614・674図.図版159・329. 330) 

東部東側斜面を南北方向に走行する道路跡であるョ北側から中央南寄り部分までがSD-OS4. 南寄り

部分がSD-OS3で，異なった遺構番号が付いているが.同一遺構であるこなお. SD -054とSD-053の境

部分にSX-023があるが， SX -023の一部はSD-054 . SD -053から南西方向に向かう道路と思われる c

SD-054は調査区北端部分で.東西道路SD-003と直角に接続するこさらに，その北方は調査区外の現道

路に接続すると思われる c この道路は北方に進んで¥稲荷塚遺跡、の所在する台地中央を南北に貫主北方

の谷に降りてしEく8 SD -053は南方の調査区外斜面に続くが.斜面を横切って南東方向の谷に至ると思わ

れるごなお. SX -023の道路部分は.調査区内で確認できなくなるご SD-OS4 . SD -OS3は. SD-005と
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SOー005土層
A -A' I 暗褐色土 ローム粒少混

B -B' 2黒褐色土 ローム粒少混

仁-C' 3.8ff褐色土 砂質

0-0' 40. 8~褐色土 宝水火山灰 ローム粒i昆
柏崎褐色上 ローム粒混

5. R高尚色土 ローム土混

6 黒褐色土
7暗褐色土 ロームプロ ック多混

E-E 2.~褐色土 ローム士混

8時褐色土 ローム上混

9 時間色土 砂質土ハードプロ ック混

10時刻色七 ノ、ードローム粒混

11黒褐色土 砂質焼土粒少混

12型、制色土 砂質

13黒褐色上 ロームプロ yク混

14ソ7トローム 黒褐色土混

1 -l' l暗褐色土
2里褐色土
3黒褐色土
4暗褐色土

。

ソフトローム多混

ソフトローム多?昆

ソフトロ ム多1毘
ソフトロ ム多?見

1.8音褐色土 ソフトロ ム多混
2時褐色土 ソフトローム多梶

(1/4∞) 

④ 
SDー005

SO-052土層

SO-006土層
J -J' 1黒褐色土 砂質
K -K' 2 黒飼色土 ハードローム粒梶

L -L' 3暗褐色土 ローム土ハードローム粒混

M-M' 4 時褐色土 ローム土・ハー ドローム粒浪

5 ソフトローム ハードロームプロック?見
6. U音筒色土 ローム土混

7 ソフトローム 暗尚色土iJt
8暗褐色土 ローム粒~.I~色土混

SO-007土層
0-0' 1 階褐色土 ローム粒焼土粒黒色土少混
P -P' 20黒褐色土 ローム粒混砂質
Q -Q' 2b黒褐色土山砂粒混

3日昔褐色土 ローム粒少梶 砂t1
4 8百褐色土 ローム位iJt 宝永火山灰を含む箇所あ1)
5暗褐色土 ハードロームプロァク混
6. H音褐色土 ソフトローム土混
7 暗褐色土ロ ム粒多混

R -R' 1黒褐色土ハードローム粒混

2黒褐色土 ローム土ハードローム粒ハードプロ ァク混
3暗褐色土 ローム土ハードプロヅク混
4 黒褐色土焼土粒 ローム粒混
5.W褐色土 ハードローム粒多混

④ 
SD-052 

十五S-9i
A' 

I黒褐色土 ローム粒・ロ ムプロ ヅク少混
Z 鼎尚色iニ ソフトローム主体

。
3黄褐色土 ソフトロームとロームプロァクの混じり

A' 28.7111 A A' 30.201 

、交云ト-
4 セT-07。 (1/80) 2m 

(断面)

20m 。 (1/160) 8m 

第611図 SD-005 (2)・052

ともに本遺跡東部を南北に貫く 2条の道路であるが，その東側道路の一部である。

SD-054は斜面上部を，ほほ斜面に平行して南北に走行する。SD-054 . SD -053の調査した長さは，

およそ130mである 。 上端の幅は1.5m~4m，地山面までの深さは30cm~70cmで、ある 。 SD - 054部分の地

形は西から東にかなり下り，とくに北側東寄 り部分は台地整形遺構sx-031に続いていく 。一方， SD-
053部分は斜面を横切る方向になるので，北から南に下るが，東西の差は少ない。本遺構には，硬化面が

何枚もあり，硬化層も多くみられる。硬化層は下層から上層までみられ，堆積土が踏み固められて新たな

道路面となったことがわかる。堆積士の様相も複雑で， 一部に埋め戻された士層がある。また，堆積土中

に宝永の火山灰を含む土層が認められる。以上のように，道路の使用が長期にわたるため，形態は複雑で

あり，かなり幅広の部分がある。SD-054北側東端に，階段遺構がある (第613図)。 これは， SX -031と

SD-054やSX-OlO等を結ぶものと思われる。階段部分は，周囲が暗褐色土であるのに対して，黄褐色土

であり，ローム等を使用して構築したものと思われる。

SD -054の北側やや中央寄りのところで， SX -030と重複するが，新旧関係は不明瞭である。一時期

-817-



SX -030と同時に機能したかもしれないが. SX -030が機能しなくなった後も，道路は継続して使用され

たものと考えられる。また. SX -030の南. SD-054中央から南寄りの西方には. SX -029. SX -013. 

SX -022等の台地縁を整形して平坦部を作り出した遺構群があるが.これらも.本遺構と関係が深い遺構

と思われるコ

遺物

SDー054(第669・674図.図版329・330・335)

第674図11は銭貨で.元符通賓であるニ直径は2.3crn. 重量は2.17gである c 初鋳年は1，098年であると

第674図および図版329の202~208は瀬戸・美濃産陶器である c 202~204は古瀬戸縁粕小皿の口縁部から

体部片であるご 202は体部内外面上方は灰紬を漬け掛け.体部内面下方には薄くハケ塗りされるご後E期

(14世紀末から15世紀前半)のものである c 203・204は同一個体と思われるもので，口縁部内外面に灰紬

がハケ塗りされるこ後百期(1o世紀中葉から後半)のものである:e205は古瀬戸折縁深皿もしくは直縁大

皿の体部中位の破片であるこ内外面とも上方は灰柏を漬け掛け，内面下方には薄くハケ塗りされる c 後E

期(15世紀前半)のものである c 206は古瀬戸播鉢の体部から底部の破片であるご摺日は体部内面に 7本

1単位で施され.底部内面は施されな1.¥ cl 底部外面は糸切り痕が残されている己内外面とも錆紬が施され

るc 後百期(15世紀中葉から後半)のものである c 207は灯明皿の受皿であるこ桟部は 1か所U字形にカッ

トされている二全面に錆紬が施されるが.体部外面下方から底部外面は拭い取られる。 19世紀中葉から後

半のものである。 208は花瓶の口縁部から体部片である c 体部は直立し口縁部は内側に折り返される c

体部外面には如意頭形の耳が付されるご口縁部から体部外面にかけて灰粕.体部内面に飴紬が施されるこ

209・210は常滑産陶器である。 209は片口鉢の口縁部から体部片で，口縁端部は内側及び外側ともに張り

出す二外面口縁部下には重ね焼き痕がみられるご 10型式(15世紀中葉から後半)のものであるご 210は斐

の胴部下端から底部の破片である c胴部外面はヘラによるナデが施される。 211~214は肥前産陶器である。

211・212は同一個体の碗である二体部下端にはヘラケズリが施されるこ体部下端を除いて透明袖が施され

るコ 17世紀後半のものである。 213・214は皿の底部から高台部片である c 213の高台部は角張った輪高台

であるコ外面は体部下端に長石紬.内面には緑柚が施され.内面は蛇の目状に柚剥ぎがなされる 214は

内外面とも長石粕が施され.内面は蛇の目状に柚剥ぎがなされる cl 213・214は17世紀末から18世紀前半の

ものであるε215はカワラケで.体部が直線的に開く逆台形状を呈するご底部外面は糸切り痕が残されて

いる c 内面には油煙痕がみられる=216は倍熔の口縁部から底部の破片である c 口縁部は矩形で.端部は

外側及び内側ともにやや張り出す。底部は平底である。胎土中には雲母・長石を多く含む。 17世紀末から

18世紀前半のものである。図示したもの以外の破片は.陶器瓶類2点・揺鉢1点.倍熔2点が出土したc

SDー053(第670図，図版330)

217は古瀬戸折縁深皿の口縁部付近の破片である c 口縁部内面に凸帝が巡る c 内外面とも灰柚が施され

る。古瀬戸後N期 (15世紀中葉から後半)のものである。 218は肥前産磁器色絵碗の体部片で.体部外面

に多彩の山水文が描かれるコ図示したもの以外の破片は.陶器碗1点・皿3点が出土した。

SX-023 (第614図，図版330)

東部南東端の23R.23S区に位置するコ台地の縁で.北西から南東に緩やかに下る地点に立地するこ

SD-Oo4とSD-053の境に楕円形の大型土坑があり.また，この部分から南西に溝状遺構が延びている。

この両者と周囲のビット・土坑を合わせてSX-023として調査した。大型土坑の上にはSD-053の硬化面

-818-
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第613図 SX -031階段遺構

a-a' b-b' 1 .~.I.~尚色土ハードロームブロック i昆 しまりあり
2. ，IR剥色士暗褐色上ハ ドロム位i見
3 陪樹色士 ハ ドロ ムプロヅクi昆 しまりあり
4 暗出色士 ソフトローム混

5晴樹色土ハードロームプロァク多i見 しまりあり
6 現表上 出褐色でロム椋拠

7黒褐色土ハ ドロム粒混民ft鞠少混
8黒褐色土ハードローム粒現世ft物生、i昆 しまりなし
9 思剥色tやや砂質ロ ム粒iJI.
10ハードローム則同色-t.i昆
11黒尚色上 ハードロームプロヅク温 しまりあり
12ハードローム巣地色土混
13県尚色土ハ ドロム粒iJI.
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15黄褐色土 ロームプロ yクE体

16暗黄尚色 1 ロームプロァク混 しまりあり
17暗同色土 ローム粒少混

18暗褐色土 ローム粒iM しまりあり
19晴樹色1 ロ ムプロァク多揖 しまりあり

20略褐色上 ローム粒i昆 しまりあり
21暗褐色土 ローム粒出 しまりあり

22時尚也土 ローム粒?昆 しまりあり

23首尚色土 ソフトロ ム五体

24暗黄褐色 t ソフトローム 暗掴色上i昆 しまりあり
25暗褐色上 ローム柱少iJI. しまりあり

26晴樹色 t ローム粒視 しまりあり
21暗樹色上 乳白色枯土出 しまりあり
zg日産黄尚色上暗褐色土 ローム毘 しまりあり
29暗貫褐色上 ロームプロック混 しまりあり

c -c' 1.&圧倒色t
2暗褐色士
3黒褐色土
4暗褐色上
5暗褐色上
6明黄禍色 l
7 明褐色土
8暗褐色上
9 明褐色土

10晴樹色 1:
11県備色土
12褐色 i
13黄褐色上

。-D' 1. Hff褐色土
2黒褐色t
3時褐色土
4. n守備色土
5黄掲色上
6 黄褐色土

ローム粒少1見 しまりなL
ローム粒 ロームプロック多iJI. しまりなし

ロ ム粒ロ ムプロァク岳、混しまりあり

しまりあり

乳白色粘土慌 しまりあり

ローム主体褐色土少慌 しまりあり

ローム粒 ロ ムプロヅクiJI. しまりなし

しまりあり

褐色土とロームプロァクi比じり
ローム粒混
ローム粒iJI. しまりなL

ロ ム粒ロムプロック多i昆 しまりなし
ローム ロ ムプロァク主体褐色土拠

しまりなL
尚色 tiJI. しまりなし
ローム少混

ローム粒 ロームプロヅク少I見 しまりなし

ローム主体陪尚色土視 しまりあり

ローム主体

-820-

SXー031土層
，，-A' 
1 _!，μ褐色上
2 ・1.¥醐色上
3 貰出色上

4 黄尚色土
5 同色 t
6. ~.I.~褐色上
7晴黄禍色土

8時前禍色士
9時首相色上

暁土粒民fヒ物少i昆 しまりややJjij
I府に出るがローム粒若 f合
ローム古 しまり弱

3層よりローム多古 しまり昨]
褐色土 ロ ム粒ロームプロック捜しまりやゃあり

ロ ム粒若干iJ! しまりきわめて梶本の快?

褐色上にローム粒 ロームプロック多i且
しまりきわめて弱 瞳士ブロック l点あり

7帽に似るがロ ムプロック吉
ロ ムプロック多古

B一日'

I黒褐色土 焼上粒此化物若干i昆しまりやや弱
2・l'褐色上 I嗣に似るがローム粒若干脅 しまりやや弱
3前褐色仁 褐色土がロームブロックの聞に入る しまりきわめて弱

4. ，IH褐色土 2府に似るが:.1.¥嗣色i:主体 しまりJj!j
5時黄柑色土 ローム粒 ロームプロック正体 しまり柑

6 ・，1.¥褐色上 ローム焼土粒古しまり弱

7. (黒)褐色土 6廟より叫がうすい ローム古 しまり弱
8陪黄柑色土 ロム ロームプロック合
9 前倒色 1 ローム粒 ロームプロァク主体 しまりややあり

10抗i褐色上 ロームからなる褐色 t苦1古
11時黄尚色土 8にきわめて似る ローム粒 ロ ムブロック古
12陪貰褐色土 8 .11層に似る ロ ム ロ ムプロック古
13.i長時制色土 ローム粒古

14時前倒色上 8 . 11 . 12府に似るがやや首が強い

c-c 
1 jli.褐色上
2崎前槌色上
3貰尚色仁
4. n古褐色上
5 黄同色上
6暗褐色土
7 尚色上
8指摘色 j
9.lIff褐色 t
10晴尚色上
11. Dj}褐色 t
12暗褐色t
13晴黄栴色士
14. iIi褐色上
15. Hff黄尚色土

D-D 
l晴黄褐色土

2. t資嗣色 t

3 目白褐色 L
4 暗褐色土

5陪銅色土
6附褐色 I
7 黄褐色 t

E -E' 

l暗褐色上

2時褐色土
3尚色上
4 時褐色 t
5 附褐色上

6. Rff尚色上
7晴樹色土
8附同色土
9暗黄褐色土
10晴樹色上
IU日制色上
12時黄褐色土
日 時褐色土

14時褐色上
15附同色仁
16乳首描色土
11時褐色上

18陪黄尚色上
19附褐色上
20崎両色 1
21暗褐色上
z2時同色上

ロム主体

ロ ム粒わずかに混 しまりあり

樹色上がまだらにi昆 ロ ムプロ γ ク古 しまり強
ローム粒 ロ ムプロックやや多合 しまり弱

すさまに褐色土が混
ローム位 ロームプロック極少古

ローム結 ロームプロック 6府より少p;-
すさまに梢色上が人るしまりなし

ロ ムプロ yクわずかに含 しまり弱

ロ ムプロック合 しまり弱

10層に似るがプロックの太きさ小
7 . 11層に似るがプロックの大さきが"
12咽よ りローム多古
ロ ムプロァク主体すきまに褐色上が入る

ロームプロック多古 チョコレ ト色の粘上;見

ローム粒 ロームプロック多iJI.

ローム粒 ロームプロァク主体

すきliI/にローム粒 褐色上粒が入る
ロ ムプロックをわずかに合

ロームプロ ック合 最も暗い

ロ ム粒 ロームプロック肯

ローム粒古

ローム粒 k'トのロームプロック主体 すき聞に褐色オiJt
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七一
SXー023土層
E -E' 
1.1珂褐色1 砂質 ロームブロァク主体 しまり~!iì
2暗黄褐色:1 ソフトローム主体 ローム粒と県色土古

しまりあり
3 明黄褐色土 ローム砂粒 山砂ブロック主{本 しまり良
4 淡黄褐色土 粘性ロームブロ ァク

5褐色土 ロームと粘性ロームのまじり

6 11吉褐色土 ローム粒黒色土粘性ロームのまじり

7. ~竜褐色土 ハードロ ム主体黄色山砂ブロック少混

きわめてハード

8 暗褐色土 ロームと黒色土混 きわめてハード

第 l硬化面
9褐色土 粘性ローム主体しまりなし

10黄褐色土 ハードローム主体 lli砂ローム
砂質粘土少混

11.6:1褐色土 ロ ムと黒褐色土の混じり

きわめてハード

。 (1/160) 

④ 
SD-054 A' 30.5m 

20 

B'30.lm 

C c' 29.0m 0 0' 28.5m 

KML  
(1/80) 2m 。
(断面)

SD-053 

F

一
F' 25.3m 

E E' 28.6m SX -023 
1 3 

9
 
4
 

5
 
6
 
7
 

SO-053土層
F -F' 1褐色土

2黒褐色土
3褐色土
4黒褐色土

ソフトロ ムと黒色土混り主体+ローム粒

黒色土に褐色土混

地山の粘土がプロァク状に混

黒色土 ・粘土混

8m 

第614図 SD-053・054・SX-023 
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があり.道路跡よりも古い遺構であることがわかるごこれに対し溝状遺構はSD-OS4から延びているこ

溝状遺構と大型土坑の新旧関係は不明であるが.上記の様相から大型土坑の方が占いように思われる己溝

状遺構の使用頻度が少なかったため.大型土坑上に痕跡を残さなかったのではないだろうかコ

大型土坑の規模については.長さが不明瞭であるが. 6.7 m程度と思われるご上端の幅は4.3m. 底面

幅は 4m. 深さは0.7mである。底面は平坦である。東側堆積士中に. SD-053の硬化面が2面みられる。

下面は士坑底面から 5cm~10数cmの高さであり.上面は土坑底面から3Scm~40cm程度の高さにあるこ

溝状遺構北西壁の上部は. SD-OS4から続いてやや大きく削られているご溝部分はSD-054から20mで

確認できなくなるが.北西壁上部は，そのまま南西方に続いていく c この壁は溝の南西端から9.5m続い

てSI-331と接するが.その先は確認できな'"' =上端の幅は.北西壁土端から 3m前後.底面の幅は 1m

であるご溝底面の深さは南東側からみて10cm前後で、ある c 硬化面が明瞭でないが.溝状遺構は台地束縁の

南北道路から南西に延びる道路跡と思われる己

溝状部分の南東に小ピット 3基と.不整な形態の土坑 1基があるこピットの深さは北からllcm. 31cm. 

36cmで、ある c 土坑は中央に焼土範囲がみられるコ底面は10cm~45cmの深さで.高さの差がある D

遺物(図版330)

219・220は瀬戸・美濃産陶器で¥いずれも17世紀後半のものであるご 219は輪禿皿の口縁部から体部片

で.体部は直線的に聞くっ体部外面中位から内面は灰粕が施されるコ220は丸皿の口縁部付近の破片である二

内外面とも長石粕が施される己図示したもの以外の破片は. 15世紀代の東海系鍔釜が1点.陶器碗が 1点

出土していると

(5 ) 台地整形区画遺構および関連遺構

SX-030 (第615図.図版165. 309 . 313・330)

東部北東端で. 23Q区に位置する竪穴状遺構であるε 調査時の遺構番号はSX-026であり.遺物注記等

はそのままである。西から束に緩やかに下る斜面上部に立地する。遺構の多くが調査されているが.東

側に保存樹木が存在したため.東端の様相が不明であるこ道路遺構SD-054が本遺構の南北にあり，重複

していると思われるが.切り合いが判然としなし、しかし堆積土上層が硬質のため.廃棄された後は.

SD-054が本遺構の上を通っていたと思われる亡ただし本遺構が機能していたときの状況は不明であ

るごまた.北側でいくつかの土坑と重複し南方には台地整形遺構SX-013やSX-029があるこ SX-029 

はSX-013内の遺構であり.本遺構も具体的な性格を特定しがたいが. SX -013と関連する遺構と思われ

る(

以上のような状況のため.平面形態がやや不整であるが.基本的には，楕円形または隅丸方形と思われ

るコ上端の長さは不明瞭であるが. 8m強と思われるご上端の幅も他遺構との重複のため.判然としない

が.壁が本来直線的ならば.5.2m程度で、ある土底面の長さは 7m強と思われ.幅は4.6mであると深さはl.3

mで、ある c 底面は平坦で，ハードローム層中に掘り込まれているため硬質である。中央東寄りに炭化物の

集中する範囲があり.一部はとくに集中しているこ堆積土はロームの含有が多いが.台地縁に立地する遺

構のため.埋め戻されているか断定しがたいc 若干量の出土遺物があるが.本遺構に伴うものか明確では

ないご骨が出土しているが.少量であり.埋葬されたc
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遺物(第670図，図版330)

221・222は同一個体の古瀬戸縁紬小皿の口縁部から体部片である。体部は直線的に聞き.口縁部から体

部内面上方に灰紬が漬け掛けされる。後N期(15世紀中葉から後半)のものである。 223は古瀬戸片口鉢

の体部破片で.外面はロクロ目が顕著である c 内外面とも無紬で.器表面の色調は赤褐色であるつ胎士中

には長石を含む士後IV期 (15世紀中葉から後半)のものであるハ 224は肥前産磁器白磁小杯である c 体部

外面を貝殻状に型押し成形したものであるご高台部付近から底部内面は露胎であるこ 17世紀前半から中葉

のものであるコ 225は倍熔の口縁部から体部片であるご口縁端部は角張っており.やや内側に張り出すご

内耳の付された部分の外面はやや外側に張り出すc 18世紀前半のものである c

SX-013 (第615図.図版164・330)

東部東寄りの23Q. 23R区に位置する台地整形区画遺構である c 台地平坦面が東側に下り始める縁を

削って比較的平坦な面を作り出しその中に.大小の土坑がみられる。削平された台地の長さはおよそ

50mであるこ幅は不明瞭であるが. SD-054の西端までとすると. 10m前後で、ある c 深さは0.5m~ 1.9m

で.かなり差があるコ区画壁は大部分が西側にあり.急傾斜であると壁の方向は.北側では北東方向で.

SX -013の北側を巻いて東方の斜面に至るご中央北寄りから南側は南北方向であるが.南端で東側にほぼ

直角に曲がる ε 底面壁際の標高は.北端で;29.2m. 中央北寄りで;29.7m. 中央南寄りで;30m，南端で29.7

mである。北側がやや低いが，中央から南側はあまり大きな差がない。

底面内には.北から南まで様々な形態・規模の土坑やピットがある。南側には地下式坑に似た形態の土

坑 (SX-013a. SX -013b. SX -013c)が3基近接した位置にある。これらについては次に述べる c また.

3基以外の土坑・ピットのうち.中央でSX-029とした不整形の士坑についても後述するご南側では.楕

円形の大型土坑がある c 上端の長さ6.3m. 幅5.4m. 底面の長さ5.2m. 幅3.7m. 区画内底面からの深さは

0.7mであるご土坑底面は西から東にやや下るが.比較的平坦であるコその他の士坑・ピットは.区画内

底面からの深さを図中に記載したが.長さ・幅の数値については.記述を省略するコ

堆積土は何層にも分かれ.ローム粒・ロームブロックを多く含む層もみられるが，基本的には白然堆積

と思われる D 堆積土中に，宝永の火山灰を含む層がみられた。

SXー013a，SXー013b，SX-013c 

SX -013a. SX -013b. SX -013cは地下式坑に似た平面形態の土坑である土地下式坑に準じて.底面の

深い方を主室.浅い方を出入口部として記述する c SX -013a. SX -013cは区画内底面からあまり深くな

いので，西壁際を除いて.主室全体を覆う天井部は存在しないと思われる二 SX-013bはかなり深いが.

区画内底面内に作られており.やはり掘り残された天井部は存在しないと思われる c

SX -013aはSX-013内南端近くで，西壁際に位置するつ主室は長方形プランで.長辺の東辺側に出入

口部が付く。出入口上端から奥壁上部までの長さは2.3m，出入口部上端から主室掘り込み上端までの長

さは2.25mである。出入口部底面の深さは区画内底面から45cm. 主室底面の深さは区画内底面から55cm，

西壁土端から1.7mで、ある c 主室底面と出入口底面の差は少ないc 出入口部の幅は主室側の上端で~1.05mで

あるご主室底面の奥行きは1.25m. 主室の上端幅は1.8m. 底面幅は1.55mである士なお.写真からは主室

底面奥の北側が.西壁を扶っている状況がうかがえる c

SX -013bはSX-013内南端近くで.壁から離れて位置するさ出入口部と主室の聞に中間の深さの部分

がある。この部分については.主室の一部とも考えられるが.出入口部として扱い.浅い部分を出入口部



前室.中間部分を出入口部後室として記述するこ全体の長さは2.6m. 出入口部上端から主室上端までの

長さは2.6mである。区両内底面からの深さは.出入口部前室底面が30cm. 出入l]部後室底面が0.9m. 主

室底面がl.55mである。おのおのの深さの差は. ともに60cm程度で、ある=出入日吉1$前室の奥行きは0.7m.

幅は0.6m.前室から後室までの奥行きは1.35m.後室の幅は1.2m.主室の上J出幅は1.45m.底面幅は0.9m.

底面長は0.8mであるこ主室は.底面の出入口部後空側がやや直線的であるが.その他は丸みがあり.や

や不整な音1)分もある♂

SX -013cはSX-013内南端で.西壁を掘り込んで作られている土主室奥は西壁上端より奥に入り込ん

でいる状況にあるが 平面図では省略したご断面形態は高さの記録から起こしたものであるが.奥壁につ

いては.破線による推定線を示した=西壁はもう少し扶られているかもしれないが.判然としなし九出入

口部と主室は明瞭な境がなく，上面形は不整な形態であるが.主室底面は不整な長方形プランである c 南

西側に奥行きの短い出入口部が付くご全体の長さはやや不明瞭であるが. 1.6m ~ l.7m程度と思われるこ

出入口部東側のけ古から羊.室掘り込み上端までの長さは1.45m. 出入円部底面の深さは区画内底面から25

cm. 主室底面の深さは医画内底面から45cm. 西壁土端から1.15mであるご主室底面と出入口底面の差は25

cmで、あるこ出入口部の奥行きは東側からみて20cmで、あるこ主室底面の幅は0.5m~0.8m で.奥行きは 1m

強と思われるミ

以上 3基のj-_坑の堆積土は. 自然堆積か埋め反されているか判然としないc 遺構の状況をみると.

SX -013bは主室底面に至るまで2段の掘込みをもち. SX -013a. SX -013cは区画内底面から主室底面ま

でそれほど深くはない二このことから. 3基の土坑の性格については.土坑墓よりも何らかの貯蔵施設.

すなわち室の可能性の方が高いと考える士

遺物(第670凶.図版330)

226・227は同一個体の古瀬戸揺鉢の口縁部から体部片であるご体部は直線的に聞き.日縁部内面には凸

帝が巡る二内面の摺日は 7本1単位であるふ内外面とも錆紬が施される二古瀬戸後百期(151吐紀中葉から

後半)のものであるこ 228は京焼風の肥前産陶器碗の体部から高台部片である c 高台部周辺から底部外面

を除いて透明柚が施される c 17t世紀末から 18世紀初頭のものであるコ 229~235は瀬戸・美濃産陶器である 2

229は湯呑碗の底部周辺の破片であるご外面は露11台.内面には!天紬が施されるつ 230は丸皿の口縁部付近の

破片であるニ内外面とも長七柚が施されるこ 231は銭斐部の破片であるこ外面上方には鉄紬.内面は錆紬

が施される三 232は袴腰形の香炉であるご口縁端部は平担で.内側に張 1)出すこ体部外面のロクロ目は顕

著で.下端は強く張り出す二底部外面はヘラケズリが施され.三足と思われる扇平な是が付されるこ u縁

部から体部外出は飴柚.内面には錆紬が施されるこ 17世紀末のものであるこ 233は筒形の片口の体部下端

から高台部片であるニ高台部は削り出し高台であるこ休部外面は柿紬が施され.下端には重ね焼きの際の

柚着痕がみられるつ 17世紀後半のものであるコ 234・235は揺鉢であるτ234はLJ縁部から体部片で.体部

から外折し.短く立ち上がる口縁帯が形成されるものであるご遺存部分で確認できる摺日は7本1単位で

ある二内外面とも錆紬が施される二 17世紀後半から18世紀初頭のものであるこ 235は体部から底部片であ

る二体部外面はヘラケズリが施されるご底部外面は糸切り痕が残されているェ摺日は体部は11本 1単位.

底部は同心円状に施されるこ内外面とも錆粕が施されるご 236は堺産揺鉢の体部片である亡 237~239は肥

前産磁器であるこ 237は青磁碗で，高台部から底部は露胎である己 17世紀中葉のものであるコ 238は青磁染

付筒形碗の口縁部から体部片で.外面は青磁紬が施され.口縁部内面に四方禄文が描かれる 18世紀中葉

-824 



a' 30.0m 

@ 

b b' 30.0m 

33 32 

，I
・a

主 _.¥' 31.7m D D'31.0m 
i .1 

、宇誌に〉

9 12 13 12 14 13 

B B' 31.5m 

C c' 31.5m 

SD -054 

E E' 30.9m 

一七L97 G G' 29Am 

丸事長ι

マ出否ζ三妥二

、、与~

¥会雫詰:
r 3O.0m 

10 i 

K b K' 30.lm L L'31.1m 

v ---、
m
 

バ値マr
 

、

，e
h
 

nu 

。 (1/250) 10m 

sxー029土層
1 -l' 1淡暗褐色土 WJ褐色土にローム粒が均一に浪 焼土粒混

2暗黄褐色土 日昔褐色土にローム柱。ロームプロ ック古 しまり有1)
3. H古賀褐色土 2婦に似るがローム校の大きさ大
4 賞制色土 ローム粒主体
5時絹色土 ローム粒古 しまり弱

6暗褐色土 褐色土にローム粒やや多混 しまりあり
7. H苦悩色土 ローム粒古 しまりややあり

8. U音黄褐色土 ローム粒 ロームプロァク主体すさまに褐色土混
9暗黄褐色土 8層に似るがローム多く明るい
IO暗黄褐色上 8 . 9層より黄褐色が強 しまりあり

第615図 SX-013・029・030
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19. Rg:黄褐色士
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22 暗褐色土
23 黄褐色土
24 賞褐色土
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28 尚色1
29 賀補色土

30 褐色土
31 褐色土
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33. HiJiii褐色t

SX-030土層
a-a b-b' 
l 貰褐色土 口 ムプロヅク主体硬くしまっている

2 B青褐色土 ローム粒。ロームプロァク若干含 しまりややあり 火山灰粒含

3 11百貨褐色土暗褐色土にロ ム粒 ロームプロック多混 しまりあり
4 Hff黄褐色土 3層に似るがローム粒 ロームプロック多混 しまりあり
5 暗褐色土 2屈に似るローム校 ロームプロック少混
6 .I.I.~褐色土 ローム粒含 しまりあり

7 晴樹色土 ローム粒 ロームプロック多合炭化物合 しまりややあり

8， 11古賀性j色土 3層に似る 暗褐色土にローム粒 ロームプロァク多混 しまりや
ゃあり

ローム粒 ロ ムプロックわずかに吉 しまりややあり

ローム粒 ロームブロック古 しまりあり

ローム粒I ロ ムプロック多梶 しまりややあり

11層に似るが暗褐色土多含 しまりややなし
ローム粒 ロームプロック多吉 しまりあり

13層よりローム粒 ロームプロック多含
ロ ム粒 ロームプロック主体褐色土がすさまに人る

ロームブロック多合 もろくくずれる

9 暗褐色土
10 暗褐色 t
11 暗賞制色上

l2. ng.黄褐色土
13 黒補色土

14 時褐色1
15 賞褐色寸

16 褐色土

表士

ローム粒全体に吉

徹細なローム粒を全体に含

ローム小プロァク多含

ローム粒まばらに混

大小のロームブロァク!日iに尚色i有
ローム徹細多含
茶色味方g強いローム王体 間色土混

ロームブロック主体 褐色 t少混

F -f' 
l 尚色士
2 暗褐色土
3 暗褐色土
4 褐色土
5 型褐色 l'
6 黄尚色 l
7 暗褐色土
8 iIi尚色」ニ
9 黄褐色土

しまり弱

ロム栓ロ ムブロック多含

ロームプロック多吉

ローム粒 ロームプロヅク多古

砂質でローム粒多合

ローム。 ローム粒多合

ローム粒少吉

ローム 貰色粘土

G -G' 
l 黒褐色土

2 黒褐色土

3 aff褐色士
4 思尚色 1
5 暗褐色土
6 県尚色土
7 黄褐色土

しまりややあり 粘性なし焼上炭化物若干 ローム粒合

しまりややあり 粘性なし 焼土薪干含 lより明
しまりややなし 粘性あり

しまりややなし 粘性あり ロームプロック含

しまりややなし 粘性あり ローム粒若干吉

しまりなし 粘性あり ロームプロァク合

しまりなし 粘性あり 黒い砂多
しまりなし 粘性なし ローム粒 ロームプロァク多古

しまりなし 粘性なし ローム粒多

しまりややなし 粘性あり ローム粒 ロームプロック若干合

しまりあり 粘性なし ローム多合
しまりあり 粘性な L ローム粒 ロ ムプロック若干含
しまりあり 西聞にいくにつれ粘性強まる

しまりあり 粘性なし ロームプロック

焼土合

SX-013土層
色 2ピ
I 黒褐色土

2 黒褐色土
3 黒色土
4 黒褐色上
5 黒褐色 L
6 黒褐色土

7 褐色土
8 褐色土

9 褐色土
10 黒褐色土
11 褐色土
12 里褐色土
13 黒色土
14 褐色土 ロ ム粒

ローム校多浪 しまりなL
I楢よりソフトローム多含

l層に単色土を合

l腕よりソフトロームとローム粒多含

l層よりローム粒少含 ソフト

5層よ i)~買が多 ローム粒多
6層にロームプロァク多含 水分多
ソフトローム ローム粒褐色土のまじり

ソフトロ ム主体 ローム粒合

ソフトローム主体 ローム粒 ロームプロック

11-1I' 

I 褐色土

2 褐色上
3 暗褐色土
4 晴黄褐色土
5. n;j褐色土
6 ai1絹色土
7 暗褐色土

8 暗黄褐色土

9 黄禍色上
10 黄褐色土

0-0' E-E' 
l 褐色土 ローム粒少含宝水火山灰しみ状にはいる

2 尚色土 ローム救多含

3 黄褐色土 ソフトローム ロームプロックのまじり

4 褐色士 ロームプロック多混償乱か?

から後半のものである。239は染付筒形碗の底部から高台部片である。底部の外面高台部との境には圏線

が描かれる。240は倍熔の内耳部分の破片である。底部は丸底になると思われる。18世紀後半のものである。

陶器播鉢 1点磁器碗1点が出土した。図示したもの以外の破片は，

SX-029 (第615図)

中央に位置する掘込みである。不整な形態で¥北側がやや溝状台地整形区画遺構SX-013内の遺構で，

区画内底面からの深さはおおむ最大幅は4，8m，西端は西壁に接している。長さは9.6m，また，である。

底南側はやや高くなる。壁の傾斜はかなり緩やかで、，ね30cm~40cmで、ある 。 底面は比較的平坦であるが，

ローム粒・ロームブロ ックの含有が多い。面との境が明瞭でない部分もある。堆積土は，

図版163・308・331)SXー022(第616図，

その南方に位置す東部東寄りの23R区に位置する台地整形区画遺構である。SX-013と同様の遺構で，

西壁およそ 4mの長さで整形されない部分がある。整形された長さは約20mで，る。SX-013との聞に

区画内底面の比較的平坦な幅は不明瞭で、あるが，の方向はほぼ南北方向である。東側に下っていくため，

区画内底底面部分だけでは 3m~4mで、ある 。 西壁上端から，西壁上端から 4m~5m ，部分をみると，

SX -013ほど急傾南側で 1mで、ある。壁は斜めに立ち上がり，中央で、70cm，面までの深さは北側で、50cm，

差は少ない。

1基 (SX-022a)が中央やや南寄り，

南側がわずかに低いが，

地下式坑に似た形態の士坑が2基ある。位置は，

p
h
u
 

口
O

29.4m ~29 ，5m で，斜ではない。底面壁際の標高は，

底面内には，



もう 1基 (SX-022b)が南端であるこいずれも壁際に位置し.壁の一部を横から掘り込んで作っているこ

また，北端付近の壁際にも 3基の土坑 (SX-022c. SX -022d. SX -022e)があり これらも中央以南の

土坑と近似する性格のものと思われる。その他. ピットが3基あり.底面からの深さを図中に記載したこ

SXー022a，SX -022b， SX -022c， SX -022d， SX -022e 

SX -022a. SX -022bはSX-013a等と同様の地下式坑に似た平面形態の土坑であるご

SX -022a はSX-022内中央やや南寄りで，西壁際に位置する c 主室は長方形プランであるが，長辺の

西辺北側は丸みをもっ♀東辺側に出入口部が付く。出入口部上端から主室底面奥までの長さは2.1m. 出

入口部上端から主室掘込み上端までの長さは0.7m. 出入口部底面の深さは区画内底面から25cm. 主室底

面の深さは区画内底面から0.8m. 区画西壁土端から1.65mである c 主室底面と出入口底面の差は55cmで、あ

る。出入口部の幅は中央で、0.95mである。主室底面の奥行きは1.4m.主室の上端幅は1.85m.底面幅はl.45

mで、ある c 主室底面奥側壁は区画の西壁を若干えぐっている c

SX -022bはSX-022内南端で.区画の西壁際に位置する二主室は長方形プランで.長辺の東辺側に出

入口部が付くこ出入口部上端から主室底面奥までの長さは1.95m. 出入口部上端から主室掘込み上端まで

の長さは0.7m. 出入口部底面の深さは区画内底面から30cm. 主室底面の深さは区画内底面から0.85m. 区

画西壁上端から2.05mで、あるご主室底面と出入口底面の差は55cmで、あるこ出入口部の幅は中央で;l.lmであ

る己主室底面の奥行きはl.15m. 主室の底面幅は奥で、l.5mで、あるこ主室は区画の西壁に掘り込まれ.奥だ

けでなく，南北の両短辺側もややオーバーハングしており.若干袋状となっている。

SX -022cはSX-022内北端に位置し北壁から突き出る状態で掘り込まれている:JSX -022a. SX-

022bと比べると.平面形態が整ったものではなく.底面が区画内底面より高い点でも異なるが.奥が手

前よりも深い点と.区画の壁際に位置する点では似ているつ北壁際のやや深い部分は.およそ長径l.2m.

短径0.75mの楕円形を呈するが.西側は区画壁との区別が不明瞭である。 深さは.区画壁土端から30cmで、

あるが，区画内底面からは逆に20cmの高さである c また.手前の部分から10cm低いだけで，差は少ないc

手前の部分は区画内底面から30cmの高さである c 手前から奥までの長さはl.Smで、あるェ

SX -022d. SX -022e はSX-022内北端寄りの区画壁を掘り込んで作られている c ともに.方形プランで.

dの規模は一辺60cm. 底面は一辺40cm.eの規模は東西85cmX南jヒ75cm. 底面は一辺55cmで、ある。 深さは，

ともに区画内底面との差が少ないc dは逆に数cm高く. eは5cmの深さである。区画壁上端からの深さは，

dが60cm.eが70cmで、あるこ

SX -022a. SX -022bの性格は室と思われる。また. c. d. eも小規模な室であろう c

遺物(第670図，図版331)

241は古瀬戸折縁深皿もしくは直縁大皿の口縁部から体部片である。体部は直線的に聞き.口縁部内面

には受け状の小凸帯が一巡する c 内面下方を除いて灰紬が施される二古瀬戸後町期(lS世紀中葉から後半)

のものであるつ 242は常滑産片口鉢の体部片である。外面には指頭による押圧痕がみられる。

SX-031 (旧SXー027) (第612・613図，図版165・330・331)

東部東端の23P・23Q. 24P区に位置する c SX -031として調査した遺構は.道路跡、と斜面の整形区画

遺構および区画内遺構群に分かれるつなお.調査時の遺構番号はSX-027であり.遺物注記はこの番号の

ままである。立地する場所は.台地の縁から斜面にかかる部分であり，道路部分から北側が台地平坦面で

ある c 整形区画遺構は南方に下る斜面に位置するが，谷部からみると，北西端付近の斜面に位置する。台
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第616図 SX-022 

地平坦部に近い斜面は比較的緩傾斜であり，台地側を削るこ とによって，よりなだらかな面を作り出した

ものである。上からみた平面形はiLJ字形であり，大きく曲がった部分付近を調査したものである。なお，

東方に25m離れて本遺構と類似する遺構であるSX-032が位置するが，本遺構と SX-032の間には，同様

の遺構が存在しない。

本遺構の道路部分は， SD-021等の本遺跡を東西に貫く道路跡の一部である。遺構平面図の北側が相当

する部分であり， SD-003， SD-054から続くものである。遺構平面図の西方 ・西南方にはSD-054があ

り，北西方向にはSD-003がある。SD-054と， SD -003および本遺構の道路部分は，ちょうど本遺構が

大きく曲がる部分の北西の調査区外で交差し北方の現道路に接続すると思われる。本遺構の道路跡は.

SX -032の北側部分に続くものと思われるが，本遺構から東方では検出されていない。

道路跡は，西側で幅2m前後の平坦面をもっ。東側では幅が狭くなり，その北側はさらに段状に高まる

ようであるが，調査区外に近いため，様相が不明瞭である。平坦面の北には深さ30cm程度の溝状部分があ

るが，道路跡の一部と思われる。溝内やその周辺にはピット群がみられる。道路跡は東端で南東に曲がる

が，その東方の様相は不明である。道路北側の端はほぼ調査区外に位置すると思われる。北端や東側は，

調査区の制約のために，様相がやや不明瞭で、ある。なお， 調査した長さは約37mで、ある。

0
0
 

つ白



整形区画遺構は調査区外の南方および東方に続いでし=く c SX -032の様相から，かなり幅広の平坦面が

作り出されたことが考えられる。しかし現状ではやや急な斜面となるため遺存せず.調査した部分以外

の様相は不明であるつまた.西側はSD-054に隣接して並走しているつ SD-054東方の調査区外の地形が.

やや緩傾斜であることから.かなり南方まで続いていく可能性が考えられるさしかし SX-030以南約20

mの地点では発見されていない c

北側の区画壁は北西の曲がるところから.およそ35m続いて終わっているご西側部分は曲がるところか

らおよそ26mの長さである c 北側の道路面と区両底面の高さの差は. 1.5m~2.6mである。傾斜の強い部

分は段をもって整形しており.調査区外に 3段. 4段と続くのであろうこ区画壁は東端でやや南側に向

かつており.地形の状況に合わせたものであろうご区画内には多数の土坑・ピットがあり.規模・形態は

多様であるコ調査区内では.区画壁際に多く位置する傾向があるが，北側中央は壁際から続いて密度が濃

く.北側東端近くにもやや集中する箇所がある。北側東端部からは.常滑産の斐(図版330)が胴部上位

以下が埋まった状態で出士しその様相から便漕と思われる c

整形区画遺構の堆積土は.ローム粒・ロームブロックを多く含む土層もあるが.斜面に立地する影響が

考えられ.基本的には自然堆積と思われるこただし断面A-A'の3層以下はロームが主体であり.埋め

戻された可能性があるこ中・下層の一部は何らかの必要性により.埋め戻されたり.整地されたことが考

えられる。

整形区画内の土地利用について検討してみたい。東方のSX-032では.建物遺構が見つかり.整形区画

内に居住家屋または何らかの作業小屋が存在することがわかったご本遺構部分にも建物遺構が存在するか

もしれないが.不明瞭であるこ便漕の存在を考慮すると畑地の存在も考えられることくに本遺構と SX-

032の間は奈良・平安時代の竪穴住居跡が位置するなど. よりなだらかな地形であるご確かな証拠はない

が.畑地の利用が想定される c また.土坑の中には室が存在すると思われる。

遺物(図版330・331)

243は常滑産棄であるこ口縁部は鍔状に折り返され.内面には 1条の沈線が施されるこ体部外面はハケ

状工具によるヘラナデが施された後.ナデが加えられるご体部内面にはナデが施され.粘土紐の巻き上げ

痕が顕著にみられる c 内面には有機物が付着しており，便漕として用いられたことを示している。 18世紀

代のものである。 244~247は瀬戸・美濃産陶器である。 244 ・ 245は同一個体の灯明皿で\体部外面中位か

ら底部外面はヘラケズリが施される。底部は平底で.やや上げ底状である。口縁部から内面は灰粕が施さ

れるご日縁端部外面にはタール状の油煙の付着がみられる c 19世紀中葉のものである c 246は蓋で.笠部

はほぼ平坦で，口縁部が環状に付される c 口縁部の断面形は矩形で，端部はやや内側に張り出すこ内面を

除いて灰粕が施される。 247は徳利で¥貧乏徳利と呼ばれるものである。口縁部と体部下端がわずかに欠

損している以外はほぼ完形である c 底部は上げ底状で.外面の周縁はわずかに下方に突出しており，高台

を意識して作られたものと思われる。頚部内面から体部外面下位にかけて灰紬が施されるコ 248. 249は益

子産陶器で. 19世紀後半のものである:;248は皿であるご本資料では欠損しているが高台を有するもので

ある。口縁部は玉縁状である。内面に笹丈の鉄絵が描かれ，内外面とも灰粕が施される。 249は片口であ

る c 内外面とも飴紬が施され.口縁部から体部外面に糠白柚が掛けられる。 250~252は倍熔で.同一個体

のものである c 内耳は3か所遺存する乙口縁部は丸みを帯びたもので.外面には稜が形成されるコ体部下

方から底部は型押し成形であり.底部は緩やかな丸底となると考えられるご 253・254は瀬戸・美濃産磁器

。。



で. 19世紀後半のものである 254は染付蓋で.つまみは欠損しているこ口縁部内面は粕剥ぎがなされて

いる c 笠部外面には圏線および萩文が描かれる。 253は丸形の染付碗の口縁部付近の破片である c 体部外

面は笹文が描かれるご[1縁端部は呉須が縁塗りされているこ 255は肥前産磁器色絵染付碗の体部から底部

片で.多彩の丈様が描かれるこ

SX-032 (旧 SX-028l. SO-064， SK-582， SK-583， SK一588他(第617図.図版165・331)

東部束端の25P・25Q区に位置する{二調査時の遺構番号はSX-028であり.遺物注記はこの番号のま

まであるご本遺構は斜面の整形区画および区画内の遺構群を合わせたものである τ 区画内の溝状遺構に

SD-064. 土坑の多くにSK-574等の遺構番号が付けられているが. SX -032に合まれる遺構であるつ

本遺跡東部主要部および稲荷塚遺跡の所在する台地と東方の馬場遺跡の間は.南北から谷が入り込ん

で.台地平JB.[面の111面が狭くなっている二本遺構はその台地平坦面束寄りの南側緩傾斜面に立地する c 本遺

構の整形区画の様相をみると，北の台地側を削り.削った土砂を南の斜面側に盛って.広い平坦面を作り

出している二回方に25m離れて SX-031が位置するコ

整形区画遺構および民両内の遺構群はほぼ調査区内の範囲で完結しているご区画内の遺構が分布する範

囲はかなり平坦であるが.その南方はやや急斜面となることから.失われた遺構は少ないと思われるこ区

画された北壁の長さは30mである=西壁は北丙隅から omの長さで消える c かなり丸みをもつが.壁の方

111Jは北壁から直角的であるニ束壁は北京隅からおよそ10mで消えるご北東隅底面がやや丸みをもつが.壁

の方向は北壁と直角をなすご北東隅付近の壁から束壁は段を有して立ち上.がっているご東壁の束には北の

束西道路から南方の谷に下る現道路があるが.壁の高さがそれほど高くないので.底面と区画外との聞は

一段であるニ現道路は整形区画遺構が機能しているときに存在していたかもしれない二区画内底面の規模

は.長さがあm. 最大幅が約14mである[ズ画壁の高さはおよそ0.8m~2.3m であるコ急傾斜の部分と.

ゃゃなだらかに立ち上がる部分があるコまた.段状になっている部分は低し川氏画内底面は壁際から南側

に卜.っているこ SD-064南側ヒ端と北壁中央壁際が最大幅であるが.その問の高さの差は1.4mで. これ

も最大値である

区画内西寄りには.建物遺構と思われるものがある二規模・構造が判然としないが，建物に関わる部分

を最大にみると.長さが4.2m. 幅が3.7mである c しかし. この場合.北西隅にはピットが見当たらず.

また.南側のものは.柱穴と土坑の区別が難ししh ピット聞は布掘り状につながっている部分があるコピッ

トの深さは.浅いもので、10数cm. 深いもので、90cm近いが.布掘り状のものや列状のものは. 50cm~80cmの

聞のものが多いニしかし最大にみた場合でも西辺は中央を|除いて浅いため.建物を構成する掘りかたか，

疑問を残すご強いていえば.西側は帽に相当するかもしれなし円長辺の方位はN-1T-Eである。建物遺構

と思われる部分およびその北方からは.確認面上で.若干の焼士・炭化物が出土したご建物の廃棄に伴っ

て.焼却された可能性が考えられるコ

井戸跡である SK-588は.区画内南端中央に位置するご推定建物遺構南東端から束6mの地点であるこ

SK -588の商には.接近してSD-064 . SK -587があり.束にも小ピット 2基が存在する c しかし.周囲

には遺構が少なく， とくに北側では空間が認められる。水汲みの作業場所を想定できょうコなお.詳細に

ついては.井戸状遺構の項で先述したウ

推定建物遺構の北東や束にも.一列に並ぶ士坑群や. ピットが連結して溝状になった遺構があるニこれ

らは柵列であろうかご北壁際中央にある SK-600やその南にある SK-577は.深さがおおむね50cm弱 ~60
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cm代で、あり.推定建物遺構の主要ピットと同等である己それらの束にも南北方向に連結したピット群があ

るが. こちらは約20cmの深さであり.やや浅い SK-600からは銭貨が20枚まとまって出土したこ多くが

寛永通賓で、あるが.一部錆びにより結合していた。

SD-064は推定建物遺構の南東に接近して位置するコ「く」の字状の平面形態で.北側は推定建物遺構

の東辺南半に平行な位置関係であるコ東辺の布掘り状部分から SD-064西端まではl.5m. 柱穴掘りかた

からの距離は最短で、60cmで、ある c 南側は南東に曲がり.やや不整な形態である。曲がる部分はやや細く.

内側はほぼ直角であるご延べの長さは10.4m. 上端幅は0.9m~2.l m. 深さは34cmで、あるご底面と上端の

規模の差は少な ¥"'c 北端と南端の高さの差は上端面・底面とも0.8mで，北側から南側に下っている。束

西もやや差があり.東側の方が深し川底面北寄りに長楕円形のピットがあるコ底面での長さは0.9m. 幅

はO.Sm. 底面からの深さは35cmで、ある。 SK-587と重複するが.新旧関係は確認できなかったc

北壁西端には.壁を掘り込んだ半地下式の土坑が2基 (SK-582. SK -S83)あるこ SK-S82は，関口

部の長さが1.05m. 底面の長さが0.7m.幅が40cm.深さが開口部上側から0.7mである。 SK-583は，関口

部の長さが1.2m.底面の長さが1.1m.幅が0.7m.深さが開口部上側から0.7mであるごその他のピット・

土坑は壁際や壁中.区画内底面の東側.東端に分布し.東端部では.やや集中している c 深さは比較的浅

いものが多いが.一部に深いものがあるご土坑のうち. SD-064の束にある SK-S87は平面形が大きく.

深さは35cmで、あるコまたSD-064の北西にある SK-597もやや規模が大きく.深さは54cmで、ある c

整形区画の南側は.区画以前も比較的緩やかな傾斜であり.粘質土上に暗褐色士層が傾斜に沿って堆積

している。その上部にローム粒・ロームブロックを主体とする土層が.確認できる範囲で、最大1.1mの厚

さでみられるごこれは.区画壁を削り出したさいに生じた士であり.斜面側に盛って， より平坦面の範囲

を広げたことがわかる c なお.その後の区画内堆積士については.基本的にSX-031と同様であろうご

本遺構と SX-031およびその中間地点について，再度検討してみる=中間地点は.区画壁がなく.土坑

等も分布しないので.本遺構と SX-031にはあまり関わりがないとする見方もできょう二本遺構の西側に

区画壁が存在することも.その点を強める根拠かもしれなし￥つしかし.本遺構の西側には推定建物遺構が

存在する c 西壁は.平坦な地形を求めて. よりていねいに整地された結果であり.土地区分について.あ

まり考慮しなくてよいのかもしれな¥"'c また.中間地点は，奈良・平安時代の竪穴住居跡が存在するなど.

当初からなだらかな地形であるため.斜面の整形があまりされていない可能性があるごただし奈良・平

安時代の遺構については.本遺構およびSX-031の範囲に存在した可能性があるので.その存在を整形さ

れない根拠とするには.弱しづミもしれない=本遺構からSX-031までの土地利用が一連のものであるなら

ば，中間地点は.先述したように，畑地の利用が想定される。

遺物 so一064(図版331)

2S6は瀬戸・美濃産陶器鉄絵湯呑碗の口縁部付近の破片であるつ外面に鉄絵が描かれ，内外面とも灰紬

が施されるこ 257はカワラケであるご体部下端は丸みを帯び.直線的に開く=底部外面には糸切り痕が残

されている。 18世紀後半のものである。
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第617図 SX-032・SD-064・SK-582・583・588他

比較的小規模な掘込みであるが.性格が判然としないものを土坑として報告する。土坑は，出土遺物が

ないか，僅少なために.時期的にも不明瞭なものが多い。中・近世のものだけではなく，分布密度の高い

奈良 ・平安時代の掘立柱建物の柱穴をかなり含むと思われる。

本項で報告する土坑 (小穴を含む)の数量はおよそ1200基である。多量に存在することから，平面図に

ついては個別の提示ではなく，遺跡全体を細分して，分割図中に掲載した (第619図~668図) 。 分割図の
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D-D 
l 褐色t
2 貰褐色土
3 褐色土
4， U百制色土

5 尚色土
6 筒色土
7 褐色士

8 暗褐色土
9 褐色土
10 暗尚色土
11. iYi褐色十
12， JI音褐色土
13 褐色土

表土竹根多 しまり弱

ロームプロック ローム粒主体褐色土混硬い
ロームブロック。ローム粒合非常に硬い
ロームプロックわずかに合 硬くしまりあり
褐色上主体 しまり弱

ロームプロックわずかに脅 しまり強

ロ ムブロック若干古 しまり強

褐色土粒.ロームプロ ァク混 しまりあり

ロームプロ ックわずかに合 しまりきわめて弱

時褐色土主体 しまりきわめて弱

ロームブロック主体 褐色tがすき間に入る しまり強
晴褐色土主体 しま 1)弱

ロームブロック ロ ム粒わずかに含

白黄色の粘土フ'ロァク混 しまり弱

ロームプロヅク多含 しまりあり

ロームプロ ァク主体乳白色粘 ti見 しまりあり

B -B' 
l 暗褐色土
2 暗純色土

3 黄褐色土
4 黄[褐色土
5 時制色土
6 暗黄褐色土

7 暗黄褐色土
8 暗褐色土
9 褐色土

10 褐色土

ローム粒含 しまり弱
ロ ム粒合ロ ムプロ yクわずかに合 しまりあり

暗褐色土主体

ロームプロ ック主体 すき間に褐色土混 しまりあり

ロ ム粒.ロ ムプロ ック 1情褐色上視 しまりややあり

3層と同じ
5層に似る
ローム粒 ロームプロ ックわずかに含 しまりやや弱

ロ ム粒わずかに梶 しまりやや弱

ローム粒 ロームブロック多含 しまりややあり 焼土粒少含

C -C' 
l 褐色土 表 1-， 竹根事しま 1)~. 
2 褐色土 ローム粒わずかに合 しまりやや弱

3 淡暗褐色土 ローム粒。ロームプロ ックわずかに含 しまりやや弱
4 暗褐色土 踏褐色士主体 しまりややあり

5 褐色土 ロム粒.ロムプロ ックやや含しまりややあり

6 淡陪褐色土 ローム粒 ロームブロックやや吉 しまりあり
7 黄褐色J ハードローム主体帰りすさつ

8 暗褐色土 ロ ムプロァクわずかに含 しまりやや弱

9 黄褐色土 褐色土とロームブロ ック ローム粒多含 しまり強

14 黄尚色土
15 黄褐色土

5D-064 
J -J ' 
l 陪褐色土
2 褐色土

3 褐色土
4 褐色土

褐色土焼土粒少1昆
褐色土のプロック多混 しまりあり

陪褐色土少混 しまりなし

時褐色士少混 しまりなし

枚数は40枚，縮尺は11200である。なお，土坑の分布密度が希薄なところについては，分割図を作成して

いない。そのため，若干の土坑が，分割図中から漏れている。ところで，分割図中の遺構には，前項まで

に報告した奈良・平安時代等のものが含まれている。これは，図の作成作業が，遺構時期の検討よりも先

行したためであり ，これらの遺構も図から削除していない。分割図に図示した個々の土坑については，深

さを図中に記載した。これは，断面図については，すべての土坑を図示することができないためである。

士坑の遺構番号は，ほとんどがSKかPで始まるものである。これらの遺構については，その位置図を示

す一覧表を作成した (第4表)。本報告書での個々の土坑の記録は，原則として，この一覧表と分割図で

の提示をもって代えることとする。しかし 一部の遺構については，特異な形態等の理由により，例外と

して個別に記載する。また，西部地区南斜面の土坑群は地域的にまと まっていること，同じ性格のものを

多く 含むと思われることから，本項で若干の記述を行う。なお，本項では遺構と遺物を分離して掲載する。

(1) 遺構

SIー023(第618図)

遺跡南部南寄りの19U区に位置する。2，7mx2.3mの長方形をなし深さはO.l5mである。底面は平坦

である。長軸方向はほぼ北西 南東の傾きである。出土遺物はない。北側で，縄文時代の陥穴と思われる

SK -023と重複し切っている。

本遺構は竪穴住居跡として調査されているが，カマドがなく， 竪穴住居跡である根拠はない。周囲には

奈良・平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡，時期不明の士坑が所在するが，その中では，北西に所在す

るSK-021と規模 ・形態が近い (士坑の位置図⑤参照)。そのため，本遺構も性格および詳細な時期が不

明な土坑のーっとして扱った。なお，遺構番号は調査時のままである。

SXー002(第618図，図版161)

中央部南西寄りの19R区に位置する。主要部分の平面形はほぼ正方形で，北辺中央が突出している。四

隅はわずかに丸味をもっ。形態から奈良 ・平安時代竪穴住居跡の可能性があるが，カマ ド構築材の山砂が

みられないこと，出土遺物がないこと，非常に小規模であることから，本項で扱う。なお，遺構の名称と

しては，竪穴状遺構の方が妥当かもしれない。

833-



第4表 SK. P位置図番号一覧
(位置図番号数字については。第619図~第668図および本文"，では丸数字。本表では数字のみ)

SK 位 .iõ~ SK f立佐 SK 位m SK 位tu SK 位置 SK 位i~

9 57 第5781司 113 20 169 欠番 225 11，13，14 311 27 

2 19 58 37 114 20 170 14 226 11，13，14 312 27 

3 欠番 59 37 115 20 171 10，第123図 227 11，13，14 313 27 

4 19 60 36 116 20 172 11 228 11，14 314 27 

5 19 61 37 117 20 173 11 229 11，14 315 27 

6 19 62 欠番 118 20 174 11 230 11，13，14 316 26，27 

7 19 63 35 119 20 175 11 231 14 317 28 

8 19 64 なし 120 20 176 11 232 14 318 28 

9 19 65 36 121 20 17i 11 233 14 319~399 欠番

10 19 66 なし(炉穴) 122 20 178 11 234 14 400 30 

I1 19 67 35 123 20 179 11 235 14 401 33 

12 19 68 36 124 20 180 11 236 14 402 33，36 

13 19 69 35 125 20 181 11 237 14 403 30 

14 19 70 35 126 7，8 182 11 238 14 404 30 

15 3 71 4，10 127 7，8 183 13 239 欠番 405 30 

16 4 72 4，10 128 7，8 184 ll，13 240 13，14 406 30 

17 4，5，9 73 4，9，10 129 7，8 185 11，13 241 13，14 407 31，33 

18 4，5，9 74 4，10 130 3，6 186 欠番 242 14 408 31 

19 4 75 4，10 131 6 187 14 243 欠番 409 31 

20 4，9 76 欠器二 132 6 188 欠番 244 14 410 33 

21 5 77 7 133 6 189 14 245 14 411 29 

22 5 78 7 134 6 190 14 246 欠番 412 29 

23 3 79 7，8 135 6 191 11 247 14 413 26 

24 4 80 7，8 136 6 192 13，14 248 欠番 414 26 

25 b 81 1，10 137 6 193 13，14 249 欠番 415 26 

26 9 82 4，10 138 6 194 欠番 250 欠番 416 26 

27 9 83 139 6 195 14 251 13，14 417 26 

28 3 84 2 140 6 196 13 252 13 418 26 

29 5 85 2 141 6 197 欠番 253 13 419 26，27 

30 5 86 2，3 142 6，7 198 欠番 254 13，14 420 26，27 

31 5 87 2 143 6，7 199 欠番 255 13，14 421 26，27 

32 2，5 88 2 144 6，7 200 16 256 13，14 422 26 

33 5，8 89 9，10 145 6，7 201 16 257 13，14 423 25 

34 5，8 90 2 146 3，6 202 16 258 欠番 424 26 

35 4，9 91 4，10 147 3，6 203 13 259 14 425 25，26 

36 5 92 2 148 3，6 204 13，14 260 11，13 426 26，27 

37 8 93 2 149 3 205 13 261 欠番 427 25，26 

38 9 94 2 150 3 206 欠番 262 13，14 428 25，26 

39 8，35 95 2 151 6，7 207 11 263 11 429 25，26 

40 9 96 2 152 欠番 208 13 264 13 430 25，26 

41 9 97 15 153 6 209 13 265 16 431 26 

42 8，9 98 9，10 154 3 210 13 266 第604図 432 27 

43 9 99 11 155 3 211 6，13 267 第604岡 433 26 

44 8 100 11 156 3，6 212 6，13 268 14 434 26 

45 8 101 10 157 6 213 6，13 269~299 欠番 435 26 

46 8 102 11，15 158 欠番 214 6，13 300 21 436 26 

47 16 103 11 159 3 215 6，13 301 21 437 26 

48 16 104 11 160 欠番 216 6，13 302 21 438 欠番

49 16 105 11，15 161 7，8 217 11，13 303 21 439 26 

50 b 106 11，15 162 7，8 218 11，13，14 304 22 440 欠番

51 17 107 20 163 7，8 219 11，13，14 305 22 441 26 

52 17 108 20 164 3 220 11，13，14 306 22，第23図 442 26 

53 39 109 20 165 3 221 11，13，14 307 12 443 26 

54 第604図 110 20 166 3 222 13，14 308 22，第24図 444 26 

155 有J'; 25[~ 111 20 167 3 223 11，13，14 309 12，第1221雪l 445 26 

第578凶 112 20 168 欠番 224 11，13，14 310 第577図 446 26 
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SK 1立f丘 SK 位置 SK 位置 P {立 tQ~ P 位置 F 位置

447 25，26 516 24，25 573 38 l 19 81 2，5 138 5，6 

448 25 517 24 574 40 2 19 82 2 139 6 

449 25 518 24 575 40 3 19 83 2，5 140 5 

450 25 519 欠番 576 40 4 19 84 2，5 141 5 

451 25 520 24 577 40 5 19 85 2，5 142 3 

452 25 521 24 578 40 6 19 86 2，5 143 5 

453 25 522 24 579 40 7 19 87 2，5 144 5 

454 25 523 24 580 40 8 19 88 2，5 145 3 

455 25 524 24 581 40 9 19 89 2，5 146 5 

456 25 525 24 582 40 10 19 90 b 147 b 

457 25 526 24 583 40 11 19 91 5 148 5 

458 25 527 24 584 40 12 19 92 5 149 5 

459 25 528 24 585 40 13 19 93 5 150-153 欠番

460 25 529 24 586 40 14 19 94 b 154 5，8，9 

461 25 530 24 587 40 15 19 95 3 155 8，9 

462 25 531 24 588 40 16 19 96 5 156 欠番

463-465 欠番 532 24 589 40 17 19 97 3 157 3 

466 25 533 24 590 40 18 19 98 b 158 5 

467 25 534 24 591 40 19 19 99 5 159 ~ 

468-478 欠番 535 24 592 40 20 19 100 5 160 5 

479 25 536 欠番 593 40 21 19 101 。 161 3 

480 欠番 537 欠番 594 40 22 19 102 5 162 5 

481 25 538 24 595 40 23 19 103 3 163 5 

482 25 539 24 596 40 24 19 104 b 164 5 

483 25 540 24 597 40 25 19 105 3 165 5 

484 25 541 24 598 40 26 19 106 5，6 166 5 

485 25 542 24 599 40 27 17，19 107 5，6 167 5 

486 25 543 24 600 40 28 17.19 108 5，6 168 。
487 24，25 544 24 601 40 29 19 109 5，6 169 5 

488 24 545 24 602 40 30 19 110 5，6 170 3 

489 24 546 25 603 40 31 19 111 5，6 171 3 

490 24 547 25 604 40 32 19 112 5，6 172 5 

491 25 548 25 605 39 33 19 113 6 173 D 

492 25 549 25 606 39 34-57 欠番 114 6 174 5 

493 25 550 25 607 39 58 4，5 115 6 175 b 

494 欠番 551 25 608 39 59 4，5 116 6 176 5 

495 25 552 欠番 609 39 60 4，5 117 5，6 177 5 

496 25 553 27 610 39 61 5 118 5，6 178 5，8，9 

497 25 554 欠番 611 37，40 62 2 119 5 179 5，8，9 

498 欠番 555 25 612 40 63 欠番 120 6 180 5，8，9 

499 25 556 24 613 40 64 2，5，6 121 6 181 5，9 

500 25 557 24 614 40 65 2，6 122 6 182 5，9 

501 24 558 24 615 なし 66 欠番 123 6 183 5，9 

502 24 559 24 616 欠番 67 2，5 124 6 184 5，9 

503 24 560 24 68 2，6 125 6 185 8 

504 25 561 24 69 2，6 126 6 186 8 

505 25 562 25 70 2，5，6 127 6 187 8 

506 24 563 25 71 2，5，6 128 6 188 5 

507 24 564 25 72 2，5，6 129 6 189 b 

508 欠番 565 24 73 2，5 130 6 190 4，5 

509 24 566 24 74 2，5 131 6 191 4，5 

510 24 567 37 75 2，5 132 5 192 4，5 

511 25 568 37 76 2，5 133 3 193 4 

512 欠番 569 37 77 2，5 134 5 194 4，9 

513 25 570 38 78 2，5 135 6 195 4，9 

514 25 571 38 79 2，5 136 6 196 4，9 

515 25 572 38 80 2，5，6 137 5，6 197 4 

。。



P 位i世 P 位i~ P 位lrt P 位置 P 位111 P 位置

198 8 255 16 318 37 375 36 432 36 489 7，8 
199 8，9 256 16 319 37 376 36 433 36 490 7，8 
200 8 257 16 320 37 377 35 434 36 491 7，8 
201 8 258 16 321 37 378 35 435 36 492 7，8 
202 8 259 16 322 35，36 379 35 436 36 493 7，8 
203 8 260 16 323 35，36 380 35 437 36 494 7 

204 8 261 16 324 35，36 381 36 438 36 495 1 

205 8 262 16 325 35，36 382 35，36 439 36 496 

206 8 263 17 326 第607図 383 36 440 36 497 

207 5，8 264 4，17 327 第607閃 384 35，36 441 36 498 

208 5，8 265 6 328 欠番 385 36 442 36 499 

209 8 266-268 欠番 329 35 386 35，36 443 36 500 

210 4，8 269 4 330 35 387 35，36 444 36 501 

211 5，6，7，8 270 4 331 35 388 欠番 445 36 502 

212 5，6，7，8 271 332 35 389 36 446 36 503 I 

213 5，6，7，8 272 333 35 390 36 447 36 504 

214 6，7，8 273 4 334 35 391 36 448 36 505 欠番

215 6，7，8 274 335 35 392 36 449 36 506 欠番

216 6，7，8 275 4，9 336 35 393 36 450 36 507 i 

217 欠番 276 4 337 35 394 36 451 36 508 

218 6 277 4，9 338 35 395 36 452 36 509 

219 6 278 欠番 339 35 396 36 453 36 510 

220 6 279 37 340 36 397 36 454 36 511 

221 6 280 37 341 35，36 398 36 '155 36 512 2 

222 6 281 37 342 35，36 399 36 456 36 513 2，3 

223 6，7 282 37 343 35，36 400 36 457 36 514 2，3 

224 9 283 37 344 35，36 401 36 458 36 515 2，3 

225 9 284 37 345 36 402 36 459 36 516 2，3 

226 9 285 欠番 346 35，36 403 36 460 37 517 2，3 

227 9 286 36，37 347 35，36 404 36 461 36，37 518 2，3 

228 9 287 36，37 348 35，36 405 36 462 35 519 2，3 

229 9 288 36，37 349 35，36 406 36 463 35 520 2，3 

230 9 289 36 350 36 407 36 464 35 521 10 

231 9 290 37 351 36 408 36 465 35 522 15 

232 9 291 37 352 35，36 409 36 466 35 523 15 

233 9 292 37 353 35，36 410 35，36 467 欠番 524 15 

234 9 293 37 354 35，36 411 36 468 36 525 11 

235 8，9 294 37 355 35，36 412 36 469 36 526 11 

236 8，9 295 37 356 35，36 413 36 470 36 527 11 

237 8，9 296 37 357 35，36 414 36 471 36 528 11 

238 8，9 297 37 358 35，36 415 36 472 36 529 11 

239 8，9 298 36 359 35，36 416 36 473 36 530 11 

240 欠番 299 36 360 35，36 417 36 474 36 531 10，15 

241 8，9 300 37 361 35，36 418 36 475 36 532 10，15 

242 8，9 301 37 362 35，36 419 36 476 36 533 15 

243 8 302 欠番 363 36 420 36 477 36 534 15 

244 8，9 303 37 364 36 421 36 478 35 535 15 

245 8，9 304 37 365 36 422 36 479 35 536 15 

246 8 305 36 366 36 423 36 480 35 537 11 

247 9 306-310 欠番 367 36 424 36 481 4，11 538 11 

248 9 311 37 368 36 425 36 482 欠番 539 11 

249 9 312 37 369 36 426 36 483 7 540 11 

250 9，16 313 37 370 36，37 427 36 484 7，8 541 11 

251 9，16 314 37 371 36 428 36 485 7，8 542 11 

252 9，16 315 37 372 36 429 36 486 7，8 543 10，11，15 

253 16 316 37 373 36 430 36 487 7，8 544 10，15 

254 16 317 37 374 36 431 36 488 7，8 545 11 

q
t
u
 

nδ
 



P 位il1 P 位置 P 位tu~ P 位in P i止世 P 位置

546 11 603 17 691 3 748 30 805 31 862 33 

547 11 604 20 692 3 749 30 806 欠1Ii' 863 33 

548 11 605 20 693 13 750 30 807 31 864 33，37 

549 11 606 20 694 11 751 30 808 31 865 33，37 

550 11 607 20 695 11 752 30 809 30，31 866 33，37 

551 10，15 608 17 696 11 753 30 810 31 867 33 

552 10 609 17 697 11 754 30 811 31 868 33 

553 11 610 3，6 698 11 755 30 812 31 869 33，36 

554 11 611 3，6 699 11 756 欠番 813 31 870 32 

555 1，2 612 3，6 700 第577図 757 30 814 31 871 31，32 

556 1，2 613 3，6 701 30 758 欠番 815 31 872 31，32 

557 1，2 614 3，6 702 30 759 欠番 816 31 873 31，32，33 

558 11 615 6 703 30 760 30，34 817 31 874 31，32，33 

559 11 616 3，6 704 30 761 30，34 818 30，31 875 31，32，33 

560 11 617 6 705 30 762 30，34 819 31 876 31，32，33 

561 11 618 6 706 30 763 欠番 820 30，31 877 31，32，33 

562 10，11 619 6 707 30 764 欠番 821 31 877 31，32，33 

563 11 620 16 708 30 765 34 822 31 878 31，33 

564 11 621 16 709 30 766 34 823 31，33 879 31，32，33 

565 11，14，15 622 16 710 30 767 34 824 31，33 880 33 

566 11 623 16 711 30 768 30，31 825 31 881 31 

567 11，15 624 16 712 欠番 769 30，31 826 31 882 31 

568 欠番 625 16 713 欠f昨 770 30，31 827 31 883 31 

569 欠番 626 16 714 30 771 31 828 31，33 884 31 

570 II 627 16 715 30 772 30，31 829 31，33 885 31 

571 11 628 16 716 30 773 30，31 830 31，33 886 31 

572 11，15 629 16 717 30 774 30，31 831 31，33 887-892 欠番

573 11，15 630 16 718 30，31 775 30，31 832 33 893 32 

574 11，15 631 16 719 30，31 776 30，31 833 31，33 894 32 

575 11，15 632 6 720 30，31 777 欠番 834 31，33 895 32 

576 15 633 II 721 30 778 31 835 31，33 896 32 

577 14 634 37 722 31 779 31 836 31，33 897 32 

578 14 635 37 723 30 780 31 837 31，33 898 32 

579 14 636-667 欠帯 724 30 781 31 838 31，33 899 32 

580 17 668 11，13 725 30 782 31 839 31，33 900 欠帯

581 17 669 欠番 726 30 783 31 840 33 901 32 

582 17 670 11，13 727 欠番 784 31 841 33 902 32 

583 10 671 11，13 728 30 785 31 842 33 903 32 

584 17 672 11，13 729 30 78焔 31 843 33 904 32 

585 17 673 11，13 730 30 787 31 844 33 905 32 

586 17 674 11，13 731 30 788 30，31 845 33 906 32，33 

587 20 675 11，13 732 欠番 789 31 846 33 907 32，33 

588 20 676 14 733 30 790 31 847 33 908 32，33 

589 17 677 13，14 734 欠番 791 31 848 33 909 32 

590 17 678 13 735 30 792 31 849 33 910 32 

591 17 679 13 736 30 793 31 850 33 911 32，33 

592 17 680 欠高ニ 737 30 794 31 851 33 912 32，33 

593 20 681 13 738 30 795 31 852 33 913 32，33 

594 17 682 13 739 30 796 31 853 33，34 914 32 

595 17 683 13 740 30 797 31 854 33 915 33 

596 17 684 13 741 30 798 31 855 33 916 33 

597 17 685 13 742 30，31 799 31 856 33 917 33 

598 17 686 13，14 743 31 800 31 857 33 918 33 

599 20 687 13 744 30，31 801 31 858 33 919 31 

600 20 688 13，14 745 30，31 802 31 859 33 920 31 

601 17 689 13，14 746 30 803 31 860 33 921 欠番

602 17 690 14 747 30 804 31 861 33 922 30 
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P {止世 P 位iu: P 位世 P 1立i置 P {立ili P 位置

923 30 964 25 1035 22 1074 22，23 1113 22，23 1152 23 

924 欠番 965 25 1036 22 1075 22，23 1114 22，23 1153 23 

925 欠番 966 25 1037 22 1076 22，23 1115 22，23 1154 23 

926 32 967 25 1038 22 1077 22，23 1116 22，23 1155 23 

927 32 968-10∞ 欠番 1039 22 1078 22 1117 22，23 1156 23 

928 欠番 1001 22 1040 22 1079 22，23 1118 22，23 1157 23 

929 33 1002 22 1041 22 1080 22，23 1119 22，23 1158 23 

930 33 1003 22 1042 22 1081 22，23 1120 22，23 1159 23 

931 33 1004 22 1043 22 1082 22，23 1121 22，23 1160 23 

932 36 1005 22 1044 22 1083 22，23 1122 22，23 1161 23 

933 33，36 1006 22 1045 22 1084 22，23 1123 22，23 1162 23 

934 33，37 1007 22 1046 22 1085 23 1124 22，23 1163 23 

935 33，37 1008 22 1047 22 1086 22，23 1125 22，23 11臼 23 

936 33 1009 22 1048 22 1087 22，23 1126 22，23 1165 23 

937 33，37 1010 22 1049 22 1088 22，23 1127 22，23 1166 23 

938 33，37 1011 22 1050 22 1089 22，23 1128 22，23 1167 23 

939 33，37 1012 22 1051 22 1090 22，23 1129 22，23 1168 23 

940 33，37 1013 22 1052 22 1091 22，23 1130 22，23 1169 23 

941 33，37 1014 22 1053 22 1092 22，23 1131 22，23 1170 23 

942 32，33 1015 22 1054 22 1093 22，23 1132 22，23 1171 23 

943-945 欠番 1016 22 1055 22 1094 22，23 1133 22，23 1172 23 

946 32，33 1017 22 1056 22 1095 22，23 1134 22，23 1173 23 

947 32，33 1018 22 1057 欠番 1096 22，23 1135 22，23 1174 23 

948 32 1019 22 1058 22 1097 22，23 1136 22，23 1175 23 

949 32 1020 22 1059 22 1098 22，23 1137 22，23 1176 23 

950 33 1021 22 1060 22 1099 22，23 1138 22，23 1177 22 

951 33 1022 22 1061 22 1100 22，23 1139 23 1178 22 

952 33 1023 22 1062 22 1101 23 1140 22，23 1179 22 

953 31 1024 22 1063 22，23 1102 23 1141 23 1180 22 

954 26 1025 22 1064 22，23 1103 23 1142 23 1181 22 

955 26 1026 22 1065 22，23 1104 23 1143 23 1182 22 

956 26 1027 22 1066 22，23 1105 23 1144 23 1183 22 

957 25 1028 22 1067 22 1106 23 1145 23 1184 22 

958 25 1029 22 1068 22，23 1107 23 1146 23 1185 22，23 

959 25 1030 22 1069 22，23 1108 23 1147 23 1186 23 

960 25 1031 22 1070 22 1109 23 1148 23 

961 25 1032 22 1071 22，23 1110 23 1149 23 

962 25 1033 22 1072 22，23 1111 22，23 1150 23 

963 25 1034 22 1073 22，23 1112 22，23 1151 23 
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突出部を除く規模は.南北方向がl.65m，東西方向がl.7m，深さは20cmで、あるつ底面(床面?)の規模

はl.S5m四方であるコ南辺から突出部のある北辺に向かう方向を主軸方向とすると， N-40-Eで.各辺は

ほぼ東西南北に沿っている ε 突出部の長さは60cm，幅は35cmで、ある c 底面は比較的平坦であるが.突出部

はやや高まっている c 突出音[)底面も平坦であるむ底面はソフトローム層とハードローム層の境にあるが.

やや硬化しているように思われる=堆積土中のロームブロックは.上層に多く.下層に少ない。

本遺構の東方.至近の位置にSB-00l.北方にSI-001等.奈良・平安時代の遺構が所在する。また，

周囲には小ピット・士坑も多くみられるご

SX一003(第618図.図版161)

南部北寄りの19S区に位置するご円形の周溝状遺構の中に.方形の竪穴状遺構をもっ遺構であるニ両者

は別遺構の疑いもあるが.方形竪穴が円形周溝の内側に収まること，周囲に他遺構の分布が少ないことか

ら.一体の遺構と思われるこ円形周溝の規模は.外径が3，3m~3.4 m. 内径が2.3m，深さは 8 cm~ 15cm. 

周溝幅はおおむね50cmで、ある。方形竪穴の規模は.上端で、南北方向が1.75m，東西方向が1.6m，底面が南

jヒl.45m，東西1.3mで.南北にやや長いコ深さは30cmで、ある c 竪穴長軸方向はN-90-Eで.北から東にや

や傾いている。円形周溝の南側中央部分には，周溝幅が内外に突出し底面も両脇より低い部分があるコ

深さは20cmで、あるこ他遺構の重複も考えられるが.本遺構の一部としておく。周溝の底面は比較的平坦で、

ある c 方形竪穴の底面はやや凹凸がある二壁へは直立的に立ち上がるが，一部に丸味をもっ部分がある二

方形竪穴の堆積士をみると，上・中層にロームブロックを多く含む上層(4層)がやや厚く堆積してい

るので.埋め戻されたものと思われるこ周溝部分の堆積土は. 自然堆積か人為的堆積か判然としないご

出土遺物には千葉産須恵器甑等，奈良・平安時代の土器片が数点あるが.混入品と思われ，本遺構の時

期については.確定しがたいこ周囲に古墳時代の円墳があるが.本遺構を円墳とするには.規模が小さす

ぎると思われる。そのため.性格についても，判然としない。

SX-006 (第618図.図版161)

南部中央の19T区に位置する。弧状を呈する溝状遺構である c 延べの長さは3.4m，幅は遺存のよい部

分で、60cmで、ある=深さは10数cmで.非常に浅いc 中央西壁で深さ30cmの小ピットと重複している c 堆積士

は若干のローム粒・ロームブロックを含む黒褐色土である c 出土遺物は奈良・平安時代の土師器斐片 1点

のみで.混入品と思われる c

弧状の形態から.本遺構の性格については.古墳時代の円墳が想起されるとしかし遺存が少なく.断

定しがたし、近くに溝状遺構SD-002があることから，溝状遺構の一部かもしれないご

西部地区南斜面の土坑群(第6S0図~第6S3図.図版178~190・331)

西部地区南斜面には.類似する形態・規模の土坑がまとまって所在する c これらの士坑群は.第650

図土坑~，第6S1図土坑~.第652図士坑~.第653図士坑宕に図示したものであり， グリッドでは16Q. 

16R.17Q・18Q. 18R区に位置する c

個々の土坑の形態は長方形を基本とし隅が丸味をもつものもあるこまた.円形でやや小規模のものも

ある c さらに，著しく小規模なものがあるが， SK -493内に小ピットがあることから，長方形土坑に関連

する可能性がある=このような小規模なものを含むすべての土坑が.同じ性格であるかどうかは.断定し

がたしh しかしそのあり方から，土坑の多くは同様の性格をもっと考えられる c

第650図から第653図に示した土坑の数量は.小規模なものを含めて約160基であるつこのうち.比較的
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しっかりした長方形土坑の平均的な規模をみると，長さはl.2m，幅は80cm，深さは65cm程度で、ある。長

さの数値はややぱらつきがあるが，幅の数値は比較的差が少ない。深さについては，長さ以上にばらつき

があり，遺構の規模や位置する地点の表土の厚さを考慮する必要がある。1mを越えるものも若干みられ，

全体的には，規模のわりに比較的深い遺構群といえよう。

土坑群全体のうち.中央やや北側の土坑群 (SK-451ほか)は南北方向の列状をなしている。また，西

端の道路跡SD-055内にも土坑列 (SK-560ほか)があるが，こちらは道路に関係する遺構群とも思われ，

他の土坑群と同様のものか断定しがたい。ほかの土坑の分布は，比較的密であるが， とくに規則的な位置

関係はみられない。

中央の土坑列は，一部二列になっている。東側の列は一直線状で，列が長いが，西側の列は短い。また，

SK -452は長軸が列と直交的であり，西側の列はやや不整である。東列のやや北側に位置する SK-451は，

東側でSD-059と重複するが，新旧関係は不明で、ある。SD-059はSK-451の西方にみられないので，両

者は関連する可能性がある。土坑列の南側に位置する SK-564はSD-057と重複するが，新旧関係は不

明である。SK-564の南方にはSK-537があり.土坑列はここまで続くように思われるが，その間にある

SD -057およびSI-377のために，不明瞭である。士坑列の長さは，北端のSK-546からSK-564までで

16m， SK -537まで加えると21mである。

土層断面の記録は，一部の土坑にとどまるが，まとめて記述すると，土層はおおむね次の6層を基本と

する。上から 1層は黒褐色土， 2層は山砂を多く含む黄褐色土，3層は山砂を主体とする明黄褐色土，4 
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6 筒色土 ロムプロ ック多混

刀④

→7bi J恥い

l
-A
 

<(! I 
。 (11160) Bm 

A A'31.8m 

ー¥ノーノー

第618図 SX-002・003・006. SI -023 

840-



層は山砂を含む褐色土， 5層はローム粒・ロームブロックを主体とする黄褐色土， 6層はローム粒を含む

褐色土である。そして，山砂・ローム粒・黒色士の混じり具合によって，以上の中間層など，様々な土層

がみられる c 各土坑の堆積土は，黒褐色土を主体とするものもあるが， 2 層~6 層を主体とするものの方

が多し九また.黒褐色士が卓越する場合でも.一部に山砂やローム粒・ロームブロックを多く含む士層が

堆積する場合が多いとさらに.堆積士は全体的にしまりがきわめて弱いc 以上の状況から.土坑群は基本

的に埋め戻されていると思われる c なお. SK -544では上層に宝永の火山灰が堆積しており.士坑群の時

期を示唆するものと思われる二ただしこの遺構はSD-055内の遺構である c

SK -515からは骨粉と思われるものが出土したが.ほかの士坑からは，人骨の出土がなかったこそのほ

かの出土遺物は，少量の奈良・平安時代土器片であり.六道銭や陶磁器等は全く出土していなし~しかし

土坑の規模・形態，堆積土の様相，少数例ではあるが人骨らしいものの出土や宝永火山灰層の堆積から，

土坑群の多くは中・近世の土坑墓と思われる。なお. SD-059は南北の土坑墓列群に至る道路跡の可能性

が考えられる。

( 2 ) 遺物

SK107 (図版331)

258はカワラケであるこ体部から口縁部は直線的に聞き.内面底部と体部との境は凹みが一巡する。底

部は糸切り痕が残されている二 18世紀後半のものである c

SK461 (図版331)

259は倍熔の口縁部から体部片であるョ扇平で，体部下方が丸みをもって開く c 19世紀代のものである C

SK553 (図版331)

260は瀬戸・美濃産磁器染付端反碗の体部下半から高台部片で.体部外面に松葉文.体部外面下端に二

重圏線，高台部外面及び底部外面に圏線が描かれる c 19世紀代のものであるつ

SK570 (図版331)

261はカワラケの口縁部から体部破片である C

SK576 (図版331) 

262は瀬戸・美濃産陶器輪禿皿であるこ口縁部は体部から外折し端部は角張っているこ高台部畳付は

丸みをもって仕上げられている c 体部下端から高台部を除いて灰紬が施されるが.底部内面の周縁は円形

に拭い取られており，重ね焼きの際の柚着痕がみられる。 18世紀後半のものであるコ

SK579 (図版331)

263は肥前産磁器染付碗の口縁部から体部片で.薄手の作りである。外面の文様はコンニャク印判によ

る。 18世紀前半のものである。

SK581 (図版331)

264は瀬戸・美濃産陶器筒形香炉の口縁部から底部片で.口縁部は内傾しやや内側に張り出すc 体部外

面には呉須絵が描かれ.口縁部から体部外面は灰柚が施される 18世紀前半のものである c 265はカワラ

ケの口縁部から底部片である=扇平な皿形で，体部は直線的に聞くこ底部外面には糸切り痕が残されて

いるつ口縁部には油煙が付着しており，灯明皿として使用されたものである c 18世紀代のものである 2

266・267は同一個体と思われる倍熔の口縁部から体部の破片で， 267は内耳部分の破片である c 体部から

-841 



口縁部は比較的直線的に聞き，口縁端部は丸みをもって仕上げられる。外面口縁部と体部との境に稜を有

し体部外面には型押し成形の際の圧痕がみられる。 18世紀後半のものである。図示したもの以外の破片

は，陶器碗1点・瓶類1点.磁器碗1点.倍熔33点が出土した。

SK586 (図版331)

268は瀬戸・美濃産陶器丸碗の体部下方から高台部である 3 体部下端から底部及び高台部を除いて灰袖

が施される=内面及び割れ口には酸化鉄(ベンガラ)が付着しており.紅皿として使用されたものとみら

れる二 17世紀後半から18世紀前半のものであるご

SK597 (第670図.図版331)

269は常滑産陶器室の口縁部から頚部の破片で.口縁帝は欠損する c 縁帯へ折り返す部分の割れ口の幅

が狭いことから.口縁帝は下方に長く垂下するものと考えられる。 8型式(14世紀後半)のものである 0

270は倍熔の口縁部から体部片である。体部から口縁部は直線的に開くっ体部外面は型押し成形の際に残

された圧痕がみられるつ 18世紀後半のものであるつ

SK604 (図版33卜 332)

271は瀬戸・美濃産陶器腰錆碗の体部下方から高台部片であるご外面は高台部畳付を除いて錆手白内面

は灰紬が施されるこ 18世紀後半のものであるご

SK612 (図版331)

272は志戸呂産陶器灯明皿であるご底部外面は糸切り痕が残されている c 底部外面を除いて錆紬が施さ

れるご 18世紀後半のものである己図示したもの以外の破片は，倍熔1点が出土している。
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5 遺構外出土陶磁器およびその他の遺物(第670・673・674図，図版331~335) 

遺構外出土陶磁器については.遺存状態が良好なものものや遺構出土資料にはみられなかった器種につ

いて記述する。

273は常滑産斐の頚部片である 274~28Sは瀬戸・美濃産陶器である c 274は古瀬戸縁柚小皿の口縁音防、

ら体部片で，有高台のものであるョ口縁部に灰紬が施される。後町期 (15世紀中葉から後半)のものであ

るc 275は丸碗の底部から高台部片であると全体に厚手の作りで，底部外面中央が突出する兜巾を有する 2

体部外面及び内面に灰粕が施される c 17世紀後半のものであるニ 276はせんじ碗で¥体部下万は丸みをもっ

て立ち上がか体部外面中央に稜が入り.上方は直立するコ高台部の断面形は矩形であるご高台部畳付を

除いて灰紬が施されるが.わずかに底部及び高台部の割れ口付近に鉄紬が施されており.左右に掛け分け

されたものである c 18世紀後半のものである c 277・278は摺絵皿であるコ体部下方は丸みをもって立ち上

がり.体部上方から口縁部は. 278は直立し. 277は外傾しながら立ち上がるこ高台部は1")ずれも貼り付け

による輪高台である。底部内面には. 277は草花文. 278は型紙摺による花文の鉄絵が描かれる。いずれも

体部下端から底部外面及び高台部を除いて灰紬が施されるコ 18世紀中葉のものである二 279は馬の日皿の

口縁部片である c 口縁端部は矩形であるコ内外面に長石紬が施され，内面に鉄絵の渦巻丈が施される。 19

世紀前半のものである c 280は髪盟の体部片で.外面に型紙摺による菊水文の鉄絵が描かれ.内外面とも

長石柚が施される c 17世紀後半から18世紀前半のものである o 281は袴腰形の香炉の体部から底部片であ

るc 体部下端に張り出しを有する c 高台部は削り出しによる c 体部外面に灰紬が施される 17世紀後半の

ものであるこ 282は香合の身と思われる口縁部から体部片で.日縁部と体部との境に蓋受けの段を有するご

口縁部は直立するつ内外面とも柿柚が施されるが.口縁部外面及び蓋受けの部分は拭し=取られるご 283は

仏花瓶の体部から底部片である二底部外面には糸切り痕がみられるご体部卜~}j及び内面は灰柚.体部外面

下方には鉄粕が施されるロ底部外面は露胎である。 18世紀代のものであるご 284は壷の胴部下方の破片で.

外面ド端にはヘラケズリによる稜を有する c 内外面とも錆粕が施される c 28Sは揺鉢の口縁部から体部の

破片である c 口縁部は外方に折り返され，端部は角張る。内面には凸帝が一巡する c 内外面とも錆紬が施

されるコ 17世紀前半のものである土 286~289は京都・信楽産陶器で. 18世紀後半から19世紀初頭のもので

ある。 286は半球形の湯呑碗である。外面に鉄絵が描かれ，内外面とも!天粕が施される二 287は小杉碗の口

縁部から底部破片である c 体部外面に鉄絵が描かれ.底部外面を除いて長石粕が施される c 18世紀後半の

ものである c 288は口縁部が外反する端反形の碗の日縁音問、ら体部であるこ体部下端を除いて灰柑が施さ

れ.貫入が顕著であるこ 19世紀前半のものである c 289は小形の碗であるこ口縁部が外反し.高台音1$は援

形に聞くこ体部外面下端から高台部を除いて灰紬が施されるこ 290・291は肥前産陶器であるコ 290は皿の

体部から高台部の破片で.体部から口縁部が外折するものであるつ体部下端から高台部を除いて透明紬が

施され.底部内面は蛇の目状に紬剥ぎがなされるこ 18世紀前半のものであるこ 291・292は土瓶の口縁部か

ら体部片である。外国頚音問、ら体部下方に緑粕が施される c体部下方の露胎部分には煤の付着がみられるこ1

19世紀代のものであるご 293は相馬産陶器の徳利の胴部片である c 肩部外面に稜を有しそれより上方は

貼り付けによる。体部外面上方は飛飽による文様，その下に沈線が施される。外面は鉄紬が施される。 19

世紀代のものである♀ 294は土師質の片口鉢の口縁部から体部片であるコ口縁端部に沈線が巡る=片口音[)

は指で押さえることによって成形されている。内面の摺目は4本1単位である c 15世紀代のものであるコ

295は倍'賂である=体部は緩やかに聞き.口縁部はほぼ矩形であるつ 遺存部分には内耳が2か所貼り付け
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られている。体部と底部の境に稜を有し底部は平底である。胎土中には雲母を多量に含む。18世紀前半

のものである。296は瓦質の焼炉の口縁部から体部片である。体部外面は回転施文具による文様が施され

る。口縁部は内側に鍔状に折り返され，遺存部分では 1か所端部に突起を有する。内面の口縁部と体部と

の境には幅約2.5cmの鍔を有し口縁部の断面形はコの字状を呈する 。 19世紀代のものである 。 297~312

は肥前産磁器である 。 297~300は染付碗である。 297は深めの器形の碗で，体部外面は遠山文，体部下端

及び高台部内面の付け根に圏線，高台部外面に二重圏線が描かれる。17世紀中葉から後半のものである。

298は体部外面に梅樹文，体部下端に圏線，高台部外面に二重圏線が描かれる。底部外面には圏線内に銘

款が描かれる。17世紀後半のものである。299は体部外面に草花文と圏線，高台部外面に二重圏線，高台

部内面の付け根に圏線が描かれる。17世紀末から18世紀前半のものである。300は小振りで比較的厚手の

くらわんか碗と呼ばれるものである。体部外面にコンニャク印判による井桁と蔦の葉の組み合わせ文，体

部下端に圏線，高台部外面に二重圏線が描かれる。18世紀前半のものである。301は染付広東碗で，外面

に燕子花文，口縁部内面に二重圏線，体部内面下端に圏線が描かれ，底部内面に銘款が記される。18世紀

末から19世紀前半のものである。302は染付筒形碗である。体部外面に菊花散らし文，底部外面に圏線，

内面は口縁部に二重圏線，体部と底部の境に圏線，底部内面中央に崩れた五弁花文が描かれる。18世紀末

から19世紀前半のものである。303は色絵紅猪口の体部から高台部である。体部外面に鋸歯文. 二重圏線

が赤色の上絵付がなされる。内面には酸化鉄(ベンガラ)の付着がみられる。17世紀後半のものである。

304~308は染付皿である 。 304は SX -010から出土した皿 (113 ・ 114) と同意匠のものである 。 305~307

は同一個体の小皿の破片で，いずれの破片にも焼継ぎが認められるものである。外面は体部に唐草文，体

部下端から高台部にかけて二重圏線，体部内面に菊唐草文，底部内面は二重圏親が描かれ，底部外面には

て三?~てヨ
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(SX -013) 
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第670図 中近世土器・陶磁器 (2)
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く二二コ
1 
(SK -017) 

第671図 中近世石製品(1)

ζ二二二コ
2 
(SK -017) 

3 
(SK -018) 

。 (l/4) 10cm 

圏線内に崩れた「大明年製j銘の「大」の字がみられる。器表面は黒色及び茶色の微粒子の付着が顕著で

ある。18世紀前半のものである。308は白磁皿である。体部は直線的に聞き，口縁部はやや直立する。高

台部は断面三角形状で，畳付は平坦である。高台部周辺を除いて施紬されるが，底部内面は蛇の目状に紬

剥ぎがなされる。18世紀前半のものである。309は染付深皿の口縁部から体部片である。口縁部は折り返

しにより玉縁状に成形される。体部外面は唐草文，口縁部内面は圏線が描かれる。19世紀前半のものであ

る。310・311は同一個体の染付瓶の口縁部から頚部及び胴部の破片である。外面は口縁部から胴部上方に

蛸唐草文，圏親で画された胴部下方に連子文が描かれる。頭部内面から胴部内面は露胎である。19世紀

ハ吋
doo 



5 
(SK -018) 

に\一一一一一「一一一一~
4 
(SK -018) 

6 
(SK -018) 

。 (1/4) 10cm 

第672図 中近世石製品 (2)

前半のものである。312は袴腰形の染付・香炉の口縁部から体部片である。口縁部は折り返しによって鍔状

を呈する 。 体部外面には山水文が描かれる 。 体部内面は露胎である 。 19世紀代のものである 。 313~316

は瀬戸・ 美濃産染付磁器である。染付の呉須はいずれも青みが強い瑠璃紬で. 19世紀中葉のものであるO

313~315は染付碗である 。 313は体部下方が丸みを帯び，上方は直線的に開くものである 。 外面は，口縁
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部一Fおよび体部下端の圏線に区画されたIt1に牡丹文.高台部付け根及び高台部に圏線.内面には.口縁音[;

には圏線に区画された中に列点文，体部下端に圏線，底部中央に簡略化された草花文が描かれる c 314は

半球形の碗で.外面は.体部に二重圏線に区画された中に縦縞丈，高台部に圏線.内面は.仁l縁部に圏線

に区画された中に連弧文.体部下端に圏線.底部中央に昆虫文が描かれる 315は端反碗で.外面には口

縁部下と体部下端の圏線に区画された中に竹丈.高台部付け根及び高台部に閤線.内面には口縁部に圏線

に区画された中に崩れた格子丈.体部下端に圏線が描かれ.底部中央に「寿」銘が記されるこ 316は端反

形の染付小杯で.高台部は蛇の目高台であるコ内外面とも霊芝花丈が描かれる c 体部外面下端には二重圏

線.高台部外面に圏線.口縁端部にも呉須が縁塗りされる二

次に.前項までに記述しなかった陶磁器以外の遺物について述べる c

第673図7・8は板碑片である c ともに石墨片岩製で. 下総型の板碑である c 7の厚さは2.4cm. 8の厚

さは1.8cmで、ある土色調は陪青灰色.淡灰色.灰褐色が入り交じり，銀色の光沢があるこ 7は文様がみら

れる二文様の上部は主尊種子の下方部分であるご丈様の下部は連座で.蓮弁の一部が遺存している三 8に

は.文様・銘文がみられなし E二7・8は近・現代の炭焼窯SK-185からの出土であり.煤が付着しているご

とくに 7は顕著であるご焚き口の閉塞等に使用されたものと思われる土

第674図12は銭貨で.寛永通賓で、あるこ直作は2.25cm. 重量は2.78gであるつ新寛永銭で、あるご SK-108 

からの出土である己第674図13は銭貨で，永楽通賓で、あるコ左側半分を欠損する c 直径は2.5cm.重量は1.84

gである c 初鋳年は1，408一年である c SI -166からの出土である c

銭貨については.鉄銭が. SI -082から 1点. SI -174から 1点出土しているこ錆によって.いずれも銭

種が不明である亡 SI-082出十Aのものは. [直径2.5cm. 重量は2.45gである二 SI-174出土のものも同程度の

大きさと思われるが.割れて数片となったため.判然としないc なお. ともに凶示していないご

第674凶14(図版313)は鉄製品で.大型の刀子である二切先側と茎尻側を欠くコ刃関の切り込みは深く.

刃部の根もとは幅が広し Eこ遺存する長さは 12.5cmで.刃部は10cm. 茎は2.5cmで、あるご刃部 111面は1.65cm~2.9

cm. 茎幅は1.3cm~ 1.85cm. 背側の厚さは 4mm前後.重さは45.8gである c なお.本項、で扱ったが.奈良・

平安時代の製品で、あることも考えられるミ

以下に記述するものは，写真図版の掲載のみであり，実測図については省略した。

写真図版333の上段は大型の管状土錘である 19点を掲載した己長さは 5cm~ 6 cm. 外径最大径は3.5cm

前後.孔径はおおむね1.5cm強で、あるご厚さは中央でおよそ 1cmで、あるニ土師質で.色調は褐色 .iJ~褐色

であるこ胎士は.褐色粒・黒色粒・淡黄褐色土を多く含むものと.砂粒の常なものがあるご焼成はおおむ

ね良好であるが.ややあまいものも若干含まれており.その中には器壁内部が暗褐色を呈するものがあるご

SX -010・SX-012から多く出土しているコまた. 23Q -41・23Q-42グリッドはSX-012が位置する地

点であるこ

写真図版333の下段のうち.上2段は泥面子等，近現代の土製品である。 SK-592出土のものは狐をか

たとぞった土製品で.底面中央には貫通しない孔がみられる。同様に. SX -010出土のものの底面にも.未

貫通の孔があるョ孔は中央から片側に寄った位置である=

写真凶版333下段の下 1段は円板状，棒状の土製品であるこ 22Q-07・19T-47出土のものは中央に孔

をもっ. 単孔の円板であるご後者はあまり整った形ではないこ 19P-05・19P-03出土のものは碁石状の

土製品であるここれも後者はやや歪んでいるご SX-023出土のものは屈折した棒状. 20P -65出土のもの
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第673図中近世石製品 (3)

はまっすぐな棒状の土製品で，どちらも中実の製品である。下1段のものの中には，奈良・平安時代のも

のが含まれているかもしれない。

写真図版334. 335は.335の最下段を除いて，砥石等の石製品である。時期は中・近世以降を主として，

奈良・平安時代のものを若干含むと思われる。なお. 335石製品のもっとも左下に掲載した25R-16出土

のものは縄文時代の磨石の可能性がある。掲載した石製品のうち.334のもっとも左下にある SX-010出

土のものは硯，その隣のSX-013出土のものは石臼の破片である。その他はすべて砥石と思われる。
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第6章分 析

第 1節貝サンプルの分析

小屋ノ 内遺跡において検出された貝層は，縄文時代早期後葉の土坑2基，奈良 ・平安時代の柱穴，土坑，

井戸状土坑各 1基のいずれも遺構内貝層 5か所である。採取されたサンプルは 9.52mm・4mm'2mm・1

mmメッシュの試験フルイによる水洗分離を経て，選別・集計・計測を行った。貝類の集計は 4mm以上を対

象とした。計測はパソコンに接続したデジタルノギスを使って行い. Microso丘Excelの分析ツールを使っ

てヒス トグラムを作成している。分析は西野雅人が担当した。微細資料の選び出しは 1nmlまでを対象とし

微小貝と炭化種子を検出したが同定分析は未了である。動物骨は検出されなかった。なお，このほかに現

地で単独で、採取された貝殻についても第5表に示した。

第5表貝サンプル一覧

サンプル名 時期

SK-1l2 縄文早期

SK-166 縄文早期

SK-095 奈良

SK-134 平安

SK-164 平安

現地採取の貝

サンプル名 時期

SI-060 平安

SK-060A 近世

SX-012 近世

第6表 貝類種名一覧

腹JE綱 原始腹足目

中腹足目

新腹足目

二枚貝綱 フネガイ目

ウグイスガ、イ目

遺構 方法 カット数 採取量

土坑

土坑 1 15 

柱穴 1 10.6 

土坑 0.8 

大型円形土坑 C 13 151.2 

遺構 遺物 No

住居 30 

地下式競 81 

屋敷跡 589. 629. 632. 633 

ニシキウズガイ科 イボキサゴ

ダンベイキサゴ

ウミニナ科 ウミニナ科種不明

タマガイ科 ツメタガイ

アクキガイ科 アカニシ

ムシロガイ科 アラムシロガイ

エゾパイ科 パイ

フネガイ科 ハイガイ

サルボウガイ

ナミマガシワガイ科 ナミマガシワガイ

イタボガキ科 マガキ

備 考

全量一括採取

全量一括採取

全量一括採取

全量一括採取

50 x 50crnコラムサンプル

{蒲 考

アワビ類片 l点

ハマグリ 1点

アカニシ片数点

Umbonium (Su必肘n)monilそifer開

Umbonium (Suchium) gigant印m

Potamididae gen. & sp. Indet 

Gla叩 ul，肌 didyma

Rapana司enosa

Retic間前safest四a

Balylo;ηiajaponica 

Tegillarca graηosa 

Scaphaγca subcγenata 

Anomia chinensis 

Cγassostrea gtgas 

マルスダレガイ目 バカガイ科 シオフキガ、イ Mactra quadrangll!.即時

Mactγ11 chinensis 

Macoma contablllata 

Moerella rlltila 

ニッコウガイ科

マテガイ科

フナガタガイ科

マルスダレガイ科

/くカガ、イ

サビシラトリガイ

ユウシオガイ

マテガイ

ウネナシトマヤガイ

カガミガイ

アサリ

Solen strictlls 

Trapezillm liratllm 

Phacosoma japonicum 

Ruditapes philippinarum 

ハマグリ 凡1eretrixlusoria 

オキシジミ Cyclina sinensis 

一一一ーす丈JJqfTt一一一ーー す丈どJqT -坦y~ ~r~匂円 ~0~2qgql_ 一一一一一一一一一一一
計 15科 22種
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1 貝層とサンプルの概要

SK-112 (第18図) 縄文早期後葉の土坑に，径25cm厚さ10cmほどの小さな混土貝層ブロックを形成し

ていた=貝層付近を中心に条痕文土器の小片が多数伴っているご口縁部片もみられるが特徴に乏しく.詳

しい時期は不明である。現地で4mmメッシュのフルイをかけてあったので，採取量は不明であり，微細資

料は存在したとしても流出してしまったものと考えられるご

SK-166 (第18図) 縄文早期の土坑に， 54 x 45cm，厚さ20cmほどの混士貝層ブロックを形成していた。

土坑底面から40cm以上浮いているが.底面からlScmほどの部分にもごくわずかに貝殻が入っていた=掘り

込みは不整形であり.伴出土器は条痕文土器小片 1点のみであるため，遺構の性格は不明確だが，ハイガ

イを含む貝種組成からみて縄文早期の貝層とみて誤りのないところであるさ 2単位のサンプルを採取して

いたが.区分が不明のため 1カットとして扱う。

SKー095(第566図) 径20cm深さ40cmの柱穴状の穴にイボキサゴが充填されていたc 遺構の時期と性格

は不明確であるが，土師器・須恵器破片4点の時期は比較的まとまっている。新治産須恵器杯.常総斐口

縁.赤彩杯を含んでおり.奈良時代ころの資料であるご概ねこの時期の貝層と推定される c サンプルは全

量を一括採取したものである c

SK-134 (第566図) 径1.3 mほどの土坑に， 20 x 15cm，厚さ10cmほどの小さな貝層を形成していた士

9世紀後半の土師器皿と平安時代の小形斐を伴っており.貝層の時期を示すものであろうコサンプルは全

量を一括採取したものである c

SK-164 (第S63図) 大型円形土坑の覆土最上層に径 1.2m，厚さ40cmほどの貝層を形成していた。

大量の土師器・須恵器を伴っており.貝層の時期は平安時代初頭と推定されるこ貝層は均一で分層できな

いz 一括して廃棄したか. またはすでに混じりあったものを廃棄したものとみられる。サンプルは.貝層

の中心にSOcm角の定点を設けて厚さ 5cmのコラムサンプルを13カット採取したコただし水洗前のサンプ

ル量は.定量採取したはずのcut4以下であっても差が大きすぎてあてにならないc 貝類の計測個体はcut

4以下の偶数番号のみ抽出したc なお. コラムサンプル以外の貝層も全量採取されており.整理箱16箱

あったc これについては4mmの乾フルイによって人工遺物を回収した後廃棄した。

2 貝種組成と計測値

全体で15科22種以上の貝類を検出した(第6表)っ時期ごとに内容は大きく異なっているので，時代別

に記載したが，図表はまとめて示している。貝類の同定結果と他の検出物を第7表に，主な貝種組成は第

8表と第675図に.計測値は第9表に示す。

( 1) 縄文早期

貝種組成 湾奥泥底干潟種のハイガイ・マガキ・オキシジミと.内湾砂底種のハマグリ・アサリが存在

し前者が主体を占める c SK -112ではオキシジミが半分を占め.ハイガイ・ウミニナ科も多I，， )c SK-

166はハイガイが半分を占め.マガキ・ハマグリ・オキシジミも多いc 湾奥泥底干潟種と内湾砂底種の両

方が混じるのは.この時期の貝層として普通であり.現在の印搭沼付近に存在した内湾奥部の泥がちな

干潟で採取されたものとみられるご主体種以外も同様の場所で採取可能な種類のみである=サビシラトリ

ガイは湾奥干潟の代表種であり. この時期の自然貝層から普通に産出するにも関わらず，貝塚出土例は少

ないc マガキの多いSK-166のウミニナ科7点はマガキが付着したことによって運び込まれたと考えられ
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第7表貝類同定結果

縄文縄文 奈良平安平安

種 名 SK -112 SK -166 

イホ:キサゴ

ダンベイキサゴ

ウミニナ科 11 7 
ツメタガイ

アラムシロガイ

ノくイ l 

ハイガイ 25 535 

サルボウガイ 2 

ナミマガシワ l 

マガキ 3 166 

シオフキガイ 3 2 
ノtカガイ

サビシラトリガイ 3 

ユウシオガイ I 

マテガイ 6 
ウネナシトマヤガイ 2 

カガミガイ

アサリ 59 

ハマグリ 26 124 

オキシジミ 63 123 

オオノガイ 6 
i口込 計 134 1035 

水洗前体積(リットル)

微小貝 。
炭化種子

土器片

その他
7ジツボ
石片l

1.6 g 

第8表貝種組成

縄文早期

種 名 SK -112 % 
ハイガイ 25 18.7% 
マガキ 3 2.2% 
ハマグリ 26 19.4% 
オキシジミ 63 47.0% 
アサリ 0.0% 
ウミニナ科 11 8.2% 
その他 6 4.5% 
」口〉、 134 100.0% 

奈良

種 名 SK -164 

シオフキガイ 1797 
ハマグリ 1753 

アサリ 425 
夕、ンベイキサゴ 58 
マテガイ 55 

その他 126 
A口、 計 4214 

平安

種 名 SK -095 

イボキサゴ 3257 
ハマグリ 29 
その他 8 
1仁』3 計 3294 

SK -095 SK -134 SK，~~~64 -1 
合計

-2 -3 -4 5 -6 ー7 8 9 -10 -11 -12 -13 

3257 。

5 

l 

2 1 

3 

29 1 

3294 5 

i斗 どL

l 

SK -166 % 

535 51.7% 

166 16.0% 

124 12.0% 

123 11.9% 

59 5.7% 

7 0.7% 

21 2.0% 

1035 100.0% 

% 

42.6% 

41.6% 

10.1% 
1.4% 

1.3% 
3.0% 

100.0% 

% 

98目9%

0.9% 

0.2% 

100.0% 

22 3 3 3 2 4 2 2 2 

58 2 3 l 1 5 3 11 18 8 4 

l 1 

l 。l 
2 l 

l l 。
31 2 4 3 3 2 7 3 7 

1 l 。
1797 26 112 109 271 182 170 230 165 189 287 35 7 

6 6 。。。
55 l 5 2 7 4 l 10 6 6 12 。
19 2 。I 4 I 3 2 。4 1 

425 5 23 26 60 39 37 48 41 59 71 4 

1753 24 106 152 286 135 152 168 155 170 333 50 17 

9 l l 。2 l l l 

33 l 2 2 5 l 4 2 3 4 9 。。
4214 60 254 299 646 368 383 469 381 450 742 100 28 

L:，与 。。。。 。。。。 ム

7 6 8 

3 2 2 5 5 

SKー112

SK-166 

0% 

898 

1日目 20% 30唱 40% 50% 

巴シオフキガイ 盟ハマグリ 口アサリ 図ダンベイキサゴ
・マテガィ ・その他

10百 20% 30% 40目 50% 601届 70% 80百 90% 

3257 

ロイボキサゴ 国ハマグリ -その他

第675図 貝種組成
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る。これに対して， SK -112ではウミニナ科がマガキを上回り， しかも比較的大きな個体であり，食用に

採取された可能性が高いと考える。この点はあとで詳しく述べたい。

計測値分布 計測可能個体の多い二枚貝について殻長を計測した。アサリ・ハマグリが30mm前後，オキ

シジミは30mm弱で、ある 。 ハイガイは25~26凹ともう少し小さい。 印膳沼水系の早期後葉のデータとして標

準的と思われる。どの種においても SK-112とSK-166の大きさの分布はよく似ており，時期や漁場が同

ーであったか，またはよく似た漁場で採取された可能性がある。

(2) 奈良・平安時代

貝種組成 3つのサンプルに共通して内湾砂底種が主体である。平安時代のSK-134は試料数が少なす

ぎるので以下では分析対象外とする。奈良時代のSK-095はイボキサゴがほとんどである。東京湾沿岸地

第9表貝類計測値分布

シオフキガイ殻長

田皿 SK-164 

-5.0 

-10.0 

-15.0 

20.0 

-25.0 

30.0 7 

-35.0 54 

40.0 127 

-45.0 281 

50.0 200 

55.0 29 

60.0 

-65.0 

-70.0 

-75.0 

80.0 

試料数 698 

平均 42.46 
標準偏差 4.82 

アサリ殻長 ハマグリ殻長
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域では縄文中期から近世に至るまでイボキサゴが盛んに採取されたが，イボキサゴ主体層にはウミニナ科

とアラムシロガイが一定量混じるのが常である。これらはザルやカゴ等によるイボキサゴ1魚に伴って混獲

されたものと解釈されている。これに対して，当サンプルではアラムシロが5個のみで明らかに少なし、。

採取法が異なる可能性と，採取から流通までの過程で混獲種が取り除かれた可能性が考えられる。SK

164はカットごとの差が認められず，合計でみるとシオフキガイとハマグリが約40%ずつで，アサリも多

い。このほかにダンベイキサゴ，マテガイ，サルボウガイ，イボキサゴ，カガミガイも食用に採取された

ものであろう。このうち，ダンベイキサゴ以外はシオフキ・ハマグリと同じ漁場で採取しうる。ダンベイ

キサゴのみは外洋種であり，注目される。

計測値分布 SK -095のイボキサゴ SK-164のアサリ・ハマグリ・シオフキガイは，縄文時代の貝塚

から出土した貝に比べるとずっと大きいが，古代のデータとしては標準的である。貝の採取量や頻度が少

なかったことを示すものであろう。外洋種のダンベイキサゴは粒ぞろいといえる。

3 その他の所見

(1) 早期後葉の貝層

印膳沼低地の海岸線変選史に関してはデータが少なく不明な点が多い。したがって，遺跡が漁場からど

の程度離れていたのかは不明である。印播沼低地周辺は早期後葉の貝塚が多いことで知られており(西野

2005) ，鹿島川谷水系には新畑遺跡，後口遺跡，当遺跡が存在する。当遺跡はこのうち最も谷奥にあたり，

印旗沼水系全体でも最奥の例となるだろう。

(2) マガキの付着痕

SK -166のマガキについて，左殻殻頂付近の付着痕を観

察したところ(第10表)，マガキ同士で付着していたと推

定される個体が最も多かった。次いで多い「棒状のもの」

はおそらく植物の茎や根であろう 。葦などの生える塩性湿

地において植物やウミニナ類に付着しながら徐々にマガキ

同士で付着してカキ礁を形成しつつあるような状態を想定

できる。

(3) ウミニナ類の食痕

SK -112のウミニナ科(類)は少ないながらも食用に持

ち込まれたものと推定した。種はウミニナ4点，イボウミ

ニナ6点.へナタリガイ?1点で，このうち 9点について

殻口長を計測し殻高の復原値を求めた。「殻高=殻口長

x 2.57 J (西野 1999)により算出した平均殻高は26.7mmで、

ある。食用と して充分なサイズであり.小さな個体は混

じっていない。ちなみに.マガキが付着したために遺跡に

持ち込まれたていて非食用である SK-166では， (計測個

体は 3点にすぎないが)平均は22.1mmで， 1個は20酬を下

回る。また，両者の殻の遺存状態をみると， SK -166では
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第10表マガキの付着痕

A 付着痕なしマガキに付着

C 貝殻に付着
D:棒状のものに付着

SK -166 
24点
6点
12点

第676図 SK -112のウミニナ



両端に欠損が見られるのに対して. 5K -112では残りの悪いものを除くと10点中 8点で殻頂部のみが欠損

している(前述のように微細資料は回収されておらず，殻頂部破片が存在したかどうか確認できなかっ

たL このような状態は. I殻頂部切断-吸出し法」と呼ばれるウミニナ類特有の身の取り出し方を想起さ

せる(西野 1999)ニこの習慣・技術は縄文時代に散見し弥生時代以降は県内でもよく見られるほか.現

在でも西日本や韓国に存在するう時代・地域の系統関係は追及されていないが.今回の資料により.縄文

早期後葉に遡る可能性を指摘しておく三

IAi 奈良・平安時代の海産物の流通

当遺跡、から出土した貝類の量は決して多くはないが，漁場から遠く離れた地に運ばれているものであ

り，海産物の生産・流通史を考える上で貴重な資料といえるコ中心となる東京湾産とみられる内湾種では，

j見獲種が取り除かれた可能性を指摘したc 価値を高めるために行われた可能性がある c 一方，粒ぞろいの

ダンベイキサゴは九卜九里方面から. さらに遠く運ばれたものとみられる=下のように.東京湾岸では古

代の検出例が増えつつあり， 6世紀後半くらいから流通経路が存在した可能性があるこ印搭沼水系で、は各

時代を通じて外洋種の出土例は少なく.今のところ流通経路を想定するのは難ししU

高沢遺跡119号住居跡 奈良 8点(関口他 1989)

草刈遺跡C区237号 奈良 L点(整理中)

ムコアラク遺跡、DW11 奈良 L点 (西野 200Sb)

文献

神明社裏遺跡25S号井戸状土坑

御塚台遺跡192号溝

小金沢古墳群107号土坑

平安

平安

古墳時代以降

関口達彦他 1989 ，~千葉束南部ニュータウン 17-高沢遺跡 」

2S4点 (未報告)

I点 (西野 2003)

176点 (西野 200Sb)

出坂 浩 1979 iDW11出土の貝殻遺体についてJJ千葉東南部ニュータウン 8一千葉市ムコアラク遺跡他-l

l珂野雅人 1999 iウミニナの身を取り出す2つの方法」研究連絡誌50，千葉県文化財センター

西野雅人 2003 irLj代の遺構から出土した貝類J 千葉東南部ニュータウン26j 第5部 御塚介遺跡、

西野雅人 2005 i縄文早期後葉の印旗沼周辺貝塚群J~船橋印同線用蔵文化財調査報告書 4- 八千代市間見穴遺跡

出I:¥2) 

両野雅人 2005b i只サンプルの分析結果J~千葉東南部ニュータウン 32 一千葉市小金沢古墳群 2 一己

第2節 士サンプル・火山灰・動植物遺体の分析

1 資料の概要と整理の方法

(1¥ 上サンプル検出資料

当遺跡の発掘調査では.古墳時代から近世まで、の遺構や土器の内部に入った土が数多く採取されたコ発

掘時に目に付いた微細な資料の遺漏を少なくする目的で採取されたものであるご今回抽出対象としたの

は，炭化植物遺体と，火山灰であるこただし炭化材小片は対象外とした乙定量的・系統的な採取では

ないため.選別・抽出した資料のみを保管し残留物や対象資料が検出できなかったサンプルについては

廃棄したc 土器片等は通常の出土資料に戻したc なお. 51 -084の小鍛冶・石製品製作に関わる土サンプ

ルについては第3章に記載した。資料の回収は.まず乾燥状態で内容を見て採取の目的を検討したc 炭化
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植物遺体の回収を目的としたサンプルについては. フロテーション法による浮遊物の回収と. 1 mmと0.5

mmの試験フルイによる水洗選別を行ったc その結果.古墳時代から平安時代の遺構6か所で炭化材以外の

植物遺体を検出したτ 一方.火山灰は.現地で「火山灰か. または砂鉄」とみて採取されたものが多い=

SX -010のみは. (ま(ま火山以のみが大量に採取されたが.そのほかは士の中に混じっている状態であった

ので.以下の方法でなるべく土を取り除いたc まず. 1 mmメッシュの乾燥フルイから落ちた細粒のみを水

の入ったポリ袋に入れて撹杵し.上澄みを棄てる作業を繰り返したこ残ったものを乾燥した。ただし作業

後に.当センター福田誠氏より.この方法では軽石等が流出してしまうため，相応しくないとの指摘を受

けたc このような作業を実施したのは. SI -003の試料が例えば貞観スコリア (AD864) などの古代の降

下火山灰の可能性が高く.貴重な資料となると考えたからであるコしかし結果として近世に由来する可

能性が高いと判断するに至ったご

(2) 現地採取の炭化植物遺体・動物遺体

現地で採集された炭化植物遺体のうち.炭化材は.各遺構で比較的大きめのものを抽出し一覧に記録

して保管した?その了‘程で、掲載した木製容器が見つかっているほか.加工痕等は認められないが.出土状

況から住居の建築部材としてよい資料が複数存在したご炭化種子等(土クリーニングと補強を行い.一覧を

作成したが.専門家による分析鑑定は実施できていなし科大半はモモの核と呼ばれる部分であり.狭い範

囲に集中していることがわかったため.別に分析を行うことにしたこ動物遺体もすべて現地で取りヒげら

れたものであり.貝サンプル.土サンプルからは検出できなかったc

2 火山灰

いずれも宝永スコリア (AD1707降下)とみられるτSI-003は古代の竪穴住居跡覆土中から検出したも

のとされ.土層断面の図やカラー写真をみても撹乱等の痕跡が認められなかったて出士位置は第132図平

面図の士器キャプション !4Jの付近であり.A-A'断面の 1層と 4層の境界付近であるこしかしながら.

この位置には他にも数か所で火山灰を検出している近世の溝 (SD-001)が通っている=周辺の記録から.

火山灰出土層位はSD-001の推定底面よりやや下のレベルから出土したように見えるものの. SD -001に

伴うと考えるのが無難と判断した乙

3 動植物遺体

( 1 i 炭化植物遺体(第11表.第677図)

10遺構から出土した30点の現地採集資料と. 6遺構の士サンプルから検出した各 1点があり.古墳後

期~奈良・平安時代を中心とするご専門的な同定を実施していないが.第11去と第677図の写真(約2倍)

によって概要を報告しておくご 1 ~16はモモの核. 17~ 19は暁果状の種実で.他にムギ類. コメがみられ

るこ注目されるのはSI-004. 013. 014等の住居跡内からまとまって出土した炭化モモ核であるご出土状

況を検討したところ.何らかの祭叩・儀礼に関わるものと推定されたので. くわしい検討を行ったc その

結果は第3節に記載する二なお.去に示した計測値によると.モモ核の平均的なサイズは長さ:19.2mm:i:: 

3.61ll1ll (試料数18).幅 lS.imm:i:: 2.81ll1ll (試料数17)であったc 大きさにかなりのばらつきがある c 写真の

ように全体や織の形状も個体差が大きい印象である c
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A.現地採集資料

Nu 遺構 注記 種名長軸長 短軸長 選存度

81・002 1点 奈良平安 8C中 住居跡

51-002 0691 モモ 一 一 1/2
81・004 4点 奈良平安 8C前~中 住居跡 北東隅，覆土最上層にまとまる

SI-004 0496 モモ ー 1/3 

SI-004 0792 モモ ー 1/4 

SI-004 0797 モモ 17.0 14.5 完存

S1-004 0871 モモ 17.8 14.4 完存

SI・013 14点 奈良平安 8C中 住居跡 南東隅覆土中層にまとまる

SI-013 0093 モモ ー 一 細片化

SI-013 0094 モモ 21.8 16.6 完存

SI-013 0100 モモ 25.1 2/3 

SI-013 0101 モモ 20.3 15.8 完存

SI-013 0102 モモ 17.8 15.0 一部欠

SI-013 0103 モモ 18.5 13.7 完存

SI-013 0104 モモ 21.4 18.0 完存

SI-013 0105 モモ ー 小片

SI-013 0106 モモ 21.1 16.6 完存

SI-013 0107 モモ 一 一 小片

SI-013 0109 モモ 24.7 17.0 3/4 

SI-013 0268 モモ 19.5 16.0 完存

SI-013 0320 モモ 22.4 112 

S1-013 0378 モモ ー 1/3 

Sト014 5点 奈良平安 8C後 住居跡 南西隅，覆土上層にまとまる

SI-014 0121 モモ 一 一 小片

SI-014 0134 モモ 一 一 113

SI-014 0136 モモ 1/3 

SI-014 0151 モモ 19.1 14.8 完存

S1-014 0152 モモ ー 18.8 1/2 

SI・027 L点 弥生 弥生後期 住居跡

19 SI-027 0014 不明 18.2 19.3 完存 球状の種実

SI・035 L9: 奈良平安 9C中 住居跡

51-035 0025 ムギ類? 4.7 3.0 完存

Sト083 1点 奈良平安 8C後 住居跡

3 SI-083 0101 モモ 20.9 20.2 完存

SI-098 L点 奈良平安 9C中~後 住居跡

S1-098 0001 堅果類? 12.5 1/3 

SI-144 L点 奈良平安 8C前~後 住居跡

16 SI-144 0101 モモ 15.3 

SI・360 1点 奈良平安 9C前~中 住居跡

S1-360 0093 堅果類 ? 一 一 小片 ドングリ状の種実

8D-038 1点 近世 一溝

17 SD-038 0015 堅果類? 12.9 10.6 完存 ドングリ状の種実

8X-012 1点 近世 一 屋敷跡

18 SX-012 0580 堅果類? 14.0 9.6 完存 ドングリ状の種実

NEは第677図写真の個体番号

備 考

炭化植物遺体第11表

1 

2 

4
F
b
F
b
巧

t
o
O
Q
d

10 

1
ょ

っ

白

勺

J

可

E
A

T
-
A
'
E
A

14 

15 

ドングリ状の種実

B.サンプル検出資料

遺構 注記種名時期I 時期2 遺構 備 考

SI-013 0511 不明1 奈 ・平 8C中 住居 土サンプル，カマ ド東側貼床中

土サンプル，土器内。
SI-017 0414. 0415 不明1 古墳後 7C前~中 住居

覆土上層に8C前葉の土器だまり

SI-026 0002 古墳後 6C後~7C前住居 土サンプル，土器内

SI-076 コメ?2 古墳後 7C後 住居 土サンプル.1 ~N層別

SK-095 - 奈良 柱穴 貝サンプル

SK-164 ー コメ他6 奈 ・平 9C前半 井戸状土坑 cut3.4. 8. 10. 12より検出
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第677図 炭化植物写真(約2倍)
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(2) 動物遺体(第12表)

近世の遺構からウマの歯牙と晴乳類の骨片が出土している。いずれも遺存の悪いものであり.残りやす

い部位のみが形を残したものであろう。 SX-019は方形周溝状遺構から出土したもので.イノシシの遊離

した臼歯 I点である。ごく断片的な資料であり.簡単な観察結果のみを示したc

第12表 動物遺体

遺構名 骨の種類 時

SK-060A 獣/骨片 近世

SD-005 ウマ/歯 近世

SD-005 普犬/骨片 近世

SD-018 獣/骨片 近世

SD-021 獣/骨片 近世

SX-0l2 獣/凹肢 近世

SX-012 獣/歯 近世

SX-019 イノシシ/臼歯 フ

SX-025 獣/骨片 近世

第3節 炭化モモ核と赤彩土器

1 概要

代 ]、旦盛ヨL 構 注記 No. (蒲 考

地下式接 80 
道路状遺構 5. 7-11. 13-15 
道路状遺構 12 
溝 2 
道路状遺構 74. 264. 267. 268 
粘土貼士坑 633. 636. 642 
粘土貼士坑 652， 653 
方形周溝状遺構 38 未萌出

i葺 7-9 

第2節で述べたように.現地採取の炭化植物遺体は，古代のものに限れば27点のうち24点がモモ核であ

り(第11表).すべて隣接する 4軒の竪穴住居跡から出土したものである。南側に張り出す台地の中央や

や南寄りのこの一角には， 8世紀代に 4軒の大型の竪穴住居跡が順に建てられ，その聞に概ね「コ」の字

形の配列をもっ建物群が創設された。また，南西側の近くには村堂とみられる建物が建てられている(第

678図)0 この付近は， 8世紀から 9世紀にかけて集落の中核をなしていたものと考えられる。モモ核は，

多数の赤彩土器を含む土器群とともに.この付近で行われた何らかの祭記・儀礼に使われ.その一部は建

物群を創設するための整地に伴い，建物群の範囲内の竪穴の窪みに拡散したものと推定された。

2 モモ核と共伴資料の出土状況

(1 ) モモ核

炭化したモモ核は，以下の隣接した 4軒の竪穴住居跡跡から出土した。

遺構No 遺構 点数出土状況

SI -002 1 -2期:8世紀中葉・住居跡 1点 不詳

SI -004 1 -1期:8世紀前~中葉・住居跡 4点 北東隅，覆土最上層にまとまる

SI -013 1 -2期:8世紀中葉・住居跡 14点 南東隅，覆上中層にまとまる

SI -014 H期:8世紀後葉・住居跡 5点 南西隅，覆土上層にまとまる

モモ核の出土位置は，第679図のように. SI -004の北東隅， SI -013の南東隅， SI-014の南西隅に集中

しており，以上の3か所は図のように隣接した位置関係にある。中心はSI-013にあり，床面に焚き火痕

跡を有するなど，祭杷・儀礼に直接関係した可能性がある。 3か所の窪みに同時に流入したものという

のが当初の見通しであった。流入の時期は， SI-013では床面中央部が露出し周囲が埋まりかけた段階，

SI -014は中心部までかなり埋まった段階， SI -004はほぼ埋まりきった段階となる。しかしながら，各住

居跡の出土土器の年代からこれは成立しないc モモ核がもっとも多く，覆土中層に分布する SI-013より
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⑧ 

日…三、⑬

SI -013 31.601 
SI -014 31.6日1

-・.・1♂句 ~一~
SI -004 31.6m 

•• 。 (1/160) 8m 

第679図 炭化モモ核の集中出土状況

も， SI-014の方が年代的に新しいからである。モモ核流入の機会は少なくとも 2回以上あったことにな

る。この付近でモモ核を使用した祭杷・儀礼が何度か行われた可能性や， SI-014には，周提帯などに混

じっていたモモ核が後年土とともに堆積した可能性などいくつかの解釈が可能である。柱穴覆土中の土器

から推定した建物群の年代は， 一部の建物がSI-004と同じ 1-1期に遡るものの，規則的な配置をとる

ものは 1-2期からである。すなわち，建物群の創設期は概ねSI-0l3竪穴住居跡の存在した時期であり，

それより新しいSI-014の存在から 建物群と大型の竪穴住居跡は共存したことは疑いのないところであ

る。

(2) 赤彩土器

建物群付近の竪穴住居跡からは，赤彩土器が多量に出土している 。 6~8世紀代に比定される 12軒の竪

穴住居跡で例外なく出土しており ，出土数にはかなりの濃淡が認められる。器種は皿，鉢，片口が各1例

あるほかは杯である。出土数は，非掲載分も含めた破片数(明らかな同一個体は 1点とする)でみると

SI -013とSI-004が突出しており SI-014がこれに続く 。これはモモ核の出土傾向とほぼ一致している。

全体として細かく割れた破片が多いが，これらの3軒，および隣接する SI-017には実測個体も比較的多
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い。一方で，モモ核と赤彩土器の集中区から遠ざかるほど.点数は少なく.破片のサイズが小さい傾向が

みられる。これは第678図をみれば明らかであるが.試みに体積あたりの赤彩土器破片数を比較してみて

も，第13表および第680図のグラフのように負の相関関係が強く表された。「距離」はモモ核集中の中心か

ら各遺構までの距離を示し面積と調査深度から大まかな覆土の体積を算出して，体積あたりの破片数を

比較したものである。グラフ上の直線は. Microsoft Excelのグラフに付加できる近似曲線一線形近似によ

る回帰直線である(計算式は. y =相関係数 rX Yの標準偏差Sv/xの標準偏差SxX (x -xの平均) + 

yの平均による)。

このように，赤彩土器は一定の範囲内で面的な分布をみせており.建物群に近い遺構に例外なく入って

いて. しかも.モモ核の集中部から遠ざかるにつれて少なくなっているコ赤彩土器は. SI -013付近で行

われた祭記・儀礼に使われ.建物群域の整地に伴って周辺の窪みに落ち込んだものが多かったのではない

かと考えられるこ

第13表

遺構名

SI-004 

SI-014 

SI -013 

SI-005 

SI-002 

SI-017 

SI-003 

SI-015 

SI-076 

SI-007 

SI-028 

SI-012 

合計

赤彩土器出土数の比較

時期 実測個体破片数

8C前~中葉 17個 152片

8C~後葉 31固 63片

8C中葉 91同 198片

8C 後 3個 261十

8C中葉 41固 25片

7C 6個 1;)片

7C ? 31固 7片

9C前葉 3個 17片

7C 41同 10片

7C 2個 11片

9C前葉~中葉 11固 2片

7C 21固 5片

28個 178片
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10m 
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6m 
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~m 

1m  

11m 

17m 

19m 

19m 

29m 

33m 

42m 

54m 

003. 

.015 

20m 
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回積 調査深度 遺存率 破片数Irrl 備考

81m 0.6m 100% 1.13片/ぱ

49m 0.8m 100% l.03片Irrl

54m 0.8m 100% 2.93片Irrl S1003. 005. 007と
接合

25m 0.6m 2000 0.62片Ini ←。倍したこ
S1013と接合

60m 0.5m 100% 0.21片/ぱ

46m 0.6m 10000 0.98片/出

35m 0.5m 100% 0.10片/ぱ S1013と接合

36m 0.7m 100% 0.33片/ぱ

27m 0.5m 100% 0.19片In1 

56m O.4m 100% 0.08片/ぱ S1013と接合

14m O.4m 1000り 0.06片/ぱ

25m 0.5m 100% 0.10片/ぱ

076 
電量 028 012 
.007 毒害

§ 

30m 40m 50m 60m 

距離

赤彩土器出土数
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(3) その他の資料

赤彩土器とモモ核の出土した 3軒の竪穴住居跡では.ほかに須恵、器杯の割合が高いこととともに.ヘラ

書きや線刻をもっ土器が多いのも特徴である 8 I人」に似たものが多く. I二 jI + J I ~j といった九字切

りに関わる可能性をもつものも目立つつその他「与ji方or万」などが存在する c 焼成前のヘラ書きのほ

うが多いが.九字切りの省略形とみられる線刻の存在は.儀礼との関わりを思わせるつまた. SI -013か

らは鉄鍛3点.万子7点が出土しており.竪穴住居跡としては.かなりまとまった出土数といえるだろう c

ヘラ書き・線刻士器や金属製品の出土状況には埋納等の特殊な状況は認められないが.儀礼に使われ廃棄

された可能性も考慮すべきであろう二

3 モモに関する信仰とモモ核の出十:fJ~

I l' モモに関する信仰

モモの木やその果実の霊力に関して書:かれたものは枚挙に暇がないごモモが鬼を被うことの謂れや説

話は中国の文献に多く. 日本書紀などにも取り入れられている c 道教や神仙思想、.陰陽道の影響を受け

た国家的な儀礼や.そこから派生した民間の行事などについての記載も数多く見ることができる(森田

2001)コしかし古代に. どのような祭記・儀礼のなかで. どのようにモモが使われたのかという点にな

ると情報は乏し1."i =また.モモの霊力は道教や神仙思想、にルーツをもつことは疑いないところだが.実際

にどのような思想・信仰によっていたのかなど.遺跡、から出土するモモ核の怠味については未解明の部分

が多いようであるゥ

( 21 モモ核の出土例

遺跡出土のモモ核については.大山真充による全国的な類例の紹介(大ILJ 1994) と.大谷弘幸による

千葉県内の竪穴住居跡出士例の集成(大谷 2002)がある乙それによると.全戸l的には弥生中期，県内で

は古墳時代前期の出土例がもっとも古いものであるごその後古墳時代中期にやや増え.古墳時代後期から

平安時代の事例がとくに多しh 大谷は.各時期の竪穴住居跡中での出土位置を検討した結果として.古墳

時代には.略穴住居跡の埋没時に.周辺で行われた祭記行為で使われだモモが投入された可能性を指摘し

たc また，奈良・平安時代ではカマド廃絶に伴う祭紀行為にモモが使われだものと考えたこ出土状況に時

期差を認めたことは.モモ核の出土が単なる食糧残j宰や偶然によるものではないことを具体的に示した点

で重要であるご全国的には.祭叩・儀礼に直接結びつく事例として.奈良県牧野古墳の石室内出土例.法

隆寺五重塔の柱・金堂の柱に封入されていた例(7世紀後半)などが知られているご牧野古墳の例は.か

なりの数のモモを木製容器に入れて石棺の近くに置いたものと復元されており.鬼気(邪気)を被う目的

で置かれたものとされている(河上 198i)コ法隆寺の五重塔の例では人骨片，布片.紙片，経巻の心木.

銅版.木炭等とともに封入されていたc 金堂の例では.核の状態になったものを封入したものとみられて

いる(大山 1994)こ

( 3， モモ核の特徴と利用の可能性

法隆寺金堂の例をみると.モモのとりわけ核とよばれる部分自体にも霊力が存在すると考えられること

があったようである亡しかし核の部分が遺跡から数多く検出されるのは.言うまでもなく遺存しやすく.

検出しやすいことによっており.過大評価につながる危険があるご

モモ核は.現在に至るまで様々に利用されている乙漢方薬.顔料.脱臭等の吸収剤などである。顔料は.
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「ピーチブラック」あるいは「桃核炭」とよばれるもので.現在は植物炭の黒色顔料全般に使われる名称、

だが. もとは桃の核を燃焼させたものというニ l吸収剤は.ヤシ殻やコーヒー殻などとともに良質の活性炭

の製作に使われるものである己いずれも. きわめて紋密な性質を活かしたもののようである c 具体的な根

拠を示すことはできないが.モモ核は級密な構造のためきわめて燃え尽きにくいようであるこしたがって，

ほかのほとんどのものが燃えて小片になってしまっても.最後に燃え残る確率が高かった可能性があると

実の部分や校などは.使用されても検IHできない口J能性が高いこしかしながら.儀礼等にモモの果実を利

用できるのは春の一時期に限られるのであるから.春以外には保管しておいた核を使うことになるのでは

ないだろうか3 このあと述べるように.当遺跡の例では地鎮のような.必ずしも時季を選ばない儀礼が想

定できる。出土した核の形状やサイズの個体差が大きい(第677図写真)ことも.核があらかじめ用意さ

れたことを裏付ける情報といえるかもしれない二

4 モモ核と赤彩土器の意味

これまでみてきたように.モモと赤彩土器は.建物群創設に先立つ整地が行われた時期の前後に. SI-

013付近でなんらかの祭杷・儀礼が行われ.その後付近の窪みに廃棄されたか.落ち込んだものと推定さ

れるこさらに.整地範囲内に存在した廃屋の窪みにも.整地行為に伴って赤彩土器の破片が流入した可能

性がある乙その場所は，中心的な家屋とみられた大形の竪穴住居跡が廃絶され，新たに建築された建物

群に南面する前庭ともいうべき特別な位置といえる。以上の諸点から想起されるのは.建物群の創設にあ

たって行われた祭記・儀礼であるご祭杷・儀礼の内容は.モモを用いている点からみれば鬼気を鎮めるた

めの地鎮めが想定され.中心的な!聖穴住居跡、を廃絶していることからすれば.あるいは祖先・祖霊に対す

る鎮謝・慰霊の:意味が込められた可能性も考えられる♀モモ核は， このような祭記・儀礼において，神々

に神撲として供えられたか， または鎮め物とされた可能性が考えやすいc 出土状況は意識的に埋められた

状況ではなし前者の考えのほうが有力かもしれないョこのような推定が許されるならば.赤彩士師器や

須恵器の杯は神僕を供えるために使われたか.または饗宴に使われた食材を盛り付けた可能性などが考え

られるニ赤い食器自体も鬼気を除ける効果をもつものとして意識されたことは十分考えられる二そのほか，

SI -013で数多く出土した鉄鉱・万子やヘラ書き・線刻をもっ土師器も祭記・儀礼に関わる可能性がある。

赤彩した杯が多いのは当遺跡、に限らず. この時期に特徴的な傾向といえ.その存在のみから祭記を想起

するのは誤りであろうこしかし本例のモモ核と赤彩土器がともに集中して出土した点.遺物を含まない

で理まりかけた竪穴の窪みに赤彩上器片のみが入り込んだ例の存在など.特殊性は否定できないcむしろ，

赤彩土器の多出をこの時期の一般的な特徴と片付けてしまう前に.この時期に多いことになんらかの意味

を見出すことができないか.可能性を検討すべきであろうコ

古墳時代のモモ核出土例は.古代の道教・|陰陽道祭杷に先立つて.道教や神仙思想、に由来する祭杷・儀

礼・信仰が民間に広がっていた可能性を示すものであるご本例がモモへの信仰を物語るものであるかどう

かは確かではなしh 単に美味しい果物として春の饗宴に供与されたのではないか.という疑問も残る。また.

当遺跡、の祭記・儀礼に関わる資料は明らかに時間幅をもっており.建物群創設以前から.この周辺で繰り

返し祭記・儀礼が行われたとみるべきであるこしかし.モモが使われだのがたった 1回のことであったと

しても.それが建物群創設に関わる整地直前である可能性が高い点を重視したいc 本例は.モモ信仰の存

在や地鎮儀礼を検討しうる貴重な資料といえるだろう己
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第7章ま とめ

縄文時代のまとめについては，第2章で記述しているため.ここでは省略する c また.中・近世及びそ

の他の遺構・遺物についても.第5章第 1節でその概要を記述したので.同様に省略するこ

さて.小屋ノ内遺跡については.その地形からおおまかに 4地区の区分をして報告してきたが. ここで

あらためて区分を考えてみるこ第4閃に示した地区は.おおむね周岡から入る支谷によって区分したもの

である乙このうち東部地区は南北に長いため.本章では北東部.東部に分離して記述を進めるこもちろん.

地続きであることからその境は画然としたものではないミまた.北方の稲荷塚遺跡、とも地続きであること

から.稲荷塚遺跡との関連も考えられる。さらに最も東}iの部分は馬場遺跡側の台地である c なお.北東

部はほぼ平成12・14・1:5年度調査区と重なる c 次回報告予定であり.本書には収録していない 2

西部地区については.区分に変更はないが.北側の地域を含むことから.本章では北西部とする二

中央部は他の地区と地続きであり. とくに地形的には南部と最も区分しがた¥.， I =しかし時代によって

は北西部からくくった方がよい場合もあり.ここでも各地医の中間地帯として.設定しておくご

なお.当然のことであるが，各地区の遺構群どうしに関わりがある場合が考えられるこまた，調査対象

外である南部と東部間の支谷緩斜面に多くの県穴住居跡が存在するならば.区分自体にも再考の余地があ

るミ

一方で，各地区内をさらに区分することが可能であるこ南部の遺構群はその中央の南北に若干の空白地

帯があり.東西の 2群に分けることが妥当であるこまた.同様に北西部もおおまかであるが南北の2群に

分けられる=

次に.弥生時代から平安時代の遺構について，概観したいこ

弥生時代~古墳時代前期 検出された遺構は.竪穴住居跡3:5棟.壷棺墓 1基，土坑1基である。竪穴住民

跡は，四街道市調査分が 1棟あるが1，SI -206と同一遺構と思われるため，棟数に変化はなしh 竪穴住

居跡、の遺構分布は北西部に多し Ic SI -114Aが中央部に近いが.北西部に含めると19棟であり.過半数を

占める二北西部には調査範囲外があり，北西から南東方向の現道路部分にも存在したことが考えられるの

で.実数はより増えると予想できるこ

北西部以外では南部に11棟あって.比較的まとまっていることくに南部の東側では.台地縁辺に沿って.

南北方向に一列状に位置している二台地中央側には分布がみられず，森林の存在や畑地等の別の土地利用

が考えられる。南部の西側に位置する竪穴住居跡のうち， SI -068 . SI -103も比較的台地縁に近い位置に

あり.同様の占地傾向がうかがえる=なお.より内側に位置する SI-084は古墳時代中期の鍛冶工房でも

あり.古墳時代前期の竪穴住居跡のなかでは最も新しい時期のものである=

その他の地区の分布は少なく.中央部に 1棟.東部に4棟の所在であるごこの場合，中央に位置する

SI -116については北西部に含めることが妥当であるこ東部の 4棟は北側に比較的まとまった状態で立地

している二

査棺墓のSK-309は西部の最も北側に位置する c 弥生時代後期の遺構であるつ東関東の再葬墓は浅いと

ころで発見される場合が通例であるつ表土から若干の掘込みをして土器を据えた後に埋め戻されるが.士
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で覆われた上部が表土より高い場合も考えられるという 21コ本遺構も確認面からの掘込みが非常に浅く，

重機による遺物発見により.その存在を確認したという状況である c したがって，周囲に同様の遺構が存

在した可能性が高いc

土坑SK-171は南部西側の南縁辺に位置する。古墳時代前期の遺構である。

弥生時代~古墳時代前期の遺構を時期的に概観すると，南部東側では.弥生時代後期のものが多いのに

対し西側には弥生時代のものがみられず，対照的な状況である。北西部は弥生時代後期の遺構が多いが，

南側でやや古墳時代初頭~前期の竪穴住居跡が目立つ=南部地区のあり方と似通っており.両地区間の支

谷の開発が進んだ状況を反映している可能性がある。東部は当該期の遺構が少ないが，弥生時代後期の竪

穴住居跡が卓越する c

古墳時代中期 検出された遺構は，竪穴住居跡7棟，鍛治工房の竪穴建物 1棟である。なおSI-084につ

いては.前期の住居で 1棟，中期の工房で 1棟と数えている c 当該期の遺構は.北西部に 1棟存在するほ

かは，南部に分布している。北西部のSI-175については，出土遺物から古墳時代中期の遺構としたが，

竪穴が1/2強の遺存であり，中期の遺構と断定できるか若干の懸念がある c 遺構の分布は中央部と東部に

はみられず.北東部にも存在しないようである。したがって古墳時代中期の遺構は，薄い分布で南部を主

体とするものといえるこ南部の竪穴住居跡は東側地域に 4棟.西側地域に 3棟所在するコその分布をみる

と，弥生時代後期~古墳時代前期の竪穴住居跡の立地よりも，台地の内側に立地する傾向がうかがえる。

古墳時代中期の遺構のなかでも.鍛治工房の竪穴建物である SI-084は，類例が少なく.注目される遺

構である。第1章でも触れたが，周辺の遺跡のうち，四街道市和良比に所在する中山遺跡、で，同様の遺構

が検出されている 3' また.前期に湖るが，小屋ノ内遺跡の南方に位置する川戸下遺跡では，ガラス玉鋳

型が出土しており 11 類似の生産遺構として.技術や文化の伝播に注意する必要がある c 中山遺跡・川戸

下遺跡は鹿島川の支流である小名木川によって開析された支谷を臨む台地上に立地する c 小屋ノ内遺跡と

ともに，鹿島川水系の遺跡群である c

古墳時代初頭から中期の鍛冶工房・製鉄関連遺跡は，八千代市沖塚遺跡・海上町岩井安町遺跡・千葉市

鎌取遺跡・同市有吉北貝塚なと千葉県内のいくつかの遺跡で類例がある。古墳時代の鉄生産について考

察した萩原恭一氏によれば，それらのうち，岩井安町遺跡と沖塚遺跡、は突出して古く，ほかの遺跡は両遺

跡からはかなりの空白期間を置いた 5世紀代のものであるという;))c 5世紀における鍛冶工程の鉄生産遺

跡は関東地方全域で検出されており，小屋ノ内遺跡のSI-084も，そのような汎関東的な動態のなかで考

察されるべき遺構であるc

古墳時代後期 本章で述べる古墳時代後期は 7世紀末頃まで含むものとする。したがって，本章では飛

鳥・藤原期をここに含める c第3章第3節で報告した古墳時代後期の竪穴住居跡は11棟である。このうち，

SI -070には出土遺物がなく，遺構の様相とあわせてみても，古墳時代後期の遺構とする根拠がない。む

しろ本遺跡の遺構量からすれば.奈良・平安時代の遺構とする方が妥当であろう c しかしその確実な根

拠もないことから，前章までの記載を変更しないこととする。ただしここではSI-070を除いてみてい

くc したがって，古墳時代後期の確実な竪穴住居跡は10棟である。

竪穴住居跡の分布は古墳時代中期と似ており，北西部に 1棟存在するほかは，南部に9棟所在する。南

部での分布は.東側地域に7棟.西側地域に2棟であり，遺構数は東側地域が卓越している c 東側地域の

竪穴住居跡は東側地域の中央寄りから南側に分布し南方の支谷と行き来しやすいところに位置している

-914-
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といえる。西側地域の2棟は.その西側に位置し西方から南方の支谷への動線が考えられる。

竪穴住居跡の時期をみると.古墳時代後期でも後半であり，前半に湖るものはない。歴年代を想定すれ

ば. 6世紀後葉から 7世紀代と思われ. 6世紀中葉以前のものは存在しないようである。古墳時代中期の

遺構からは 1世紀以上の空白があか集落はいったん断絶している。なお，断絶前後の集落には直接の系

譜関係がないことも考えられる。

小屋ノ内遺跡、では.古墳も検出されている。 SX-001 . SX -007 . SX -009の3基は，古墳時代後期の

円墳である。また. SX -018は出士遺物が僅少であるが，比較的規模が大きいため.古墳時代後期の円墳

と思われる。他に円形の周溝状遺構 (SX-005 . SX -008)が2基ある。小規模で遺物も僅少のため，時

代や性格にやや不安がある c しかし以上の古墳の近くに位置するため.群中の古墳としておきたい。し

たがって，古墳時代後期の円墳は6基である。その他に，方形の周溝状遺構も 1基見つかっている (SX-

017) c 7世紀代から奈良・平安時代の区画墓の可能性があると思われる。

より詳細に築造時期をみると. SX -001 . SX -007 . SX -009の3基は，出土した土師器から古墳時代

後期前半，歴年代では6世紀前半と思われる。なお. SX -001出土の須恵器横瓶・大斐の時期は古墳時代

後期後半.歴年代ではおそらく 7世紀代と思われる。それらの須恵器は追葬または築造後の墓前祭記に伴

うものと考える。古墳群の築造時期をこのようにみると.古墳時代中期集落と後期集落との断絶期間に.

築造されたことが理解できる。したがって.古墳の築造が開始された頃の小厘ノ内遺跡は墓域であり，居

住域は存在しないご

奈良・平安時代 今回報告する遺構は.竪穴住居跡236棟.掘立柱建物跡125棟，土坑墓4基，大型円形土

坑2基.土坑14基である。なお.次回報告分の竪穴住居跡は37棟，掘立柱建物跡は12棟である。また，四

街道市調査分の竪穴住居跡が10棟.掘立柱建物跡が5棟あり 6)小屋ノ内遺跡において調査された竪穴住

居跡は計283棟.掘立柱建物跡142棟である。

なお，小屋ノ内遺跡の範囲内では，中央部等に調査対象外地域があり，それらにも遺構の存在が予想さ

れる。また.中央部・南部と東部聞の緩斜面および北西部南側斜面の調査区外にも若干の分布が予想され

る。他遺構との重複等により，失われた遺構もあると考えられるので，遺構の数量は上記の記述を上回る

ことが確実である c また.地続きである稲荷塚遺跡、との関係も問題となるところである。

遺構の総量はより増加すると考えられるものの.小屋ノ内遺跡・稲荷塚遺跡については，地形によって

区切られた台地のほぼ全域を調査している点で，今後の奈良・平安時代集落研究のモデルとなる遺跡群に

数えられると考える c

南部最南端に位置する SB-060・SB-061 . SB -070およびSI-075は，遺構の様相や出土遺物から，仏

堂および仏堂と関係のある竪穴建物と考えられる。 SB-061はSB-070の中に全体が収まっている。四面

廟建物とも思われるが，やや柱筋がぶれることと柱穴の様相から.両者は建て替えの関係にあると思われ

る。 SB-060付近からは瓦塔片が1点出土している。また，香炉蓋が出土している SI-075は僧侶の住ま

いと考えられる。 SI-075の出土遺物から.仏堂は9世紀前葉頃には，存在していたと考える。

4基の土坑墓はいずれも有天井のものである c 良好な出土遺物がないため，時期が判然としないが，古

代の土坑墓と考えられる。大型円形土坑については，第4章第4節で記述したように，井戸状遺構説と氷

室または氷室を含めた室状遺構説の2説がある。どちらか断定しがたいため，本書では大型円形土坑とし

たc



14基の土坑は.出土遺物や遺構の様相から，奈良・平安時代の遺構としたものである二性格は概して判

然としないが.土坑墓と思われるもの (SK-316)や祭記遺構と思われるもの (SK-400)がある。

SB -060付近から出土した瓦塔片を含めて.本遺跡からは 4~5 個体の瓦塔片が出土している c なかで

も.中央部と北西部の境付近から出土した 1個体は.時期が8世紀中葉~後葉であり.比較的古いもので

ある c

土器様相については.須恵器の様相から大きく 3期に区分したごその特徴を端的に述べると， I期は須

恵器がほぼ新治窯産のもので占められる土器群の時期， II期は新治窯産須恵器と千葉産須恵器が混在する

土器群の時期， III期は千葉産須恵、器が主体である土器群の時期である。なお，ここでいう千葉産の須恵器

とは.千葉市域および周辺地域の窯で焼成された須恵器で，色調は灰色に加えて黒み.赤み.黄色みを帯

びるものが多く.軟質でややざらつく質感のものである c 市原市永田・不入窯跡群等の須恵器は含めな ~)o

I期は2期に小区分したっ I-1期は非ロクロの土師器杯が主体であるのに対し， I-2期はロクロ土師

器杯の増加が目立つc また， III期も 4期に小区分し， III-1・2期は千葉産須恵器の隆盛期， 国一3期は衰

退期， III-4期は消滅期である。皿-1期と III-2期の区分は.土師器杯の口径に対する底径の縮小度合い

を目安としたc

以上の土器様相に基づき.遺構群の時期区分を行った。各期を時代区分にあてはめるならば， I期は奈

良時代中頃から後半， II期は奈良時代末から平安時代初頭. 田期は平安時代前期と考える c

注 1 川端弘士 1990 I物井小屋ノr)'j遺跡調査略報」台四街道市の文化財J第16号 四街道市教育委員会

2 加藤修司氏の教示による亡

3 i住谷興平他 1987 四街道市四街道南土地区画整理事業地内発掘調査報告書1 財)印権郡市文化財センター

阿部寿Yt 2003 I第E部資料第2章古墳時代 259 J-P山遺跡J~千葉県の歴史資料編考古 2 (弥

牛・古墳時代L 千葉県

4 新井和之他 1982 ~北総線; 東京電力北総線遺跡調査会

大久保奈々 2004 I第H部資料 第2章 遺跡・遺構と遺物 第4節古墳時代(13)装身具J千葉県の歴

史資料編 考古4 (遺跡・遺構・遺物)~ 千葉県

5 萩原恭一 2004I第H部資料 第2章 遺跡・遺構と遺物 第4節古墳時代 (3)鉄の生産と鉄器の製作」

乍千葉県の歴史 資料編 考古4 (遺跡・遺構・遺物)~ 千葉県

萩原恭一 2001 I八千代市沖塚遺跡の再検討J 千葉県史研究J第9号 千葉県

6 注 1に同じc
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第14表竪穴住居跡観察表
( )は推定値

時期小 長さ lil 深さ 主軸 火所 貯蔵 貯蔵穴
面積 而積 而獄

I立Ia
遺構Na 時代

区分 (m) (m) (m) 方l立
形状 火所

位置
主性 出入口

穴数 位置
上面形 床面l 柱穴!日j 備 事J 

グリヅド
(nl) (nl) (nl) 

51∞l 奈平 1-1 3.6 3.9 401N82'V町 方形 カマド 、N 4 1 INW 14.17 12.85 4∞ 19R -66 

51-(ぬ2 奈平 1 -2 7.8 7.6 481Nll'W 方形 カマド NN明 4 2 INE ω54 56.15 21.55 19V -86 

51∞3 古墳 後期j 5.8 6.0 451N17附川 方形 カマド NNW 4 。1 INE 34.62 32∞ 10.56 19U -65 

51-004 奈平 1-1 9.1 8.9 571N35'W 方形 カマド NNW 8 2 IN 80.55 76.00 26.97 19V -88 
中央

51∞5 奈-平日 5.2 4.9 58IN6'W 方形 カマド NNW 4 。。 (25.10) (22.40) 8.48 19Uー79
51-(ゆ6 古墳 中山l 4.6 4.2 271N114'W 方形 。。llW 19.01 17.30 19じ-45

51-∞7 古墳 後期 7.4 7.5 401N44'W 方形 カマド NW 4 1 II'iE 56.37 52.96 18.16 19U-14 

51∞8 奈平コ 3.2 2.9 18 11¥85' E 不整形 カマド E 。。o 1- 9.44 8.29 19T -75 

51-∞9 奈平 皿3 2.8 25 81N14'E 方形 カマド NE 。。。 (7.20) (620) 19T-63 

51-010 奈平 4.1 3.6 161N 不整形 。。。 04卯) 03∞) 19T-63 

51-011 奈平 田〉 5.2 4.3 281- 円形 。。o 1- 16∞ 13.79 19T-63 

51-012 古噴 後IPI 4.9 5.1 451N6'W 方形 カマド NE 4 1 IE 24.93 22.68 7.29 19T-66 

51-013 奈平 1 -2 7.0 7.7 751N2'W 方形 カマド N 4 llW 54.35 47.72 14.38 19U -68 

51-014 奈平日 7.0 7.0 ωN5'W 方形 カマド N 4 o 1- 48.93 43.53 14.10 19U -59 

51-015 奈平 皿-1 6.1 5.9 651N2' E 方形 カマド N 4 。 36.09 29.98 8.50 19U -36 

51-016 奈平 皿 l 3.2 3.8 47INl'¥月J 隅丸方形 カマド N 。。o 1- II似 9.93 20U -41 

51-017 古墳 後期l 6.9 6.6 551;-.l8' ¥市 方形 カマド N 4 1 IN 46.12 43.49 10.57 20U -52 

51-018 奈平 田一l 3.9 3.7 581N2'W 方形 カマド N 。 。 14.41 11.38 19じ-39

51-019 奈平 田一i 3.4 3.5 261N 方形 カマド N 。。o 1- 12.05 10.20 201' -12 

51-020 古墳 中期l 3.0 3.6 l11N103'W 長方形 炉 中央S 。。o 1- 11.25 10.65 20T 卯

51-021 古境 中間l 4.8 5.1 611NII0V叩 方形 骨z 中央h刊町 4 。1 15W 23.25 21.I7 20T -91 

51-022 弥生 後期 5.9 4.5 511N69'W 隅丸長方形 炉 中央W 4 。。 (24.10) (21.30) 8.40 20T -72 

51-024 弥生 後間l' 3.5 3.2 41IN88'W 間丸長方形 炉 中央W 。。。 10.58 9.16 20T-91 

51-025 奈平 皿2 3.8 3.4 25 方形 。。o i- 12.36 10.80 19T-96 

51-026 古墳 後期 6.0 5.6 48IN2'¥町 万形 カマド N 4 。 33.01 30.01 9.54 19T-86 

51-027 弥生 4.3 3.7 471N46'W 隅丸長方形炉 中央5 。。。 (14.80) 03.20) 20T-81 

51-028 奈干 皿一l 3.5 3.9 371N 方形 カマド N 4 。 14.36 12.27 8.43 19T-89 

51-029 奈平 皿 l 2.4 2.6 401N26'E 隅丸方形 カマド NE 。。o 1- (6∞) (496) 20U -21 

51-030 奈平 m -2 4.4 4.3 251NlO'E 隅丸方形 カマド N 4 。o 1- 18.57 17.07 6.13 19T-57 

51-031 奈ー平 1 -2 3.9 4.0 471NT¥町 方形 カマド N 4 o 1- 15.75 13.86 3.97 19T-48 

51-032 奈平 田2 3.6 3.4 15IN5'¥即 1;形 カマド N ? 。 11.52 10.43 19T-49 

51-033 古積 中期 5.7 5.2 301N24'W 方形 炉 中央W 4 。。 (29.36) (26.40) 7.62 20T -41 

51-034 古墳 前期〉 4.8 3.9 421N8目。W 隅丸長方形炉 中央W 4 。 17.59 (15.40) 4.57 20T -62 

51-035 奈・平 皿-1 3.1 3.3 341N20' E 方形 カマド NE 4 。一 10.44 8.83 19T -46 

51-036 奈平 m -3 3.2 3.4 181N2'W 隅丸方形 カマド N 。。。 10.48 9.59 19T-45 

51-03i 奈平 田3 3.0 3.0 61N65'W 隅丸方形 カマド NW 。。o 1- 8.50 7.55 20T∞ 
51-038 奈平 田3 2.9 3.1 241NlO'E 方形 カマド N 。 o 1- 9.04 7.90 19S-99 

51-039 奈・平 1-2 3.2 3.0 43 隅丸方形 カマド NE隅 4 。o 1- 8.76 6.94 1.32 19S-68 

51-040 奈平日 3.7 3.9 411 - 方形 カマド 隅NW 。。。ー 14.12 11.82 19S-69 

51-041 奈平 皿-4 2.9 3.0 121N22'W 方形 カマド N 。。o 1- 9.02 7.43 20S-40 

51-042 奈ー平 皿-4 2.7 3.6 81N27' E 長方形 カマド NE 。。o 1- (990) (8.20) 20S-75 

51-043 奈平 皿2 3.7 4.1 401Nll'E 隅丸方形 カマド N 。 。 14.92 12.97 23Q-6O 

建て替え後

51-043 奈平 3.6 3.3 401Nll'E 1- カマド N 11.69 10.72 23Q-60 

建て替え前

51似4 奈平 田l 4.1 4.1 ωN8' E 隅丸方形 カマド N 4 o 1- 16.74 14.74 4.68 23Q-82 

51-045 奈干コ 3.4 4.2 ωNI3'W 方形 カマドコ N 4 。o 1- (13.70) (1250) 3.51 23Q-82 

51-046 弥生 5.2 3.9 421N25'W 隅丸長方形 炉 中央N 4 o 1- 19.02 17.33 4.54 23Qー71
51-47A 奈平 皿2 3.3 3.3 351NlO'W 方形 カマド N 。。o 1- 21.24 23Q -72 

51-47A (10.06) (9.70) 

51-47B 奈平 I -2 4.6 4.6 491Nll'W 方形 カマド N 4 o 1- 21.60 19.58 6.40 23Q-72 

51-048 奈平 m -2 3.6 3.8 341NI08' E 問丸方形 カマド 5E 4 o 1- (13.50) (1210) 3.93 23Q-81 

51-似9 弥生 後期 4.5 4.0 461N43・w 隅丸長方形 炉 中央NW 4 I 15E 16.82 14.32 4.36 22Q -37 

51-050 奈平 皿-1 3.9 4.1 611N83'W 方形 炉 W 。 2 IW 16.00 13.07 22Q -88 

51-051 奈平 田2 2.61 3.1 331N44'W 方形 カマド l¥'W 。。o 1- (8.30) (6.40) 22Q -76 

51-052 奈平 皿ーl 3.61 3.4 12 IN23'E 方形 3 o 1- 外(12.6)外(11.7) 22Q-43 

51-052 内(10.7) 内(97)

51-053 奈平 m -2 3.01 3.5 491N2'W 隅丸方形 カ7 ド N 。 o 1- 10.45 8.58 22Q -31 

51-054 奈ー干 田一l 4.61 4.4 651N14'W 隅1-L方形 カマド N 4 。 19.86 16.84 4.0i 22Q -42 

51-055 奈平 皿3 3.2 161N120' E 隅丸方形 カマド 5E 4 o 1- (12.ω) (11.50) 3.15 22Q-62 

51-056 奈平 m -2 4.51 4.2 211N75' E 隅丸方形 カマド E 3 o 1- 18.61 17.23 22Q-61 

51-057 奈平 皿3 401- 22Q-34 

51-058 奈平コ 141 - 22Q -34 

51-059 奈平 I 4.51 4.5 461N19'W 方形 カマド N 4 。 20.52 18.49 5.48 21Q -38 

51的。 奈平 皿一l 4.01 4.4 571N2'W 隅丸)i形 カマド N 4 1 IN 18∞ 15.50 4.12 21Q -29 

51-061 奈平 田-2 5.0 401N16'W 方形 3 2 。o 1- (27.20) (23.20) 21Q -58 

51侃2 奈平 皿-4 4.11 3.8 321N24' E 方形 カマド NE 。 1 15W 15.57 13.86 20T -04 

円
可
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E12ヰ
時期小 長さ 幅 i軍さ 主軸 火所 貯段 貯政穴

面航 I師積 面積
位3世

時代 l正分 1m) 1m) 1m) Jif立
形状 火所

位置
七柱 出人口

穴数 [占 ifi
1-.)面形 床而 柱穴!日1 備 :it グリァド
(nll ( nll (nll 

奈‘|ι 日 4.0 3.8 45 N22' E 方形 カマド2N，E 。。。 15.69 12.88 3.4~ 18u -08 

51-064 奈平 皿3 3.7 3.7 50 N8' E }j形 カマド N 。。o 1- 13.32 11.24 3.67 18t! -09 

51-065 占1J'i 5C初 3.5 3.4 30 N77'W 方形 炉 ¥可 。 5¥V 11.52 10.62 18T -66 
q，期

51-066 弥-，片 4.6 3.9 35 583'W 隅九長}J形炉 中央 W 4 o 1- 17.20 15.47 4.82 205-93 

51-067 奈 τr-1 n n 4.5 621 ¥" }j形 カマド ト〈 4 。 19.55 17.77 18T-58 

Sトω8 '，'jlJ'i 5C 4.5 4.8 20 N70'W 方形 炉 W 4 o 1- (21.40) (20.20) 7.13 18T -68 

151-069 奈‘F 2.6 2.9 30 N8W 隅)L}J形 カマド N 。。o 1- 7.46 6.38 18T-89 

151-070 l古墳 後!明 3.2 42 N2'W }j形コ カマド N 18T-98 

51-071 奈、F 田一4 3.7 3.5 21 N6'W 方形 カマド N 。。I 15E 12.96 10.87 19T-OO 

151-072 奈、l' lD -2 3.8 62 N6' E 方形 カマド N 。。o 1- (1480) (12.90) 20T -12 

51-073 奈ヱl' 1-日 3.4 3.3 36 N78'W 隅九方形 カマド W 。。。 (lI.C旧) (9.40) 20T -22 

151-074 弥生 ti 3.8 56 N76'W 隅丸長方形角1 W 4 o 1- 16.55 15.13 4.22 20T -22 

51-075 伝平 皿ーl 3.1 3.2 49 N5l'W 隅丸7J形 カマド ;-.JW 。。o 1- 9.89 8.24 19¥" -50 

51-076 市1J'i 後JUI 5.2 5.2 46 N26'W 万形 カマド i¥CW 4 NW 26.80 24.29 7.10 20C -54 

51-077 奈'1'I? 3.1 3.0 71N78' W 方形 カマド W 。。 9.41 8.34 19U -84 

51-078 占l(i 後間j 3.4 3.7 421N22' W 方形 炉 'P央 。。o 1- 12.05 9.40 19u -06 
カマド

51-079 奈ー干 3 2.7 2.7 34 隅丸方形 。。o 1- 6.76 5.37 19¥" -30 

51-080 祭平 H 3.4 3.7 271N24'W 方形 カマド Nv" 。。o 1- 13.19 11.62 20¥' -03 

51-081 奈平日 3.5 3.6 20 IN90' W 方形 カマド W 4 。 (1270) (11.20) 3.30 20¥' -03 

51-082 奈'1' 皿-2 3.8 3A 811Nl21'W 不控形 カマド2i¥W'5W 。。o 1- 11.65 9.85 新カマドの}J向からの 20¥" -12 
王軸}Jf立

51-082 N31'W IRカマドの方かりの玉
軸}J位

51-083 奈干日 H 4.8 591N4' ¥v 隅)L方形 カマド N 4 。 20.92 18.86 4.84 18T-46 

51-084 占I貰 j前JUJ 6.2 5.7 511N23' E 1J形 か2 >"E 4 。。 35.44 31.41 9.18 18T-25 

51-085 奈、l' 血-2 3.2 3.6 30 INI2' E 隅丸}j形 カマド N 。。o 1- 11.49 10.01 18T-34 

51-086 奈干 皿-1 3.4 3.7 391N2' W 隅丸Jj形 カマド N 。 。 11.83 10.02 18T-04 

51-087 奈干 皿3-4 2.0 2.2 191N97' E 隅)L}J形 カマド2N.E 。。o 1- (4ω) (3.70) 18T -56 

51-088 奈、ド 1-日 5.2 5.3 551N 隅九JJ形 カマド ?、: o 1- 27.44 23.84 5.82 18T -54 

51-089 奈、F 田一2 3.2 3.3 561N103' ¥市隅1L}J形 カマド2N'W 。 o 1- 11.18 8.56 18T-63 

51-090 奈、l' 1-1 3.2 3.2 50lN 隅)L万形 カマド N 。 o 1- (11.00) (9.601 18T-53 

51-091 奈 F 1D-1 3.1 3.2 481N 隅丸)J形 カマド N 。 。 9.84 8.92 18T-52 

51-092 奈、F 皿ーl 3.2 3.7 431NIII'W 方形 カマド 1へf 。。o 1- 12ω 9.85 20¥' -13 

51-093 奈平 1-日 0.1 0.1 341NI3'E }j形 4 o 1- (32∞) (29.80) 7.37 18T-56 

51-094 奈、ドコ 2.7 251- 隅九}Jif~ 1- o 1- (7.3~ ) (6.30) 20¥" -03 

51-095 朱'1'-111 5.3 4.9 66Ji¥I3'W }j形 カマド '1' 4 。 27.18 24.40 8.55 liT -78 

51-096 公平 皿-1 3.11 2.7 461NI∞。E 情丸方形 カマド E 。。。 8.27 7.45 19T-99 

51-097 奈、1"l' 5.0 451- 隅)L方形 2 。。 (2450) (21.50) 20U -97 

51-098 ~. 'I~ 皿2 3.51 3.1 105 N24'，司 方形 カ7 ド X 。。I 15W 12.05 9.39 20¥' -05 

51-099 奈 l' 3.7 4.0 211NI2'W 方形 カマド X 2 。 (1560) (14∞) 17T-89 

51-100 奈平 皿ーl 301 3.5 691N5' E 隅九万形 カマド K 。 o 1- 10.92 8.47 18T-55 

51-101 ，'JIJ't 中間j 4.1! 4.0 531N107'W 隅九方形 炉 中央 4 。 16.10 13.40 5∞ 17T -58 

51-102 奈干 田一」 3.3 3.01 41 NIOI' E 方形 カマド E 。 。 9.37 7.8拍 18T -75 

51-103 I片I責 前期l 5.4 5.3 301N80'W 方形 炉 中央 5W 4 I 15E 28.16 25.29 7.31 185-83 

51- 1O~ 元号 、l'10 3.0 2.91 39 NI9'W 方形 カマド N 。 。 8.76 7.45 18Tω 

51-105 奈'1' 田一3 2.4 271'1'3' E 隅1L1j形 カマド N 。。。 6.26 4.50 18T -55 

5ト106 奈干~I) 3.0 3.01 53 N23'，へ/ 方形 カマド N 。 。 8.78 7.59 20¥" -23 

51-107 奈干コ 2.0 2.0 181N15'W 万形 。。o 1- (3.90) (3.40) 18Tω 

51-108 奈平 1-日 2.5 2.51 68 N52'W 隅丸}J形 カマド ':-，'W 。 。 6.53 5.46 19¥' -02 

51-109 奈干日 3.4 3.3 631'1'46' E 隅丸1J形 カマド ;-.JE 。。。 10.96 9.40 20¥" -20 

51-110 奈平日 ~.9 101 57 NI02'W 不整長}J形 カマド 1へf / 。。 (17.50) (14.60) 6∞ 20¥' -30 

51-111 奈'f日 3.1 3.21 44 N5'E 方形 カマド2N.¥V 。 。 l日開 8.39 18T -42 

51-112 縄文 '1'開l P1形 炉 4 o 1- 18T -23 

51-113 伝平 皿3 2.4 2.81 25 NI5' E 隅丸方形 カマド N 。 。 6.90 5.43 20Q-41 

51-114 弥'1: 後期 6.2 5.51 61 N6rw 小和l形 炉 ヘヘヘr 4 I IE (31.10) (28.70) 9.86 19Q-33 

51-115 奈干 田一ιi 3.0 2.91 681- 隅)L}J形 カマド >"E隅 。 。 8.67 7.34 19Q -12 

51-116 弥生 f査!田 3.9 3.1 40lN56'W 不f室長方形 i炉 NE 。 。 I I.O~ 9.29 20Q -70 

51-117 奈平 皿2 3.6 3.71 40 NI8'E 方形 カマド N 。 。 13.86 11.84 20R -66 

51-118 奈平 皿2 3.1 3.31 35 NI9'E ノ町形 カマド N 。 。 (12.10) (10.10) 20R -67 

51-119 奈'1' 皿-2 3.8 3.91 51 N23' E l}j形 カマド N 。 I 15W 15.17 12.73 20R -89 

51-120 奈干 I -2 3.8 4.21 53 NII'E ィ、整形 カマド 目 4 。 15.65 14.01 4.80 20R -78 

51-121 奈平3皿 1-2 441- 方形3 20R -99 

51-122 奈・平 皿3 3.3 341Nli'E )i形3 o 1- 20R -14 

51-123 奈干 皿2 5.4 5.41 51 N4' E 万形 カマド トイ 4 o 1- 29.25 26.48 6.68 19Q -99 

51-124 奈平 皿--1 2.8 2.1 241 N26' E 長方形 カマド N 。 7.05 (6.10) 20S -92 

51-125 弥生 f長田i 5.2 4.31 47 N73'W 偶)L長)J形 炉 w 4 。 21.20 19.35 5.19 20T -42 

51-126 奈平 皿3-4 3.0 2.61 26 N96' E 隅丸長Ji形 カマド E 。。o 1- I."J"J 6.73 18T -74 

51-127 奈千日 3.1 3.21 79 N83' E }j形 カマド E 。。o 1- 10.19 9.10 18T-84 
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時!日l小 長き 幅 深さ 王軸 火所 貯蔵 貯蔵穴
面稲 面積 面積

1止世
遺構Ku 時代

区分 (111) (m) (111) 方位
形状 火所

位置
主柱 出入口

穴数 位置
t面m 床面 柱穴1111 備 ~ グリッド
(ni) (ぱ) (rrO 

51-128 奈予 1-1 5.5 6.1 711N 方形 カマド N 4 。。 34.10 31.25 7.30 18T-84 

51-129A 奈平 田一l 3.9 3.8 541N8' E 方形 カマド+IN 。。o 1- 13.19 12.20 18U -20 
炉3

51-129B 奈平 回一l 3.3 3.4 531N6' E 隅丸方形 炉 NW 。。。 (11∞) (10∞) 
51-130 奈平 皿-4 3.6 3.5 591N35' E 方形 カマド N 。。o 1- 13.58 12.24 17じ 29

51-131 奈平 田4 3.1 3.0 40 IN99' E 隅丸方形 カマド E 。。。 8.70 7.26 21U -84 

51-132 奈平 田一l 3.6 4.2 921N22' E 隅丸方形 カマド NE 2 。。 14.77 11.02 21r-01 

51-133 奈・平 皿-1 3.7 3.7 771N87'W 方形 カマド W 4 。 (13.50) (11.30) 2.06 20lJ -98 

51-134 在'ハ '1ー2 1・2 2.9 671N88' E 方形 カマド E.隅 。。。 (8.60) (6.60) 21U -94 

51-135 奈平 回一3 3.0 3.1 241N42' E 方形 カマド NE 。。o 1- 9.16 7.83 21じー72

51-137 奈ー平 田ーl 3.8 3.7 941N68'W 方形 カマド2 NE，W 。2 1 INE 13.34 10.52 illて待え!自の王軸方向 21U -90 

51-137 奈、l' N22' E 建て替え後の王軸方向

51-138 奈平 皿 2' 2.7 3.0 361:-.133' E 万形 カマド NE 。 。 8.62 7.45 17T-88 

51-139 奈平 皿-4 3.5 3.2 381N52' E 方形 カマド NE 。。o 1- 11.66 9.85 17T -98 

51-140 奈平 皿 1-2' 2.9 3.0 461N51' E 方形 カマド NE 。。o 1- 9.29 7.69 17T-98 

51-141 奈平 3 。 方形 カマド NE 51 -140の一部〉 17T-99 

51-142 奈平日 4.5 4.7 521N5' E 方形 カマド N 4 o 1- 19.77 17.73 17U -08 

51-143 奈平 皿3 3.2 3.5 331N21'W 方形 カマド N 。 。 11.44 9.82 17T-55 

51-144 奈平 1-1 3.0 3.0 581N12'E 隅丸方形 カマド N 。 o 1- 9.52 8.53 17T -43 

51-145 古墳 後期 3.7 3.9 491N 方形 カマド N 。 o :- 14.21 13.06 17T 

51-146 古I貫 後JUJ 4.2 4.3 471N14・1即 方形 カマド N 4 。 18.42 16.20 4.11 17T 

51-147 奈、f' 田ーl 3.9 4.0 771N13' E 方形 カマド N 4 。。 15.20 12.95 3.22 17T-67 

51-148 奈干 田-4 tO -1.0 311Nω。W 方形 カマド ¥lVN 。o 1- (16.10) (13.50) 17U -26 

51-149 奈1" 日 3.9 3.4 39 IN69'W 方形 カ7 ド W 。。o 1- 12.71 11.05 17じ-36

51-150'¥ 奈干 田・4 3.5 2.6 361N53'W 不整長方形 カマド W 。。。 9.88 7.76 17U -25 

51-150B 奈平 田一4 2.8 2.9 511N42・E 方形 カマド NE 。。o 1- (810) (6.10) 17U -15 

51-151 奈‘F 田3 3.9 4.0 561N80'W 方形 カマド3NI，W2 3 。。 14.97 12.56 一ABのカマドを基軸に 17U -37 
した時

NIO'E Cのカマドを4軸にL
た時

51-152 奈平 -18 4.3 531N3' W 方形 カマド N 3 1 IN (19.80) (17.10) 18U -03 

51-153 奈干 皿-3 3.4 3.4 281N 方形 カマド N 。。o 1- 9.50 8∞ 18T -94 

51-154 奈平日 4.1 3.5 531N94' E 隅丸長方形 カマド E 。。。 (14.34) (11.10) 18U-04 

51-155 奈平 田3 3.0 3.0 30lNl'W 方形 カマド N 。。o 1- (9.30) (7.50) 18r -94 

51-156 奈平 皿2 3.0 291N17'E 方形 カマド N 。。o 1- (890) (7.80) 18U -05 

51-157 奈平 1 -n' 3.2 461N93' E 方形 カマド E 。。o 1- (8.90) (720) 18じ-06

51-158 奈平 皿3 70lNll'W 方形3 カマド ト4 (20.50) (16.50) 18U -24 

51-159 奈 τドコ 2.8 3.7 511N17アE 方形 カマド 5 。。o 1- 10.23 7.66 185-62 

51-160 奈干コ 2.4 2.0 231N21'W 隅丸1i形 カマド N 。 o 1- (4.86) (3.80) 17T-52 

51-161 奈干 皿 lor2 五l 3.5 241N21'W 方形 。。o 1- (26.ω) (24.40) 17T-61 

51-162 奈干 回一4 2.3 2.6 231N13'W 隅丸方形 カマド N 。。o 1- 5.27 4.54 17S-95 

51-163 奈平 田ーl 3.3 3.0 30 IN75' W 方形 カマド W 4 o 1- (10.40) (9.10) 2.51 20P-18 

5ト164 奈平 皿3 3.1 2.9 291N72'W 隅丸方形 カマド 、N 。 。 (8.70) (7.60) 20P-18 

51-165 奈平 回一i 3.4 3.3 401N79'W 方形 カマド2W，NW隅 4' 。一 11.78 9.34 3.29 20P-17 

51-166 奈平日 -1.3 3.9 351N32' E h形 カマド N 4 o 1- (16.20) (14.40) 4.66 20P-08 

SI-167 奈三F 1 -2 3.3 3.0 551N9' E 隅丸方形 カマド N 2 。o 1- 10.27 8.54 190-62 

51-168 弥生 3.7 3.2 50lN19'W 隅1L長方形炉 N 。 。一 11.55 9.53 190ー71

51-169 奈平 1 -日 3.1 3.1 371N12'W 方形 カマド N 。 o 1- 9.78 8.73 19P-12 

51-170 弥生 5.4 4.9 551N42'W 隅九方形 炉l 中央 NW 1 15E 24∞ 21.94 6.23 180-78 

51-171 弥生 3.8 3.1 五lINI6'W 隅丸長方形 炉l 中央.N 。 1 15 11.09 9.65 180 -67 

51-172 古Jj'i 7.1 5.9 64INI0'W 隅九長方形 炉l 中央 N 6 1 15 40.65 37.74 11.20 180-85 

51-173 古I員 古墳初 4.8 4.0 431N4アW 隅:lL長方形 炉l 中央 NW 4 。 18.23 16.48 4.86 18P-06 

51-174 奈平 皿 1-3? 3.1 3.4 341N20' E 方形 カマド N 。2 o 1- 11.51 9.04 18P-04 

SI-175 古I貫 中期 0.0 3.0 471N51'W 隅丸Ji形 炉l 中央 NW 2 。1 ISE 18P 

51-176 古墳 古積初 3.8 3.5 531N76'，市 隅丸方形 炉l 中央 W 4 。 12.28 10.47 170 -89 

51-177 古tn 後期 3.8 3.7 381Nl'W 方形 カマド N 4 。o 1- 12.44 10.52 3.50 190'19P 

51-178 奈平日 2.9 3.0 40 隅九方形 カマド NE隅 。〉 o 1- 8.32 6.79 190-04 

51-179 奈平 1 -2 2.7 2.5 38INI02'W 隅丸方形 カマト 、剖 。。o 1- 6.58 4.71 190 -23 

51-180 奈干日 3.4 3.1 44IN9' W 隅丸方形 カマド N 。l' 1 0 1- 9.87 8.51 190-72 

51-181 古墳 8.1 701N7'W 陥丸長万形 炉 中央 W 。o 1- (46.70) (42∞) 17P-25 

51-182 古墳 4.11 3.3 491N55'W 隅丸長方形 炉 NW 。。o 1- 12.69 11.30 2ω 17P-43 

51-183 弥生 後期 4.21 4.3 251N39'W 円形 炉 中央 。。。 (1420) (12ω) 17P -52 

51-184 古J{t 4.71 4.0 521N79'W 隅丸長方形 炉 中央 W 4 1 IE 17.88 15.13 3.52 17Q-23 

51-185 i'ili't 4.41 2.9 321N44' E 隅丸方形 ー 2 (18.90) 07.20) 17Q-40 

51-186 古墳 5.61 4.2 50 隅丸長方形ー 2 23.49 20.94 17Q-61 

51-187 i'iJ{t 3.21 3.4 211N43'W 隅丸方形 炉 '1.'央 NW 3 。o 1- (10.80) (9.40) 17Q-54 

51-188 奈平 皿・2 4.31 4.5 651N6' E 問丸方形 カマド N 4 P 15 19.97 17.21 4.98 17Q-54 

51-189 奈平 m -2 3.51 3.9 471Nお。W 方形 カマド 、時 。 o 1- 13.98 12.10 17Q-63 

51-1明〕 奈平コ 2.21 1.7 241NアE 隅丸方形 カマド N隅 。。o 1- (3.40) (2.70) 17Q -75 

51-191 奈平 田 l 4.01 4.2 541NIぴW 隅丸方形 カマド N 4 o 1- 16.86 14.65 4.50 17Q-46 
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時間l小 長き 幅 深さ 主軸 火所 貯蔵 貯蔵穴
面積 而積 面積

位置
遺構Nu 時代 形状 火所 王柱 出入口 上面形 床面 柱穴日l 備 考

区分 (01) (01) (m) 1if立 位置 穴数 位世 (rri) (rri) (rri) 
グ1)-;ド

51-192 奈ー平 H 3.2 3.0 75問。W 問九万形 カマド N 4 。 9.58 7.78 1.98 17Q -36 

51-193 奈ー平 田 1-3' 3.0 3.0 351N43' ¥即 隅丸方形コ ー (9.10) (7ω) 17Q-36 

51-194 奈平日 3.7 4.2 51IN86'W 隅丸方形 カマド W 7 1 IN 15.39 13.48 3.26 18Q-30 

51-195 奈平 回一i 2.9 3.0 551N16'W 隅丸方形 カマド N 。 o 1- 8.95 7.30 18Q-50 

51-196 奈平 I -2 3.2 3.4 451N24'W 隅丸;方形 カ7 ド N 。 o 1- 11.02 9.83 17Q-68 

51-197 奈・平 皿ーl 2.5 2.6 39 方形コ カマド N 。 。 。 (5.50) (4∞) 17Q-43 

51-198 奈平 皿ー1-2 3.6 3.8 50 IN28'W カマド N 。 。 。 (]3ω) (11.30) 18Q -40 

51-199 奈平 田 2 3.3 2.9 38INWE 方形 カマド N 。 。 o 1- 9.74 8.51 18Q -32 

51-2∞ 奈平 皿-2 3.7 3.9 571N5'W 方形 カマド N 。 o 1- 14.96 12.IO 18Q-23 

51-20! 奈平 皿2 2.8 3.2 271N63' E 方形 カマド NE 。 o 1- (9.50) (8ω) 18Q-33 

SI-202 奈平 田ーl 4.3 3.9 451N12'E 方形 カマド2N，E :， 1 IN 17.53 15.69 3.90 ~t カマド 18Q-24 

51-202 N105' E 東カマド

51-203 弥~古 4.8 4.1 58IN66'W 隅丸長方形炉 W 3 2 5E 18.54 16.93 18Q-35 

51-204 弥~古 3.8 4.3 501N76'W 隅丸方形 炉 W 。 1 IE 15.70 13.74 18Q-65 

51-205 朝、~古 5.1 3.8 551N78'W 隅丸方形 炉 中央 W 2 IIW (21.10) (]9.30) 18Q-58 

51-206 弥~古 3.9 451NIO' E 椅円形 炉 中央 W 。 (15.10) (13.70) 18Q-68 

51-207 奈平 皿ーl 2.9 3.2 571N27'E 隅丸方形 カマド N 。 。 o 1- 9.30 7.98 18Q-86 

51-208 奈平 田一l 3.9 4.0 47IN85'E 隅丸方形 カマド E 。 。 o 1- (16.40) (14.40) 18Q-81 

51-2ω 奈ー平 日 3.2 3.4 471N19' E 隅丸方形 カマド N o 1- 10.68 9.54 17Q-89 

51-210 弥~古 5.3 4.7 571N116' E 隅九方形 炉 中央 W 5 2 1 ISE 22.10 20.75 5.12 17P-47 

51-3∞ 奈平日 4.3 4.5 531N23' E 隅丸方形 カマド NE 4 。 。 21.46 18.98 5.48 225 -94 

51・301 奈平 田 1-3' 3.8 3.9 411 - 隅丸方形 カマド NE隅 。 。 。 14.47 12.52 225-95 

51-302 奈平 1-2 3.5 3.5 311NアE 隅丸方形 カマド N 。 。 。 12.01 10.55 225-92 

51-303 奈平日 3.1 2.81 29 NIO'E 方形 カマド N 。 。 。 (8.54) (7.50) 225 -77 

51-304 奈平 聞 3 一 3.3 341N13'W 方形 カマド N 。 。 o 1- (11.10) (9.40) 225 -69 

51・305 奈ー平 E 5.6 50 INI5' E 方形 カマド N 2 。 。 (34.30) 225-68 

SIぬ6 奈平日 -1 4.7 431N63'W 方形 カマド W 4 。 o 1 21.20 10.33 225 -67 

SI-307 奈平 皿ーl 6.4 6.41 80 N57'W 方形 カマド NW 4 o 1- 42.15 38.23 10.94 225 -58 

51-308 奈平 皿-4 3.4 3.51 29 N70'¥V 方形 カマド 、N 。 。 o 1- 12∞ 10.87 225-47 

51-309 奈平〉 4.4 4.4 271N44'W 方形 カマド NW 4 o 1- 20.65 19.35 225 -47 

SI-31O 奈平 m -4 3.41 3.7 20lN53'W 方形 カマド NW 。 。 。 12.75 11.07 225 -35 

51-311 奈-平 田一I 3.71 3.9 44IN72'W 方形 カマド W 。 o 1- 15.07 12.56 225-38 

51-312 奈平 I -2 3.3 761N36' E 隅丸方形 カマド NE 。 。 o 1- (10.80) (9.50) 225-21 

SI-313 奈平 I -2 5.71 6.0 140 N17'W 方形 カマド N 4 o 1- (34.90) (3090) 9.67 235-40 

51-314 奈平 皿3 3.4 351N55' E 方形 カマド NE 。 。 。 (11.70) (9.90) 235-31 

51-315 奈平〉 3.21 3.4 301N20'W 方形 カマド N 。 。 。 (]0.40) (9.10) 235-21 

SI-316 奈平 皿一1-3? 3.5 471N30'W 方形 カマド NVV 。 。 。 (12.40) (11.10) 235-32 

51-317 奈平 3 3.8， 3.8 261N45'W 方形 カマド hヘヘf 。 。 o 1- 12ω 12.95 235-12 

SI-318 奈平 田-4 3.0 3.31 30 N66'W 隅丸方形 カマド h可月J 。 。 o 1- 10.66 8.85 225 -09 

SI-319 奈平 皿-3 3.6 3.01 55 N58'W 方形 カマド h刊Iy 。 。 。 11.31 (9.20) 23R -63 

SI-320 奈平 1 -2 4.4 4.71 40 N5'E 隅丸方形 カマド N 4 。 。 21.27 19.21 6.26 23Rω 

SI-321 奈平 皿 2 2.6 2.7 131N6'E 方形 カマド N 。 。 o 1- (7∞) (6∞) 22R -67 

51-322 奈平 皿 3 3.3 4.01 20 N91'E 隅丸長方形 カマド E 。 。 。 12.56 11.32 22R日 78

51-323 奈平 1-1 4.5 4.31 40 N51'W }i形 4 。 。 (19.40) (18∞) 4.72 22R -89 

SI-324 奈平 1 -2 4.3 4.61 32 N28'W 隅丸方形 カマド NW 4 。 o 1- 19.97 18.16 5.18 22R 鉛

SI-325 奈平 田・4 3.3 3.1 151N102' E 方形 カマド E 。 。 。一 (1080) (930) 22R -69 

SI・326(1日)奈平 皿-4 3.6 3.6 151NI29' E 隅丸方形 カマド SE 。 。 。 (1288) (11∞) 22R -59 

51-326(新) N39'E NE 22R -59 

SI-327 奈平 1-1 4.2 4.51 35 N9'E 隅丸方形 カマド N 4 。 。一 18.61 16.85 3.20 23R -41 

SI-328 奈平 I -2 3.6 3.71 35 NII'W 隅丸方形 カマド N 4 。 。 12.75 11.38 2.89 23R -41 

SI-329 奈平 1 -2 3.4 3.71 40 N59'W 方形 カマド h刊へJ 4 。 。 12.79 11.03 2.46 23R -70 

SI-330 奈平日 3.1 3.4 341N45'W 方形 カマド h刊Iy 4 。 (10.69) (9.40) 2.21 23R -93 

51-331 奈平 I -2 4.4 381N16' E 方形 カマド N 2 。 o 1- 19.70 17.10 235-03 

51-332 奈平 田-4? 3.1 2.61 321N 隅丸長方形 カマド N 。 。 。 7.84 5.84 22R -44 

51-333A 奈平日 4.0 4.0ω N29' E 方形 カマド NE 4 。 16ω 15.17 4∞ 23R -74 

5ト334 奈平 皿 l 3.9 4.1 591N24' E 方形 カマド NE 。 o 1- 16.20 14.54 23R -73 

51-335 奈平日 4.3 5.01 81 N24' E 長万形 カマド NE 4 o 1- 21.52 18.73 6.01 23R -64 

51-336 奈平 I -2 -1 3.7 391N126' E 方形 カマド25E，NE 。 。 o 1- (]2.80) (11.10) 一 新カマドからみた主軸 225 -24 

51-336 奈平 N35' E 旧カマドからみた主紬

51-337 奈平 I -2 3.4 3.61 50 N35' E 隅九方形 カマド NE 4 。 o 1- 12∞ 9.55 2.10 225 -30 

51-338 奈平 一 3.1 64IN36・E 隅丸方形 カマド :-.IE 。 。 o 1- 00.10) (8.90) 225-11 

51-339 奈平 m -4 -1 3.6 50 IN128' E 方形 カマド 5E 。 。 o 1- (11 鈎) (19ω) 225-02 

51-340 奈・平 4.3 4.1 38INI3'E 隅丸方形 カマド N 4 。 17.91 16.65 3.52 22R -74 

51-341 奈平 -1 4.5 58IN45'W 方形 カマド hヘヘf 2 。 。 (20.40) (18.10) 235-16 

SI-342 奈ー平 皿2 -1 5.2 531N40'W 方形 カマド NW 。 。 o 1- (27.10) (24.20) 235-26 

51-343 奈平 皿 2 2.71 2.8 501N20'W 隅丸方形 カマド NW 。 。 。 7.90 6.49 235 -53 

SI-344 奈平 I -2 3.5 3.31 70 N25'W 隅丸方形 カマド h刊札I 。 。 o 1- (11.90) (10.70) 235 -52 

51-345 奈平 皿4 4.3 701N153'W 方形 カマド 5 。 。 o 1- (16.50) (14.20) 235 -45 

51-346 奈平日 4.0 3.81 80 N57'E 方形 カマド NE 。 。 。ー 15.04 13.03 235-19 
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時期小 長さ 申肩 深き 主軸 火所 貯蔵 貯蔵穴
面積 而積 面積

位置
遺構Nu 時代

区分 (m) (m) (m) 方位
形状 火所

位置
主柱 出λ口

穴数 位世
上fsi形 床而 柱穴問 備 考

グリッド
(rr!) (，吋) (nl) 

51-347 奈平 3 カマド 23S一日9

51-348 奈平 皿 lor2 2.9 2.4 70lN25W 方形 カマド h刊へJ 。。o 1- (6.70) (5ω) 23S-51 

51-349 奈平 3 3.3 3.2 391N13' E 間丸方形 カマド N 。。。日 10.40 8.66 22R -18 

51-350 奈平 田一l 2.5 2.7 221N55' E 隅丸方形 カマド NE 。。o 1- 6.45 5.51 23S-20 

51-351 奈平〉 3.0 3.0 361N46'W 隅丸方形 カマド NW 。。。 (8.80) (7.20) 23S-21 

51-352 奈平 1 -2 5.0 49 651N8'W 方形 カマド N 4 。 25.48 23.10 -6.11 23Q-92 

51-353 奈平 皿-3 2.9 3.0 38IN77'W 隅丸方形 カマド W 。。o 1- 8.45 6.71 225-43 

51-354 奈平 1 -1 2.9 2.9 211N4'W 隅丸方形 カマド N 。。o 1- 8.66 7.52 22R -11 

51-355 奈平 1・2 -1 4.5 451N 方形 4 o 1- (20.90) (l8.90) 5.11 23Q -93 

51-356 奈平 1-1 4.2 4.5 341NII'W 隅丸方形 カマド2N，E 。 。 18.50 16.55 22R -48 

51-357 奈平 皿ーl 4.6 4.7 511N6' E 方形 カマド N 4 。 22.01 20.14 5.48 23Q -83 

51-358 奈ι平 1-1 6.0 0.0 361NII'W 方形 カマド N 4 。 (33.10) (30.90) 9.20 23R -04 

51-359 弥生 5.4 4.6 341N74'W 小判形 炉 W 4 。。 23.68 21.27 5.78 23R -22 

51-3ω 奈平 回一i 4.0 4.0 661N4' E 方形 カマド N 4 。。 15.03 12.59 4.01 23Q-81 

51-361 奈平 皿-2 3.9 3.6 44IN55'W 方形 カマド NW 。 。 14.96 12.37 22Q-89 

51-362 奈・平 I 2.6 2.6 30 IN31' E 方形 カマド N 。。。 7ω 5.84 22R -97 

51-363 奈平'" 461- 。。。 22S-17 

51-364 弥生 4.4 3.5 30 IN39'W 小判形 炉 中央 K 4 o 1- 22Q -99 

51-365 奈平 田-4 2.9 3.3 221NIアE 方形 カマド N 。。o 1- (9ω) (8ω) 22R -67 

51-366 奈平 2.2 2.2 35 隅丸方形 カマド NW隅 。。。 4.97 4.01 22Q-86 

51-367 奈平 皿-4 -1 3.4 251N29'W 問丸方形 カマド NW 。。o 1- (12.30) (ll∞) 22S-49 

51-371 奈平日 2.9 2.8 751N30' E 問丸方形 カマド N 。。。 8.16 6.16 18Q-94 

51-372 奈平 1・2 3.9 4.2 451NI8'W 間:tl方形 カマド N 4 1 15 16.76 15.32 3.82 17Q-88 

51-373 奈平 皿 2 2.6 2.5 70lN78' E 隅丸方形 カマド E 。。。 (6ω) (5.70) 17Q -98 

51-374 奈平 目 1-3' 3.7 50 方形 。。o 1- (l420) (l2ω) 17R -09 

51-375 奈平 皿-2 3.6 3.7 68INII5'W 方形 カマド 5W 。。o 1- (13.20) (l1.40) 17Q-96 

51-377 奈ー平 1 -2 2.2 2.6 651- 隅丸方形 カマド NE隅 4' 。 5.44 4.64 1.58 17R-12 

51-378 奈平 田 3 3.8 3.8 451N83'W 方形 カマド W 。。o 1- (14.60) (13.34) 16R -39 

51-379 奈平〉 3.0 651N70'W 方形 カマド》 W? 。。。 (9.40) (8.30) 16R -03 

51-380 奈平 1・2 2.5 2.5 ω 隅丸方形 カマド NE.隅 4' 。。 6.08 4.90 0.80 17Q-82 

51-381 奈平'" -1 3.4 151N 隅九方形 カ7 ド N 。。。 (ll∞) (9.30) 24P-89 

5X∞4 古墳前 7.0 3 151N30'W 隅丸方形か炉 中央 NE 3 〉 ， " ー益
〉 3 19U-74 

小和l形

第15表掘立柱建物跡観察表
( )は推定値

規格 桁行長 梁行長 柱!日1寸法 面積 柱穴径 柱穴深
柱穴深

桁行方位 位置 調査
遺憾No.

(梁×桁) (m) (m) (m) (nl) (cm) (cm) 
平均 (') (グリッド) 年度

備 考
(cm) 

SB-OOl 21UJ x31日i 6.9 4.2 2.0-2.5 28.98 79-121 35-62 49IN-ll-E 19R-88 1989 SB∞2と重複

SB-002 身舎 21悶x2問 4.2 4.1 1.8-2.6 17.22 48-120 28-64 46IN-7-W 19R-79 1989 南氏。 SB-OOlと重複

全体 21Hl x 31~l 5.6 4.1 1.2-2.6 22.96 44-120 28-64 46 

SB∞3 2UIl x2UIl 4.3 3.7 1.5-2.2 15.91 40-116 16-40 28IN-IO-W 19R-58 1989 総柱 SB-002にI軒近

SB-004 2陪Ix3問 6.8 4.3 2.1-2.4 29.24 78-104 80-100 90IN-6-W 19U-54 1989 総柱 SI-003・006と重複。 (束柱除外)

SB-∞5 21日1x311司 ~.~ 3.9 1.4-2.1 21.45 36-104 16-76 46IN-15-W 19U-23 1989 SB-006(A)・∞6(B)と重複

SB-∞6(A) 2111j x31Bl 5.0 3.4 1.2-1.8 17.00 36-112 12-52 32IN-IO-W 19U-23 1989 SB-∞5・006(B)と重複

SB∞6(B) 2防]x2問 4.2 3.9 1.6-2.6 16.38 60-160 N-8-W 19U-23 1989 SB-005 ∞6(A)と重複

SB-∞7(A) 身舎 21悶x2間 3.2 2.6 1.3-2.0 8.32 28-72 60-92 76IN-7-¥即 19U-13 1989 総柱.南庇。 SB-008・009と重複

全体 2問x3問 4.5 2.6 1.2-2.0 11.70 28-92 24-92 58 建て替え。旧SB-∞8→∞9→oo7(A)新

SB∞7(B) l問x2111J 3.0 2.9 1.4-2.9 (8.7) 44-68 40-72 56IN-20-W 19U-03 1989 SB-007(A)・∞8・0091こ南近

SB-008 2問x2間 3.8 2.9 1.3-2.1 11.02 40-120 56-72 64 1 N-7-W 19U-13 1989 総柱 SB∞7(A) .00ヨと重複

建て替え.旧SB-008→∞9→007(A)新

SB-009 21問x21Hl 3.7 2.7 0.8-2.0 9.99 44-116 44-68 56IN-7-W 19U-13 1989 総柱 SB-007 (A) . 008と重複

建て替え。旧SB-008→009→007(A)新

SB-Ol0 21旬x2間 3.0 3.0 1.4-1.5 8.70 44-100 56-84 70IN-17-W 19T-93 1989 総柱。単独

SB-Oll 21瑚x31111 6.5 4.1 1.9-2.4 26.65 44-76 24-72 48IN-22-W 19T-84 1989 SB-044と重複 SB-027に西近

SB-012 21Hl x 2~n 3.9 3.5 1.6-2.0 13.65 36-56 12-48 30IN-71-E 19U-46 1989 SB-013と重複

SB-013 21Ml x3r.1I 6.6 4.2 2.0-2.3 (2772) 36-72 24-72 48IN-ll-W 19U-47 1989 SB-012・SI-015と重複

SB-014 2問 x3附 4.8 3.0 1.4-1.6 14.40 44-84 16-80 4810 20U-43 1990 SB-033と重複 SB-015に西近 SI-0171こ南西近

SB-015 身舎 21Hl x2間 3.8 4.1 1.8-2.2 15.58 40-96 16-44 30IN-l0-W 20U-31 1990 東庇 SB-016 . 033と重複 SB-014に束近 SI-

全体 2間x31UJ 5.0 4.1 0.9-2.4 20.50 40-115 16-76 46 016に南近.周辺に小穴多し

SB-016 2問x31Ml 5.1 4.0 1.6-2.1 20.40 36-84 24-96 60IN-1l-¥町 20U-31 1990 SB-015と重複 SI-029に北近。 51-016に南近

SB-017 2開x31羽 5.3 4.1 1.6-2.2 21.73 48-120 28-68 48IN-7-W 20U-21 1990 SB-034 . SI -029と重複 SI・019に東近。 51-016

に南近

SB-0l8 21UJ x3間 5.5 4.3 1.7-2.3 23.65 52-72 56-68 62IN-14-W 19U-07 1990 5B-028と重複 SB-0201こ東近
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規格 桁行長 梁行長 柱問寸法 面積 柱穴径 柱穴深
柱穴深
桁行方位 位置 調査

遺構1¥a 、F均 {簡 三宮d二

(梁×桁) (01) (m) (01) (rri) (cm) (cm) 
(cm) 

(') {グリ、ノド) 年度

5B-019 身舎 21ilJ x3問 4.6 4.3 1.2-2.4 19.78 80-148 56-80 68IN-ll-W 19U-18 1990 ï~j北両庇 5B-020と重複 5B-018に北山近

北此 1.7 4.3 1.8-2.4 7.31 84-104 64-68 66 

南l庇 1.9 4.3 1.8-2.2 8.17 84-88 60-80 70 

全体 21111 x51nJ 8.2 4.3 1.2-2.4 35.26 80-148 56-80 68 

5B-020 身舎 31MJ x 3問 6.4 4.7 1.4-2.2 30.8 60-76 44-88 62IN-17-W 19U-08 1990 南[庇 5B-019と重複 5B-035に北京近.

全体 31m x 41gJ 7.8 4.7 1.3-2.2 36.66 48-76 36-88 46 5B-018に西近

5B-021 身会 21111 x31HI 5.2 3.7 1.6-1.8 19.24 36-60 20-48 34IN-12-W 19U-90 1990 -*庇 51-020・027'5B-035と重複 5B-022. 023 

全体 31m x 31m 5.2 5.1 1.5-1.8 26.52 20-60 20-60 46 に京近

5B-022 2111] x3111j 6 4.2 1.9-2.4 25.20 64-120 24-8'1 541N-11笹川f 2OT-81 1990 5B-023 . 024 . 51-024・027と重複 5B-0211こ酋近

5B-023 21IU x3/1lJ 5.6 3.8 1.6-2.1 21.28 40-96 36-92 64IN-IO-¥町 20T-81 1990 5B-022 . 024 . 51-024・027と重彼 5B-021に西近

5B-024 2r.fJ x31ilJ 6.9 4.7 1.6-4.4 32.43 68-128 28-44 36IN-4-W 20T-81 1990 5B-022・023. 51 -024 . 027と重複 5B-021に西近

5B-025 身舎 2問x21m 3.6 3.8 1.3-2.0 13.68 72-100 28-52 40IN-85-E 19T-65 1990 南庇 5B-026'SI∞8と重複 SB-043・044に
全体 21日Jx3lin 4.9 3.8 1.2-2.0 18，62 36-100 24-52 38 南近

5B-026 2m] x2fllJ 3.9 3，7 2.4-2，0 14.43 40-84 24-36 30lN・14-W 19T-65 1990 5B-025 . 51-∞8と重複 5B-043・0441こ南近
5B-027(A) 2問Jx2 r.~ 2.8 2.8 1.3-1.6 7.84 48-120 40-48 44 I N-5-W 19T-82 1990 総柱. 5B-027(B)と重複 5B-0111こ東近

5B-027(B) (柱穴31，!;) 1.4-1.6 84-128 36-60 48IN-25-W 19T-82 1990 5B-027(A)と重複 5B-Ollに東近

5B-028 31UJ x 3ml 6.4 4，6 1.5-2.2 29.44 44-88 24-64 44IN-16-W 19T-96 19卯 5B-018 . 51-025と重複 5B-029に南西近

5B-029 31UJ x 3問 5.8 3.8 1.1-2.1 22，04 72-112 20-64 421N-1O斗町 19U-15 1990 5 B-030 . 045 . 51-007と重惚 5B-028に1t近

5B-030 21，日Jx31liJ 6.8 4，5 2，2-2.3 (30，60) 52-84 28-80 54IN-9-¥ザ 19U-26 1990 SB-029' 031・045・51-015と重複 5B-018に北京近

5B-031 身合 2mJ x 31111 7，0 4.3 2，1-2，5 (30，10) 56-80 40-60 50IN-14-W 19U-26 1990 東庇 5B-030. 045 . 51-015と電抜

全体 31111 x 41~H 7，0 5.9 1.1-2.5 (41.30) 36-80 20-60 40 5B-029に北西近 5B-032に南京近

5B-032 (21il] x31:日) 6.4 4.2 0.9-2.1 (26.88) 32- 1O~ 8-68 38IN-l0-W 19U-38 1990 51-018と重複 5B-019に北近。 5B-013に北凶近

5B-033 2/11J x211H 4.5 3.8 1.8-2.4 17.10 72-128 12-56 34IN-84-W 20l!-32 1990 5B-014 .015と電複 5B-016に北西近

5B-034 2ml x 31M] 6.4 4，5 2，0-2，2 28，80 64-180 40-80 60IN-I-W 20U-11 1990 5B-017・51-019. 029と重複 5B-016に南西近

5B-035 21nJ x3間 5，8 4.1 1.4-2.2 23.78 60-92 48-92 70IN-90-E 19T-89 1990 5B-021 . 51-028と重複 5B-020に南丙近

5B-036 2IHJ x 3IHJ 5.5 4，1 1.6-2，2 22.55 64-100 40-80 60IN-82-E 19T-69 1990 5B-037・038と重俊 5B-035に南西近

5B-037 21::1 x2r.n 4，2 4.1 1.4-2，8 17，22 48-94 12-104 58IN-81-E 19T-69 1990 5B-036・038と重複 5B-035に南西近

5B-038 21111 x2間 3.0 2.2 1.0-1.6 6.60 40-70 28-100 64IN-75-E 19T-69 1990 SB-036 . 037と重複。 5B-035に南近

5B-039 2liIJ x 21m 3.4 3.4 1.4-1.8 11.56 60-104 50-76 63IN-15-W 19T-78 1990 総柱守 5B-040と丞続。 51-028に南東近

5B-040 2問x2開i 3.9 3，9 1.8-2.2 15，21 76-96 24-48 36IN-8-W 19T-78 1990 総:柱 SB-039と重俊 SB-035に南米近

5B-041 31:U x31:司 6，8 4.6 1.4-2.4 (31.28) 44-116 44-76 60IN-80-E 19T-76 1990 5B-042 . 51-026と重複 5B-040に束近

5B-042 31m x3間 6，3 4.8 1.3-2.4 28，98 56-128 40-76 58IN-IO-W 19T-76 1990 5B-041 . SI-026と重品1. 5B-040に北近

5B-043 211lJ x3問 5，6 4，0 1.6-2，0 22.40 52-80 12-68 40IN-85-E 19T-75 1990 5B-044 . 5ト008・026と重複 5B-026に北近

5B-044 2m] x31fll 6.0 3，8 1.8-2，2 22，80 44-112 32-80 56IN-81-E 19T-74 1990 SB-OI卜似3と重複 51-(氾8'026と重複 5B-026

に北近

5B-045 3sij x 3r.n 6.0 4.0 1.l-2.2 (24.00) 40-55 16-48 32IN-87-E 19U-16 1990 5B-029' 030・031とifI複

5B-046 mx3r.n 4，8 3.111.5-1.6 14，88 32-52 16-28 22IN-6-E 19T-43 1990 単独

5B-047 21111 x31m 6，3 4，4 2，0-2，3 27，72 85-100 40-68 54IN-5-W 19T-33 1990 単独

5B-048 2m] x 3111] 0.0 3，9 1.6-2，2 21.45 78-ll2 50-68 591N-89・E 19T-24 1990 単独

5B-049 21UJ x31UJ 6，3 4.4 1.7-2.3 27.72 76-92 30-40 35IN-85-E 19T-27 1990 単独

SB-050 21日Jx3問 5，3 5，312.4-2.7 28.09 87-124 48-52 50IN-IO-E 205-31 1990 !ji~1i 

SB-051 2mJ x3r.IJ 4.7 3.81 1.5-2.1 17.86 36-48 24-40 32IN-7-W 205-63 1990 rhl.た単独

SB-052(A) 2tl1J x3111J 5，6 3.91 1.7-2.1 (21.84) 68-128 20-76 48IN-90-E 23Q-63 1990 5B-052(8)にitJ近

5B-052(B) 21品Jx21日l 4，1 3，91 1.8-2.0 (15.99) 60-125 38-60 49IN-90-E 23Q-72 1990 SB-052(A)に北近

5B-053 21MJ x31，日1 5，3 3.411.5-1.8 18，02 82-96 38-68 53IN-19-E 23Q-60 1990 SI-043(A) . 043(B) .046と重絞 5B-055に北近

5B-054 21出x31日1 5.6 4.01 1.7-2，0 22.40 82-120 64-78 71IN-78-E 21Q-29 1990 51-060と重複 5B-059に商近

SB-055 2111J x 21UJ 3.5 3.51 1.6-1.8 12，25 60-88 36-60 48IN-16-E 23Q-80 1990 単独 5B-0561こ西近

SB-056 (-)111] x3問 5.4 ←1.5-2.1 72-108 62-78 701 (N-71-W) 22Q-88 1990 51-050と重複 5B-055に東近

5B-057 (-) 1111 x 3問 4.9 -11.4-1.7 -164-100 30-50 401 (N-75-E) 22Q-50 1990 

5B-058 (-)IIIJ x (-)1:11 2.6 -1 64-92 I 32-36 34I(N-37-W) 22Q-31 1990 SI-053 . 054と重複

5B-059 21日Jx21剖 4.3 4.1 2.0-2.3 (17.63) 72-88 36-56 ~6 IN-67-E 21Q-38 1990 SI-059 . 060と重複 5B-054に東近

5B-060 身舎 21m x31:円 5，0 3611.5-1.9 18.00 76-108 40-96 681'1-37-E 19V-30 1991 SI-079と重複

全体 3問x31m 5，0 4，8 1.5-1.9 24.00 76-108 32-96 64 

SB-061 身舎 21m x311fJ 5，0 4.2 1.5-1.9 21.00 68-118 24-64 48IN-32-E 19V-02 1991 SB-070・SI-108と重複

全体 21m x4!ffj 6.1 4.2 0.9-2.4 25.62 68-118 24-92 58 

5B-062 21m x31IJJ 7，0 4.6 2.0-2.4 32，20 84-120 72-112 92IN-9-W 20U-72 1991 iii11i 

5B-063 31111 x 31削 6.3 4.7 1.2-2.2 29.61 56-96 20-44 32IN-ll-W 18T-60 1991 Sト104.107と重娘。 5B-068に南近

5B-064 21111 x31HJ 5，0 3，71 1.5-2.1 18.50 56-76 26-64 45IN-3-E 17T-38 1992 単独

5B-065 2間x3問 6.4 4.1 1.8-2.4 26.24 80-108 30-56 43IN-13-W 18T-30 1992 単独

5B-066 2111] x 3問 5.4 4，11 1.7-2.2 (22.14) 44-80 30-52 41IN-80-E 18T-35 1992 5B-067に束近. 51-084' 085と重複

SB-067 21日1x 31[11 7.4 4，2 1.9-3，0 31.08 40-100 16-54 35 1 i¥-72-W 18T-37 1992 総柱。 5B-066(こ丙近

SB-068 31nJ x3/HJ 6.7 4.8 1.5-2.4 (32，16) 36-52 30-70 50IN-l-E 18T-80 1992 5B-063に北近。 51-(防 -ω9と重複 51ω5に間近

SB-069 2ml x 2IfO 4.0 3，5 1.4-2.0 14，00 44-132 24-80 52IN-IO丸町 18T-40 1992 総柱.単独 5B-073に商近
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規絡 桁行長 梁行長 柱IIfj寸法 面積 柱穴径 tJ穴深
柱穴深

桁行方位 {立 îrl~ 調査
遺構¥0

(梁×桁) (m) (m) (m) ( ni) (cm) (cm) 平均 (0) (グリyド) 年度
備 考

(Cm) 

SB-070 31UJ x5111J 7.4 6.2 1.4-2.1 45.88 80-120 36-80 58IN-40-E 19V-02 1992 SB-061・Sト108と重複

SB-071 21111 x31f{] 6.3 4.1 1.9-2.3 25.83 ω-92 32-56 44IN-4-E 18T-47 1992 SI-083・093と重複

SB-072 21m x31UJ 5.2 4.0 1.4-2.1 20.80 70-92 12-80 461N-8トE 18T-32 1992 1格制!

SB-073 11日1x21:J1 2.8 2.6 1.2-2.7 7.28 40-56 50-80 65IN-I-E 17T-59 1992 単独

SB-074 2mJ x31fIJ 5.4 3.7 1.6-1.9 19.98 52-85 25-58 42IN-75-E 20R-89 1992 SB-075 . 077 . 080と重絞 SI-119と重俊

SB-075 21111 x31m 5.7 3.7 1.6-2.0 21.09 62-92 20-68 44IN-23-E 20R-89 1992 SB-074 . 077 . 080と!TI抜 SI-1I9と重複

SB-076 2.0-2.2 -1 60-72 42-72 571- 20R-77 1992 SI-1I7に北近 SI-118に束近

SB-077 (21111) x31:11 る8 4.0 1.8-2.0 (23.20) 60-92 20-44 32IN-18-E 20R-99 1992 SB-074 . 075・080・SI-119と近絞

SB-078 21:11 x (3J:日) 6.2 4.7 2.0-2.5 29.14 64-108 12-88 501N-2トE 20R-68 1992 SI-118・120とill複

SB-079 21111 x (-)問 3.8 1.6-2.0 -1 32-48 20-50 35IN-26-E 21S-00 1992 SI-121と丞複

SB-080 4.9 -11.3-1.8 32-'18 18-36 27IN-49-W 20R-99 1992 SB-074 . 075 . 077と兎桜

SB-081 21m x 31m 6.8 4.4 1.9-2.4 29.92 56-136 40-60 50IN-17-W 17T-97 1993 単独 SB-083(A). 083(8)に北近

SB-082 1I:JJ x 11:11 2.0 2.0 2.0-2.0 '1.00 85-92 48-52 50IN-20-E 17T-36 1993 単独

SB-083(A) 31111 x 31:11 6.4 5.6 1.5-2.4 35.84 60-120 32-55 44IN-18-W 17T-76 1993 SB-081に雨近 SI-145' 147に北京近

SB-083(B) 2m] x2r.H 4.0 3.4 2.0-2.2 (13.60) 68-140 36-56 46IN-63-E 17T-76 1993 58-081に南近 SI-145' 147に北東近

SB-084 21:11 x3間l 4.9 3.3 1.6-1.9 16.17 64-80 22-45 34 1 N-86-W 190-50 1993 I柱主1!

SB-085 2問x2nll 3.8 3.1 1.4-1.9 11.78 44-60 20-44 32IN-82-W 17Q-24 1993 単独

SB-086 21m x 2m] 4.5 4.0 1.6-2.4 (18.00) 40-80 20-52 36IN-13-W 17Q-43 1993 SB-089 . SH 97と重複

5B-087 21111 x (ー)1111 3.1 一1.5-ー -1 48-56 20-44 30IN-85-W 17Q-56 1993 単独

5B-088 311日x(ー)IHJ 4.0 一1.2- 64-80 20 20IN-15-E 18Q-78 1993 単独かっ (東側範囲外)

5B-089 21:JJ x21:JJ 4.2 3.8 1.8-2.6 15.96 40-80 16-48 32IN-3-¥町 17Q-43 1993 5B-086' 5[-197 と if~抜

5B-090 (ー}!II]x41UJ 7.0 -11.5-1.8 -1 45-52 40-60 501N-2トE 18Q-40 1993 5]-]95 . 198と重複

5B-091 20-52 8-60 341- 17Q-43 1993 5B-086・089と正E複

5B-100 身舎 21:1] x 21M] 4.1 4.0 1.8-2.1 16.40 

2H日x31剖 6.2 ~.O 1.2-2.4 24.80 

全体 61HJ x 4IUI 10.6 7.7 1.2-2.8 81.62 80-148 52-68 60IN-85-W 225-83 1994 5B-IOI に北西近 5ト300. 301・302と電波

5B-IOl 21m x 21:11 (311l1) 4.1 3.8 1.2-2.0 15.58 52-136 24-75 50IN-20-E 225-72 1994 単独 5B-l00に，*i近
SB-I02 311lJ x31:rJ (4111j) 6.7 4.6 1.1-2.2 30.82 64-160 24-50 37IN-2-W 225-75 1994 単独 5B-1001こ商問近

5B-I03 31m x3tuJ 6.2 4.6 1.6-2.2 28.52 70-108 20-52 36IN-17-E 22S-56 1994 SB-104とijj:複

5B-104 21m x (31t11l 4.0 3.2 1.3-2.1 -1 48-96 12-44 281 N-20-¥平 225-56 1994 5B-103と重妓

5B-l05 31m x51fIJ 11.2 5.4 1.6-2.4 60.48 96-128 44-ω 52IN-5-E 22R-57 1994 SI-321・365と重複 SI-322・324に東近

SB-I06 21m x3問 5.4 4.2 1.9-2.1 20.68 80-130 40-74 58IN-27-E 22S-43 1994 51-353と重複. 51-310に北京近 5B-l111こ市近

5B-l07 2r羽x3mJ 6.6 4.0 1.8-2.4 26.64 64-94 24-68 46IN-16-E 225-17 1994 単独

5B-I08 21，悶x2r.n 4.8 4.3 1.9-2.4 20.64 80-100 40-60 50IN-13-E 23R-00 1994 5B-I09と重複。 5B-120北西近

5B-I09 23R-00 199叫 5B-108と11"¥

5B-1I0 211司x3tUJ 7.7 5.1 2.4-2.6 39.27 98-144 55-68 62IN-8-E 22R-98 1994 5B-117と重複 51-362に西近

5B-1I1 21HJ x3問 5.1 4.2 1.6-2.0 21.42 68-136 12-51 32IN-27-E 225-53 1994 5B-106に北近

5B-1l2 2HII x31日j 4.8 4.5 1.3-2.4 19.20 76-132 42-64 53IN-81-W 22T-03 1994 5B-1I3' 114と重複 5B-100に北近

5B-113 21m x21UJ 4.<1 3.7 1.6-2.3 16.28 92-128 39-45 42IN-79-W 22T-04 1994 5B-112・114と重綾 5B-1001こ北近

5B-114 2mJ x 2UH 4.4 4.1 1.8-2.6 18.04 65-128 29-88 591N・65-W 22T-04 1994 5]-]12.113と重複 5B-I001こ北両近

5B-1I5 21m x311l1 5.1 4.1 1.8-2.1 20.91 72-100 24-46 35IN-12-W 225-19 1994 51-318と重複.5B-1I0・117に北凶近

5B-116 2HU x 3UlJ 7.2 4.6 2.0-2.4 33.12 80-136 30-56 43IN-7-E 23R-50 1994 単59!.51・327・328に北近

5B-117 31111 x31自1 6.1 4.7 1.4-2.0 28.67 80-128 29-65 47IN-90-E 22R-98 1994 5B-110と重複 51-362に西近

5B-118 21目1x41剖 7.1 4.2 1.6-2.2 29.82 64-116 32-84 5810 22R-36 1994 5B-121・122と重複 5B-I051こ南近

5B-119 2↑I:IJ x 41IJI 8.3 4.6 1.8-2.8 38.18 60-112 12-80 46IN-89-E 235-01 1994 5B-123・51-315・317と.ill複 51-3501こ南西近

5B-120 21尚x211U 3.8 3.2 1.4-2.2 12.16 44-80 32-60 46IN-I0-E 23Q-90 1994 総柱? 5B-129と重複 51-360に北近

5B-121 2問x31l1J 4.4 3.6 1.2-1.8 15.84 60-100 28-56 42IN-12-E 22R-37 1994 5B-118'122と重複

5B-122 21m x31Hl 6.1 3.5 1.6-2.4 21.35 72-160 64-72 68IN-80-W 22R-37 1994 5B-118・121と重複

5B-123 31m x3tnj 4.3 4.2 1.3-1.6 18.06 52-80 20-60 40lN・3-W 235-12 1994 5B-119' 51-317と重複

5B-124 2間x3H11 7.3 4.7 2.3-2.5 34.31 76-128 50-64 571N-14・E 235-36 1994 Sト309とifi複 51-3081こ東近

5B-125 身令 211司x21l日 3.3 3.9 1.7-2.1 12.87 84-260 '10-88 64IN-18-E 225-61 1994 北庇単独 5B-I01に東近

全体 21:1J x 31111 4.9 3.9 1.1-2.1 19.11 84-260 24-88 56 

5B-126 21111 x31:11 6.2 4.5 1.7-2.4 27.90 80-128 50-84 67IN-11-E 23R-84 1994 51-330と重複 51-333に北京近 51-334に北西

近

5B-128 身舎 31111 x4問 8.5 5.2 1.2-2.5 44.20 72-140 14-100 57IN-79-W 23R-43 1994 51-335と重複 51-319に南近

全体 41問x41lH 8.5 7.4 1.2-3.9 62ω 72-140 14-100 57 

5S-129 llH1 x211l1 2.4 1.91 1.2-1.9 4.56 60-92 20-60 40 I N-32-E 23Q-80 1994 51-120と重複. 5ト360に束近 51-36に西近

5B-141 21削x2問 4.3 4.2 1.8-2.3 18.06 68-100 50-80 651N-80・E 17Q-88 1995 51-372と重複 5ト209に*近 51-3731こ南近
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第16表 奈良・平安時代竪穴住居跡出土土器観察表

S1001土器表

遺構 No i主記 ~:H量 器形 U径 l氏径 器高
遺ff: 色調
% 内l師

51-001 1 1 32，35，40，62， jii恵;r. 村、 13.2 7.5 3.4 80 !天
19R-67-1 

51-001 2138，72 須恵器 杯 14.8 8.0 4.0 30 灰

51-001 3 1 10 須恵、器 何、 14.8 8.4 3.7 30 褐灰

51-001 4 141，45 須7ι?:f 十干 14.6 8.0 4.0 20 
"正

51-001 5 18，73 須恵器 杯 14.2 3.2 10 亦灰

51-001 6 149，71 須恵;時 何、 14.6 -1 2.95 10 灰

51-001 7 172 須恵:r.~ 柄、 12.6 3.2 10 灰褐

51-001 8 165，71 ~ñ!!ï，~品 杯、 8.0 2.9 20 褐灰

51-001 9 111 土師器 折、 6.8 1.3 10 i長褐

51-001 10151 t師器 望E 21.4 4.2 10 淡赤禍

51-001 11 77 土師器 望E 8.4 1.4 30 H音褐 ー
果樹

51-001 1219 土師*品 望E 9.2 2.8 10 H音絢

51-001 13 46 土師23 3担 24.6 6.0 10 にぶし、
赤褐

51-001 14 11，12 をf(忠器 受 21.6 10 l列渇
淡褐

51-001 15182 須!J!.@ 甑 -1 14.0 6.9 10 控褐

51-001 1615 陶?~ 壷 -1 10.4 3.3 10 淡褐

S1002土器表

遺構 ~Q 注記 *十種 *手形 口径 底径 器商
遺存 色調
% 内面

51-002 1 1856，857 土師器 杯、 9.3 1.9 10 赤+日

51-002 2 11，442 t師器 折、 14.2 2.1 10 製型
褐

51-002 3 11，242，706， 須恵i器 何、 13.5 7.4 4.0 40 H古灰
738，857 

51-002 4 141，75，155， 須恵、器 杯 14.4 9.5 3.7 70 日音褐
157，267，708， 
709 

51-002 5 1 707， 788， 826 須恵?:; 杯 15.4 8.8 4.4 30 赤極

"正

51-002 6 1911， 須恕;r. 相; 13.6 7.4 3.4 30 灰白
19U-89-1 

51-002 71872，903，917， 須恵~;; 杯 13.2 8.6 4.6 50 灰褐
919，920，921 !疋

51-002 8 1913， 19U-77 m恵、?:; 杯 14.0 8.6 4.2 40 灰

51-002 9 1 777 5良官、:r.~ 杯 14.2 9.0 4.4 20 赤褐
灰褐

51-002 10 279，907 須恵?;; 折、 14.2 10.0 3.8 10 灰白

51-002 11 324 須恵札予杯 14.0 9.2 3.8 20 暗灰

51-002 12 209，217，232， 須恵器 杯 14.6 8.8 3.7 30 灰白
689 

51-002 131914 ~1{ ![(~if 何、 14.2 3.7 10 灰1tI
灰黒

51-002 141267，19U-77 須恵器 粁、 14.0 3.9 20 青灰

51-002 15 1 718，1018 ~Ji}~.;r~ 料、 13.2 2.6 10 灰灰
褐

51-002 161792 須恵、?，:; 杯 8.4 2.1 10 l疋

51-002 171321 ~J'î :IJ!、総 柄、 8.2 2.2 10 灰褐

51-002 181619 須忠器 柄、 7.8 2.1 10 褐灰

SI-002 191873 須忠23 何、 8.6 0.9 10 灰褐

色調
胎土

外面

I五

1]( 

褐灰

!え

赤j五

!天

灰褐

制灰

明褐 説、

黒褐

淡赤褐

赤倒

呉褐
掲

にぶい
赤褐

l別制。
陪褐

灰褐

淡H音褐

色調
胎上

外liii

赤尚 密

淡赤褐 苦f

l情!大

1Il'i筒

赤燈
1]( 

灰白 密

!λ 褐
!天

灰 言E

赤褐 密、

灰褐

灰白 密

l暗灰 ¥1'; 

灰白

灰褐
灰.rl~ 

青灰

灰灰
褐

1]( 

l長褐 ?苦

褐灰

灰褐
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混入物 調整内i[i 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
成形調整

砂粒少 l叶転へラ
ケズリ

砂粒少 手持ちへ
ラケズリ

砂粒少 手持ちへ
ラケズリ

粗白色粒子 手持ちへ

多。砂粒少 ラケズリ

砂粒乳向 ロクロ成

色粒子 形。調整。

砂粒少 ロクロ成
形。調準。

砂粒少 回転ヘラ
ケズリ

粗白色粒子・ 回転へフ

害母砂粒 ケズリ

砂粒少 l自転ヘラ
ケズリ

相I粒子砂 ヘラナデ・ ヨコナデ 常総型

粒多 ヨコナデ ナデ

組白色粒子・ へラナデ ヘラケズリ 底部木紫痕 常総型

砂粒多

制凶色粒子ー ナデ ミガキ 底部木業jii 常総型
砂粒赤色
スコリア

砂粒粗粒 ヘラナデ ナデヨコ 常総型

子多 ナデヨコ ナデ
ナデ

砂粒乳白 タタキ タタキ
色微細粒少

砂粒赤色 タタキ・ナ タタキヘ ヘラ持き

スコリア デヘラケ ラケズリ I-f J。
乳白色微細 ズリ ナデ 五イL
言l~

砂粒少 ロクロ loc 外而粕薬
形。調整。

混入物 調整l勾lui 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
成形調整

砂粒少 |ロl転ヘラ 赤彩
ケズリ

ロクロ成
Jf~ 

小石多砂 回転ヘラ
粒少 ケズリ

小石多。砂 手持ちへ 火棒
粒少 ラケズリ

砂粒雲母 回転ヘラ 線刻
赤色スコリ ケズリ 1 + (x)J 
ア少

砂粒少 l旦l転ヘラ
ケズリ

砂粒雲母 手持ちへ 内外l面Ii!
微細粒少 ラケズリ 耗

砂粒ー雲母 手持ちへ
徹組l粒少 ラケズリ

砂粒 ー雲母 手持ちへ
微細粒少 ラケズリ

砂粒雲母 手持ちへ 底部へフ
少 ラケズリ 書きI=J

白色粒子多 回転ヘラ
ケズリ

砂粒少 手持ちへ
ラケズリ

砂粒雲母 手持ちへ
微細校少 ラケズリ

紺|砂粒雲 ロクロ成

母 背5

乳白色微細1 ロクロ成

粒少 苛3

砂粒.白色 手持ちへ

小石少 ラケズリ

砂粒少 千持ちへ
ラケズリ

砂粒多 手持ちへ
ラケズリ

砂粒.小石。 手持ちへ
主母微細粒 ラケズリ
会、



遺構 ~Q 注記 器穣 器形 口径 J氏径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調撃外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外而 成形ー調整

51-002 20 16，274，429 須官、お 何、 8.0 2.5 10 褐灰 制灰 砂粒白色 手持ちへ

粒子少 ラケズリ

51-002 21 733 須!J.1，器 何、 8.6 2.0 10 i長褐色 淡褐色 密 小石雲母 手持ちへ

淡褐色 粒少 ラケズリ

51-002 22 938 須J3器 軒、 8.2 10 青灰 i!f灰 石英長石 手持ちへ ヘラ脅さ

雲母砂粒 ラケズリ 「人J
黒色炭化物

51-002 23 557 m恋~. 高台 12.0 5.5 10 i主赤褐 灰淡 赤色スコリ 回転ヘラ
付杯 褐 ア粒主;1正 ケズリ

粒砂粒少

51-002 24 1，857 須恋器 蓋 17.0 1.5 10 灰掲 灰褐 砂粒・雲母 ロクロ成

微細粒少 形

51-002 25 I 1 陶器 董i 7.6 2.0 10 淡灰褐 淡灰憾 ¥，!" ロクロ成 内面に11足利l
牙三 胴下端「と

ちん」

SI-002 26 236，256，734， 須恵器 判、 18.1 10.2 6.8 30 灰灰 灰灰 1車 雲1'1:.砂粒 回転ヘラ
741，743，807， 褐 褐 少 ケズリ

103 

51-002 27 72，113，114， 土師器 望E 24.4 31.7 30 明褐 I珂悩 砂粒雲母 ヘラナデ・ ミガキ ・ナ

118，122，167， 小石少 ナデヨコ デヨコナ

260，407，415， ナデ デ

419，424，614， 
652， 703， 857， 
19U-87 

51-002 28 702，793 土師器 '}Ji. 24.8 8.7 10 肌 JJJL 粗白色粒子 ヘラナデ ヘラナデ

砂粒少 ヨコナデ ヨコナデ

ヘラ7テ

51-002 29 790 土師告書 豊E 23.2 10.2 10 赤褐 功、褐 乳白色微細lヘラナデ ヘラケズ
思抱 県褐 粒砂粒赤 ヨコナデ リナデーヨ

色スコリア コナデ

51-002 30 5，31，34，112， 土師器 斐 24.5 14.6 10 明褐 I~J 褐 砂粒粗粒 ヘラナデ ヘラケズ

19U-77 思褐 !良住j 子多雲母 ヨコナデ リナデヨ

少 コナデ

51-002 131 13，67， 土師務 '}Ji. 22.6 6.6 10 淡赤禍 淡赤褐 砂粒粗粒 ヘフナデ ナデヨコ

19U-77-1 子多雲rJ ヨコナデ ナデ
j、

51-002 32 827 土師w.f 3草 24.2 3.8 10 i~ 褐 赤褐 石英長石 ヘラナデ ヨコナデ
主且褐 雲母スコ ヨコナデ

リア砂粒

51-002 33 930 土日市器 受 25.0 4.4 10 淡褐 l列褐 砂粒多 ヘフナデ ヘラナデ

ヨコナデ ヨコナデ

51-002 34 879 土師:r" 斐 22.8 2.5 10 赤尚 赤褐 砂粒多 ヨコナデ ヨコナデ

SI-002 35 72 土師出 事E 8.4 2.7 10 i先褐 淡湖 雲母微細粒 ヨコナデ ヨコナデ

晴樹 暗褐 少

SI-002 36 825 土師掠 望主 13.8 5.6' 10 里褐 赤褐 石英長石 へラナデ ナデヨコ 'i!i耗剥
雲母スコ ヨコナデ ナデ 離激しい

リア砂粒

51-002 37 54，63，64 須n.~~i品 阪 35.0 5.5 10 灰褐 灰褐 施、 砂粒雲母 タタキヨ タタキヨ

微細粒少 コナデ コナデ

SI003土器表

遺構 可a 注記 器種 器形 口径 底径 w.f高
遺存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外国 成形調整

51-003 1 1324 土師器 軒、 13.6 3.2 10 盟褐 褐且1褐 空監 砂粒少 ミガキ ヘラケズリ 呉色処理?

ミガキ

51-003 2 1665 土師器 望E 15.0 7.8 14.2 100 l情赤褐 H昔赤褐 砂粒多 ナテ・ヨコ ヘラケズリ 粘土紙巻き 内而煤付

ナデ ナデ 上げ痕 ;{I 

51-003 3 I 325，560，598 土師器 湯A量， 15.2 9.7 10 H音褐色 H音茶 砂粒 ナデヨコ へラケズリ

時褐色 ナデ ヨコナデ

黒

51-003 4 I 287，495，526 土師器 斐 14.6 6.5 10 淡褐 赤褐 密 砂校少 ヘラナデ ヘラケズ1)・

黒褐 ヨコナデ ヨコナデ

SI-003 5 J 664 土師¥ti十 斐 15.2 7.3 27.9 100 赤褐 赤褐 組l砂粒多 ナデヨコ ヘラケズリ 内I師煤付
ナデ 着

51-003 6 1661，667 土師w.f 斐 14.2 10 褐赤 黄褐 砂粒 ナデ(ヘ ラ ヘラケズリ

褐 ナデか) ヨコナデ

51-003 11 428，605 土師g~ 柄、 111.6 3.0 10 赤褐 赤禍 '&' 砂粒少 ナデヨコ ヘラケズリ 赤彩

ナデ ナデヨコ
ナデ

51∞3 12 67，343 須曹、総 判、 14.2 9.4 3.3 20 灰褐 "音褐黒 砂粒 ー雲 手持ちへ

i手 ラケズリ

51-∞3 13 546 士郎~~ 望E 21.4 3.8 10 淡褐 淡褐 砂粒 ヘラナデ・ ヘラナデヨ l
ヨコナデ コナデ

SI004土器表

遺構 刊a t主記 器移 器形 口径 底径 w.f高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内耐 調整外商
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外而 成形調整

5トω4 1 1733，834 土師器 十干 13.5 3.4 70 赤褐 功、褐 砂粒 ヘラミガキ ヘラケズリー 口縁部!告

ヘラミガキ 耗著しい

51-004 2 I 729，755，901 土師器 f干 13.8 4.0 90 赤褐 赤褐 砂粒 へフミガキ ヘラケズリ

51-004 3 192，481， 土師器 柄、 14.4 3.3 50 赤褐 赤禍 砂粧多 ヘラミガキ ヘラケズリ

714-1，717-2， 
720-3 

51-004 4 1840，901 土師器 判、 15.2 10.2 3.2 30 赤褐 赤褐 砂粒 ナデ ヘラケズリ 赤彩

51-004 5 J 830 土問R~ 何、 14.0 11.4 2.8 40 赤禍 赤禍 砂粒 ヘラミガキ 回転ヘラ 赤彩

ケズリ

-927 



遺構 注記 器極 r.量J~ 口径 J庄径 器商
逃存 色調 色識

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考Nu % 内面 外商 成形調整

51-004 6 1654，816 土師器 +干、 14.2 11.2 3.1 90 赤禍 捕、褐 砂粒 ヘラミガキ ヘラケズリ 赤彩

51-004 7 1 306，578，579， 土仰器 材、 14.0 10.0 3.1 40 赤褐 赤禍 砂粒 ナデ ヘラケズリ 赤彩

671，717-2 ナデ

51-004 8 I 734，738，909 上自p~:品 柄、 14.1 10.6 3.3 50 赤褐 赤褐 砂粒多 ヘラミガキ ヘラケズリ 亦彩

51-004 91714-1，829 上師~~ 何; 13.8 9.0 3.2 40 赤褐 赤褐 砂粒多 ヘラミガキー ヘラケズリ 赤彩 器而の荒

ヨコナデ れ著しい

51-004 101512 芽17E器 柄、 13.6 9.0 3.6 30 青灰 n灰 砂粒 手持ちへ

ラケズリ
切り離し

不明

51-004 11 290，521， 須官、器 十干 12.6 8.2 3.7 20 1'f灰 -ffJ.長 砂粒 凶転へラ

717-2 ケズ')後
ナデ?

切り離 し
イ司列

51-004 12 5日6，531，532， 1Il!J!.総 杯、 14.5 8.8 3.8 70 白灰 自灰 紺l砂粒 手持ちへ 務而燐耗

595 ラケズリ の為不明
際

51-004 13 804，812，868， *Ii!'!.~?号 軒、 14 9.6 3.7 70 青灰 予i灰 雲母里色 回転ヘラ

900，901 粒子混砂粒 ケズリ

切り離し

不明

51-004 14 853，901 1jü[î， ~i平 柄、 13.6 8.6 3.7 80 !克褐 灰褐 砂粒 切り厳し 務表fm事l
不19J 古与

51-004 15 511，718-2， 須y~r.器 f干 11.0 7.3 3.2 80 背灰 fi灰 雲母混紺1砂 千持ちへ 51-014と

719-2， 中立 ラケズリ 接合

51014-38 I~I 転ヘラ
切リ

51-004 161806 1ft恕器 柄、 14.6 8.3 4.3 70 古1* l'f灰 雲母白色 手持ちへ

粒子泌砂粒 ラケズリ
切り離し
耳、IlfJ

51ω4 171521，776，779， 3且恋~~ 杯 13.2 4.5 80 llf灰 背灰 イj英少，主: 手持ちへ

900 母微粒子多 ラケズリ

切り離し
技法不IlfJ

51-004 181717，737，741 ii(・IJ!.{.;-.f 何、 13.6 8.9 4.1 70 1'f灰 j'fJ天 砂粒 回転へラ 一部酸化
ケズリ 炎焼成と
ナデ なる器表

而謄耗

51-004 191669 1f~}J!.器 4干 13.1 9.2 3.5 100 灰掲 型褐 苦t 雲母砂粒 ナデ 手持ちへ ヘフ占き

!ポ悩 ラケズリ i=J 

51-004 20 635 1JülI.~i 十平 13.2 8.8 3.9 70 w.灰 青灰 雲母微粒子 手持ちへ

iR砂粒 ラケズリ

51-004 21 I 770，917 1Ii!J!.~;); 村、 11.4 8.2 3.0 50 背灰 背灰 12i 母白色 手持ちへ

粒子I昆砂粒 ラケズリ
切り離し

不明

51-004 221104 在i恋器 初、 16.0 10.4 3.8 50 背l天 1'r灰 '1tn微粒 f 間転へラ 外而一部粘
多 切り離し 土制t奴

加調整

51-004 231896 須恵器 杯 11.8 8.0 2.6 100 育灰 育灰 雲l，):i見調H砂 手持ちへ 再利用品
粒 ラケズリ

51-004 24 1 774，900 1.11s!.器 軒、 14.0 9.4 3.9 60 l!f灰 w.灰 雲母微粒子 手持ちへ
1昆砂粒多 ラケズリ

切り離し

不可l
51-004 25 1 754，20U-03 ;IiY}}.?，;i t干 12.8 8.6 4.3 30 1'fI長 子7灰 'L母微粒千 回転ヘラ

I昆紺11昔、粒多 ケズリ

51-004 26 I 318，837 在l!J.~、'*' tr 14.0 9.9 3.0 40 肯!火 「[灰 22母微粒 阿転ヘラ
子ー白色粒 ケズリ
子j昆砂粒 切り離し

不明

51-004 271703，716-1， 須官、器 柄、 11.8 7.0 3.7 50 w灰 f!f灰 ZL:母;見細砂 阿転ヘラ

901 4立 ケズリ
切り離し
ィ、11)]

51-004 281689 須山?:1 杯 9.6 2.1 10 背灰 台灰 2皇母I昆組!砂 手持ちへ 火禅
粒 ラケズ')

切り離し

不明

51-004 29 I 641，720-3 1.H!A: r，;f 村、 13.6 8.6 3.3 20 n灰 i'i-灰 J共色粒T-i見 手持ちへ
紺l砂粒 ラケズリ

切り離し

不明

51-004 301 752 iJl忠探 杯、 14.4 8.8 4.2 40 ，'i灰 首1火 砂粒 凹転ヘラ 線刻
ケズリ 火搾

51-004 31181 須辺、'* 杯 14 8.4 3.9 20 1'[1，長 TfI天 雲母微粒子 手持ちへ

l昆紺l砂粒 ラケズリ
切り離し
不l列

51-004 32188 須!!!.器 杯 13.8 9.6 4.4 40 I~灰 ITI長 I，~\色粒子1見 手持ちへ

砂粒 ラケズリ

切り離し
イ，19J

51-004 33 803，卯I 1.IT，tJ!.器 柄、 13.8 9.0 3.6 10 1* j大 砂粒 ロクロ1v主
形

。。



遺構 可。 i1 ~i己 ~~磁 器形 口径 !長径 昔話高
遺存 色調 色調

飴土 T見入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外商 成形調整

SI-004 34 572717-2， 須!&~if 折、 14.0 3.8 3.7 30 青灰 青灰 粗白色粒浪 手持ちへ

900 砂粒多 ラケズリ

切り離し
不Ilfl

SI-004 35 720-3，723-4 須恵器 料、 16.4 2.8 10 背灰 飼育 雲母 ロクロ Ji主
l天 耳三

SI-004 36 717，726，876 須恵器 杯 13.6 8.2 3.7 20 育灰 青灰 砂粒 手持ちへ

ラケズ')
切り離し
不明

SI-004 37 726 須!&器 何、 10 灰褐 灰褐 w.' 砂粒白色 ナデ ナデ ロクロ成 EEt!F 
粒 *~ 

SI-004 38 717-2 *n!~ 日号 杯 10 灰白 灰白 官、 砂粧 ヘラナデ ナデ ロクロI此 墨書

耳3

51-004 39 757 須恕器 何、 10.0 1.1 10 灰褐 褐 宅長 雲母ー砂粒 ナデ ナデ ロクロ成 ヘラ書き

万3 「キ又は
サJ

51-004 40 363，365，900， ~rJ!&捺 高台 14.4 8.8 5.5 60 育1;)( 育灰 雲母j見砂粒 回転ヘラ 一次的火
901，720-3， 付杯 ケズリ 熱受ける

723-4 

51-004 41 494，900 須!}Jffif 高台 13.8 8.5 4.9 60 青灰 J!i灰 砂粒 回転ヘラ

付杯 ケズリ
切り離し
不明

51-004 42 840，901 須!!~器 荷台 12.8 7.6 4.6 10 灰 灰 粗雲母多1見 回転ヘラ
1サ何、 砂粒多 ケズリラ

SI-004 43 902，928， ~rOi~ g;~ 義 14.2 3.2 10 街 ff褐背 円色粒子混 悶転ヘラ

51005-1，107 灰 灰 砂粒 ケズリ

51-004 44 271，717-2， 須![(苦言 董量 16.4 1.4 20 Tf灰 青灰 砂粒 ロクロ成 自然唱h
901，913 形

51-004 45 590，714-1， 須官、器 盤 24.2 2.8 20 í~ff五 青灰 砂粒 ロクロ成

776，901 形

51-004 46 482 m忠探 議 3.2 20 育l五 i'f灰 1~1 色粒子 回転ヘラ

雲母1昆砂粒 ケズリ

51-004 47 510 m.'.!'. r.~ ¥l(i. 2.3 10 育灰 背!天 細砂粒 回転へラ
ケズリ

SI-004 48 522 須恕器 rs柄、 16.8 3.8 3.8 30 育灰 w.灰 雲母1見砂粒 ロクロ li主 脚部i欠m

*~ 
51-004 49 740 土師r.~ 高材、 6.6 6.0 20 時制 昔』 雲母スコリ ナデ指頭

ア砂粒 l守 五l痕
色粒

51-004 50 777 土H市町↓ 高杯 一ー 10.2 3.7 10 黒褐 黒褐 雪E 雲母砂粒 ナデ ヘフケズ')・
ナデ

51-004 51 589 須j恋~~ 長頚 3.6 10 背灰 i!fJ正 組l砂粒 ロクロ成 自然利i
寸盟すE 官主

51-004 52 712 ~R!J!.器 長頚 ー 13.3 10 青灰 1'f灰 黒色粒子混 ロクロ成 自然紬

軍→一f 砂粒 形

51-004 53 539，567， 土師lti十 斐 13.1 3.0 10 黒褐 赤褐 細砂粒 ヨコナデ ヘラケズリ

717-2，719-2， ナデ

726，876，912， 
925，939 

51-004 54 300 土師桜 望主 11.0 6.6 10 暗褐 黒褐 2管 スコリア ナデヘラ ヘラケズリ 保付着

l情褐 砂粒黄色 ナデ ナデ

粒子

51-004 55 566，577，886， 土師日告 斐 12.4 6.7 40 よI~.褐 赤掲 砂粒 ナデヨコ ヘラケズリ

898，901 ナデ

51-004 56 586，714-1 上師器 望E 11.8 4.1 10 泉純 H苦悩 W; スコリア ナデ ヘラケズリ 煤付着

砂粒 ナデ

51-004 57 723-4，725-4 土師器 楚 11.6 4.0 10 時褐 日昔赤褐 キE 砂粒 ナデ ヘラケズリ

51-004 58 867，905 土師~ 翌E 13.2 2.1 10 ng:赤褐 時赤禍 細砂粒 ヨコナデ ヘラケズリ

ナデ

51-∞4 59 1 555 t師器 楚 7.6 -I 30 褐 UIj絹 花、 13母砂粒 ナデ へラケズリ 煤付着

黒褐

51-∞4 60 I 464，609，900， 土師器 弱..... ‘ 15.4 4.3 10 階褐 褐，旦 密 スコリ 7・ ナデ ナデ

913 褐 砂粒

SI-004 61 1902， 19U-79 土師r.~ 期A 15.4 5.4 10 l情褐 赤禍 砂粒 ヨコナデ ヘラケズリ

ナデ

51-004 621864，900 土師探 望E 16.4 7.1 10 H昔赤褐 赤褐 砂粒 ナデ・ヨコ ヘラケズリ

ナデ

51∞4 63 土師器 斐 19.0 5.2 10 H音褐 H苦悩 'lR 雲母スコ ナデヘラ ナデ 常総量1
リア砂粒 ナデ 煤付，(i

51-004 64 I 712-2，273， 土師搭 望E 15.2 4.2 10 w't褐 赤禍 密 砂粒 ナデ ヘラケズリ

276，717-2 赤絢 ナデ

51∞4 65 I 546，586，臼3， 土師器 斐 25.0 23.0 40 l倍褐 赤褐 富、 雲母砂粒 ナデヘラ ナデミガ 常総型

714-1，924， l暗褐 ナデ キ 煤付~(

939 

51∞4 66 I 747，769，802， 土師器 'A 22.6 19.0 20 IVJ赤褐 明赤禍 砂粒多 ヨコ十デ ・ ナデヘラ 常総型

818 明赤褐 ナデミガ ミガキ 煤付着

キ

51-004 67 I 642，832 f二日市総 演J沌~ 23.0 8.6 10 H古褐 明筒 密 雲母ー砂粒 ナデヘラ ナデ '出総型・

ナデ 煤付着

51-004 68 I 75，85，357 上師器 斐 26.8 10.1 10 暗褐 褐 ¥I'i 雲母砂粒白 ナデーへラ ナデ 常総型

色粒 ナデ 煤付着

51-004 69 I 107， 108， 554 土師?告 翌E 23.4 13.8 10 l渚褐 I明褐 ?色、 雲母 砂粒 ナデヘラ ナデ 赤彩? 常総型

ナデ 煤付着

-929-



遺構 t主記 務種 器形 口径 底径 総高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外面
ロクロ

製作備考 備考Nn % 内面 外而 成形調整

51-004 70 1 640，723-4， 士郎総 ~ 26.0 11.8 10 l晴樹 1111褐 'A' 雲母 ナデ・ヘラ ナデ 常総煤

726，743 赤褐 色粒 ナデ jHi' 

51-004 711717-2，718-2 土師総 ~ 28.4 8.7 10 性i 赤褐 密 主:母砂粒 ナデ ナデ 外I而煤付
H昔褐 着2次焼

成による
事l離有り
常総型

51-004 721784，786，860 土師'*十 望E 26.0 11.0 10 褐 褐 苦f 砂粒 ナデ ナデ

51-004 73 1 70，831，901 土師器 望E 23.4 6.1 10 l前褐 l暗褐 説、 雲母砂粒 ナデヘラ ナデ 常総型

ナデ 煤付着

51-004 74 1 634 t師器 望E 23.1 7.5 10 日音褐 111}褐 密 石英長石ーナデヘラ ナデ 常総型

雲母砂粒 ナデ 煤付ifi

51-004 751662.749 土師器 斐 20.6 11.0 10 褐 褐 宮、 雲母ー砂粒 ナデヘラ ナデ 常総型

ナデ 煤付着

51-004 761540，657，698， 士師lt号 ヨE 24.0 7.5 20 褐 褐 ?寄 雲母スコリ ナデヘラ ナデ 常総型J

714-1，825 了砂粒白色 ナデ 煤付着

粒子

51-004 77 611，720-3， 二t師器 望E 23.0 8.5 10 褐 褐 宮古‘ 雲母スコ ナデヘラ ナデ 常総型

758 リアー砂粒 ナデ 煤付着

51-004 78 880 上師器 望E 22.0 6.5 10 褐赤 褐 ?主 雲母砂粒 ナデヘラ ナデ 赤彩? 常総型

褐 ナデ 煤付着

51-004 79 759，901 土師器 苦色 24.0 8.3 10 尚市、 赤褐 'A 雲母砂粒 ナデ ナデ 外面1煤付
褐 ま}":お総

型

51-004 80 647 土師器 事E 24.1 5.9 10 褐 担当 雲母砂粒 ナデヘラ ナデ 常総型・

ナデ 煤付着

51-004 81 736，760 ゴ:師総 3世 23.2 5.8 10 制 明褐 密 雲母スコ ナデヘラ ナデ p;Ji函付rt
リアー砂粒 ナデ 物有 ・常

総型

51-004 82 605 土師~" 斐 22.6 5.3 10 l暗褐 自前品 密 雲母砂粒 ナデヘラ ナデ 常総霊l
黒褐 ナデ

51-004 83 877.884 |二師器 斐 9.8 9.5 20 褐 剥赤 密 雲母ースコ へフナデ ミガキ・ナ 常総型

褐~ リア砂粒 宇

褐

51-004 84 547.692 t師総 斐 21.0 6.2 10 程褐 褐 窓、 雲母 ・スコ ナデ ナデ 常総型

723-4 リアー砂粒 内而線五IJ
のような
物?

51-004 85 761 土師綜 望E 9.4 5.0 10 灰褐 褐 宮、 スコリア ナデ ミガキ 底部木業痕 常総型
砂粒白色

粒

51-004 86 822，901 土師器 3担 8.2 3.9 10 褐 暗褐 可E スコリア ヘラナデ ヘラケズリ
砂粒

51-004 87 720-3，739 土問器 吉里 9.0 12.1 10 H音褐 :JA褐 's'; 砂粒多 ナデヘラ ミガキ 底部木業 常総型

赤尚 ナデ 痕・赤;f~

51-004 88 557，561，562， 土師綜 斐 9.4 10.6 40 暗褐 l情赤絡 密 雲母砂粒 ヘラナデ ミガキ 底部木業痕 常総型

619，649，9∞， 
901，912，914 

51-004 89 601，900 上師25 望E 8.8 1.8 10 日市褐 赤褐 'ff.' 砂粧 ナデ ミ力事キ 底部木業痕 常総型

51-004 90 171 土師器 望E 8.0 2.2 20 赤禍 1I!'i褐 官、 砂粒 ナデ ヘフケズリ 煤付着
赤禍

51-004 91 645， j-.r.市器 斐 6.4 2.4 10 H音褐 黒褐 ?苦 雲母砂粒 ナデ ヘラケズリ

51005-107 よE褐

51-004 92 866，900 j-.師務 望E 8.1 8.2 20 黒褐 赤褐 密 22母砂粒 ナデヘラ ミガキ 底部木葉痕 常総理
ナデ

51-004 93 593 土師器 斐 8.2 6.2 10 黒褐 H音赤褐 密 雲母砂粒 ナデヘラ ミガキ 底部木葉痕 常総型
ナデ

51-004 94 783 上自目昔話 3臣 9.2 2.2 20 赤褐 赤褐 宮 雲母砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ 底部木業涙 常総型
ミガキ

51-004 95 418，714-1， 土師i持 斐 9.0 6.7 20 l晴樹 H音褐 宮、 スコリア ナデ ミガキ 底部木葉痕 常総型

720-3，849， 砂粒
901 

51-004 961542，901 土師総 瑞ん 9.0 5.8 10 褐 .~f:褐 宮、 32母砂粒白 ナデ へラミガキ 底部木業痕 常総型
赤褐 色粒 線刻つ

51-004 971794 土師昔話 斐 8.2 4.1 20 暗褐 H音尚 富、 雲母砂粒 ナデ ヘラケズリ 底部木葉痕 常総型
黒褐 砥石に転

用 ?

51-004 98 691 土師器 吉E 9.2 2.9 20 褐ー 褐 意、 言g母ー砂粒白 ナデヘラ ヘラミガキ 底部木業痕 常総型
l暗褐 明鈎 色粒 ナデ

51-004 99 574，778，864， 1j'Olì.~普 斐 21.7 5.0 10 育灰 育灰 雲母白色 ロクロ成

900 粒子浪砂粒 形
多

51-004 l阻) 573，600，781， t師器 阪 30.0 9.1 30 褐 H音褐 宮、 雲母砂粒 ナデ ナデ 常総型 。

793，841，843， 煤付着

900，913 
51-004 1011559，714-1 土師器 Mli 一 12.2 9.4 10 H音褐 H音鈎・ ?色、 砂粒多 ナデケズ ヘラケズリ 常総型

赤褐

51-004 102 1 525，563， 1JnM.器 甑 28.2 12.5 26.0 10 H音j'f灰 H音青灰 白色粒子多 ナテJ ヨコ タタキ ・へ

714-1，721-3， 提唱l砂粒 ナデ ラケズリ

773，854，900， 
901，913，914 

51-004 1031 603，663， 芽i恋器 甑 32.0 19.9 青灰 背灰 砂粒 ナデ タタキ

720-3 

51-004 104 676，702， 1Ji!t.~~~ 阪 32.8 9.2 20 m王 背灰 白色粒子多 ヨコナデ タタキ

724-2，861 混砂粒 ナデ

930 



S1005土器表

遺構 :-ia 注記 器種 昔話形 口径 底径 器高
治存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内面 調整外国
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形調整

SI-005 2 19 須yJ!-器 何、 11.8 7.6 3.1 50 灰褐 i尭県褐 可E 白雲母多 手持ちへ 全体焼耗
灰褐 砂粒 ラケズリ 著しい

SI-005 3 125 須y}J、器 相、 14.6 9.2 4.5 30 黒褐 H&賞褐 司E 砂粒 ヘラケズ
1) 

SI-005 4 166， 106 土師器 杯 7.6 1.0 30 明裕 ー 明褐 花、 雲母スコ ヘラケズリ 手持ちへ 墨書「与」
褐 リ7 砂粒 ラケズリ

多 切り離し

不明

SI-005 5 15 須恵器 蓋 15.9 2.6 13 背灰 青灰 ?色、 砂粒 回転ヘラ

ケズリ

SI-005 6 18 須官、ili十 斐 50.4 7.1 10 灰褐 灰褐 密 白雲母多 ロクロ成 外面波状紋

砂粒 lf~ ( 3段)

S1006土器表

S1007土器表

遺構 ~ ィ王 記 器種 器形 口径 底径 器官Ihl 
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内IHI 調整外而l
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形調整

5トω7 1 1 65，0-4 士師器 軒、 12.3 4.3 100 H音褐 時赤褐 苦f 砂粒 ヘフミガキ ナデヘラ 切り離し不明 県色処理フ

県樹 ケズリ

51∞7 2 166，0-4 土師器 杯 11.6 6.4 50 暗褐 m明褐暗 寵 砂粒 ナデケズ ナデヘラ 赤彩

褐 褐 ケズリ

51-∞7 3 167，88，0-4 土師器 斐 19.5 -1 25.5 30 H音褐 B~ 赤禍 密 砂粒 ナデ ヨコナデ 切り難し不明
里掲 ヘラケズリ

51∞7 4 1 34，69，0-3 土師器 高杯 77.8 10 明褐 明褐 寝 細砂粒 制毛日ナ ナデ

ア

51∞7 5 1 59，72 土師器 望E 21.0 8.1 33.5 80 赤褐 赤禍 宮 砂粒多 ナデ ヘラケズリ

51∞7 6 170 須恵器 はそう 14.4 15.8 10 灰褐育 '*褐 if 密 細砂粒 刷毛目 回転ヘラケズ 灰紬

灰総 l王線

51∞7 7 175 手短土器 7.6 6.2 2.6 30 時褐 赤褐 %， 砂粒 ナデ ナデ 量調整

51∞7 8 1 71 手控土器 7.8 6.8 2.1 30 黄褐 賞制 密 砂粒 ナデ ナデ 無調整

51∞7 9 156 手控土器 5.3 4.6 2.0 30 暗褐 階褐赤 ?苦 砂粒 ナデ ナデ 量調整 底部線刻

樹

51∞7 10 181，82 手捜土器 5.3 4.9 2.3 l∞ 明褐 IVI褐 宮‘ 砂粒 ナデ ナデ 量調整

51ω7 11似，0-3 須恵器 軒、 14.2 3.2 10 黒縄 黒掲 密 雲母砂粒 ロクロ成形 黒色処理?

51-∞7 1210-4 須恵器 長頭壷?1 11.0 1.2 灰娼緑 灰掲 寵 砂粒 ロクロ成形 自然粕

S1009土器表

泣構 ~U 住吉己 器種 器形 口径 1ま径 器高 遺存
色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外而 成形調整

51-009 1 117，21 陶器 碗 16.0 7.2 5.2 80 灰白 ー 灰白 宮、 砂粒 ロクロ成 灰紬

車昔 緑 育長

SI∞9 2 11，18 陶器 碗 14.0 6.8 4.3 70 灰褐 灰褐 宮、 ロクロ成 灰事h
革昔 縁 牙2

SI-009 3 121 土師器 柄、 7.8 1.4 10 明褐 褐 ?宮古 砂粒 ナデ ヘラケズリ 手持ちへ ヘラ{!}きつ

ラケズリ お:fa!::

S1011土器表

遺構 Nn 71 ~~ 器極 器形 口径 底径 総高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整件Jilii 調整外商l
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形調整

51-012 1 1 24 土師器 ff、 12.6 4.1 100 暗褐 褐 空E 雲母ー砂粒 ナデミガ ヘラケズリ 線刻黒
キ? ナデ 斑有り

51-012 2 19，17，27，28， 土師器 十f、 13.6 4.6 100 暗赤禍 l情赤褐 ?苦 雲母スコ ミガキ ヘラケズリ 里色処理

37 リアー砂粒 ミガキナデ

51-012 3 117，18 士郎器 十手 14.4 3.7 10 黒褐 黒掲 '品 砂粒 ミガキ ヘラケズリ 里色処理Il
時赤褐暗赤褐 ミガキ ヨコ

ナデ

51-012 4 125 土師器 杯 12.6 3.9 l∞ 明褐 赤褐 ?苦 雲母スコ ヘラミガキ へラケズリ 赤彩

黒掲 リアー砂粒 ミガキナデ

51-012 5 11 5良恵器 材、 13.8 7.4 4.25 40 l情灰黄 灰褐 粗 雲母スコ ヘラケズリ 手持ちへ

リアー砂粒 ラケズリ

51-012 6 119 土師器 小型 3.4 3.6 100 褐 褐:1:¥ 密 砂粧 ナデ ヘラケズリ 穿干し2箇所
土器 褐 ナデ 有り

51-012 7 128 土師器 湯』込豆. 8.4 19.4 60 時掲 11吉褐 '&' 砂粒 ナデ ヘラケズリ

黒褐



SI013土器表

遺構 Nu 注記 器種 器形 口径 l長径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作1~考 備考
% IAJ面 外而 成形調整

51-013 I 161，09-3 土師器 柄、 13.0 8.3 4.2 60 にぶい に..;~し、 昔、 雲母・砂*-I! 手持ちへ 赤彩 線車Ij?
赤褐 赤褐 ラケズリ illi煙付着

静11糸き 擦痕有

51-013 2 1 33，72，482 上師器 杯、 13.4 8.8 3.8 90 』こ~"、 亦 密 砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ 赤彩 I，~い付着
赤褐 ラケズリー 物イIり

静止糸切

SI-013 3 1206 土師器 材、 13.7 7.7 4.3 70 赤 明赤褐 ?普 雲母砂粒 へフケズリ 手持ちへ 赤彩
ラケズリ

SI-013 4 188，458，03-1， 土師総 何、 13.2 7.7 4.1 50 にぷい lこ，$1.、 'tf， 砂粒 へフケズリ 手持ちへ 赤彩 ヘラ{!}き白
05-2，06-2 赤禍 赤褐 ラケズリ SI-013と

静止糸切 接合

り

SI-013 5 I 185，04-2， 土師器 +干、 14.2 9.2 4.3 30 l こ ~O 、 i列赤褐 Wi 実母・砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ 赤彩 線刻
07-3 槍 ラケズリ

静止糸切
り

51-013 6 1 07-3，08-3， 上m~?ii 制、 14.0 8.5 4.1 20 にぶし、 l ニ..;~"、 密 砂松 へフケズリ 手持ちへ 赤彩 SI-007と
09-3 赤禍 赤褐 ラケズリ 接合

SI-013 7 I 73，181，182， 士師~~ 杯 12.8 9.0 3.9 30 にぶい l こ..;~'"、 密 砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ 功、彩 r由煙付着
07-3，08-3， 赤褐 赤褐 ラケズリ
010-4 静止糸切

SI-013 8 1 228，390，396， 土師i器 杯 13.6 9.3 3.8 70 iこ」、し、 』こ.. ~O 、 '& 砂粒 手持ちへ i市彩
495，002-1 赤褐 赤鰯 ラケズリ

静止糸切

SI-013 9 1 244，010-4， 須!Y.ft;f 相、 12.6 8.0 4.3 30 灰褐 灰褐 也、 砂粒ドl色 ヘラケズリ 手持ちへ

012-4 需主 ラケズリー
静止ヘラ
キリ

SI-013 10 217，05-2， 須!J!.~ 十干 14.8 9.2 3.1 50 灰褐 灰褐 宮 雲母砂粒白 ヘラケズリ 手持ちへ

06-2，014-5 色粒 ラケズリ

SI-013 1I 283 須恵器 判、 13.6 7.6 3.6 20 育J五 青灰 宮、 雲母砂粒白 ヘラケズリ 手持ちへ
色粒 ラケズリ

静止へラ

キリ

SI-013 12 113，114， ~j'j恋器 杯 14.0 8.2 4.5 90 i'f灰 ff灰 ?官、 砂粒 I~ 色 ヘラケズリ 手持ちへ

012-4 粒 ラケズリ

SI-013 13 254，010-4 ~jiz~器 料、 13.7 7.6 4.0 80 ff灰 灰制 望E iE母ー砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ 線刻

ラケズリ

SI-013 14 20，07-3，08-3 {ft n.~ffi十 判、 13.6 8.0 4.0 40 よ吾E瓦 i!f灰 宮、 砂粒 手持ちへ
ラケズリ

SI・013 15 198，04-2， 須恵器 杯 13.2 7.2 4.0 40 灰褐 灰褐 司E 雲母・砂粒・ ヘラケズリ 手持ちへ

05-2 白色粒 ラケズリ
ヘラきリ

SI-013 16 111，115，292 須恵、器 相; 13.4 5.7 4.7 50 i![J.疋 育J大 '{fi 砂粒白色 ヘラケズリ 手持ちへ
粒 ラケズリ

SI-0I3 17 110，011-4 須恵、r.il何、 15.1 7.8 3.7 100 l暗褐 暗尚 fτs 砂粒!守色 ヘラケズリ 手持ちへ
ヰ1絢 り巨樹 粒 ラケズリ

SI-013 18 426，432，495， 3且 !Æ r，~ 杯 13.9 8.0 3.7 70 灰制 ;rg褐 苦f 雲母砂粒 ヘラケズリ 回転ヘラ lコ ~Iこ illi
013-5 ケズリ 煙付着

灯明器

SI-013 19 292，316， m忠~ii +F 13.8 8.0 3.7 ff灰 1'[灰 也、 砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ

010-4，01l-4 ラケズリ

SI-013 20 289，489 須恵、器 杯 11.5 6.8 3.3 100 型褐 型褐 ?苦 砂粒白色 手持ちへ ヘラ書き
粒 ラケズリ

51-013 21 288，06-2 須!J!.~~ 杯 14.2 7.8 3.5 90 官灰 fr灰 宮、 雲母砂粒 ヘラケズリ 10転ヘラ 線刻f#J
黒色粒 キリー|司

転ヘラケ
ズリ

SI-013 22 291 ~jUJ!:*~ 何; 13.4 7.9 4.3 70 背灰 青灰 五 雲母砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ

小石 ラケズリ

SI-013 23 42，50，230 須!}J1*f杯 13.9 7.4 4.4 80 灰褐 灰褐 ?苦 雲母砂粒白 ヘラケズリ 手持ちへ
色粒 ラケズリ

ヘラキリ

SI-013 24 456 1MJを!Qi 何; 13.8 6.6 3.7 70 J)f(褐 灰掲 'A、 砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ ヘラ-~}き
ラケズリ 「人」

SI-013 25 143，292， 須2:Qi 何; 13.5 7.5 3.8 40 灰白 灰内 可/f; 砂粒 ヘラケズリ ヘラキリ

013-5 手持ちへ
ラケズリ

SI-013 26 187 ~ji!J.i 器 村、 14.4 8.2 4.5 50 }火筒 !天褐 相l 雲母砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ

白色粒多 ラケズリ

SI-013 27 167，266，495， 須!~器 折、 13.0 7.4 3.4 40 灰褐 灰尚 密 'BJ主砂粒 へラケズリ 手持ちへ

012-4，015-5 ラケズリ

SI-013 28 293 須!-~:器 杯 13.6 7.3 4.1 60 灰褐 灰褐 ?管 砂粧白色 ヘラケズリ 手持ちへ
粒 ラケズリ
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遺構 i主記 2品種 ?~形 u径 底径 ~iF高
遺作 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外商
ロクロ

製11備考 備考~(l 
% 内面 外而 成形調整

51-013 29 282，389，510， 須恋、器何L 13.4 7.6 3.8 80 灰褐 灰褐 守正 砂粒白色 ヘラケズリ 手持ちへ
04-2 粒 ラケズリ

静止ヘラ

切り

51-013 30 53，410 須y}j陶器 柄、 15.0 8.8 4.3 40 県褐 互!褐 % 砂粒 ヘラケズリ へフケズ 火樽l
Tf灰 i!f灰

51-013 31 ー ~nß.~器 杯、 7.6 1.8 30 i'j"-灰 Tf灰 密 砂粒 ヘラケズリ 回転へラ ヘラ書き
ケズリ

51-013 32 112 1Ii!J!.椛 +干、 7.6 1.8 25 -'，'d五 l!il.大 密 砂粒白色 へラケズリ 手持ちへ 火憾
主証 ラケズリ

51-013 33 469，001-1， 芽i恵器 十f、 7.1 1.9 20 尚灰 !天 ?干』 砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ ヘラ許き
013-5 ラケズリ 「人」

51-013 34 180 須恋器 判、 6.8 1.9 30 褐灰 褐灰 ?子』 砂粒 ヘラケズリ ヘラケズ ヘラ特き

「人」

SI-013 35 380，010-4， 須恵探 材、 7.8 3.7 30 育灰 tT灰 街 雲母砂粒 ヘラケズリ 静止ヘラ ヘラ持主
011-4，012-4 キリ手

持ちへラ
ケズリ

SI-013 36 92，342 jj'{恵器 柄、 8.0 3.7 30 灰褐 灰褐 相l 砂粒白色 ヘラケズリ 手持ちへ

粒 ラケズリ

51-013 37 010-4，012-4 須!!J器 材、 7.6 1.6 10 1)(褐 Ffi.龍j 'ff，' 砂粒 ヘラケズリ l画l転ヘラ
ケズ')

51-013 38 392 須!Æ~器 何; 8.8 1.2 10 尚灰 褐灰 子在 ~f手ー砂粒 ヘラケズリ 回転ヘラ 線刻(人)
ケズリ

51-013 39 011-4 須恵器 杯 3.1 褐灰 褐灰 可E 雲母砂粒 ナデ ヘラケズリ i事付着
ナデ

51-013 40 001-1 須!5.i.器 何; 1.8 灰黄褐 灰黄褐 Wi 砂粒 ナデ ナデ 漆付;(';

51-013 41 010-4，012-4， 須恵器 1量 16.0 6.6 2.4 10 灰褐 灰褐 Wi 砂粒 ヘラケズリ 回転ヘラ

014・5 ケズリ

51-013 42 292，334， 須官、総 品一 15.0 7.9 2.8 40 育灰 1'f灰 W，' 雲母砂粒 ヘラケズリ 回転へラ

06-2，08-3 ケズリ

51-013 43 183，184，231， m恵rz1告 18.9 10.9 3.5 50 背灰 官1)( %' 雲母砂粒 ヘラケズリ 回転ヘラ
364，06-2， ケズリ
07-3 

51-013 44 04-2，05-2， 5且!J.~~:品 蓋 14.7 2.2 30 黄灰 黄灰 '/f，' 砂粒 ヘラケズリ
07-4，09-3， 
010-4 

51-013 45 77，8'1，011-4 須!Jj‘忠; ず『ιヤ3J8ゴL、 18.4 11.6 7.3 80 ilt灰褐 黄灰褐ー密 雲母砂粒 ヘラケズリ 回転ヘラ 黒色処理1? 
{ナ料、 盟側 ケズリ

ヘラキリ

51-013 46 1 22，23，05-2 須Jil.i.W~ 高台 10.8 6.4 3.4 50 青灰 青!天 '晶、 雲母砂粒 ヘラケズリ 回転ヘラ
N判、 キリ

血E調室長

51-013 471251，010-4， !i'l恵器 何、 16.4 5.0 30 灰褐 灰褐 密 雲母砂粒 ヘラケズリ ロクロ成
013-5 青三

51-013 481426 ~IU;色@ 高材、 2.8 10 Wi灰 tli灰 1軒 砂粒ー白色 ナデ ナデ 透かし
粒

SI-013 49 1 363，495， 須:'}!.{{i): 肉体 5.0 10 黄l天 i立灰 品: 砂粒白色 ナデ ナデ
015-5 f主

51-013 501 171 須恵器 お相、 5.2 10 青!天 青灰 Wi 砂粒 ロクロ成 自然利l
万』

51-013 51 1 227，280， jニ師if:+ 鉢 16.3 7.2 30 1こ';~l，..、 にぷい 'ffi 主fJ.砂粒 ナデーミガ ヘラケズリ 赤彩
001-1 赤褐 赤褐 キ ナデ

SI-013 52 1 125， 139，265， 土師探 鉢 20.6 8.2 9.8 30 lこ_;.;，、 にぷい 2主 砂粒白色 ナデ ヘラケズリ ヘラケズ 靖、彩
292，393，495， 赤褐 赤禍 fJi: ナデ
010-4，011-4， 
012-4 

51-013 53 1 168，015-5 5且恋器 長~íí 6.2 10 灰褐 旦l褐 密 砂粒 ロクロ1& 向然紬
温→?三 灰褐 M 

51-013 54 1 361，04-2， 土師探 望E 11.0 -1 31.5 20 にぷい lこ-l;，、 密 雲母砂粒 ナデ ナデ '品総型
05-2，06-2， 制 褐
07-3，08-2， 』こ-l;，、
08-3，013-5 褐

51-013 551 271，273 tr.市古書 望E 22.1 14.5 10 lこ";';l，..、 にぷい 宮、 砂粒 ヘラナデ ナデ ';i~'総雪9
褐 制

51-013 56131，124 土日IP綜 斐 22.0 7.4 10 lこ_;.;，、 にぷい 宮、 砂粒 へラナデ ナデ 赤彩 'H~'総型
褐 褐

51-013 57 1 284，06-2， 土帥器 望E 14.5 -1 11.0 30 旦4純 赤褐 守E 雲母砂粒 ナデ ナデ 常総型 ー
09-3 

内面一部
煤付着

51-013 58 1 04-2，06-2， 土師器 ~ 9.8 7.8 10 にぶい にぷい * 雲母砂粒 ナデ ミガキ 底部木業痕 常総型
09-3，010-4 赤褐 赤禍

51-013 59174 土師器 翌E 6.2 4.3 30 褐 灰褐 密 雲母白色 ナデ ヘラケズリ
明赤褐 粒

51-013 601 81，296 須!J!.器 自民 34.6 -1 13.8 10 灰黄褐 灰 Wi 砂粒 ナデ タタキ 116.216 
同一

51-013 61 1139，149，174， 須忠器 Ml¥ ー 15.1 13.0 20 黄灰 l五Wi掲 Yt.' 雲母・砂粒 ナデ・へフ タタキへ 116.216 
394，10-4 ケズリ ラケズリ 同一

51-013 62 1 186，233，235， !A恋器 国民 36.3 一 22.5 20 !正 灰，'Ij褐 ?主 雲母砂粒 ナデ タタキナデ
296，325，365， 白色粒
04-2，07-3， 
10-4 
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SI014土器表

遺術 I主記 接種 ~詩形 口径底筏 日告高
遺存 色調 色調

胎士 1昆入物 調整内而 調整外面
ロクロ

製作備考 備考事。 内而 外国 成形調整

51-014 1 132，230 土師器 柄、 15.51 10.4 6.0 90 l こ~'"、 にぶい 花、 雲母スコ ナデミガ ヘラケズリ 手持ちへ
褐 積 リ7・砂粒 キ ナデ ラケズリ

51-014 2 131，72 t.ß市p，~ 椀 12.4 7.6 4.6 10 褐l五 褐灰 密 雲母 ・スコ ナデヘラ へフケズリ 手持ちへ
')7砂粒 ナデ・ミガ ナデ ラケズリ

キ

51-014 3 1 40，42，203 上師得 十干 11.8 4.1 20 黒褐 にぶい奮 スコリア ナデミガ ヘラケズリ 手持ちへ
褐-灰 砂粒 キ ナデ ラケズリ
鮪

51-014 4 15，41，291 土師器 杯 11.2 4.8 4.1 60 』こ.5-:し、 lこ.5-:し、 千昨 雲昔上スコ ミガキ ヘラケズリ 手持ちへ 輸手l~痕残
赤褐 赤褐 ')7砂粒 ナデ ラケズリ 存

51-014 5 18，37，39，40 土師器 柄、 12.6 7.6 4.2 20 にぶい 』こ.5-:し、 密 スコリア ミガキ ヘラケズリ 手持ちへ
赤褐 赤褐 砂粒 ナデ ラケズリ

静止ヘラ

キリ
51-014 6 1 172 上師~~ 杯 12.8 9.6 4.4 30 lこ，，;し、 極 守旨 ~:母スコ ナデ 手持ちへ

褐 リ7 砂粒 ラケズリ

51-014 7 1353，360 須恕器 杯 12.8 9.4 3.9 30 黄灰 灰賞筒 花、 砂粒 ヘラケズリ 回転ヘラ 火様
ケズリ

ナデ

51-014 8 1 173 須定、器 杯 12.8 7.6 3.9 90 灰賞褐 灰褐 ?苦 白雲母多 ヘラケズリ 手持ちへ
賞灰 灰 砂粒 ラケズリ

回転ヘラ
キリ

51-014 9 1224 3Ji恵捺 何、 14.7 9.6 4.4 100 灰賞。 』こ』ミし、 'if; 1M企 ヘラケズリ 回転へフ ;墨色処理 9
備灰 黄程 ケズリ

褐灰

51-014 10 1 32，239 須恵~ 杯、 12.4 8.2 3.8 50 にぶい 灰I主 密 砂粒 ヘラケズリ 回転ヘラ 火裸
黄櫨 ケズリ

51-014 II 165，391 須恵器 杯 12.9 7.8 4.1 40 褐l反 賞灰 省、 雲母砂粒 へフケズリ 手持ちへ
白色粒 ラケズリ

51-014 12 14 須:\!!:~ 杯 13.4 7.6 4.2 40 褐灰 1日t灰 雪量 雲母砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ
白色粒 ラケズリ

ナデ

51-014 13 382 須恵器 折、 13.0 3.5 10 灰黄 灰黄 省、 砂粒 ヨコナテ・ 火襟

51-014 14 32，90，93，99， 須定、器 杯 13.4 7.0 3.5 30 !λ黄禍 l こ..;~し、 ?官 砂粒 ヘラケズリ 回転ヘラ 火棒
103，290 黄極 ケズリ

51-014 15 36，37，38，40 須恵、器 杯 13.4 4.3 30 に』ミし、 』ニ.5-:し、 密 22母 砂粒 ロクロ成 線刻
黄様 黄授 JfJ 

51-014 16 28 m恵捺 十平 13.8 7.7 4.4 80 l正賞褐 灰1電褐 ?許 雲母砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ ヘラ#き
褐灰 ラケズリ。

M転糸切
り

51-014 17 271 須J恵掠 軒、 7.4 2.9 40 灰黄褐 賞灰白 'ff.' 白雲母多I ヘラケズリ 手持ちへ 内面油煙

晴灰 砂粒 ラケズリ か?

51-014 18 36，289 須忠~ 杯 7.0 0.9 20 灰黄褐 黄灰 密 砂粒 ヘラケズ へフ持き
リ回転 「方」
へラキリ

51-014 19 31，32，41，94 須!S~ 蓋 15.0 3.0 40 灰 黄灰 苫1 雲母砂粒 ヘラケズリ 1"1転へフ
ケズリ

51-014 20 122 須恵器 盤 -1 11.2 3.4 60 黄灰 日音灰黄 也、 雲母砂粒 ヘラケズリ 高台貼付 高台をJ[市

It 付It

51-014 21 213 土師*~ 肯It;Jムp 6.8 1.8 20 l珂赤褐 明赤禍 也、 雲母・砂粒。 ナデ ロクロ成 m{lr-r与」
H杯 白色粒 背3

51-014 22 38，42，44， 土師器 斐 22.2 7.6 30.4 70 lこ占4し、 灰褐 ?主 雲母スコ ナデヘラ ヘフケズリー 底部木業痕 常総~リ

140，268， 269 黄褐 リ7・砂粒 十デ ナデ
里褐

51-014 23 278 土師i器 斐 12.2 4.8 10 灰褐 』こ.，.;~し、 密 雲母スコ ナデ ナデ

赤禍 リ7・砂粒

51-014 24 16 士郎器 翌E 12.8 2.4 10 黄褐 灰黄禍 ¥lI 砂粒 ナデ ヘラケズリー

ナデ

51-014 25 294 土師日~ I ~ 14.8 4.9 10 里鈎 にぷい 密 雲母スコ ナデヘラ ヘラケズリ 内面炭化

赤褐 赤褐 リア砂粒 ナデ ナデ 物付着

赤褐

51-014 26 25，33，41 土師器 翌主 21.0 6.9 10 』こ.5-:，、 にぷい 宮、 砂粒 ナデ ヘラケズリ

赤褐 赤褐 ナデ

灰褐

51-014 27 250 土師器 事晶続 7.0 2.1 10 [こ~\，-、 l こ~...、 密 雲母砂粒 ナデ タタキ ・ナ 底部木業JH 常総型
1量褐 褐樹 小石 デ

灰

51-014 28 38 土師~ 斐 7.0 2.1 10 褐灰 』こ.5-:，、 宮、 雲母砂粒 十テ. ミガキ 底部木業痕 常総型

赤褐 小石

51-014 29 31，32，102， 土師器 事E 21.2 -1 24.8 30 灰褐 灰褐 宮、 雲母砂粒 ナデヘラ ナデ 常総型

115，195，229， ナデ

288，291，331 
51-014 30 32，42，175， 土自Ilj*~ 斐 9.6 5.3 10 にぶい l こ ~'"、 ili‘ 雲 は砂粒 ナデ ミガキ 底部木業痕 常総型

291 褐 褐 ーに 小石
ぷい靖、

褐

51-014 31 31，32，89， 土r.iti器 室主 21.0 21.6 30 灰褐ー lこ.5-:し、 'ff.' 与sfま砂利 ナデ ナデ ~ÿ;総!l'!

116， 290， 331 にぷい 褐に 土器面ー

褐 ぷい赤 部磨耗

褐

51-014 32 31，38，64，86， 須恵器 斐 22.4 8.4 30 !'A褐 1:)(褐 ?主 雲I号砂粒 タタキ・ナ

205，289 小石 ア
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S1015土器表

遺構 No 注記 器種 器形 口径 底径 r.~高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外而 成形調整

51-015 1 1 32，160，4-2， 土師器 何: 15.4 7.6 5.1 50 に_;;し、 にぷい ?軒 砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ
6-3，8-4 槌 援 ラケズリ

51-015 2 186，153 土師器 杯 7.0 3.5 10 褐 尚灰 宮、 白雲母・ス ヘラケズリ 回転へフ
コリア砂 ケズリ
粒

51-015 31139，1-1，8-4 土師器 +干、 7.2 2.5 10 l こ_;;~、 』こ_;;~、 'ff.' 白雲母ス ヘラケズリ 回転ヘラ 線刻
赤禍 赤禍 コリ 7 砂 ケズリ

キ立

51-015 4 181，1-1 土師器 杯 7.0 1.9 10 』こ_;;~、 にぶい 施、 ~・母砂粒 ナデ ヘラケズリ 回転へラ ヘラ)!f-き
燈 鐙 ケズリ

51-015 5 1143 土問iili十 折、 7.3 11 30 に~"、 lこ_;;~、 'if.' 雲母砂粒 ナデミガ ヘラケズリ 手持ちへ 線刻
赤褐 赤褐 キ ラケズリ 1+ (x)J 

51-015 6 15-3 土師器 村、 6.2 1.5 10 縄 に.s;~、 空E 長石スコ ナデ ヘラケズリ 線刻
赤褐 リア砂粒

51-015 7 13-2 土師器 杯 10 』こ_;;~、 』こ，日し、 粗 長石 ナデ ナデ 線刻
褐 位

51-015 8162，141，8-4 須恵器 蓋 3.1 30 黄灰 灰黄褐 密 砂粒 ナデ ヘラケズリ ロクロ)JJI: 火様

}f~ 

51-015 9 185 須恵器 何、 12.8 7.1 3.9 l∞ 』こ_;;し、 灰黄褐 密 雲母ー砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ 火襟
賞櫨 に_;;~、 ラケズリ

黄禍 回転ヘラ
キリ

51-015 10189，1-1，5-3 m恵器 軒、 11.4 7.1 3.9 70 H音灰 思悩 'A 砂粒 ナデ ヘラケズリ 手持ちへ

ラケズリ

51-015 111195 JjUMi品 柄、 11.2 6.6 3.5 25 褐 にぷい 苫1 砂粒小石 ヘラケズリ 手持ちへ ヘラ{!トき
褐盟 ラケズリ
褐

51-015 121163，6-3 須をlltif 何、 11.8 8.8 3.8 40 黄灰 賞灰 密 砂粒 手持ちへ
に.;;し、 ラケズリ

赤絢

51-015 1316・3 須Ii~器 材ん置 前灰 に"';';v、 宮 石英スコ ナデ ヘラ智き
赤禍 リア砂粒

51-015 14 1124，4-2，7-2， 須恵T.告 tEuZ』4に3司、 16.2 5.1 30 lこ.;;し、 灰黄褐 W; 砂粒 ロクロ/&
8-4 付杯 質種 正予

灰褐

51-015 151188 m恵綜 E電子? 6.6 2.2 40 灰賞褐 灰褐 苦f 砂粒 問転糸切 ヘラ ~J き
付何、 1+ (x)J 

51-015 161170 士師探 香炉 4.9 10 にぶい にぷい 雪E スコリ 7・ ミガキ ロクロ成
(?) 赤褐 赤褐 砂粒 庁三

51-015 171166，192，193 土師?;; 斐 111 5.9 30 にぷい 』こ.s;~、 密 雲母スコ ナデ ヘラケズ'1 内而煤付
赤絢 赤褐 リア砂粒 ナデ 才i

51-015 181173，7-4 jJ1!;l!:r，;; 甑 -1 14.4 7.8 30 黒褐 褐灰 奮 スコリアー ナデ ヘラケズリ ナデ II.孔
砂粒 タタキ

51-015 19 1 15，28，3-2， 須!;l!:r，;; 斐 -1 12.6 6.8 10 明赤褐 にぷい 密 砂粒白色 ナデ 当て ヘラケズリ ナデ
4-2 にぷい 赤褐 粒 貝痕 ナデ

掲

51-015 201137，170，174， ~ft !J!:~~ 猷 28.6 15.3 25.3 30 lこ_;;し、 』こ_;;し、 也、 砂粒 ナデケズ ヘラケズリ

190，3-2，4-2， 黄褐 黄褐 タタキナテ.

7-4，8-4 

51-015 21 1 57，121，122， 須曹、器 甑 34.0 27.6 10 褐灰 灰黄 望E 白雲母ス ナデケズ ヘラケズリ
123，149，5-3， !天黄禍ー コリ 7 砂 タタキナデ

6-3 赤鰯 粒

S1016土器表

遺構 No 注記 器種 器形 口径 J氏径 骨量高
遺存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% l村而 外而 成形調整

51-016 1 118 須恵T.号 杯、 13.3 6.7 4.0 55 褐灰 黄灰 W; 長石砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ ヘラ書き

尚灰 ラケズリ 1+ (x)J 

51-016 2 184 須恵器 何、 13.5 6.7 4.4 45 黄灰 黄灰 宅E 長石砂粒 へラケズリ 回転ヘラ ヘラ書き

灰tii褐 キリ手 1+ (x)J 
持ちへラ

ケズリ

51-016 3 185 須J!!.器 杯 12.5 6.0 4.4 80 灰黄飼 』こ，日し、 'if.' 砂校 ヘラケズリ 手持ちへ

褐 ラケズ'1

51-016 4 1 100 須恵器 杯、 13.4 7.5 4.3 100 賞灰・ 褐灰 宅E スコリア ヘラケズリ 回転ヘラ
4こ_;;~ 、 i こ_;;~、 砂粒 キリ阿

赤褐 赤褐 転ヘラケ
ズリ

51-016 5 11 須恵器 十不 11.5 6.8 3.6 10 賞灰 1II灰 空E 砂粒 へラケズリ 回転へラ

キリーへ

ラケズリ

51-016 6 121 須恵器 蓋 11.0 2.1 20 灰黄褐 灰黄褐 粗 砂粒 ヘラケズリ ロクロ成

灰 ナデ Jf~ 

51-016 7 11，71 須!J!.器 ヨ量 11.9 2.1 20 I長 褐JJ( 密 砂粒 ヘラケズリ ロクロ成

来三

51-016 8 1 13， 73， 102， 土師器 斐 19.7 7.4 32.3 75 に_;;し、 』こ_;;し、 '* 雲母・砂粒 ナデ ミガキ・ナ 主張調整 ';~総 i~)'
128，132，134， 褐 掲 デ

138，145 

51-016 9 110，17，56，71， 土師器 曹E 20.8 9.0 10 灰褐 灰褐 宜、 砂粒 ナデ ヘラケズリ

72，73，77， にぷい

130，137，138 赤悩

51-016 10 1 54，115，126， Ji'F~器 望E -1 15.8 2.9 3 褐に 褐 粗 長石雲母 ナデ ヘラケズリ 線刻

132 ぶい赤 砂粒

褐

-935-



S1017土器表

遺構 iJ ，¥己 ~種 器十形 口径 底径 務.QI
泣存 色調 色調

胎:t iJi人物 調整内面 調整外商
ロクロ

製作備考 備考Xa % l人l而 外而 成形調整

SI~01 7 1 1393 上師掠 柄、 12.7 4.1 4.8 60 褐灰 にぶい 砂粒 ナデ ヘラケズリ 手持ちヘ

にぷい 時f、褐 ナデ ラケズリ

街 褐)天

S I ~017 2 1309 上師*十 判、 12.2 2.2 4.9 10 筒l長 I'A掲 富「 砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ 手持ちへ

ラケズリ

S I ~017 3 1257 土師協 柄、 11.6 4.7 灰赤 J正樹 奮 砂粒 ナデへラ ヘラケズリ・

'Il褐 ナテ.ミガ ミガキ・ナ

キ デ

SI ~017 4 1394，'111，485 上師器 材、 12.0 3.5 5.0 20 』こs;.、 4こ~\..、 ¥'11' 砂粒 ナデ ヘラケズリ ロクロ成

赤I<J 赤怯j E主
筒灰 !天

SI~017 5，281，370 土師:r.~ 料、 15.2 5.6 5.5 10 l こ~\..、 明赤褐 スコリア ナデヘラ ヘラケズリー 手持ちへ

褐 砂粒 ナデ ナデ ラケズリ

SI ~017 61281，492 UiU?，ii 判、 13.6 3.0 4.0 l こS;~、 明赤褐 密 ナデ ヘラケズリ 手持ちへ

赤褐 ラケズリ

SI~0 1 7 7 1175，281，322 1師掠 何、 12.8 4.0 3.0 20 にぷい にぷい官 砂粒 ナデ・ミガ ヘラケズリ 手持ちへ

制 褐 キ ラケズリ

SI~0 1 7 8 1151，281 上師;総 柄、 12.6 3.6 10 lニ..;.;¥..、 にぷし、 'ff.' スコリアー ヘラケズリ ロクロ/，且

亦担当 尚 砂粒 汗3

SI ~017 9 1110 土防総 高杯 5.6 50 にぶい l こ..;~...、 ¥l'i 砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ

赤禍 亦尚

SI~017 10 405，406，407， 上師器 3置 14.2 6.4 30.7 90 褐灰 lこ..;~\;、 密 'IJ土砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ ヘラケズ

453，456，457， 赤禍

458，463，464， 桂j灰・

465、466，467， 黒柱1
482 

SI ~017 II 281，323，413 上師?ii 雪E 17 7 1 28.4 60 l こ~"、 l こ"';~l，.、 ?と 砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ ヘラケズ

，V[褐 & itl 
褐灰

SI ~0 1 7 12 34，35，56， 上師#. s議~ 23.2 -1 23.6 灰住j にλ;.、 普f ;);;t，士砂粒 へフナデ

281，イ司別 赤褐

SI~017 131268，281，398 土師器 苦E 101 12.5 20 に.!;し、 JJ(褐 'ff，' 石 J日~ . ~・1'): ヘラナデ ミガキ 木業f良
褐 にぷい 砂粒

褐

S I ~0 1 7 14 1415 上自!日器 斐 15.3 14.2 50 !こ~\..、 lこ_;;し、 密 雲1予スコ ナデ ヘラケズリ

褐 褐 リア砂粒

SI~017 151281，422 j二日市器 弱:;6(.;震 7.6 19.9 褐j火 よF悩 '/r:i 砂粒 ヘラナデ ヘフケズリ 手持ちへ
ラケズリ

SH17 161281，399，401， lニ師総 瑚品 14.8 8.1 9.5 70 !大樹 l こ"';~J..、 密 砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ 手持ちへ

402，419，421， 赤褐 ラケズリ

437 

SI~017 1712，4，7，18， 上師器 由民 30 -1 19.9 30 l こ~し、 に~\..、 害; 砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ

211，237，281， 赤掲 捻
282 

SI ~017 181267，281，436， 上師#~ M~ 29.8 -1 24.5 60 lこs;し、 にぷい 密 砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ

441，442，445， 赤褐 赤禍 ミガキナ

450，456，468， デ

470，472，475， 
486，487，489 

SI ~017 19173，251，281， 土問i得 臨t 28 20 60 に.!;し、 にぷい ¥l'i 砂粒 ナデミガ ヘラケズリ

288，334，358， 赤匝j 褐ー明 キ・ヘラナ ナデ

413 w褐 干

H青J疋
S I~017 23 281，282 上師器 何、 15.2 4.2 3.4 10 赤褐 亦絹 tu 砂粒 ミガキ ヘラケズ ナデ 赤彩

リヮミガ
キつ

SI~01 7 24 248，281 上師総 杯 19.2 18.0 2.9 赤褐 に..;~1，.、 ¥'l'，' 砂粒 ミガキ ヘラケズリ ナデ 赤彩

Aミ ミガキ

S I~017 25 281，329，345 須恵日品 杯 14.9 6.0 3.7 30 黄l火 灰黄褐 宮、 石英主:母ー へフケズリ 手持ちへ

砂粒白色 ラケズリ

粒

S I~017 26 281，282，298， 須!i~?普 +干、 12.7 7.7 4.5 40 i官灰 ，Vi灰 宮、 砂粒 ヘラケズリ l叫転ヘラ
318，341，411 切り

回転ヘラ

ケズリ

SI ~017 27 281，372 m)J'.?'~ 十十 13.7 7.6 3.8 50 灰tIi l正賞筒 宮、 雲母砂粒 ヘラケズリ 凶転へフ

キリ

SI ~O I 7 28 180，281 須，1J!. 6~ t1、 12.2 6.0 3.7 10 [こ~1.、 lこ，討し、 密 雲母砂粒 へラケズリ 手持ちへ

，W偽 tli褐 ラケズリ

SI ~017 29 281，375 !n恵?ii杯 14.6 8.4 4.0 20 灰賀補 灰，W褐 密 {i英'，$j苦ー ヘラケズリ l凶転へラ
砂純 1"1色 キリ

粒 手持ちへ

ラケズリ

S I ~017 30 16，282 須!J!. ~if 杯 13.6 7.8 4.4 30 ili灰 灰黄褐 密 石英砂粒 ヘラケズリ 回転ヘラ

白色粒 キリ

手持ちへ

ラケズリ

SI~01 7 31 1 227，232，281， {f-i .I~:器 十干 13.0 7.5 3.5 40 褐灰 』こ...;~\..、 宮、 雲母スコ 向転ヘラ 外而Jg耗
282 褐 リア砂粒 ケズリ lfi 

SI ~017 321 344 須必器 可r，_，去fJ411 J、 13.9 9.0 3.6 30 灰黄尚 長Jfi 在'[f，' 砂粒 ロクロ成

H柄、 耳5

SI ~017 33 1 327 !Ji!J'.禄 蓋 1.8 褐灰 に_;;し、 注: -:r;1昔・スコ ヘラケズリ ロクロ成

亦褐 リ7 砂粒 )f，主

旦1悩

po 
円
、
u
ハ叶
d



遺構 No. 7主記 ?m w.f形 口径 底径 器高 遺存 色調 色調
胎土 混入物 調整内面 調整外面

ロクロ
製j1， j~ij考 1~ü 考。% 内而 外而 1北形ー調整

51-017 34 321 須恕器 蓋 13.0 1.4 灰白 灰黄褐 宮 雲母ー砂粒 ヘラケズリ ロクロ!ι
ナデ Jf~ 

51-017 35 199，219，251， 須官、R時 ~ 15.0 2.4 灰賞褐 灰w.褐 を: へフケズリ ロクロ成

281，283 背三

51-017 36 113 須YM.総 -当ill 10.6 7.9 10 黄灰 灰黄褐 '品 雲母砂粒 ナデ ロクロ成 内面輪有i痕
育長

51-017 37 107 須!J:.~*f 甑 15.0 0.8 灰 灰政伺 宮、 23母砂粒 ナデ ヘラケズリ

S1018土器表

遺憐 ~o. ii 記 昔話種 2芸 Jf~ 口径 !主径 ~寺高
遺干F 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調経外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形調整

51-018 1 116，19，55 土日ip器 杯 12.6 8.0 3.8 20 褐 にぶい 密 砂粒 ナデ ナデヘラ 手持ちへ
赤羽 ケズリ ラケズリ

51-018 2 14，40-3 土日耐器 柄、 9.4 1.2 10 lこ_s;，、 にぶい 宮、 スコリア ナデ ヘラケズリ 手持ちへ ~!H!} 
掲 褐 砂粒 ラケズリ 「千j

51-018 3 19 芽UJJ1ぉ 柄、 12.4 7.1 4.0 100 黄灰 賞灰 τil¥' スコリ 7 ナデ ヘフケズリ 回転へフ
砂粒 ナデ キリ

手持ちへ
ラケズリ

51-018 4 126 須恵、;撚 杯 13.2 7.7 3.8 50 灰賛褐 灰前褐 密 長石雲母 ナデ ナデ 回転ヘラ
砂粒 キリ

回転ヘラ
ケズリ

51-018 5 1 23，55 須恵~苦 十干 6.5 一 20 に.s;し、 』こ.s;，、 ¥!¥ ナデ 回転ヘラケ 回転ヘラ
賞燈 黄鐙 ズリ キリ ー問

車区ヘラケ
ズリ

51-018 6 144-4 須恵器 柄、 線刻
1+ (x)J 

51-018 7 134-1，46，47， 須!A:1器 斐 22.2 -1 21.0 30 にぷい lこ_s;し、 ?普 砂粒 ヘラナデー タタキナ

48，49，50，51， 赤禍 赤褐 当てよ~jJ~ ア

54，55，58，59 
51-018 8 16，25，30， ~JUJ!-~号 翌E -1 14.6 19.2 10 暗灰黄 灰黄褐 官、 砂粒 ヘラナデ タタキナデ

36-1，56 タタキ ー当
て具痕

S1019土器表

1世f昨 NQ j主 言己 総H， 日"Jf< 円径 底径 ~詩高
進存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内而 調整外ff百
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外I同 成形調整

51-019 1 116，18，44 土師器 十平 14.5 7.6 4.5 40 にぷい 明赤褐 密 雲母砂粒 ヘラケズリ 回転ヘフ ヘラ1!~き

褐 ケズリ 「ノ」
回転ヘラ
キリ

51-019 2 146 須恵器 柄、 14.0 8.2 4.3 20 黄灰 賞灰 蜜 砂粒 ナデケズ 回転ヘラ
キリ
回転ヘラ

ケズリ

51-019 3 135 土師w.f 型E 13.0 4.4 10 日吉灰賞 灰褐 ii¥' 砂粒 ナデヘラ ナデ 2次的被
ナデ 熱による

日品[而荒れ

S1020土器表

遺構 No. t主記 器極 ?~形 口径 底径 器高
逃存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外面
ロクロ

事2竹侃l考 制iI考
% 内面 外I町 成形・調整

51-020 1 12，14 土側探 高杯 5.6 50 に_s;し、 に.s;い 笛 砂粒 ナデ ヘラケズリ ナデケ 輪布目痕

赤褐 赤鰯 ズリ

51-020 2 11，5 土日市*十 壷 9.7 2.9 11.2 80 にぶい にぶい 宮、 砂粒 ヘフナデ ヘラケズリ 手持ちへ 赤彩

赤褐 赤禍 ラケズリ

51-020 3 13，14 土師器 望E 6.0 13.0 30 灰褐 褐灰 密 砂粒 ヘラナデ 手持ちへ 外面煤付

ラケズリ ;，~f 

51-020 4 14，14 土師器 斐 7.0 19.1 30 にぶい 褐灰 密 砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ・ 手持ちへ

赤褐 ヘラナデ ラケズリ

S1021土器表

遺構 No. 注記 務種 日告形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外[師 成形調整

51-021 1 I 2，29，31，32， 土師協 品勾; 11.3 9.0 9.4 80 淡赤褐 赤禍 砂粒雲母 ヘラケズリ ヘラケズリ

33，37，39， ヘラナデ ナデ

157，160 

51-021 211，4，5，14 土師器 高町、 16.4 4.0 30 淡褐色ー ii!i褐色 乳白色微細 ナデ ヘラケズリ 赤彩

赤褐 赤褐 粒少 ナデ

51-021 3 17，2，22，23， 土師器 高杯 17.2 4.8 50 にぷい にぶい 空E、 ナデへフ ナデヘラ 赤彩 一部煤付

41，40，49，45， 赤褐 赤禍 ナデ ナデ 着

51-021 4 士郎総 宣τ~ずf 6.0 4.3 10 宮、 雲母 ナデヘラ ナデ 赤彩

ナデ

51-021 5 125 土師i得 小型 12.8 4.5 9.3 100 11音褐 H青褐 砂粒少 ヘラケズリ ヘラケズリ f甘つ

~ ナデ

51-021 614，18，37 土師器 tlt 14.8 3.0 7.3 100 赤褐 赤褐 乳白色微調uヘラナデ へフケズリ
l情褐 H音褐 粒 ・赤色ス ヘラケズリ ナデ

コリア

51-021 7 土師器 >JI! 15.7 -1 20 にぷい 赤禍 1医 ヘラナデ ヘラケズリ

赤禍 ナデ

51-021 8 14，19 土師器 tlt 11.6 7.5 80 11音褐 l情赤禍 乳i守色微細 ヘラナデ ヘラケズリ 刻文

黒掲 黒褐 粒赤色ス ナデ
コリア少

司

in『ν



遺構 No 注記 器種 器形 口径 底径 器高
造存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形調整

SI-021 911，7，9，10 土師器 杯 14.8 8.2 4.0 70 淡赤褐 i真赤褐 赤色スコリ ヘラナデ へラケズリ

黒褐 7・石英 ナデ

SI-021 10 1，2，118，119， 土師器 杯 15.0 9.4 5.1 10 暗褐 iJJ<褐 砂粒赤色 ナデ ヘフケズリ

120，122，124 スコリア
乳白色微細

粒

SI-021 11 7，152 須宮、器 杯、 13 8 3.6 40 賞灰 黄灰 官官 長石 ナデ・ヘラ ヘラケズリ 回転ヘラ

ケズリ ナデ ケズリ

SI-021 12 114 須恵器 宅，.主rI4E1 a、 7.4 20 灰黄禍 賞灰 ?託、 回転ヘラ

付杯 ケズリ

ナデ

SI・021 13 1，2，3，6，7，9， 土師器 斐 17.0 8.2 33.6 80 H音褐 階褐・ 乳白色微細 へフナデ ヘラケズリ

104，105，107， !.I'， 黒 粒赤色ス ナデ

108，109，116， コリア

148，149，150， 
155 

SI-021 14 1，8，9，131， 土師~苦 望E 21.2 一 31.6 40 赤H音褐 時赤褐 雲母小石 へラナデ ヘラケズリ

132，140 黒褐 ナデミガ

キ

S1025土器表

遺構 Nu 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外而 成形調整

SI-025 1 18，18 土師器 柄、 12.6 6.8 4.3 100 にぷい にぷい 宮、 砂粒スコ ナデヘラ ヘラケズリ 手持ちへ
赤褐 赤褐 リア ナデ ナデ ラケズリ

ナデ

SI-025 2 117，20， 土師告書 4不 13.3 7.5 3.9 50 にぷい 』こ.. ;，、 苦ょ 砂粒 ナデヘラ ヘラケズリー 回転糸切

19T-95-1 赤禍 赤禍 ナデ ナデ り
盤調整

SI-025 3 110，17，20 須恵器 望主 -1 14.4 9.8 10 tこ』ミし、 にぷい 密 砂粒 ナデーへラ へフケズリ

赤褐 経 ナデ当て ナデ

兵痕

SI-025 4 16 須!!J器 長男l 15 褐賞灰 にぷい 害f ロクロ成 }王線利1
:;;・a 掲灰 形

オリー
プ

SI-025 5 123 ~lfM-r.if 軍作主羽rAlコa、 10 褐灰 褐灰 可E 石英長石 ナデ ナデ

付盤

S1026土器表

造機 No 注記 器穣 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外国 成形ー調整

SI-026 1 110 土師総 杯 14.1 4.9 90 黄褐 賞褐 組l砂粒石 ヨコナデ ヨコナデ 黒色処理
思ー赤 黒赤 英・スコリ ヘラミガキ ヘラケズリー
褐 褐 ア少 ミガキ

SI-026 2 118 土師器 杯 13.0 4.9 100 褐黒 褐・黒 砂粒スコ ヨコナデ ヨコナデ
リ7 ミガキ ヘラケズリ

ナデ

SI-026 3 117 土師器 杯 14.0 4.6 100 赤禍 赤褐・ 細砂粒ス ヨコナデ ヨコナデ 盟色処理

黒 黒 コリア少 ヘラミガキ ヘラケズ')
ミガキ

SI-026 4 116，29，32 土師器 杯 14.8 4.1 90 黄褐 黄褐 締i粒石英 ヨコナデ ヨコナデ
黒 赤褐 スコリア少 ナデヘラ ヘラケズリ

賞褐 ミガキ ミガキ

SI-026 5 112 土師器 杯 14.0 3.4 90 !l:¥.1I音 黒-陥 微細粒ス ヨコナデ ヨコナデ 黒色処理
褐 褐 コリ 7少 ヘラミガキ ヘラケズリ

ヘラミガキ

SI-026 6 120，25，29 土師器 軒、 12.8 3.6 30 黄褐 黄褐 朝日粒 ヨコナデ ヘラケズリ 黒色処理
町~~ 黒 ミガキ ミガキ

SI-026 7 111 士側器 鉢 16.4 5.6 9.3 100 賞褐 黒褐 砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 赤彩
赤褐 型iJJミ ヘラミガキ ヘラケズリ

褐 ナデ

SI-026 8 112 土師器 鉢 17.6 -1 11.1 30 黒褐 黒褐 砂粒多 ヨコナデ ヘラケズリ・

黒 黒赤 ヘラミガキ ヨコナデ
褐 ナデ

SI-026 9 115 土日市器 受 16.1 8.1 24.0 100 黄禍 黄褐 也、 微細l粒砂 ヨコナデ ヘラケズリー
黒-赤 粒少 ヘラナデ ナデヨコ

褐 ナデ

SI-026 10 14 土師掠 望E 19.2 6.0 22.8 100 黄禍 時褐 砂粒 ヨコナデ ヘラケズリ

黒 黒 ヘラナデ ヨコナデ
ナデ

SI-026 11 1 13 土師器 望主 16.8 -1 26.4 黄褐 梨赤 砂粒少 へフナデ ヘラケズリ
赤褐 褐 ヨコナデ ヨコナデ

黒 ナデ

SI-026 121 15 土師苦言 甑 26.2 21.3 50 黄褐 黒 砂粒 ヘラミガキ へフケズリ
巣 ヨコナデ ヨコナデ

ナデ

S1028土器表

遺構 Nu 注記 器種 務形 口径 底径 器高
遣存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調撃外而
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外而 成形調整

SI-028 1 130 土師器 柄、 12.8 7.0 3.9 50 賞褐 黄禍 寵 スコリア 回転糸切

赤褐 赤褐 円
回転へラ
ケズリ

SI-028 2 1 52，53 土師総 軒、 12.4 6.7 3.4 90 賞褐 賞褐 'A スコリア 回転ヘラ
細粒 ケズリ

日
吋
d



遺構 No 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外而 成形調整

51-028 3 1 112 士師器 llll 12.8 6.4 2.6 90 赤褐 赤褐 宮』 スコリ 7 回転ヘラ
細粒 ケズリ

手持ちへ
ラケズリ

51-028 4 175 土師総 IUl 14.0 6.3 2.3 100 赤褐 赤褐 密 スコリア ヘラケズリ ロクロ成
黒担当 細粒 形ヘラ

ケズリ

51-028 5 1 183 土師~号 高台 16.4 10.4 3.9 80 黄禍 賞尚 密 スコリア ロクロ成
付盤 調11粒 形回転

へラケズ
リナデ

51-028 6 170 陶器 椀 15.6 7.9 5.3 90 緑灰 灰白 '/f; 砂粒小石 ロクロ成 灰紬

少 形回転
ヘラケズ
リナデ

51-028 7 185-2 土師器 柄、 』こ_;;し、 にぷい 告f 雲母スコ ナデミガ ナデ 主註i'.'
指 極 リア キ

51-028 8 須恵器 長頚 -1 18.9 60 黒灰 黒灰 密 細粒少 ロクロ成 自然粕

査 形

51-028 9 16，19 須恵、器 斐 27.4 6.5 10 黒 1官褐 志、 細粒多

E旦
51-028 10144，66 須恵p，;~ 15.3 10 黒褐 黒掲 密 細粒少 ヨコナデ タタキ

ヘラナデ

51-028 11 122 土師r.号 斐 18.6 -1 20 賞褐 黄褐 ?官 砂粒 ヨコナデ ヘラケズリ 常総型

巣褐 製筒 ナデ ミガキ

51-028 12 1 25，59，78， 土師i!i十 斐 18.6 11.9 14.7 10 褐-黒 H音尚 1f.' 砂粒少石 ヨコナデ ヨコナデ 常総型

86-3 皇生 多 ヘラナデ ヘラケズリ
ナデ

51-028 1319，18 話i曹、器 阪 26.6 -1 15.5 20 賞褐 白褐 省 細粒スコ ヨコナデ タタキ
白褐 リア ヘラナデ

51-028 14147 須!~:器 甑 -1 14.4 9.2 10 茶灰 白灰 密 砂粒 タタキ ・へ ロクロ1&
ラケズリ 青三

51-028 15133，87-4 須官、器 片口 21.2 12.0 11.6 60 赤褐 赤褐 司監 細粒スコ ヘラケズリ ロクロ成 赤彩
鉢 黒 黒 リア多 形ヘラ

ケズリー
ナデ

SI029土器表

遺構 No ii ~己 器種 器形 口径 1邑径 r品J;_'-J 泣存 色調 色調
胎土 混入物 調整内面 調整外面

ロクロ
製作備考 備考

% 内面 外面 成形・調整

51-029 1 177，79 土師器 杯、 16.0 8.6 4.7 40 果掴 E旦 雪E ナデ ナデ 回転糸切 黒色処理
り
回転ヘラ
ケズリ

51-029 2 160，62 土師器 柄、 11.4 7.8 4.2 20 』こ.0;，、 』こ.0;し、 を: 雲母スコ ナデ ナデ 回転へラ 墨書

指 極 リア ケズリ 「与j
回転糸切

り

51-029 3 16，81 土師i!ii f司、 11.8 7.2 3.9 10 に.0;し、 』こ.0;，、 密 雲母スコ ナデ ナデ 手持ちへ

極 樫 リア ラケズリ
回転糸切

ナデ

51-029 4 154 須恵器 杯 13.8 8.0 4.0 20 灰 灰 富‘ 砂粒 ナデ ヘラケズリ 回転ヘラ
ナデ ケズリ

ナデ

51-029 5 171 須曹、器 杯、 13.1 6.3 4.4 100 褐灰 にぷい 密 砂粒 ナデ ヘラケズリー手持ちへ 煤付着

赤縄 ナデ ラケズリ

51-029 6 1 35，36，73，74， 須恵器 杯 12.1 7.7 4.0 90 灰赤 灰赤 密 砂粒 ナデ ナデ 手持ちへ

75，80，88 ラケズ')
回転へラ
キリ

51-029 7 180，81 須恵探 柄、 13.2 8.0 4.1 10 にぶい i列赤褐 密 砂粒 ナデ へフケズリ 手持ちへ

赤褐 ナデ ラケズリ
回転ヘラ
キリ

51-029 8 169，86 須恵(P，;~ 十干 13.0 7.2 4.0 20 灰 灰 密 長石 ナデ ヘラケズリ 手持ちへ
ナデ ラケズ')

静止糸切

り

51-029 913，22，37，72 須恵器 杯 13.0 6.8 3.9 40 黒褐 褐灰 密 砂粒 ナデ ヘラケズリ 回転ヘラ
ナデ ケズリ

SI030土器表

遺構 No 注記 器毛並 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎士 混入物 調整内面 調整外国
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形ー調整

51-030 1 1 24 土師器 柄L 12.2 6.2 4.0 20 lこ.0;し、 にぶい 苦1 雲母 。スコ ナデ ヘラケズリ へフキリ

赤褐 赤褐 ')7砂粒 ナデ 手持ちへ
ラケズ')

51-030 2 1 14，28， P3-71 土師器 柄、 14.8 7.8 5.0 20 暗灰 にぷい 密 砂粒 ミガキ ・ナ へフケズリ 回転ヘラ 黒色処理

褐 ア ケズリ

51-030 3 119，26 須恵器 杯 13.3 7.1 3.9 80 褐灰 黒褐 宅E スコリ 7 ヘラケズリ ヨコナデ

砂粒 ナデ
手持ちへ
ラケズリ

一
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遺構 五。 注記 官品種 器形 口径 底筏 器高
遺作 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外商
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外而 成形・調整

51-030 4 111，37 ~Iî!.t~器 村、 14.6 9.2 4.2 20 灰褐 灰褐 %， 砂粒 ヘラケズリ 手持ちへ
ラケズリ

回転へラ
キリ

51-030 5 130 須恵器 +ィ、 13.4 3.8 10 黄灰 Lこぶい 宮- ナデ ナデ 焼ひずみ

褐

51-030 6 116，17 須yg_器 甑 25.6 -1 12.1 10 黒褐 掲灰 ¥1'; ナデヘラ ナテ・ タタ

ナデ キ

51-030 7 1 20，26， 28， 29， 5員~3 r，~ 甑 ー 14.0 11.2 20 灰褐 褐灰 密 砂粒 ナデヘラ ヘラケズリー ナデ へラ{!tき

68 ナデ タタキ iTJ 
51-030 8 1 12，13，28， 須恋器 甑 1.1 10 灰黄樹 暗灰賞 ?苦 砂粒 ナデ ナデ

P4-72 

SI031土器表

遺構 No. 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形調整

51-031 1 135 主i恵、総 杯 13.9 8.0 4.3 90 灰黄 !天黄褐 也、 砂粒白雲 手持ちへ

母 ラケズリ
回転ヘラ

キリ

51-031 2 136 須mr，~ 品台 -1 11.8 4.2 20 !疋黄 !大山 %' 砂粒 ヘラケズリ へフケズリ ヘラケズ

付杯

51-031 3 11 土師;器 斐 11.3 4.9 10 賞1* 褐灰 %'‘ 砂粒 ナデ ヘラケズリ
ナデ

51-031 4 16，7，16，21， ゴ二日市日岸 望主 19.8 7.8 30 lこ~し、 にぶし、 苦f 砂粒 ナデ ヘラケズリ

22，25，28，29， 赤褐 赤絹 ナデ

32，33 

51-031 5 123 須恵器 斐or 32.2 -1 11.1 10 灰黄褐 灰賞 富- 白雲母砂ナデヘラ ナテ・ )'タ

甑 粒 ナデ キ

51-031 6 118 須恵器 望E 28.4 9.0 10 灰員住j 褐灰 '也 砂粒 ナデヘラ ナデタタ

ナデ キ

51-031 7 114， 25，19r-47， 須恵器 斐or 29.5 8.5 10 1* 褐灰 密 砂粒 ナデヘフ ナデータタ

6 甑 ナデ キ

SI032土器表

】世I'/Ii No. 1主 ae 古寺種 r.詩形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外面 !北形調整

51-032 1 14 土師器 判、 11.0 6.2 4.8 40 にぷい lこ~\，、 'd; 石英長石 ナデ ナデ手持2 手持ちへ
品、褐 制灰 雲母スコ ちへラケズ ラケズリ

黒褐 褐 リア砂粒

51-032 2 17，10 5良恵器 杯 12.6 6.1 4.0 100 灰赤 J大赤 密 石英長石ー ナデ 手持ちへラ 手持ちへ
雲母スコ ケズリ・ナ ラケズリ
リ7 砂粒 ア.

51-032 3 110 須!E.y，;f 判、 13.2 6.8 4.3 80 褐灰 褐灰 密 ナデ 手持ちへラ 手持ちへ
H音赤禍 ケズリナ ラケズリー

ア. 回転ヘラ
キリ

51-032 4 16 須!J!-器 目k 33.9 JO 褐灰 !天黄褐 官、 石英長石 ナデ タタキナ

IW褐 宝ミ l主・スコ ア
')7砂粒

51-032 5 13，5，16 須恵、捺 斐 一 15.2 10 灰黄褐 灰赤 宮、 石英長石 ナデ 手持ちへラ 舞調撃 へフ書き
灰i員褐 3E母ースコ ケズリナ

リ7 砂粒 ア

51-032 6 1 1，2，8，9，21， 須恵、器 甑 29.0 15.3 28.5 90 灰褐 灰褐 ¥'fi 石英・長石・ナデヘラ 手持ちへラ 経調整 底部へフ
23 Jt!，褐 黒柱j ~f辛 ・ スコ ケズリ ケズリナ さき

リ7'砂粒 デタタキ

SI033土器表

遺構 'Q i主記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外面 成形調整

51-033 111 土師25 H、 12.9 6.6 3.9 50 l こ..;~"、 Lこ.，.;.;"、 官、 石英長石 ナデ ナデ |叶転糸切
赤褐 品、褐 雲母スコ

リアー砂粒

51-033 2 1 1 土師r.~ 杯 6.2 JO にぷい l こ ~~、 ?色、 ナデ ナデ 回転糸切

褐 褐 り
無調守主

51-033 3 1 1 ~jU邑苦言 杯 12.9 4.8 4.6 50 lこ";';1.、 にぷい 在、 石英・長石 ナデ ナデ 回転糸切
赤褐 ー 赤褐 雲母スコ り
.~~褐 黒褐 リ7・砂粒 担調整

51-033 4 1 35，94 陶器 Jlll 14.0 6.4 2.5 JO 灰-j/i褐 灰賞褐 ?音 石英・長石・ ナデ ナデ

雲母ー砂粒

51-033 5 1 22，23，24，40 土師器 高杯 16.8 10 褐に 明赤褐 宮、 石英ー長石 ナデ ナデ
ぶい赤 にぷい 雲母スコ

褐 赤褐 リア砂粒

51-033 6 1 17 土師:lli rtt 3.3 30 lこ~~、 lこ~し 、 %， 石英長石 ナデ 手持ちへラ
赤褐 赤褐 雲母スコ ケズリナ

H音褐 黒鈎 リア砂粒 デミガキ

51-033 7 1 5，6，9，12 土師器 月f 12.3 10 にぷい l こ.，.;~し、 'ff.' 石英長石 ナデ手持 手持ちへラ
赤褐 赤禍 雲母スコ ちへラケズ ケズリナ

灰褐 :，?，褐 ')7砂粒 守S

51-033 814，8，14，43， 土師昔話 ~ 16.4 10 l こ..;~し、 lこ~し、 密 石英長石 ナデ ヘラナデ

44，45，47 赤褐 赤褐 雲母スコ
.~H褐 灰!it倒 リア砂粒

-940 



81035土器表

遺構 !可。 ii 記 器種 器形 lゴf手 底径 器高
遺存 色調 色調

胎士 混入物 調整内而 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
Oo lλHfii 外面 /;)乙形ー凋繋

SI-035 1 125 土師?:~ 杯 11.4 6.8 4.3 30 !長褐 灰梢 '$ 石英長石 ナデ ナデ 手持ちへ
Lこ.>;し、 にぷい 雲母スコ ラケズリ

赤禍 赤禍 リ7 砂粒

SI-035 2 142 在U.ti.R号 判、 12.2 6.7 4.0 40 にぷい J民筒 可E ナデ ナデ 手持ちへ

赤褐 !こ..¥;¥、 ラケズリ

赤禍 ナデ

SI-035 3 1116 上師器 村、 11.0 4.2 3.6 20 』二...;.;"、 lこ... S~ I.-、 'i!'，' 石英長石・ナデ 回転へラケ 回転ヘラ

栂 4立 ~・ 1よスコ ズリナデ ケズ')"1 

リア砂粒 デ

SI-035 4 12，51，62 上師22 型主 20.0 30 灰桂j 灰褐 密 石英長石・ナデ 手持ちへラ

~A褐 里禍 雲母スコ ケズリタ

リア砂絃 タキ・ナデ

SI-035 5 152，78，80 土師器 望E 20.7 10 にぷい Lこ.>;¥、 ?百 石英長石 ナデ ナデ 常総型

経 4畳 ZE母スコ
リア砂粒

81036土器表

遺構 Nn I主記 器種 器形 口径 底径 器開
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内聞 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% l付面 外而 成形調整

SI・036 1 11，6，7，24，25， jSi恵器 柄、 12.6 6.6 41 80 lこ..¥;¥、 にぷい 'A: 石英ー長石・ 手持ちへラ 同転ヘラ

30，41 褐 赤禍 雲母スコ ケズリ キリ
』こ.;;し、 リ7 砂粒
褐

SI-036 ， 2 8，20，21，23， 須~:器 杯 12.4 6.8 3.1 100 にぶい にぷい 也、 石英長石 阿転ヘラ

41 赤福 功、掲ー 雲母スコ ケズ')

褐灰 リア砂粒

SI-036 3 19 土削器 材、 12.4 6.8 4.2 100 制灰 褐灰 密 石英・長石・ ナデ ナデ 回転糸切 歪み大
』こ.>;し、 にぷい 雲母スコ り 民調

褐 尚 リア砂粒 整

81037土器表

遺構 :¥0 ii.記 器種 器形 口径 底径 ifhhfT Ifv11 |i世存
色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調楚外l面
ロクロ

製作備考 備考
% r-"Jlfii 外而 成形調整

SI-037 1 12 土師器 仔、 13.3 10 lこ.>;¥、 hこぶい 積、 石英長石・ ロクロ!正

赤褐 赤褐 ZE母 。スコ 影ナデ

リアー砂粒

SI-03i 2 1 1，7，13 ~ß!.色丹品 饗 20.6 10 灰黄褐 』こ.-i::し、 密 石英長石 ナデ 手持ちへラ
』こ...;.:;'"、 赤褐 'El苦スコ ケズリ ーナ

褐 尚灰 リア砂粒 デタタキ

81038土器表

遺構 i¥u 注 目己 器種 ?ii形口径 底径 器高
遺存 色調 色調

目色ゴ 混入物 調整内面 調整外面
ロク ロ

製作備考 備考
% 内而 外而 成形調整

SI-038 1 1107，182，186 2良恵、音寺 4不 13.0 6.7 4.8 90 褐 l情 灰褐 ー 寵 石英長石 ナデ ナデ 同転へラ

褐 褐 雲母スコ ケズリ

リア砂粒

SI-038 2 11，4，8，162， 土日it器 高fi 14.8 7.5 6.0 30 1V1赤耗j /YI赤剥 宮、 正i英長石 ナデ ナデ ナデ

175， 176， 184， 付柄、 に.，.s::し、 lこJ品、 雲母スコ

188 赤褐 褐 リア 砂粒

SI-038 3 1200 土師器 J111 13.7 6.4 2.8 100 にぶい lこ，戸し、 'ii;' 石英長石ー 手持ちへラ 手持ちへ 内外面煤
品、褐 Aミ悩 雲母スコ ケズリナ ラケズリ 付着

Jl<褐 灰筒 リア砂粒 デ

SI-038 4 1201 須恵器 荷ん量 19.4 10.6 191 90 にぷい l こ~:;し、 ?干; 石英長石 ナデ 手持ちへラ 続調整
赤褐 赤褐 雲母スコ ケズリナ

灰褐 灰槌 リア砂粒 ア

SI-038 5 1 3，66，69， 78， {N!~:器 似 29.6 10 にぷい にぶい ?許 石英・長石 ナデ タタキナ

84，85，87， 赤禍 赤褐 雲母スコ デ当て具
151，172，178， リア砂粒 痕

181，189，191， 
192，215 

81039土器表

遺構 ¥h 注記 2苦種 ili十形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎t 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作i商考 備考
% 内而 外而 成形調整

SI-039 1 12，8，35，69，71 土師器 杯 12.6 10 [こ.;;し、 にぷい 1f.' 石英長石 ロクロ成

1時4登 1ft 雲母スコ 形
')7砂粒

SI-039 2 125，67，68，70 須恵 ~ii 杯 14.4 10.2 3.5 30 灰貨褐 2立筒 布、 石11<長石 T持ちへ
スコリア ラケズリ

砂粒之"手
多

SI-039 3 119，53， {ft!J!.器 相、 13.5 9.2 4.1 90 灰賞褐 灰黄褐ー 密 石英長正，. 回転ヘラ

灰赤 灰赤 スコリア ケズリ

砂粒芸母

多

SI-039 4 126，83 須恵器 杯 12.0 8.1 3.3 60 灰褐 灰靖、 宮、 石英長石 回転ヘラケ 回転へラ 磨耗激し

赤灰 スコリア ズリ ケズリ L、

砂粒。:ム母

多

SI-039 5 147，49，57，58， 士自国器 小型 14.7 5.0 15.5 90 にぶい lこ.>;¥、 宮、 石英長石 ナデ 手持ちへラ 底部本葉痕 常幸も:型
59，61，73，93， 斐 赤褐 赤禍 雲母 ースコ ケズリナ

95，96，97， リア砂粒 ア
104 

SI-039 6 1 12 須忠器 杯 にぷい にぶい 宮、 石英長石・ へフ告さ

'Pi掲 黄褐 雲母・スコ 1+ (x)J 
リ7 砂粒
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SI040土器表

遣俄 No 注目己 2品種 ilii形 口径 底径 器高 遺存 色調 色調
胎土 混入物 調整内面 調3在外面l

ロクロ
製作備考 備考% 内I田 外[而 成形調整

SI-040 I 1 9， 11，30，88 須恵器 杯 12.4 7.4 4.3 30 県裕 ~，~，褐 'ff，' 石英長石ーナデ 手J寺ちへラ 手持ちへ クスベ焼
雲母スコ ケズリナ ラケズリ 成
リアー砂粒 デ

SI-040 2 : 82 須忠告普 +r、 12.6 7.3 4.0 50 m褐 黒褐 石英長石・ ナデ ナデ 手持ちへ クスベ焼
雲f手スコ ラケズリ 成
リア砂粒

SI-040 3 148 須p，器 斐 48.0 9.6 10 灰褐 灰掲 小石砂粒 ナデ ナテa タタ

キ

SI-040 4 113，14，15，16， 土師昔話 望E 22.2 30 にぷい 褐灰 石英長石 ナデ ナデ手持
17，18，19，20， 樹旦! 黄褐 22母スコ ちへラケズ
21，22，23，24， 褐 :JA褐 リア砂粒
25，33，46，50， 
51，52，53，54， 
55，58，59，60， 
61，62，71，91 

SI041土器表

遺構 ~(l 注記 Z手掛 持形 ロ1壬 底径 器官B 遺存 色調 色調
胎土 出入物 調整内I而 調整外凶I

ロクロ
製作i桔考 備考% 内而 外而 成形調整

SI-041 I 173，78 土師器 判; 13.0 6.2 4.6 50 にぷい f射赤禍・ 宮、 石英長石 回転糸切
赤褐・ l こ~'-'、 雲母スコ り・無調
l こ J;~ 、 褐 リア砂粒 整
褐

SI-041 2 1 47，63，65，76， 土師器 折、 12.4 6.0 4.1 20 l ニ"';~I，.、 lこJ;し、 密 石英長石ー 回転ヘラケ l旦l転ヘラ
77 電E 樫ーに 雲母スコ ズリ ケズリ

ぷい黄 リア砂粒

燈

SI-04I 3 198 止H市総 望主 21.3 10 lこJ;し、 にぷい 宮、 ナデ ナデ ナデ ・手持
赤褐 赤褐・ ちへラケズ

lこJ;~‘ にぷし、 ') 
褐 褐

SI042土器表

i立構 Na i七 百己 器種 器}巴 口径 底径 器高
逃存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外部
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外而 成形調整

SI-042 I 117，19，20，21， t附!日告 杯 11.0 4.8 3.6 50 褐灰 灰倒 ?官 石英 ・長石・ 凶転糸切

22 にぶし、 1{1手スコ り・無調
褐 リア砂粒 整

SI-042 2 121 士郎器 高台 30 掲 褐 主: 石英 ・長石・ ナデ ナデ

付杯 主主母 ・スコ
リア・砂粒

SI043土器表

遺構 Na il J己 1I:1fJ重 器形 口径 底径 日告白
遺存 色調 色調

船上 i見入物 調整内蘭 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% 件H面 外ilil 成形調整

SI-043 I 1425，660 土師器 何、 13.6 7.0 4.3 30 にJ;し、 燈 宅~ 石英砂粒 回転ナデ 手持ちへラ ロクロ成

燈 ケズリ 牙5
回転ナデ

SI-043 2 119，411，641 J.n回線 杯、 13.8 5.8 4.0 70 灰褐 l珂褐 可* 石英スコ ミガキー回 手持ちへラ 手持ちへ {品空i
リア少傑 転ナデ ケズリ ラケズリ ・

1~1転ナデ 静止へラ

キリ

SI-043 3 1 152 土師総 折、 13.0 6.8 4.7 40 m 槍 富「 砂粒 回転ナデ 手持ちへラ 手持ちへ
ケズリ ラケズリ

回転ナデ

SI・043 4 1282 土師総 何、 13.4 6.6 4.0 40 』こ~し、 燈 % 砂粒 阿転ナデ 問転ヘラケ 回転ヘラ

赤褐 ズリ ・回転 キリ

ナデ 阿転ヘラ
ケズリ

SI-043 5 1 268，303，568 t師;保 何、 13.6 7.2 4.5 40 燈 燈 革、 石英 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ E思惑
ラケズリ 「夫万」

SI-043 6 1 16，423，663 t師器 何、 13.4 6.8 5.0 30 4畳 栂 望E スコリア 回転ナデ 手持ちヘラ 手持ちへ

砂粒 ケズリ ラケズリ

回転ナデ

SI-043 7 1591 土師搭 判、 6.8 3.9 20 I主f登 7;長jYi 密 砂粒 回転ナデ 手持ちへラ 手持ちへ 墨書
ケズリ ラケズリ 「口加」
同転ナデ

SI-043 8 1400 士郎器 折、 10 淡燈 宿 密 スコリア 回転ナデ 手持ちへ7 手持ちへ 墨書
砂粒 ケズリ ラケズリ

回転ナデ

SI-043 9 1647 土日市?~ 仔、 10 にぷし、 にJ;し、 密 砂粒 回転ナデ 1"1転ナデ ロクロloc ;g空F
鐙 t畳 形 「加」

SI-043 101210 土師器 何、 3.1 1.3 10 H音赤褐 燈 ¥'b' 砂粒 ナデ ナデ

SI-043 111501 土師器 tr 10 淡極 淡燈 7t.' 砂粒 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ 盗容
手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

SI-043 12 1 326，336，347， 土日市~~ +r、 12.6 6.6 3.8 50 にぶい にぷい 密 石英・スコ 悶転ナデ ヘラケズリ 手持ちへ

486，351 糧 極 リア ー少礁 回転ナデ ラケズリ

SI-043 131417，418 陶器 椀 14.4 6.4 3.9 40 1It1疋 黄灰 志、 長石・少際 回転ナデ 回転ナデ ・ 回転ヘラ
回転へラケ ケズリ

ズリ

51-043 14 1 25，702 ~ruY:裕 鉢 16.9 褐 灰褐 色: 石英・長石 ・ ナデ ナデ ロクロ成

雲母・スコ 背5
リア砂粒
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遺構 i¥Q I主記 t品種 p，~形 口径 底径 盟(li予I 世吋r 遣存 色調 色調
胎土 混入物 調整内而 調整外而

ロクロ
製作備考 備考

% 内I而 外面 成形調整

51-043 15 I 271 須m干器 鉢 28.3 -I 30 黒褐 黒褐 富- 石英・長石・ ナデ タタキ ・へ
雲母 ースコ ラケズリ
')7・砂粒

多

51-043 16 1 432，442 土師総 瑚~ 20.I 6.2 20 経 権 司監 砂粒 ヘラナデ・ ヘラケズリ

輪fi'iiii

SI044土器表

遺構 i¥Q y主記 ?iff亜 ~形 口径 I長径 虫(111'ずIHrJ 
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調Jt外出
ロクロ

製作i曲考 備考% 内而 外国 成形・調整

51-044 1 I 142 土師ir.1十干 7.8 3.0 40 燈 極 官「 スコリ 7 ミガキ 回転ヘラケ 回転へフ
ズリ ・!日l転 ケズリ
ナデ 回転ヘラ

キリ

51-044 2 160，69，88 須恵器 何; 12.2 7.4 4.4 40 灰黄禍 褐灰 密 砂粒 回転ナデ 回転ナデ ・ 回転ヘラ
回転ヘラケ ケズリ
ズリ 回転ヘラ

キリ

51-044 3 1154，251，396， 須!~器 十干 11.8 7.2 4.9 70 褐灰 にぷい ?色、 ~・母 ・ スコ 回転ナデ 回転ナデ・ 手持ちへ
419，438，541， 黄褐 リア・小傑 手持ちへラ ラケズリ
593 ケズリ

51-044 4 191，346，378， 須!.!!:器 杯 13.4 5.8 4.6 60 賞灰 褐灰 穂、 砂粒 ー少蝶 回転ナデ 回転ナデ・ 手持ちへ
502 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ 回転ヘラ
キリ無

調整

51-044 5 1190 2且恵器 杯 12.8 8.6 4.0 50 型 黒褐 密 スコリ了 回転ナデ 回転ナデ ・ 回転ヘラ
砂粒多 回転へラケ ケズリ

ズリ

51-044 6 1344 芽l恵、器 杯 12.2 6.8 4.6 40 Wi灰 にぷい 苦f 少際 制転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
黄灰 ラケズリ

51-044 7 1314，333，552 苦l恋お 何、 13.0 7.6 3.9 50 I<J にぷい 2肝 雲母 ・スコ 回転ナデ 回転ナデ・ 回転ヘラ
褐 リア 回転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-044 8141，526 須"s!.器 何、 12.7 6.8 4.2 60 黒崎 里.s音 宮、 砂粒 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
褐 褐 手持ちヘラ ラケズリ

ケズリ

51-044 9162，281 須官、昔話 何、 12.5 6.9 3.6 50 黒褐 11古灰褐 密 回転ナデ 回転ナデ ・ 手持ちへ
同転ヘラケ ラケズリ
ズリ

51-044 10 424，439 ~ÌHι?~ 柄、 13.0 7.0 3.9 50 褐灰 褐灰 キ1f 砂粧 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
回転ヘラケ ラケズリ
ズリ

51-044 11 189 須!!1.器 何、 12.1 6.8 3.8 90 灰褐 灰褐 干官 石1jf・長石・ ナデ ナデヘラ 1m転ヘラ
雲母 ・スコ ケズリ キリ
リア・砂粒

51-044 12 136，313，315， 須定、器 柄、 12.3 6.2 3.8 70 灰黄褐 褐灰 宅E スコリ 7 回転ナデ 回転ナデ 回転ヘラ ヘラ書き
525，559 回転ヘラケ ケズリ r + (x)J 

ズリ 内外I師煤
付着

51-044 13 252 m官、~ 杯、 7.9 2.2 30 褐灰 掲灰 宮、 スコリア 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
砂粒多 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-044 14 499 須恵器 蓋の 1.6 10 』こ~I..、 』こ.;;し、 宮、 砂粒 回転ナデ 回転ナデ
つま 黄褐 黄禍
み

51-044 15 181，592 士郎器 蓋 12.8 7.3 2.1 60 燈 I阿赤尚 苦; スコリア 阿転ナデ l回転ナデ 回転ヘラ
砂粒多 回転へラケ ケズリ

ズリ

51-044 16 544 須恵器 蓋 11.0 2.8 60 1)( 黄灰 苦; 理晃 回転ナデ 回転ナデ ・ ナデ 火博 硯に転用
回転へラケ
ズリ

51-044 17 104，247，249， 土師~ 翌E 20.4 -I 31.2 50 鐙 燈 ¥li' 長石・雲母 ・ヘラナデ ヘラナデ ・ 常総型
253，341，342， 砂粒少傑 ヨコナデ ヨコナデ・ 外 1m煤I
343 ミガキ ;:l(の砂付

布一配i 

頭部輪積

IiU 条
51-044 18 191 土師器 事E 16.0 -I 16.1 40 赤褐 l府赤褐 密 石英長石 ナデ ーへラ ヘラケズリ 外面黒斑

ナデ ・輪積 接合fJ~
f瓦

51-044 19 408，409，410， 土師探 翌E 15.8 8.9 20 明赤褐 明赤褐 徳、 石英長石 ヘラナデ ヘラミガキ ・ 内面煤付

417，578 ナデ 着

51ω4 20 449，473 土師器 翌E 20.1 一 18.5 30 燈 t畳 ?色、 石英砂粒 ヘラナデ ・ ヘラケズリ ・ 外聞輪積痕 外商胴部
小磯 ヨコナデ ヨコナデ ・ 2条 窯の砂付

ナデ 着黒斑
内而煤付
{f 

51-044 21 317，323，336， 土師総 翌E 8.8 5.2 20 相 褐 密 石英長石・ ヘラナデ ヘラナデ 底部木業痕 常総型

401，496 雲母・砂粒 内外而煤
付着

51-044 22 43，244，248 士郎器 登 24.6 13.9 20 lこ.;;~、 にぶい 密 長石・砂粒 ヘラナデ ・ ヘラケズリ ・ 外商里斑

，'1;:褐 賛褐 ヨコナデ ヨコナデ 内面煤付
若

51-044 23 345，347，353， 土師器 楚 6.5 7.7 20 赤禍 赤裕 ?苦 石英・長石・ヘラナデ ヘラケズリ 手持ちへ 常総型

366，369，349 スコリア ラケズリ 内面煤付
少量豊 ~f 

外国黒斑
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S1047A土器表

遺構 ¥u tE 百己 器極 ~~形 口1王 ]1，筏 昔if同 if!存 色調 色調
胎土 混入物 調整内而 調整外而

ロクロ
製作備考 {桔考

% 件Jilfi 外lui l庇形調整

SI-047A 1 1908 土曲目器 何L 12.9 7.1 4.0 90 にぶい 』こ";~It、 密 スコリア 回転ナデ 阿転ナデ 手持ちへ 墨書「又」
穆 続 砂粒 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

SI-047A 2 1 425，432，480， 上師器 判、 14.9 7.5 4.8 40 県 指 密 石英長石 ミガキ ナデ 向転ヘラ 黒色処理

698， 724， 732 雲母砂粒. ケズリ

スコリア

白色針状物

少

SI-047A 3 1145 土師'*十 lU1 13.1 6.5 2.4 90 燈怯1 樫褐 宮、 石英 ・砂粒 回転ナデ 1両l転ナデ ー 手持ちへ 内外面煤

手持ちへラ ラケズリ 付着 ・!旦

ケズリ I証

51-047A 4 1 562，622 上師器 杯、 14.1 7.0 3.7 50 l こ..;~し、 l こ ~l 、 空量 雲母砂粒 同転、ナデ 同転ナデ ・ 回転ヘラ 外面煤十f
t宣 符 回転ヘラケ ケズリ 着

ズリ

51-047A 5 1780 須忠告普 杯、 12.5 6.9 3.8 50 !正褐 灰褐 密 砂粒 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
手持ちへラ ラケズリ
ケズリ

51-047A 6 110，11 ~}i !l(持 好、 14.2 6.6 4.3 30 u~梢 黒褐 在i スコリ 7・ 回転、ナデ 回転ナデ 手持ちへ

淡褐 砂粒 手持ちへラ ラケズリ
ケズリ

51-047A 7 156，179，181， 上師器 斐 13.1 8.5 15.5 50 l珂赤禍 赤褐 ?も‘ ヘラナデ ヘラケズリ ・ 内外而煤

182，184，191， ヨコナデ ヨコナデ 付着児

225，234，241， f妾合政 輪fiiJ!i. 斑

254，255，283， 
286，323，394， 
439，467，560， 
768，815，846， 
855，856，857， 
865，399 

51-047A 8 11，88，101，39， 土師器 望E 21.5 30 30 lこ，，;，、 ;n1t日 密 雲母砂粒 ヘラナデ ヘラケズ1)・ 外而里斑

65，69，80，91， 赤鰯 ヨコナデ 目 ヘラナデ 目 外而窯の

187，776 輪積痕 ヨコナデ 砂付:(_j:

51-047A 9 1 74，79，407， 土師桜 望E 20.7 12.9 40 赤側 亦褐 11:，' 1.i If~ スコ ヘフナデ・ ヘラケズ 内而煤H
503，519，520， リア ・砂料 ヨコナデ リ ヨコナ 着

521，522，523 輪前iJl昆 デ輸秘痕

51-047A 10 68， 577， 883， 仁師日'~ 斐 16.2 -1 25.1 60 H苦悩 l情褐 密 長石 ・スコ へフナデ ヘラナデ 内外而煤

887，913，924， リ7・砂粒 ナデー輪獄 ヘラケズ 付者

933，1067 Jj{ リナデ

51-047A 11 258，521，709， iJi窓;r.-; 楚 20.9 10.6 27.5 80 tJt 電宣 ?官 スコリア ヘラナデ ・ ヘラケズリ 外l師煤付
909 砂粒 ヨコナデ タタキ ・ヨ 窯の砂付

コナデ指 着

頭t長

SI047B土器表

遺構 i¥u il 記 器経l 器jf~ 口径 1庄径 総EE 遺1f- 色調 色調
胎土 混入物 調整lλHlii 調整外面 ロクロ 製作備考 備考% 1 1λJi国 外面 成形調撃

51-047B 1 1 996，997，998 須恵器 相L 14.2 8.6 4.2 70 I灰白 灰向 雪量 石英 ー砂粒 回転ナデ 回転ヘラケ 回転ヘラ 火律つ

ズリ ・回転 ケズリ 外而煤付
ナデ 弓、J作f 

51-047B 2 1 1049 iJU1'.~:F 量E -1 15.6 黄灰 灰員 11:.' 石英・長石 ナデ タタキ ・ナ

~C土砂粒 デ・ヘラケ

多 ズリ

51-047B 3 1 1062 土師器 小型 5.1 10 にぷい IYJ赤褐 '/t'‘ 石英・長石・ ナデ ヘラケズリ 手持ちへ

宝E 信 ~:・母・スコ ラケズリ
リ7・砂粒

5色針状物 |
S1048土器表

遺構 :¥0 i左記 ~t亜 日持形 口径 jま径 2在日
選存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外而
ロクロ

製作備考。ら 内面 外出l 成形調整

51-048 1 1519 須.I~j~ f干 13.9 6.6 4.1 80 積 指 粗 スコリア ・ 回転ナデ 回転ナデ・ 手持ちへ 内外而思
砂粒 r持ちへラ ラケズリ 斑

ケズ1)

51-048 2 186，419 土日市器 仙台 12.8 6.6 3.6 60 にぷい lこ.;;し、 宮、 石英・長石・ ミガキ ・ナ ナデ 手持ちへ 墨書
相、1lI1 位 位 砂粒 ・スコ ア ラケズリ

1)7・52母

51-048 3 1 364 j二日市町+ 何: 10 淡燈 淡燈 11:. 宝，j:j: 向転ナデ 阿転ナデ 墨書
「ヌつ j

51-048 4 1236 士郎総 料、 4音 4宣 密 石英・長石・ ナデ ナデヘラ 場企
砂粒スコ ケズリ (不明)

リ7. ;;:母
多

51-048 5 1329 土師器 材、 6.7 10 燈 極 '/t' 石英・長石 ナデ ナデ 阿転へラ E昌弘!r-
砂粒スコ ケズリ (不町j)
リ7，:srj: 
多

51-048 6 1 134 土師法 柄、 6，5 10 l こ.，.;~し、 程 官、 石英長石 ミガキ 回転へラ 緑紬
燈 砂粒スコ ケズリ

リ7，雲母 ナデ

多

51-048 7 1 233，286，298， 土師掠 護 12.3 10 黒褐 I列赤禍 在J 石英長石 ナデ ヘラケズリ

299，307，401 砂粒・'sFJ:，

スコリ 7少

944 



遺構 No. it ~è 器種 器形 口径 底径 総高
泣存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内面 調轄外而
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外国 成形調整

51-048 8 1148，287，325， 土師器 斐 9.6 16.3 30 赤褐 明赤倒 粗 雲母・砂粒 ヘラナデ・ へラナデ

329，343，346， ヘラケズリ ヘラケズリ

397，398，408， 
409，410，479， 
490，491，493， 
494，496，497， 
500，501 

51-048 9 1481，499 須!f，~寺 阪 25.4 12.4 20 l珂品、相場 極 粗 長石砂粒・ ヘラナデ ・ タタキ ・ヨ
少燦 ヨコナデ当 コナデ

て具痕

SI050土器表

遺構 No. ~1 ~己 器級 器形 口f量 底径 r，;):l.':i 
逃存 色調 色調

胎士 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外国 成形・調整

51-050 1 1359 土脚部 判、 12.9 6.9 3.7 80 位 tl! 事i 雲母・砂粒 回転ナデ 手持ちへラ 手持ちへ 内外而禦

スコリ 7 ケズリ ー回 ラケズリ 斑煤付

転ナデ 治-灯l珂

~ 

51-050 2 1 1225，1289， 土師器 判、 14.5 8.7 4.3 80 4宣 燈 1f，'‘ スコリ 7 ・ 回転ナデ 手持ちへラ 同転ヘラ

1267，1269， 砂粒 ケズリ ・|叫 キリ回

1272，1286， 転ナデ 転ヘラケ

1293，1303， ズリ

1318 

51-050 3 1 19，442，444， t師器 柄、 11.5 6.3 3.8 40 AJj赤褐 燈 密 石英・長石・ナデ ナデヘラ 手持ちへ 選舎

526，527 雲母 ・スコ ケズリ ラケズリ 「力IIJ
リ7 ・砂粒

51-050 4 151-050-Jl2 須恵、r.品 何1 7.5 黄塑 賞m: ?色、 石英・長石'ナデ ヘラケズリ・ 回転ヘラ ヘラ書き

雲母スコ ナデ ケズリ

リア少。砂
粒多

51-050 5 1382 士師器 十干、 にぷし、 にぶい 密 石英長石 ナデ H!F 
黄積 賞鐙 雲母スコ (イ;1列)

リ7 ・砂粒

51-050 6 1 492，505，536， 須恕r.:f 何、 12.7 7.2 4.1 80 製褐 黒褐 官、 スコリ 7 ・ 回転ナデ 手持ちへラ 回転ヘラ

539，627， 砂粒 ケズリ ・回 ケズリ

1186 転ナデ 回転ヘラ
キリ

51-050 71262，367，513， 須!J!.r，~ 判、 13.0 7.0 4.0 25 灰 灰 11:，' 石英長石・ ナデ ナデ・ヘフ 手持ちへ

761 砂粒，多ス， コ ケズリ ラケズリ
リ7ff" 'il・
吋:少

51-050 8 1 1223 t師総 1m 13.2 6.5 2.6 90 f宣 侵 '&' スコリア 回転ナデ 阿転ナデ 回転ヘラ

ミガキ ケズリ

回転ヘラ
キリ

51-050 9 1 530， 598， 68.1， 土師総 望E 19 一 15.1 20 褐 筒 苫『 石英砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ 外而1岡部
697，736，884， ナデ ナデ 墨痕フ

941 

51-050 10 1 978，989， j二郎~~ 型E 21.5 341 80 淡黄褐 淡'tfi褐 相i 石英・砂粒・ ヘラナデ・ へフケズリ 常総理」

1245 雲母 ナデ ミガキ ・ナ
デ

51-050 11 185，128，977， ~R!~、器 現A抵 60.2 271 20 灰黄禍 灰黄禍 也、 雲母砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ ・
980，1062， ナデ タタキ ・ナ

1070，1071， ア-

1072，1074， 
1075，1092， 
1096，1138 

51-050 12 1 1183， 1218， 須!~~寺 望主 21.5 19.6 70 淡褐 i長ぬ 1.' スコリア ヘラナデ・ ヘラケズリ・

1283，1284， ナデ ナデ

1300，1301 

51-050 13259，5192354，6， 07， 須恵r.詰 望E 23 7.9 20 l情褐 H音制 望E 砂粒 回転ナデ 回転ナデ ロクロ成

609， jf~ 
1260，1266 

SI051土器表

SI052土器表

SI053土器表

遺構 i¥u ii 記 古品種 日苦形 口径 底径 総高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外商
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外I面 成形調繁

51-053 1 1347 土師器 杯 12.4 5.8 4.2 30 淡赤鐙 淡赤燈 粗 石英 ・スコ 回転ナデ 向転ナデ・ 手持ちへ ヘラ空iき
リ7・砂粒 手持ちへラ ラケズリ 1+ (x)J 

ケズリ 内面煤付

着

51-053 2 1157，158，160， 士郎器 判; 13.3 6.8 4.3 70 lこ..)~I.，、 にぷい '/f} スコリ 7・ 回転ナデ 回転ナデ・ 手持ちへ 火禅フ

184，185，239， 赤褐 赤褐 砂粒 ・小記事 手持ちへラ ラケズリ
243，411，674 ケズリ

-945-



遺構 Nn 注記 器種 務形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考% 内而 外而 成形調整

51-053 3 1 420，438，829 上自面持 材、 14.0 6.2 5.5 90 燈 程 密 石英・砂粒 回転ナデ 回転ナデ ・ 回転ヘラ 黒色処理
回転へラケ ケズリ
ズリ

51-053 4 1188，196，254， 上師器 杯 13.7 6.4 4.7 70 燈掲 棺褐 密 スコリ 7・ 回転ナデ 回転ナデ 回転糸切 内外面盟
278，287，337， 小際 斑
390，518，574， 無調整
576，604，617， 
621，592 

51-053 5 1 70，872，877 土師器 相、 11.9 5.8 4.3 50 樫 f畳 W; 石英・雲母 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ 内外而煤
砂粒 手持ちへラ ラケズリ 付着

ケズリ

51-053 6 1 595，615，669 3.ltT~ r，~ 柄、 12.2 6.0 3.2 90 にぷい l こ~l-、 雪量 石英・雲母・ 回転ナデ 回転ナデ 回転へラ 内外而黒
褐 褐 スコリ 7・ 回転へラケ ケズリ 斑煤付

砂粒 ズリ 完旨
窄孔2筒
所有

51-053 7 1 20，173，215， 須I色、~. 杯 13.0 6.1 3.8 60 黒 rl! 望E 石英長石・ ヘラケズリ 回転へフ
294，335，441， 雲母.砂粒 ナデ キリ ー回
533，543，538 多向色量| 転ヘラケ

状物 ズリ

51-053 8 1159，182，693 ~fi恵器 何、 12.7 6.0 3.7 70 にぶい 燈 ¥1'.' 砂粒 l旦l転ナデ 回転ナデー 回転ヘラ 内外而煤
糧 回転ヘラケ ケズリ 付着へ

ズリ ラ型Tき
51-053 9 1 252，338，554， 緑紬陶 椀 60 黄灰 黄灰 密 回転ヘラケ ナデ

644 2告 ズリナデ

51-053 10 1 279，509，713， 灰糊陶 椀 15.4 7.8 4.8 40 灰白 灰白 寵 砂粒・小傑 回転ナデ 回転ナデ 回転へフ 灰粕退
714 古寺 回転ヘラケ ケズリ 書

ズリ 「大J? 
51-053 11 1139，312 土師持 杯 6.0 1.4 20 にぷい l こ";~1.、 粗 スコリア 回転ナデ 回転ナデ ・ 墨書

燈 燈 砂粒 ナデ 「口」
51-053 12 487 土師器 何、 10 按 積 宮、 同転ナデ 向転ナデ 墨書

「口d
51-053 13 115 土師P.. 判、 10 鐙 穆 宮、 スコリ 7 回転ナデ 回転ナデ

51-053 14 133 上師器 十千 10 燈 栂 1* 砂粒 回転ナデ 回転ナデ・ 話H!t-
手持ちへラ 「口」
ケズリ

51-053 15 795 上mu器 重~ ? 10 に";~l-、 』こ~し、 2青 長石・~母 ヘラ脅さ
程 権

51-053 16 810 須恵器 蓋 3.1 1.2 10 灰 灰 W; 砂粒 回転ナデ 回転ナデ

51-053 17 564 ii'i恋器 置カマ 10 燈 鐙 官、 砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 内外而~
ナデ タタキ III 

51-053 18 115，1臼，182，土師~ 斐 22.5 -I 17.8 20 lこ..;~し、 l こ~，、 粗 スコリア へラナデ ヘラケズリ 内外i目黒
258，555，562， 赤褐 赤褐 砂粒 ヨコナデ ヨコ十デ llE 
563，668，590， 
600，609，614， 
629，645，646， 
699，712 

51-053 19 264，490 土師器 望色 23.8 -I 12.9 10 糧 糧 粗 長石 ースコ ヘフナデ ヘラケズリ
リ7・砂粒 ヨコナデ ヨコ十デ

51-053 20 861，863，867， 土師器 望E 17.6 -I 21.3 40 にぶい lこ~し、 粗 石英・スコ ヘラナデ ヘラケズリ 外而，1M斑
874，875，876 極 赤褐 リア・砂粒 ナデヨコ ヨコナテ・

ナデ指頭
痕

51-053 21 103，299，306， 土師器 斐 19.9 26.3 60 にぷい にぷい 粗 スコリア ヘラナデ ヘラナデ 内外面黒

421，547，622， 控 程 砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 斑

671，728，729， 
1369，22，221， 
252，286，340， 
406，623，730， 
759，780，787， 
788，792 

51-053 22 151，828 3JUJ!.r，普 甑 27.4 15.0 26.1 80 にぷい 極 1* 長石スコ ヘラナデ ヘラケズリ ・
赤褐 リア砂粒 ヨコナデ ヘラナデ

輪積痕 接合!ii.

SI054土器表

遺構 ~n 注記 日品種 総形 口径 底径 器商
泣存 色;凋 色調

胎土 浪人物 調整内I而 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外iITi 成形調繋

51-054 1 1181，332，345 土師器 柄、 11.8 5.5 4.3 90 淡褐 淡褐 密 雲母 ・スコ 回転ナデ 回転ナデ 回転ヘラ 外商黒斑
リア砂粒 輪積痕 ケズリ

51-054 2 I 1044 土師器 +干、 Il.l 7.0 3.9 90 赤褐 赤褐 窓、 雲母スコ 回転ナデ 回転ヘラケ 回転ヘラ 外面黒
リア砂粒 ズ1)・回転 ケズリ 斑煤付

ナデ 着

51-054 3 1317，774， 士郎器 柄、 12.6 7.1 4.1 60 格褐 燈耗j 1B スコリア 回転ナデ 回転ヘラケ 回転ヘラ

1206，1210 砂粒・小燦 ズリ 回転 ケズリ
ナデ

51-054 4 1812 上自iUi器 杯 Il.l 6.3 3.6 l∞ iiR総 i主絢 宮、 石英・スコ 回転ナデ 回転ヘラケ 回転ヘラ 内外面.!]!

リ7・砂粒 ズリ 回転 ケズリ 斑煤付
ナデ 回転糸切 着

り

51-054 5 1 883，608，660， 土師総 杯 15.5 8.2 4.6 90 褐 密 砂粒・礁 ミガキ・回 回転ナデ 回転ヘラ 内面黒色処 外i面[f，、斑
765，923，933， 転ナデ 回転ヘラケ ケズ 1). 理

1057，1200， ズリ 回転ヘラ

1240 キリ

51-054 6 1814 須恵器 何、 13.0 7.6 4.2 90 極褐 樫褐 奮 長石スコ 回転ナデ 回転ナデ・ 手持ちへ 内外聞煤

リア砂粒 手持ちへラ ラケズリ 付着

ケズリ 外商黒斑

946 



遺構 Nu 注記 器種 器形 口径 底径 il寺高 遺存 色調 色調
胎土 混入物 調整内面 調整外面

ロクロ
製作備考 備考

% 内面 外国 成形調整

51-054 7 1 1235 須班、器 杯 12.3 7.0 4.1 80 灰黄褐 灰'Pi褐 '8'; 長石 ・スコ 向転ナデ 回転ナデ・ 手持ちへ 内外而煤
リ7 ・砂粒 手持ちへラ ラケズリ 付-4i

ケズリ

SI-054 8 11383 須!g:~告 判、 12.2 7.8 4.1 50 黒掲 黒褐 宮、 長石スコ 回転ナデ・ 手持ちへ
1)7・砂粒 手持ちヘラ ラケズリ
小磯 ケズリ

51-054 9 1 953， 1112， 須恵号事 杯 13.5 8.1 3.9 90 授褐 樟褐 宮、 長石砂粒 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
1117，1120 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-054 10 815，1017， ~1~!J!.?'~ 何、 12.7 7.4 4.3 80 階灰黄 日昔灰黄 高: 砂粒 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
1343 褐 褐 手持ちへラ ラケズ1)

ケズリ

SI-054 11 1162，1171， 須恵桜 杯 12.8 7.1 4.2 80 鈎 褐 密 長石砂粒 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ

1280，1288， ラケズリ
1340 

51-054 12 842 土師器 +ィ、 12.0 6.8 3.8 70 淡糧褐 淡程褐 ¥ll 石英スコ 回転ナデ 回転ナデ 回転糸切 内外而煤
リア・砂粒 付着

担調整

51-054 13 212，447 須恵器 杯 11.3 6.3 3.8 90 灰 J五 蜜 スコリア 回転ナデ 同転ナデ 回転ヘラ
砂粒 回転へラケ ケズリ

ズリ 阿転ヘラ
キリ

51-054 141688，1110， 須車、器 杯 13.2 8.0 3.9 50 里 E旦 雪量 長石・砂粒 回転ナデ 回転ナデ 回転へラ

1111，1114， 回転へラケ ケズリ

1270 ズリ 回転へラ
キリ

51-054 15 1 613，661， 須!J!.~普 何、 11.8 5.6 4.3 40 灰賞 賞灰 石英長石 回転糸切 火襟

1028 雲母スコ り 南比企産
リア砂粒・ 無調整
白色針状物

51-054 161906 須恵器 受 樫 鐙 官iI¥' 雲母 ナデ タタキ L~ 1!!: 

SI-054 17 1 873，880， 須!M.器 斐 16.4 14.1 40 権 鐙 宮、 スコリ 7 ・ ヘラナデ ヘラケズリ ー

1354 砂粒・小磯 タタキ

SI055土器表

遺構 Nn 注記 器種 告書形 口径 底径 ~軍1"当。，
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内蘭 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外而 成形調整

51-055 1 1 42，87，96， 士mUil号 杯、ー 13.0 7.0 4.3 70 稽 ~ï '品 石英長石 ナデ ナデヘラ 手持ちへ
112，113 雲母 ースコ ケズリ ラケズリ

リア ・砂粒

51-055 2 1 97，115，146 土師;r. 杯、 13.2 7.5 4.4 80 程に m 包 石英・長石・ ナデ ナデ 回転ヘラ
ぷい燈 雲母スコ ケズリ

リア砂粒 回転糸1;IJ
り

SI056土器表

遺構 Nu t主言己 器種 R~形 口径 底径 il~高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形調整

51-056 1 1169，199，216 土師器 柄、 12.0 5.8 4.0 90 極 燈 温、 雲母・砂粒・ 回転ナデ 回転ナデ |回転ヘラ 墨書
小磯・スコ 手持ちへラ ケズリ 「告」
')7 ケズリ

SI-056 2 1 125， 126，210 土師器 杯 15.2 8.2 5.6 100 授 燈 穂、 スコリ 7 ・ 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ 火樽t 内外而輪
砂粒 手持ちへラ ラケズリ li'i痕有

ケズリ 外面煤
内面炭化
物付着

51-056 3 1108，109，208 土師器 杯 15.2 7.2 5.4 90 極 積 密 雲母スコ 回転ナデ 回転ナデ・ 回転ヘラ 黒色処理? 墨書
リ 7 砂ミガキ 同転ヘラケ ケズリ 「秋」
粒 ・小磯 ズリ 内外面黒

斑
51-056 4 1 129， 202， 296 土防総 十干、 13.9 6.9 5.0 90 i先褐 i点褐 ¥'l'; 雲母スコ 回転ナデ 回転ナデ 回転ヘラ ヘラ書き

リア砂粒 回転ヘラケ ケズリ 1+ (x)J 
ズリ 墨書

「小俣」
51-056 5 1201 須恵器 杯 13.3 8.0 4.4 80 黒褐 黒褐 宮、 雲母 砂粒・ 回転ナデ 回転ナデ・ 手持ちへ 外面輪積

小傑 手持ちへラ ラケズリ JH 
ケズリ ・輪
桜痕

51-056 6 1205 須恵器 何、 13.4 7.5 4.3 70 燈 燈 密 長石・雲母・ 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
スコリ 7 手持ちへラ ラケズリ
砂粒 ケズリ

51-056 7 1211 建i恋陶器 相、 13.0 7.4 4.0 90 明赤禍 l珂;Jjミ褐 密 長石 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
手持ちへラ ラケズリ
ケズリ

51-056 8 1197，206 土師器 杯 12.1 7.5 4.0 80 褐 褐 '8¥'、 砂粒・少量襲 回転ナデ 向転ナデ 手持ちへ
ラケズ1)

回転糸切
り

51-056 9 1204，211 土師器 高台 19.1 8.1 6.6 30 褐 褐 富也 長石・砂粒 回転ナデ 回転ナデ ・ 回転ヘラ
付杯 小磯 ミガキ 回転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-056 10194，203，212， 土師器 古車 14.0 5.6 13.3 70 赤褐 赤褐 宮、 スコリア 回転ナデ ヘラケズリ ・無調整 ・
291 回転ナデ ナデ

51-056 111121，162，174， 土師器 斐 12.8 6.1 12.1 80 赤禍 赤褐・ 宮、 長石・スコ ヘラナデ・ ヘフケズリ・ 内面接合
190，200，207， 111.褐 リ7 ・砂粒 ヨコナデ ヘラナデ・ 痕
213，215，217 ヨコナデ

司

i
d
斗
A
Q
d
 



遺構 ¥Q I主 言己 ~~種 務形 口径 底径 器市
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% P<liui 外商 成形調整

51-056 121206 il'(忠~" ~ 25.4 -I 17.3 20 積 権 ¥t' 砂粒 ヘラナデ・ ヘラケズリ

ヨコナデ タタキ ・ヨ

コナデ

51-056 13130，61，124， 須恵.:~ 甑 -1 15.0 黒褐 明赤褐ー?宮 石英長 ナデケズ タタキ・ナ 底部五孔

168， 175， 209 灰桂j 石 .-r，:・IlJ・ テ'・ヘラケ I!!I~& 
砂校スコ ズリ
リア多

51-056 14 1 27，29，191， 須曹、器 3臣 一 15.2 18.4 40 賀補 itl褐 t量t スコリア砂 ヘラナデ ヘラナデ 外国へラ

198 粒 タタキ ヨFきつ

SI059土器表

遺構 No 注 ~c 器稀 器形 口径 底径 器ru遺存 色調 色調
胎土 混入物 調整内而 調整外I而

ロクロ
製作備考 備考

% 内面 外面 成形ー調撃

51-059 I I 256，259，260， 上附;協 'it 23.2 11.4 20 位 燈 '9;' 長石 ・スコ へラナデ ヘラケズリ 武蔵型

261，265，262， ')7・砂粒 ヘラナデ 外面接合
2ω，257 省主

51-059 2 1116，127，196， 土日ip器 現~ 15.0 一 11.1 10 lこh:，、 lこ__;;!_，、 組 石1Jf・長石・ ヘラナデ ・ ヘラナデ ー 常総型

201，202，126， 燈 鐙 'Iil主砂枝 ヨコナデ ヨコナデF 外面l煤付
137，188，195， 4vJ 戸つ

203，220 

SI060土器表

遺構 No 注記 日5般 日号形 口径 底径 w，-I市
遺存 色調 色調

胎二t 混入物 調整内面 調整外而
ロクロ

製作備考 備考06 内而 外面 J&:Jf~ ・ 調整

51-060 I 1 159，266，324， 須恵器 杯 13.8 7.6 4.0 50 1，記 J疋 相l 長石雲母・回転ナデ 回転ナデ ・ 手持ちへ 外国煤付

389 砂粒 手持ちへラ ラケズリ 芯一
ケズリ

51-060 2 187，94，433， ~TI!tl:器 ff、 13.2 7.6 4.6 50 l天 !五 古1 長石砂粒 阿転ナデ 回転ナデ ・ 手持ちへ

505 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-060 3 1 40，154，158， 須恵器 何、 7.0 1.6 30 灰 灰 密 砂粒 回転ナデ 削転ナデ 手持ちへ 辺容

237，270 回転ヘラケ ラケズリ 「否」
ズリ

51-060 4 1484 須恋器 十手 40 ? 灰 ¥l¥' 石英 恒l転ナデ 回転ナデ 回転ナデ 転用硯つ

内而煤付

~~( 

51-060 5 1251，370，444， 七師器 楚 10.4 8.5 30 赤尚 fVJ赤褐 存; y、コリ 7・ ヘラナデ ヘラケズリ 外l町.'.I.¥J，!E

445，446，447， 砂粒 ヨコ十デ ヨコ十デ I太郎l接合

448，471 1見

51-060 6 1124，194，275， 七師器 斐 16.8 8.0 10 にh:，' にぶい 粗 長石 ・砂粒 ヘラナデ ヘラナデ

427，486，496 赤掲 亦褐 ヨコナデ ヨコナデ 痕内而接合

SI061土器表

遺構 ¥Q I主 54 器極 総形 円径 !瓦徒 器高
遺存 色調 色調

胎上 混入物 調整内問 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% 内聞 外而 成形調整

51-061 I 116，205，388 土師器 杯 6.2 1.5 40 灰槍 flf 首号 スコリア 回転、ナデ 回転ナデ ' !日l転へフ f!H~ 
回転ヘラケ ケズリ 「生J
ズリ

51-061 2 1250 土師器 何、 10 極 位 ytt 砂粒 同転ナデ 阿転ナデ 遺書

51-061 3 19，63，70 須!}J器 判、 13.3 6.9 4.4 80 赤禍 品、倒 -訟 主/J1・スコ 凶転ナデ 制転ナデ・ 1>>1転へラ
リア砂粉 回転へラケ ケズリ

ズリ

51-061 4 1257 土師~;; 高f1 1.9 10 燈 燈 密 スコ ')7 ミガキ 同転ナデ ・ l叶転ナデ ~À色処理

{什干 ヨコナデ

SI062土器表

遺構 ¥Q if: ~己 器桟 ':-1形 口径 底t壬 器点 遺干f
色調 色調

胎上 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% |λlU町 外I師 成形調整

51-062 I 1 240，245，257， 土師持|判、 12.2 6.3 4.4 50 灰黄褐 にぶし、 密 石英・長石・ ナデ ナデ 回転糸t)J

267，269，299 褐 雲母スコ
リア砂お

51-062 2 1 103，162， 163， 土師器 tr 12.7 6.9 3.9 80 褐・に 褐に 笥 石英長石 ナデ ナデ凶転 1m転糸切 支脚転m
232，233，234， ぷい褐 ぷい禍 雲母 ・スコ ヘラケズリ り

266 リア砂粒 手持ちへ
ラケズリ

51-062 3 1230 土師器 折、 12.4 5.8 4.1 100 lこh:，、 lこh:し、 ?百 石1長・長Ti ナデ ナデ 回転糸切

赤褐 赤褐 22母 ・スコ
リア砂粒 担調整

51-062 4 1 296 土師器 高台 15.1 8.5 6.7 90 にぷい にぷい 密 石英・長石・ ナデ ナデ ナデ

付柄、 褐・製 褐明 雲母 ・スコ

褐 赤褐 リア砂粒

SI063土器表

遺構 :-¥Q 注記 器種 tH形 口径 底筏 総高
遺rr 色調 色調

船上 混入物 調整内而 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% l人j市i 外国 成形調整

51-063 I 1453 須忠?~ 十+ 12.5 7.0 4.4 90 』古悩 赤倒 ¥t' 石英・長石・1"1転ナデ 同転ナデ ・ lロ|転ヘラ 内外聞煤

スコリ 7・ 阿転ヘラケ ケズリ 付着

砂粒 ズリ

51-063 2 1505 須恵器 相、 14.4 8.9 4.4 50 黄灰 前J五 密 砂粒 阿転ナデ 回転ナデ 手持ちへ

ラケズリ

51-063 3 176 須恵務 望E 10 にぷい にぷい 宮、 スコリ 7 ・ ヘラナデ へフナデ ヘラナデ ヘラ占き

燈 程 砂粒

51-063 4 1215，225，252， 土師25塾 19.8 8.5 32.6 50 位 4宣 官; 長石ー雲母・ へフナデ ヘラケズ') 常総型

253，437，438， 砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 外而~の

445，469，477， 輪積痕 ミガキタ 砂付着

448，487 タキ
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遺十時 :¥u 注記 2苦種 務* 口径 l長径 ~寺高
遺存 色調 色調

日台土 浪人物 調整内面 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% r);1I商 外面 成形調繋

51-063 5 1477 土師器 斐 19.6 29.8 90 権 明裕 粗 長石雲母・ ヘラナデ ・ ヘラナデ ・ 'ii;総型
砂粒 ・小傑 ヨコナデ・ ヨコナデ ・ 外両党の

輪積痕 ミガキ 砂付着

51-063 6 155，186，212， 土師器 ~ 20.8 13.8 30 +宣 鐙 ヰH 石*'・スコ ヘラナデ ヘラナデヨ 外而接合

244，463，480， リ7・砂粒 ヨコナデ コナデ 1昆
322 

51-063 7 1 158，180，181， 仁帥~:> ~ 7.8 13.5 30 に.!;，、 』こ.!;し、 粗 長石・雲母・ へフナデ へフケズリ・ 常総型

255，313，340， 積 格 砂粒 輪干i首痕 ヘラナデ 外商煤付
356，383，384， 苦T
407，386，387， 
406，408，409， 
410，471，472， 
474 

SI064土器表

泣構 INu ij一 言己 京:H生 総* 口径 J氏径 器高
泣存 色調 色調

胎土 混入物 調唱皇内面 調猿外国
ロクロ

製作備考 備考。も 内而 外iiIi 成形調整

51-064 111-② ，99，336， tr.耐日告 村、 12.8 6.2 4.2 50 tft 信 官 雲母ースコリ 回転ナデ 回転ナデ ・ 内面里斑

363， 366， 317 7 ・砂粒 戸l転ヘラケ
ズリ

51-064 2 11③ ，147， 土師:!!i JIIl 14.1 5.8 2.5 50 淡椅 I指燈 ?官 $;1苦スコ 阿転ナテ' 1111転ナデ . 手持ちへ 内外而煤

169，282，394， リア砂粒 手持ちヘラ ラケズリ N;;'i 
396 ケズリ

51-064 3 11，70，74，76， 土師~ 鉢 16.0 7.5 20 授 赤褐 宮、 雲母 ・スコ ヘラナデ ヘラケズリ ヘラケズ

80，135，147， ')7 砂粒 ヨコナデ ヨコナデ

160，322，324， 小傑

332 

5K-072 1 1393 土日市r.~ 軒、 14.4 7.6 4.5 100 燈 燈 官官、 雲母 ・スコ 回転ナデ 回転ナデ ・ 手持ちへ
')7・砂粒 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

SI065土器表

遺構 ，u t土、ー コ品寸じ 器種 器形 ui王 J氏径 器高
i世存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作i帽考 備考
% l勾而 外而 成形調整

51-065 1 139，42 土師器 現ん長 13.8 5.7 19.2 90 極褐 宿褐 ?智 石英砂粒 ヘラナデ ・ ヘラナデ・ 手持ちへ IJ.I外面黒
小田襲 ヨコナデ ヨコナデ ラケズリ 斑煤H

ヘラケズ') 才i
51-065 2 139，42 上師~~ 斐 13.8 5.8 17.2 90 4畳 燈 ¥'.¥， スコリ 7 ・ へラナデ へフナデ lλj外i1ii~I\ 

砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 斑
輪秘jif. 指UJi痕

51-065 3 140 土日市総 f伝 12.8 4.8 16.9 90 褐 明褐 粗 li英 ・2 ヘラナデ ヘラナデ 亦彩 .~~イL 内外1m煤
スコリア ヨコナデ ヨコナデ 付 1~
砂粒 内面接合

jR 

51-065 4 145 二仁師~ 査 12.0 3.2 15.1 9日 燈褐 燈褐 宮、 石英・砂粒・ ヘラナデ・ ミガキ ・ヨ ヘラナデ 赤彩 内外而黒
小蝶 ヨコナデ コナデ !ll 煤付

ミガキ輪 着
fi~痕

51-065 5 144 J:r.用保 11'11 12.5 4.3 15.0 90 極純 極純 ?苦 砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ 手持ちへ 内外而盟
ヨコナデ ・ ヨコナデ ラケズリ 斑・煤付
輸干M~ ヘラナデ rt 

51-065 6 141 上師w.~ 12.0 4.2 11.8 90 明赤禍 燈褐 宮、 砂粒 ー小傑 ヘラナデ ヨコナデ ・ 拒調整 内外商;巴
ヨコナデ ヘラナデ 庇・煤付
輸政痕 "，相‘"E司， 1 

51-065 7 146 上師探 jj~ 10.6 3.9 11.3 90 経褐 燈褐 ?F{ 行英砂粒 ヘラナデ ヨコナデ ・ ヘラナデ
ヨコナデ ヘラナデ

輪積痕

51-065 8 143 土師禄 壷 10.8 4.1 10.1 100 極禍 指褐 宮、 石英砂粒・へフナデ ・ ヘラケズリ へフケズ 内外国黒
小傑 ヨコナデ ・ ミガキ ・ヨ m煤H

輸積抗 コナデへ 着
ラナデ

51-065 9 147 土師総 盟→τE 10.8 4.0 8.6 90 燈褐 程褐 ?苦 砂粒 ヘラナデ ・ ヘラナデ ・ ヘラナデ 内liii煤付
ヨコナデ ヨコナデ ・ "Y( 外而

ヘラケズリ .')U~l 

SI067土器表

遺構 ¥'u i主記 器穣 器形 口径 J氏径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外面l ロクロ 製作備考 備考% 内而 外商 成形調務
51-067 1 1413 須恵掠 杯 12.2 8.0 4.2 40 鐙 燈 也、 雲母スコリ 匝l転ナデ 1"1転ナデ ー 阿転へフ 火禅

7 '砂車主 1m転ヘラケ ケズリ
ズリ

51侃7 2 1 149 t師綜 判、 12.2 7.4 4.2 20 燈 4畳 宮、 砂粒 回転ナデ IQI転ナデ ・ 手持ちへ 線刻
向転ヘラケ ラケズリ 外而盟斑
ズリ

51-067 3 131 t師音寺 相、 7.3 15 型褐 褐 宮、 石英・雲母ー ナデ ナデヘラ ヘラケズ ヘラ脅さ
スコリ 7 ・

砂粒
ケズリ (不明)

51-067 4 1206，376 須恵日号 高台 2.7 10 
付制、

灰 IJ正 '&' 長石 回転ナデ l叫転ナデ 回転ナデ

51-067 5 1 2，69，73，77， 士郎器 斐 23.8 -1 19.5 20 』こ~~し、 lこ_;;し、 粗 長石・雲母 ヘラナデ ミガキヨ 常総w.
262，341，342， 靖、褐 赤褐 スコリア ・ ヨコナデ ・ コナデ 田へ
372，375，421， 砂粒小燦 指頭jf~ ラナデ
422，287，530， 
367，469，485 

51-067 6 1425，489 上日市総 ~ 22.6 -1 13.0 10 桂 l こ...;.;~、 1半f 雲母・砂粒・ ヘフナデ ' へラナデ ，;~.総!fリ

赤褐 小燦 ヨコナデ ヨコナデ ー

輪有Hh
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遺構 No. 注記 器種 器形 口径 底径 器E53 遺fr 色調 色調
胎土 浪人物 調整内而 調整外国

ロクロ
製作備考 備考06 内蘭 外而 成形調整

SI-067 711，10，32，312， 土師器 斐 20.8 7.5 20 掻 明赤褐 粗 石英長石・ ヘラナデ ヨコナデ 常総型
379，412，472， 砂粒 ヨコナデ・ ヘラナデ
4日0，403，407， 指頭痕
444，445 

SI-067 8 1 287. 530. 土帥日早 望E 8.6 21.0 10 4こ.>;，、 にぶい 判l 石!Rと・雲母 ・ヘラナデ ミガキ ナデ 木業痕 'i~ 総型
367， 469. $;、褐 赤相 スコリア・

485 砂粒小燦

SI-067 9 1 18， 222， 449 土師器 斐 20.8 24.8 60 樫 燈 宅E 長石 ・スコ ヘラナデ ヘラケズリ 武戯型
リア・砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 外I困煤山

砂付{i接
合f比

S1069土器表

SI071土器表

遺構 目。 注記 器稜 器形 口径 底径 :!:--i高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形調整

SI-071 111ー③ ，1ー④ ， 上師器 何、 12.4 6.8 4.6 50 i主槌 i先褐 W; 長石・スコリ l司転ナデ 阿転ナデ 同転ヘラ l人l外商黒
86，88，90，91 ア砂粒 ケズリ 斑-煤H

回転糸切 3首
り

SI-071 2 1 109 土師器 ff、 18.7 3.7 10 赤褐 赤褐 主、 石英・雲母・ 回転ナデ 同転ナデ
砂粒小際 同転ヘラケ

」 一一」
ズリ

SI072土器表

i世構 No. i土記 器種 器形 口径 1氏径 日rfif~
追存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% l村而 外面 成形調整

SI-072 1 1 516，517，518， 土師器 折、 13.7 6.8 4.6 90 思 燈 密 石英ー長石。 ヘラミガキ ロクロナテ・ 回転ヘラ .I~ 色処理 墨書

519 雲母スコリ ロクロナデず 闘転へラケ ケズリ ii下道J
7砂粒 ズ') l両l転糸切

り

SI-072 2 1528 須恵搭 初、 13.0 6.1 4.4 60 号室 l珂赤褐 苫1 石英長石 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラ
雲母スコリ 手持ちへラ 切り

7・砂粒白 ケズリ 手持ちへ

色針状物 ラケズリ

SI-072 3 1310，684 土師:r. 杯 14.0 7.8 4.5 鐙 ，(こ 位 ーl珂 密 石英長石 ロクロナデ2 ロクロナデ・ 同転へラ

ぷい格 赤絹 雲母スコリ 回転ヘラケ ケズリ

7'砂粒 ズリ 岡転糸切
り

SI-072 4 1389 u市器 事I、 11.2 6.6 4.0 20 明赤褐 l列赤禍 説、 石英長石。 ロクロナテ. ロクロナデ 手持ちへ

三位・スコリ 手持ちへラ ラケズリ

7砂粒 ケズリ

SI-072 5 1 35，42，44，45， t師器 柄、 13.9 5.8 4.9 60 l こ~\..、 l こ~\..、 密 石英・長石 ヘラミガキ ロクロナデ 手持ちへ

139，169，195， 燈 控 主主付砂粒 ロクロナデP 手持ちへラ ラケズリ

332，337 スコリア多 ケズリ 回転ヘラ
キリ

SI-072 6 1661 土師?. 杯 12.3 7.0 4.0 100 黒 t置 雪量 石英長石 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 黒色処型

雲母スコリ 回転ヘラケ り
7 砂粒 ILI ズリ

色針状物

SI-072 7 ト:l，71， 76， 須恵器 何、 12.8 6.0 4.0 70 明赤禍 明赤褐 密 石英長石 ロクロナデf ロクロナデf 手持ちへ

82，94，232， 雲母スコリ 手持ちへラ ラケズリ

251 7砂粒 ケズリ

SI-072 8 1577 土師:r. 杯、 12.9 7.0 3.7 20 鐙 経 宮、 石英長石 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

~母ースコリ 回転ヘラケ り

ア砂粒・II ズリ

色針状物

SI-072 9 1416 j二町U?ii 村、 13.1 7.0 4.0 20 i珂靖、制 IYJ赤飽 ?主 石1A.長石 ロクロナデ ロクロ十デ 回転ヘラ

雲母スコリ 回転へラケ ケズリ

ア砂粒 ズリ

SI-072 10 282，396 土問Ur.~ ff 11.6 15 l珂赤褐 i列赤褐 ~I: 石英長石ー ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラ

雲母スコリ |国転ヘラケ ケズリ

7砂粒 ズリ

SI-072 11 1-②，ト③ ， 土師務 料、 12.8 10 t霊 鐙 百ー 石英ー長石・ ロクロナテ・ ロクロナデ 外面煤H

121，138，164， ~母・スコリ 4J 

228 7・砂粒自
色針状物

SI-072 12 436 土師器 杯、 14.8 8.6 4.2 10 黒 嬰= 富- 石英長石 ヘラミガキー ロヲロ十デ ヘラケズ 黒色処理

雲母スコリ ロクロナデ 回転へラケ リ

7 砂粒 1'1 ズリ

色針状物

SI-072 13 515 土師器 柄、 11.7 10 .I .I~ 明制 '&i 石英長石 へフミガキ ロクロナデP 墨書

雲母スコリ
ア砂粒白
色針状物

SI-072 14 452，549 須m、器 杯 12.6 -1 20 l珂褐 明褐 ¥f; 石英長石 ロクロナデ ロクロナデ 問転糸切
雲母スコリ 手持ちヘラ り・手持

ア砂粒 ケズリ ちへラケ

ズリ
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遺構 Nu 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形・調整

SI-072 15 500 土師器 杯 6.8 10 糧 黒 密
石雲英・長砂針石粒状・・

ヘラミガキ・ ロクロナデ 回転スヘラ 黒色処理 墨書

白母色-
ロクロナデ 回転へラケ ケリ

ズリ

物ア多， スコリ

SI-072 16 l①，107， 土師器 杯 5.7 10 にぶい 樟 密 石雲英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 回転スヘフ 外面煤付
148 黄櫨

ス母コリ・砂ア粒多， 
回転ヘラケ ケリ 着
ズリ 回転糸切

り

SI-072 17 
4ト254③07，2，8772， ，127， 

須恵器 杯 13.3 7.2 4.1 60 黄灰 黄灰 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 回転スヘラ
422， 

雲ス母コリ・砂ア粒多. 
手持ちへラ ケリ
ケズリ

SI-072 18 679 須恵器 キ不 13.6 7.7 3.8 20 黒褐 灰黄褐 密 石英-長石- ロクロナデ ロクロナデ・ 手持スちヘ
雲母・スコリ 手ケズ持リちへラ ラケリ
ア・砂粒

SI-072 19 40，347 須恵器 杯 6.8 -I 20 灰褐 黒褐 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 回転ズヘフ
雲母・スコリ 回転へラケ ケリ
ア-砂粒 ズリ

SI-072 20 211 土師器
付荷皿台
11.6 5.9 2.4 20 赤褐 明赤褐 石英・長石・ へラミガキ ロクロナデ ロクロ成 内外面煤

雲母・砂・スコリ 牙5 付着
ア粒

SI-072 21 581，582，606 土師器
付局皿台
12.8 6.9 2.2 50 権 にぶい 密 石英-長石- ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

4登 雲母・スコリ り

色ア針砂状粒物・白 ナデ

SI-072 22 43639 ，5O，227， 土師器 高台 12.6 5.9 3.1 50 種 澄 密 石畳き英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 内外面煤
付皿 母色・砂粒・ り 付着

自 主十状 ナデ

物ア，多スコリ

SI-072 23 548 土師器 局台 7.7 10 明赤褐 にぶい 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラ
付皿 褐 雲母・砂-スコリ キリ

ア粒 ナデ

SI-072 24 663 土師器
付局台皿

6.6 10 にぶい にぶい 密: 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ 静り止糸切
糧 キ登

雲母針・砂状・ス粒物コ・リア白 ナデ
色

SI-072 25 73，272 土師器
付高皿台

6.1 10 赤褐 にぶい 宅、 石英長石- へフミガキ ロクロナデ 回ケ転ズヘリフ
赤褐 雲母・スコリ ロクロナデ

ア・砂粒 ナデ

SI-072 26 21，198，324 土師器 皿 12.0 6.6 2.1 40 明赤褐 赤褐 密、 石英-長石- ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘフ

雲母・砂・スコリ キリ
ア キ立 手持ちへ

ラキリ

SI-072 27 78，332 土師器 皿 14.3 7.2 3.3 40 にぶい にぶい 石英・長石・ ロクロナデ ロクロズナデ・ 回転へラ
褐 褐 雲母・スコリ へラケリ キリ

ア・砂粒 手持ちへ
ラケズリ

SI-072 28 39，280 土師器 皿 12.6 5.8 2.5 70 明赤褐 褐 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちスヘ
雲母・スコリ 手持ちヘラ ラケリ
ア・砂粒 ケズリ

SI-072 29 I 6 土師器 皿 13.7 10 権 にぶい 密 石雲英・長石・ ヘラミガキ・ ロクロナデ・
褐 母・スコリ ロクロナデ ズ回転リヘラケ

色ア針・砂状粒物・白

SI-072 30 385，554 土師器 皿 14.0 10 にぶい 樫 石英長石- へフミガキ ロクロナデ 煤付着
糧 雲母・スコリ ロクロナデ

色ア針・砂状粒物・白

SI-072 31 34，602 土師器 皿 13.2 6.8 2.0 30 明樫褐 明糧褐 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ ヘラケズ

雲ア母・砂・粒スコリ 回ズ転リへラケ

SI-072 32 640 土師器 小型 8.2 -I 20 糧・黒 明赤褐・ 密 石英・長石・ ナデ ナデ
護 褐 黒褐 雲・母砂・スコリ

ア粒

SI-072 33 
91803，9，91，1160，212， 3， 

須恵、器 楚 23.8 10 赤褐・ 赤褐 密 石英・長石・ ナデ当て ナデ・タタキ
黒褐 褐 雲・母砂-スコリ 具痕

213，352，462 ア粒

SI-072 34 642，648 須恵、器 愛or 25.0 10 黒褐 黒明褐赤褐・ 密 石英・長石・ ナデ当て タタキ・ロク
甑 雲母・砂・スコリ 具痕 ロナデ

ア粒

SI-072 35 66 須恵、器 楚 -I 14.9 10 にぶい にぶい 密 石雲英・長石・ ナデ 手ケズ持リちへラ ナデ
黄櫨 黄澄・ 母・砂・スコリ

燈 ア粒

SI-072 36 52，616，680 須恵器 斐 19.6 10 明褐 褐 2官、 石英・長石・ ナデ ナデ・タタキ
雲母・スコリ
ア-砂粒

SI-072 37 須恵器 大斐 32.2 -I 38.4 100 暗灰黄 日音灰黄 密 長石 ナデ ナデ・タタキ

SI-072 38 190，662，665， 須恵器 墾 -I 50 
糧黄褐灰 糧黄 灰

密 石英・長石・ ナデ当て ナデ・タタキ 内面煤付
666 雲母・スコリ 具痕 着

ア・砂粒

SI-072 39 571，666152，， 654， 須恵、器 愛 26.4 12.2 20.0 70 灰黄褐 灰黄褐 客; 石雪き英・長石 ナデ当て 手ズ持リちへフ 無調整
655，662，665， 母・スコリ 具痕 ケ タタ
635 ア・砂粒 キ・ナデ

SI-072 40 641，678 須恵器 受 30.8 10 明赤褐・ 明赤褐・ 密 石雲英-長石- ナデ当て ナデ・タタキ
にぶい にぶい 母・砂・スコリ 具痕
黄褐 賞褐 ア キ立
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SI073土器表

遺構 No 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存
色内調面
色調
胎土 混入物 調整内面 調整外面

ロクロ
製作備考 備考

% 外面 成形・調整

SI-075 1 1 147 須恵、器 杯 13.0 7.4 4.5 90 授 糧 密 石砂英粒・長石 ロクロナデ 手持スちへフ 手持ちへ
-スコ ケリ・ロ ラケズリ

リア・ 雲母 クロナデ

SI-075 2 1 148 須恵器 杯 13.9 9.6 3.5 50 にぶい にぶい 密 石砂英粒・長石・ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラ
黄櫨・ 黄糧 -スコ キリ
灰黄褐 リア，雲母

止ュc'

SI-075 3 1455 須恵器 杯 13.5 7.2 4.3 100 日音灰黄 暗灰黄 密 ロクロナデ
手ケロズク持ロリちナへデラ~ 

手持ちへ
ラケズリ
回転へラ
キリ

SI-075 4 1 147 土師器 杯 12.8 10.2 4.5 90 にぶい にぶい 密 石英・長石 ナデ ナデ・手持ス 手持ちへ
線書内刻「面+煤後(x付墨)J 褐 櫨 砂粒スコ ちへラケ ラケズリ

リア・ 雲母
着

SI-075 5 1454 須恵、器 杯 13.5 7.8 4.2 100 にぶい にぶい 密 ロクロナデ 回転ヘフケ 回転スへフ
褐赤褐 ・褐黄褐

ズ、リ・ロク ケリ
ロナデ

SI-075 6 1146 土師器 杯 11.4 6.8 4.0 100 糧 糧 密 石砂英粒・長石・ ロクロナデ ロクロナデ 回転スヘフ

灯墨内L書明て外器使面「与煤用と」。-スコ ケリ
リア雲母 回転糸切

り
付着

SI-075 7 1 149 須恵器 香炉 8.1 100 にぶい 明赤褐 密 ロクロナデ 回転ヘフケ 回転ズへラ 4干し
の蓋 赤褐 ズリ ・ロク ケリ

ロナデ ナデ

SI-075 
891162③5，9，91，3，l120，④314， ， 0， 

土師器 斐 20.2 -1 10 にぶい 赤褐 密、 石英・スコ ナデ・へラ 手持ズちへラ
赤褐 リア・長石 ナデ ケ リ・ナ

砂多.粒雲母少， ア

142 

SI-075 96l，l6，6l2 ，119， 土師器 愛 19.8 10 明赤褐 明赤褐・ 密 石砂英粒・長石・ ヨコナデ ・ ヨコナデ・
121. 122 i燈 -スコ ヘラナデ ヘラケズリ

リア 雲母

SI-075 10 98，150 土師器 斐 20.5 -1 80 にぶい にぶい 密! 石英・長石・ナデ 手持ズちへフ
褐 褐 砂粒スコ ケリ・ナ

リア 雲母 ア

SI-075 11 
ll-l①，12，，81，4l，O3， 8， 

土師器 小型 12.8 7.6 11.2 60 糧 澄 宅、 石英スコ ロクロナデ 手持ちヘラ 手持ちへ
愛 リア・ 長石 ケズリ・ロ ラケズリ

48，52 砂多.粒雲母少， クロナデ

SI-075 12 460 土師器 小斐型 6.1 20 明褐 援 密 石英 ・スコ ナデ ・へフ ヘフケズリ 手持ちへ
リア・長石 ケズリ ラケズリ

多砂.粒雲母少，

SI-075 13 459 須恵器 百五 -1 13.5 -1 30 褐 褐 密 石砂英粒 長石 ナデ 手持ちへフ 無調整
-スコ ケズリ・ナ

リア 雲母 デタタキ

SI-075 14 
35436，2，6 54，5287，4，3671， ， 

須恵器 甑 9.1 -1 30 にぶい にぶい 密 石砂英粒・長石 ナデ タタキ手 無調整
黄褐 糧・に -スコ 持ズちリへラケ

ぶい黄 リア・ 雲母
ネ登

SI076土器表

遺構 No. 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形・調整

SI-076 1 1262 土師器 杯 13.7 4.5 90 樫 積黄褐・明 密 石雲英母 長石 ケズリ・ナ 手持スちへフ
-スコ デ ケ リ・ナ

リア砂粒 ア

SI-076 2 1255 土師器 杯 13.8 4.6 100 種 樟 密 石雲英母・長石 ケズリ ・ナ 手持スちへラ 外面黒斑
-スコ ア ケリナ

リア・砂粒 ア

SI-076 3 1257 土師器 キ不 12.5 4.7 100 i炎樟 にぶい 密 石英・長石・ナデ 手持ちへラ
糧・赤 雲母・スコ ケズリ ・ナ
褐 リ白ア色・針砂状粒物・ ア

SI-076 4 1254 土師器 杯 14.2 3.3 100 樫 樟 密 石英長石 ナデヘラ ヘラケズリ ・
雲母 ・スコ ミガキ ナデ
リア・砂粒

SI-076 
522134③85，，22，43297 3，62， 4l， 

土師器 干干、 15.8 -1 30 明赤褐・ 燈 ・黒 密 石英・長石・ へラミガキ・手持ズちへラ
黒 雲母スコ ナデ ケリ・ナ

リア・ 砂粒・ デ
白色針状物

SI守076 6 1248 土師器 事不 11.7 -1 100 明赤褐 明赤褐 密 石雲英母・長石・ ナデ 手持ちへラ
-ス コ ケズリ ナ

リ白ア色・針砂状粒物・ ア

SI-076 7 1249 土師器 キ不 11.0 4.6 100 黒 黒 密 石雲英母 長石 ナデ ヘフケズリ・
-スコ ナデ

リア砂粒
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遺構 No. 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形・調整

SI-076 8 1261 土師器 本午、 13.1 -1 90 キ登 明赤褐 密 石雲英母 長石・ナデ・手持ズ ヘフケズリ・
スコ ちへラケ ナデ

リア針砂状粒物・ リ
白色

SI-076 9 1250，256 土師器 杯、 11.6 4.3 90 糧 ・に 樟・に 窓、 石英・長石・ ケズリ 手持ちへフ
ぶい褐 ぶい褐 雲母スコ ケズリ ・ナ

リア ・砂粒 ア

SI-076 10 260 土師器 事不 11.6 6.6 80 赤褐 にぶい 密 石英長石 ナデ ・ケズ ナデ・手持ス
糧 ・赤 雲母スコ ちへラケ
褐 リア ・砂粒

SI-076 11 264 土師器 小型 12.9 6.5 8.5 100 澄明 明赤褐 11，' 石英・長石・ ナデ 手持スちへラ
斐 赤褐 雲母・スコ ケリ・ナ

リア・針砂状粒物・ デ
白色

SI-076 12 253 土師器 小型 15.9 8.6 14.1 100 澄 糧 密 石雲英母・長石・ナデ ナデ・手持ス 手持ちへ
斐 -スコ ちへラケ ラケズリ

リア砂粒

SI-076 13 258 土師器 宜官E 13.0 6.6 24.1 80 黒褐 明赤褐・ 密 石雲英母・長石・ ナデ 手持スちへフ 手持ちへ
澄 4登 -スコ ケリ・ナ ラケズリ

リア砂粒 ア

SI-076 14 252 土師器 小型 12.3 7.0 19.1 90 にぶい にぶい 密 石雲英母・長石 ナデ ナデ手持 手持ちへ
楚 黄櫨 極黄積 スコ ちへラケズ ラケズリ

リア ・砂粒

SI-076 15 216723 ，219，2211 土師持 小型 14.8 7.0 14.6 70 澄 糧 密 石英・長石 ナデ 手持ちへフ 手持ちへ
塾 雲母 ・スコ ケズリ・ナ ラケズリ

リア ・砂粒 ア

SI-076 16 98 土師器 斐 23.6 10 i燈 明赤褐 密

石雲リ白ア英母色針砂長状ス石粒物コ

ナデ 手持ちへフ
ケズリ・ナ

ア

SI-076 17 
82224，9，722，262，212， 8， 

土師器 甑 20.8 8.2 21.3 90 樫 澄 客、 石英・長石・ へフケズリ・ ヘフケズリ ・
雲母・スコ ヘラミガキ・ ナデ

259 リア・砂粒 ナデ

SI-076 19 23 土師器 宜古E 19.6 15 糧 糧 密 石雲英母 長石・ナデ刷毛 へラケズリ ・
-スコ 目 刷毛目ナ

リ白ア色・針砂状粒物・
デ

SI-076 20 225 土師器 高杯 10 燈 赤褐 密 石英・長石・ナデヘフ ヘラミガキ ・ 赤彩
雲母スコ ケズリ ナデ
リア ・砂粒

SI-076 21 6，7，8，16，79 須恵器 材L 14.7 8.8 4.1 50 灰賞 灰黄 密 石英・長石・ ロクロナデ 手持スちへラ 手持ちへ
黒(吸色炭)雲母多，ス ケリロ ラケズリ

コリア砂 クロナデ

粒

SI-076 22 216，217，218 須恵器 キ不 14.2 8.3 4.1 40 にぶい にぶい 密 石英・長石・ ロクロナデ 手持ちへラ 回転へフ 外面黒色
糧 糧 雲母 ・スコ ケズリ ・ロ ケズリ

リア・砂粒 クロナデ

SI-076 23 185 須恵器 叢 -1 40 灰灰 灰黄 密 石英長石・ ロクロナデ ロクロナデ
黄 雲母・スコ

リア砂粒

SI-076 24157，60 須恵、器 蓋 -1 30 灰貧 灰黄 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ
雲母スコ
リア・砂粒

SI-076 25 1183，184 須恵、器 蓋 -1 20 灰黄 灰黄褐 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ

雲母スコ
リア・砂粒

SI-076 2661456，1，21748，1，4105， 1， 
土師器 斐 24.6 一 30 にぶい にぶい 省、 石英・長石・ へフナデ・ へフケズリ・

黄櫨・ 糧 雲母 ・スコ ナデ ナデ
197 」ーー 灰黄褐 リア・砂粒

一 一
S1078土器表

遺構 No. 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形-調整

SI-078 1 1 76，79 土師器 護 17.8 9.5 34.4 80 明褐 樫 密 長石・スコ へフナデ・ ヘフケズリ ヘラナデ 外面黒斑
リア ・小磯 ヨコナデ ヨコナデ

SI-078 2 178 土師器 墾 19.5 10 にぶい 糧・に 密 石英・長石・ヘラケズリ ・ ナデ ・手持ス
褐 ぶい褐 雲母スコ ナデ爪痕 ちへラケ

リア ・砂粒

SI-078 3 156 須恵器 蓋 12.5 -1 30 賞灰 黄灰 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・
雲母 ・スコ 回転へラケ
リア・砂粒 ズリ

S1079土器表

S1080土器表

遺構 No. 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存
色内調面

色調
胎土 混入物 調整内面 調整外面

ロクロ
製作備考 備考

% 外面 成形-調整

SI-080 1 1373，378 須恵器 杯 12.3 6.8 4.2 50 糧黒 樟 ・黒 密 石英・長石・ナデ 手持スちへラ 手持ちへ
灰 灰 雲母・スコ ケリ・ナ ラケズリ

リア・砂粒 ア ナデ

SI-080 2 1345，382 須恵器 杯 12.4 6.8 4.0 50 灰褐 灰褐 密 石雲英母・長石・ ロクロナデ 手持ちへフ 手持ちへ
-スコ ケズリ・ロ ラケズリ

リア・砂粒 クロナデ ナデ
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遺構 1¥0 注目己 務-Illi 器形 口径 底径 器高 遺存 色調 色調
胎土 浪人物 調整内面 調整外面

ロクロ
製作備考 備考% 内而 外国 成形調整

SI-080 3 1 353，402，403 ~rHJ!.器 折、 13.0 7.2 3.9 40 灰黄 灰賞 宅E 石英・長石・ ロクロナデF 手持ちへラ 手持ちへ
雲母・スコ ケズリ ロ ラケズリ
リア ・砂粒 クロナデ ー ナデ

重焼痕
51-080 4 1427 m思p，書 高台 10.2 5.4 5.4 90 灰賞 灰黄 穂、 石英長石・ ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラ

付杯 雲母 ・スコ ケズリ
リア ・砂粒 ナデ

51-080 5 1329 土師p，号 杯 11.6 10 燈 明褐 可'* 石英長石 ナデ・ミガ 手持ちへラ 外商煤付
雲母スコ キ ケズリ ・ナ 着
')7 砂粒 デ

51-080 6 1335 土師器 何、 11.6 10 授 にぷい * 石英・長石 ナデ 手持ちへラ 外面煤付
褐 雲母スコ ケズ')・ナ 者

リア砂粒 デ2

SI-080 7 1152，297，309， 土師捺 事E 17.2 10.4 31.9 10 』こ~し、 』こ~，、 密 石c!fと・長石 ・ナデ 手持ちへラ 木』臨痕 -m.総型
332，333，434， 褐 褐 雲母 ・スコ ケズリ ナ
435，437，458， リ7・砂粒 デ
461 

51-080 8 1320 土師器 望E 20.6 10 に~し、 極 宮: 石英・長石・ナデ ナデ 常総理
積 雲母スコ

リ7・砂粒
SI-080 9 112，147，304 須p.~~ 甑 19.6 10 豆l褐 ~褐 * 石英長石 ナデ ・当て タタキ・ナ褐 印1褐 雲母スコ 具jj{ ア

リア砂粒

51-080 10 44，227，292， 須恵器 望E 16.6 -1 20 灰黄褐 191賞褐 密 石英・長石・ ナデ当て ナデF・タタ
319 雲母 ・スコ 具Jii キ

リアー砂粒

SI-080周辺土器表

遺構 Na 注記 総額 器形 口径 底径 協同
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考% 内而 外国 成形調整

51-080 ① SI-08日 在i!J!.{得 杯 11.8 5.9 4.2 30 灰 j疋 1f，' 石英・長石' ロクロナデ 手持ちへラ 手持ちへ
周辺 142，167，168， 雲母スコ ケズリ・ロ ラケズリ

194 リア砂粒 クロナテ. ナデ

SI-080 ② 5ト080 須恵持 杯 12.9 7.6 4.9 20 暗褐 時掲 布、 石英・長石・ ロクロナデ 手持ちへラ 手持ちへ
周辺 56，59，107， 雲母 ・スコ ケズリ ロ ラケズリ

182 リア砂粒 クロナテ・ ナデ

SI-080 ③ SI-080 ~Jí![~*i品 蓋 10 黒灰 桓 ・灰 ¥i¥ 石英長石 ロクロナデ ナデ回転 回転ヘラ
周辺 118，132 雲母 ・スコ ヘラケズリ ケズリ

リア ・砂粒 ナデ

51-080 ④ SI-080 m恵器 聾 18.7 10 J黒褐 黒褐 石英長石 ナデ ・当て タタキナ
周辺 l③，84，85， 雲母スコ 具m ア.

88，181 リア ・砂粒

51-080 ⑤ SI-080 須恵器 甑 21.6 10 明赤褐 i列赤褐 穂、 石英ー長石・ ナデ当て タタキ・ナ
周辺 265 雲母 ・スコ 具痕 ア

リア ・砂粒

51-080 ⑤ 51-080 須Y&:?'j品 甑 25.8 10 黄 1氏・ 黄灰 'ff.' 石英長石・ ナデ・ 当て タタキ ・ナ
!討辺 193， 195，204 灰 雲母・スコ 具痕 デ

リア砂粒

51-080 ⑦ 51-080 須忠*普 目五 26.7 10 灰黄禍 灰黄褐 密 石英・長石 ナデ タタキ・ナ
周辺 81 雲母スコ デ

リ7 砂粒

SI-080 ③ 51-080 須恵器 甑 24.1 -1 40 黒樹 9A褐 石英・長石 ナデ当て タタキ ・ナ
周辺 15，21，24， 芸母・スコ 具痕 デ

102，141，185， リア砂お
192，203，212， 
213，258 

51“080 ⑨ 51-080 須恵器 饗 18.1 10 控 燈 * 石英・長石 ナデ ナデ
周辺 236 雲母 ・スコ

リア ・砂粒

51-080 ⑮ 51-080 5良恵iIif 楚 -1 20 :J:¥褐 :J~褐 宮、 石'*・長石 ナデ当て ナデタタ
1司辿 13，14，109， ~!辻 ・ スコ 具痕 キ

137，267 リ7・砂粒

SI081土器表

遺構 No. I主 自己 総極 器形 口径 底径 器ru遺存 色調 色調
胎士 浪人物 調整内閣 調整外面

ロクロ
製作備考 備考

% 内面 外面 成形ー調整

51-081 1 1161，179，181 在i恋~~ 4不 11.8 6.7 4.4 30 時灰黄 "青灰黄 望E 石英ー長石 ι ロクロナデ ロクロナデP 回転へラ
雲母 ・スコ 岡転へラケ ケズリ
リア ・砂粒 ズリ 回転ヘラ

キリ

SI-081 2 1175 須N器 柄、 12.8 7.2 4.1 20 』こ~，..、 l珂赤褐 宮、 石英・長石 ロクロナデ ロクロナテ. 手持ちへ
褐灰 燈 雲母 ・スコ ラケズリ
褐 リア砂粒

51-081 3 11，157 須恵器 折、 12.6 10 にぷい に.. ;い 空正 石英・長石 i ロクロナデF ロクロナデ

黄褐 黄褐 雲母 ・スコ
リア砂粒

51-081 4 1 159 土師絡 楚 16.6 10 にぶい 槌 密 石英・長石 ナデヘラ ヘラケズリ ・ 常総型
褐 雲母 ースコ ナデ ナデ

リア砂粒

51-081 5 1163 土師iIif 雪E 5.6 10 赤禍 にぶい 密 石英長石 ロクロナデF 手持ちヘラ 手持ちへ
褐 雲母 ・スコ ケズリ ラケズリ

リア・砂粒 ナデ

SI-081 6 1 9，129，130， 須!J!:器 斐 -1 17.0 20 黒褐 灰黄褐 密 石英・長石・ ナデ当て タタキ ・ナ 盤調整

132，134， 135， 雲母 ・スコ J:~痕 デ・手持ち

146，158 リア砂粒 ヘラケズリ

4
 



SI082土器表

|遺構 No. 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存
色内調面

色調
胎土 混入物 調整内面 調整外面

ロクロ
製作備考 備考

% 外面 成形・調整

SI-082 1 1727 須恵、器 杯 12.5 6.2 3.8 70 明褐・ 明褐・ 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ
黒褐 黒褐 スコリア・ 手持ちへラ ラケズリ

砂粒 ケズリ

SI-082 2 1672 土師器 本不 12.0 6.2 4.0 90 明黄褐 にぶい 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 回転へラ

樟黄櫨 ・ スコリア 手持ズちへラ キリ

砂粒 ケリ 無調整

SI-082 3 1 673，678，683 土師器 杯 12.4 7.3 4.1 90 にぶい にぶい 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ

体墨「丈書外」正?位黄糧 樟 スコリア・ 手持スちへラ ラケズリ

砂粒 ケリ 回転糸切

り

SI-082 4 1 371，529，697 土師器 杯 12.3 7.0 4.4 60 積褐 ・黒 キ褐登・黒 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ
スコリア・ 手持ちヘラ ラケズリ

砂粒 ケズリ

SI-082 551-2③3，6，357 22， 土師器 杯 14.6 7.9 4.8 20 灰白 灰白 密 石英長石・ヘフミガキ・ ロクロナデ・ 手持スちヘ
スコリア・ ロクロナデ 手持ちへラ ラケリ

砂粒 ケズリ 回転糸切

り

SI-082 6 1352，353 土師器 杯 13.2 7.0 4.0 10 様 権 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ へフケズ
スコリア・ 手持スちへラ リ
砂粒 ケリ

SI-082 7 1145，257，539， 須恵、器 杯 12.6 6.9 4.2 60 明赤褐・
H明音赤赤褐褐-

密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちスヘ
633，664 黒褐 スコリア・ 手持ズちへラ ラケリ

砂粒 ケリ 回転ヘラ

キリ

SI-082 
8516③7，5，6487，O5， 69， 

須恵、器 杯 13.0 7.0 4.3 70 黒褐 黒褐 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ
スコリア 手持スちヘラ ラケズリ

571，669 砂粒 ケリ

SI-082 9 I 1④，192， 須恵器 杯 14.2 7.9 4.0 50 にぶい にぶい 客、 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ

665 黄櫨 糧 スコリア・ 手持ちへラ ラケズリ

砂粒・白色 ケズリ ナデ
針状物

SI-082 10 138， 368， 385， 須恵、器 杯、 7.0 10 灰 灰 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ 底部き重ね
386 スコリア・ 手持ちヘラ ラケズリ 焼痕

砂粒 ケズリ

SI-082 11 1-④，527， 土師器 皿 11.3 5.7 1.9 90 澄 4登 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 回転ズへフ 火律 墨書正 川本
671 スコリア・ 回車王ヘラケ ケリ 外位?

砂粒 ズリ

SI-082 12 719 土師器 皿 13.0 5.9 2.4 80 糧に 明赤褐・ 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持スちヘ
ぶい褐 にぶい スコリア・ 手持ちへラ ラケリ

褐 砂粒 ケズリ

SI-082 13 144 須恵器
付高杯台

10 灰 灰 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ 回転ズへフ
スコリア・ ケリ

砂粒 ナデ

SI-082 14 730 土師器 小型 14.6 10 明赤褐 明赤褐 密 石英・長石・ナデ ナデ・へフ

受 スコリア ケズリ

砂粒

SI-082 15 412③9，4，339 15， 土師器 小型 6.0 10 明赤褐 明赤褐 密、 石英・長石・ ナデ 手持ちへラ
斐 スコリア・ ケズリ

砂粒

SI-082 16 711 須恵、器 受 25.0 10 赤褐 赤褐 密 ナデ当て タタキ・ナ

具痕 ア

SI-082 17 1 587，718，724， 須恵器 楚 -I 15.0 10 褐・明 褐・明 密 石英・長石・ナデ 手持ちへラ 無調整

725 褐 褐 スコリア ・ ケズリ タ

砂粒 タキ・ナデ

SI-082 186l7，450，268，48 34， 須恵器 長査頚 9.3 -I 40 灰賞褐 灰黄褐 密 ロクロナデ ロクロナデ・ ナデ
自(灰然緑粕色)

ヘラケズリ

SI-082 

i9311S951②6801，，2383681832田83，田46，却3正， 

須恵器 登長頚 8.6 -I 60 褐灰 褐灰 密 ロクロナデ ロクロケナズデリ・ 回転糸切 自(灰然緑粕色)
ヘラ り・ナデ

92003V，-91569表， 

採510，8S1I-0l9-8②-8， 

SI-082 20 
312②4，3，7l3-，③513， 須恵器 甑 -I 13.3 -I 30 赤褐 赤褐 密 石英・長石 ナデ ナデ・手持ス 無調整

スコリア・ ちへラケ

577，659 砂粒

SI-082 21 19 須恵器 甑 -I 11.8 10 にぶい にぶい 密 石英長石・ ナデ 手持スちへフ 単孔式?

赤褐 赤褐 スコリア ケリ

砂粒

SI083土器表

遺構 No. 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調

色外調面 胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 成形・調整

SI-083 

125717981④118 ，45，65287見，1578F4L 1 

須恵、器 杯 12.5 8.3 4.3 50 明褐 明褐 密 石英・砂粒 回転ナデ 回転転へナデ・ 手持スちヘ 内外面黒

回 ラケ ラケリ 斑
ズリ 2面煤付

SI-083 2 1 809，811，882 須恵器 杯 12.1 7.8 4.6 80 黄灰 黄灰 密 石英砂粒 回転ナデ 回転転へナデ・ 手持ちへ
回 ラケ ラケズリ

ズリ

SI-083 
3l12，l7-，③150，，3187， 8， 

須恵、器 杯 12.3 8.3 4.3 40 黄灰 黄灰 客、 砂粒 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
ラケズリ

334 

SI-083 4 1720，731 須恵、器
付局盤台
21.0 12.7 4.35 20 灰 灰 密 砂粒・少粒 回転ナデ 回転転へナデ 回転スへラ

回ズリ ラケ
ケリ

Q
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遺構 Nu 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存
色内調面

色調
胎土 混入物 調整内面 調整外面

ロクロ
製作備考 備考

% 外面 成形・調整

SI-083 5 141 須恵器
f高t杯台 8.4 2.7 40 灰黄 灰黄 密 スコリア 回転ナデ 回転ナデ・ 回転ズヘフ 線刻

砂粒 回転ヘラケ ケ リ

ズリ

SI-083 6363，41，，56，8875 ， 
土師器 饗 20.4 -1 30.0 60 i炎糧褐 i炎樫褐 密 長石スコ ヘラナデ ・ へフナデ・ 常内総型

80l，804，689182， ， 
リア・小磯 ヨコナデ ・ ヨコナデ ・ 外面黒

輪積痕 ミガキ 斑

830，831，835， 外痕面接合
896 

SI-083 7687806，， 752，876， 土師器 受 8.2 10 積褐 積褐 密ミ 石英・スコ ヘフナデ ・ へフナデヨ 内外面黒

889，884， リア砂粒 ヨコナデ コナデ 斑

750 少粒

SI-083 8 1708 須恵器 杯 暗灰黄 暗灰黄 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ 穿孔
雲母 ・スコ

リ白ア色・針砂状粒物. 

SI-083 9 11-④ 須恵器 杯 灰 灰 密 石英・長石・ 不明 線表IJ

スコリア ・

砂~粒，雲母

SI-083 10 464 須恵器 杯 灰白 灰白 密 石英・長石・ ロクロナデ へラケズリ・ ヘラケズ 線刻

雲母・スコ へラナデ ・

リア ・砂粒 ヨコナデ ナデ

SI-083 

11 17回6出1F37加6，113823生121L81，，，，筑曲67888192680h660766311 ， ， ， ， ， ， 3 

須恵、器 墾 20.8 -1 27.5 70 明褐 明褐 密 砂粒 ヘラナデ・ へフケズリ・ 内外面黒

210， ヨコナデ ・ ヘラナデ ・ 斑

611， 当て具痕 ヨコナデ

699， 
738， 
871， 
608， 
815 

SI085土器表

遺構 Nu 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存
色内調面

色調
胎土 混入物 調整内面 調整外商

ロクロ
製作備考 備考

% 外面 成形・調整

SI-085 1 1 231 土師器 杯 14.0 7.l 3.6 80 明赤褐 明赤褐 粗 長石・雲母・ 回転ナデ
回持ス転ナデ・

手持ちへ

スコリア ・ 手ちへラ ラケズリ

砂粒 ケリ

SI-085 2 1227 土師器 杯 13.4 7.8 3.8 100 キ登 にぶい 密、 石英・長石- ロクロナデ ロクロナデ・ 回転ズヘラ
櫨 雲母・スコリ ヘラケズリ ケリ

色ア針・砂状粒物・白
回転糸切

り

SI-085 3 1115，193，219 土師器 杯、 13.6 6.6 4.3 40 糧 糧 密 スコリア・ 回転ナデ 回転転へナデ ・ 回転スへフ 外面黒斑

砂粒 回 ラケ ケリ

ズリ

SI-085 441775，6，223，17 42， 土師器 杯 7.4 3.2 40 樫 澄 密 石英・スコ 回転ナデ 回転転へナデ・ 回転ズへフ
リア 回 ラケ ケリ

ズリ

SI-085 5 1230，77 土師器 杯 12.9 7.9 3.8 70 糧 澄 密 スコリア ・ 回転ナデ 回転ナデ 回転スへフ 水漆ひ?き痕 ・ 付内外着面煤
砂粒 回転へラケ ケリ

ズリ

SI-085 6 1238，232 土師器 高台 12.7 5.2 3.1 40 授 権 笥: スコリア多， ヨコナデ ・ ヨコナデ・ 回転ナデ 内外面煤

付血 砂粒 回転ナデ 回転ナデ 付着

SI-085 

722225085，6256，，，62224，8724弘12，，6222，587745 ， ， 

土師器 受 22.4 19.0 20 燈 樫 密、 長石雲母 へラナデ ・ へフケズリ・ 内面煤付

スコリア ヨコナデ ヨコナデ 着

砂粒 外砂面窯の
付着

SI-085 10 
52323，1，72839，2，21974 ， 

須恵、器 要E 23.4 -1 18.5 40 燈 糧 密 砂粒 ヘフナデ・ タタキ・回 ロクロ成

回転ナデ ・ 転ナデ 背5
当て具痕・
輪積痕

SI-085 

11251i6o70J，3a1，5281，3131a，90l345咽45?2j 1 ? 

須恵、器 甑 -1 14.0 14.l 20 H音灰黄 H音灰黄 密 ヘフナデ ・ ヘフケズリ ・

ナデ当て へラナデ
具痕 タタキ輪

積痕

224 

SI086土器表

遺構 Nu 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形-調整

SI-086 1 122 須恵器 杯 13.8 7.6 4.6 60 褐 にぶい 宮、 スコリア ・ 回転ナデ 回持ス転ナデ ・
手持ちへ

褐 砂粒 手ちへラ ラケズリ
ケリ

SI-086 2 164，115，177 須恵器 杯 12.4 6.4 3.9 90 灰黄褐黄 ・ 灰黄 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ 手持スちへ 胸付部着木片
にぶい 雲母，スコ 手持ちへラ ラケリ

黄褐 リア・砂粒 ケズリ

多

SI-086 3 165 須恵、器 杯、 12.9 7.0 4.2 40 黄褐 黄褐 密 雲母・スコ 回転ナデ 回持転ナデ・ 手持ちスヘ
リア砂粒 手ちへラ ラケリ

ケズリ

SI-086 441605，5，l15，43 8， 土師器 皿 14.3 2.4 90 櫨 1登 密 砂粒 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 畿内産

SI-086 522249，3，625，95 O， 土師器 小型 13.5 6.5 13.5 70 f登 積 粗 石英スコ へフナデ・ へフケズリ ・ 手持ズちヘ 内面煤付

翌E リア・砂粒・ ヨコナデ ・ ヨコナデ・ ラケリ 着

小磯 接合痕 接合痕 外面黒斑

-956-



遺構 ¥u 注記 m，量 器形 口径 l氏径 指E3J 遺存 色調 色調
胎土 混入物 調整内I面 調整外面

ロクロ
製作備考 備考

% 内而 外illi 成形調整

51-086 6 11<t，32，33， 2頁!J!.能 翌E 22.0 8.0 28.0 30 燈 横 密 雲母 ・ス コ ヘラナデ ヘラケズリ・ 外商カマ

55，83，84， リア ー砂粒 ヨコナデ・ 十デヨコ ドの砂N
126，127，133， 当てH痕 ・ ナデ ・タタ 市古

135，136，137， 接合政 キ
138，140，146， 
157，158，161， 
173，216 

SI-086 7 11-'2'，1ーを ， 須!，!.1:~:品 望主 21.6 10.9 28.5 70 !正 灰 穂、 'sI苫砂粒 ヘラナデ 十デ ・ヨコ ナデ 外而カマ
78，82，256， ヨコナデ ナテ' タタ ドの砂付
142，79 当てHJI! キ ::i'l 

51-086 8 11① ，76，77， 在'Ul~器 或ん. 25.9 -1 22.3 20 賞褐 sI1柱j ¥1'，' スコリア ヘラナデ ヘラケズリ ・

98，183，199， 砂粒・小傑 ヨコナデ ヨコナテ'・

202， 256， 230 当て具Jji・ タタキ
輪も1痕

S1088土器表

遺構 ~ ¥u 注記 器種 日~Jf~ 口径 !ま径 器高
遺存 色調 色調

Jtf.i土 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考
% 内而 外illi 成形調整

51-088 145，:4E 4，99， 土師協 十干 12.6 5.8 4.0 40 f宣 桜 苦f 砂粒 I~I転ナデ 1"1転ナデ ー }!!Ii調繋 ~H!:: 
ナデ 回転糸切

51-088 2 1355，357 土日市器 小型 12.5 10 lこ";':1..、 lこ~し、 苦f 石英・長石田 ナデ ナデーヘラ

斐 語、褐 宥、悩 うeifJ:・1コ ケズリ

リ7・砂粒

51-088 3 1 367，363，312， 土師:r.~ 望E 21.4 7.7 23.9 70 積 燈 ¥1'; スコリ 7・ ヘラナデ ・ へフケズリ ヘラケズ 内外lui黒
368，294，299， 砂粒 ー小蝶 ヨコナデ ヨコナデ llE'外而
370，345，364， 煤H.Y，
49 

51-088 4 1 î~~迂，293，294， 七師i{1:-f 望主 8.7 14.0 40 i員1古住 l別褐 ?苦 長石雲母ー ヘラナデ ミガキ 無調整 木1似lji '品総型
小燦 接合板 lλi外而祭

斑煤N
3Ff 

51-088 5 1167，175，177， 土師探 斐 10.0 20 +畳 赤性j 可E 長石・'EI手・ ヘラナデ ミガキ 無調整 木業jj{ 常総型

206，209，231 小燦 内外IW.lj
斑 -煤N
-Ji 

51-088 6 1 160，295，245， ←1-.師桜 み品級 9.1 23.0 50 明裕 明靖、褐 可E 雲母 ・小傑 ヘラナデ ヘラナデ ・ 無調整 木紫Ji~ 'ii;・総1~
161，259，80， ミガキ 内外而m
98，300，386， 斑外国

38ー5↓，3，84， 煤付着
1--1，301， 
387，380，382， 
383，397，392， 
390， 

51-088 7 1 218，294，343， tr.雨日早 甑 28.5 17.3 30 l別掲 l判制 在; 石英・砂粒 ヘラナデ ・ ヘラケズリ 内外i目黒
344，302， ヨコナデ・ ヨコナデ・ 斑
51105-54，58， 輪有'tJi! 輪積痕
28，57 

S1089土器表

遺備 ~Q it 記 昔品種 格形 口径 底径 総EE
遺存 色調 色調

肝i土 浪人物 調繋lλj而 調整外而
ロク口

製作l曲考 備考o〆6 I付面 外而 成形調整

51-089 1 11-1:，393，34， 土師;r.-i 4干 12.8 6.4 4.1 80 lこ.!;し、 にぷい ?官 スコリア ナデ ナデ・ヘラ 回転へラ 線刻
122，305，317， 褐 褐 砂粒 ケズリ ケズリ
51087-399 

51-089 2 1 356，366，367， 土師rz杯 14.4 7.4 4.8 90 掻 糧 宮、 長石・スコ 回転ナデ l司転ナデ ・ 手持ちへ 外I面煤付
368，407，468， リ7・1昔、粒 手持ちへラ ラケズリ j，vr 
ト①，370 ケズリ

51-089 3 1451 土師tE 何、 12.6 6.7 '1.1 90 糧 lこ.，;.;'"、 W; 長1i雲母・ 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
燈 スコリア 手持ちへラ ラケズリ

砂粒 ケズリ

51-089 4 11，434 オ師器 何、 14.2 7.0 3.4 90 ti 燈 1t.' 長石 ・スコ |叫転ナデ 回転ナデ 手持ちへ 内外而Jr
リア砂粒 下持ちへラ ラケズリ 斑煤H

ケズ') ;{; 

51-089 5 11-①，39，174， iJj恋器 何、 14.1 6.6 4.2 60 赤禍 赤禍 在 スコリア 回転ナデ l担l転ナデ 手持ちへ
294，295，298 砂粒 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-089 6 1358 上師捺 nll 13.4 6.8 2.7 20 経 燈 宮 石英・長石 ロクロナテ・ ロクロナデ 回転糸切 ~n啓
雲母スコ りナデ (不明)
リア砂粒
l士l色針状物

51-089 7 1311 tr.ip綜 材、 明赤褐 i列赤褐 W; 石英長石・ ロクロナテ. ロクロナデ ロクロ成 よ!.H!，
雲fj晋・スコ 7杉 (不明)
リア砂粒。
白色針状物

少
51-089 8 1271， 土師器 杯 ! こ ~~、 にぶい 1t.' 石英・長石 ・ ロクロナデ ロクロナデ 穿孔

5187-1-④ 燈 授 雲母スコ

リア砂粒

51-089 9 11② ，4i，236， 土師器 翌E 19.0 -1 20 l こ ~~ 、 I珂褐 11:， イi1Je'長石 ナデ ナデ 'ì~ 総~
278，293，376， 権 雲母 ・砂粒
385，389，479， 多スコリ
482，484，485， 7少
483，486 

51-089 1011，444，449， 土mp*~ 事品梶 20.8 8.1 31.5 100 燈 l川褐 ?主 イう英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ
452，455，459， 室付 ・砂枝 手持ちへラ ラケズリ
464，469 多スコリ ケズリ

ア

ウ

i



遺構 No 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調

外色調面 胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 成形調整

SI-089 11 

国2，2344L468842413曲3，，3334486737 6 3 L 

須恵器 甑 17.4 10.5 21.5 40 赤褐 赤褐 密 雲母 ・砂粒 ヨコナデ ・ ヘラケズリ ・網代痕
375， ヘラ ナデ ・ ヨコナデ・
389， 当て具痕 タタキ
447， 
462， 

SI-089 12 252，257，27l 須恵、器 護 16.4 12 10 灰黄褐 灰黄褐 密 ヨコナデ・
タタキ

SI090土器表

SI091土器表

遺構 No 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外国 成形・前整

SI-091 1 141，113，1-② 須恵器 キ午、 12.6 8.2 4.0 30 明褐 黄褐 密 スコリ ア 回転ナデ 回持転ナデ ・ 手持ちスヘ
手ちへラ ラケリ

ケズ リ

SI-091 2 I 137 須恵器 +干、 12.4 7.6 4.1 100 H音灰黄 黄積 ・ 密
石砂コ粒英リ多ア・長少， 石ス， 

ロクロナデ ロクロナデ・手持ちへ
灰 ・灰 回転へラケ ラケズリ
黄 ズリ

SI-091 3 I 1-①，9，136 須恵、器 杯 12.6 7.3 4.5 90 様 明赤褐 密 石英・長石， ロクロナデ、 へフケズリ・ 手持ちへ
雲母 ・スコ ロクロナデ ラケズリ
リア ・砂粒

SI-091 4 1138，1-① 須恵器 杯 13.1 7.4 4.6 90 時褐 黄赤褐褐 ・ 密 スコリア・ 回転ナデ 手回持転ナデ・ 手持ちへ 外着面煤付
砂粒 ちへラ ラケズリ

ケズリ

SI-091 5714，102，，l1-5ω，1， 6， 須恵器 杯 12.2 5.7 4.0 70 にぶい にぶい 密、 スコリア・ 回転ナデ 手回転ナデ ・ 手持ちスヘ
黄褐 黄褐 砂粒 持スちへラ ラケリ

132 ケリ 回転ヘラ
キリ

SI-091 6 1135，1-④ 須恵器 杯 13.5 8.2 4.0 60 明赤褐 にぶい 密 スコリア ・ 回転ナデ
回持ズ転ナデ

手持ちへ
赤褐 砂粒 手ちへラ ラケズリ

ケリ

SI-091 72l7-④，28，，235 6， 須恵器 杯 13.4 8.2 4.1 30 黄褐 黄褐 密 石英・長石・ 回転ナデ
手回持ズ転ナデ ・ 回転スヘフ

砂粒 ちへラ ケリ
ケ リ

SI-091 841，319 8，lO，135， 須恵、器 宇不 12.8 7.2 4.3 60 黄褐 黄褐 密 スコリア・ 回転ナデ 回持転ナデ ・ 手持ちへ 付内外着面煤
砂粒 手ちへラ ラケズリ

ケズリ

SI092土器表

遺構 No 注記 器種 器形 口径 底径 器高
造存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形・調整

SI-092 1 I SI-081 須恵器 車不 23.8 8.0 4.0 20 黒褐 にぶい 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ
112 黄褐 ・ 雲母・スコ 手持スちへラ ラケズリ

黒褐 リア・砂粒 ケリ

SI四092
272869，7，930，892，3，8292 ， 

須恵器 杯 12.5 7.0 3.9 50 暗灰黄 暗灰黄 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ
雲母 ・スコ 手持スちへラ ラケズリ
リア・砂粒 ケリ 回転ヘラ

キリ

SI-092 3SSID-009218-291294 ， 須恵器 高杯 10 暗灰 暗灰 密 石英多号音， 長 ロクロナデ ロクロナデ 自然利
石 ・ 母・
スコリア・
砂粒・白色
針状物

SI-092 4 154 須恵器 受 にぶい にぶい 密 石英・長石・ へフ書き
褐 褐 雲母・スコ 「門」

粒状リ物・ア白・色砂針

SI-092 5 1274，333 須恵器 甑 27.6 10 暗灰黄 暗灰黄 密 石英・長石 ナデ当て ナデタタ
雲母スコ 具痕 キ
リア ・砂粒

SI-092 
68235，11，32845，2，22514， ， 

土師器 斐 16.7 -I 10 明赤褐 明赤褐 密 石英・長石・ ナデ ヘラケズリ・
雲母 ・スコ ナデ

260，265，268， リア ・砂粒
307 

SI-092 7723，15 35，180， 土師器 主筆 20.6 10 糧褐 樟 密 石雲英母・長石・ ナデヘラ ナデ・へラ 常総型
-スコ ケズリ ケズリ

リア ・砂粒

SI095土器表

遺構 No 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形・調整

SI-095 
l 2l19523①，，23，39l64，，②2159， 00， ， 

土師器 翌主 23.9 - I 10.2 10 穫 樟 粗 石英・長石 へフナデ ・ ヘフナデ ・ 常総型煤
雲母・砂粒・ ヨコナデ ・ ヨコナデ 外着面 付
小磯 輪積痕

500 

SI-095 
2334662，3l7，，4449，17755，，4，5964660 ， ， 

土師器 護 12.9 20 30 黄燈 黄糧 密、 雲母・スコ ヘフナデ ・ へフナデ 外常総型
リア・砂粒・ ヨコナデ ヨコナデ 面黒斑
小磯

SI-095 3 1373，620 土師器 台付 6.8 20 糧 樫 客、 砂粒 ヘラナデ・ ヘラナデ ・ ヨコナデ 炭着化物付
斐 ヨコナデ ヨコナデ

SI-095 4 1218，453 土師器 斐 6.9 明赤褐 明赤褐 密、 ナデ ヘラケズリ 木葉痕 常総型



SI096土器表

遺構 No 注記 官品種 昔i十形 口径 成後 器高 遺存 色調 色調
胎土 混入物 調整内而 調整外商

ロクロ
製作備考 備考

% 内部 外而 成形調整

SI-096 1 159 土師器 受 19.4 26.2 50 程 4畳 粗 長石・雲母・ ヘラナデ ヘラナデ 常総瑚

スコリ 7 ヨコナデ・ ヨコナデ・

小傑 接合痕 ミガキ接
合東

SI-096 2 145 須恋器 判、 12.9 6.9 4.3 70 鐙 4登 宮 石英 ースコ 阿転ナデ 同転ナデ ・ 回転ヘラ
リア砂粒 I~I転ヘラケ ケズリ ・

ズリ 回転ヘラ
キリ

SI098土器表

遺構 :iu 注記 ?:~磁 lt~j杉 口径 底径 r.:~高
選存 色調 色調

胎土 混入物 調整内[日 調整外而
ロクロ

製作備考 備考90 内而 外而 成形調整

SI-098 1 1 341 土師路 杯 12.0 7.2 3.4 100 赤褐 赤褐 宅E 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ 手持ちへ
褐 褐 雲母スコ 手持ちへラ ラケズリ

リア砂粒 ケズリ 同転糸切

SI-098 2 1347 二j-.師?，;; +干 12.6 6.1 4.0 日D lこ"';';1，.、 l珂褐 'ffi イ'iJ}と長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ
1立筒 1M褐 雲母スコ 手持ちへラ ラケズリ
m褐 リア砂粒 ケズリ 回転糸切

SI-098 3 1 270，276，284， 土師器 杯、 12.7 6.5 4.0 50 に~1.、 lこ，討し、 ¥'1;' 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 同転ヘラ 内而i事付
286， 291， 292 褐 褐 芸母 ・スコ 回転ヘラケ ケズリ 着

リア砂粒 ズリ

SI-098 4 1 18，20，93， 須疋~lt普 相、 12.8 6.1 4.5 80 』こ~\，、 』こ~し、 官、 石英ー長石 ロクロナデ ロクロナテ・. 手持ちへ

140，141，143， lii褐 黄禍・ 雲母スコ 手持ちへラ ラケズリ

152，189，190 見褐 ~.I!:樹 リ7 砂粒 ケズリ 同転ヘラ
白色針状物 キリ

SI-098 5 1265 1二日市持 杯 4.3 10 に~~、 』こ~\，、 程、 石英・長石・ ロクロナテ. ロクロナテ. 回転糸切 墨書

黄鐙 I立燈 雲母スコ 手持ちへラ 1) 「口口(成
リア ・砂粒 ケズリ カ)J 

SI-098 6 1252 上師tz1111 12.9 6.3 2.0 70 にぷい にぷい 1主 石英長石 ロクロナデ ロクロナテ' 手持ちへ 墨色
黄程 黄信・ 雲母・スコ 手持ちへラ ラケズリ

昇i褐 県褐 リ7 ・砂粒 ケズリ ナデ

SI-098 71275，309，312， 土師器 斐 19.4 10 にぷい にぷい 宮、 石英・長石・ ナデ タタキ・ナ

316，317，318， 赤禍 赤褐 ー 雲母スコ デ手持ち

320，321，324， 灰飼 灰褐 1)7 砂粒 ヘラケズリ

325，329，333， ヘラケズリ
337，340 

SI-098 8 16，9，11，30， 二七師総 型主 20.8 10 に』弘、 に..;~し、 ?旨 6英 ・長石 ー ナデ 手持ちへラ
31，51，107， 前栂 ー 褐 雲 Ii~ スコ ケズリ ナ

111，169，171， 褐灰 リ7 ・砂粒 ア
172，173，174， 
183，302，344 

SI-098 9 1 322，325，326， 土日面器 'A 17.2 10 I ~I 褐 ・ 明褐・ ?官 石英・長石・ ナデ刷毛 手持ちへラ

328，330 褐 黒褐 雲母 ・スコ 日 ケズリ ナ
リア ・砂粒 ア

SI-098 10 1150， 162， 198， 須恵器 'A 13.7 10 l列賞褐 明賞褐 富- 石英・長石・ ナデ 手持ちへラ 担調車主

199，200，207， 雲母 ・スコ ケズリ

247，274 リア ・砂粧

SI-098 11 1 23，64，74，78， 須恵器 宣花 38.8 10 灰貰 1疋'Pt 'ff; 石英長石・ ナデ タタキナ

80，85，87，90， 雲母・スコ 7 

112，113，115， リア・砂粧

124，134，167， 
177，225，242， 
271，350 

SI099土器表

snoo土器表
遺構 :iu i七 百己 器種 務形 口径 底径 器高

選存 色調 色調
胎ゴ 混入物 調整内部 調業外面

ロクロ
製作備考 備考

% 内面 外面 成形調整

SI-IOO 1 1260 土師?，;; ff、 12.5 6.9 4.0 90 f置 鐙 密 長石雲母 回転ナデ 阿転ナデ・ 内外而煤

スコリ 7・ 手持ちへラ 付着

砂粒 ケズリ

SI-IOO 2 161，③10，0l，-1③ 87， 土師器
判; 14.6 8.7 4.0 40 に.，;.;し、 Lこ~~、 ¥'1;' 石英・長石・ 凶転ナデ 回転ナデ ・ 手持ちへ 内外而煤

赤褐 赤褐 スコリ 7 手持ちへラ ラケズリ 付着

砂粒 ケズリ

SI-IOO 3135，86，123， 土曲目器 望E 22.2 一 14.0 20 糧 4畳 ?色、 長石スコ ヘラナデ ・ ヘラケズリ・ 内外四l煤
135，140，249， リア砂粒 ヨコナデ ヨコナデ ・ 付着

2ll03-②6l，，2l，4-ト6②，①2，1， 3， 
小燦 接合痕

201，202 

F
円
U
ハ吋
J
V



遺構 1I0 注記 ?:H重 器形 口径 底径 器高 遺イ了 色調 色調
胎土 混入物 調整内而 調整外而

ロクロ
製作備考 備考

% 内而 外而 成形調撃

51-100 4 1233，262，271， 土師器 斐 20.0 8.4 33.7 ω 燈 燈 'It' 長石雲母 へフナデ・ ヘラナデ ・ 木tI)!痕 常総M
210，278，298， 砂粒 ヨコナデ ・ ヨコナデ ・ 外ffii.~.\!lE
305，308，316， 輪税痕 ミガキ 煤付着

270，276，290， 
275，333，211， 
295，307，227， 
224，223，225， 
234，253，292， 
267，294，③ 1， 
トψ，ト

51-100 5 '138，191，192， ~IÎ!B~~ 望E 20.0 7.1 20 1:1( 灰 V百 ;r，員L雲母 ヘラナデ ヨコナデ

238 ヨコナデ タタキ

51-100 6 1264，328 須!!i_Pt詩 楚 24.2， 15.0 24.9 40 i別補 IVI褐 '/f; 長:{i 砂粒 ヘラナデ へフナデ 内外而煤
ヨコナデ ヨコナデ ・ 付着

タタキ

51-100 7 11，261，242， ~ji恵器 楚 19.8 12.0 16.8 70 褐灰 悩灰 ¥1'，' i毛布 ・スコ ヘラナデ ヘラケズリ ・
253，233，296， リア砂粒 ヨコナデ ヨコナデ

221，287，279， 当て具痕 タデキ

322，314，320， 
315，312，207， 
289，285，219， 

32l9ー10③7，，3ト，1l3(-E，42D， 50， 

SIlOl土器表

遺構 i¥o it ~己 1*種 綜)~ 口径 !瓦径 2替市 逃存
色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外国
ロクロ

製作備考 備考
% l人-!1m 外面 成形調整

51-101 1 152，143 上師総 高折、 16.5 10.5 70 1畳 鐙 '/f; スコリア ヘラナデ へフナデ 赤彩つ

砂粒 ヨコナデ ヨコナデ (判日1I不能)
ミガキ

51-101 2 110，108，6，73 仁師25 iuit不 16.4 4.0 20 t置 iW 粗 スコリア ヘラナデ ヘラケズリ ・

砂粒 ヨコナデ ヘラナデ
ミガキ ヨコナデ

接合痕

51-101 3 198 土師器 可士I( 5.0 20 赤褐 赤禍 粗 石英・砂粒 ヘラナデ ヘラナデ 赤彩つ 内面里斑

ナデヨコ ヨコナデ (判別不能)
ナデ給総

痕

51-101 4 I 126 土師器 鉢 9.4 2.8 4.6 30 赤褐 赤禍 苫: スコリ 7 ・ ヘラナデ ヘラナデヨ
砂粒 ヨコナデ コナデ

51-101 5 1 2，15，18，54， _U耐器 望E 5.7 9.6 30 にぷい IW 相l スコリア ヘラナデ ヘラナデ 内外面煤

55，79，80，85， 持 砂粒小際 輪、 lj~痕 ft .Yi 
112 

SIl02土器表

遺構 ?¥o t主記 日時傾 器形 n径 1ま径 日品同 泣干I 色調 色調
胎上 浪人物 調整内面 調整外而

ロクロ
製作i品年 備考

% 内I日 外国 I主形調整

51-102 I 147 上飾器 判、 7.0 10 程 燈 宮 :fi英長石 ロクロナテe ロヲロナテ' 阿転糸切 線刻
'I;l'J:・スコ 「生j
リア砂粒 1"1転へラ

ケズリ

51-102 2 12，19，65，69， 在ntq器 斐 9.5 12.3 60 晴、制 赤褐 宮‘ 砂粒小傑 副転ナデ 回転ナデ ・ 手持ちへ ÎJ外商月i
79，80，87，90， ヘラケズリ ラケズリ 庇内而
51-088-75 煤付.l'f

SIl04土器表

遺構 ¥0 注記 日:H亜 器形 Ll径 !立径 器高
造千i 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 慌Jt
% 内l稲 外l町 成形調整

51-104 1 188 j二日市23 十干、 12.4 6.5 4.0 90 極 按 密 長11・砂粒 ヘフナデ ー ヘラケズリ 外而煤付
小際 ヨコナデ ・ ヘラナデ ・ 着

ミガキ ヨコナデ・

輪宥t痕
51-104 2 190 m忠?~ 品 12.5 6.4 3.0 90 IVJ .w絢 l別賞褐 'it-i 長イl'砂校 lロl転ナデ 同転ナデ・ 同転ナデ 内外而，~~

凶転ヘラケ Jjf 
ズリヘラ

ナデ

51-104 3 113，1-③ 須立;I:a-.f 高台 8.6 2.6 40 !ノ正 灰 官、 長石 ー砂粒 回転ナデ 回転ナデ・ 回転ヘラ 火時t
付杯 l回転ヘラケ ケズリ

ズリ

51匂104 4 184，91 上師器 芸品術 13.8 一 10.2 50 位 十立 庁』 砂粒 小型車 へフナデ ヘラケズ')・
ヨコナデ ヨコナデ ・

輸fi'ifii

51-104 516，86，84，97，1 lこ師器 瑚A 12.0 6.9 13.5 60 i列赤柱j亦尚 苫1 石y~ . 長イ i ヘラ十デ・ へフナデ 予持ちへ 内外1m煤
芸t土砂粒 ヨコナデ ヨコナデ ラケズリ 1Hi 
砂際

51-104 6 191 上側協 曹E 5.7 5.6 20 明赤褐 尚 ?許 砂粒 ヘラナデ ヘラナデ ヘラ，;!::き

外l面煤j.J
oI"i 

51-104 7 189 土師指 瑚A 15.3 6.6 18.3 90 U! t立 粗 石英長.(i ヘラナデ ヘラケズリ・ 1(;総型

スコリア・ ヨコナデ ヘラナデ ・ 外聞煤付
砂粒 ・小蝶 ヨコナデ ・ 才f

指liJi痕
51-104 8 1 108，103，65 土師器 望E 19.6 -1 27.0 30 I!IJ住i IVI褐 相 石英長石 ヘフナデ・ ヘラナデ 常総型

雲l主スコ ヨコナデ ヨコナデ
リア砂粒 ミガキ

51-104 9197，89，ト'}; 土日IU掠 A劫L‘ 19.4 -1 12.4 30 赤褐 赤褐 1宇』 2ミi主・スコ ヘラナデ ・ ヘラナデ ・ 外面i煤付
|リアー砂粒 ヨコナデ ヨコナデ ，(f 

-960 



S1105土器表

i立構 ¥'0. a 記 器種 i*形 口径 !長径 ~if 7.'[j 
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調轄外商
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外面 成形調整

SI-I05 1 1 19， 20，48，50， 土師器 判、 15.6 7.1 5.0 50 鐙 燈 ?包 砂粒 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ 線刻
51，55，56 ラケズリ

SI-I05 2 11，16，17， l 師器 折、 12.0 5.7 4.2 60 4宣 燈 菰 砂粒 lり転ナデ l両|転ナテ 量調整
18，34，59， 凶転糸切
SI-088-330 り

51-105 3 130 土師器 杯 13.2 6.4 3.5 100 燈 燈 'if; スコリア 回転ナデ 回転ナデ 回転糸切 品mr口
砂粒 (凹カ)J 

鑑調整 内外而煤
付帯

SI-I05 4 145，46，47 t師鵠 判、 12.6 5.9 3.6 50 燈 4立 苫， 長石 ・砂粒 回転ナデ 回転ナデ Ii>I転ヘラ 内I町煤付
回転ヘラケ ケズリ
ズ1) 阿転糸切

り

S1106土器表

S1108土器表

il'H龍 No. ii 記 日告極 r.~形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎士 浪人物 調整内面 調整外而
ロクロ

製作備考 備考o〆6 内而 外面 }北形調整

SI-I08 1 122 土師器 何、 1l.4 7.5 4.4 100 IYI褐 LこJ;し、 1f，' 石英・長石・ ナデヘラ 手持ちへラ 手持ちへ
黄禍 雲母・スコ ミガキ ケズナデ ラケズリ

リ7・砂粒

SI-108 2 1 15 須!J.1:器 1.';;何L 10 !こ";~1.、 淡ilt w 石英・長石・ ロヲロ十デ ロクロナデ 線刻

黄 雲母スコ 「央j
リア砂粒・
白色針状物

SIl09土器表

遺構 ¥'0. a 記 日草刈 持形 口径 J氏径 総高
il'i存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外商
ロクロ

製作備考 {桔考
% 内而 外而 成形調整

SI-109 1 1575 土師r.~ 材、 12.6 7.5 3.9 50 明褐 IYJ褐 W;、 石1Jf長石 ロクロナデ ロクロナテ・. 回転ヘラ
::!A褐 雲母 ・スコ 回転へラケ ケズリ

リア砂粒 ズリ

SI-I09 2 1176，496 土師器 小型 9.8 6.5 4.2 30 燈 燈 W; 石英長石 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラ
椀 ? 芸母 ・スコ 回転ヘラケ ケズリ

リア・砂粒 ズリ

SI-I09 3 1 502，588 ~.n!J!.器 柄、 13.2 6.4 4.9 60 賞灰 1官灰 守量 石英・長石 ・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ
雲母 ・スコ 手持ちへラ ラケズリ
リア砂粒 ケズリ

SI-109 4 1 SI-I1O-18 須恵r.世 柄、 13.3 8.4 3.8 40 にぶい l こ__;~し、 古: 石英長石 ロクロナテ. ヘラケズリ 回転ヘラ
黄櫨 賞程 雲母スコ ケズリ

リア砂粒

SI-109 5 1590 1JU!~器 相; 12.3 7.2 4.1 80 灰 灰 l珂 密 石英長石 ロクロナデ ロクロナデ 恒l転ヘラ
2を掲 雲母・スコ 手持ちへラ キリ

リア・砂粒 ケズリ

SI-109 6 1586 m忠綜 十干 12.9 7.8 4.1 90 ¥'!¥' 石英長石 ロクロナデ ロクロナテ・ 手持ちへ 線刻
雲母・スコ 手持ちへラ ラケズリ 「サ」
リア ・砂粒 ケズリ

SI-I09 7 181，157，252， 須!i!.~r，if 十干 1l.8 6.6 4.2 40 灰 灰-晴 ?普 石英長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 回転ヘラ

497 灰 ~母 ・ スコ 回転ヘラケ ケズリ
リア ・砂粒 ズリ

SI-I09 8 1306 須恵器 判、 12.4 7.6 4.2 10 黒制 県掲 官、 石1Jf長石・ ロクロナデ ロクロナデ・手持ちへ ヘラ書き

雲母 ・スコ 手持ちへラ ラケズリ r + (x)J 
')7 砂粒 ケズリ

SI-I09 9 1521 須恕r.苦 盤 8.6 20 賞灰 賞灰 1f，' 石英・長石・ ロクロナデ ロヲロ十デ ・ 回転ヘラ ヘラ{'I=き
雲母 ・スコ 回転ヘラケ ケズリ 「雄J. 
リア・砂粒 ズリ r + (x)J 

SI-I09 101427，444 陶器 長頚 8.9 10 灰]員 灰 2苦 石英・長石 ロクロナデ ロクロナテ.
-s:! 雲母・スコ

リア砂粒

SI-I09 11 151・109-560， 須恵器 高台 8.9 10 灰 !疋 官s 石英・長石・ ロクロナデ ナデ 回転ヘラ

50-018-2， ft柄、 雲母スコ ケズリ

456，457 リア砂粒

51-109 12 1 83，142 ~In台、器 雪E 26.8 10 灰 灰 ¥'!¥' 石英長石・ ナデ タタキ ・ナ
雲母スコ デ
リア・砂粒・
白色針状物

51-109 13151-110-129， 須定、器 型車 32.6 10 11<.黄 黄灰 ?普 石英長石 ナデ当て タタキナ

130，132 雲母スコ 具痕 ア
リ7・砂粧

SIllO土器表

遺構 ¥"0 i主記 器種 器形 口径 jま径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而l 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外商 成形。調猿

51-110 1 1325 士師器 高台 12.0 7.2 4.1 50 燈 4畳 望量 石英長石・ ロヲロ十デ ロウロ十デ IITI転へラ
付杯、 雲母 ・スコ ケズリ

リア ・砂粒

SI-II0 2 1323 須!!~~号 何: 1l.8 8.5 4.5 70 灰 !示ili 宮古 石英長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 凶転へフ
H音灰抜 雲Iま・スコ 回転ヘラケ ケズリ

リ7・砂粧 ズリ



遺構 1¥u ii fi己 器種 器形 日経 1氏径 iIif高
7宜存 色調 色調

胎上 混入物 調撃内面 調整外商
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外面 成形調繋

51-110 3 1 73，108，224， a!uE器 将、 11.2 7.5 4.3 50 ，~~褐 巣裕 Wi 石英 ・長石 ・ ロクロナデ ロクロナデ ・ 回転ヘラ
307 雲1'1: スコ 回転ヘラケ ケズリ

リア砂粒 ズリ

51-110 4 1 1-③，122， 土師iIif 望E 8.3 -1 20 にぷい 』こ..;~\，、 '晶 石英ー長石・ ナデ ヘラケズリ 木葉痕 常総型
156，322 ivt燈 賞糧 雲母スコ

リア砂粒

51-110 5 1188 陶器 長要員 10.0 10 灰黄 FA 誌、 石英・長石・ ロヲロナデ ロクロナデ ナデ
瓶 主UiJ スコ

リ7 砂粒

51-110 6 1225，238 aj'-Urr.~告 望主 9.9 10 にぷい にぷい '品 石英・長石・ ナデ 手持ちへラ 経調整 ヘラ~~}き
黄褐 iJi褐 ・ 主主母 ・スコ ケズリ 「キ」
型褐 黒褐 リア 砂車立・

白色状針状

物

51-110 7 1229，345，417， 須恵日告 小型 14.7 9.9 15.6 10 赤絢 赤褐 Wi 石英多。長 ナデ当て 手持ちへラ 量調整
423 望E 石-雲母 具痕 ケズリ タ

スコリ 7 タキナデ
砂粒

51-110 8 1 224，226，240， m恵器 望E 21.1 10 lこ_;;し、 l こ~\，、 Wi 石1fと・長石 ・ ナデ ヘラケズリ・

242，244，250， 極 賞燈・ 雲母 ・スコ ナデ

251，253，321， 赤褐 リ7 砂粒
324 

51-110 9 128，34，42 {fi官、?lf 翌E 18.9 貨灰 I列耗j 可E 石英・長イ] ロクロナデP ロクロナデ
雲母 ・スコ
1)7・砂粒

SIlll土器表

遺構 刊a I主記 6，';種 器形 口径 底径 器高
i宜存 色調 色調

胎 t 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% !大;1[1而 外1函 成形調整

5ト111 1 1 104 土師務 判、 11 61 4.0 45 lこ_;;し、 l こ.，.;~\，、 ?苦 雲母 ・スコ ロクロナデ ロクロナデ・ 回転へフ i星空F
俗 褐 リア・砂粒 同転ヘラケ ケズリ 「口口」

ズリ 回転糸切

り

51-111 2 168 a1iIt.i.?:-.f 高台付何、 8.8 1.7 10 l こ..;~し、 l こ~"、 宮、 長石砂粒 ロクロナデ ロクロナテ' 回転ヘラ 転用硯
(盤or皿) 黄尚 黄褐 ケズ 1) 盤汁痕

SIl13土器表

遺構 '¥0 v主 3己 時種 日告形 円径 底径 器日
泣存 色調 色調

胎士 混入物 調整l勾而 調整外jfij
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外間 成形調整

51-113 1 156 土師器 判、 14.8 8.4 4.5 80 にぶい lこ，，;し、 * 石英・長1i・ヘラミガキ・ ロクロナデ・ 回転ヘラ'IIi筒 i主禍 スコリア ロクロナデ 回転ヘラケ ケズリ
砂粒白色 ズリ 回転糸切
長1状物

51-113 2 185 上師器 杯 12.4 7.2 4.0 褐 l こ..;~\，、 持; 石英・長石 ロクロナテ' ロクロナテ'・ 回転ヘラ bJH:止
褐 スコリア 回転ヘラケ ケズ 「有J

砂粒白色 ズリ 向転糸切
針状物 り

51-113 3 196 土師器 柄、 12.5 6.6 4.5 30 密 石英ー長石・ ロクロナデ ロクロナデ l可転糸切 内外而灰
スコリ 7 り 付着
砂粒

51-113 4 ト:D，32，51， 上陶器 何、 13.3 i.4 3.8 60 にぷい l こ..;~し、 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 回転ヘラ
57，93 掲灰 褐!火 スコリア 回転ヘラケ ケズリ

尚 制 砂粒ドl色 ズリ 101転糸1;/)
針状物

51-113 5 ト~， 4 ， 19， 上師総 斐 18.7 8.5 24.5 60 lこ_;;~、 4こ~\，、 宮、 石英・長石・ ナデ 手子守ちへラ 手持ちへ 外岡煤N
38，50，57，58 黄禍・ ，Y(褐・ スコリ 7・ ケズリ ナ ラケズリ ;{f 

黒褐 黒褐 砂粒 デタタキ

S1115土器表

SIl17土器表

遺構 iiu ii:記 器後 lr.1形 口径 Jま径 ~~(，~[j 遺存
色調 色調

肝;土 混入物 調整内而 調整外面
ロクロ

製作備考 備考% 内面 外而 成形・調整

51-117 1 1 328，351，443， 土師器 柄、 18.2 8.2 5.9 40 4こ_;;~、 iこ~\，、 1f; 石Yf・長石・ ロクロナテJ ロクロナデー
464，498，532， 赤筒 ・ 赤褐 iE母スコ 手持ちへラ
573 j天褐 ，E:rJ:褐 リア砂粒 ケズリ

(1色針材、物

51-117 2 11-(1;，1-3)， 上師掠 折、 12.0 7.6 4.6 90 にぷい lこ..;~\，、 密 石lJi・長石 ・ ロクロナデP ロクロナデ・ 手持ちへ
174，191，258， 赤弘j 赤褐 雲母 ・スコ 手持ちへラ ラケズリ

260，261 ~ì\褐 .~褐 リア砂粒 ケズリ 回転糸切

51-117 3154，430 土師音寺 材、 11.8 6.0 4.0 70 にぷい 暗赤伺 W; 石英・長石 ロクロナデ ロクロナデ・ 下持ちへ
赤褐 lこ_;;し、 雲母スコ 手持ちへラ ラケズリ

赤禍 リア ・砂粒 ケズリ

51-117 4 196，455，461， 土師器 柄、 13.0 6.4 4.3 30 赤禍 明赤褐 1在， 石英ー長石 ロクロナデ ロクロナデ・ 1"1転へラ
463 雲母 ・スコ 回転ヘラケ ケズリ

1)7 砂粒 ズリ

51-117 5 1 516，533，537， 土師器 杯 17.4 8.0 4.7 30 にぷい にぷい ~' 石英・長石 ロクロナデ ロクロナデ・ 回転ヘラ
557 赤禍 褐灰 雲母スコ ミガキ 向転ヘラケ ケズリ

褐 リア砂粒 ズリ 回転糸切
l守色量|状物

Q
J
 



遺構 Ko a 記 総種 総形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 浪人物 調3室内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内I面 外I師 成形調整

SI-117 6 1344 須恵器 杯 12.7 7.0 4.4 30 黒褐 黒褐 1t.' 石英・長石・ ロクロナテ・ ロクロナデ 回転ヘラ
雲母 ・スコ 回転ヘラケ ケズリ
リア砂粒 ズリ

SI-117 7 1467 士m~器 1111 14.2 7.0 2.2 ω にぶい にぷい 可E 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ 阿転糸切 !Mi!:: 
褐 経 砂粒 「旦」

「麻呂j
SI-117 8 1Iー①，93，143，土師器 llli 13.7 10 』こ，，;し、 にぶい 空E 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・

177 褐 街 雲母 ・スコ 手持ちへラ
リア砂粒 ケズリ

SI-117 9187，368 土師器 葉 17.4 3.4 30 褐 にぷい 1f:i 石英・長石・ ヘラミガキ ・ロクロナテ・.
褐 雲母スコ ロヲロ十デ 回転ヘラケ

')7・砂粒 ズリ
白色針状物

SI-1I7 10 489，496 土師器 楚 21.8 10 l暗赤褐 にぶい ¥l¥' 石英長石 ナデ 手持Zちへラ

赤筒 雲母 ・スコ ケズリ
リア・砂粒
白色針状物

SI-117 11 1432 土師器 望E 21.8 10 』こ~し、 にぷい 密 石英長石・ ナデ 手持ちへラ
赤禍 赤褐 雲母 ・スコ ケズリ ナ

リア ・砂粒 ア

SI-117 12 1 465，524 _I師総 翌E 21.8 10 に~し、 にぶい 事t 石英長石 ナデ 手持ちへラ
赤褐 赤褐 雲母 ・スコ ケズリ ナ

リ7・砂粒 デ
白色針状物

51-117 13 431，441，442 須恵器 甑 31.8 15.0 27.5 30 褐 にぷい 普f 石英・長石・ ナデ当て 手持ちヘラ 無調整
黄褐 雲母スコ 具rn. ケズリ ・ナ

リア砂粒 デ ータタキ

SIl18土器表

j宜構 注記 器種 昔話形 口径 j氏径 総高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考¥'Q 
% 内而 外而 成形調整

51-118 l ト① ，229， 上師器 杯 14.0 7.2 4.6 80 lこ~"、 l こ...;~し、

'* 石英長石 ヘラミガキ・ロクロナデ・ 回転ヘラ409 権 f宣 雲母・スコ ロクロナデ 凶転ヘラケ ケズリ
')7・砂粒 ズリ 阿転糸切
白色針状物

SI-118 2 1I③ ，155， 土問音寺 相; 13.2 5.4 4.6 90 褐 褐 '8;' 石英長石 ロクロナデ ロクロナデ 手持ちへ 外I面黒斑
166，222，223， 雲母 ースコ 手持ちへラ ラケズリ
224，408 リア・砂粒 ケズリ 回転糸切

SI-118 3 1466 土師器 判、 13.4 7.0 3.8 40 !正前褐 尚 w; 石英。長石・ ロクロナデ ロクロナデー手持ちへ
雲母 ・スコ 手持ちへラ ラケズリ
リ7 砂粒 ケズリ

51-118 4 1 245，355，386 土師器 IUl 14.0 6.4 2.5 40 lこ，，;，、 にぶい W; 石英・長石 ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ
赤禍 赤制 雲母 ・スコ 手持ちへラ ラケズリ

リア砂粒 ケズリ
白色針状物

51-118 5 1128，251 須恵、器 杯 13.0 6.5 4.1 60 灰黄褐 世j灰 昔 石英長石・ ロクロナデ ロクロ十デ ・手持ちへ
灰黄絢 雲母 ・スコ 手持ちヘラ ラケズリ

リア ー砂粒 ケズリ 回転糸切
り

51-118 6 1465 須定、株 杯 12.8 6.8 4.1 l∞ にぶし、 にぷい 空量 石英・長石・ ロクロナデf ロクロナテ'・手持ちへ
赤禍 ・ 赤褐・ 雲母スコ 手持ちへラ ラケズリ
黒褐 県褐 ')7 砂粒 ケズリ 回転ヘラ

キリ
51-118 7 1399 須!!~器 何、 12.6 6.3 4.5 100 時赤褐 灰赤 石英・長石 ロクロナテ. ロヲロ十デ ・手持ちへ

制 雲母スコ 手持ちへラ ラケズリ
リア ・砂粒 ケズリ 回転ヘラ

キリ
51-118 8 1365，400 {i'HJ!.器 杯、 12.1 6.8 4.0 60 黒褐 主堅証j W; 石英・長石 ロクロナデ ロクロナテ. 回転ヘラ 底部外I田

灰黄褐 雲母スコ 凶転ヘラケ ケズリ 重ね焼き
リア砂粒 ズリ 4民

51-118 9 11-② ，34，123， 須恵器 +干、 12.7 6.2 4.2 60 灰黄褐 灰1立禍 也、 石英・長石 ロヲロナデ ロヲロ十デ ・手持ちへ
183 雲母スコ 同転へラケ ラケズリ

リア砂粒 ズリ 回転ヘラ
キリ

51-118 101485 須恵器 何、 13.8 7.3 4.3 60 l こ~It、 灰業褐 W; 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナテ・. 手持ちへ
賞褐 雲母スコ 手持ちへラ ラケズリ

リア砂粒 ケズリ 回転ヘラ
キリ

51-118 11 1469，475 土師捺 苦E 20.2 10 にぷい にぷい '* 石英・長石・ナデ 手持ちへラ
赤禍 赤筒・ 雲母 ・スコ ケズリ ナ
m褐 ')7'砂粒・ ア

白色針状物

SI-1I8 12 1 1-②，42，225， 土師i器 型主 20.2 20 明赤褐 にぷい 普j 石英長石 ナデ 手持ちヘラ 外面煤付
242，243，267， 褐 雲母スコ ケズリ ナ '{i 
276，325，367， リア砂粒 ア
368 

51-118 13 1 8，20，39，296， 須恵Z4 阪 30.8 10 にぷい にぷい W; 石英・長石・ナデ 手持ちへラ
333，407，416 赤褐 赤掲 雲母スコ ケズリ ・ナ

リア・砂粒ー デ
白色針状物

51-118 141384 須!~器 斐 12.6 10 灰賞褐 褐 密 石英長石・ ナデ当てJ~ ナデタタ
雲母 ・1コ 痕 キ
リ7 ・砂粒

51-118 151198，358，359， 須恵器 甑 27.3 10 褐 褐 ?若 石英・長石 ナデ ・当て タタキ・ナ
391 雲母スコ 具痕 デ

リア・砂粒



SIl19土器表

遺構 No 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存
色内調面 色外調面 胎土 混入物 調整内面 調整外商

ロクロ
製作備考 備考

% 成形・調整

SI-119 1 1257 須恵器 杯 14.8 7.4 4.5 30 にぶい にぶい 密 石雲英母・長石・ロクロナデ ロクロナデ・ 手持スちヘ ヘi+ラ(書x)き」赤褐 ・ 赤褐 ・ -スコ 手持ちヘラ ラケリ
灰褐 灰褐 リア・砂粒・ ケズリ 回転へラ

白色針状物 キリ

SI-119 2 1 1③，172， 須恵器 杯 12.0 6.0 3.4 40 にぶい にぶい 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・回転ズへラ
232 褐 褐 雲母 ・スコ ス回転へラケ ケリ

リア・砂粒 回転ヘラ
キリ

SI-119 3218①2，2，8l9 -④， 
土師器 杯 13.0 7.0 3.4 50 にぶい にぶい 石英・長石・ ロク ロナデ ロクロナデ 回転スヘフ

赤褐 栓 雲母 ・スコ 回転へラケ ケリ
リア・砂粒 ズリ

SI-119 4 1 252， 262， 266， 須恵器 杯 13.2 6.8 4.1 80 にぶい にぶい 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・手持ちへ
268 黄褐 黄褐 雲母 ・スコ 手持ちヘラ ラケズリ

リア・砂粒 ケズリ 回転ヘラ
キリ

SI-119 5 11①，123， 土師器 高台 13.0 5.8 4.2 90 にぶい にぶい 密 石英・長石・ヘラミガキ・ ロクロナデ ナデ
255 付血 赤褐 赤褐 雲母 ・スコ ロクロナデ

リア・砂粒

SI-119 6 1 226， 228， 229 土師器 高台 12.2 5.7 3.0 70 明赤褐 明赤褐 密

石雲リ執多白ア英母色酸砂長針化ス石粒状鉄コ

へフミガキ ナデ
付皿

SI-119 7 125 土師器 局台 6.l lO 灰赤 明赤褐 密 石雲英母 長石 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切
付皿 スコ り

リア針砂状粒物ー
白色

SI-119 
8 却31272①6E0L3233，9且01394，， 224986 ， 

須恵器 翌五 -1 16.5 -1 30 にぶい 褐・黒 密 石英・長石・ナデ ヘフケズリ・ 無調整
褐黒 褐 雲母 ・スコ ナデ

312， 褐 リア砂粒
，328，333 

SIl20土器表

遺構 No 注記 器種 器形 口径 底径 器高
選存 色調

外色調商 胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 成形・調整

SI-120 1 1 175 須恵器 杯 13.l 7.5 4.1 80 灰赤・ 灰赤 密 石雪量英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・手持ちへ
褐 褐 母 ・スコ 手持ちへラ ラケズリ

リア ・砂粒 ケズリ 回転ヘラ
キリ

SI-120 2 1128 須恵器 杯 14.1 7.5 4.2 20 灰黄褐 灰黄褐 密 石雲英母 長石・ロクロナデ ロクロナデ 手持ちへ 重ね焼痕
スコ 手持スちへラ ラケズリ

リア・砂粒 ケリ 回転ヘラ
キリ

SI-120 3 171，112 須恵器 高台 -1 20 褐灰 褐灰 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ
付皿 雲母・スコ 手持ちへラ ラケズリ

リア・砂粒 ケズリ

SI-120 4 14，26，44 須恵器 叢 lO 褐灰 褐灰 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 自然紬
雲母・スコ 回ズ転リヘラケ
リア・砂粒

SI-120 5 1166 土師器 小型 14.8 10 にぶい にぶい 密 石英・長石・ ナデ 手持スちへフ
斐 褐 褐 雲母・スコ ケ リ・ナ

リア・砂粒 ア

SI-120 6 1113 須恵器 翌E 23.5 lO 灰黄褐・ 灰 密 石雲英母・長石・ロクロナデ・手持ちへラ
灰 -スコ 当て具痕 ケズリ ・ナ

リア・砂粒 ア

SIl21土器表

SIl22土器表

遺構 No 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外面 成形調整

SI-122 1 1 3，15，19 土師器 杯 13.0 6.8 4.2 30 にぶい にぶい 密 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・
手ラケ持ズちリへ・ 墨「音書」褐 褐 雲母・スコ 回転ヘラケ

リ白ア色・針砂状粒物・
ズリ 回転糸切

り

SI-122 2 120 土師器 杯 にぶい にぶい 密

石雲リ白ア英母色針ー砂長状ス石柱物コー

ロクロナデ ロクロナデ
墨「告書」褐 褐

SIl23土器表

遺構 No 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存
色内調面

色調
胎土 混入物 調整内面 調整外面

ロクロ
製作備考 備考

% 外面 成形調整

SI-123 1 1 1-④，322， 土師器 杯 13.3 5.8 4.5 80 にぶい にぶい 密 石英・長石・ロクロナデ、 回ス転ヘラケ 回転スヘフ
809 赤褐 赤褐 雲母 ・スコ リナデ ケリ

リア砂粒 回転ヘラ
キリ

SI-123 2 191 土師器 杯 11.4 6.0 4.6 20 にぶい にぶい 密

石雲リ白ア英母色ー針砂長状ス粒石物コ

ロクロナデ 回転ヘフケ 回転ズへフ
褐 糧 ズリ ・ナデ ケリ

回転糸切

-964-



遺t持 ~Q it (，己 ~幸雄 格形 口筏 底径 協同
遺伝 色調 色調

胎 t 浪人物 調整内而 |調整外l面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外而 成形調整

SI-123 3 136 土師器 何; 13.0 6.0 3.9 40 にぷい に~，、 宜、 石英・長石・ ロクロナデ 凶転へラケ 回転ヘラ
赤褐 赤褐 雲母スコ ズリ ナデ ケズリ

リア砂粒

SI-123 4 108 土師器 柄、 8.7 にぶい 相 * ヘラミガキ 1111転へフケ !.p.色処理

褐 ズリ 担2:
「加l口(集
カ)J 

5ト123 5 14，115，213 上師i*十 鉢 21.1 9.0 7.8 10 明赤褐・叩l赤褐 11.' 石英長行 ロクロナデー ロクロナテe 下持ちへ
l こ~\，.、 'Ei苦・ スコ ヘラミガキ ヘラケミガ ラケズリ
赤禍 リ7・砂利・ キ 回転ヘラ

白色針状物 ケズリ

SI-123 6 1467 陶持 料、 13.8 7.1 4.5 90 !パ黄制 1五黄縄 '品 ロクロナデ ロクロナテ. |回転ヘラ 火惇 );1(利l
キリ
ナデ

SI-123 7 11-::1，445， ~j{!J!:器 材、 12.4 5.0 4.2 叩j賞桂j 赤l五 '&' 石英・長石 ロクロナデ ロクロナテ' F持ちへ 火博
673 雲七t スコ 手持ちへラ ラケズリ

リア砂粒 ケズリ 向転ヘラ

キリ

SI-123 81254，311，714 土師~告 1111 12.2 5.5 2.3 50 !こ...;~"、 l こ~1.、 奮 石J火・長石・ ロクロナデ 1"1転ヘラケ 回転ヘラ ;日干?

赤褐・ 赤褐 ま;GJ スコ ズリ ロク ケズリ (不明)

月県褐 ;~~:褐 リア砂粒 ロナデ 回転ヘラ
キリ

51-123 9 1 1-'3;，92，240 土師器 ll[ 13.8 7.0 2.1 20 Lこ~，、 赤鰯 宅E 石英・長行・ ロクロナデ 回転ヘラケ 回転ヘラ
赤担当 雲母スコ ズリ ロク ケズ')

リア砂約 ロナデ

51-123 10 102，254，310. 須!}J探 ll[ 14.4 6.5 2.3 20 』こ~し、 lこ~し、 ?十; 石英長イj ロクロナデ 回転ヘラケ 回転ヘラ

796 赤尚・ 赤禍 22母・ 1コ ズリ・ロク ケズリ

.!J~:褐 .II~褐 リア砂粒 ロナデ

51-123 11 711 I削日号 判、 10 HJI赤褐 Ilfl赤禍 ?官 1;1'): ロクロナデ ロクロナテ' 2弘S
(不明)

51-123 12 177 上師器 H、 10 I~I亦褐 !こ.-TI.、 ?と ロクロナテ' ロクロナテ・ -、!J;I町g 
鐙 (不明)

51-123 13 783 t帥器 十干 10 明赤褐 Ilfl赤尚 II¥' 雲母 ヘラミガキ ロクロナテ' !Jh!} 
ロクロナデ (不IVJ)

SI-123 14 676 土師?ii 十干 10 明赤褐 にぷい 1軒 ヘラミガキ 手持ちへラ 盤、!i
赤桂j ケズリ・ナ (イ'1m

ア

SI-123 15 ト(t 上師 a~ 材、 10 』こ~，、 lこ..;えし、 ?骨 ロクロナデ ロクロナデ f一I色1U3竜
赤褐 赤怯j (不明)

51-123 16 1 1- ~ jニ師?ii 杯 10 』こ...;.::"、 l 二..5~\"、 '品 ロクロナテJ ロクロナデ J.y::;l~ 

絢 褐 (不明)

51-123 1711-T 土師器 折、 10 lこ〆討し、 lこ~1.、 ?色、 ロヲロ十デ ロクロナデ !巳.!!:

褐 尚 (不1m

51-123 1811-1' 1 師6.~ 何: 10 [こ...;~し、 に」ミし、 密 ロクロナテ. ロクロナデ :1l干?
赤尚 赤悩 (イ'1m

51-123 19 ト乏 1:師日告 杯 10 l情灰 !こ..;:;"、 2包: 長石 ナデ ナデ ~!1~:: 
住j (不明)

SI-123 20 ト② 上師 a~ 材、 10 lこ..;:;"、 lこ~し、 '&' ロクロナデ ロクロナテe 墨7!?
ti 燈 (不明)

51-123 21 1 l-:i， 532 仁師日告 村、 6.5 10 !こ... i~ 1.、 !こ..;;し、 苦『 ミカーキ ロ 阿転ヘラケ ヘラケズ .!..¥詐
赤褐 赤褐 クロナデ ズリ・ロク (不明)

ロナデ

51-123 22 トミD，462 土陶器 高台 6.2 10 にぷい にぶい 密 石英長石 ロクロナデ・ ロクロナデ・ ナデ
付lUl 赤制 赤褐 ヨ~i主スコ ヘラミガキ ヘラケズリ

リア ー砂粒

SI-123 23111 土師器 荷台 0.0 20 lこ..;:;"、 l こ...;~"、 宅E 石英長イ7 ロクロナデ ロクロナデf ナデ
H軒、 赤褐 赤褐 雲母・スコ

リア・砂粒

SI-123 24 140-79<1 上師i器 tJ31LT 7.4 10 lこ"';';1.、 黒褐 苦f 石英長石・ ロクロナテ' ロクロナデF 回転ヘラ
付椀 靖、問 ;tl主・スコ キリ

リア・砂粒 ナデ
51-123 25 1 473 土師器 JJJTTT 6.8 10 i こ"';~1.、 lこ";:;1.、 '{f.' 石英長イヲ・ ロクロナデ ナデ 回転糸切

H杯 燈 掲 iE母 ・スコ ヘラミガキ
リア砂粒 ナデ
白色針状物

51-123 261 469 土師器 官，.・1ムp 7.5 10 県尚 H音赤鈎 苦f :ri英長石ー ロクロナデ ナデ 手持ちへ 緑紬
付杯 雲母・スコ ラケズリ

リ7 ・砂粒 ナデ
51-123 271 263 陶器 長重H 7.4 10 灰褐 褐 密 石英長'"・ ロクロナテ. 同転ヘラケ 回転糸切 灰覇h

査 雲母 ・スコ ズリ ナデ り
リア・砂粒 ナデ

51-123 28 1 347，428，453， 陶器 長頚 10 にぷい にぷい '&'、 石英・長石 ロクロナデ ロクロナテ・ 灰紬
558 資 赤褐・ 赤禍 ， 雲母・スコ

灰裁褐 灰褐 リア・砂粒

SI-123 29 ト①，1-③ ， 土師器 小別 14.4 7.0 15.2 60 にぷい 』こ...;~"、 密 ナデ 手持ちヘラ 手持ちへ ヘラ1!::き
1-:1:，188， 望E tlt褐 赤褐・ ケズリ ナ ラケズリ 1+ (x)J 
193，219，315， 灰褐 灰褐 ア
402，409， 
一410，411，
472，479，482， 
<183，485，486， 
487，556，648 

SI-123 30 1 552，624，672， 土師~~ 'i:! 21.2 10 l別赤掲 l珂赤拘 密 石英 i正石・ ナデ手持 ナデ手持
681，814，879 雲母 ・スコ ちヘラケズ ちへラケズ

リア砂粒 ') 

SI-123 311228，231，553， ;Ju且協 望E 17.4 10 にぷい 褐 千百 石英長石 ナデ ー当て ナデ・タタ
644，655，683 赤倒 雲母 ・1コ ，Rjji キ

リア・砂粒

p
hu
 



遺構 Nu 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存
色内調面

色調
胎土 混入物 調整内面 調整外面

ロクロ
製作備考 備考

% 外面 成形調整

SI-123 32 354 須恵器 楚 7.8 10 褐 褐 密 石英・長石・ ナデ・へフ 手持スちへラ 無調整 灰付着
雲母 ・スコ ケズリ ケリ・ナ
リア ・砂粒 デ

SI-123 33 
413④9，4，4226，14， 78， 

須恵器 斐 -1 10 黒褐 黒褐 密 石英・長石・ ナデ・当て ナデ・タタ
雲母スコ 具痕 キ

502，529 リア・砂粒

SI-123 34 35 須恵、器 斐 11.0 10 赤灰 にぶい 密 石雲英母・長石・ ロクロナデ ヘフケズリ 無調整 へフ書き
褐 -スコ

リア・砂粒

SI-123 35 470，484，497， 須恵器 斐 28.4 10 暗灰黄 H音灰黄 密 石英・長石・ ナデ ナデ ・タタ

527，555 雲母 ・スコ キ
リア・砂粒

SI-123 36 211，320，566 須恵器 甑 30.3 -1 10 にぶい にぶい 密 石英・長石・ ナデ ナデ・タタ
赤褐 赤褐 雲母 ・スコ キ

リア砂粒

SI-123 37 645 須恵器 斐 6.6 -1 10 灰黄褐 灰黄褐 密 石英・長石・ ロクロナデ 手持スちへラ 無調整
雲母スコ ケリ

リア・砂粒

SIl24土器表

遺構 Nu 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存
色内調面

色調
胎土 混入物 調整内面 調整外商

ロクロ
製作備考 備考

% 外面 成形・調整

SI-124 1 16 土師器 杯 17.7 8.0 4.5 80 黒褐・ 黒褐 ・ 密 石雲英母・長石・ ヘラミガキ・ 回転ヘラケ 回転スヘラ 煤付着
褐 にぶい 母・スコ ロクロナデ ズリ ・ロク ケリ

赤褐 リア・針砂状粒物・ ロナデ 回転糸切

白色 り

SI-066 2 186 土師器 杯 12.9 5.6 4.4 50 にぶい 褐・赤 密 石英長石・ ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 へラ書き・
褐 褐 スコリア り 外面黒斑

砂粒

SI-124 3 156 土師器 杯 -1 10 にぶい にぶい 密 ロクロナデ ロクロナデ

墨「「任生書」」か褐 褐

SI-124 4 137 土師器 蔓E 22.8 一 10 にぶい にぶい 密 石英・長石・ ナデ ヘフケズリ・
褐 澄・に 雲母・スコ ナデ

ぶい褐 リア・砂粒・
白色針状物

SI-124 5 1 12 須恵、器 薬 -1 13.9 10 明赤褐・ にぶい 密 石英長石・ ナデ 手持スちへフ
にぶい 赤褐 雲母スコ ケリ・回
糧 リア・砂粒・ 転糸切り

白色針状物

SI-124 6 134 須恵器 杯 14.8 7.4 6.1 70 褐 暗褐 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・手持ちへ
にぶい 雲母 ・スコ 手持スちヘラ ラケズリ
黄褐 リア・砂粒 ケリ

SI-124 7 154 須恵器 片鉢口 20.2 9.7 10.1 30 灰灰褐黄褐・ 灰褐
記: 石英・長石 ナデ ・当て 手持ちへフ
雲母 ・スコ 具痕 ケズリ タ

リア砂粒 タキ

SI-124 8 130 須恵器 甑 27.4 -1 20 褐 ・灰 褐 ・灰 石英・長石・ ナデ ロクロナデ・

褐 褐 雲母 ・スコ タタキ
リア・砂粒

SIl27土器表

遺構 Nu j主記 器穫 器形 口径 底径 器高
遺存
色内調面

色調
胎土 混入物 調整内面 調整外商

ロクロ
製作備考 備考

% 外面 成形調整

SI-127 1 154，96 須恵、器 杯 12.8 7.4 4.3 30 明黄褐 明黄褐 密 石英・砂粒 回転ナデ 回転へフナ 手持ちへ 内外商煤

デ・手持スち ラケズリ 付着
ヘラケリ 回転ヘラ

キリ

SI-127 2 1108，131 須恵器 杯 11.4 7.4 4.4 30 灰 灰 密 石英 ・砂粒 回転ナデ 回持転スナデ・
手持ちへ

手ちへラ ラケズリ
ケリ

SI-127 3 1 106，108，118， 土師器 要E 9.0 18.0 20 樟 様 密 石英砂粒 ヘフナデ ヘフナデ 外国黒斑
119，120，124， 
125，126，117， 
110，123 

SI-127 4 112，22，23 須恵、器 委主 23.5 -1 11.0 10 灰 灰 密 石英・砂粒 へフナデ・ ヨコナデ・
ヨコナデ・ タタキ
当て具痕

SI-127 5 1114 土師器 斐 17.3 -1 11.0 10 糧 4登 密 長石・雲母・ ヘラナデ・ へフナデ 常総型
スコリア ヨコナデ ヨコナデ
砂粒

SIl28土器表

遺構 Nu 注記 器種 器形 口径 底径 器高
遺存
色内調面

色調
胎土 混入物 調整内面 調整外面

ロクロ
製作備考 備考

% 外面 成形・調整

SI-128 
1 ①126，，3156，791 ，187， 

土師器 本不 16.0 4.9 50 にぶい にぶい 密、 スコリア・ ヨコナデ・ ヘラナデ ・ 手持ちへ 赤彩
樟 樟 砂粒・小磯 ミガキ ヨコナデ ラケズリ

220， 223， 306 
SI-128 2 ①，149，150， 土師器 杯 -1 70 赤褐 赤褐 密 石英・長石・ ナデ・ミガ 回転へフケ ヘラミガ 赤彩

15 雲母 ・砂ア粒多 キ ズリ キ
スコリ

SI-128 35l，5252，75，527 48， 土師器 本干、 18.8 3.7 90 にぶい にぶい 密、 砂粒 ヨコナデ・ へラケズリ 手持ちへ 赤彩
澄 撞 ミガキ ヨコナテ'. ラケズリ・

ミガキ ナデ

SI-128 4 1295 土師器 杯 13.6 3.0 20 にぶい にぶい 密 砂粒 ヨコナデ ヘラケズリ 手持スちヘ 赤彩

宅登 樟 ミガキ ナデ・ヨコ ラケリ
ナデ・ミガ

キ

-966-



遺構 :'¥Q il 記 ?:-i種 格形 口筏 底I干 署長;r~
遺作 色調 色調

胎t 混入物 調整内I同 調轄外而 ロクロ 製作備考 備考
% I村l而 外I町 成形調整

51-128 3 主，342 tr.1~~:; 折、 14.0 3.5 40 』こ.. ;し、 に~~l"、 性; 砂粒・小傑 ヨコナデ 手持ちへラ 亦:f3
燈 ね ミガキ ケズリ ーヨ

コナデ ーミ

ガキ ・Dl
証E

51-128 6 3，516， UI~~ 十f 23.1 3.3 10 lこ..;.:し、 l こ";~1.、 eιi 砂粒 ヨコナデ ・ ヨコナテ'・ ，h，~ 

51-127-19 燈 tft ミガキ ミガキ

51-128 7 1 565 ~ mi，\1.~:; 判、 14.2 9.9 3.9 90 lこ..;.:し、 にぶい 施、 行員i長u In l '~"‘ヘラ
比符 員総 雲母 1乱、約 ケズリ

スコリ 7多 11'1転ヘラ
キリ

51-128 8 543，564 須忠告i十 判、 13.9 8.0 3.9 60 !大 l:k 品: 長石・砂粒 凶~i;ナデ I~I 転ナデ. 手持ちへ
手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-128 9 1566 訂i忠器 何、 14.1 8.8 3.8 60 灰(1 灰(1 官、 1i母砂粒・ 同転ナデ 阿転ナデ 下持ちへ

小磯 千もらちへラ ラケズリ

ケズリ

51-128 10 1，54，138， m・J.i，器 判、 14.3 9.1 3.8 90 D-i黄 l:k]主 'ft.' 雲母小熊 JooI転ナデ 1"1転ナデ 1"1転ヘラ 内外1(11煤
155，169，175， ケズリ H1Vi 
125，218，221， I~I 転ヘラ
153 キリ

51-128 11 154 須 .IJ!.*号 11、 14.2 10.4 4.3 20 ¥'1，，1< !IlI:k 施、 砂粒礁 回転ナデ 1"1転ナデ 干持ちへ

ラケズリ

51-128 12 T ，5，92 須!包器 材、 12.8 7.4 4.6 50 l天!士l 灰白 干十a 石9'と・1>1辛・ 同転ナデ 1"1転ナデ 手持ちへ

砂粒小傑 ラケズリ

51-128 13 454 須 .. JX*F 柄、 9.0 2.9 60 灰向 灰1'1 干十， 主1苦・砂粒 同転ナデ 阿転ナデ 1"1転ヘラ 外而煤付

小熊 キリ 11羽4打‘"， r 

51-128 14 1'，273 須忠器 蓄 12.5 11.9 2.9 70 !疋 灰 'If，' 長石砂粒 lロl転ナデ 回転ナデ ー 1"1転へラ
小傑 回転ヘラケ ケズリ

ズリ ・ヘラ

ケズリ

51-128 15 527 m忠;滞 ~ 13.1 8.9 1.3 30 1'11五 !天 W; 長石・':SI主・ 1"1転ナデ 1"1転ナデ 手持ちへ

砂粒小傑 手持ちへラ ラケズリ
ケズリ

51-128 16 564 *ñN~ff つま 3.2 3.5 1.3 10 灰 灰 語、 砂粒 回転ナデ 1"1転ナデ 1"1転ナデ
み

51-128 171544 m忠器 E百"了3ム" 8.2 1.4 50 灰白 灰(1 'ff，' 雲母砂村 !日|転ナデ 1"1転ナデ. 同転ヘラ 悦又は日f
fH干 小傑 1"1転へラケ ケズリ ぎ)(1こa伝

ズリ 阿転ヘラ JII 
キリ

51-128 1811，2，6，523 "j'î:'!i.~ 椴 21.6 18.6 2.2 40 以内 灰(1 Wi 行英・lミ11・l叶転ナデ 1"1転ナデ. IQI転へラ
主i主・砂粒 ・ Inl転へラケ ケズリ・
小磯 ズリ 同転ヘラ

キリ

51-128 191508 ~n ，l[i.捺 盤 21.8 13.9 2.2 20 灰l司 灰(1 ?許 石英・長<-1・ liil転ナデ liil転ナデ
2、母砂粒 l己|転へラケ

ズリ

51-128 20 1 454，493 上附25 Mlior 21.1 7.4 10 l列t吉弘iIYJ 封筒 誌、 雲tt 小傑 ヘラナデ・ ナデ・ヨコ 内外1m煤
鉢 ヨコナデ ナデ iナ才t

51-128 21 1 1， 27， 28， 73， 須恵?昔 刻Aら髭 38.4 17.6 18.5 60 1氏 l天 W，' 長石・砂*~ ヘラナデ ・ ヘラナデ
88，93，95，98， 小隊 ヨコナデ ・ ヨコナデ
96， llO， 142， 、'iてnJf! タタキ
163，164，165， 
166，172，193， 
195，216，217， 
262，324，2，5， 

51-128 22 1 556 ~rU3総 lミ ~fi 11.1 -1 12A 70 
一'，:・:_(

11<白 灰1'1 '晶 砂粒 JiiJ4iiナデ !日l転ナデ I'I然有li

51-128 2311，5，204，322， 土師~:; 翌E 12.8 8.5 30 位 IYJ赤尚 'Ii'， (i);粒 ヘラナデ ヘラケズリ lλl外面i!H
385，475 ヨコナデ ヨコナデ m'iI':j>t 

~Yi: 

51-128 2411，.J，，376， t. r.雨~:; 望E 25.1 19.9 20 淡賞褐 1長I九世主 '{f，' 長石 ・雲母 ・ ヘラナデ ヘラナデ 外1m煤f.J
263，266，267， 小際 ヨコナデ ヨコナデ ，{， 
272， 275， 381， 
521 

51-128 25412，415E，4， 52， lニ師~:; 主E 22.6 -1 29.9 50 符 位 花、 'IilJ 砂粒 ヨコナデ ヘラナデ・ '品殺、相
イI'，];'， ヘラナデ ・ ヨコナデ 外面il¥':
414，453，469， 接合板 ミガキ 令官の砂j.J
473，497，498， 15 
499，500501， 
502，503，5ω 

51-128 26136，37，39，47， t師?，ii うE 22.0 9.2 32.2 40 t昔 燈 'お 長Ti・'IU在 ナデヨコ ヘラナデ ナデ 'lii;総'¥'1
57，130，159， 砂粒 ナデ ミガキ 内1m炭化
531，545，549， 物H1Viつ
552，554 

51-128 271 J;，J;， 130， 十師器 う盟 23.4 -1 27.8 70 f登 控 '晶、 '1m 砂粒 ヘラナデ ・ ヘラナデ・ 'ii¥総坤l
148，211，245， ヨコナデ a ヨコナデ ・ 外面iw':斑ー
254，255，292， 接合jji ミガキ 煤N1Vi
436， '157， 459， 
567，225，250， 
'121，422，456， 
458，562，568 

51-128 2811，451，462， J:r.ID器 望E 23.4 11.8 20 淡m 淡燈 2色: z・1主・砂対 ヘラナデ ヘラナデ 外而日，'J)[
463，475，519 ヨコナデ ヨコナデ

51-128 29 1 258，265，312， t:r.市探 ~ 25.8 7.6 10 燈 t立 官官 1t1手傑 ヘラナデ ・ ヘフナデ ・ 内外而煤
341 ヨコナデ ヨコナデ H1Vi 

967-



j世情 ¥α i主記 器種 器形 口径 !民f圭 器高
遺存 色調 色調

飴士 混入物 調整内面 調整外山I ロクロ 製作備考 備考06 l付I曲 外商 成形調整
51-128 30 ① ，50，51，78， 士郎器 査E 25.0 32.5 40 にぶし、 にぷい '岸f 石英ー長1-， ヘラナデ ! ヨコナデ ・ '品総司1

89，101，114， 位 E霊 砂粒 ヨコナデ ミガキ
132，145，196， 
197，198，222， 
233，234，235， 
236， 237， 238， 
239，240，241， 
242，505，522， 
544，120 

51-128 31 40，61，123， 土師探 望E 22.0 9.8 10 指 4守 ?抗: 雲母 ・小傑 ヘラナデ ヘフナデ
173， 184， 188， 
232 

ヨコナデ ヨコナデ

51-128 32 うL6，101， 上師器 望主 22.6 -1 10.6 20 燈 宿 宅E 長イヨ''!:.:母ー ヘラナデ ヘラナデ '':j:;総型
207，325，5 砂粒 ヨコナテ・ ヨコナデ

51-128 33 316，437，491 上師?，1i 斐 24.0 9.1 10 4者 程 苦I ヘラナデ・ ヘラナデ ・
ヨコナデ ヨコナデ

51-128 34 1，3，135，156， 上師器 'A 7.7 12.4 20 淡燈 ;去十畳 望E 長石・雲母 ヘラナデ ヘラナデ ナデ 木葉桜 常総型
174，176，189， 砂粒 指ナデ ミガキ
202，251，313， 
404，405，420， 
534 

51-128 35 1，203，274， 上師~~ 夢品1< 8.6 20.7 40 積 燈 宮、 長石砂粒 へラナデ ヘラナデ 木業痕 常総型
301，318，377， 輪続痕 ミガキ 内外而煤
387，407 付着

51-128 36 3，300，388， 土師器 受 9.3 2.4 10 I先政経 i品質燈 官‘ 雲母小際 |へラナデ ヘラナデ・ 無調整 木葉痕 外面煤付
389 ミガキ .{j 

SIl29A. B土器表

遺構 Na 正記 器全11 持形 LI径 !且径 続出
遺存 色調 色調

胎上 浪人物 "胡3室内flif 調整外出l
ロクロ

製作備考 j~ì ." 06 i人H面 外而 成形調繋

51-129 1 14，32 t 師:I'~ 高台 12.8 7.8 2.7 40 燈 4畳 密 石英雲l手 恒l転ナデ 阿転ナデ !日l転へフ
A.B 付1111 砂粒 ケズリ

51-129 2 126，28，31 m，'J.~;rJ f干; 13.6 7.8 3.4 40 澄 111 w;' 長石 ・雲f:}: 何転ナデ 阿転ナデ ・ 凶転ヘラ
A.B スコリ 7 1"1転ヘラケ ケズリ

{沙粒 ズリ 回転ヘラ

キリ

51-129 3 115 須忠~寺 杯 13.7 7.3 4.0 20 褐灰 褐!正 ?己 長石・砂粒 回転ナデ 阿転ナデ 手持ちへ 外Tfli煤付
A.B 砂際 ラケズリ 才T

51-129 4 133 2且!l~~ H、 11.6 7.2 3.8 灰白 l元自 w. 石英 ・砂粒 回転ナデ 回転ナデ・ 回転ヘラ
A.B 阿転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-129 5 153 ~J[ .'ι :1'# 斐 29.7 13.5 10 灰褐 灰尚 密 石y~ 砂粒 ヘラナデ ・ ヨコナデ
A.B ヨコナデ ー '"'転ナデ

回転ナデ. タタキ

当て具痕・

SIl30土器表

遺構 ¥" 1七 百己 器栂 日告形 口径 l民径 日5高
遺存 色調 色調

胎j二 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 {品与。ら 内而 外面 成形調整

51-130 1 13，57，60 J: r.面~ 何、 12.8 6.3 3.7 90 怪 燈 w.' 雲母 ・砂粒 lul転ナデ lロ|転ナデ 回転ヘラ 灰利l
回転ヘラケ ケズリ
ズリ 同転糸切

1) ? 

51-130 2 154，60，61，62 j-.r.市総 柄、 12.6 5.6 3.9 50 [こ"';~J..、 』こ.-5~"、 'ft，' ];母砂粒 回転ナデ ・ JITJ転ナデ . 手持ちへ

位 符 輪積痕 手持ちへラ ラケズ')
ケズリ

51-130 3 12，4，1 t師器 軒、 13.7 5.8 5.1 60 にぶい にぷい ?智 砂お 回転ナデ 阿転ナデ 回転糸1;/)

li1 t在
無調整

51-130 4 1 2 |削i?，;'; H、 10 灰褐 灰褐 '品 砂粒 回転ナデ !日l転ナデ .~~:: 

51-130 5 130，34，35 士。IP器杯 14.1 4.0 40 燈 鐙 也、 雲母砂粒 M転ナデ 制転ナデ

51-130 6 14，17 土師持 杯 11.7 5.4 3.3 40 lこ..，;，、 に~"、 ?色、 砂粒 阿転ナデ 回転ナデ 回転糸き 内外uii煤
理主 怪 リラ 付着

陸調整

51-130 7 1 26，48 ，-師器 J'，}j"E仁、? 13.8 5.5 40 極 t畳 密 ヨミ母・砂粒 ヘラナデ 回転ナデ 同転糸切 外I面煤H
杯椀 向車J‘ナデ り 生A会' 

つ l人I而，In斑
51-130 8 157 陶器 1111 13.8 2.8 40 灰オリー 灰オリ ?子』 スコリア 同晶、ナデ lul転ナデ. !日l転ヘラ !li:ね焼JH 灰岩h

プ プ 砂粒 同転ヘラケ ケズリ
ズリ

51-130 9 14 陶日5 1111 105 10 l長オリー 灰オリー '品 .[j英長石 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ 灰柚

プ プ ラケズリ
阿転ヘラ

キリ

51-130 10 29 士郎器 高台 8.5 4.5 50 』こ.. ;，、 Lこ_.I;し、 宅E 砂粒 回転ナデ 制転ナデ 無調整

H十f、 鐙 符

51-130 11139，1 上自国器 ~ ・8rJムEコ 3.6 40 にぶい [こ ~v 、 '/f，' 砂粒 'u'転ナデ 回転ナデ 回転ナデ 内外l師煤
N柄、 桜 燈 圧痕 付"Vi

51-130 12 1 26，43，48，1 上師?~ 琵 13.0 8.2 16.4 40 燈 燈 ?色、 石英砂粒 ヘラナデ ・ ヘラケズリ ・ 外面煤H
ヨコナデ ヨコナデ 1白

51-130 1315 上師~~ 苦是 13.4 5.5 10 赤褐 亦褐 穂、 石英・雲母・ ヘラナデ ヘラケズリ

スコリア ヨコナデ ヨコナテ.

砂粒

51-130 14 1 11 土師?ii 義ん足 11.0 4.5 20 持 位 '& 砂粒スコ ヘラナデ ヘラナデ 手持ちへ

リア ヘラケズリ ラケズリ
回転糸切
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il'l構 可a 注記 器種 器Jf~ 口径 l底径 '忠商
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外而1 成形調整

51-130 15 1，3，4，18，19， 上日市探 望皇 19.2 13.9 10 積 極 密 石英 ー砂粒 へフナデ ー へフケズリ・

26 ヨコナデ ヨコナテ'.

輪ftl痕

51・130 16 37 上自IP器 望E 18.4 8.5 10 極 t登 誌、 石英・雲母・ ヘラナデ ヘラケズリ
スコリ 7・ ヨコナテJ ヨコナデ
砂粒 接合政

51-130 17 4，37，47 土師器 事品級 14.6 14.9 10 経 鐙 1B 砂粒 ヘラナデ ヘラナデ 手持ちへ 外l師煤付
ヘラケズリ・ ラケズリ Js 
輪積痕

SIl31土器表

遺構 No 注記 ?if磁 6.1形 口径 底筏 器問
遺存 色調 色調

J始t 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外而 成形調整

51-131 1 120 土師器 柄、 15.2 7.6 4.5 90 灰賞褐・ l天i民褐 ?色、 石英・長石・ ナデ ナデ・手持 手持ちへ 内外而煤

:旦褐 思褐 雲母スコ ちへラケズ ラケズリ 付:?"i
リア砂粒

51-131 2 134 j二日市?if 杯 12.4 6.4 3.7 70 [こ~t".、 I~J赤褐 守E 石英長:(; ロクロナデ ロクロナテ' 同転ヘラ ヘラ;生き
赤禍・ 灰褐 芸母 ・スコ 手持ちへラ ケズリ
に.>;~、 ')7 砂粒 ケズリ

褐

51-131 3 119，28 土日iP?:; 材、 13.7 5.8 4.3 80 l こ~:;I，.、 lこ』ミし、 司監 石英・長1-; ロクロナテ' ロクロナデ l回転ヘラ
褐灰 褐灰 主母・スコ I司転ヘラケ ケズリ
尚 尚 リア ー砂粒 ズリ

51-131 4 140 l二日市部 何、 13.1 5.8 4.2 90 』こ_，.):;t".、 に"';:;t".、 官、 石英・長石 ロクロナデ ロクロナデ・ 回転ヘラ 内外国煤

褐 褐・に 雲母 ・スコ 回転へラケ ケズリ 付若干l
_，;~、か リ7 ・砂粒 ズリ ち欠き後

筒 灯印I?iiと
して使用

51-131 5 135，42 土日ip器 折、 13.1 5.6 3.7 90 にぶい lこ_，;~、 非; 石英長石・ ロクロナデ ロクロナデF 干持ちへ
赤裕 赤禍 雲母 ・スコ 手持ちへラ ラケズリ

褐 ')7 砂粒 ケズリ

51-131 6 131 土師器 判、 12.6 6.1 4.2 80 lこ";:;1.、 明班、褐 密 石英・長:(;・ ロクロナデ ロクロナデ 阿転ヘラ

赤褐 lこ..;:;し、 22母 ・スコ ケズリ

灰Wi褐 赤褐 リア砂粒 闘転糸1;})

51-131 7 12 仁師日早 杯 12.4 6.3 4.8 10 lこ"';':t".、 !天，Vt褐・ 'ff.' 石英・長石・ ロケロナデ ロヲロ十デ 回転糸切 ヘラ c;~r き
褐・黒 県褐 雲母ースコ 「キJ
褐 リ7 ・砂粒

51-131 8 122 t r.市~. 杯 12.1 6.4 3.8 100 にぷい lこ$:t".、 富、 石英長石 ロクロナテ' ロクロナテ' 同転糸切 内外而煤
筒 .I~~ 褐.'H ~付 ー スコ 1) 付着
褐 尚 ')7 砂粒

51-131 9 11，13 tr.面器 十平 12.2 6.7 4.5 90 H音赤禍 H青赤禍 ?色、 石英・長石・ ロクロナデr ロクロナデ In]転ヘラ
i~H青赤 雲母スコ ケズリ
裕 リア砂粒 !日l転糸切

1) 

51-131 10110 上師器 何; 11.6 5.3 3.9 60 にぷい にぷい 1t: :(j英・長イi ロクロナテ' ロクロナデ ]11]転糸1;/)
褐褐 褐褐 雲母スコ り・ナデ

リァ・(iJ;粒

51-131 11 1 2，32，36，39， 上師法 何、 12.9 6.4 4.6 90 にぷい lこ";:;1，.、 1B 石英長石 ロクロナデ ロクロナデ ]"]転糸切
42 褐灰 褐-灰 うE母・スコ 1) 

黄褐 ，W褐 リア・砂粒

51-131 12 1 5，6，7，8，9， 土師2号 ノl、担 14.2 6.8 14.8 70 』こbl.、 灰賞褐 芭‘ 石英長石 ナデ 手持ちへラ 腕調整
23，42 害車 赤禍 灰褐 主主母 スコ ケズリ・ナ

灰褐 リア砂粒 デ

51-131 13]30 士郎器 望E 17.9 10 l こ_，;~、 lこ...;:;し、 ?普 石英長石・ ナデ 手持ちへラ
赤褐 赤禍 ー 雲母・スコ ケズリーナ
灰褐 j反褐 リア砂粒 デ

SIl32土器表

jl'l!再 ~n ii ae 日号f'R 12形 口径 底fモ ~:;高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内ffli 調整外国
ロクロ

製WI!lJ考 備考% 内lfii 外而 成形・調整
51-132 1 115 {(i!l~掠 杯 12.9 7.0 4.3 70 赤灰 j五倍・ 語、 石英.1毛布 ロクロナテ・ ロクロナテ 手持ちへ 線事IJ・一

灰黄褐 "'sI主スコ 手持ちへラ ラケズリ 重
リア ・砂粒 ケズリ

51-132 2 18 須車、?，ii 杯 11.6 7.0 3.6 50 赤禍・ 灰¥W褐ー'ff.' 石英・長石・ ロクロナテ. ロクロナテ. 手持ちへ ヘラ手?き
黒褐 !疋赤 雲母スコ T持ちへラ ラケズリ r + (x)J 

リア砂粒 ケズ')
51-132 3 11，13 須思~ii w 12.0 7.4 3.9 90 !畦絢 ~IJ.褐 密 石英ーi毛1，• ロクロナデ ロクロナデ・ 手持ちへ

雲母スコ 手持ちへラ ラケズリ
リア・砂粒 ケズリ

SI-132 4 土師総 守"勾司J・4Iコa、 10 』こ...;:;¥..、 にぷい 密 石英・長石・ ロクロナデ ナデ ナデ
付制、 赤禍 赤褐 雲母スコ

リア・砂粒

SI-132 5 16 上師器 小型 5.4 10 日青赤褐 にぷい 密 石英・長石 ナデ 手持ちへラ 手持ちへ
き草 里褐 赤褐・ 雲母スコ ケズリ・ナ ラケズリ

里尚 リア砂粒 ア
SI-132 6 12，4，22，23 土師;得 'A 21.2 8.0 12.6 90 にぷい にぷい 官f 石英長石 ナデ 手持ちへラ

赤禍・ 赤禍 ・ 雲母 ・スコ ケズリ
灰褐 灰筒 リ7・砂粒

51-132 7 1 11 :1四日市r.v小型 14.8 10 灰絢 にぶい 空旨 石英・長石・ ナデ 手持ちへラ
哩主 赤褐・ 雲母スコ ケズリ

!五倍 リア・砂粧

51-132 8 120 土師熔 望主 14.8 10 にぷい 』こ.，5:;し、 苦; 石]lf・長石・ ナデ 手持ちへラ
赤褐 赤褐・ 雲母スコ ケズリ・ナ
里褐 県掲 リア砂粒 ア

51-132 9 121 上師?if 望E 18.4 10 にぶい 掲 -灰 官ょ 石英長石・ ナデヘラ 手持ちヘラ
赤悩 褐 雲母 ・スコ ナデ ケズリ ナ
灰褐 リ7・砂粒 デ
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遺構 Nu 注記 器純 器形 口径 底径 器出
i立存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外商
ロク口

製作備考 備考。6 内面 外商 成形ー調整
51-132 IO 117，21，24，26 J二師 ~ii '}t 20.6 10 lこ~\，、 にh:e、空E 石英-長"・ナデ 手持ちへラ

赤褐 赤褐 '工l手ースコ ケズリ ーナ
リア砂粒 ア
内色針状物

51-132 1111，5 土師器 望E 23.2 IO にぷい lこh:し、 'it; 石英長イ1 ナデ当て ナデ 常総'l'1
掲・伺 赤褐・ 雲母 ・スコ j毛痕

にぷい リア砂粒
褐 1':1色針状物

51-132 12 1，2，4，9，12， 上師~ '}t 21.6 10 に_;;し、 』こ...;~\，、 ?官 石英.f毛布・ ナデ 下持ちへラ 'ffi'校、型
21，26，27 褐に 褐 -に 雲母 ・スコ ケズリ ナ

ぷい赤 ぶい晴、 リア ・砂粒 ア
鈎 褐

51-132 1311，5，12 須也、器 甑 25.8 10 褐灰 褐j疋 可呈 石英長石・ ナデ ・吋て タタキ ・ナ
雲母 ・スコ l'[1土4 ア
リ7 ・砂粒

51-132 14 11，2，18，22， 須恵器 斐 26.4 13.0 23.5 30 灰赤 J)(赤 ー ¥'l¥' 石英長.fi. ナデ当て タタキ ・ナ 臨調整
26，27 灰黄褐 灰，Vi褐 雲母スコ 具痕 デ手持ち

リア ・砂粒 ヘラケズリ
51-132 1511，3，4，5，14， ~.ft}J.~器 う哲 27.8 18.4 25.3 20 灰 i日t!大赤 説、 石英・長石 ナデ・~て 手持ちへラ .1J¥1i調整

21，26，81 尚 .J大 l五褐 TI主スコ 具fjfi ケズリ ・タ
制 ')7 砂粒 タキ ・ナデ 」

SIl33土器表

i立構 ~u it ~L 器種 ?~J~ 打径 JiH壬 総高 逃存 色調 色調
船土 混入物 調整内面 調整外岡

ロクロ
製作備考 備考守。 内而 外I面 JJJi;形調整

51-133 I 11，2 上師器 十イ; 12.0 i.O 4.0 50 lこ_;;し、 !こ ~L 、 甲子園 {I英・長石 ロクロナデ' ロクロナテ M転糸1;1)
性j に t"lf . 1こ 雲母 ・スコ 同転ヘラケ り l口l転
ぷい亦 ぷい褐 リア砂粒 ズリ ヘラケズ
褐 ') 

51-133 2 11，2 土帥p.号 +t、 11.8 6.2 4.2 40 褐 -黒 lこ」ミし、 ?子』 石英・長石 ロクロナテ. ロクロ十デ ・ ~，悼式へフ
褐 褐黒 雲母スコ 回転ヘラケ ケズリ

褐 リア砂粒 ズリ 回転糸切

51-133 3 11，2 土r.rlil器 柄、 11.8 7.0 3.7 80 に...;~\，、 l こ...;~し、 ?告 石英・長石・ ロクロナテ' ロクロナテ. Hlちへ
褐 .IYJ 制明 雲母スコ 阿転ヘラケ ラケズリ
赤褐 赤禍 リア砂粒 ズリ

51-133 4 1 I 上師器 村 lこ_;;し、 にぶい ?宇; 石英長イ7 ロクロナデ ロケロナデ ~ .J! 
褐 褐 雲母スコ (ィ、Iりj)

リア・砂粒ー
白色針状物

51-133 5 12，6 ifi恵器 折、 12.9 7.2 3.9 90 !旦褐 ，IH尚 ・ 'it，' 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナテ'・ 手持ちへ 重ね焼痕
赤灰 2E母 ・スコ 手持ちへラ ラケズリ

リア 目砂粒 ケズリ

51-133 617 須恵器 f干 13.4 7.9 4.3 60 灰黄褐 !五黄褐 '畠 イ7英長u ロクロナデ ロヲロ十デ・ l且転ヘラ
');1手・スコ lり転ヘラケ ケズリ
リア砂粒 ズリ

51-133 7 110， II ifÍ!!'.~ 折、 11.8 5.8 4.1 90 褐灰 褐!五 'it" 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ・ 子持ちへ 重ね焼jfi
雲母スコ 手持ちヘラ ラケズリ
リア砂粒 ケズリ

51-133 8 11，8，9 上附探 ZZift 15.4 7.5 6.6 90 黒 赤褐 ?己 石英長石 ヘラミガキ ロクロナデ 1"1転ヘラ ，IP色処理!
付杯 雲母スコ ロクロナデ 制転ヘラケ キリ・ナ

リア砂粒 ズリ ア

51-133 9 11 須恵綜 高杯 10 明赤褐 明功、褐・ ?許 石英・長石・ ナデ ナデ 二:方j霊孔
亦褐 赤褐 ~母・スコ (長脚ー

リア・砂粒・ 段)
白色針状物

51-133 IO 2，13 七師器 小型 10.0 5.0 9.6 70 にぶい l こ~\，、 宮、 石英長石・ ナデ・へラ ナデ手持 手持ちへ
瑚ι 赤褐 赤褐・ iDN.スコ ナデ ちへラケズ ラケズリ

制 .111， ~ ，I:!，褐 リ7・砂粒
1邑

51-133 11 1 2 土師~ 斐 15.3 IO にぷい !こ...;~し、 'If.' 石英・長石 ナデ 手持ちへラ
抱 赤褐 雲母 ・スコ ケズリ ナ

リア・砂粒 デ

1'1色針状物

51-133 12 2，5 ~JUι P.ii 'i1i. 22.9 12.9 25.6 90 制灰 制灰・ マñ~ 石英ー長石 ナデ ナデ手持 鑑調整

灰黄褐ー 雲母 ースコ ちへラケズ

i:Ji褐 リア ・砂粒

SIl34土器表

遺構 Cin 注記 r，_;秘 ?iiJf; 口径 J~"f.;径 器両
逃存 色調 色調

胎土 浪人物 調技内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備.J!;
% l勾而 書トl自l 成形調整

51-134 I 12 須，I[!:鵠 H、 14.5 8.8 4.6 90 灰褐 灰褐 A 石英長石・ ロクロナデ ロクロナデ 手持ちへ 底部内外
灰，vi耗j l こ "';~L 、 'H}:'スコ 川転ヘラケ ラケズリ lfii亦味有

黄禍 リア・砂粒 ズリ

51-134 2 13 須忠~ii 判、 13.5 8.8 3.9 90 lこh:e、 l こ~\，、 Wi: 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ 手持ちへ 外而木片
jYi梢 黄褐 雲F}:• スコ ラケズリ fすJI'，

リア砂粒

51-134 3 1I ~n ，1台、総 相、 13.0 8.0 4.1 40 J天]負褐 灰賞尚 官1 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデ 千持ちへ ヘラ ~I: き
雲母 ースコ 1111転ヘラケ ラケズリ
リア砂お ズリ

SIl35土器表
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遺構 ~u i七 百己 ?iHlli 古寺Jf~ 口径 底径 総高
遺存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内I而 調整外面
ロクロ

製作備考 保i考
0& 内面 外liii 成形調盤

51-135 2 11，5，6 土日ip器 杯 11.7 6.0 3.9 30 にぷい にぷい 也• 石英・長石・ ロクロナテ・ ロクロナデ 回転糸切

赤褐 赤褐 雲母 ースコ
リア ・砂粒

51-135 3 1 I 土師総 杯 11.7 0.0 3.4 10 l 二..;~l，、 l二";;l，、 7f，' 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナテe I"1!jii;ヘラ ~世
褐 禍 EL・母 ・スコ 回転ヘラケ ケズリ (不1m

リア砂粒 ズリ

SIl37土器表

ji'lt品 :¥n t主記 ~:;純 ?ol形 ul宅 hH聖 格的
]世存 色調 色調

l約土 混入物 調経内1(lj 調整外1(11 ロクロ 製作備考 f品考
% 内I町 外fflj 成形調整

51-137 1 115，17 上r.IU?:品 柄、 12 7.2 4.3 にぷい 』こ...)~ l，、 'ffi 石英・長石・ ロクロナテ・ T持ちへラ liil転へラ
赤禍 尚・明 袋町 ・スコ ケズリ・ロ キリ・ 手
l こ~l， 、 褐 リア ・砂粒 クロナデ 持ちヘラ

褐 ケズリ

51-137 2 1，169，220， tr.市総 判、 12.8 8.6 4.1 60 にぷし、 極 'ifi 石英・長石・ ロヲロ十デ 手持ちへラ 手持ちへ
252，255 晴、制・ 'Ht.スコ ケズリ ロ ラケズリ

燈 リア ー砂粒 クロナデ

51-137 3 1，3，4，9，12， 上師;日出 柄、 12.3 7.2 '1.2 80 l こ..;~\.. 、 にぷい 宮、 .fi~長 ・ 長石・ ロクロナテa 手持ちへラ 回転糸切

119， 120，235 尚 桂j 主"'J・スコ ケズリロり

リ7・砂粒 クロナデ

51-137 4 49，235 上師;得 杯 Il.l 10 M~ l こ~l， 、 .在: 石英・長石・ ロクロナデ・l叶転ヘラケ .Is色処理
功、褐 'l: ['J: スコ ヘラミガキ ズリ ロク

リ7・砂粒 ロナデ

51-137 I 5 118 上川H保 何、 6.8 10 l こ";~ l，、 l こ";~ l， 、 '捻 吐i1A't'毛石 ロクロナデ 凶転ヘラケ 同転ヘラ
褐 褐 雲母 ・スコ ズリ ロク ケズリ

リア砂粒 ロナデ

51-137 6 1253，254 須!M.1出 十ィ、 12.4 7.4 4.1 80 ，':";~ l，、 lこ..;:;¥..、 '杭 石英ー長石・ ロクロナデ ロクロナテ・. 回転へラ ヘラ{Irき
賞褐色 黄禍・ 雲母スコ liil転ヘラケ ケズリ 1+ (x)J 
褐色 桂j色 リ7 砂粒 ズリ

1<1色針状物

51-137 7 1215，224，226 須，I~j*~ 料、 11.8 7.6 3.9 80 ~.~褐 甲、褐 空t~ イ7英・長石・ ロケロ十デ T持ちへラ 回転、ヘラ 内面l煤付
雲Ut.スコ ケズリ ロ キリ ・手 Ji 灯l列
リ7・砂粒 クロナデ 持ちへラ 器として

ケズリ {史fJI

51・137 8 1 93， 102， 238 須恵器 柄、 12.3 7.1 4.5 !f!褐 』こ~\..、 ?寄 石英長石ー ロクロナデP ロヲロ十デ ・ 回転ヘラ

員制 ・ ヨミ官上 ・スコ 同転へラケ ケズリ

県褐 リア砂粒 ズリ

51-137 9 178 3j'i !&~ r.;j: 材、 12.8 7.6 4.1 30 尚l大 ぬ1;1( 花、 石英・長石・ ロクロナテ' 手持ちへラ 手持ちへ

雲n・1コ ケズリ ロ ラケズリ
リアー砂粒 クロナデ

51-137 10 75 m恋器 何、 12.2 7 4.1 40 l天黄褐ー!火黄禍 .藍 石英・長石・ ロクロナデ 手持ちへラ 手持ちへ

悩灰 性j灰 認i手・スコ ケズ 1)・ロ ラケズリ
リ7・砂粒 クロナテ'

51-137 111235 3!!，'J!.T.:1 柄、 11.4 7.6 3.7 50 灰鼓褐 1*抗褐 密 石英・長石 ・ ロクロナデ 回転へラケ 手持ちへ
雲母スコ ズ 1)・ロク ラケズリ

')7 砂粒 ロナデ

51-137 1211，4，24，38， 須 !i~rr品 判、 11.7 7.2 3.9 60 褐灰 褐!長 'k' Ti1fと・長イ_J ロケロナデ F持ちヘラ 手持ちへ
204，238 雲母スコ ケズリ ロ ラケズリ

リア・砂較 クロナデ

51-137 13 1 25，77，79 1ft恕?ol 事f、 12.6 7.4 3.9 20 明賛鈎・ 灰IW褐 宮、 石英長石 ロヲロ十デ 手持ちへラ 手持ちへ
に..;~し、 lこ，.;;¥..、 ;W晋・スコ ケズリ ロ ラケズリ
黄制 赤褐 リア ・砂粒 クロナデ

51-137 1412，107 3!l!i~ r.~ 杯 7.4 10 灰黄尚ー1*黄褐 書; ~ï1Jiと・長石・ ロクロナデ 手持ちへラ 手持ちへ ヘラi!tき
褐灰 褐灰 24母・スコ ケズリ ・ロ ラケズリ 1+ (x) J 

リア ・砂粒 クロナデ

51-137 1511，14，158， 3n!!Jr.~ YIuヤ~f、I 7.4 10 褐灰 赤灰 ?色、 石英・長石・ ロクロナデ ナデ 火樽t
167，213 11判、 雲母 ・スコ

リ7.(iJ;粒

51-137 16176 3ñ!J!.r.~ 高台 / 20 にぶい 灰品i 密 石1fと・長石 ロクロナデ ロクロナデr ナデ ヘラ{I::き
付柄、 』古褐 lこ..s;し、 雲母スコ 1+ + J 

賞尚 リア 砂粒

51-137 171167，207，233， 七師器 斐 17.0 10 赤褐 i列赤褐・密 石英長石 ナデ 手持ちへラ
260 IVJ赤褐 階赤褐 雲母 ・スコ ケズリ・ナ

リア砂粒 デ

51-137 181 74，260 士師総 小型 11.6 30 』こ..;~\..、 』こ..s;し、 密 石英長石 ナデ 手持ちへラ

斐 赤褐 赤鰯 ・ 雲母スコ ケズリ ・ナ
黒褐 思掲 リ7 砂粧 ア

51-137 191121，164 士郎器 小型 12.8 -1 30 褐l正 L こ..;~\.. 、 2首 石1A・長石 ナデ 手持ちへラ
斐 赤褐 ・ 雲母スコ ケズリ ナ

H青褐 リア砂粒 デ

51・137 20 1 229，234，248， 仁師器 小型 5.6 20 褐-黒 に~~し、 '訟 石1A長石 ナデ・ヘラ 手持ちへラ 手持ちへ
260 斐 褐 褐灰 宝，j:J:・スコ ナデ ケズリ ラケズリ

IW褐 リア砂粒

51-137 21 125，127，231， 土師器 3控 22.8 に〆五し、 lこ";;1.、 '品 石英長石 ナデ ヘラケズリ 常総型

247，259 褐 褐 雲母スコ ナデ

')7・砂粧

51-137 22 1 2，221，222 3IU[(器 ヨE 15.0 10 IAIW禍・ l こ";~l，、 密 イl員i長u ナデ 手持ちへラ
l こ..;~し、 赤性j 雲母 ・スコ ケズリ ナ
赤桂j リ7・砂粒 ア

51-137 23 170 須!i~器 斐 13.4 10 褐灰 Lこぶい 密 石英長石 ナデ 手持ちへラ 砂目痕

赤褐 22母スコ ケズリ・ナ
リア ・砂粒 干

51-137 24 1，42，53 須!i~部 'J1i. 9 20 尚灰 褐灰 1; ri~匹長石 ナデ 干持ちへラ 艦「凋撃
雲母 ・スコ ケズリ ーナ

リ7・砂粒 ア
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遺構 ~Q 7_t fi己 器桟 器形 口径底径 器高
1立イi 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外而 成形調整

51-137 25 2， lO6， 108， 須恵~号 楚 一115.4 10 』こ..;~1"、 lこ.;:し、 密 1i英長石ー ナデ 干tヰちへラ 無調整
134 賞制 l!i悩 雲母・スコ ケズリ ナ

』こ.;:し、 リ7・砂粒 ア
褐

51-137 26 16，64，94， 須恵滞 斐 27.5 10 灰褐 灰黄褐 密 石1Aと・長石。 ナデ ・当て ナデタタ
160，218，259 にぶい lこ.;:し、 雲母・スコ Jt痕 キ

赤禍 掲 リ7・砂粒

51-137 27 101，120，122， 須恵~普 甑 29.8 13.8 20.2 20 灰黄褐 灰黄褐 ?E 石英・長石 ヘラナデ・ ナデ ・タタ 担調整 五孔式
129 雲母・スコ ヘラケズリ キ手持ち

リ7・砂粒 ヘラケズリ

SIl38土器表

遺flIi iiQ 注記 探種 器形 口径 IlHモ 昔i十高 遺存 色調 色調
胎土 混入物 調整内而 調整外l百l ロクロ 製作備考 備考

号。 内面 外而 成形調整

51-138 1 178，79，80，81， 土師?~ t干 6.0 2.3 50 鐙 位 奮 スコリ 7・ 阿転ナデ 回転ナデ・ 手持ちへ 内商煤付
82 砂粒 手持ちへラ ラケズリ 冴、t了r 

ケズリ 同転糸切
り

51-138 2 140 1: sip r.:; 料、 7.4 1.1 10 極 にぷい 密 砂粒 1"1転ナデ 回転ナデ ・ 回転ヘラ 選il ~
燈 手持ちへラ ケズリ

ケズリ

51-138 3 177 須!~器 tE n2』4仁』ヨ 2.1 60 I疋 灰 ii量 スコリア 回転ナデ 回転ナデ 回転ヘラ 朱墨書 つ
f寸盤 砂粒 問中ムヘラケ ケズリ

ズリ

SIl39土器表

遺構 i¥Q jJ: 6己 音寺積 器形 口径 JiH子 lli十高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整f人.Ji圃 調整外商
ロクロ

f~ì 革
% 内1M 外而 成形調整 製作備考

51-139 1 12，3，62 土師~ 杯 6.0 3.5 20 lこ.;:，、 にぶい 也、 雲母 ・スコ 回転ナデ 凶転ナデ 鉦調整 ・ :.l豆4モ、S司ずr 

t畳 松 リア砂粒 !日l転糸切 ilL 

51-139 215，10，82，107 I~. n市総 杯 12.0 6.4 4.1 70 明赤褐 l列赤褐 芭、 スコリ 7 回転ナデ Inl転ナデ |ロ|転糸切 内外而m
砂粒 斑 -煤H

鉦調整 着

51-139 3 12，92，113 土師器 4不 12.6 6.6 3.5 60 lこ.;:，、 にぶい 富τ スコリ 7・ 回転ナデ 回転ナデ 岡転へラ
燈 極 砂粒 聞恥;ヘラケ ケズリ ・

ズリ )iil転糸切
り

51-139 4 1 1，111 土師器 折、 13.2 6.0 4.1 70 lこ.;:し、 lこ"';:;1"、 fti 長イI主・1手 向転ナデ 回転ナデ 回転糸切 内外面煤

燈 積 砂粒 1) 付着
盤調整 外面禁斑

51-139 5 12，5，24，25， 土師器 十T、 14.4 6.0 4.4 60 明褐 I珂褐 '/(; 雲l手・スコ 回転ナデ 回転ナデ 向転ヘラ 内外ifti.'.lA
101，51-142-1 リ7・砂粒 回転ヘラケ ケズリ llE 

ズリ

51-139 6 161，66，67，78 i師器 杯 )].4 5.1 3.8 90 糧 積 '/(; 長正[雲母 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
スコリア 手持ちへラ ラケズリ
砂粒 ケズリ 回転糸切

り無調
整

51-139 7 1 41，43，50，90 土師総 斐 19.1 10.5 lO lこ占4し、 Lこ";~I"、 1幸， 雲母 ・砂絞 ヘフナデ ヘラケズリ ・

極 位 ヨコナデ ヨコナデ
輪積m

51-139 814，2，27，74， 土師器 揃~ 18.3 一 15.3 20 明赤褐 l珂赤褐 在: 雲母 ・スコ ヘラナデ ヘラケズリ ・ 内外而黒

76，97，115 リア・砂粒 ヨコナデ ・ ヨコナデ 斑
輪有t痕 外l箇煤付

'{， 

51-139 9 1 42，48，49，51， 士師器 望E -1 10.5 12.5 20 にぶい lこ.;:，、 宮、 スコリア ヘラナデ ヘラケズリ 回転ヘラ 外I面煤H
89 4置 鐙 砂粒 輪積痕 ケズリ 着

回転糸切

り

SIl40土器表

SIl42土器表

遺構 可。 i上記 llif純 r.~形 口径 l瓦径 |器23
遺有 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外面 成形調繋

51-142 1 1 134 須恵器 杯 7.4 1.9 10 褐灰 褐灰 密 スコリ 7・ 回転ナデ 回転ナデ ・ 回転ヘラ

砂粒 回転ヘラケ 切リ
ズリ 回転ヘラ

ナデ

51-142 2 11，96，97，135 土附器 斐 13.3 6.5 15.5 60 赤褐 赤桂j 管 石英・長石・ヘラナデ ヘラケズリ・ 手持ちへ 内外而煤

砂粒 ヨコナデ ヨコナデ ラケズリ 付着
一一

SIl43土器表

遺構 iiQ t主記 音寺極 器形 nl壬 底径 器高
遺存 色調 色調

併i土 混入物 調整内l面 調整外面l
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外面 成形調整

51-143 1 1140，155 七師illif 相; 13.1 7.2 3.8 90 lこ.;:¥、 lこ.;:，、 ii'; スコリア l凶転ナデ 回転ナデ 阿転ヘラ 内面煤付

程 燈 砂粒 問転ヘラケ ケズリ・ 右
ズリ 阿転糸切

り

51-143 2 1152，170 十師器 相、 12.0 6.0 3.8 40 燈 燈 ?色 スコリア 回転ナデ 回転ナデ lul転ヘラ
砂粒 阿転ヘラケ ケズリ

ズリ
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遺椛 ¥0 i1記 {lif種 昔話形 口径 底符 総高
遺存 色調 色調

胎士 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備革 備考
% 内面 外而 成形調整

51-143 3 117 |須恵器 H、 12.8 3.9 20 褐灰 褐JA 'ff; 石英・長石・ 回転ナデ 回転ナデ 回転ヘラ

スコリア 問中広ヘラケ ケズリ

砂粒・小傑 ズリ I!!T;調整

51-143 4 11，125 土m~~;; 柄、 15.7 7.1 4.7 40 にぷい 』こ~1.、 ?苦 砂粒 回転ナデ・ 担l転ナデ・ !畦調整
様 理主 ミガキ ヘラケズリ 回転糸切

り

51-143 5 1 58，82， 154 上自両日号 楚 18.2 10.4 10 に，，;し、 』こ.-)~し、 1fe スコリア ・ ヘラナデ ヘラケズリ・
字国 褐 砂粒 ヨコナデ ヨコナデP

51-143 6 1 17，141 5良!J:.~R;f 鉢 22.0 11.6 11.4 40 功、褐 赤褐 ?子』 砂粒 ヘラナデー ヘラケズ')・ 手持ちへ J.lA色処理つ

ヨコナテ' ヨコナデ ラケズリ

輪t'，痕 タタキ

SIl44土器表

jrlli革 ¥0 ?主 再己 ~~極 官a~ 口径 !氏f宅 ~~J~fJ 
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
。ら 内而 外而 Joc形・調整

51-144 1 142，103 Ic. r.íP~品 軒、 16.1 3.5 70 i主権 淡怪 'il'i 雲母砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ・ 手持ちへ 赤彩 内而煤付

ヨコナデ ヨコナデ・ ラケズリ Jt 
ミガキ l付而ター

!l • .j.tOf'i 

51-144 2 11，4，33，34， ~JUt.I:器 十f 13.7 8.9 4.2 80 灰黄 灰黄 密 石英~，主 !日l転ナデ Irrl転ナデ . 手持ちへ

35，36，37，38句 小傑 ヘラケズリ ラケズリ

60 

51-144 311，4，43，44，72 須恋~~ 相、 13.5 7.9 3.8' 70 灰iW褐 黄i火 'ff，' ユ，n・スコ 1m転ナデ 1"1転ナデ. 手持ちへ
リア ・小傑 回転ヘラケ ラケズリ

ズリ 向転ヘラ

キリ

51-144 4 12，3，11 須[I:r.:品 蓋 2.3 20 灰'lIi l正'lIi 官; 雲母小傑 回転ナデ 回転ナデ
回転ヘラケ

ズリ

51-144 5 186 陶器 品台 8.8 1.6 10 灰14褐 灰'lIi褐 16' 砂際 回転ナデ 阿転ナデ 1"1転ヘラ Ii!i.部紬付

付杯 ケズリ 若

51-144 611，2，3，4，27， :1二師器 重E 25.5 28.7 50 淡黄褐 i長賞褐 密 雲母 へフナデ ヘラナデ 常総型

29，41，45，63， ヨコナデ ヨコナデ 外而黒JJl

70，75，87，98， ミガキ

99，100，105， 
106，117 

51-144 7 11，49，88，96， 土師;出 望E 21.5 27.0 30 淡l¥l.燈 淡1主位 '8監 雲母スコリ ヘラナデ ヘラナデ・ 常総7目

97，101，119 ア ヨコナデ ヨコナデ 外l耐窯の
ミガキ 上付芯

51-144 8 11，2，3，4，40， J附器 為ん桜 25.1 25.5 50 淡鐙 淡符 'f，;' 雲母 ・スコ へフナデ ヘラナデ 1~. 総型・

46，47，83，89， IJ7 ヨコナデ ヨコナデ ・ 外l面禁の

90，91，92，93， ミガキ 士付着

94，95，104， 
111，112，113， 
1 表14採，118，120， 

SIl45土器表

遺構 AQ I主記 器種 提形 U径 1丘径 品白旦FでI同了3 遺存 色調 色調
胎土 混入物 調整内llri 調整外而

ロクロ
製作備考 備考。。 l人Hui 外而 成形調整

51-145 1 14，28，99 上郎総 十干 13.4 4.8 20 松 燈 事担 スコリア ヘラナデ ヘラナデ 赤彩?

砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 内外iliH草
付着

51-145 2 154 ~ruJ!.~総 叢 12.7 3.8 10 灰黄 黄褐 密 長石・砂粒 恒l転ナデ 回転ナデ.

小磯砂粒 回転ヘラケ

ズリ

51-145 3 192，100 i師探 望E 8.0 4.2 20 l こ";~I，..、 権 粗 長石 . ~，手 ・ ヘラナデ ミガキ 常総!l!リ・

燈 砂粒小磯接合板 木葉桜

SIl46土器表

遺構 日α 注記 日3極 6.~形 口径 li!i径 日'~iúî
選存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外国
ロクロ

製f~ô備考 備考
% 内而 外而 成形ー調整

51-146 1 11，4，24，30， 土ftiia詩 翌E 5.6 5.9 20 燈 赤尚 ¥'l¥' スコリ 7 ・ ヘラナデ 2次焼成
39，52 小陸軍 激しいた

め調整つ

51-146 2 134，42，50 :r.師器 斐 13.4 -1 10.4 40 宿 燈 ?色 石英砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ・
ヨコナデ ヘラナデ ・

ヨコナデ

SIl47土器表

遺構 iio 注目己 器種 ~if形 口径 l底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調務内I面 調整外而 ロクロ 製作備考 備考
% 内面 外商l 成形調整

51-147 1 11，70，71，72， 土師器 杯 11.2 7.2 3.9 70 +畳 強 省証 スコリア 回転ナデ 悶転ナデ ・ 回転ヘラ

179，180 砂粒 liiJ転ヘラケ ケズリ
ズリ

51-147 2 1280 土師器 杯 15.3 7.8 4.8 90 樫 燈 宮、 スコリア 回転ナデ ・ 回転ナデ 回転ヘラ

砂粒 ミガキ 回転ヘラケ ケズリ
ズリ

51-147 3 1276 須恵器 何、 12.8 7.3 4.2 90 I拘黄禍 I珂黄褐 'f，;' スコ 1)7・ 阿転、ナデ 阿転ナデ 手持ちへ 黒色処理!っ 内外而煤

砂粒 手持ちへラ ラケズリ 付着
ケズリ 回転ヘラ

キリ

51-147 4 1279 須I台、w.~ 判、 12.5 5.8 4.0 100 l別賞褐 燈 1t，' 砂粒小磯 回転ナデ 凶転ナデ 手持ちへ 内外商t$

手持ちへラ ラケズリ 付着
ケズリ

可

i



i立構 :¥u 7正記 器独 古寺形 U径 l瓦筏 器高
J立j{ 色調 色調

胎上 混入物 調整内而 調整外1(11 ロクロ 製作 j~ii考 備考qυ r l式Jj町 外Ifti 成形調整
51-147 五 1，2，16，61， ~fUJ!-器 t，・~f-iι、 16.1 5.6 60 ，W灰 』こ .h~" 、 'ff.' 砂粒 [w[転ナデ [u[転ナデ・ [II[転ヘラ

199，216 H杯 世iI:k [II[恥、ヘラケ ケズリ
ズリ [II[転糸切

り
51-147 611，2，62，74， 上師 ~ii 小型J 12.2 7.0 12.4 70 4苦 ffi w.' スコリ 7 ・ ヘラナデ ・ヘラケズリ ・ 千持ちへ 内外i函煤275，280 う置 砂粒 ヨコナデ ヨコナデ ラケズリ H，'j' 
51-147 7 [203 ~fî!~~持 長~fí 8.6 20 ト瓦黄 灰，Yi '品 スコリ 7 ・ 回転、ナデ. 担l転ナデ

者 砂粒小傑 指長([jji・J壬
合jji

51-147 8 11，134，212， →l二帥器 A現~ 18.5 ー 22.9 40 開 符 相lィ1英 ku・ヘラナデ ヘラナデ 'i;~ 総型
284，213，274， 砂粧 ヨコナデ ヨコ十デ ・ 内面見斑
237，28，30， 緩合jH ミガキ
141，173，247 

51-147 9 12，3，4，43，79， u雨22 小型 13.5 6.5 30 IYJ赤制 IYJ品、尚 jf; 砂料 へフナデ ・ ヘラケズリ 内外1(11.'旦158 翌E ヨコナデ ヨコ十デ 斑外面
煤付着

51-147 1014，130，197， 士側器 斐 20.0 8.0 32.0 50 l こ~\，、 にぶい 粗 -li英ー長石 ・ヘフナデ ヘラケズリ ー 本葉桜 常総主リ
209，214，270 十立 位 '10ま・砂粒 ヨコナデ・ ヘラナデ ・ 内外而煤

品、t!'iJii ヨコナデ ・ ft ，'， 
ミガキ 外面I窯の

砂付Ji
51-147 11 1 278，1，4，272 5良恵器 翌E 21.2 15.3 31.9 70 J疋 !疋 il¥' 長石砂粒 ヘラナデ ・ ヨコナデ ・ 無調整

ヨコナデ ・ タタキ
当て具痕 ・
蛤H!l長

SIl48土器表

遺構 :¥u it ~~ 日品種 o普形 1111 底径 器尚 ill干I 色調 色調
胎上 出人物 調整内rm 調整外IIII ロクロ 製作備考 備考% 内而 外l白 成形調整

51-149 1 12，11 2良忠6，~ 何、 12.2 8.5 4.2 70 jW灰 &1:1， 晶' 砂粒 [~[転ナデ 回転ナデ r-l¥ちへ
千t.¥ちへラ ラケズリ
ケズリ

51-149 2 [41 ~J'Î}J!:日号 flZfT 12.0 8.2 5.0 80 灰b't !λIW '品 スコリ 7 ・ 回転ナデ [ro[転ナデ . 回転ヘラ
ft判、 砂料 lロl転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-149 3 11，17，27 1:1加 ø~ 望E 22.3 9.4 10 世t怒 貨位 '飴 -;;IJ ヘラナデ ヘラナデ・ 常総i¥'J
ヨコナデ ヨコナデ 外'1~f面煤H

51-149 4 [ 14 t-r.1[j器蛍 20.8 5.9 10 淡黄燈 淡lYitl1 告7 長イi.'_1i:r): ヘラナデ ヘラナデ ';1; 続、 I\~
小熊 ヨコナデ ヨコナデ

SIl50A土器表

遺構 :¥u 注記 器極 器形 円径 J正t干掠I:::j 遺骨 色調 色調
胎 l 混入物 調整内1M 調整外Ilfl

ロクロ
t~fi 叩ì~ {暗号。。 |人')I(lj 外1(11 ，"(lf~ 調整

51-150A 1 [25 上師号i十 杯 12.7 6.21 4.4 70 積 燈 ?子『 スコリア 回転ナデ 凶転ナデ 阿転糸切り 内外l而'H
砂粒 無調整 斑

51-150A 2 129，30， i師器 付、 12.5 5.2 4.3 ω 燈 淡貨鐙 'ff. !Ui スコ [!_，[転ナデ 回転ナデ ‘ 凶転糸切り 内外l師煤
51-150B-35 リア砂粒・ 手持ちへラ 慨調整 1町L(}

小際 ケズリ

51-150A 3 [ 1 t師6.> 判、 13.8 10 l列亦褐 l伺亦掲 1t} Ti英長イj' ロクロナデ ロクロナデ 墨書
'主j;): スコ (イ"Yll
リア砂H

51-150A 4 [2 上附器 判、 12.5 10 宿 l珂貨褐 'F" イl央・長イ]'ロクロナデ ロクロナデ 基i占
主I主・ 1コ (ィ;1珂)
リア砂粒

51-150A 五 1，14 上師器 ff、 14.4 3.5 30 tlf 燈 1品、 石英スコ [~[転ナデ l叫転ナデ
')7・1昔、粒

51-150A 6 [33 上師器 臥 24.2 -[ 20.3 20 燈 t買 ;苗 スコリア ヘラナデ ヘラケズリ ・ lλl外而1.'H
砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 斑

輪干i¥痕 鎗積f瓦 外而煤付

.fj' 

SIl50B土器表

遺構 No 1l記 日詰稀 総形 n径 底径 日在日 逃存 色調 色調
胎仁 混入物 調整内而 調整外而

ロクロ
製作備考 備考。。 内1&1 外Iftl 成形調整

51-150B 1 136，20，40，41， 上m~øi 判、 12.6 5.5 4.1 80 lVJ赤樹 燈 省、 スコリ 7・ 向転、ナデ 阿転ナデ ~' I転糸切り 内外面煤
44 砂粒小傑 盤調整 H，{; 

外l函曜の
砂H./'i

51-150B 2 [50 上自~M 荷台 15.3 5.1 70 格 施、 スコリ 7・ l凶転ナデ ・l叫転ナデ ・ l叫転ヘラケ l[t.色処理
fH千 砂粒 ミガキ 阿転ヘラケ ズリ 外面煤H

ズリ ["1転ナデ 着

51-150B 3 1 23，36 -[:師;出 斐 5.6 3.6 20 4立 燈 'fIi 砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ 手持ちへラ 外而J主斑
ケズリ

51-150B 4 1 29，31，36，39， l占師;掠 irtき 10 褐色 晴樹色 ?智 石英・長正1・ロクロナデ ロクロナデ
40 つ カマ 雲母スコ

ド? リア砂粒

51-150B 5 1 36，37，46，48 l師持 鉢 18.1 13.0 12.6 40 燈 'ii長 スコリア ・ ヨコナデ ヨコナデ 手作ちへラ 外1m煤f.J
砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ ケズリ 拍子

同転糸切り

司

i
ハ可
U



51151土器表

遺構 i¥o 1_i Jc 日~f噴 ~a~ 口径 !民径 日品rJs
逃平f- 色調 色調

胎土 浪人物 調~IλIïflï 調書主外Tlij
ロクロ

製作備考 {品考06 lλ'11iii 外1[11 成形調整

51-151 1 150，138，140 上師誌 柄、 13.6 6.2 3.7 60 燈 4畳 % 長石・スコ I~I転ナデ 1"1転ナデ 下持ちへ 地占「口」
リ7.，昔、約 1"1転ヘラケ ラケズリ ・

ズ') 1"1輩、ヘラ
キリ

51-151 2 161 上師;r..; 杯 9.0 4.2 30 十在 4畳 為、 .Jミ母 ・スコ ミガキ 阿転ナデー rnl転ヘラ 外而窯の
リア ・砂粒 阿転へラケ ケズリ 砂付着

ズリ

SI-151 3 148 t師器 何、 13.7 6.5 3.5 40 t立 t置 'il¥' 石英・長イI 101転ナデ 1"1転ナデ ・ 川和、ヘラ
う[il主・ 1コ 向転ヘラケ ケズリ
リア砂料 ズリ

51-151 I 15-1，55，61 l 師日5 1111 13.7 7.4 3.4 90 tす ?十』 i主"... !}I主 1"1転ナデ 1"1転ナデ [nl'伝糸切 外而煤H
スコ')7・ り ・!町湖 -i'i 
砂粒・小隊 整

SI-151 5 1105，138，139 l一郎総 3草 16.2 -1 14.3 .10 lニ...;~し、 にぷい 説、 Jij主ースコ ヘラナデ ヘラケズリ 外而棋の

4畳 t畳 リア ヨコナデ ヨコナデ 砂f・).'，
51-151 6 124，70，73 Urp1撚 宝主 li.O -1 10.3 20 l こ~I.，、 lニ.;;し、 昔f スコリア へフナデ ヘフケズリ

総 4昔 砂粒 ヨコナデー ヨコナデ

輸fliJii
51-151 7 1 134 上帥~~ みι" 12.8 6.9 20 4宣 4在 説、 :(j英・長1i ヘラナデ ヘラケスリ 外而煤H

スコリ7 砂 ヨコナデ ヨコナデ・ 泊~， 

粒小傑 輪.fliJii
51-151 8 182，122，124， *J'i恵探 望E 25.2 8.0 10 に"';~1.、 l こ~"、 'ff，' スコリ 7 ヘラナデ ヨコナデ

126，128 ill +ll 砂枝 ヨコナデ タタキ

51-151 9 1"5，132 *J'i恋~~ Mli 13.6 3.8 10 l こ...;~し、 lこ.-i~1...、 '/i'，' スコリア ヘラナデ ヘラケズリ 手持ちへ

4立 燈 砂粒 ラケズリ

51-151 11191 陶器 犯T 10 灰オリー 指 砂粒 ヘラケズリ !正申11
プ ナデ

51153土器表
il'l干f 色調 色調 ロクロ

遺十昨 ¥0 ii:: lic 出~Ht 器形 ul王 I!Hモ終日
% l村而 空flfll

胎上 iJ.!.人物 調整l勾l函 ;凋務外面l
成形ー調整

製作備15- 1~iJ J!i' 

51-153 1 146 陶器 判、 13.1 6.0 3.1 90 IYJ褐l天 明性i灰 ¥'i';' 砂*~ 回転ナデ 1"1岳、ナデ 向転ナデ 1，正申h・，h，
色物質
( 朱，';!，，~ ? ) 

51-153 2154，53，61，78， L師務 重E 9.0 20.3 20 :斑 灰，Vi ?色: 砂粒スコ ヘラナデ ヘラケズリ 手持ちへ lλl外而叩
87，84，93， リア ラケズリ J赴煤付
10-1，1，2，4， -i'i' 
58，71，72，86， 
70，74，56，73， 
85，27 

51154土器表

il'l俗 ¥0 d: ~c 器何1 日品形 nl予 底E壬 総21 理I存
色調 色調

胎 l二 混入物 調1宮内而 調整外而
ロクロ

製作備考 1~Ïí .iJ 。& い11m 外l而 成形調整

51-154 I 1 144 I-_ r.ili~;; 十小 6.2 1.8 10 燈 給 官: スコリア 同転ナデ 1i11転ナデ. 手持ちへ 線刻
砂粒 手持ちヘラ ラケズリ 「井」

ケズリ 1"1転糸切
り

51-15，1 2 1 228，245，318 5良恵日品 杯 12.4 6.4 4.1 70 l別賞桂jIlfJi民褐 ¥l';' スコリア 1"1転ナデ I~I 転ナ デ . 手持ちへ 内外出虫

千持ちへラ ラケズリ 斑-J:V.:H
ケズリ JL 

51-15.j 3 1330 須!，F. r.:~ 十干 13.1 7.3 4.0 60 11月赤禍 IYJ晴、褐 'il¥' スコリア 回転ナデ 阿転ナデ・ 手持ちへ lλl外而煤
ヘラケズリ ラケズリ 十.10ぉ

51-15.j .j 11，2，221，271 {F:L'l~総 何、 14.0 9.0 4.0 20 'H褐 Ilo~悩 官、 スコリ 7 ・ 阿転ナデ 1"1転ナデ F持ちへ
砂粒 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-154 5 1I 3J[，'J!.総 何; 13.6 8.9 4.0 40 淡111燈 淡.w燈 宮、 長石 ・小傑 向転ナデ 回転ナデ 下持ちへ

手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-154 6 1 233，241，248， 須恐慌 判、 12.9 8.0 4.0 40 IYhWt<1 IYJ，V(悩 面、 砂粒 同転、ナデ 阿転ナデ・ 1"怖f、ヘラ [11 色処JI~ ? 

305，332 阿転ヘラケ ケズリ
ズリ 1"1転ヘラ

キリ

51-15.j 7 1 3， 189，200 m忠器 村、 13.2 8.0 4.0 10 黄[II褐 1町，'g褐 rn: JiH 砂粒 1"1転ナデ I~I転ナデ 1"1転へラ
同転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-154 8 11，116，123， 須忠~ 料、 14.0 9.5 4.3 30 燈 燈 可E 砂粒 向転ナデ 同転ナデ ・ 手持ちへ 外IfIi煤付
294，3 ヘラケズリ ラケズリ lrt 

51-154 9 1 232，316 須Z~@ 杯 15.6 4.9 10 l天 L県悩 窓、 砂粒 阿転ナデ Inl転ナデ.
!日|転ヘラケ
ズリ

51-154 10 170 須恵:r.， 高台 14.8 9.1 5.9 20 H百灰黄 H音l正賞 'd昔 砂粒 回転ナデ I~I転ナデ
N相、

51-154 11 1 292 jJj窓?，;;J藍 14.5 20 灰白 灰白 ?智 雲母 回章正ナデ 回転ナデ・

阿転ヘラケ

ズリ

51-154 12138 土師椛 寸ド古，j4t1 A‘ 1.9 10 続 般 定、 砂粒小傑 I~I転ナデ 1"1転ナデ 向転糸切 外i自l煤付
付制、 川皆一

51-15-1 1314，11，118， 上師総 望E 20.8 22.4 30 l列褐 lifJ問 1f， 砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ・ 内外面見

238， 240，308， ヨコナデ ヘラナデ・ 斑-外而

315，316，323， ヨコナデ 慢の砂j，j

326， 328， 332， .{f 
372. 329 

51-154 14 1 136，201.203， t師~~ 望E 21.0 8.6 10 政褐 ，V{尚 r.:; 石英ー砂粒 ヘラナデヨ ヘラナデ・ 常i'，、1凹

204，205，214， 小隊 コナデ ヨコナデ 内外Tfii煤
215 j.);{i 

円

i



SIl55土器表

遺構 ¥a I注記 器極 ;r.~形 口筏 !長後 e.;;高
遺存 色調 色調

胎土 浪人物 調整lλl曲I 調整外I師
ロクロ

製作備考 備考
% lλJltii 外Tfli 成形調整

51-155 1 170 土師掠 判、 13.4 6.8 4.3 90 l こ...;~，.、 にぷい ¥li' '1，}1苦・スコ 阿転ナデ ・ 回転ナデ 手持ちへ 外而m斑
授 1畳 リア砂粒 ミガキ ラケズリ 煤付I1

小磯 回転糸切

り
挺調整

51-155 2 168 1:師;持 料、 12.6 7.1 3.6 50 lこ__;;:l，.、 l こ...;~し、 密 スコリア I~I転ナデ 1"1転ナデ 阿転ヘラ i人l外面ij~n
裕 相 砂粒 !司転ヘラケ ケズリ 斑煤付

ズリ .u 
51-155 3 11，28，39，44 1師r.，; 十干 14.4 6.3 4.1 50 l こ..;;~、 lこ..;~\，、 W; 長石スコ 阿転ナデ 同転ナデ 手持ちへ L弘子?

燈 鐙 リア砂ね ラケズリ rJJIIJ 
同転糸切

り

51-155 4 1 26，30，32，51 上師70，判、 14.7 6.7 4.4 40 にぷい にぶい ¥li' スコリ 7 ミガキ ー同 阿転ナデ ・ 回転へフ 内而~:!、色処 外Ifij~.I\ Dl
燈 燈 砂粒 転ナデ 回転ヘラケ ケズリ 埋

ズリ l叶転ヘラ
キリ

51-155 5 160 土師器 +干、 13.2 7.6 4.4 30 lこ"';~t"、 に..;~し、 苦4 長石・砂粒 阿転ナデ ヘラケズリ ー 手持ちへ

ill 十畳 阿転ナデ ラケズリ
臨調教

lill転糸切

51-155 6 169 須恵器 判、 13.3 6.7 4.2 70 l こ..;~\，、 l こ~ \，、 ?干; スコリア 同転ナデ 回転ヘラケ 手持ちへ

f登 指 砂粒 ー砂際 ズリ・回転 ラケズリ
ナデ

51-155 7 145 須!3~告 何、 6.7 2.8 30 赤禍 赤褐 密 長石・スコ 回転ナデ 回転ヘラケ 回転へラ 主lJ_，lf
リア ー砂粒 ズリ ー阿転 ケズリ rxJ 

ナデ

51-155 8 110 七日m?l十 lf 13.4 7.4 4.0 20 燈 燈 苦t スコリア 回転ナデ 1"1転ナデ 阿転ヘラ 内外面出

砂粒 ・小礁 ケズリ 斑

51-155 9 13 1 削j ，，~ 判、 14.1 3.9 10 l こ ~v 、 lこh>し‘ 密 スコリ 7 ・ 川転ナデ 向転ナデ
燈 燈 砂粒

51-155 10 147，57 上師，，~ 忌瓦核 7.4 6.2 10 赤禍 亦褐 1干. ~t:J: ・砂粒 liil転ナデ ヘラケズリ 臨調鞍 外ITlil氏付
才i

51-155 11 62 f師総 哩E 11.5 6.4 10 IYJ赤禍 !日l赤禍 W，' 'l: 1苦砂栓 ヨコナデ ・ ヘラナデ
回転ナデ ヨコナデ

SI-155 12 2，27，40，46， |二師路 >iE 10.8 6.8 9.9 90 燈 位 ?許 石英・長石・ ヘラナデ ・ ヘラケズリ 手持ちへ
53，71 スコリア 同転ナデ ヨコナデ ラケズリ

SIl56土器表

i世構 ~Q i七 百己 r.;;経 器Jf~ n!子 底I壬 昔在日
泣存 色調 色調

胎 1-. iJt入物 調整lλJfi函 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% l人l而 空ト1M 成形調整

51-156 1 11，47，58 上r.;p器 村、 15.'1 3.8 30 符 符 芭‘ 雲母 ースコ 同転ナデ 同転ナデ
リア ・砂粒

51・156 2 157 須恵苦言 ffil 12.5 5.6 1.3 70 111 ll1 密 ヨ:母 ースコ 阿転ナデ 回転ナデ ・ 手持ちへ Î1外i同月
1)7・砂粒 手持ちへラ ラケズリ 斑煤付

ケズリ I~I転ヘラ 者
キリ

SIl58土器表

泣構 ¥'0 11 u己 r.HT! r.:;形 口径 底lf 総高 遺干「 色調 色調
胎:1-. 浪人物 調整"'1面I 調整外聞

ロクロ
製1守備年 l~i 考。ら 内l面 外l師 成形調整

SI-158 I 11，6，10，17 土r.;p7o;;何、 19.5 7.6 7.0 60 t萱 4宜 * 石英・長石・ ヘラナデ ・ ヘラケズリ 手持ちへ 内外面煤
スコリ7 砂 ヨコナデ・ ヨコナデ ラケズリ 付着
粒小燦 ミガキ

51-158 2 11，2，3 上師r.:; 斐 10.3 5.8 10.0 50 燈 IYJ赤桂j甲子E スコリ 7 ・ ヘラナデ ヘラナデ !日l転糸切 内外而IH

砂粒小磯 ヨコナデ ヨコナデ り経i凋 斑・煤付
輸filJj{ 整 1ri 

SIl59土器表

SIl61土器表

遺構 ¥a ?上記 日品種 札予形 口径 l氏筏 桜町
泣存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外面
ロクロ

製作捕i~ 備与% 内I師 外110 成形調型住

51-161 1 15 m:，主総 IJ、l目 7.4 5.0 3.4 90 ~.~ 黒 官、 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナデー 担調幣 灯J別総
何、 雲母砂粒 ヘラケズリ iJlI煙付着

少

SI・161 2 16 ~rü\;~?if 小司1 7.8 5.1 ~.3 80 持i ，~.I~ 1.'.' 石英 ・長石 ロクロナデ' ヘラケズリ ・ 手持ちへ
杯 ~Iま砂粒 ロクロナデ ラケズリ

i盛調整

51-161 3 12 須町、器 事E 9.6 10 l こ..;~し、 l こ..;~し、 'ii¥' 石*'・長行・ ロクロナデ ヘラケズリ ・ 無調整 ヘラミヰき
!Ji燈 ;Vil宣 室町砂粒.

lスコリア少
ロクロナデ r + (x)J 

976 



SIl62土器表

SIl63土器表

SIl64土器表

SIl65土器表

遺構 Nu ijゃ記 r.~{亜 日3形 n径 1主径 ?ii高 泣存 色調 色調
胎1 混入物 調整内I而 調繋外而

ロクロ
製作備考 備考 l。JO， I人l而 外l面 成形調整

51-165 1 11，21，26，41， 土師器 何、 15.9 7.6 5.5 80 にぶい 燈 蜜 砂粒 回転ナデ 回転ナデー 静止い) 内外而煤

43，44，46，47， 燈 手持ちへラ 糸切り 付着

48，68 ケズリ 手持ちへ
ラケズリ

51-165 2 150 _t.n面器 柄、 11.8 6.4 4.1 100 燈 燈 'ffi 長石スコ 同転ナデ lill転ナデ 回転糸切 外商'告の
リア ・砂粒 り回転へ 砂付着

ラケズリ

51-165 3 13，14，15，16， 土師器 杯 11.8 6.6 4.2 50 lこ-'~し、 l こ~~1.、 '/1.' 雲母スコ 回転ナデ 回転ナデ ・ 回転ヘラ 墨書
17 lli tR リア 回転へラケ ケズリ 「禾」

ズリ

51-165 4 12，31，45 須恵器 杯、 12.7 6.1 3.8 80 明前褐 I~j毅褐 1B 雲母スコ 回転ナデ 回転ナデ 回転へラ 外而l県斑
リア 手持ちヘラ 切り手持

ケズリ ちへラケ
ズリ

51-165 5 13，40 須恋?号 判、 13.2 6.0 3.9 40 ~:~~し、 』こ_，~，、 密 長石・スコ 回転ナデ liil転ナデ |回転ヘラ
t置 控 リア・砂粒 手持ちへラ 切り千持

ケズリ ちへラケ

ズリ

51-165 6 164 須恵器 翌E H音1天賞 11&1)(黄 官 石英長石 ロクロナテ・ 1旺調整 ヘラ古き
芸母・スこリ f大」
7 砂粒

51-165 7 1 13，25，30，3， 土問1.器 斐 22.2 9.0 36.2 40 にぶい にぷい 'd¥' 長石 ・スコ ヘラナデ ・ ヘラナデ ・ 常総!l'l
46，51，4，38 燈 極 リア砂粒 ヨコナデ・ ヨコナデ ー 外l面黛の

輪干)li浪 ミガキ 砂{寸~"(

51-165 8 11，22，36，47， 須.E[I:1*f楚 26.2 -1 18.7 30 糧 経 w.' 砂粒 ヘラナデ ・ ヨコナデ・ 外I自1黒斑
52 ヨコナデ・ ヘラケズリ

輪積痕・当 タタキ

て兵痕

SIl66土器表

SIl67土器表

遺構 1iu il ~己 器種 器形 口径 底径 Itiiず，川γJ 遺存 色調 色調
胎土 混入物 調整内面 調繋外面

ロクロ
製作備考 備考

% 内而 外而 成形調整

51-167 1 11，2，12，13， 土師鵠 望E 22.4 8.4 29.0 60 lli 極 蜜 雲母砂粒 ヘラナデ ヘラナデ・ 1~.総型

18，28，31，35， ヨコナデ ヨコナテ'・ 内面n~斑
36，43 接合痕 ミガキ接 外面煤窯

合jji の砂付着

51-167 2 110，11，13，15， 土師器 雪E 19.4 9.6 32.4 30 m 積 w 長石スコ ヘラナデ ヘラケズリ ナデ 内外I国煤
20，21，27，29， リ7・砂粒 ヨコナデ ヨコナデ・ f.J才7
37，41，45，46， 輪積痕 外I面壁斑
50 

51-167 3 130，48 須恵r.告 壷 18.3 50 !天 在、 雲母・砂粒 ヘラナデ・ 回転ヘラケ 無調猿 ・

小蝶 問転ナデ・ ズリ・デタ 回転ヘラ

接合痕 キ回転ナ ケズリ
デ接合痕

SIl69土器表

遺構 ¥u i主記 6.H量 昔話形 口径 底径 器高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外商 成形調整

51-169 1 137，38 上師器 楚 20.6 13.5 10 I別赤禍 IVI省、褐 苦f スコ 1)7 へフナテ ヘラケズリ 内外面煤
砂粒 ヨコナデ ヨコナデ・ 付着

接合痕

51-169 2 11，4，14，15， 土師器 斐 21.4 20.0 20 lこ.;;し、 lこ.;;し、 'd¥' 長石砂粒 ヘラナデ ・ ヘラナデ ・ 常総型・

17， 18，21，28， 褐 褐 ヨコナデ ヨコナデ・ 外面!B斑
16，19，22，31 ミガキ

円

in『d



SIl75土器表

SIl77土器表

SIl78土橋表

SIl79土器表

遺構 ;¥(1 a: J己 ?i沖E ;r..，Jf; Ulモ1え筏 日品向 1世イf
色調 色調

胎土 浪人物 |調整内IfII 調整外IfU
ロクロ

製作備考 備考。。 l人~lui 外l師 1&形調撃

51-179 1 115 ~Jí!!~器 判、 12.8 7.9 4.1 90 /1< Uく '前 スコリ 7・ lill転ナデ l可転ナデ・ 阿転ヘラ 油煙H，i'}
砂粒・小傑 l函l転ヘラケ ケズリ 灯l珂線転

ズリ 回転ヘラ Ifl 
キリ

51-179 2 123 iJi!主総 ):>1立i 6.1 6.2 7.9 90 灰，Vi l氏jW 1十E ~I手・砂粒 !日|転ナデ ヨコナデ 手持ちへ

'!It[ 同転ナデ ラケズリ

51-179 3 1 16 ~n.'J!.~If 主主 12.6 2.2 100 暗l五黄 H古灰J'il 可証 長石・砂粒 回転ナデ 恒l転ナデ 回転へフ 火俸
ケズリ

51-179 4 I 17 ~.ri:'J!.総 議 17.7 4.2 100 Rj}Fk 1Ii]灰 1干， 砂粒・小僚 問転ナデ I"J転ナデ ・
1"1転ヘラケ
ズリ

51-179 5 118 須!!~探 玄，.白・r31'、1 19.6 12.5 3.9 70 l情!火煎 時1天苦11官 '1::1'):・砂約 回転ナデ !日l転ナデ・ 間転へフ
H盤 JuJ転ヘラケ ケズリ

ズリ

SI-179 6 1 12 ~fL'~~持 τ，.告，VJ AI、I 9.9 2.2 20 l情!大賞 時I:kJ長 ?告 :[;1主・スコ Ii!I転ナデ Jill転ナデ Jl]J転へフ 転JjJ硯?

H杯 リア ・砂ね ケズリ

小際

51・179 7 122 UI~掠 'J1i. 14.0 8.2 16.4 90 l珂黄褐 IljliW絹 w，' :DI手小傑 ヘラナデ ー ヘラケズリ 本身~jJi 'i~'総 I\~
傑 ヨコナデ ヘラナデ ・ i人j外fuf~.I.\ 

ヨコナデ 斑煤付
，，vi: 

SI-179 812，3，4，10，1， t.r.面総 阪 17.8 9.2 20 :主持 i3i税 意l 砂粒 ヘラナデ ー ヘラケズリ

2， ヨコナデ ヨコナデ

SI-179 9 I1I r.r. ，~:r..; 士:JIVI 7.3 10 ，I:g 叩.・灰 昔、 石英・長u ロクロナデ ロクロナテ・ 制 近世志
1111 前褐 砂粒少スコ 戸，~'， i現

')7 

S1180土器表

遺憐 Xo ;七 Z己 器やE 掠形 円i壬 底径 総高 遺存 色調 色調
胎上 浪人物 調整内而 調整外而

ロクロ
製11備考 備考06 l勾l国 外f(ij 成形調撃

SI-180 1 14，90，112 J師:r..; 何、 11.7 7.0 4.3 60 穆 燈 '品 砂粒 ヨコナデ・ ヘラケズリ・ 千持ちへ 線刻
ミガキ ヨコナデ ラケズリ

SI-180 2187，88，89 m思?i占 料、 13.0 7.7 4.0 80 J天，Vi l天，W 宮 2;付・砂 1"1転ナデ 阿転ナデ・ 手持ちへ
粒小傑 同転ヘラケ ラケズリ

ズリ 同転ヘラ

キリ

51-J80 3 170，85，86 須.r~~苦 哩t 一 15.5 13.2 40 lこ...;~し、 Lこ.，;~\..、 w，' 砂粒・小際 ヘラナデ・ ヘラケズリ ヘラナデ ヘラ討さ

黄尚 iIi.掲 当て具痕 タタキ 「カJ
51-180 4 169 ~.r(.I!(掠瓶 14.8 16.7 40 持 位 '品 'f;i手・スコ へフナデー 手持ちへフ 手持ちへ

リア・砂粒 ヘラケズリ・ ケズリタタ ラケズリ
小傑 、うてJJ-j.民・ キ・指ナデ ヘラナデ

輪獄痕

S1188土器表

遺憐 ¥0 it ，i己 日告締 日告Jf; 口径 庭f壬 出，nj
逃存 色調 色調

胎土 iJt入物 調整l人11師 調整外而
ロクロ

製作備考 備 イ号。。 l勾l面 外lui 成形調整

51-188 1 1 145 tr.市総 t手 12.5 7.0 3.6 50 耳宣 鐙 '[f，' 雲母・スコ 回転ナデ 同転ナデ・ l叶転へフ
リア・砂粒 川転、へラケ ケズリ

ズリ

51-188 2 197 土師総 何: 12.1 5.8 3.7 60 l こ";~ 1.、 lこ.>;し、 'li'i スコリア・ 回転ナデ 回転ナデ・ I"J転ヘラ
燈 燈 砂粒 凶転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-188 3 11，34 iJl!ι2品 杯 12.5 6.8 4.2 90 にぷい l こ...;~t.、 古; スコリ 7 ・ 同和、ナデ 阿転ナデ ー 同転ヘラ 内外面煤

尚 裕 砂粒 |ロ|転ヘラケ ケズリ 付着
ズリ

51-188 4 1 J，79，80，81 {lI}巴日告 村、 12.8 7.4 4.3 60 lこ_，..し、 lこ~し、 ¥l¥' 'CS 1手・スコ 1"1転ナデ 1"1転ナデ 下持ちへ
松 f.ft リア砂粒・ 手持ちへラ ラケズリ

小隊 ケズリ

51-188 5 184 上師日書 t「u2J 4L入t 2.9 40 鐙 位 '指 砂約・小磯 阿転ナデ 1"1転ナデ 向転ヘラ
付制、 ミガキ ケズリ

司
i
n同
d



遺構 :¥0 I主記 ffif磁 ?~形 IJ径 J瓦径 器高
i立存 色調 色調

胎土 泌人物 調整内面 調整外Ifti ロクロ 製竹備考 f品考% 内而 外而 !北形調整

51-188 6 1 2，62，146 土師器 高台 14.6 1.4 80 明赤禍 IVJ赤褐 W; 雲1'): 砂粒 回転ナデ 回転ナデ 回転へフ
付l岨 回't..l、ヘラケ ケズリ

ズリ ミガ

キ

51-188 7 152，53 上師器 斐 21.1 -1 14.4 10 燈 燈 志、 石英・長石・へフナデー ヘラナデ ・ 常総刑
雲 lit スコ ヨコナデ・ ヨコナデ
リア・砂粒 指頭iR 輪
小傑 も1告主

51-188 8 14，8，51，132， 須.'S!.器 王監 17.1 12.9 40 4笠 tli 官 'ム母 ースコ ヘフナデ ー ヘラケズリ 内外出l煤ー
137，141，142， 1)7・1昔、粒 ヨコナデ ヘラナデ・ヨ 突の砂H
143，146 輪もI' ~fi コナデ・タタ ~ti 

キ

51-188 9 1 47，48，49，50， ~I4!.!!.器 甑 32.8 13.0 28.7 40 褐 掲 持j スコリア へフナデ ・ ヨコナデ ・ ヘラナデ
55，56，57，58， 砂粒 当て J-~仮 タタキへ
71，106，109， ラケズリ

110，133，138， 
146 

SIl89土器表

逃憐 う10 it ，1己 1相生 23形 11径 lま径 ~ii高
遺存 色調 色調

肝;i 混入物 調整内ifii 調整外l而 ロクロ 製作備考 備 4'90 内面 外而 成形調整

51-189 I 166 土師器 +干 11.9 6.6 3.3 90 lこλ;し、 にぷい W; スコリア 回転ナデ 回転ナデ 同転へラ 1)，1外面燥;
燈 位 砂粒 回転ヘラケ ケズリ f.t{i 

ズリ

51-189 211，3，4，79 tr.市日号 判、 12.9 5.3 4.3 70 l珂赤悩 IVJ赤制 ?色、 砂粒 回転ナデ IDI紅、ナデ 下持ちへ 内外liti，.I!，
下持ちへラ ラケズリ HE 
ケズリ

51-189 3 11，53，55 tr.rp~ii 柄、 12.8 6.8 4.2 40 i珂赤褐 IlfJ赤褐 官、 砂粒小燦 1111転ナデ IDI転ナデ 手持ちへ 内外jm旦

手J守ちへラ ラケズリ HE 煤N
ケズリ "Yj 

51-189 : 4 1，3，54 須y[!.器 柄、 12.6 6.8 4.1 30 鐙 燈 可量 ~母砂粒 回転ナデ 回転ナデ・ 手持ちへ

下N'ちへラ ラケズリ
ケズリ

51-189 5 11，2，3，4 ~Jî!!}.1待 判、 12.2 6.6 3.4 50 1，正 灰 ?智 砂粒 l日l転ナデ 1111転ナデ. 千jq;ちへ
手持ちへラ ラケズリ
ケズリ

51-189 6 11，28，29，51 m恵持 判、 12.5 6.3 4.4 50 にぶい lこ」、し、 Vf} スコリ 7 ・ 阿転ナデ 1"1転ナデ . 回転ヘラ 外而煤付
位 権 砂N 1111転ヘラケ ケズリ 」L-

ズリ

51-189 7 1 64，94，95，60 iJ(!，li，;f，.， 材、 13.3 6.4 4.4 50 制!天 尚!火 車: 長:ri・スコ 回転ナデ 回転ナデ・ l凶恥;へフ
1)7 砂約 阿転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-189 8 132，34，63 上ftiU器 1111 14.3 6.4 1.3 70 町j赤褐 l珂w褐 密 スコリア 1"1転ナデ 川転ナデ 手持ちへ lλI市l煤j.J
砂粒 手持ちへラ ラケズリ {i 

ケズリ

51-189 911，3，24，26， m恵総 望E 16.2 35.0 50 1)( 灰 省、 砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ ・

30，37，38，48， ヨコナデ ヨコナデタ

52，56，58，71， 当てよtiR タキ
82，83，89，94 輸相rc痕

SIl91土器表

遺構 ~Q 注記 ?ii粧 総形 口径 !長径 保市
泣存 色調 色調

船二i 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外而 成形調整

51-191 I 13'1，58，62 須Y~1探 柄、 13.5 7.0 4.3 90 褐灰 褐灰 ?官 長石 ・2主i主・回転ナデ 1"1転ナデ . 手持ちへ
砂蛇小磯 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-191 2 1 13 *J~恵綜 r'-'l台 2.9 40 黄灰 &1:氏 ?!，，' 長(i 砂校 回転ナデ lfil転ナデ. Inl恥、ヘラ
m干 回転ヘラケ ケズリ

ズリ 1111転ヘラ
キリ

51-191 3 1 1， 2， 26， 30， 上師器 小型 14.0 6.7 20 lこ..;;し、 l こ..;~し、 ¥'1;' 砂粒 ヘフナデ ・ ヘラケズリ ・ 1)，1血i思且f
60，61 翌E 赤褐 赤鰯 ヨコナデ ヨコナデ 外而煤付

有、，r1 

SIl92土器表

遺構 'io Y上目己 日品種 ~ii形 口径 底筏 日時tz 理m 色調 色調
!治仁 混入物 調整内而 調整外而

ロクロ
製門備年 l~ü 考

% 内面 外凶l 成形調整

51-192 1 129 土師~ii 杯 llA 7.9 3.5 90 稽 符 W，' 雲母 ・1コ 向転、ナデ 1"1"，ナデ・ 手持ちへ 内外f{jj.'.f!

リ7・砂粒 手持ちへラ ラケズ1)・ I証
ケズリ 1111転糸切

1)・盤調
整

51-192 2 16 須忠告書 折、 12.3 8.0 4.0 80 l こ.，\~~、 燈 苦; 石英 ・スコ 凶転ナデ 1"1転ナデ 手持ちへ 火樽! 器、!::

綬 リア砂粒 手持ちへラ ラケズリ 「右中」
ケズリ l人I外l師II!

m 
51-192 3 142，43，44 ~JUF、 23 何、 12.1 8.0 3.9 90 』こ λ;~~ 、 lこ...;.;"、 ?官 雲付・砂粒 lol転ナテ 回転ナデ 手持ちへ 火搾

松 t霊 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-192 4 11，5，51 須恋!R品 杯 12.7 8.4 4.5 90 淡黄 淡，W ?を; 砂粒 回転ナテ 回転ナデ 阿転ヘラ 火有罪
回転ヘラケ ケズリ
ズリ 回転へラ

キリ

-979-



SIl94土器表

遺t器 ~o. 注記 ~~椛 日号形 口径 l瓦径 器高
逃存 色調 色調

肝i士 浪人物 調整内1m 調整外面
ロク口

製作備考 l~ü 考
% 内蘭 外面 1北形調整

51-194 1 13，4，67 須 .IJ!.~* 柄、 12.8 8.4 3.8 30 灰j前掲 lぷ黄褐 密 砂粒 I~I転ナデ 1"1転ナデ 手持ちへ ヘラ J::き
手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-194 2 177，66 ~Ji!J!.r.if 杯 12.1 8.1 3.9 40 lこ.. ;し、 にぷし、 密 スコリア liil転ナデ 回転ナデ 回転へラ
能j 払j 砂粒 同転ヘラケ ケズリ

ズリ 削転ヘラ

キリ

51-194 3 137 須~:1*十 杯 7.8 1.6 20 tlt. 糧 1f，' 砂粒 阿転ナデ 回転ナデ 目 手持ちへ ヘラIEき
下持ちへラ ラケズリ 「リ」
ケズリ

51-194 4 112 ~jü!.~ r.if 柄、 12.0 7.2 4.0 30 にぷい にぷい 2色、 スコリア l回転ナデ 回転ナデ 回転へラ

赤褐 赤筒 砂粒 阿転ヘラケ ケズリ
ズリ

51-194 5 13，20 ~J{:'l!: Ttif 高f1 18.8 13.4 2.7 10 信 位 '/t" 砂粉 同転ナデ |叶転ナデ 回転ヘラ

杯盤 ケズリ

51-194 6 1 115 須恵?ii 盤 18.6 2.8 90 信 燈 宮、 ~I:J 砂t\i 同転ナデ・ 回転ナデ ・ 回転ヘラ
ヨコナデ ヨコナデ ケズリ

回転へラ
キリ

51-194 71117，120 須!2.器 盤 18.6 9.4 2.6 40 位 極 % 雲母 ・砂粒 |ロl転ナデ ー 回転ナデ ・ 回転ヘラ
ヨコナデ ヨコナデ ケズリ

51-194 8 13，4，24，31， 土師~ 望E 23.8 一 24.1 70 +畳 i列z庁、褐 富 スコリア ヘラナデ ヘラケズリ 外雨i;m'.lE
51，52，55， 砂粒小磯 ヨコナデ ヨコナデ接

102，106，107， 輸積痕 合披

108， 112， 113， 
114，120 

SIl95土器表

遺構 Na 注記 2品種 持形 口径 底径 器市
遺存 色調 色調

胎t 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備 4号
% 内而 外I耐 成形調整

SI-195 1 134 土師it:-I 料、 15.4 8.1 4.4 90 燈 燈 笥 雲母スコ 同転ナデ . 凶転ナデ ・ 凶転ヘラ
リア砂粒 ミガキ |日l転ヘラケ ケズリ

ズリ 保調撃
阿転糸1;1)

SI-195 2 14 ~j'HJ!.掠 杯 ):Ut 灰lYt ?許 石英長石・ ロクロナデ ロクロナデF ，室可!::つ。

スコリア ・ *日!っ

砂位

SI-195 3 11，13 須車、器 判、 12.3 7.6 4.3 50 援 燈 '9: 雲l主砂粒 同転ナデ 回転ナデ 手持ちへ 火樽 ヘラ!r-き |
ラケズリ iI-J 

SI-195 4 11，4，10 須w‘器 tf、 13.4 7.4 3.7 40 l こ~，_，、 lこ.. ;，、 苦f 砂粒 凶転ナデ 回転ナデ 回転へフ 火十型

:蛍 黄 回転ヘラケ ケズリ

ズリ

SI-195 5 110 須!1~器 初、 13.8 8.6 3.9 20 にぷい 』こ.. ;，、 普{ スコリ 7・ 回転ナデ 回転ナデ ・ 回転ヘラ

品t鐙 主汁立 砂粒 回転へラケ ケズリ
ズリ

SI-195 6 117 上師器 小型 6.0 7.2 40 鐙 燈 ?苦 スコリ 7・ ヘラナデ ヘラケズリ 手持ちへ 内面煤付

望E 砂粒 ラケズリ 活

SIl96土器表

遺構 ~Q i主記 器稀 桜花三 口径 底径 ~高
J世存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 備考
% l人'lfl師 外而 成形調整

SI-196 111，11，12，52， よmUp.ii 何、 14.0 8.8 3.8 80 に.. ;，、 [こ..;;し、 ?主 石英長石 ・ ミガキ ロクロナテ'・ 手持ちへ

54，56 筒 .!J~ 燈 ・!旦 '.:11苦・スコリ 手持ちへラ ラケズリ
7・砂粒 ケズリ

SI-196 2 125，53，56 須恵it:-I 十ィ、 14.0 9.1 4.0 90 );k黄 FJd主 密 イi1jf長石ー ロクロナデ ロクロナデ・ 同転ヘラ
'-EI主・スコリ 回転ヘラケ ケズリ
7 砂粒 ズリ 1"1転ヘラ

キリ

SI-196 3 149，50 須~J!.器 柄、 13.2 7.9 3.5 100 灰 灰 密 石英ー長石 ロクロナデ ロクロナデ 手持ちへ
主fj スコリ 回転ヘラケ ラケズリ

7・6事f立 ズリ

SI-196 4 138 芽UJ.~、協 柄、 13.6 8.0 4.5 90 l正貨 灰1買 富ι 石英・長.fi. ロクロナデ ロクロナデ 阿転へラ
スコリア・砂 阿転ヘラケ ケズリ
中立 ズリ

51-196 5 139 {lUJ!.~;f 軒、 13.4 8.9 3.5 100 J~反 灰 曹f 石英・長石・ ロクロナテ・ ロクロナテ. 回転へラ
スコリ7・砂 回転ヘラケ ケズリ
粒 ズリ

SI-196 6 14，13，36 須恵~~ 杯 12.6 7.7 4.3 50 時rt.元 1111灰 '苦， 石英長石 ロクロナテ' ロヲロ十デ・ 手持ちへ
スコリ7・砂 問転ヘラケ ラケズリ
粒 ズリ

SI-196 7 155 土師持 小型 13.4 10 赤褐 ろか褐 語、 石1J，と長石 ロクロナテ. ロクロナデ
斐 雲母スコリ 手持ちへラ

ア砂粒 ケズリ

SI-196 8 146 須恵探 甑 26.8 30 灰 'yt!A 'd旨 石英・長石・ ロクロナデ タタキ・手
13母スコリ 持ちヘラケ
ア砂粒 ズリ

SIl97土器表
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S1199土器表

J世構 :¥0 注記 日品種 格形 口径 底径 257J 
泣存 色調 色調

胎土 混入物 調整l付I同 調整外l町
ロクロ

製作備考 備考% 内而 外而 成形調軽

51-199 1 184 土師器 何、 14.1 7.5 4.3 70 l珂赤禍 IVI赤禍 ~&: 石英・長石・ ミガキ ロクロナテ'・ 手持ちへ

'I;I手スコリ 手持ちへラ ラケズリ

7'砂粒 ケズリ

51-199 2 1 2，9，62 ~fUJ.~、総 何L 13.0 6.8 4.3 70 賞控 l こ λ;~ ~、 'If，' 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナテ・. 手持ちへ
黄信 丈一i手スコリ 手持ちへラ ラケズリ

灰梢 7 砂粒 ケズリ

51-199 3 15 {(i ，l~T.器 村、 13.5 6.2 3.9 100 ITI 雪1 ¥'1;' 石英・長石・ ロクロナデ ロヲロ十デ 回転ヘラ
.，ミi在スコリ 千持ちへラ ケズリ

ア砂粒 ケズリ 1m転ヘラ
キリ

51-199 " 12，55，63 土師協 1m 13.5 6.5 2.2 90 I明赤禍 明赤褐 '晶 石莱 ・長石 ・ ロクロナデ ロクロナデ 1，，1転ヘラ
雲母・スコリ 1"1転ヘラケ ケズリ
7 砂粒 ズリ

51-199 5 1.17 l師器 Illl 13.1 6.5 2.7 80 m 符 宅民 イ1英 ・長1，・ ミガキ ・ロ ロヲロナデ !日l転糸切 1出;g.J竺f 
芸t主スコリ クロナデ 「饗roJJ
7 砂粒 臨調整

51-199 6 1 2，10，11，12， 土師協 望E 20.7 6.4 28.7 70 燈 ・IVJ 栂.sjJ W，' 石英・長石・ ロクロナテ' ロクロナテ. 手持ちへ
59，65，66，67， 赤禍 亦褐 雲母・スコリ ヘラケズリ ラケズリ

69，70，71，77， 7 砂粒
81，89，83 

51-199 7 171，89 !師?ii 小7担 10.8 5.0 10.9 70 lこλミし、 IVJ 黄禍 -品 石:1}之長石 ナデ ナデヘラ 手持ちへ

望E 前向 与s[):・スコリ ケズリ ラケズリ

アー砂粒

51-199 8 121，22，60 仁日市器 望E 21.8 10 Lこ ..;~v 、 』こ"';~J.，、 w.' .fi失 ・長イ， . ナデ ナデ指紋 常総司。

黄位 前位 ヨミ1'):.スコリ Jくは掌紋
7'砂粒

51-199 9 11，2，7，25，37， ~J[J!J探 空E 21.9 11.4 23.0 70 l こ...;~1"、 l こ...;~l，、 '(f，' 石英 ・i圭イ1・ ナデ ・当て ヘラケズリ ー T持ちへ
61，64，76，77， 赤褐 尚 32母スコリ 具jn タタキ ・ロ ラケズリ

78，80，82，86， ア・砂粒 クロナデ

87，88，89 

51-199 10116，17，50，58 JJO.¥':器 長百l 8.6 12.9 10 Fk.ivt lVi灰 ?苦 石英・長石・ ロクロナデ ロクロナテ・. ，~，転ヘラ 利l
3一::.: 主:fJ スコリ 同転ヘラケ ケズリ

7.砂粒 ズリ 同転糸切

り

S1200土器表

j!l構 :¥0 il ~己 古寺H! 器形 L1if lif径 器商
i立イ「 色調 色調

肝d臼 混入物 調整lλl匝1 調整外I(jj
ロクロ

製作備考 備考
% 内I而 外而 1&形調整

51-200 1 1 '1， 119，120， ト師日ii JIIl 14.6 6.0 2.0 90 I則赤禍 棺 也、 主;りスコ 回転ナデ 手持ちへラ 手持ちへ 内部煤付
153，199 リア砂粒 ケズリ阿 ラケズリ -{l'外1M

転ナデ 思斑

51-200 2 11，138，211， 1仰;持 r，，; ・'SI仁ι、3 13.0 70 I~J赤禍 明赤禍 '1t.' 石英長石・ ロクロナテ. ロクロナテ' ナデ 煤{・h''i
220 柄、111l ミHJスコリ

7 砂t.((

51-200 3 1 3，145，212 ~Ii，lt.':i*十 判、 12.2 6.6 4.1 30 灰賀補 灰黄禍 ¥l1 砂粒 1"1転ナデ 同転ヘラケ 手持ちへ

ズリ 1"1転 ラケズリ
ナデ

51-2∞ 4 1 1，3，25，200， ~Ji_lri、器 何、 12.2 6.1 3.8 50 尚灰 裕灰 ¥l1' 砂粒 ""転ナテ 回転ヘラケ 回転ヘラ ヘラ{If.き
220 ズリ 回転 ケズリ 「事」

ナデ

51-200 5 162 須忠告寺 柄、 10 績 にぷい 密 スコリ 7 ・ 線五IJ
経 砂粒 1+ (x)J 

51-200 6 1 142 ~r~!~?'~ 百五 10 赤絢 IYj赤褐 官、 砂粒 へラナデ ヘラおき

51-200 7 141，68，69，73， 土日用;持 望E 21.3 10.3 10 積 綬 宮、 雲母 ・砂粒 ヘラナデ ヘラナデ 常総型

151，152，173， ヨコナデ ヨコナデ 外i師煤f・i
苦t

51-2∞ 8 1161，206，213， 上自日器 望E 8.4 14.9 20 経 程 粗 雲母・小傑 ヘラナデ ミガキ 睦[凋竪 常総型

214，215，220 外同煤付

:.?'f 

51-200 9 1 2，9，15，49， 須恵、?ii 論Sもa 23.2 15.7 10 !こ.>;，、 にぷし、 ?官 li'H(( ヘラナデ・ ヨコナデ

232，1，3 政権 ，Vi燈 ヨコナデ タタキ
当て具jji

S1201土器表

遺構 :;0 注言己 部制 r.~形 日後 成後 R;;:t~ 
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 !~，考
。'"と 内面 外而 成形調整

51-201 1 139 土問*i 材、 12.7 7.1 3.3 80 lこ..s;，、 にぷい '1t.' 1"1晶、ナデ 回転ナデ ー 回転ヘラ 墨書「立」

按 樫 回転ヘラケ ケズリ 外国煤付

ズリ ~~f 

51-201 2 118 ←!-.r.面総 何、 13.8 3.3 般 償 宮『 砂粒 凶転ナデ 回転ナデ t，t¥{!:: 
「口家杯」

51-201 3 15 土師協 刻=抵 17.3 6.4 10 』こ，..;~'"、 lこ-，，，し、 W，' 室町 ・スコ ヘラナデ・ ヘラケズリ 外面窯の

掲 褐 リ7 ヨコナデ 砂付活

輪積浪

51-201 4 138 須，tJ!.器 望E 19.6 14.0 10 褐にぶL、Iに褐ぷい W.' スコリア ヘラナデ ・ ヨコナデ ・

砂粒 指日良jfi タタキ

S1202土器表

遺構 Xn u: ;1:己 官品種 6.1形 口径 底径 m;高 逃存
色調 色調

胎上 混入物 調整内而 調繋外I面
ロクロ

製作Wu考 備考
% 内而 外国 成形調整

51-202 1 12，30，31，34， t師器 柄、 15.6 8.8 5.5 50 ，t.~~悩 l こ";~1.、 ?首 砂粒 ロヲロ十デ・ ロクロナデ lu1転へラ 県色処珂!
179 赤禍 ミガキ ヘラケズリ ケズリ

51-202 2 14，121，161 土師器 柄、 12.3 6.9 4.0 70 lこ..;:;¥，、 にぶい ?十a 雲l立スコ 回転ナデ 1m転ナデ. I~I転へラ
4置 4宣 リア 回転ヘラケ ケズリ

ズリ '~I転糸切
り
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遺構 刊a il 記 日告後 札予形 U径 J止径 6r~r'，::j 
泣# 色調 色調

船上 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 {布考。も I};JU面 外而 !北形調整

51-202 3 12，211，220 t師総 初、 12.7 7.0 4.2 40 f登 桜 ?苦 1<1:土砂粒 1"1転ナデ 1"1転ナデ 手持ちへ l人.llm煤付
予itちへラ ラケズリ 4Y 1 
ケズリ

51-202 4 1 102 l師器 jHb'A「、1 rn l こ";~t"、 r払 :ri英長石・ 1"1転ヘラ rn色処PI[ 線刻I#J
fτHィ、 Jlt符 砂粒 Zi母・ ケズリ

スコ 'J7・
1'1色針状物

51-202 5 12，4，133 iM1I.探 +ィ、 12.6 6.8 4.0 60 1.こ.，;~\"、 lこ";";1.-、 ?官 砂粒 !日l転ナデ 回転ナデ・ 手持ちへ 線刻内
赤制 赤褐 千持ちへラ ラケズリ 外而煤H

ケズリ .i:， 
51-202 6 2 tr.耐25 杯 7.0 j11 f昔 't.岩 イl英長{-i. ロクロナデ ロクロナデ・ 1"1転糸切 aL'r-

砂粒 '玄i主・ 回転ヘラケ 「口」
スコリ 7 ズリ

51-202 7 13，4，57，183 ifl.'!!.~iヰ ff、 13.1 I . ~ 4.0 80 t立 4昔 W; :{i失砂粒 !日l転ナデ 1"1転ナデ. 回転へフ
回転ヘラケ ケズリ
ズリ

51-202 8 156 3JuJ!-器 +干、 12.7 7.9 3.7 90 191褐 l列住j W; ~I主砂利 1"1転ナデ 阿転ナデ 千持ちへ
手持ちへラ ラケズリ
ケズリ l司転ヘラ

キリ

51-202 9 1 2 ， 3 ，~， 64 ， 71 ， ~ti}L~æ1 十干 13.2 7.5 4.4 60 燈 燈 ?色、 砂粒 1"1転ナデ 1"1転ナデ T持ちへ lλ]外耐jm
162，165 手持ちへラ ラケズリ 十t"v，

ケズリ

51-202 10 4，114 ~!ü~!.持 十小 12.3 6.1 3.5 90 &1Ji. 位1瓦 w; l-i:ィ; スコ |口l転ナデ 同転ナデ 1"1転糸切
リア砂粒

無調整

51-202 II 92 m忠~:; 相一. 10.5 7.2 4.1 100 性H五 悩灰 W; '工l主砂粒 1"1転ナデ 同転ナデ l叫転へラ 火禅
回申4ヘラケ ケズリ
ズリ

Sト202 12 4，210，212 m.'J!.器 村、 12.4 6.8 4.4 30 にぷい 灰IW梢 官 スコリア 1"1転ナデ 凶転ナデ 手持ちへ
黄胞 砂粒 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-202 13 17，19 ifi忠器 +干、 12.3 7.3 4.6 70 』こ..-)..;¥，、 lこ~，、 ?包 ~m スコ 1"1転ナデ 1"1唯一ナデ. 手持ちへ 外fffj煤H
黄r占 &給 ')7・砂杭 千持ちヘラ ラケズリ dwz- へフ-

ケズリ 当き

51-202 14 86，87 it(.o!!.~:; 杯 13.0 7.6 3.8 40 f在 椅 晶' 砂粒 阿転ナデ 阿転ナデ・ 手持ちへ ヘラ占き
手持ちへラ ラケズリ 1+ (x)J 
ケズリ 内外而煤 |

H.Vf 

51-202 15 3，4，20，42 iJi!1I.:l:i 何、 14.3 7.8 3.8 30 l正 Jj正 Vf.' 石英長.u ロクロナテ・ ロクロナテ・. 手持ちへ 火搾
砂p 雲l主・ 1'.j年ちへラ ラケズリ
スコリア少 ケズリ

51-202 16 45，46 須.'}J6，-.f 寸'"lム口 10.9 60 話E 経 1軒 石英・長石・ ロクロナテ・ ロクロナデ ナデ ヘラJFき
f什干 砂粒 :!ol手 1+ (x)J 

スコリア

51-202 17 131 上側器 A球~ 21.7 10 4畳 極 '品 石1A・長石 ・ロクロナテ' ロクロナデ 1ii;総刷
砂粒スコ
リア

51-202 18 141，150，153， 」二日市器 羽A長a 20.4 10 lこ.，.;..;¥，、 符 苫『 石英長石・ ナデ ナデ ーヘラ 常総~リ
157 褐 砂枝 ・':EI主 ミガキ

51207土器表

遺椛 :¥Q iE ~己 日詰干草 札予形 円径 l民i壬 :r.~r'，':j 
泣存 色調 色調

胎上 出入物 調整l人;I(lj 調整外Ilfj
ロクロ

製作 f~ü考 備~。。 件'1[1師 外liIi 1主 Jf~ 調繋

51-207 1 11，2，15 t師鵠 'l aar3ム" 9.7 10 にぶし、 '晶 行!lf'tセイ7 ロケロナテ・ ロクロナデ
H料、 世I位 主IJ.砂肘

1'1色針材、物

51-207 2 16，8 1fi!J!.器 判、 12.8 7.0 4.2 30 日百褐 H百褐 1f.' 行英長イl ロクロナT ロクロナデ・ 手持ちへ
EI主スコ 同転ヘラケ ラケズリ
リア砂村 ズリ

1'1色針状物

51208土器表

遺構 ¥Q ~ i♂ J己 日日純 出形 111を 1氏径 ~ifr'，:~ 
逃イf 色調 色調

肝;上 出入物 調整内ffl1 調書E外Ilfj
ロクロ

製作備考 備考。。 いHiIi 外I(li l主形調整

51-208 1 132 1J{.'J!.i器 杯 13.2 7.0 4.6 80 叩I赤担当 赤禍 w.' {I失・長6・ロクロナテ' ロクロナデ 手持ちへ
;';IJ，砂秋 !日|転ヘラケ ラケズ')
スコリア多 ズリ

51-208 2 1 5，63，65，91， 上師器 小1¥') 15.0 10 IYJ亦制 亦耗j 1在1 :{i1Jf・長11・ロクロナデ ロクロナデ
92 望E 'I!.母砂粒・ 干子守ちへラ

スコリア ケズリ

51-208 3145，61，95，97， I:r.lliilii 笠 21.5 10.0 32.8 70 燈 r4 1与， イI英長イ1 ロクロナデ ロヲロ十デ 常総!¥'!
100，101 主l手砂粒 ・ ヘラケズリ

スコリア

51-208 4 117 m忠日号 翌E 25.8 10 lこ，日L、 にぷい w.' .fi失・長む・ ロクロナデF 手持ちへラ
&1¥1 前fJ. 袋町・砂粒・ ケズリ テ

スコリア タキ ・ロク
(1色針状物 ロナデ
少

51-208 5 11，20，59，60 1J1}J;I~~i品 甑 26.0 13.0 23.4 20 I~J裕 IYJ悩 官、 ，6#と・長+i・ナデ ーケズ タタキ・ナ
丈~1主・砂粒 デ ・ヘラケ
スコリ 7 ズリ
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S1209土器表

泣f品 ¥α jj 百己 日品種 器J~ ul子 !戊径 日品高
遺干I 色調 色調

肝i土 T見入物 調整i勾而 調整外而
ロクロ

製作備考 1枯草
% 内I而 外而 成形調整

51-209 1 140，41 ~tL'Æ'，日告 十干 12.3 8.0 4.5 80 l こ.-)~I.、 ! こ..;~\，、 書， スコリ 7 凶転ナデ 1"1転ナデ lul転ヘラ ~.I~色処理

，'Ii.褐 &掲 砂粒 1"1転ヘラケ ケズリ
ズリ 同転ヘラ

キリ

51-209 2 1 75，95 ~n!r(*十 1日~，jj i-、1 14.3 9.1 3.0 80 tft 燈 干争f 長石・雲n.阿転ナデ ・ 向転ナデ 回転ナデ

付税 スコリア 問中ムヘラケ 1両l転ヘラ
ズリ キリ

51-209 3 1.18， 5K-437-1， 1:日市総 う担 18.8 10 IUJ剥 性j 1半f ナデケズ ナデヘフ

4，6，7 1) ケズリ

S1300土器表

泣f草 ~Q ii:記 t佐観 保形 口I壬 底径 ?ii:?':j 
逃イf 色調 色調

肝I上 混入物 調整l人H(ij 調捻外而
ロクロ

製作備考 f~ü }5' 
0& 内而 外ITij 1~民形調整

51-300 1 129 lニr.iU器 何; 10.4 6.9 4.0 90 にλ〈し、 にぷい 'a.'、 スコ 1)7・ 国恥‘ナデ lul転ナテず 手持ちへ 墨M<I'J
燈 f世 砂申立 ラケズリ

51-300， 2 4，17，18 ij'i!.!i，~:; 相、 13.6 8.2 4.0 90 1" If三 'Ii¥' イl英.1占イT 回転ナデ 1"1転ナデ 下持ちへ ~，t!、!:l夫J

砂約 THちへラ ラケズリ
ケズリ

51-300 3 12，18 ~IUJ!.探 十干 12.9 8.0 3.8 60 l こ"';~1.、 l こ...;~し、 長ょ .[i英長石 ・|回転ナデ 同転ナデ・ 手持ちへ

故+立 tii燈 雲母砂粒 H¥'ちへラ ラケズリ
ケズリ

51-300 4 137 5且!，!.i:~~ 何、 13.1 7.6 4.3 70 灰 !天 宅配 長石・雲母・同転ナデ 回転ナデ・ 手持ちへ IÀI~HI白，I'f_!，

砂粒 T 持ちへラ ラケズリ J1E 
ケズリ 1"1転ヘラ

キリ

S1302土器表

J立構 '0 ii-: ac 日書舷 総形 1 ，径 1[1王 Mr'::j 
逃イf 色調 色調

胎 1'. 浪人物 i凋事実内面l 調整外1m
ロクロ

製作I布考 備~。。 lλHui 外1而 loc形調整

51-302 ， 127 m忠器 益 11.8 7.7 1.7 40 1長 1五 'ff; 長行 ・砂利 回転ナデ 也l転ナデ ・
1"1転ヘラケ
ズリ

51-302 2 126 ifÍ!!'.~:品 lfb台 17.2 12.0 6.0 30 黄!五 ，Y(ljく 'Il¥' 長イ{砂粒 1"1転ナデ 1"1転ナデ ・ [11[1伝ヘラ
f.J柄、 1"1転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-302 3 130，31，13，15 上師器 阪 29.5 11.6 28.6 60 t霊 'Il¥' 1-i失・長イ，. ヘラナデ ヘラケズリ ・ナデ 常総l目・
雲母・砂粒・ ヨコナデ へラナデ ・ 外I師Wf・l
小傑 接合抗 ヨコナデ ，.:'j: 

S1303土器表

S1304土器表

遺構 '0 ?七 ~L 日品種 ~，W li1壬 底径 日品市
泣存 色調 色調

I1台上 浪人物 調整IAJI(ii J制整合H而
ロクロ

製fHU-0 備-0。。 内而 外ifli 成形調整

51-30.' 111 t師総 十'1' 2.0 10 燈 権 '品 コE母砂粒 "'1転ナデ !日l転ナデ ~.~ .1; 

51-304 2 159 士郎総 I，.J台 9.0 4.5 10 指 f在 ?長 長:{I，'JJJ: 同転ナデ 回転ナデ ・ 同転ヘラ ~ß 色処理
H軒、 スコリ 7・ ミガキ M転ヘラケ ケズリ

砂粒 ズリ 刑事正ナデ

51-304 3 131，33 ~!i!!J協 当E 33.7 -1 10.8 10 l大，'Ii.褐 l氏自E禍 在; 長石 .'[.:母 ・ヘラナデ ヨコナデ
スコリア ヨコナデ・
砂粒 {目、燦 当てj主Jfi

51-30.1 4 119，22，25，30， I-.sili部 瑚ι 19.2 8.4 31.7 40 IVJ亦褐 IUJ亦掲 担l 石英 l::fu・ヘラナデ ヘラケズリ 常総型

37，39，43，50， 二!et):，スコ ヨコナデ ・ ヘラナデ ・ lλl外lfii煤
56，62，63，69， リ7・砂粒 輪有(痕 ヨコナデ ・ f，hVI 外
85，86 小際 ミガキ IfIi'%の砂

H.'; 

S1305土器表

泣悦 :¥0 jj 記 器{ji 日+形 Ji!壬 !えf干 ~"，'，五
逃存 色調 色調

胎 lニ 1比人物 調整内Tui 調轄外面 ロクロ
製作備~ f;u 考

% 件JI面 外面l 成形調整

51-305 1 186 七日市~:; 折、 12.0 8.6 4.2 40 極 Ilf ?十; 22母ースコ 阿軒、ナテ 1"1転ナデ・同転ヘラ
リア 1"1転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-305 2 1 106 仁附lf.~ 鉢 14.6 8.2 7.1 90 位 m ¥'1'; 1i失・長.fi， ヨコナデ 干持ちへラ 干持ちへ 外l而:J'J，l[
雲母 ミガキ ケズリ ・へ ラケズリ 煤付才i

ラ十デヨ
コナデ

51-305 3 1139，142 須恵器 蓋 17.8 2.9 60 IlfJ褐 l別褐 '/f; "fl'!: スコ Inl転ナテ lul転ナデ 内外面煤
リア砂粒 同転ヘラケ 付着

ズリ

51-305 4 1 67，68， 137， ~!i!!~(，~ l白>>，ム11 17.8 9.8 3.7 30 IUJ赤制 l列赤禍 司監 長，{1 スコ 1"1転ナデ 同転ナデ 1111転ナデ
138 j.J盤 リア ・砂粒

S1306土器表

。。



遺構 IiQ t主 目己 せ号事E 2苦形 口径 Jifi聖 器高
遺存 色調 色調

混入物 調整1λli面 調整外l面
ロクロ

製作備考 備考
90 I*JiTfi 外I師 胎1 成形調整

51-306 2 156，130 1j~!J.r.~号 蓋 14.6 3.6 70 賞灰 ，Vi灰 宮、 長.(i・スコ 101転ナデ 回転ナデ ・ 火様
リア・砂粒 l叫転ヘラケ

ズリ

51-306 3 163 {11!J!.?，i平 1島 14.6 3.2 70 抗灰 前!疋 可E 石1fと・長品 ・回転ナデ lロ|転ナデ. 火禅
砂粒小傑 向転ヘラケ

ズリ

51-306 4 1133 須曹、:r，.; I可能 21.8 6.6 50 前灰 黄!疋 1宇f 長石 ・雲母・ 回転ナデ 回転ナデ 透かし孔
砂粒小傑

51-306 5 11，34，48，50， 須!J!.器 現~ 19.6 -1 14.4 40 IVJ悩 FVJ褐 司王 砂粒 ヘラナデ・ ヘラナデ ・ 内外而i煤
52，73，136， ヨコナデ・ ヨコナデ f.!i'i 
147 指頭指i

51-306 6 1 35，36，37，38， *J'í!!!.~~ 刻Aし低 18.0 9.8 28.5 70 l こ..;~し、 にぷい .吾: 長石・雲1'):・ ヘラナデ ヘラケズリ 1*1外面煤
39，41，42，43， 褐 禍 砂粒 ヨコナデ ヨコナデ ・ 付着
58，59，60， 輪積一痕 タタキ

144，145，149， 
151，152，146 

S1307土器表

j世十品 ~Q ii: ;t己 器種 ?~形 1-11壬 l瓦1革 日Frz逃イT 色調 色調
胎 t 浪人物 調整l勾而 調整外而

ロクロ
製作備考 備考

% l人li而 外面 成形調整

51-307 1 1 1，348，761 tr.市桜 杯 16.0 8.6 4.4 70 鐙 燈 '8; スコリ 7 同転ナデ・ 回転ナデ・ 回転ヘラ 塑色処理 ヘラ空iき
砂粒 ミ力「キ 阿転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-307 2 11，4，38，405 上師?寺 何、 12.3 7.0 3.9 70 燈 燈 官} 雲母 ースコ 向転ナデ !日|転ナデ. Inl転ヘラ 外面煤付

リア ー砂粒 1['1転ヘラケ ケズリ Jf 
ズリ 1"1転糸I;JJ

無調整

51-307 3 13，597，598， 上師器 杯 11.9 7.2 3.7 80 淡黄燈 淡黄燈 高f スコリア liil転ナデ I!!I!.伝ナデ . 1"1転ヘラ
599，608 砂粒 l旦l転ヘラケ ケズリ

ズリ 回転糸切

り
無調整

51-307 4 11，522，706 上師lt'J料、 12.0 i.3 3.6 30 淡黄燈 淡f竜燈 'ii'i スコリア ・ M転ナデ 回転ナデ 目 !日l転ヘラ
砂粒 回転ヘラケ ケズリ

ズリ 無調整
l叫転糸切
り

51-307 5 1 535，536，542 仁自Pr..杯 11.8 7.4 3.9 70 燈 位 帝 :31主スコ l叫転ナプ 凶転ナデ 阿転ヘラ

リア砂粒 回転ヘラケ ケズリ

ズリ |叫転糸切

~基調軽

51-307 6 1 3，435，446， 上師器 判、 11.8 6.0 3.6 70 鐙 極 'if，' 雲母 ・スコ 同転ナデ 同転ナデ ー 回転へフ

546 ')7 l叶転ヘラケ ケズリ
ズリ 阿転糸切

lnE湖務

51-307 7 11，466 1師器 判L 11.8 7.6 3.6 70 権 燈 'ff.' 雲母 ・スコ 阿転ナデ 同転ナデ ・ 1"1転ヘラ 外聞.T，斑
リ7・砂粒 恒l転へラケ ケズリ

ズリ 1"1転糸切
り
無調整

51・307 8 13，419，454， 土師器 材、 11.7 7.0 4.4 70 程 者宣 官、 スコリ 7・ !日l転ナデ 回転ナデ ・ 恒l転へフ 外I国型斑

572，761 砂粒 同転、ヘラケ ケズリ
ズリ

51-307 9 1440，554 J帥?> 1111 16.2 9.4 3.1 80 符 燈 '8'; ヨ1I主 ・スコ 伊l転ナデ 同転ナデ・ 1"1転ヘラ
リア 手持ちへラ ケズリ

ケズリ 回転糸切

51-307 10 561 」削器 ずB1r3ムD 11.8 7.3 4.7 70 t守 怪 ~: '王i主スコ 同転ナデ ・ 1"1転ナデ !日l転ヘラ へフ占き

f.J杯 リア ミガキ ケズリ 外l面:I¥l)l

51-307 11 4，611 土師硲 判、 11.6 7.1 3.9 70 m 燈 1f;‘ 雲母 ・スコ 回転ナデ 回転ナデ 回転ヘラ 遺書

リ7 砂粒 回転ヘラケ ケズリ fl珂」ヵ
小傑 ズリ ['1転糸切

腕調整

51-307 12 354 土日ip器 杯、 思 符 を: 石英・長イヲ ロクロナデ 回転糸切 虫色処理 m書
スコリア 1) 「閃」
砂粒。'_BJ:): 1"1転へラ
多向色針 ケズリ

状物少

51-307 13 2，62 七日市総 料、 13.6 7.6 4.0 10 燈 r..f * 
スコリ 7・ Jiil転ナデ l両l転ナデ 1"1転ヘラ 選手i
砂粒 凶転ヘラケ ケズリ 「工J

ズリ

51-307 14 3，588，591 上師器 杯 12.0 6.0 3.6 40 t登 極 1t' スコリア 悶転ナデ !日l転ナデ. 凶転ヘラ 辺住

砂粒 同中Lヘラケ ケズリ
ズリ llil転糸1;1)

1) 
無調整

51-307 15 383，700 t師w，.; 柄、 14.4 7.6 4.6 60 鐙 f在 官、 雲母・砂粒 阿転ナデ・ 間転ナデ・ 回転ヘラ 盟色処理 外面m斑
ミガキ l叫転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-307 16 605，606 七師器 十f、 11.3 3.8 40 4畳 俗 密 雲母スコ 阿転ナデ・ 回転ナデ 虫色処理

リア砂約 ミガキ 手持ちへラ

ケズリ
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遺構 トむ 注記 ~~fl重 器形 口径 底径 器開
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外面
ロクロ

製作備考 備考。古 内而 外而 成形調竪

51-307 17 3，282，555 土師~ 十干 12.8 6.8 4.0 30 燈 槌 1R 石英長石・ ミガキ 回転へフケ 回転へラ
雲母砂粒。 ズリ ・ナデ ケズリ
スコリ 7少 l可転糸切

51-307 18 486，662，764 m恵器 折、 13.2 7.3 4.3 40 灰黄 灰111 1思 石英スコ 回転ナデ 同転ナデ ・ 手持ちへ 外I而'.IA1ll
1)7 砂粒 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-307 19 1，2，3，4，167， {n!J!.~1f 村、 15.7 9.2 4.8 40 i先j!i.褐 淡1吉弘j ，&; 砂粒小燦 回転ナデ lロl転ナデ 手持ちへ 外而煤付
309 手持ちへラ ラケズリ ，{e 

ケズリ

51-307 20 1，217，607 mT!.':~ 杯 14.0 8.0 4.4 40 灰i有 灰前 1f.' 'is1手・スコ 同転ナデ 阿転ナデ・ 手持ちへ
リア 手持ちヘラ ラケズリ

ケズリ

51-307 21 4，332 在:u恵探 杯 12.5 8.0 3.3 50 !こ~...、 lこ.;;し、 'ff，' 長石 ・スコ 1111転ナデ 1111転ナデ ー 手持ちへ
liif立 ，VI燈 リア 千持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-307 22 1，4，265，497， ~Ji!J!.i*十 判、 12.4 7.0 4.1 60 !太政樹 灰，W褐 密 スコリア ・ 回転ナデ 回転ナデ ・ 手持ちへ

553，761 砂粒 手持ちへラ ラケズリ
ケズリ

51-307 23 1，668，674， ~Jî~:?* 材、 12.7 7.1 4.3 90 lこ.;;し、 l こ ~v 、 密 長石・スコ 回転ナデ 回転ナデ・ 手持ちへ 外面煤付

692，719 極 鐙 リア 手持ちへラ ラケズリ :tIi 
ケズリ

51-307 24 523 須恵器 材、 12.1 7.2 4.3 90 褐灰 約灰 窓 スコリア 回転ナデ 凶転ナデ 手持ちへ
砂粒 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-307 25 639，695，761 須]恵器 杯、 14.2 7.4 4.1 40 黒褐 思尚 ?若 石英・スコ 回転ナデ 回転ナデ ・ 手持ちへ 外聞~Hn
1)ア砂粒 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ 同転ヘラ
キ1)

51-307 26 1，2，3，234， 須JJ!，器 何: 12.9 7.2 3.9 40 i別赤禍 l珂赤褐 密 :sn スコ l匝l転ナデ 回転ナデ ・ 手持ちへ 内外而県

481，761 ')7・砂粒 手持ちへラ ラケズリ !lI 
ケズリ

51-307 27 1，2，4，544 須!~器 折、 12.5 7.2 3.9 90 褐灰 褐灰 苦J 長石・スコ 凶転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
リ7 ・砂傑 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-307 28 2，482，576， 須!&~器 判、 13.2 7.0 4.3 90 l天 !正 色、 石英スコ 回転ナデ 凶転ナデ ・ 回転へラ
761 1)7 砂粒 回転ヘラケ ケズリ

ズリ 回転ヘラ
キリ

51-307 29 1，2，532， 須JM，器 材、 12.7 7.8 3.7 70 l:k 灰 ¥'l色 スコ')アー 回転ナヂ 向転ナデ 1m転ヘラ
225-59-1 砂お 同転ヘラケ ケズ1)

ズリ

51-307 30 1，4，30，57， 須恵器 相、 12.4 6.8 3.8 70 灰寅 灰賞 空E 長石スコ 阿転ナデ 同転ナデ 101転ヘラ
204，534 リア砂粒 手持ちへラ ケズリ

ケズリ

51-307 3113，4，494，610 須恋器 材、 10.7 6.7 3.6 80 型倒 !J~褐 ，&，' 長石砂粒 同転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
手持ちへラ ラケズリ
ケズリ

51-307 32 1 2，324，593 ~ruJ!.?'~ 十f・ 13.2 1.1 4.3 70 ，W褐 旦1褐 宮、 石英砂抗 向転ナデ 阿転ナデ・ T持ちへ
小傑 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-307 331653，741，744 t師22 小型 10.8 7.0 10.8 50 明赤褐 明赤lfJ ?官 スコリア ヘラナデ ・ ヘラケズリ 手持ちへ 外面l煤付
楚 砂粒 ヨコナデ ヨコナデ ラケズリ 着

51-307 3'1 1 634，644，645， 土師器 望E 20.8 28.5 70 控 燈 粗 石英・長石・ へフナデ ー へフナデ ・ 常総1I'J.
647，648，649， 雲tJ.砂粒 ヨコナデ ヨコナデ I);J外而煤
650，654，657， 小際 ミガキ 付着
660，663，664， 
669，670，671， 
672，675，684， 
690，707，708， 
726 

51-307 35 1 678，680，681， t師器 斐 19.6 -1 13.5 20 にぷい にぷい 'ff，' 石英・長石・ヘラナデ・ ヘラナデ ・ 常総型 ・
712，713，718， 控 燈 雲母 ・スコ ヨコナデ ヨコナデ 外而煤付
736，739，751 リア ー砂粒 輪fI'i痕 :{Ii 

51-3日7 3611，216，551， 須JtI.器 型主 29.8 -1 22.7 20 燈 tH 苦f スコリ 7 ヘラナデ ・ ヘラケズリ
564，636，641， 砂粒 当てHlU ヨコナデ・
728，761，762 タタキ

51-307 37 1 1，2，4，184， 須恵器 望E 28.6 15.7 26.2 80 燈 燈 官、 ヘラナデ ・ ヘラケズリ 絡調整
186，188，191， ヨコナデ ・ ヨコナデ
304，336，339， 当てf!.痕 ・ タタキ
340，366，367， 輪積痕
368，369，371， 
375，376，380， 
404，410，411， 
473，499，5∞， 
503，504，505， 
506，507， 
510-514， 
527，549，550， 
562，563，564， 
566，569，608， 
616，620，633 

戸
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遺構 Nn 注記 器種 r.時形 口径 底径 総高
泣存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内面 調'I¥!'外而
ロクロ

製作備考 備考。% l勾而 外而 成形調整

51-307 38 1，104，508， m恵日早 阪 31.7 15.0 37.1 60 にぷし、 』ニ...s~\..、 ¥ii' スコリ 7・ ヘラケズリ ー ヘラケズリ
509，643，651， 燈 信 砂粒 ヘラナデ ナデヨコ

652，656，659， ヨコナデ ナデデタ

679，688，689， 輪税痕 キ
696，701，710， 
711，714，717， 
722，724，733， 
749，764，220， 
612，661，685， 
702 

51-307 39 70，80，87， m忠?:1 !'Il¥ 40.5 15.0 36.9 60 に~\、 lこ，，;¥、 言量 スコリ 7 ヘラナデ ヘラケズリ・

331，333，423， 燈 燈 砂粒 ナデ・ヨコ

451，515，640， ナデタタ

646，658，676， キ
691，697，699， 
715，723，725， 
730，740，748， 
761，696 

S1308土器表

j世椛 ヘ:u r七 百己 器種 器形 口径 底i王 止平日
遺存 色調 色調

胎十 浪人物 調整l勾I師 調整外IIli
ロクロ

製作備考 {曲考。自 内面 外而 l点形調整

51-308 1 138 j二師?~ 材、 14.1 5.6 4.7 40 l こ...;~し、 lこ...;.;¥..、 可監 雲母スコ 阿転ナデ '"1転ナデー 手持ちへ 黒色処理! 外耐i，'P-:斑
制 褐 リア・砂粒 ミガキ 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

SI-308 2 11，26 上自i~ :r. YドuT』ム仁3 14.7 5.5 30 鐙 極 ?2. スコリア J[iJ車正ナデ 向転ナデ 阿転、ヘラ 施内外l函よ'¥I 
N何、 砂粒 ケズリ

51-308 3 11，2，12，13， よ師器 羽釜 18.2 -1 12.0 40 位 4畳 f，; 長石スコ ヘラナデ ヘラケズリ ー 内外側 |
29，41，47 リア砂枝 ヨコナデ ヨコナデ 付Zi

S1310土器表

遺構 ~ì: ;1己 ?:.;種 器jf~ 口径 j直径 日早i匂
遺存 色調 色調

胎上 混入物 調整l"llfii 調整外iui
ロクロ

{曲~.No 
% 内而 外而 成形調整 製作備軍

51-310 I 181 七日市器 杯 11.3 4.0 3.2 90 褐 問 密 長石 ・2E-母・ I~I転ナデ '"1軒、ナデ 同転糸切

砂椋 1) 匝調
整

51-310 2 169，3 t師器 杯 11.0 4.1 3.5 90 lこ.$¥..、 に，，;し、 密 長石・砂粒 lul転ナデ 阿転ナデ 同転糸切 内而炭化
褐 fも1 り皿J調 物つH4i

整

51-310 3 12，16，18，19， t師器 初、 11.3 4.4 3.4 70 授 草E ¥1'; 雲母 ・砂粒 Jul転ナデ l凶転ナデ 凶転糸切

20 り
無調整

51-310 4 12，3，9，10 t師?:， 杯 12.3 5.0 4.3 60 にぷい に~\、 '位 イI英・雲母・ 回転ナデ l凶転ナデ 悶転糸切

褐 褐 砂粒 り
興調整

51-310 5 11，62 陶務 IHUjA口a、 11.6 6.2 2.5 30 灰黄 灰黄 窓 長Ti・スコ 凶転ナデ 阿転ナデ 回転糸1;1) 革主:lih
j.J椀 リア り

51-310 6 172 上師:m 町、 11.3 4.9 3.2 80 l こ J~\.. 、 l こ~\..、 ¥1i 長'[i・1・1主・ '"1転ナデ li'l転ナデ 刷転糸切 ヘラ-ltき
褐 褐 スコリア砂 り I X (+)J 

本立 lλl面I煤H
着

51-310 7 1 2，12，14，60， 二七師総 判、 17.5 5.4 5.2 20 lこ，，;¥、 lこ~し、 ¥1'; 砂粒 回転ナデ |国転ナデ 量調整

66 極 燈

SI-310 8 139 m!1.'.?詩 柄、 11.7 7.2 4.0 60 明樹 I~j褐 ¥1'i 石英・長石 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ ヘラ書き

3E母スコリ ラケズリ I z J 
了 内外1111煤

付.?'i

51-310 9 11，5，18，88 土師器 高fi 14.1 8.4 5.9 80 l こ~し、 にぷい 容 石英長石・ 阿転ナデ 1"1転ナデ 火律 内外I回煤
付制、 褐 褐 工"主・スコリ 十t"vi 

ア

SI-310 10 1 75 土師指 杯 11.8 5.6 3.5 60 にぷい lこ""し、 密 砂粒・スコ l叫転ナデ !日l転ナデ 回転糸切

制 褐 リア り

S1311土器表

S1312土器表

遣椛 No ii 記 R，Hn 器形 円径 !瓦径 器211 遺存 色調 色調
胎 t 浪人物 調整内l而 調整外而

ロクロ
製作備考 備考

% r"Jiui 外I而 成形調整

51-312 1 1 S1338-63 m志~" 一『打"Jム仁3 20.3 11.7 4.9 80 &1:五 黄b正 '1t，' スコリ 7 ・ 1"1転ナデ liil転ナデ. 回転ヘラ
付骨量 砂純 回転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-312 2 1 51338-2，3， 上師;r..; 宝E 21.9 -1 19.8 40 般 位 ¥1'; イ1英・1:付・ ヘラナデ ヘラナデ '出総:~I凹

11，12， 13， 15， 砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 外I師w;付
16，17，19，21， ミガキ 4、色i
24，26，40，41 

S1313土器表
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遺構 '{o 
実測

注記 ~;;H( 総Jf~ LI径 Ii<<径 器高
遺存 色調 色調

胎土 浪人物 調整l勾而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
~Q % l人Htij 外IHi 成Jf~ 調整

51-313 2 1597 165 須TJ!，器 4干 13.4 7.8 4.0 40 灰 I}日 ii¥' 長石砂粒 ナデ ナデ手持

小磯 ちへラケズ

51-313 3 1596 225，226 i.(j!!!:~;; 折、 13.5 8.0 4.1 80 灰 I'J< 性; [fil転へラ 火棒
ケズリ
同転ヘラ
キリ

51-313 4 1595 150 ~TI!!~器 十干 13.2 8.0 4.0 40 l天 !頁 苦f スコリ 7 ナデ ナデ ・回転 回転ヘラ

砂粒 ヘラケズリ キリ

51-313 5 1611 1，3，4， 3良!ι2品 柄、 12.9 7.5 3.6 50 1;正 1長 空量 長イJ 砂粒 ナデ ナデ 1"1転へフ 火禅

119，122， キリ

177 

51-313 6 1598 145 須忠23 H、 12.3 7.7 4.5 50 1長i'li 1氏黄 1t.' ヨ>1手・スコ ナデ ナデ ー下持 In時:ヘラ
リア砂粒・ ちへラケズ キリ

小燦

51-313 7 1604 128，169 須官、総 蓋 2.5 60 灰白 l長白 宮、 スコリ 7・ ナデ ナデ I~I転
砂粒 ヘラケズリ

51-313 8 1563 192 上師探 台付 4.5 30 赤禍 赤能j 密 芸t): ヘラナデ ヘラナデ 外面l煤付

斐 着

51-313， 9 602 69 m恋:r.~ 日給 6.2 20 Wi灰 1il灰 ¥'l¥' 長石 ・小磯 ナデ ナデ

(出杯)

51-313 101603 2，230 ~r{!M.日5 rz骨量 5.9 20 !疋 灰 宮、 砂粒小隊 ナデ・ナデ ナデヘラ

1高杯) ヘラナデ ナデ

51-313 11 1605 35，117， 土師古寺 何、 14.8 5.8: 90 府 燈 ?主 砂粒 ヨコナデ・ ヘラケズリ ・

182 ミガキ ヨコナデ・
ミガキ

51-313 121601 4，19 ~J'i!~，Qf 短頚 5.8 4.9 20 灰 灰 1f.' スコ 1)7 ナデ ナデ

!:当ι吋 小燦

51-313 131562 4，113， 二u，申23 対~ 10.8 6.4 40 Ilfl赤鰯 i珂赤褐 相l 砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ ・ 内外而煤

166，168， ヨコナデ 付着

219 

51-313 141600 228 if[!1I.器 I自E身SB，「L、1 10.2 2.4 10 黄灰 黄灰 可E 長石・'SI主 ナデ ナデ回転

H料、 砂粒 ・小傑 ヘラケズリ

51-313 151561 3，4，96， ~!Ü~T，:r."f 専J修~ -115.4 14.2 20 政灰 賞灰 密 砂粒・小蝶 ヘラナデ ヘラケズリ・ 遺物不明

158，218， ナデ・指頭 タタキ

227，240， 痕・接合板

241，242 

SI-313 161599 3、 陶掠 耳I皿 5.3 3.2 70 淡Wi 淡11，'/f.' 砂粒 ナデ ナデ 同転糸切 I;i{利l

51-367-1 
区， 10

SI314土器表

遺構 No il 百己 日品純 器Jf~ ul毛 底径 *f~'~ 
泣存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外面
ロクロ

製作備考
% 内面 外ITli 成形ー調整

51-314 1 12，8 二七郎器 折、 12.7 5.8 4.0 60 +畳 松 1t.' 雲母 ・スコ ナデ ナデ 回転糸切
1)7・砂粒・

小傑

51-314 2 12，3 上仰器 判、 15.4 7.4 5.6 30 l こ ";~I，.、 淡黄位 官、 スコリア ミガキ ・ナデ ナデ匝l転 回転ヘラ
燈 砂粒 ヘラケズリ ケズリ

51-314 3 1 20，21 上師:!iI 料、 12.5 6.2 3.7 40 l こ~\..、 にぷい 魚、 雲Iま砂粒 ナデ ナデ・問転

燈 t1f ヘラケズリ

SI317土器表

SI318土器表

遺構 ~Q it ~己 昔話樋 時形 LJ径 I民径 ~寺高
ji'l存 色調 色調

胎土 混入物 調整内而 調整外ilii
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外I両 成形調整

51-318 1 1 51，68，69，70， 須!d7o;; 斐 21.4 22.2 40 赤禍 赤悩 空* 長1i砂粒 ヘラナデ・ ヘラケズリ
72，73，74，75， 小燦 ヨコ十デ ヨコナデ ・

76， 77，78，88， 当て具痕 タタキ

90，91，92，93， 
95，96，98， 
102， 103， 107， 
89 

SI319土器表

遺ii'1i 可。 註記 器種 器形 口径 !ま径 器商
造存 色調 色調

酎t土 混入物 調軽内1m 調整外商
ロクロ

製作備考 備考
% IAJI面 外面1 成J~ 調整

51-319 1 115，45， 土師総 柄、 13.4 7.4 4.5 20 にぶい 1こ，日い ¥I'; 雲母砂粉 ナデ ナデ 回転糸切 内外面煤

51335-1 燈 燈 り 付着
量調整

51-319 2 18 土師70;;H、 14.2 7.2 3.9 10 l珂赤褐 l列赤褐 京、 雲母スコ ナデ ナデ回転 内而泉施
リア砂粒 ヘラケズリ

51-319 3 13，5，10，11 士側部 1lI1 14.1 6.5 2.6 40 l こ..;~"、 にぷい 密 スコリア ナデ 回転ナデ 1m転糸切

赤制 赤褐 砂粒 手持ちへラ り
ケズリ

51-319 4 1 27 土師総 望主 20.1 6.0 10 にぷい 』こ~\r、 ，/f:，' 長石雲母 ヘラナデ・ へフナデ， 'i~ 総型
1l7. 按 砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 内而煤付

お

51-319 5 149，59，61，62 土師器 翌E 18.8 -1 11.5 20 にぶい にぷい 密 砂粒 へフナデ・ ヘラケズリ・ 常総型
燈 控 ヨコナテ・ ヨコナデ

口
O



SI320土器表

遺構 可。 il 記 t.H重 器形 l寸径 lま径 器高 遺干f 色調 色調
胎上 混入物 調整内而 調整外而

ロクロ
製作備考 備考% 内[白 外而 成形調整

51-320 1 11，2，3，15，44， 須:'i~~ 折、 13.3 8.3 4.5 40 1:1( 灰 W-; 長石 ・雲I'J;・ナデ ナデ手持 回転ヘラ
127 小際 ちへラケズ キリ

SI-320 2 11，10，100， 須![!:器 何、 13.3 7.3 4.0 40 1灰 灰 密 砂粒・小際 ナデ ナデ手持
143 ちへラケズ

1) 

51-320 3 1 134，153，154 須恵器 折、 13.2 7.3 4.5 80 灰 灰 ¥1'; 長石 ・小磯 ナデ ナデ・手持

ちへラケズ

51-320 4 1133，140 1J1!~~器 杯 12.8 7.2 3.7 80 FA 灰 密 砂粒小傑 ナデ ナデ ・手持
ちへラケズ

SI-320 5 111，47，122 土師2P 斐 22.3 8.0 10 灰黄褐 灰黄絹 密 雲母砂粒・ ヘフナデ・ へフナデ 常総Jjjリ
小磯 ヨコナデ ヨコナデr

51-320 611，4，23，91， 土師器 高A 19.8 ~.~ 25.4 60 明赤褐 明暗1褐 官; スコリア ナデ・ヨコ ヘラケズリ・ 外I町煤付
132，137，150， ナデ ヨコナデ 'fi 
155，23R-80 輪干¥Wi

SI-320 7 11，135，142， 土師古書 斐 22.5 15.6 50 明赤尚 i財赤尚 'A' 雲付 ・スコ ヘラナデ ヘラケズリ ・
150，152，158 リア ヨコナデ ヨコナデ・

輪積痕

SI321土器表

j世構 '10 1主 ~c ~~樋 器形 口f壬 底径 器民iiI'i存 色調 色調
胎士 混入物 調整内而 調整外面 ロクF 調ロ生Elli 製作備母 備考% i大;1町 外而 I&:Jf;; 

ST-321 1 152 _Lr.l，?品 杯 12.9 7.3 3.8 80 』こ.，;;し、 hこぶい '* 雲B): スコ 回転ナデ 回転ナデ ・ 回転ヘラ 外iltl黙斑
赤褐 赤褐 リア砂約 [n[ 中~ヘラケ ケズリ

ズリ水ヲ!

JR 
SI-321 2 11，4，6，8，9， t師器 斐 21.6 -[ 22.1 20 l明褐 l別褐 粗 砂粒・小磯 ヘラナデ ー ヘラケズリ 内外而煤

12，13，71，72， ヨコナデ ヨコナデ・接 j.h'， 
73，75，123， 輸積張 合痕
125，130 

SI-321 3 14，50 !fiy1!.お 翌E 29.5 8.3 10 明赤褐 明赤褐 密 If]，奇主 へフナデ ・ ヨコナデ・
ヨコナデ ・ タタキ

当てJl痕

SI322土器表

遺構 ~o. I五 五己 日品種 器形 口径 1立径 器高
遺存 色調 色調

胎士 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 t曜i考% l人l而 外商 成形調整

51-322 1 145，108 J師器 #、 13.0 6.5 4.0 90 燈 程 祐、 石英 ・スコ ヘラナデ ・ ヘラケズリー 手持ちへ ~H!rr為J
リア・砂粒 ヨコナデ ヨコナデ ラケズリ 内外面製
小傑 斑

SI-322 2 12，28，57，59 二上自国~~ 何、 12.9 7.3 4.5 50 叩i担i褐 明前褐 密 スコリア 回転ナデ 回転ナデ 回転ヘラ 内外国I黒
砂粒 ケズリ 斑

向転糸切
り
経調盤

51-322 3 115，62 t師総 杯 14.5 6.8 4.1 40 赤匝j 明赤褐 '/f，' スコリア ・ 回転ナデ 削転ナデ [!jJ転糸切 内外面里
砂粒 手持ちへラ 斑

ケズリ 手持ちへ
ラケズリ・

無調整

51-322 4 12，30，63，65 土師?~ 何、 13.6 7.3 3.5 50 叩l赤禍 l珂赤褐 '告} 雲i主・砂粒 回転ナデ [rJ]転ナデ 凶転糸切 ヘラ書き
1) 
無調整

SI-322 5 1 35，58 u市器 1m 13.7 7.6 2.6 80 燈 燈 密 {i1A・1コ [，，[転ナデ !日l転ナデ 回転ヘラ
リア砂粒 ケズリ

l叶転糸切
1) 
無調整

SI-322 6 12，4，37，66 土師日早 何、 13.6 7.0 4.1 50 l則前掲 t登 'ff; スコリア 凶転ナデ 回転ナデ・ [Itl転へラ ヘラ書き
砂粒 凶転へラケ ケズリ 内外国煤

ズリ 同転糸切 付着線刻

r + (x)J 
SI-322 7 13，41，86，89， 年i!t!.~~ 登 23.5 13.7 26.6 60 I珂赤褐 赤m 'ff，'、 スコリア ヘラナデ ー ヘラケズリ・ ナデ 内外而黒

92，95，96， ヨコナデ ・ ヨコナデタ 斑

101，103，104， 輪積痕 タキ

106，111 

SI323土器表

j~ 1持 ¥0 H:: ;i己 告書種 持形 11径 底径 ~高
1立合一 色調 色調

監1土 混入物 調主主内面 調務外面
ロクロ

製作備考 備考
% l人;1面 外I面 I占形・調主主

51-323 1 1 1，10，28，40， 須恵、;r.~ 何: 13.0 8.6 3.8 60 灰黄禍 灰黄褐 宅E 雲母 ・スコ 阿転ナデ ナデ阿転 [u[転ヘラ
80，81 リア ・砂柱 ヘラケズリ キリ

水引痕 証調整

51-323 2 11，100，113 須虫、日告 相、 14.2 9.0 4.1 40 賞灰 黄灰 ¥'f.' 石英・雲母・ [~I転ナデ 回転ナデ 手持ちへ 線刻

スコリア ラケズリ 「キ」
回転ヘラ

キリ
担調轄

51-323 3 12，89，94，1 {ii!3器 何、 14.0 8.6 3.5 70 制灰 褐灰 官f 長石 ・スコ 回転ナデ ナデ ・回転 回転ヘラ
')7・ ヘラケズリ ケズリ

担調主主

51-323 4 [9 {ftI!"(器 盤 14.4 2.1 20 黄IJ< 黄灰 富- 長石・砂粒 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ 火楳?

ラケズリ

-988 



:ii'lWi Xo il 記 m且 告書形 口径 底t干 i*f;';'~ 
遺存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
% 1!-1而 外I([j 成形調整

SI-323 5 11，106，111， 土師器 王監 21.5 10.2 20 ， : ~l"、 lこ...)-;¥t、 苦f 長石・雲母・ ヘラナデ ・ ヘラケズリ・ 武蔵型

119 褐 褐 スコリア砂 ヨコナデ ヨコナデ輪

粒 積痕

SI-323 6 1 2，32，35，52， 須!s?'~ 自民 34.8 15.8 26.5 50 政灰 黄灰 11，' 雲母・砂粒 ヘラケズリ ヘラナデ ヘフナデ
6，，67，75，87， 小際 ヘラナデ ヨコナデ i

90，112，36 "iて.Joi，痕 タタキ

S1324土器表

遺f品 '¥U 注記 iliH壬 ~;.;形 口径 !ま径 ?'il:，~~ 
遺存 色調 色調

JJfi土 混入物 調軽1"11M 調蜂外1(11
ロクロ

製作 l~ü)!， l~ü 考
% l人l而 外匝l 成形調整

SI-324 1 14，15，16，17， ~j'i!J;(~ff 判、 13.7 9.1 4.6 80 191灰 1911λ ?干』 砂粒 同転ナデ lロ!転ナデ 手持ちへ 外而煤N
23 ラケズリ 花市~i 

SI-324 2 112，61 須恵器 杯 13.8 7.6 3.9 70 IYJ灰 明灰 苦f 砂粒 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ 民郊外面

ラケズリ 線刻

SI-324 3 156，60 t師器 斐 18.8 5.0 10 燈 llf 密 砂粒 ヘラナデ・ ヘラケズ ・ 武蔵型

ヨコナデ リヨコナデ

S1325土器表

】世構 'iu r七 言己 総括l ir.~形 Dl手 底径 日号高
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内l(ij 調整外1m
ロクロ

製作備考 備考
% 内而 外I町 成形・調繋

SI-325 1 11，2，31，58 t師6;f 材、 11.0 6.1 2.9 80 槌 程 官 スコリア jiiJ転ナデ 恒l唱えナデ 阿転糸切 内外而煤

砂粒 fHi 
無調理主

SI-325 2 1 1，49 I.UTIir.i品 杯 10.9 6.4 2.6 80 権 4す 'ff， スコリア 回転ナデ 回転ナデ 回転糸1;1) 外I而引斑
砂粒 り

熊調整

SI-325 3 13 土師器 杯 10.8 10 灰色 l ニ~l"、 密 石英・長石・ ヘラミガキ 回転ナデ i事付着
褐 スコリア・砂

粒白色$1
状物少.24
fま

SI-325 4 J 1 上帥器 判、 10 灰色 灰樹 1fr: 雲母 ・1コ 1m転ナデ 同転ナデ 漆H，'i
リア

SI-325 5 1 2，20，22， 23， 土師25 料、 13.3 6.0 4.5 90 掻 経 ?百 雲!J: スコ M転ナデ ー 凶転ナデ・ Iw転糸切 虫色処里n
24，25 リ7 ・砂粒 ミガキ 回転へラケ

ズリ 無調整

SI-325 611，2，10，56， t伺j r.~ 軒、 14.1 6.2 5.4 70 控 位 官1 スコリア 回転ナデ ・ 回転ナデ ・ JiiJ転糸切 単色処理

59，57 砂粒 ミガキ 手持ちへラ
ケズリ 舞調整

SI-325 7 11，2，4，12，13， 土師lr.~ ず，，".干J仁5 14.9 7.0 80 f置 位 密 スコリア ・ ミガキ JiiJ 凶+.iナデ "-'1中ムナデ I~I 而î! ，I:'，J)l

14，27，53，54， ft村、 砂校 転ナデ

55，不明l

SI-325 811，2，47，76 土師協 足高 15.2 5.6 60 f登 f置 11.' スコリア 阿転ナデ 回転ナデ 問中Lナデ
ずドl了j，rL1 、 砂粒

H判、

SI-325 9 11，2，65，70 士師*十 JE高 14.9 7.1 4.7 70 燈 t宣 '訟 石英・芸母・ 回転ナデ 民l転ナデ 折、剖i底剖i
古/nJムD スコリ 7 ・ 回転糸切

H杯 砂粒，スコ り 匝調

リア白色 盤後日台

針状物少 1I1il)付け

SI-325 10 1 61 tr.m~. 足高 15.2 4.1 70 燈 燈 'tf，' スコリア 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ 外1m里斑
高台 砂粒 同転糸口j

付杯

SI-325 11 1 60，64，72，73 土削I探 重主 18.0 17.8 40 燈 191赤禍 担l スコリア ヘラナデ ヘラケズリ・

砂粒 小傑 ヨコナデ ヨコナデ・輪

t.'Hit 

S1326土器表

遺構 'iu ij 記 日品種 r，ii形 U径 底径 ~-f#Jj 
j宜存 色調 色調

胎土 混入物 調整1"li(iJ 調整外ilij
ロクロ

製作備与 備考
% lλJD曲 外im I&:形調整

SI-326 112，17，19，25 上師器 判、 10.7 4.6 3.1 60 にぷい にぶい ?五 同転ナデ 同転ナデ 同布、糸切 内外1m燦
穏 4畳 付着

無調整

SI-326 2 1 SI-356，6， 7， 9， 土師器 杯 15.1 7.2 7.1 6.0 明筒 明裕 ?も: 石英砂粒 回転ナテ 回転ナデー 阿転へフ 内外而煤
SI-326-18 阿転ヘラケ ケズリ f.jJ首

ズリ 阿転糸切

鉦調整

SI-326 3 1 SI -356， 13 t師器 官r，乍E14口3、 15.2 4.4 80 l こ ~1.、 lこ~L-、 ?色、 長石・砂粒・ 恒l車弘ナデ 回転ナデ 回転ナデ
付杯 赤禍 赤悩 小傑

SI-326 4 1 SI-356，4 土師~;.; 望E 6.6 5.7 30 lこ..;~し、 l こ...;~"，、 ¥'1'，'、 雲母スコ ヘラナデ 手持ちへラ
按 信 リ7 ケズリ

S1327土器表

遺構 }JQ 7土記 m竜 器形 口径 !民筏 盟(1;)'百E同J
逃存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外国
ロクロ

製作備考 備考
。~h。 内而 外而 成形調整

SI-327 1 12，5，6，8，9，30 上師器 杯 14.3 3.9 80 l則赤禍 明赤悩 τ'/f，' スコリア ナテJ ミガ ヘラケズリ ・手持ちへ 線車IJ?
砂粒 キ ヘラナデ・ヨ ラナデ

コナデ ヘラナデ

SI-327 2 12，22，32 t師器 十干 14.1 6.9 4.0 40 明赤街 明赤褐 本i 雲母 ・スコ ヘラナデ ヘラケズリ ・ 手持ちへ
リア砂粒 ヨコナデ ヨコナデ ラケズリ

ミガキ

SI-327 3 116，23 須怒器 蓋 16.5 3.5 90 にぶい 褐灰 'Is 石英・長石・ 回転ナデ 回転ナデ jnj転ナデ 夫チ|部外
黄燈 雲母 ・スコリ l叫転ヘラケ 而線宝11

7'砂す止 ズリ
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遺構 i主記 日品種 器形 U径 l氏径 ~在高
泣合: 色調 色調

混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考
'iu 

% l人Hfii 外而 胎上 成形調整
SI-327 4 1 1，2，9， 17， 18， tmli器 雪E 13.8 6.2 14.7 40 亦龍j 赤樹 ?十， 長{i.砂粒 ヘラナデ・ ヘラケズリ 干持ちへ 内外而煤

19，20，21， ヨコナデ ヨコナデ ラケズリ f.t芯
24，25，29， 
5X-21-1 

51-327 5 13，5，6 上師裕 鴻晶昆 24.9 -1 15.6 20 灰tli J;l{jW ヲ皆 石1fと・主主u・ヘラナデ へフナデ
主，1手・スコリ ヨコナデ ヨコナデ
7・砂約

SI-327 6 113，14 t師器 忌品筏 16.8 14.3 10 t畳 符 出 イ-，英・長イ，・ ヘラナデ ヘラ十デ
雲母国スコリ ヨコナデ ヨコナデ
ア・砂粒

S1328土器表

1立構 トiu ii: 記 日持j，R ?~形 11径 成f壬 i，ifiti 
遺存 色調 色調

|釣1: 混入物 調整lλnlii 調盤外面 ロクロ
製作備考 備考。。 l人Jj面 外IfU 成形調整

SI-328 1 11，2，3，6 ~ri!J.~ i*十 判、 13.1 7.6 4.0 40 灰 J五 l;' スコリア・ナデ ナデ同転 Jiil転へラ
砂粒 ヘラケズリ キリ

SI-328 2 1 12 JJ'l!!!.?';{ 篭 18.0 3.8 30 黄灰 ，Wト*- 宿、 長石砂粒 阿転ナデ 同転ナデ 火襟
SI-328 312，6，14，19， J二師?ii '! 7.6 5.9 40 IYI亦制 I別措、褐 ?色、 スコリ 7 ・ ヘラナデ ヘラケズリ J持ちへ 外而煤f.t

20，24，25 砂粒 ヘラナデ ラケズリ -1J 
51-328 4 1 4 ~IiIi~器 ず"・r11' J 20.2 11.0 3.3 40 1I[I*- 黄灰 ?も: t去十:}:.スコ lul転ナデ lul転ナデ 担l転ヘラ 線刻

十l盤 リア砂粒 阿転ヘラケ ケズリ
ズリ

51-328 5 110，17 H回総 整 24.8 16.5 20 位 官; イI英・長干1・ヘラナデ ・ヘラケズリ
スコ')7・小 ヨコナデ ヨコナデ
際

J 

S1329土器表

]宜構 'iu t巨"己 日詰H 持形 口径 ，i(f壬 日住lL73 泣存 色調 色i誠
胎上 混入物 s調整l人;If!i 』胡鞍外l而 ロクロ 製作備考 Irni 考% 内面 外而i !北形調整

51-329 1 152 須 IJ!:器 杯 9.0 10 灰 !火 宮、 石英・長行・ 阿転ナデ 凶申ムナデ 手持ちへ ヘラ"1':;きつ
"tl主・スコリ ラケズリ 「キ」
ア砂粒

51-329 2 144，99 l師総 "J!i. 24.2 一 18.6 40 赤禍 l世J亦桂j在¥1'， 雲i手・スコ ヘラナデ ヘラケズリ ー 内外l面煤
リア・砂粒 ヨコナテ' ヨコナデ 付着

外lfil:且斑
51-329 3111，54，76，79 1Ii!~6r~ 笠 36.5 18.9 16.6 30 員!大 &灰 ¥'I¥' 雲母・砂粒 ヘラナデ ・ ヘフナデ ・

小傑 ヨコナデ ヨコナデ
タタキ

S1330土器表

遺構 'iu }正 ~c ?~槌 ?;;If~ 1111 l氏ff Z4高 逃存 色調 色調
肝，:1 浪人物 調整1:1.11而 調整外lfii

ロクロ
製作備軍 備考。。 件Jj而 外而 Iま形調整

51-330 1 120 1J(!!!.?，;{ 11、 15.9 10.8 7.1 70 灰黄 灰政 ¥1'，' '"E'母・砂粒・同転ナデ 回転、ナデ ・ 手持ちへ
小僚 T 持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-330 2 115，24 J-師器 T位・ 9.7 6.0 5.0 80 明亦尚 別品、街 相l 砂t11 ヘラナデ ナデ・ヨコ 手持ちへ 外l面型斑
腕 ヨコナデ ナデ接合 ラケズリ

f九
51-330 3 1 12，16，19，22， :I:s，ur.:-i 1 f~ 11.4 5.8 8.6 60 i列赤尚 粗 I目、粒 ヘラナデ ー ナデヨコ ナデ i匠 外l而煤f.t

23 |鉢 ヨコナデ ナデ !ITji'i F淵雪空 "，'fj: 
政 -接合痕

S1331土器表

i世椛 'iu ~t J己 ?品種 日品形 11 径 l反径 古品作5 J立.ff
色調 色調

胎」 混入物 調整l勾1M 調整外Ifii
ロクロ

製作骨ii)号 備考
% l勾I而 外l面 成形調里担

51-331 1 182 仁師?，;.; 11、 14.7 6.3 80 tf 官i スコリ 7 ヘラナデ ヘラケズ')・ '1.\部~'!孔
砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 1~ 内外1m煤

ミガキ ー桜 合絞 iナ才7
合jj主

51-331 2 11，32，76 上師器 J湯a豆a 6.5 3.5 20 IYJ亦絢 r企 '訟 スコリア ヘラナデ ヘラケズリ 木葉痕 l人l外面1$
砂利 H01'f 

51-331 3 1 45，46，49，64， 須恵問十 短頚 10.0 11.6 13.9 20 !ポ黄制 !正Wi1<l '11'，' 'I;I手砂粒 1"1転ナデ. lul和、ナデ・ ヘラナデ
72 、u宮z ヨコナデ 同転ヘラケ

ズリ ・ヨコ
ナデ

51-331 4 148 須也、器 望E 22.4 5.7 10 l こ"';~I，.、 l こ.，，;~し、 習を: 石y~ ， '1"1手 回転ナデ 同島、ナデ
，Vi T'i 砂料 ・小傑 ヨコナデ ヨコナデ

接合Jfi

S1333A土器表

j立構 Yα 日記 日品種 日早形 1-1径 j氏径 ~~I"~~ 
逃干I 色調 色調

胎土 1 i昆人物 調整内Tfl1 調整外Tfii ロクロ 製作備J;' 備CY，'。。 !大)/1百 外1M l真形調整

51-333A 1 196 J:mu?，，， 杯 11.8 7.8 3.8 100 t畳 位 ¥'I¥' 'I;t主・スコ 回転ナデ 同転ナデ 下持ちへ 線刻

リア砂粒 予持ちへラ ラケズリ i + (x)J 
ケズリ 内外而煤

十U}
Sト333A 2 1 76，107 1-附器 杯 12.8 9.91 3.8 30 符 t豊 宮、 スコリア 回転ナデ 1"1転ナデ ・ l凶転ヘラ

砂粒 阿転ヘラケ ケズリ
ズリ

SI-333A 312，58，107 ~fO;tJ，:r.-f 相、 12.2 8.0 4.1 40 にぶい l こ~，.、 宮 ヨE母砂粒 liil転ナデ 阿転ナデ liil転ヘラ
賞 ，'Ii: 1"1転へラケ ケズリ

ズリ

51-333A <1 165 須恵器 判、 12.6 7.5 4.2 90 l財政褐 印j煎褐 1f.' 雲I:}:，砂粒 l司転ナデ l可転ナデ 手持ちへ
小熊 r.N'ちへラ ラケズリ

ケズリ
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逃十持 ¥" i1 ~己 m手 器形 仁川辛 底径 R寺前 j立存 色調 色調
胎土 混入物 調整内面 調整外而

ロクロ
製W1曲4' 備考

% |λHui 外而 成形調整

5ト333A 5 1 22，23， 107 土日íp :r.~ 英ん震 15.1 14.9 20 』立絹 明資制 w.' 砂粒 ・小隊 ヘラナデ ヘラケズリ 常総量リ ・

ヨコナデ ヘラナデヨ 戸、~Ifii煤H
コナデ輪 fs 
航者ミ 内外而~

の砂付帯

51-333A ' 6 82，107 上削器 量E 21.4 8.5 10 ilf IVI褐 密 長イi.;l:母・ ヘラナデ ヘラナデ 'i~ 総型
砂粒小隊 ヨコナデ 内而.w.斑

内外Ifii煤
1Hc 

51-333A 7 167 J:r.聞協 減ん反 19.7 5.2 20 11，燈 黄燈 也、 長ィヨ・砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ ・ 内外1白1煤
輪flijj.i ヨコナデ・輪 付着

f!'(jj.i 

51-333A 8 1 20，38，79，94， Urp~:; 室主 15.7 8.8 40 IVJ赤褐 IlfJ亦尚 w; 砂粒 ヘラナデ・ ヘラケズリ ・ 内外ifli煤

101，107 ヨコナデ ヨコナデ輪 付着 ・思

fj'i浪 斑

51-333A 913，4，52，107 ['.r.市器 望E 14.7 8.7 30 i珂亦褐 l列赤筒 首長 砂粒 ナデF ヨコ ヘラケズ')・
ナデ ヨコナデー輪

手WHi

51-333r¥ 1011，2，9，110 上帥:r.~ 斐 12.9 ~ 1 10.9 30 位 Wi スコリア ヘラナデ ヘラケズリ・ 内外而烈

砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 斑

51-333A 11 93，107 土師13 '}.'. 8.0 4.1 20 f苦 燈 粗 石英・芸付・ ヘラナデ ヘラケズリ 手持ちへ ヘラ脅さ

砂粒 ラケズリ 外岡黒斑

51-333A 12 1，2，4，5，7， 須忠器 ~ 21.7 15.3 34.7 80 [こ~"、 にぷい ?色、 スコリ 7・ ヘラナデ ・ ヘラケズリ ・ ナデ 網代捉 ヘラ~::き

8，14，15，49， IW尚 前払j 砂粒 ・小田章 担l転ナデ 1"1転ナデ・

50，51，63，64， 当てよUii デタキナデF

66，68，80，81， 
107，110 

SI334土器表

J立構 1、1、"じ. 日持層 r.n~ IIi王 liH干 持高 i邑イi
色調 色調

胎土 混入物 調整Ih)出i 調整外l師
ロクロ

製1'1備考 術./5'
¥" 。。 内|師 外I町 成形調整

51-334 1 12， )24 上師器 判、 14.6 8.2 3.9 60 符 燈 芭 石英・スコ ミガキ ー岡 凶転ナデ 回転ヘラ .IU2!. 
リア砂粒 転ナデ 同転ヘラケ ケズリ 「万J

ズリ

51-334 2 1 199 ~I(!3 rr:-.f fィ、 13.8 7.0 4.2 50 [こ~"、 lこ~"、 i'I'i 砂粒 111降、ナデ 1"1転ナデ. 手持ちへ
赤褐 赤褐 千持ちへラ ラケズリ

ケズリ 阿帳、ヘラ

キリ

51-334 3 1198 土削船 折、 12.6 6.6 3.2 40 位 4在 '首 雲母スコ 阿転ナデ 1"1転ヘラケ 回転ヘラ
リア砂粒・ ズリ ・1"1転 ケズリ
小隊 ナデ

51-334 <1 1255 unH椛 何、 12.2 7.2 4.0 50 l こ_，;~"、 lこ... ;~" ) 高 砂f:(.小際 回転ナデ 1"1転ヘラケ 同転ヘラ 内外l面煤
黄信 &tif ズリ 回転 ケズリ N治

ナデ

51-33~ 5 11，4，64，66， 1-.師器 '}.'. 21.2 30.5 60 II)j掲 l川相 制l 砂粒小傑 ヘラナデ ヘラナデ ・ 常総!l'!

67，70，71， ヨコナデ ヨコナデ ・ 内外面煤

108，112，113， ミガキ 1io;Vi 
155，166，169， 
200，206，209， 
210，219，220， 
227，229，235， 
237，242，248 

51-334 6 1 120， 152， 153， t削~:; 望主 19.8 ~ 1 29.5 '10 燈 革主 相l 砂粒小蝶 ヘラナデ・ ヘラナデ・ 常総:1¥2・
160，215，216 ヨコナデ ヨコナデー 702 . 703 

ミガキ 同一
内外l師煤
付着

51-334 7 14，274，276， t. r.rli~i平 翌E 20.4 25.6 70 積 程 相l 長イI・スコ ヘラナデ ヘラナデ・ 常総型

277 1)7 砂粒 ヨコナデ ヨコナテ'・ 外而煤付

小喋 輪t.'(jji ミガキ輪 芯
積書L

51-334 8 1264 上州日誌 斐 21.0 ~ 1 20.3 20 に..s;，、 にぶい ?昨 長石雲付 ヘラナデ ・ ヘラナデ ・ 常経:型

程 f守 スコリ7・i官、 ヨコナデ ヨコナデ・ 外而窯の
輪討i板 ミガキ 砂f・l~~f

51-334 9 11，4，63，193， !師 ~ii 斐 19.4 ~ 1 14.0 20 l列褐 褐 w.' Ti英 ・長石・ ヘラナデ ・ ヘラケズ1)・ 内外而煤

195，232，240 砂粒 ヨコ十デ ヨコ十デ・接 j.J者
合痕

51-334 10 1194，1，137， mT.!I.:r.~ 甑 12.8 21.2 30 1五t長 褐灰 'il'i 長石 ー小隊 へフナデ ー ヘラケズリ ー ナデ
173，223，265， ヨコナデ ・ ヨコナデ

269，273，277 ヘラケズリ デタキ
三月て兵jfi
輪積痕

SI335土器表

遺構 No. 1土記 器純 日号形 u径 底径 器商 泣ti- 色調 色調
船上 混入物 調整内Iffi 調整外而

ロクロ
製作備考 1帽考

% l勾IfIi 外Illl 成形調繋

SI-335 1 14，76 須!B器 杯 12.1 8.2 4.2 60 にぷい 灰賞褐 w 1玄;f手・スコ 1m申正ナデ 回転へラケ 回転ヘラ 線刻
賞褐 リ7・1目、特 ズリ 阿転 ケズリ i + (x)J 

ナデ 回転ヘラ 外而煤付
キリ 者

SI-335 2 179 須!AY.:-';: 杯 12.0 8.0 3.7 50 制灰 制灰 'Ii¥' 砂粒 回転ナデ 1"1転ナデ. 阿転へフ 火棒1
阿転ヘラケ ケズリ

ズリ l回転ヘラ
キリ

SI-335 3 12，3，4，62 ~ti!!J~芸 ff、 12.2 8.8 3.5 40 褐1:Ji. 渇灰 'ポ 砂粒 同転ナデ 阿転ナデ l凶転ヘラ 火楳
同転ヘラケ ケズリ

ズリ
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遺構 :;Q I主記 器般 器形 円径 底径 hEtETTIEE4 r 
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内面 調整外面
ロクロ

製作備考 {柑考% 内而 外面 成形調整
51-335 4 129，64，110 5自恋;r.{ 杯 12.0 7.6 4.2 30 褐灰 褐灰 ?普 スコリア ー l可転ナデ 阿転ナデ・ (iil転ヘラ 墨書

砂粒・小傑 回転ヘラケ ケズリ
ズリ

51-335 5 127 1M'.出 軒、 7 -1 20 旦s 栂 ¥'i¥' 石英・長1I・l"lofi;ナデ 1"1転ナデ 手持ちへ へフ件き
主::['1・スコリ ラケズリ 「大J
7 砂粒

51-335 6 1 2， 15， 16，21， 土師総 斐 20.7 -1 28.9 70 [ こ ~~\..、 にぶい密 zj母砂 ヘラナデ ヘラケズ1)・手持ちへ 武蔵型
23，26，31，34， 赤褐 赤絹 粒小隊 ヨコナデ ヨコナデ ラケズリ 内外面煤
35，60，85， 付着
lO5 

51-335 7 198 t附~~ 斐 5.6 10 .'!'筒 lこ_¥;，、 宮、 石英・長石・Illi転ナデ T 持ちへラ 本業痕 常総!J'i
制 雲母スコリ ケズリ

7・砂粒
51-335 8 1 2，9，29，69， 須恵23 楚 19.1 6.2 10 褐灰 裕!疋 'lf.' 砂粒 ヘラナデ ・ 回転ナデ

70， 110 回転ナデ
51-335 9 113，51319-46 須忠器 ~ |灰黄褐 4宣 'A 回転ナデ ヘラ書き

「大」

S1336土器表

遺構 No I土 ~è 器種 器形 日径 底径 器高
泣存 色調 色調

胎上 混入物 調整内面 調整外而
ロクロ

製作備考 備考% |人.JI面 外而 成形調整
51-336 1 1 2，4，28，29 仁師務 柄、 13.3 9.1 3.5 50 稽 燈 非f 砂粒・小記事 回転ナデ "'1転ナデ 静止糸切 赤彩 線刻

手持ちヘラ り i + (x) J 
ケズリ 指 手持ちへ 外而1煤十I
ii.fiif! ラケズリ 着

51-336 2 J 3 仁町p?i汁 杯、 6.2 2.5 10 燈 .括 雲母 ・スコ l司転ナデ 回転ナデ 手持ちへ mt!f 
リ7・砂粒 ラケズリ 「丈J

51-336 3 14 須JIJ-?r寺 ilZ台 9.0 2.5 50 灰i者 黄1:)( 説、 芸1'): 砂粒 回転ナデ I~I転ナデf 1"1転ヘフ
付tf ケズリ

同転ヘラ
キリ

51-336 4 12，33 土日ip器 翌E 5.8 22.8 70 Jlfl赤褐 明赤尚 普t 砂粒 ヘラナデ ・ ヘラケズリ ヘラナデ 内外而明
ヨコナデ ヨコナデ 斑

外I師煤付
着

S1337土器表

造機 :;Q t主記 器f.'l¥ 得形 口径 底径 il寺高 遺存 色調 色調
胎土 浪人物 調整内面 調整外面

ロクロ
製作備考 備考。〆。 内而 外I而 成形調整

51-337 1 1 2，3，68， 70 土師お 杯 15.7 5.4 70 i珂褐 叩l褐 ?許 雲母 ・砂粒ーヘラナテ・. ヘラケズリ 手持ちへ 線却l
小傑 ミガキ ヨコナデ ラケズリ i + (x)J 

外而煤付
;{i 

51-337 2 186 m忠;r.{ 杯 13.2 9.2 3.7 20 I大 J五 を1 ~ほ砂粒 凶転ナデ !日l転ナデ 手持ちへ
手持ちへラ ラケズリ
ケズリ

51-337 3 129 {ft ，IJ!.~普 村、 13.7 8.3 4.2 80 fYl褐 灰111褐 宮、 雲母小際 同転ナデ 同転ヘラケ 川転ヘラ

ズリ ・1"1転 ケズリ
ナデ 阿転ヘラ

キリ

51-337 4 13，12，71 11j恋路 何、 13.7 9.4 3.9 90 灰 !疋 'お 長石砂粒 凶転ナデ I~I 転ナデ 手持ちへ
手持ちヘラ ラケズリ
ケズリ

51-337 5 1 25，46，82，83， m忠日号 杯 13.7 8.1 3.9 40 H青1:1( l暗!え W; スコリ 7・ 回転ナデ 戸時記ナデF 下持ちへ
84，85 砂粒 ラケズリ

51-337 6 18 須曹、i器品台 3.0 60 &B瓦 YI.灰 'lf.' スコリア・ 回転ナデ 回転へフケ 阿転ヘラ
付材、 砂粒 ・小傑 ズリ 回転 ケズ 1) ・

ナデ 回転ナデー
同転ヘラ
キリ

51-337 711，2，4，9，17， 上自m協 斐 15.6 18.2 90 にぷい にぶい 窓、 雲母 ー小際 ヘラナデ ヘラケズリ 常総型
34，35，36，48， 褐 能j ヘラナデヨ
49，50，51，52， コナデ・ミガ

53，54，55，56， キ
57，61，63，64， 
65，66，74，75， 
76，77，78，79， 
88，92 

51-337 8 16，26，28，93 lニ師23 !'IJ¥ 30.7 11.0 27.0 30 l火尚 灰褐 '在， 長正1・主;1手・ヘラナデ ヘラケズリ 手持ちへ '出総型・
スコリア ヘラケズリ ヘラナデ・ヨ ラケズリ 内面盟斑ー

ヨコナデ コナデ指 煤H{i
長岡Jj{

51-337 9 1 6，40，67，93， L陶器 'i! 22.4 24.3 位 駐 害1、 三HJ 砂粒 ヘラナデ・ ヘラケズリ 武蔵型
94，95 ヨコナデ ・ ヨコナデ 内外商I煤

輪積痕 付着
外fiii黒斑
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SI340土器表

遺構 '(0 ii 記 告書種 器形 口径 底径 音寺高
遺存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 備考06 内面I 外If刊 成形調整

SI-340 1 132 須恵~普 料、 l ニ~1.、 暗灰色 やや 雲母 ・長石 回転ナデ !日l転ナデ 線事Ij
褐色 苦f 同転ヘラケ i + (x)J 

ズリ 外商煤付
》む

SI-340 2 14，41，42，43 土日市器 望星 24.3 一 19.5 60 印l赤褐 l珂赤褐 籾 雲母・スコ へフナデ ヘラナデ ??J総!l'1・
リア砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 内外而煤
小磯 ミガキ 付着

SI-340 3 1 39，42，43，44， 士側務 'ii'. 23.0 8.7 20 4宣 燈 粗 長石・雲母・ ヘラナデ ヘラナデ 常総:!l¥リ

46 スコ1)7・砂 ヨコナデ ・ ヨコナデ

粒 -小隊 接合痕

SI341土器表

遺構 i¥o ii ~己 22種 日号形 口径 底f宅 日告高
遺干I 色調 色調

胎土 浪人物 調整内面 調書E外面 ロクロ 製作備考 倫考
% 内而 外百I 成形調設

SI-341 1 152 t.r.市総 現A長e 16.6 -1 15.9 30 にぷい 』こ.>:し、 粗 スコリア ヘラナデ・ へフナデ・ 常総型

伺 黄禍 砂粒 ヨコナデ ヨコ十デ 外1m煤H
輪秘f良 ミガキ :71 

SI-341 2 18，50 士側部 嘱ι 23.6 11.8 31.5 40 l列赤褐 燈 粗 雲母砂粒 ー ヘラナデ ヨコナデ 木業痕 常総型 ・

小燦 ヨコナデ ミガキ 外而煤付

輪新痕 着

SI343土器表

遺構 IXo 1主記 器種 椋形 u 径 底径 ?ii高 遺存 色調 色調
胎士 浪人物 調整内而 調整外面

ロクロ
製作備考 備考

% 内而 外面 成形調整

SI-343 1 160 仁川路 何、 11.8 6.6 4.1 60 明褐 l珂褐 苦1 石英・スコ l匝l転ナデ 同転ナデ・ 手持ちへ 外面煤付

リア・砂粒・ 手持ちへラ ラケズリ 着つ

小磯 ケズリ

SI-343 2 11，37，49，55， 士郎器 高台 12.6 7.2 3.6 60 程 f置 宮、 スコリ 7 ・ 阿転ナデ ・ 回転ナデ ・ 回転糸切

79 付llll 砂粒 ミガキ 手持ちへラ り-無調
ケズリ回転; 整
ヘラケズリ

SI-343 3 120 下j'fフ 斐 9.5 10 1珂黄褐 穏 書; 石英・長石・ 回転ナデ・ 101転ナデ 木葉痕 縄文 土

雲母スコリ ケズリ 刷毛日 23つ
7'砂粒目白
色針状物

SI344土器表

遺t持 :iu il 記 *十種 格形 口径 liXif 器高 遺存 色調 色調
胎士 混入物 調整内面 調整外而

ロクロ
製作備考 {曲考。も 内面 外面 成形調整

SI-344 1 130 須忠告非 料、 13.5 8.0 3.9 80 褐灰 褐灰 粗 長石 ・ス コ l叫転ナデ 回転ナデ 手持ちへ

')7 砂粒ー 手持ちへラ ラケズリ

小磯 ケズリ

SI-344 2 1 10 須T占、器 杯 13.1 7.3 4.2 90 黄灰 黄灰 粗 長石砂粒 手持ちへラ 手持ちへラ 手持ちへ

小磯 ケズリ ケズリ ラケズリ

SI345土器表

遺構 ~o t土品己 古品種 器形 口径 底径 器高
jfi{f 色調 色調

胎土 浪人物 調整内面 調整外而
ロクロ

製作備考 {品考
% 内而 外面 1&形調整

51-345 1 11，38 土師器 杯 12.6 6.7 3.7 50 印1褐 l別掲 宮 スコ 1)7 阿転ナデ 回転ナデ 回転糸切
砂粒

無調整

51-345 2 11，14，21 上削:r.1 杯 13.4 6.7 4.1 50 4畳 t霊 ?智 スコリア 回転ナデ 同転ナデ l叫転ヘラ |λH師煤H
砂粒 凶転ヘラケ ケズリ 7自

ズリ !日l転糸切
1) 

51-3-15 3 11，2，13 上師器 杯、 13.5 6.8 4.0 70 I珂褐 町i桂j 'is スコリア 回転ナデ 回転ナデ 回転糸切 内外面煤
砂粒小傑 付請t

無調整

51-345 411，16，19，59 十φ師器 柄L 13.0 5.7 4.1 60 黒 淡黄燈 '晶 雲母砂粒 回転ナデ 回転ナデ. 回転ヘラ 黒色処珂!
ミガキ ヘラケズリ ケズリ

同転糸切

無調整

51-345 5 11，41，42 土師器 皿 13.6 5.6 2.6 40 淡糧 淡ti 密 スコリ 7・ 回転ナデ 回転ナデ ・ 手持ちへ
砂粒 ヘラケズリ ラケズリ

同転糸切
り

51-345 6 11，89 緑利l陶 椀 10 灰Jli 灰賞 苦1 阿転ナデ 回転ナデ 緑軸
~~ 

51-345 7 11，17，26 上自国総 ~!( 25.5 7.4 20 l珂褐 褐 宮 雲母スコ ヘラナデ へフケズリ 外而焼、付
リア砂粒 ヨコナデ ヘラナデ・ヨ ;{1 

コナデ

51-345 8 125 建sι器 'ii'. 19.0 8.5 10 糧 鐙 '色 石英 ・スコ ヘラナデ ヘラケズリ・

リ7・砂粒 ヨコ十デ ・ ナデ・ヨコナ
輪.fi'i披 デ

51-345 9 1 20，34 須7台、器 望E 52.8 4.6 10 灰 灰 密 スコリア・ ヨコナデ ヨコナデ

砂粒・小磯

51守345 10176 須恵、器 阪 14.0 18.5 30 t品質褐 淡'I.It.褐 ?普 雲母・砂粒 ヘラナデ・ ヘラケズリ

際 ヘラケズリ タタキ
ヨコナデ・
当て兵jj.{. 
輪:fj'(j良

円
台
U
Q
J
 



S1346土器表

遺t品 ¥u 注 Ed tiil!R 器形 U径 底筏 ?if向 i立rr 色調 色調
船上 混入物 調整内面 調務外l面

ロクロ
製作備J管 備考06 !大H面 外而 成形調整

51-348 1 11，2，31 上師25雪E 20.3 -1 70 l こ~\，、 にぶい 官. 石英長石 ナデ ナデ ・へラ 常総型
褐 褐 スコリア・雲 ミガキ

i主ー砂抗

51-348 2 11，3，4，7，9， 須忠r.;;国直 28.6 14.5 28.5 20 燈 功、褐 ー ¥l¥' イヨ英・長石・回転ナデ 1"1転ナデ
24，30，31，36， f在 主母・砂粒 タタキ手
38，41，44，45 持ちへラケ

ズリ

SI-348 3 11 土自I~ m; 香か l ニ.，，;~ し、 !ぷ黄褐 ?子『 砂粒 ナデ ナデ
? 2在ヨ 赤褐

31350土器衣

〕世十時 可。 1主 ~c r.;;栓 日i十形 11径 底i王 日号高 遺存 色調 色調
胎」 浪人物 調整l勾lfii 調整外IIlI

ロクロ
製作{曲与 備考06 l人Nji 外l釦 成形調整

51-350 1 16，10 ~.ri!J.~g:-f 十干 12.6 7A 4.0 90 燈 tlt 車、 スコリ 7 ・ 阿転ナデ 回転ナデ 手持ちへ 火禅 内外而煤
砂粒 下持ちへラ ラケズリ 付"n線

ケズリ 刻

51-350 2 1 14 上師i13 何、 15.0 5.5 20 tz t草 ¥'f.' 砂粒 回転ナデー 同転ナデ・ 黒色処現1
ミガキ 1"1転ヘラケ

ズリ

SI-350 3 13，7 上r.，~器 1111 13.3 7.8 2.5 80 燈 符 'il¥' スコリ 7・ 1"1転ナデ 阿転ナデ ー 同転ヘラ 内外11"煤
砂粒 Ii!I転ヘラケ ケズリ 付着

ズリ |ロl転ヘラ
キリ

51-350 4 14，9 jf(恵?，ii 望E -1 16.0 3.1 10 f置 tp 事， 砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ ヘラナデ ヘラ占き |
回転ナデ ヘラナデ・ 「大」

S1352土器表

i世椛 :!Q r “Eー ユd吋己 器積 ?，ii形 LJ筏 成i王 日告 r'，~S 逃イf
色調 色調

肝;J 混入物 調整I~)而 調整外而
ロクロ

製作備考 備)5"
% 内而 外而 成形調整

SI-352 1 1141，142，231， なUJ!.i器 材、 13.7 8.8 3.9 90 灰筑 1火貰 'ff， ，[j lj~ 長ú 凶転ナデ 回転ナデ 子持ちへ
234，249 砂粒 22母 同転ヘラケ ラケズリ

ズリ

SI-352 2 1104，105，106 3JUJ!.器 材、 8.9 10 ，Vi尚 にぷい ?員 行員i長イ-， 1"1転ナデ lロ|転ナデ lロ!転ヘラ
質性j 砂粒 ・ ~I主 キリ

手持ちへ
ラケズ')

SI-352 3 11，2，3，4，7， j師器 望E 19.7 ← 33.0 40 IYJ尚 l珂倒 'ff， 'Ii1:J 砂粒 ヘラナデ ヘラナデ
8，9，25， 122， ヨコナデ ヨコナデ

124，133，149， ミガキ

220，222，229， 
251，262 

SI-352 4 1 223，225， 上師器 うE 24.9 10 明給 l別掲 密 手j英・長イ，.凶転ナデ I~I転ナデ .
砂位多 言L: ヘラケズリ
ほ 当て具痕

SI-352 5 128 3fUJ!.器 長童話 b !兵黄 !疋黄 'ff.' れ英・長石・ ナデ ナテ. タタ 自然事k
E長 'I;I手砂粒 キ

SI-352 61135，195，215 須!!!.器 議=急 23.0 20 灰 灰 ?首 石英長石 回転ナデ・ 阿転ナデ・
砂粒ー雲母 ナデ ー当て タタキ
スコリア Jl.痕

S1353土器表

遺惰 i¥u i1 ii己 itHif! it詩形 11径 底径 it志向
遺存 色調 色調

胎上 混入物 調整内面 調整外l函 ロクロ 製作備考 備考
号。 lλ.Ji而 外而 成形調整

51-353 1 11，25 上師m; 十f、 13.0 7.2 3.8 50 燈 符 雪量: スコリア ・ 1"1転ナテ 1"1転ナデ. 手持ちへ 内外面1煤
砂粒 手持ちへラ ラケズリ 付，，'1'(

ケズリ

51-353 2 1 1 Lftip滞 材、 13.3 6.7 4.1 80 位 符 相l 石英 ・スコ ヨコナデ ヘラケズリ 千持ちへ
リア・砂粒 ・ ヨコナデ ラケズリ
小蝶

51-353 3 158 上附器 高台 16.4 4.7 30 IYJ赤褐 赤褐 害f スコリア I~I転ナデ 恒l転ナデ 盤調整

付何、 砂粒

51-353 4 1 30，40，52，57 仁師日告 n、 14.0 6.5 4.2 80 明赤悩 n)J赤禍 判l イl!.i在スコ |ロl転ナデ filI~語、ナデ・ 問転ヘラ
リア砂粒 lul転ヘラケ ケズリ
小傑 ズリ |叶転ヘラ

キリ
無調整
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泣構 :iu i主記 器t重 昔話j杉 口筏 1氏径 ?:~尚
遺存 色調 色調

目古こ仁 J見入物 調撃内而 調整外面
ロク口

製作備考 備考
% 内閣 外而 !北形調整

51-353 5 1 11 土師.，; 杯 12.7 7.4 4.2 70 [こ~I.. 、 lこ.;;し、 ?子; 雲母砂粒 同転ナデ 同転ナデ 回転ヘラ 内外I町m
燈 極 回転ヘラケ ケズリ 斑・煤H

ズリ I~I転糸切 rf 

脈調整

51-353 6 11 上附r.;~ l~~台 14.0 6.1 2.6 60 f登 t置 :111 スコリア I~I転ナデ 1"1転ナデ 同転糸切 内外I師煤
十JllJl 砂粒・小傑 十J，{I" 

無調整

51-353 7 11，3，4，8 仁師:r.~ t干 13.5 6.7 3.6 50 IYI赤樹 叩I'A、問 'il¥' スコリア lul転ナデ IIIJ'lliナデ・ 千持ちへ 級車1)
砂粒・小際 手持ちへラ ラケズリ 1+ (x)J 

ケズリ 1111転糸切 内外l面煤
り 十;f，，vf
無調整

51-353 8 11，36，41，5'1， 須!t~~~ 斐 24.6 9.3 20 亦弘j 亦尚 ~&~ スコリ 7 ・ ヘラナデ・ ヨコナデ・

55，59 砂粒 ヨコナデ・ タタキ

当てJHii'
接合jfi

S1354土器表

遺構 :iu i1 記 r.iHoJl 日持形 口径 !氏径 強f1trTaa壬Ar』 遺存 色調 色調
胎士 ilI入物 調整内面 調整外而

ロクロ
製作備革 備考

% 内面l 外面 Iι形調整

51-354 1 15，8，17 須怒r.予 十干 15.4 10.0 4.4 20 l:fi iYi 1五t1i 1子』 イごI央 ・.;;:1主 lul転ナデ 1"1転ナデ 手持ちへ
多。長石 ラケズリ
スコリア・ IGI転ヘラ
砂粒 キリ

51-354 2 11，20，21 5且!J!.r，~ 翌E 18.7 10 i珂褐 明掲 穏 イi英・ ''tl主 ナデ ナデ手持

長石スコリ ちへラケズ
7，砂粒 ') 

51-354 3 113，14，22 土師器 望主 21.4 5.2 30.2 70 IYI赤褐 明赤禍 花- 雲母砂粒 ヨコナデ ヘラケズリ・ 手持ちへ

スコリ7 ヨコナデ ラケズリ

51-354 4 1 19 L:r.市総 空色 34.5 17.8 18.0 10 &1;五 j天抗褐 ¥'I';' イ7英'Iil手 ナデ吋て タタキ手
長-LI・スコリ Jl.仮 持ちへラケ

ア・砂粧 ズリ
'------'---

S1355土器表

遺構 :¥u 注記 r，，;槌 日持形 iJ 径 J立径 H削"廿hJ ifI存
色調 色調

胎上 浪人物 調準内而 調盤外1m
ロクロ

製作備考 備考
90 内而 外而 }主If;調整

51-355 1 12，17 ~n 忠:r.~ 何、 14.0 8.1 4.2 50 Ffi.，V(尚 以前掲 -告1 長石・'!.:・1吐 阿転ナデ 向転ナデ 同転ヘラ
小~ 同転ヘラケ ケズリ

ズリ 同転ヘラ
キリ

51-355 211，3，4，18，19 」郎総 3盟 24.6 23.3 30 l天t1i 灰黄 W，' 雲母スコ ヘラナデ・ ヘラケズリ
リア砂粒 ヨコナデ ヨコナデ m 

輪手i'i!ii lifllii 

51-355 3 111 1ニ帥(，;; 甑 21.5 一 14.1 10 1官灰 灰 wi 雲母 i昔、粒 ヘラナデ ヘラケズリ
小諜 ヨコナデ ヨコナデ

S1356土器表

S1357土器表

遺構 Xo 住吉己 日品種 15形 口径 1まi王 器商
遺存 色調 色調

胎士 混入物 調整内而 調整外而
ロクロ

製作備考 MiI )5-
% lλJim 外而 成]杉調3を

51-357 1 117 lJi車、器 何l 12.8 8.1 4.2 50 黒褐 里褐 富- 雲母・砂粒 回転ナデ 1"1転ナデ . 回転へラ
I~I転ヘラケ ケズリ
ズリ 1"1転ヘラ

キリ

51-357 2 11，3，4 在i!J.~~~ 材、 12.3 7.3 4.0 30 褐灰 褐灰 'il'; :E母・砂粒 同転ナデ 戸l転ナデ 回転へフ
阿転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-357 3 14，38 ~ji忠告書 相、 12.6 3.7 20 問灰 掲1長 ?色、 砂粒 凶転ナデ 回転ナデ
i白l転へラケ
ズリ

51-357 4 116 |削(，;; う担 19.9 -1 15.7 20 位 燈 ?皆 雲母小燦 ヘラナデ ナテ・ ヨコ

ヨコナデ ナデミガ

輪積jft1旨 キ
~f!IIji! 

51-357 5 11，3，4，28，30， 須!J!.器 醐::TG 21.8 20.5 20 制 燈 '品 25母砂粒 当てJ¥jji 十デヨコ
34，37，40 ヘラナデ 十デ・ヲ亨

ヨコナデP キ

51-357 6 12，18 上師:r.~ 望主 20.2 6.5 10 続 鐙 w; 雲I手小傑 ヘラナデ ヘラナデ ・ 常総型
ヨコナデ ヨコナデ 外而.'g斑

煤十I;I}

51-357 7 12，12，17 土師協 碑~ 18.7 6.9 10 liflWt褐 淡lW:燈 官官 雲i手・小隊 ヘラナデ ヘラナデ 常総'1'-
ヨコナデ ヨコナデ 内外 ifli~';

f証・煤{、l
;f'， 

ハ吋
d



S1358土器表

遺t再 Nu il' 記 ~~種 器形 口径 底1王 器高 遺r? 色調 色i翁
胎土 混入物 調整内而 調整外面

ロクロ
製作備考 {品考

% 内面 外而 成形調整

SI~358 1 11，58，68 須恵器 義 16.3 2.3 40 赤褐 亦褐 空fi 雲母砂粒・ 凶転ナデ 回転ナデ I~I転ヘラ l人l外而煤
スコリア 回転へラケ ケズリ 付若

ズリ ・ナデ

S I~358 2 139 須!M.探 主E 14.9 2.0 40 灰白 灰I:J 苦s 雲母砂粒・ 同転ナデ 回転ナデ 回転ナデ
スコリ7 阿転ヘラケ

ズリ ナデ

S I ~358 3: 1，18，27，51， 在i恵2号 高台 17.5 9.2 7.3 30 灰 灰 '持』 雲母砂粒 向転ナデ 回転ナデ 回転ヘラ

68，4 H腕 小傑 同転ヘラケ ケズリ

ズリ

SI~358 4 1 55，56，63，64， 土師'* 高'" 4.0 10 lこ，日u、 Lこ~し、 iI¥' 雲I'J:砂粒 ヘラナデ ミガキ 木;w捉
65，68 功、褐 赤鈎 小傑 接合痕

S1360土器表

遺構 ~Q il 記 ~，H量 格形 口径 liH圭 器高
遺伝 色誠 色調

胎土 混入物 調整内l師 調整外面 ロクロ 製作備考 備.i5
% IAJ而 外而 成形調整

S I~360 1 11，10，89 上師?~ 判、 15.7 7.0 4.9 50 'g褐 思尚 Vt.' つE一時 ・スコ 11'1転ナデ・ 1"1転ナデ . 向転ヘラ 虫色処理
リア ミガキ 1"1転ヘラケ ケズリ

ズリ

S I~360 211，94，106 須恵器 折、 12.9 6.9 4.3 60 ~I:\褐 .~.~~褐 iI¥' ~l主・砂粒 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ
手持ちへラ ラケズリ
ケズリ 回転ヘラ

キリ

SI~360 3 14，112 須忠昔話 十手 12.3 6.6 4.5 50 褐灰 褐灰 密 スコリ 7・ 凶転ナデ 恒l転ナデ 回転ヘラ
砂粒 回転ヘラケ ケズリ

ズリ 同転ヘラ
キリ

SI~360 4 14，50 須恵器 何: 12.6 7.0 4.0 30 灰褐 よ民褐 密 スコリア・ 回転ナデ 回転ナデ 回転へフ
砂粒 |回転ヘラケ ケズリ

ズリ 回転へラ
キリ

SI~360 5 12，69，106 m恋器 判- 11.3 6.4 3.4 40 制灰 褐灰 可rr 砂粒 回転ナデ I~I 転ナ デ・ 手持ちへ
下持ちへラ ラケズリ
ケズリ

SI ~360 6 155，56，73 穿UJ.~総 料、 14.3 8.6 4.5 60 .'s褐 旦1褐 百1 スコリ 7 l叶転ナデ liil転ナデ 手持ちへ ヘラ11:き
砂粒 l叫転へラケ ラケズリ 「万」

ズリ

SI~360 7 18 5員 IJ.~器 tf、 13.0 7.1 3.9 80 l凋赤褐 i明司、褐 -訟 スコリア 向転ナデ 同転ナデ ・ 手持ちへ 朱~r面イ煤rJ 1 
砂粒 手持ちへラ ラケズリ 内外

ケズリ 刷転ヘラ 付_{J
キリ

5ト360 811，2，3，4，106 須也、器 杯 13.2 8.0 4.1 50 lこ~，、 lこ..;.:¥..、 密 砂粒 問転ナデ 同転ナデ 手持ちへ IAJ外市I煤
尚 社j 下持ちへラ ラケズリ 付着

ケズリ

Sト360 9 12，3，4 須忠器 杯 12.2 3.6 40 里尚 J.~褐 密 スコリア 回転ナデ 回転ナデ
砂粒

SI ~360 10 1，2，4，13，17， 土r.，U日告 ~ 22.6 23.0 50 IYI亦尚 IYJ亦褐 ?主 ヘラナデ ・ へラケズリ・ 内外商煤
18，38，45，46， ヨコナデ ヨコナデ・輪 付{f
80，81，84， 稲i痕
100， 106，26， 
29 

SI~360 11 3，59，88 j二日iU.~ 望E 8.4 6.1 20 燈 4宣 害， 長石・ 2: ヘラナデ ヘラケズリ '品総:j\~
i苦・砂粒 始H( I1~ ヘラナデ・ミ

ガキ

SI~360 12 2，3，51，61 須!}l器 望E 14.6 4.8 10 明赤褐 lこ~し、 害f 長石砂粒 ヘラナデ ヘラケズリ ヘラナデ ヘラヨfき
赤禍 ヘラナデ IJcJ 

SI~360 13 44 須!J!.1器 斐 灰黄耗j 灰黄禍 密 石英・長石・ ナデ 盤調整 ヘラ書き
主母・砂粒 1+ (x)J 
スコリア多 五孔式J立

書1;

SI~360 14 14 須:，!}_器 甑 褐 縞 W; ヘラ.;!r-き
1+ (x)J 

SI~360 1514 {r:I!.ι.ii 相; 黒褐 l天制 W; イ7英 ・長11・ !日l転ナデ ヘラケズリ 線刻「大」
雲I'J; スコリ
7・砂粒

SI~360 16 2，30，54，63， 須I!l器 望E 21.4 24.9 80 にぶい lこ~し、 W; ヘラナデ ヘラケズリ・ 内外而煤

72，77，86，93， 黄櫨 黄槍 ヨコナデ ・ ヨコナデ目タ 付着
106 1iて具痕 タキ

SI~360 17 4，21，31，66， 須!!l~;F 'it 32.3 -1 14.5 20 l火 1長 'il¥' 長石砂粒 ヘラナデ ヨコナデ・

82 ヨコ十デ タタキ

当てJc¥.痕

S1361土器表

遺構 下iu i1 ~~ 器種 詩形 円径 底径 日告231
逃存 色調 色調

胎上 浪人物 調整内而 調整外面
ロクロ

製作備考 1荷考。% 内面 外而 成形調整

SI~361 1 11，76 上師器 何、 14.2 8.0 4.0 90 t畳 燈 密 スコリ 7 阿転ナデ ・ 向転ナデ・ 回転ヘラ
砂粒 ミガキ I~I転ヘラケ ケズリ

ズリ 向転ヘラ

キリ

SI~361 2 1124，134，146， よ郎器 相、 14.4 7.7 3.7 60 f置 燈 密 スコリア 凶転ナデ ー 回転ナデ 同転ヘラ

137 砂粒 ミガキ ケズリ

同転へラ

キリ
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]世十品 }!o i1:記 器極 古寺形 口径 liX1華 器高 遺存 色調 色調
胎土 混入物 調整内而 調整外而

ロクロ
製作備考 備考

% 1λJlfii 外面 成形・調整

51-361 3 1 I t.r.市日5 十干 3.1 10 lこ.$¥..、 』こ";::1..、 %'‘ 砂粒 回転ナデ 回転ナデ 型枠「大」
燈 燈

51-361 4 1 102 iJi!!'.r.:> 何、 13.7 6.4 4.4 100 赤褐 赤梢 %: 長石・スコ 回転ナデ 回転ナデ T持ちへ
リ7 砂粒 ラケズリ

1"1転ヘラ
キリ

51-361 5 1 1，76，126 須!Æ~if 判、 13.7 6.3 4.4 80 程 怠 告「 雲母スコ 回転ナデ 回転ナデ 手持ちへ 火樽~ ? 内外前煤
リア砂粒 手持ちへラ ラケズリ 付着

ケズリ I~I転ヘラ
キリ

51-361 6 112，30，36，55 ~J'i!!!.器 十イ、 13.4 7.0 3.8 60 賞灰 ，V(灰 密 砂粒 1"1転ナデ !日l転ナデ ・ 手持ちへ
手持ちへラ ラケズリ

ケズリ l叶転ヘラ
キリ
紙調整

51-361 7 11，8，9 須忠ili十 相、 14.2 7.8 4.4 30 に_.I.;~、 Lこ_.I.;し、 穂、 砂粒 阿転ナデ 同転ナデ 回転ヘラ

赤褐 赤褐 凶転ヘラケ ケズリ

ズリ

51-361 8 151，123 j 師~" I汀"Jム口 12.8 6.5 3.3 80 程 格 相l 22母 ースコ !日l転ナデ 同転ナデ |凶転ナデ
j，m リア ・{ψ粒 ミガキ

51-361 9 161 土師器 Iι6当・~f-i、 6.0 2.1 40 槌 陸 在j 'SJl):・スコ 回転ナデ ・ |司転ナデ 阿世、ヘラ

付1m リア砂粒 ミガキ キリ・|叶
転ナデ

51-361 10162 | 自~~~ ，w旦-JPAI1 d、 12.4 5.8 2.4 60 lこ...;::¥..、 にぶい ?官 'Iin・スコ i叫転ナデ ・ 回転ナデ ・ ナデ 外商煤N
Hlll1 4畳 4畳 ')了 ミガキ 手持ちへラ ZE 

ケズリ

51-361 11 1133，136，140 須!}J器 場』民誕a 15.8 15.3 20 l列赤禍 持、褐 粗 '}; FJ 砂粒 ヘラナデ・ ヘラナデ 内外面煤

ヨコナデ・ ヨコ十デ 付着
接合浪 外而窯の

砂付者
ヘラ書き
i + (x) J 

51-361 12157 須足、総 斐 9.0 5.1 10 IVJ1I、褐 I ~J ，h，褐 者I スコリア |ロl転ナデ I~I 転ナデ . 外国煤付
砂紅1 輪，f/(抗 1骨‘rI

ヘラ il~ き
i + (x)J 

S1362土器表

SI365土器表

泣f耳 }!o t土記 器極 ~a; n径 底径 際高 泣存 色調 色調
胎 lこ 混入物 調整r~!Tfii 調整外而

ロクロ
製作備考 備考

% 内l面 外l[i 1，)(形ー調整

51-365 1 151321' 1，4， j二郎総 何、 11.9 5.6 3.4 80 赤桂j 赤褐 布、 .，ミ母 スコ ミガキ ・恒l回転ナデ 同転糸切
18，19 ')7 砂粒 転ナデ 1)・無湖

繋

51-365 2 1 51321 . 17， 土師総 ~ . ~ 10 程 位 キE スコリア ・ ヘラナデ ヘラケズリ ・
19 砂料 ヨコナデ ・ ヨコナデ・輪

接T'iH:i 杭担1

SI366土器表

SI367土器表

遺構 '¥u t上記 日告極 ~~形 11 径 !氏径 器商
遺存 色調 色調

!治上 浪人物 調整内面 調整外I而
ロタロ

製作曲i考 備考q。 lλHfii 外I自l 成形調整

51-367 1 13区 土師器 判、 14.7 5 町]赤褐 明赤褐 宮、 .{i英長石 回転ナデ 回転ナデ 基き者こ

雲l手スコ (不明)
リ7 ・砂粒 煤付Jf

51-367 2 16 土師~ 官I，，'Jム" 8.8 5.9 70 必 程 密 雲t):.スコ 回転ナデ 回転ナデ llil転糸切 内面炭化
H判、 リア砂粒 物付着

量調整

SI371土器表

遺構 ~O ij二 百己 出fo[( 器形 口径 底径 終日
遺イ1. 色調 色調

脈上 混入物 調整内ifii 調務外l(ii
ロクロ

製作備考 備考
% 内面 外而 成形調繋

51-371 1 14，56 土師~~ 杯 11.7 6.0 4.1 20 赤褐 明赤褐 也、 石英・長石・ ヘラナデ ・ ヘラケズリ 手持ちへ

雲母・砂粒 ヨコナデ ヨコナデ ラケズリ

51-371 2 164 ~f~!Æ 6，): 何、 11.6 8.2 4.0 100 褐灰 褐l:k ?色: 雲母砂粒 Illi転ナデ 回転へラケ 凶転ヘラ 線刻
小燦 ズリ・回転 ケズリ

ナデ I"I+-正へラ
キリ

51-371 3 1 39 須恵総 柄、 10.6 7.2 3.7 80 黄灰 賞灰 ?も 雲母スコ 阿転ナデ 悶転ナデ 手持ちへ iUI煙HJ;
リア砂粒 ラケズリ 灯I珂it:{

回転ヘラ

キリ
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遺構 :¥0 Y士記 務極 前十形 口径 底1を 肥tγ1'-'午J 泣存 色調 色調
胎上 iJl.入物 調整内面 調整外面l

ロクロ
製作 1~~j写 Ilu 考0& 内而 外I(II 成形調書き

51-371 4 11，5，43，47 !こ r. '~l器 小型 14.8 6.8 11.8 90 町]赤禍 IYJ亦褐 'ff.' スコリア ヘラナデ ー ヘラケズリ 手持ちへ 外而，'.lA斑
瑚ι 砂粒 ヨコナデ ・ ヘラナデ・ヨ ラケズリ 煤H.?I

輪干i'm コナデ

51-371 5 11，2，5，31，38， 1-師器 減瓦医 22.8 10 t別亦悩 l こ..;~\，、 'ff.' イ1英・長.fi' ナデ ナデ.1'1.¥ 武正主主T
39，40，50，59， 樹 雲母 ・スコ') ちへラケズ

60 7 砂粒

51-371 6 11，2，7，10，12， 須，'J!.y，if 翌E 14.3 9.3 17.4 80 l こ...;~\，、 lこ...;.;し、 '晶 スコリア ヘラナデ ・ ヘラケズリ 無調整

13， 16，30，33， 悩 褐 砂粒 ヨコナデ ヘラナデヨ

34，35，36，37， コナテ'ータタ

41 キ

51-371 7 132 
須開?にL 8.5 10 灰1.性1尚灰 花、 砂粒 |りl転ナデ 同転ナデ n然利l

ナデ

S1372土器表

遺構 ¥0 住吉己 器種 22形 口径 Jik径 器内
遺作 色調 色調

胎土 出人物 調整i人H(II 調主主外1M
ロクロ

製作術革 備考。。 内lfil 外i而 成形，淵皇室

51-372 1150，51，97 m忠器 杯 12.5 7.6 3.2 70 yi1:長 前!大 1出 石1Aと・長1;. 1"1恥;ナデ 1"1転ナデ . 手持ちへ
雲l手・砂粒 下持ちへラ ラケズリ

ケズリ

51-372 2 153 須，'~r.if 判、 13.4 9.0 4.4 20 H仰天 IIffJ五 'ff.' 石英 ・ 長~l' "'1転ナデ 1"1転ナデ 回転ヘラ 外I師煤付
砂粒'1守色 ケズリ .?1 
剣状物

51-372 3 1 71 i::r.雨tz受 21.6 10 灰褐 l こ~\，、 'ff，' 石英・長イ1・ナデ 手持ちへラ 常総司リ
性j '工1'):・スコリ ケズリ ・ナ

7 砂松 ア

51-372 4 194 l二師日3 塗 -1 13.4 10 FA貨褐 lニ_;;し、 ?f.' 石英・長1;・ 手持ちへラ 手持ちへ 'ii¥'総'.¥リ
初 雲IJ.スコリ ケズリ ナ ラケズリ

ア砂粒 デ

S1373土器表

遺構 ¥0 il u己 器宿l ?，;，形 rI径 厳I壬 日':fj'，_':j
;rw 色調 色調

胎上 泌人物 調整内IUI 調整外IUI
ロク口

製作備~' Wi .lC，' 。。 内而 外l雨 成形調整

51-373 I 12，4，87 士一師(，J 杯 12.9 6.6 4.7 50 栓 t畳 '品 石英長イ1 ヘラミガキ 例転ナデ 阿晶、へフ 斗!JF
'~n'l沙料・ 1"1転ナデ 1"1転ヘラケ ケズリ
スコリ7 ズリ 1"1転糸切

51-373 2 16 上師25 杯 12.5 i.O 4.4 30 明亦尚 I珂請、制 密 石英・長行・ l己l転ナデ 1~l o!iiナデ n月!.~{1 1:

'工I主・砂絵・ 1"1転ヘラケ 1'1' J 
スコリア ズリ

51-373 3 11 1-.師~. 柄、 10 l こ~~\，、 にJ九、i旨 I~I転ナデ |旦l転ナデ 叶目"、3生， 

赤禍 褐 「口年」
51-373 4 12，59，66，86 ~J[ .'iT.6持 杯 12.4 6.4 4.6 90 亦褐 IYI赤禍 1h: -Li英・長イl'凶転ナデ l可転ナデ 1"1転ヘラ

'EI主・ 砂粒 l可恥;ヘラケ ケズリ
スコリア多 ズリ

51-373 5 150 u耐器 柄、 12.0 6.4 4.7 80 lこ... ~"、 に"';~I，.、 ?主 石英・長石・ヘラミガキ ・ I~I転ナデ M和、ヘラ
赤褐 亦褐 雲母砂約 阿転ナデ ケズリ

スコリア ナデ

51-373 6 159 t師器 1111 12.2 6.5 2.0 100 l こ...;~し、 にぷい ~晶 イ1英 E1i 1"1転ナデ 1"1転ナデ. !日l転へフ 屯ね焼板
相 制 :主l立砂校 1"1転ヘラケ ケズリ

スコリア ズリ

51-373 7 143 1-.師探 lUl 14.7 7.1 21 20 にぶい !こ~"、 ?宇』 石英長1; 回転ナデ l司1伝ナテ・ I~I転へラ
H詰 ttl 会l主砂枝 ミガキ ミガキ '"1 ケズリ

スコリア・(1 +'"ヘラケズ
色針状物

51-373 8 14，33， l二R申器 『J・・rJ.14」1 14.2 7.8 3.4 50 IYI赤桂jIYJ赤禍 1汗』 石英長石 1"1転ナデ ナデ 回転へラ
51-374-3 付1111 ヨ'"手・砂f:(' ケズリ

スコリア

51-373 9 1 47，49，93 須，色総 阪 29.4 15.6 25.5 40 H青1λ nì~~長 苫1 11英 ・長{j. ナデ ・吋て タタキ ・ナ 臨調笹 五孔式
雲母ー砂ねー n痕 デ
スコリア

51-373 10 81 1Jl.IJ!.r，品 望E 29.6 10 Hi1亦悩 H古亦悩 '品 li!k長fi ナデヰiて タタキ ・ナ
雲母砂粒 Jl.j)i ア
スコリア

51-373 11 70， 5D41 -62， m!!!:~:品 小 I\~ 7.0 10.5 60 1* 1氏 ¥'f，' l全イi 砂粒 1"1転ナデf ヘラケズリ ・無調整
95 ~ II!]転ナデ

S1375土器表

遺構 :10 fE 11己 日品種 日持形 111王 11'(11 6~1~:j 
遺存 色調 色調

胎土 混入物 調整内1M 調格外而
ロクロ

製作怖11)5- 備号 |。。 lλI1師 外而 成形調整

51-375 1 136 上削(，J 何、 14.4 7.2 4.2 90 4す ffi 石1s.と・長石 ・ヘラミガキ 目|旦l転ナデ I~I 転ヘラ 主E宝， 、~:

'_t rJ スコ 1"1転ナデ 1m転ヘラケ ケズリ 「口J
リア ー砂粒 ズリ
1'1色$1状物

51-375 2 14，51 上自市器 村、 11.6 6.0 3.9 70 IYJ赤褐 IYJ赤褐 在Vf.' 石英長打 l回転ナデ lill+iナデ . l日l転へラ ~~il r. 
二El手・スコリ lロ|転ヘラケ ケズリ 「少口(千
7 砂粒 ズリ カ)ロ フj

51-375 3 182 5且 t且 ~ii 何L 12.6 6.8 u 100 l氏1員 /1<苦t 1宇f イi1A・l全イ" 1"1転ナデ 1"1転ナデ. 1"1+"、ヘラ
'!:;.f主・スコリ l"l~iヘラケ ケズリ
7'1官、村 ズリ 川転ヘラ

キリ

SI-375 4 116，73，96 須 .1J!. 6~ 判、 12.4 5.8 4.4 30 黒 Il! if，: 石英長イ1・1"1転ナデ 1"1転ナデ. 手持ちへ
'lJT・スコリ 1"1転ヘラケ ラケズリ
ア砂粒 ズリ
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逃m i¥o. u: ~己 :r.i舷 :r.i形 口径 i長径 滞日
逃f{ 色調 色調

船上 混入物 調整l勾而 調整外ilJi ロクロ 製作側i宅一 備考06 内llli 外fM !正形調整

SI-375 5 199 上師;協 ずInr』ム仁3 13.3 0.0 3.4 80 燈 股 ?宇; イi英・長1;・ 1"1転ナデ l叶転ナデ IDI世正ナデ
Nll[ ~ I苦 ・ スコリ 同転糸切

7 砂粒 ・ I~I り
色il状物

SI-375 6 1 1，32，78 上師器 球~ 20.2 10 I別赤禍 191赤褐 ?青 石英・長石・ ナデ ナデ 泌総型
二L・t:J・スコリ
7'砂粒

SI-375 7 1 3，52，53，72， 1J[，.!!.岩井 墾 23.8 15.0 -1 20 nfj，Aミ褐 』こ~"、 ?官 1il匹長石 ナデ ・当て タタキナデー ヘラ{I::き
75，97，1∞， 11青灰 l火 1'/1栂 ・ ';Sf手・スコリ J~.Jj{ 下Hち9 へ
111， 黄 H音灰 ・ 7・的;H ラケズリ

灰1立

SI-375 8 127，42，100， 須恵器 'lt 14.9 10 位 にぷい ?官 石英・長イ，. ナデ・吋て タタキ ーナ 匝i調整
101 褐 ~/J ' スコリ ムu九 デ手持ち

ア砂杭 ヘラケズリ

S1377土器表

J立傍 :，'u 7t ，¥己 Rm 22形 n径 底径 23高 主I存 色調 色調
胎土 浪人物 調整内而 調整外I而

ロクロ
製刊備;;" 備考

90 l勾而 外l而 }止Jfj.r胡繋

SI-377 1 125 上師?ii 折、 11.8 7.7 4.0 50 権 4B 苦f スコリ 7・ ヨコナデ・ ヘラケズリ 手持ちへ 外iui煤H
砂粒小傑 ミガキ ヨコナデ ラケズリ ，{j: 

SI-37i 2 15 須.t~(~;f 折、 13.3 9.0 3.6 90 灰，V，I'A!li 密 砂粒 !日l転ナデ 1"1転ナデ. Ir~ 'iiムヘラ
l凶転ヘラケ ケズリ
ズリ (!rl転へラ

キリ

SI-377 " 18 m必25 判、 13.8 8.2 4.0 80 l こ..;~し、 [こ";~1.、 '&' 行1J~ ・長石 ・ 回転ナデ |叫転ナデ・ 手持ちへ
黄桜 黄燈 "EH.小際 下持ちへラ ラケズリ

ケズリ 凶転ヘラ

キリ

SI-377 5 121 m恐?ii 折、 13.1 7.6 4.5 100 淡黄燈 淡&t霊 説、 雲母・砂粒 ・ 回転ナデ 恒l転ナデ ・ 手持ちへ I怯M~t:
小燦 手持ちへラ ラケズリ

ケズリ

S1378土器表

遺構 '¥u u: 記 P品位 保育5 LI径 底径 ，削nFfhリ，Iill存 色調 色調
胎仁 浪人物 調整内l師 調整外国 ロクロ 製作備考 t血考

% 内而 外而 成jfj調整

SI-378 1 13，56 上自昨日 十イ、 13.5 6.4 4.5 80 IIjJ桂j H音1羽 'ff.' 石英・長石 阿転ナデ 同転ナデ |型l転ヘラ
雲母スコ 1"1転ヘラケ ケズリ
リア ・li);粒 ・ ズリ I，rl転糸切
1'-1色針状物

SI-378 2 159 士制器 H、 12.6 7.0 4.0 30 燈 積 1t，: 石r~ . 長朽 ・ 何事!;ナデ 同転ナデ ー 同転ヘラ
芸i士・スコリ 回転ヘラケ ケズリ
了砂粒 ズr)

SI-378 3 154 土師器 柄、 12.6 3.8 3.8 80 赤褐 赤尚 ?百 石英長石・ 回転ナデ 回転ナデ・ 手持ちへ I111煙付ポ
.:u主スコ 手持ちへラ ラケズリ 灯Ilfllll
リア砂粒 ケズリ
向色針状物

SI-378 4 158 上師器 杯 13.7 7.0 4.0 90 燈 経 説‘ fi~長 ・ 長石 ・ 恒I転ナデ 阿転ナデ ・ 1"1転へラ
主l主スコ 1"1転ヘラケ ケズリ
リ7・砂粒 ズリ !日l転糸切
白色針状物 り

SI-378 ;) I';){ 十師:r.i望E 13.4 7.2 3.7 100 黄燈 1911Yi褐 ?苦 石英長石 回転ナデ 同転ナデ 手持ちへ

'I:H スコリ 手持ちへラ ラケズリ

7・砂粒 ケズリ

SI-378 6 160 上師時 小斐 14.8 6.4 131 90 I!IJ赤褐 191功、尚 説、 石英・長石・ 回転ナデ 回転ナデ ・ 手持ちへ
雲n.スコリ 手持ちへラ ラケズリ

ア・砂粒 ケズリ

S1380土器表

遺構 ~Q z主百己 ~幸雄 ?ii形 口径 l氏径 総高
選存 色調 色調

胎土 浪人物 調整内ifli 調整外IUI
ロクロ

製作備考 llu 考% 内而 外而 /&:I杉調整

SI-380 1 122，23 土日市?ii 杯 13.6 7.2 4.8 50 Iy]褐 明粍1 宅E むl英 ・長石・ 回転ナデ 阿転ナデ 手持ちへ

県褐 J，IA褐 3E母ースコリ 手持ちへラ ラケズリ
7・砂粒 ケズリ

SI-380 2 11，58，68 須Q.~(，i十 杯、 12.6 7.7 4.4 90 』こ~し、 』こ";~J..、 ?も 石英ー長石・ 恒降、ナデ I~I 転ナデ. 下持ちへ
黄褐 黄褐 砂粒多スコ 手持ちへラ ラケズリ

り7・$1主 ケズリ

SI-380 3 116，18 m恵器 t千 13.6 8.2 4.1 60 貨灰 lYi灰 ?色、 石英・長石・ 恒l申孟ナデ 1"1転ナデ 1m転ヘラ 火搾
当1:):目スコリ 回転ヘラケ キリ
ア・砂粒 ズリ 手持ちへ

ラケズリ

SI-380 4 142，65 土師桜 小型I 11.7 6.6 11.9 80 19]赤褐 191'n三褐 読 石英・長石・ ナデ ナデヘラ 手持ちへ
材ん質 雲母 ・スコリ ケズリ ラケズリ

ア・砂粒

SI-380 5 1 1，2， 12，45， 上師器 楚 21.2 12.2 29.5 30 l こ~1.、 l こ...;~t"、 V主 石英ー長石・ !日l恥;ナデ 向転ナデ・ 木%Jii '市経~J凹

50，51，52，54， 積込 制 '~I 手 ・ スコリ 手持ちへラ

67 7・砂粒 ケズリ

n
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第17表金属製品観察表

遺併'ffi'号 挿|泌l高ニ号 材質 製品名 遺存
長 1平 重量

遺物需号 1lU:地点 備 考
(mm) (O¥m) (四) (g) 

51-002 170 52 鉄 嫌 刃 ・基部 全長152.5. 刃音1120.0 刃部2.0. 41.5 0934 (平成3年度l:B土)
刃部114.0 )，1;苅133.0 茎部1~側2.2 ・
~，I;剖138.5 刃nt112.0

51-002 170 53 鉄 )J} 刃部 35.5 8.0 2.5 3.2 0380 中府

51-002 170 54 鉄 鉄鍛 頭部 38.5 4.2 4.0 2.5 0823 竃付近"，陪

51-003 133 10 鉄 万子 刃 -茎部 全長50.5 刃，¥iI12.8. 五l部背側2.0. 茎 4.3 0190 上層

刃剖¥11.5 茎部7.0 剖II1rsIIJ2.0
茎部39.0 刃側1.8

51-004 177 107 鉄 刀子 刃部 32.5 7.2 背面112.0 2.3 0616 上層

51-004 177 108 鉄 w.摘みJL 端部 34.0 19.5 2.0 3.9 0911 下府

51-004 177 109 鉄 7J子 刃剖l 49.5 8.5 背s!'12.5 4.6 0631 上層

51-004 177 110 鉄 刀下 茎部 64.6 6.8 3.5 5.9 0931 床面I!I上 (平成2年度出土)

51-004 177 111 tk l空j金具 端部欠 縦54.3 6.0 4.0 17.8 0750 '1'府 B72処理済
横56.8

51-005 178 l鉄 鉄鍛 茎剖i端欠 全長74.0 鍛身部9.0. 品産身部2.0. 9.2 ∞36 上層 B72処理済
銀身部21.4. ~Jí剖17.0 j.u部4.0
重H剖140.5 装剖15.0 芸部14.0
茎部7.0

51-007 135 c 鉄 鉄鉱 ~Jí 茎部 全長96.5. 頭部5.5 E良市13.0 10.5 0083 稽l勾f"1I'l 木質残存
頭部34.5 械部7.5. 茎剖13.5
林部1.5. 茎剖¥4.5
芸部61.0

51-007 135 17 鉄 鉄鍬 頚・茎部 会長59.5. まH部14.5 頚部2.0-1.5. 5.9 0018 
~Jí部46 . 0. 茎部3.0 茎町12.5
茎部13.5

51-007 135 18 銅 帯先金共 完形 21.0 19.5 1.5 2.6 000-3 

51-009 180 4 鉄 刀子 両端部欠 全長170.5. 刃部 刃部9.5 メJ自H;1'f側3.8 茎 28.8 ∞20 上層

129.0 茎部41.5 茎部8.0 苦f~1T側4.6
刃側2.5

51-009 180 5 鉄 刀子 両端部欠 全長80.0 刃部10.6 刃部背側3.0 茎 0019 B72処理済
刃部62.0 茎剖¥7.0 剖¥'IH目3.0
茎部18.0 J'Js!112.0 

51-013 186 63 鉄 鉄鉱 茎古1¥欠 全長66.5 鍬身部138.8.1ft 描長身部4.0 ∞55 下府 B72処理済
鍛身部31.5 部16.5 頭部4.0
~Jj部5 1.0 i主刺3.8 逆刺11'側2.0
逆!li11l6.2

51-013 186 64 鉄 鉄鍛 頭部端欠 全長82.0 品産身部5.5 鎌身剖)1.5 4.9 0435 中層 B72処理済
鍛身部21.0. ~flg-jl36 車l部4.0
頚部61.0

51-013 186 65 鉄 鉄鉱 頭部 50.0 4.0 3.5 3.3 0001-1 上層

51-013 186 66 鉄 7Jチ 頭部 53.5 6.5 3.0 5.2 0066 ヒ回

51-013 186 67 鉄 鋪 f 端部欠 縦51.0 憐22.0 2.0 5.0 3.7 0215 LI百

51-013 186 68 鉄 )J子 刃宅部 全長113.5 刃部9.8 刃部3.0 10.7 0245 中府 B72処理済
刃部107.5.
茎部6.0

51-013 186 69 身、 刀了 刃 ・茎部 会長148. 刃部10.5 刃剖m側3.4.茎 18.4 0439 下層 B72処理済
刃部57.5. 茎部5.4 部1m四3.0
茎部75.0 刃sl113.0

51-013 186 70 鉄 万子 刃茎部 全長127.5 刃部8.2 刃部3.0 13.6 0260 下悩 B72処理済
刃部80.0 茎部6.0 茎部背官!112.6 木片付着

茎部48.0 刃側2.4

51-013 186 71 鉄 7J十 刃茎部 全長119.0 刃部9.4 刃部4.0 10.9 0234 下府

刃部52.0 茎部6.0 茎部'Ir側3.0
茎部65.5 刃側2.0

51-013 186 72 鉄 JJ子 刃芸部 全iミ143.5 刃部8.6. 刃部2.5. 18.8 0317 中照 B72処理済
刃前日106.5 茎剖16.5 茎部'11'側3.5 2例体
茎部37.0 刃側2.5

51-013 186 73 鉄 刀子 完形 全長204.0 刃剖¥10.5 刃剖lirnlI12.6. ~ 24.3 0095・96 中層 木片付着。

刃告sI34.0. 茎剖¥6.5 部背側3.5 29接合=欠番
茎部70.0 刃側2.5

51-013 186 74 鉄 鎌 刃-基部 会長39.0 刃部20.0 刃剖汗rslII 2.0 基 6.4 0148 上府

刃部16.5 j企部21.5 部背側2.5
基部22.5 刃側1.5

51-013 186 75 鉄 刀子 刃部 全長25.5 刃部20.0 刃部2.0 4.7 0370 下柑

51-014 1，的 37 鉄 鉄鉱 鍛身. ~f[ 全長79. 括主身部32. 鍛身告1125 13.8 0087 '1'府 51接合=欠佑
茎部 鍛身部29.2 頭部9.0 頭部4.0.茎3.0

j.ft部38.5 芸部14.8
茎部17.3

51-014 190 38 鉄 刀 f 刃-茎剖l 全長53.0. 茎剖17.5 茎部背側3.0 6.6 0146 
刃部41.5 刃側2.0
茎剖111.5

51-014 190 39 鉄 刀子 刃部 全長41.0. 刃部8.2 刃部8.2 3.6 0049 
メJ部31.5 茎剖¥6.6 芸部背側2.5
芸部9.5 メJ部側1.5

51-014 190 40 鉄 鎌 刃剖i 23.0 23.0 'Irs!1125・ 4.5 0098 上層

刃側1.5

51-014 190 41 銅 fif金具 完形 28.2 17.3 5.7 4.2 
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遺俄番号 挿図番号 材質 製品名 遺干f
長 厚 重量

造物番号 出土地点 備i 考
(醐) (mm) (mm) (g) 

51-014 190 42 鉄 錨子 52.5 5.5 1.5 1.5 0125 上層 B72処理i芹
不I~j鉄:\01

51-015 193 22 鉄 鉄鉱 鍛身頚 ・ 全長96.5 鍛身部17.5. 鍛身部2.5. 12.8 0147 上層
茎部 鍛身部19.5. 頭部7.0. E訓告112.5.

要員剖141.0 茎部3.5 茎3.0
茎部36.0

51-015 193 23 $1， 鉄鉱 事1・茎部 全長67.6 要H剖15.5 頭部5.0. 7 I 0054 上層 B72処理前
~fi官1139.8. 茎部3.2 :茎剖12.8 Nnl 
茎剖>27.8

51-015 193 24 鉄 JJ子 刃茎剖i 全長45.0 刃昔日18.0 刃部3.0 4.8 0035 上府 B72処理済
刃古120.0 茎部6.0 茎剖l背側2.6刃 目。l
茎剖¥25.0 側2.4茎部背側

3.2・刃側2.2

51-015 193 25 鉄 H 。9.0 3.5 3.0 3.1 0145 下層

51-015 193 26 鉄 秘摘みH 93.1 18.0 1.8 10.9 0112 ト府 木片付lf

51-015 193 27 鉄 主I 48.0 5.0X3.0 8.7 0127 下府

51-01i 140 20 鉄 万子 茎部 54.8 6.9 2.0 3.3 0357 下層

51-017 140 21 鉄 JJ子 刃茎剖i 全長61.8. 刃部47.5 刃部2.0 7.1 0025 上層
刃剖¥47.5 茎7.5 茎部背官。113.5
茎部13.3 メ0~!112.0

51-017 140 22 鉄 刀干 刃?f;剖; 全長103.2 刃部9.8 刃部1.8 7.6 0355 下府

'fJ部175.0. 茎剖16.2 茎剖l背側3.0.刃
茎部28.2 部制ij2.3

51-019 196 5 鉄 鎌 刃部 86.0 26.2 2.0 19.4 0036 下府

51-028 199 17 鉄 JJ子 刃-茎部 全長39.0. ガ部11.8 刃部3.0 6.6 0073 床下而

刃部35.0.
茎部4.0

51-028 199 18 鉄 絞n 縦65.8. 3.5-6.0 5.0-9.0 44.6 0037 下柑
横41.2

51-029 200 10 鉄 刀子 刃 ・茎部 全長105.5 刃部6.8 刃部2.6 11.2 0002 下層北東隅

刃部52.0. 茎部5.5 茎部背側3.0
茎部53.5 刃側2.5

51-031 202 8 鉄 7J子 刃茎剖i 全長49.0. 刃部9.8. 刃部千fslI13.0.茎 4.3 0005 下層
刃部23.0 茎部26.0 部1判明2.5
茎部26.0 JJsl112.0 

51-035 204 6 鉄 鋸 刃・茎剖l 全長175.5. 刃向124.2. 刃部2.0 37 0034 下照 木質残存
刃部96.0. 茎剖15.0 茎部3.0
茎部79.5

51-035 204 7 鉄 JJ子 点j 茎部 全長123.0. 刃剖¥8.6. 刃部2.5 9.9 0057 カマド内

刃部77.5. 芸部45.5 茎部背側3.5
茎部45.5 ガ部2.0

51-035 204 8 鉄 秘摘み具 最大長19.0 17.8 2.0 2 I 0004 下府 下肘一括①

51-044 216 25 鍔、 7J二千 刃・茎剖l 全長102.0 刃剖19.0 l-J剖¥3.0 9.4 0361 下府

茎部63.0 茎部67.0 茎 t~i;1.判明3.0
刃側2.5

51-044 216 26 鉄 ~'l 金具 縦49.5. 5.6 4.5 II.6 0206 下層

横56.5

51-047A 218 13 鉄 不明 81.5 5.5-6.8 1.5-3.5 10.8 0700 F層

51-047A 218 14 鉄 鎌 刃 ・基部 129.4 25.2 背側2.5 22.8 0736 下層

刃側2.0

51-047A 218 15 鉄 鎌 刃 -基部 57.5 31.5 背側2.5 14.8 0167 
刃側1.5

51←048 220 II 鉄 鉄鉱 刃茎剖l 56.0 9.5-22.0 2.0-2.5 10.6 0217 上層

51-050 222 15 鉄 刀 f乙 刃茎剖i 全長57.2守 刃部9.5 刃部2.2 6.1 0803 中層

刃剖141.5 茎剖16.2 茎剖;背側2.2
茎部6.2 刃部1.5

SI-050 222 16 鉄 ~T 20.5 4.0 2.0 0.8 1238 

SI-051 223 3 鉄 刀子 刃茎剖l 全長68.5. 刃部9.0 刃部2.0 6.2 0111 上府
刃部56.5 茎部6.5 茎剖i千fsl113.5・
茎部6.5 刃部2.5

SI-051 223 4 鉄 鎌 刃部 42.0 33.5 i干s!l12.0. 19.4 0114 上府
刃側1.5

SI-053 226 25 鉄 刀子 刃茎剖i 全長93.0. JJ告119.5. 刃向13.0. 6.5 0546 
刃部37.5 茎部5.0 茎部背側2.5
茎剖555.5 刃側1.5

SI-053 226 26 鉄 7J子 刃剖i 28.0 14.4 2.5 4.8 0388 

51-053 226 27 鉄 鎌 刃 -基部 全長Il4.5 刃部22.2 刃部¥2.8 29.4 0359 
刃部97.5.
基部17.0

51-053 226 28 欽 鎌 刃部 52.0 23.4 2.0 10.5 0359 

51-053 226 29 鉄 主I 65.0 2.0 2.5 2.6 0183 

51-053 226 30 鉄 ~J 49.5 3.5 3.0 2.8 0198 

51-054 228 18 鉄 万F 刃 -茎部 全長89.0. 刃剖¥13.0 刃部12.5. 11.8 0267 
'fJ部34.5 茎部7.0 茎音1¥背側3.0
茎55.0 l-Js!112.5 

51-054 228 19 鉄 刀子 刃 ・茎部 全長49.0. 刃部9.0. 刃部2.4 茎剖i背 5.1 0858 
刃部38.5 茎部6.0 側2.0・JJ仰111.5
茎剖¥10.5
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遺構番号 挿図番号 材質 製品名 遺存
長 中日 l早 重量

遺物番号 出土地点 備 者巴，
(凹) (凹) (凹) (g) 

51-060 234 7 鉄 刀子 刃・茎部 全lミ65.0 刃部8.6 刃剖12.5 茎剖1背 5.2 0338 
刃部22.5 茎剖142.5 自112.0・j}側1.5
茎部42.5

51-060 234 8 鉄 刀子 刃部 全長37.0 10.5 3.5 3.9 0058 

51-061 235 5 鉄 刀子 刃茎部 全長164.0. 刃剖19.2. 刃部13.0 茎部 17.8 0362 下層

刃部98.0 茎部3.5 2.5 
茎部66.0

51-061 235 6 鉄 鎌 刃)1;部 刃部10.5 刃部25.0. 刃部2.5. 60.2 0064 下隅
基部44.0 基剖131.0 tJ;百五背側3.0

刃側1.5

51-061 235 7 鉄 i'!¥摘み具 全長59.3 15.4 1.5 6.0 0019 中層

51-061 235 8 鉄 鋤 縦184.0. 45.5 147.8 0065 F層
横149.0

51-063 238 10 鉄 鉄斧 84.5 34.5-39.5 2.5 120.8 0444 

51-063 238 11 鉄 万F 刃部 42.0 18.5 1.5 4.5 0137 

51-064 239 4 鉄 紡錘申 最大筏46.5 2.0 19.8 ∞63 
干し筏5.5x5.5 

51-067 241 11 鉄 H 59.4 3.5 3.5 5.1 0430 

51-069 242 5 鉄 穂摘みよL 縦15.0-19.0. 14.5 1.5 1.6 0026 
横14.5-18.5

51-069 242 6 鉄 鎌 J.}剖i 37.8 18.5 2.3 2.7 0011 

51-069 242 7 鉄 刀子 メJ部 全長37.0 14.0 2.2 3.2 0027 

51-069 242 8 鉄 刀F メJ.茎部 会長133 刃剖19.0 刃部門干2.0 12.6 ∞59 カマドl入l
メJfj私107. 茎部9.5 茎部背側2.0
茎剖124.5 刃側2.0

51-072 246 42 鉄 刀f 刃-茎部 全長153.0 刃部11.0 刃部3.0 22.4 0556 床而直上
刃よaI96.0. 茎部7.0 茎部背側3.0
茎部57.0 刃側2.5

51-072 246 43 鉄 万千 茎部 49.5 茎部6.0 茎部1'f側3.0 3.7 1-くD
刃側2.5

51-072 246 44 鉄 万r 刃部 42.5 刃部8.0 背側3.0 5.2 。∞2
茎部6.0-9.0

51-072 246 45 鉄 刀F 刃・茎部 全長92.0. 刃部9.5.茎部7.5 刃部背25. 9.3 0257 
刃部50.0 茎部背側2.0刃
茎部142.0 fl{111.5 

51-072 246 46 鉄 鎌 刃.JJ;部 87.0 刃部16.8. 21;剖i刃側1.4 31.1 0246 
コ底部26.5 背側2.5

メJ部mPI2.l

51-072 246 47 鉄 鎌 刃基部 79.0 刃部20.0. 基部刃側1.0 19 0506 床面直上
1[;部28.0 1'f側2.0.

刃部背側2.0

51-072 246 48 鉄 鎌 完形 188.5 刃部18.0 1[;剖i万四111.2・干T 51.8 0258 
基部24.6 側2.5

刃部背側2.5

51-072 246 49 鉄 秘摘みH 完形 111.5 22.7 2.0 18.4 0309 木質残存

51-072 246 50 金銅 錠l歪 33.0 27.3 1.5 4.8 024i 干し径1.8

51-073 247 3 鉄 鉄斧 全長129.0 49.5 379.4 0048 木片付着

51-076 145 18 鉄 鉄鍛 頚茎部 全長48.5. 頭部5.5. 頭部3.0. 5.6 0282 
頭部42.0. 主~iii;55.0 茎剖12.0
茎部7.0

51-079 251 2 鉄 鉄鍛 銀身・箆被 全長43.0. 鍬身8.0 鍛身2.0. 2.7 0019 
鍛身35.0 箆被4.5 jJi部1.5
箆被8.0

51-081 255 7 鉄 7J子 刃 ・茎部 全長40.5. 刃部9.0 刃部13.0 4.6 0125 
刃部36.5.
茎部4.0

51-082 257 22 鉄 鉄量産 鍛身箆被 全長192.0 鍛身13.0 鍬身3.0 12.0 0663 
茎 鍛身31.5 箆被5.0. 箆被5.0.

箆被98.0. 集3.2 茎3.0
茎62.5

51-082 257 23 鉄 鉄鉱 員臨身・箆被 全長62.1 鍬身21.2 鍛身3.0. 11.7 0674 
茎 鍛身26.5 箆被7.0 箆被3.5

箆被21.6 茎部2.5 茎2.5
茎部14.0

51-082 257 24 鉄 刀F 刃ー茎部 メJI引134.5 刃部10.5 刃向日3.0. 6.1 0660 
茎部31.5 茎音1¥7.6 茎部背側3.5

刃側2.0

51-083 259 13 鉄 刀子 刃・茎部 全長129.0. 刃剖¥8.8 背側2.5 12.0 0401 下層
メ~ l明日 16.0. 茎部2.5 刃側2.0
装部13.0

51-083 259 14 鉄 刀子 刃部 33.0 7.8 2.0 2.5 0358 上層

51-084 95 20 i'k 万子 刃部 24.0 13.0 3.5 2.5 0342-a 

51-084 95 21 鉄 ]J子 刃部 17.0 18.0 4.5 2.2 0342-b 

51-084 95 22 鉄 刀f 刃部 33.0 10.0 3.3 2.3 0399-a 

51-084 95 23 鉄 万子 刃部 17.0 7.0 7.0 1.9 0399-b 

51-084 95 24 鉄 万f 刃部 51.0 8.5 2.4 1.9 5c-9下

51-084 95 25 鉄 lH 刃部 30.0 11.0 4.9 2.6 0390 

51-084 96 26 鉄 万子 刃部 117.0 9.5 5.3 1.3 0399 
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遺構番号 挿|型l書号 材質 製品名 造有
長 中目 !写 l1Hif 

遺物番号 出土地点 備 考
(凹) (皿) (mm) (g) 

51-084 96 27 鉄 万子 刃音1> 30.0 11.0 7.4 3.6 4b-16仁

51-084 96 28 鉄 刀子 刃部 27.5 9.0 4.9 1.6 4c-12下

51-084 96 29 鉄 刀子 刃剖i 24.0 11.0 3.5 1.5 4c-12下

51-084 96 30 鉄 刀子 刃部 22.0 9.0 3.5 1.4 4c-12下

51-084 96 31 鉄 ))子 刃剖i 30.5 10.0 3.4 2.7 5d-l0上

51-084 96 32 鉄 刀子 ガ剖l 25.5 0.7 4.0 1.2 5c-4上

51-084 96 33 鉄 ))子 刃部 22.0 10.0 4.9 1.6 4c-8 l:. 

51-084 96 34 鉄 )J子 刃部 30.0 11.0 4.0 3.4 0193 

51-084 96 35 鉄 小型鎌 23.0 17.5 6.2 2.7 4c-12下

51-084 96 36 鉄 小型鎌 22.0 28.0 6.4 4.1 4c-12下

51-084 96 37 鉄 小型鎌 53.5 15.0 4.7 7.3 3d-5仁

51-084 96 38 鉄 鎌 39.0 25.5 6.8 11.4 5d-10上

51-084 96 39 鉄 鎌 35.0 23.5 6.7 8.9 0170 

SI-084 96 40 鉄 ヤリガンナ 身 33.0 14.0 7.2 5.1 5d-6_1:. 

SI-084 96 41 鉄 ヤリガンナ 身 25.0 9.0 4.3 1.4 5d-14 t 
51-084 96 42 鉄 鉄塊 36.0 5.0 6.8 3.4 4c-8上

51-084 96 43 鉄 鉄塊 19.0 6.0 4.1 1.1 0345 

51-084 96 44 幻、 鉄塊 20.0 4.0 2.3 0.4 4c-12下

SI-084 96 45: i1、 鉄塊 14.0 4.0 3.2 0.3 5d-IO_lニ

51-084 96 46 鉄 鉄塊 12.5 2.5 3.9 0.3 5d-1O仁

51-084 96 47 鉄 鉄塊 34.5 4.5 3.8 0.5 5c-3 t 
SI-084 96 48 鉄 鉄塊 48.0 10.0 4.2 1.6 4c-8下 中層

51-085 260 9 鉄 刀子 刃 ー茎部 77.0 13.5 背側3.5 17.7 0240 カマド (平成4年度出土)
刃側2.0

51-086 2日，2 9 鉄 鉄鍛 鍛身 鍛身25.0 鍛身33.0-35.8 鍬身3.5 5.9 c∞3 1..層
SI-088 265 81 $')< )J子 刃-茎剖i 全長102.5. 刃部6.0. 刃剖13.0. 5.7 0308 

刃部62.5 茎部3.5 宅部背側2.5
茎部40.0 刃ff1112.0

51-088 265 9 鉄 ii!!.摘み具 29.0 18.4 2.0 2.3 0349 

51-088 265 10 鉄 釘か 58.0 4.2 5.0 4.3 0263 床面直上

51-088 265 11 鉄 主Iか 38 5.0 4.0 2 I 0283 木片付着

51-089 267 13 鉄 {l]摘みH 80.0 22.8 2.0 9.4 0353 下層

51-089 267 14 鉄 不明 縦57.0 27.2 1.0-1.4 7.1 0437 下層 木片付着

横38.0

SI-090 268 3 鉄 刀f 刃茎剖i 全長145.5 刃部8.5 刃部3.0. 12.6 0071 q ， ~雪 木片付~Yf

刃部97.0. 茎部5.6 茎部背側3.5
茎部48.5 刃側2.0

51-090 268 4 鉄 刀子 刃茎部 全長140.0. 刃部17.0 刃剖12.5 10.4 0032 中府
刃剖1100.5 茎部7.4 茎剖;1-f側3.5
茎部39.5 刃側2.0

51-090 268 5 鉄 ))子 刃 -茎部 全長100.5.刃部 刃部8.2 刃向12.5. 12.2 0070 F陪 木片付者

75.0 茎部6.5 茎部背側3.5
芸部24.5 刃側2.0

51-091 269 9 鉄 ii!!.摘み具 84.5 17.0 1.5 15.2 0134 'I'/(oj 

51-092 270 9 鉄 鎌 l.li .刃部 全長208.0. 刃部23.3. 刃部2.0. 93.4 0267 
J.)音1>178.0. 基部35.0 茎部2.3
Jよ部30.0

51-093 271 1鉄 鉄鍛 茎部 全長70.5 4.2 4.0 5.9 ∞64 上層

51-095 273 6 鉄 $J 62.0 4.0X5.0 5.0 6.3 0520 カマド内 (平成4年度11.¥土)

51-095 273 7 鉄 万子 刃茎部 全長176.5 刃部8.5 茎剖目3.0・ 22.7 0491 柄剖:残存

刃部108.5. 茎部7.0 刃部2.5
茎剖168.0

51-096 274 3 鉄 刀子 茎部 茎部6.05 6.8 1刊明3.0 5.4 ∞57 中層
刃側2.0

51-096 274 4 鉄 錠尾

51-098 277 12 鉄 くるる鍵 残長341.0 端部6.0 5.5 93.3 0279 
その他8.0-10.0

51-100 279 8 鉄 刀子 刃 茎部 全長107.5 刃部12.0 刃剖13.0. 8.7 0145 中府

刃部134.0. 茎部6.0 茎剖l背側3.0
芸部74.0 刃側2.0

51-100 279 9 鉄 刀干 茎部 茎部152.0 5.5 背側3.0 3.9 0002 上層

刃側2.0

51-102 280 3 鉄 穂摘み具 全長97.5 19.5 2.0 9.3 0025 

51・102 280 4 鉄 刀子 刃茎剖l 全長110.5. 刃部14.0句 刃部4.0. 21.4 0071 
刃剖158.0 茎部11.5 茎剖i背側4.0
茎剖152.5 刃側3.0

51-104 281 10 鉄 7J子 刃茎部 全長40.0 刃部7.0 刃部2.0守 3.2 0023 上陪

刃部20.0. 茎部7.5 茎部背側3.0
芸部20.0 刃側2.0

51-117 292 14 鉄 鉄鉱 鍛身頚 ・ 全長84.5. 量産身部4.0- 鍛身剖11.5-3.0 9.7 0140 下層

茎古都 鍛身39.0 10.0 ~!i音1140.
頭部32.0. 頭部7.5. 茎部2.5
茎部34.5 茎部34.5
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遺構番号 挿図番号 材n 製品名 遺存
長 中弘 l平 重量

遺物番号 出土地点 {臨 考
(皿) (mm) (mm) (g) 

51-117 292 15 鉄 主I 145.0 4.2X4.0 4.1 0257 上回

51-117 292 16 鉄 )J子 刃菜部 全長22.0 刃部9.0 刃部2.5 19.3 0568 232は欠番
刃部135.0 茎部8.0 茎部7'f側2.5'
茎部80.5 刃側2.0

51-118 294 16 鉄 鉄鍬 鍛身頭部i全長34.0. 鍛身部3.5- 鍛身部1.5. ~f!部 3.5 0401 上層
鍛身26.5 16.0 2.0 
主軍部8.0 ~Jî剖14.0

51-118 294 17 鉄 刀子 刃苓剖l 全長184.5. 刃剖19.0 刃部9.0 20.7 0406 上層
刃部96.0 茎部6.0 茎宮北背世112.5
茎部89.0 王子側2.0

51-118 294 18 鉄 庇l摘み具 35.0 15.5 2.0 3.9 似24

51-118 294 19 銀、 万子 刃部 85.0 8.5 2.0 0401 上層

51-118 294 20 鉄 鎌 31.0 130 1.5 2.9 0401 上層

51-118 294 21 銀、 留め金具 29.0 1.0 5.9 0426 

51-118 294 22 鉄 不明 全長48.0 5.0 5.0 0404 上層

51-118 294 23 鉄 鉄鍛 鍬身 ・箆被 全長77.5， 鍛身告1¥7.0 銃身1.0 6.7 0426 
主長 自民身8.0. 箆被3.75 箆被3.0

箆被60.5 茎3.0 茎2.0
茎9.0

51-118 294 24 鉄 {lE摘み具 97.5 19.5-20.0 1.6-1.8 9.9 0413 下府

51-118 294 25 鉄 組1摘み具 110.3 14.0-14.5 1.5-2.0 13.7 0412 上層 木片付着

51-118 294 26 鉄 座金具 56.0X60.0 19.6 0411 上層

51-118 294 27 鉄 不明 44.0 12.5 1.5 3.5 0402 上府

51-119 294 9 鉄 JJ干 39.5 12.0 1.5 2.9 0042 上層

51-119 294 10 鉄 鎌 54.8 39.0 3.5 23.3 0047 上層

5I-1l9 294 11 鉛か イ;I~j 外i圭 7.8 16.9 0251 F層 環状
20.2x 21.8 
孔径
7.4 x9.6. 

51-120 296 7 鉄 刀子 刃 ・茎部 全長139.0 刃部7.0-13 茎 刃部3.0 10.8 0054 下肘
刃部86.0. 部5.0 茎部2.5 141 
芸部53.0

51-122 298 3 鉄 ~f 39.0 3.0 3.0 2.2 0031 下層

51-123 301 41 鉄 鉄鎌 S帳身頭部 全長102.0 頚部3.0. 頭部2.8.0. 8.1 0325 下層
頭部79.0 銀身部9.0 鎌身部2.0
銀身部24.0

51-123 301 42 鉄 鉄鉱 74.5 J.J 5.0 5.9 0810 1層 木片付着

51-123 301 43 鉄 紡録車 最大径47.8 2.0-2.5 28.8 0864 
孔径6.0

51-123 301 44 鉄 刀子 刃部 35.5 2.8 3.2 0002 上層

51-123 301 45 鉄 万子 刃剖i 39.5 7.8 3.0 3.5 0393 中層

51-127 304 6 鉄 釘か 69.5 5.5 4.5 10 0105 

51-127 3日4 7 鉄 万装只 108.5 6.6-9.0 2.0-4.0 6.6 0009 

51-127 304 8 欽 at両み具 41.5 18.7 2.0 6.7 0107 l器一括

51-128 308 39 鉄 JJ子 刃剖i 71.0 11.5 2.3 9.3 0070 

51-128 308 40 鉄 刀子 茎部 36.0 8.5 7'f側2.0. 3.1 0001 一括
刃側2.0

51-128 308 41 鉄 万F 刃 ・茎部 全長52.5 ]J剖111.2 刃部3.0 5.2 0282 
メ'!1l1150.5
茎部5.2

51-130 310 18 鉄 万子 刃-茎部 全長156.3 刃剖131.5 w仰112.0・ 44.5 0024 木)， 付着
刃部102.8. 茎部5.0 茎部2.8
茎部53.5

51-130 310 19 鉄 万F 刃茎部 全長70.8. JJfi世10.6 刃部3.0 9.4 ∞62 -1i司
刃部56.0. 木片付着

茎部14.8

51-132 313 16 鉄 鉄鍛 頭茎部 全長79.0. 臓部7.0 5.8 0026 土器一括

頭部65.0.
芸部7.0
練部2.5

51-133 314 13 鉄 万干 刃部 58.0 8.2 3.0 4.4 

51-138 320 4 欽 鉄斧 95.5 36.0 20.0 93.7 ∞66 
51-142 324 3 鉄 主主鍛フ ~ii 茎剖l 全長129.5. 頭部4.5. ~íi部4 . 5 12 ∞63 

頭部65.0 茎部4.0. 茎部4.0
茎部62.5 練部8.0
林郁2.0

51-142 324 4 鉄 主T' 38.0 4.0 3.7 5.8 0040 

51-142 324 5 鉄 刀子 刃茎部 全長45.5 ]J部9.2 ]J部3.0 5.2 0061 
刃部24.5. 茎部2.5 茎音11背側2.5
茎部21.0 刃部側1.5

51-142 324 6 銀、 鋤 縦221 66.0 2.8 319.1 0133 
被183.5

51-143 325 7 鉄 刀子 刃茎部 会長80.0 刃部8.0. 刃部3.0. 5.1 0116 
刃部28.5 菜市16.0 芸部i-l判明3.5 刃
茎部12.0 側2.0
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遺構帯号 挿l主l番号 材質 製品名 逃存
長 厚 重量

遺物番号 出土地点 侃h '7t (凹) (剛) (mm) (g) 

SI-147 328 13 鉄 鉄鉱 刃茎市; 全長76.0 刃部8.0. 刃部8.0. 5.3 0002 土ili十一括
刃剖¥18.5 茎部5.5 茎部ifs!112.0
茎部57.5 刃側1.5

SI-147 328 14 鉄 主I 37.0 4.0 5.5 4.4 0223 

51-147 328 15 鉄 紡錘!jL 円板前i 最大径54.0 1.5-2.0 21.1 ∞77 
SI-147 328 紡録車 軸部 91.4 中品4.6-5.0 3.7-3.8 4.3 0077 

SI-147 328 16 鉄 鎌 J'J剖: 102.0 24.5 2.5 23.9 0118 
0194 

SI-150A 331 7鉄 刀子 刃-茎部i 全長53.0. 刃部9.5 刃剖，2.5. 6.2 0008 
刃部43.0. 茎部7.5 茎部背側2.5
茎部10.0 ガ側1.5

SI-150A 331 8 鉄 釣り主I? 54.0 4.5 4.0 5.3 0024 

51・152 334 l鉄 鉄鍛 頭 ・茎剖i 全長60.0 ~Ji部4.5 頭部3.0 5.5 0053 
頭部50.0. 茎部2.5 茎部2.5
茎部10.0

SI-152 334 2鉄 不明 92.0 5.0 4.0 7.9 0008. 9 SI-152 
0009と接合

SI-154 337 17 鉄 7J子 刃茎部 全長75.5 刃部，9.5. 刃部2.5. 9.8 0234 
刃部68.0. 茎部2.5 茎部背側2.0
茎部7.5 ガ側2.0

SI-154 337 18 鉄 刀F 刃・茎部 令長107.5. })f;五11.0 刃部3.0 16.7 0229 
}}古~>72 .0. 茎部7.0 茎部背剖113.0
茎部35.5 刃側2.0

51-154 337 19 鉄 鎌 刃~"&剖i 全長136.5. 刃部28.5 刃部，2.5 37.8 0159 
刃部126.0
基部11.0

SI-154 337 20 欽 鎌 刃茎部 全長95.0. 刃部21.5 刃剖;2.0 34.2 0319 
刃部56.0. 茎部33.0 茎部1'f側2.5.
茎部39.0 刃側2.0

SI・156 339 4 欽 刀子 刃芸部 全長88.0. 刃部6.4 背側2.0 4.7 0056 
刃部44.0 茎部6.0 メJ仰111.5
主i部47.0

SI-156 339 5 鉄 鎌 刃基部 全長171.0. 刃部15.5. 刃部2.5. 49 0032. 42 SI-156 
刃部124.5. 基部34.0 基部背側2.5 42と接合
基部46.5 刃側2.0

SI-157 340 I鉄 ノ}f 刃剖: 84 3.0 7.0 7.0 0008 カ7 ド内

SI-158 341 3 鉄 万子 刃芸部 全長68.5. 刃部13.5. }J剖，3.0 7.3 0004 -fi!i 
刃部26.5. 茎部7.5 茎部管制IJ3.5
茎部42.5 メJ側2.0

51-164 347 2 鉄 万干 刃剖; 82.5 9.0 3.0 10.6 0009 

SI-165 348 9 欽 刀子 刃-茎部 全長94.0. 刃部10.0 刃部3.0 7.1 0006 
刃部41.5. 茎剖，5.0 茎部背側2.5
茎剖152.5 刃側2.0

51-177 149 3 鉄 鉄鉱 致 ー茎部 全長139.5 頭部6.6. 頭部3.0. 9.3 0031 309a。
!lji剖182.0. 茎剖，3.5 茎部2.5 木片付着

茎剖156.5

51-195 363 7 鉄 万子 茎部 51.0 0.0 背側2.5・刃側2.0 5.2 0002 

51-200 369 10 鉄 鉄鍛 鍬身 llJi 全長104. 鍛身部7.5.苦情l' 鍬身2.5. 10.1 0054 覆土
茎剖i 自民身部14.0. 4.8. 頭部4.5

頭部78.0
茎部12.0

51-201 370 5 鉄 釘か 39.0 5.5 4.0 3.9 0034 

51-203 114 3 鉄 刀子 刃茎部 全長53. 刃剖，9.0. 刃部2.5. 3.3 0011 
刃部146.5 茎部5.5 茎部背側2.0・
茎部6.5 見j側1.5

51-307 387 40 鉄 刀子 刃茎部 全長69.0. 刃部3.0 刃部3.0. 9.3 0162 
刃部52 茎部7.0 茎部背側2.5・
茎剖>17.0 刃側3.0

51-307 387 41 官k JJ子 刃部i 49.5 I.5 2.0 3.7 0085 

51-307 387 42 鉄 鉄鍛 鉱身頚 ・ 全長91.0 鍛身部8.0. 型住身2. 8.6 0023 
茎剖; 鍛身部11.0. 頭部5.0. 頭部3.0

頭部66.5 茎部2.0 茎部1.5
茎部12.5

51-307 387 43 鉄 鉄量産 頭部 65.0 5.5 3.0 5.9 0208 

51-312 392 3 鉄 刀f 刃-茎部 全長161.2 刃剖110.0. 刃部12.5 15.7 51-338 
刃部105 茎部7.0 茎部背側3.0 0048 
茎部156.2 刃側2.0

51-312 392 4 鉄 小刀 ガ.?在部 全長245.9. 刃部14.8 刃部2.4 39.7 51-338 
刃部1193.3 茎部11.0 茎告1，1o'f側3.2 0044 
茎部49.8 刃側2.0

51-315 396 l鉄 不明 75.5 3.5 4.0 4.6 0017 

51-318 399 3 鉄 鉄鎌 銀身 .~jí 全長138.5. 鍛身剖，6.0- 量産身2-4. 27.1 0050. 56 先端部。

茎剖i 銀身部75.0 23.5 ljji部3.0 326接合=欠番
頚部19.5 頭部7.5 茎昔1，3.0
茎部49.5. 茎部4.0.
林郁4.0 棟割19.0

51-320 402 81 j:'J: 鉄斧 縦82.5 37.5 17.0 84.6 0151 
横37.0

51-320 402 9 鉄 7J二子 刃剖i 64.5 8.0 3.0 5.8 0067 

51-322 404 8 鉄 不可l 12.0 1.0 4.3 0003 J器一括

P
同
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泣構i冊一号 j，]i同番 ~.T 材質 製品名 遺干I
長 申品 JY: 五五i;1i立物帯号 出t地点 備 7f; 
(mm) (凹) (皿) (g) 

SI-323 405 7 鉄 刀r 刃芸品 65，0， 刃吊¥6.0 刃部2，0 4.3 0057 
刃部55，5 茎部7，0 皐;m)1'f側3，0
茎部9.5 j}側1.0

SI-323 405 8 鉄 7Jr- 芸部 64，0 6，5 '，'rs!'12，0 4.6 0078 木片付;f'i
ガ側1.5

SI-333A 416 13 鉄 ノミ 90，5 7，0 3，0 8.1 0062 

SI-333A 416 14 鉄 j1;、鍛 完形 全長119.0 鍬身38，0 副長身3，5， 18，8 0053 
鍛身剖¥29，0 箆被7.0 箆長5，0，
箆被長40，0 宅部4.0 茎音1¥4，0
宅部50，0，

SI.333A 416 15 鉄 原状製品 完形 外径 5，6 34，2 0075 
81.7 x92.5 
イL径
71.2 x 78，9 

SI-335 420 10 宮k JJT 刃茎剖; 全長60，0守 刃剖¥9，0 刃部2，5， 10.4 0114 
刃部21.0 茎部7，57，0 茎羽)1r側3，0
茎吊¥39，0 ガ側2，0

SI-335 420 11 幻、 JJT 刃 目茎剖l 全i三60.0， ガ部9，0 ガ部2，5 6，5 ∞95 
見J;~í21，0 芸部7，57，0 茎吊)~I"f側 3 ，0
茎部39，0 刈側2，0

SI-335 420 12 鉄 JJ T- 刃茎剖; 全iミ134.5， 刃部9，8， 刃古都2.5， 161.1 ∞78 
刃部81.0 茎部7，5 茎古都1rUl'13，0
茶話53，5 刃側2，0

SI守339 425 2鉄 刀 F j} 主主剤i 全長68，0 メ~t司\11 . 0 刃剖¥3，5 6，1 0031 
刃部23，0 築部6，0 ff 百五~r側2， 5
装部45，0 刃側2.0

SI-340 426 4 鉄 )Jf二 j} 当在日1¥ 全長44，5 メJ部10.5 メリ古都3，0 4，3 。ω3
刃部41.0 茎部10，0 茎部~r側2 ， 0
茎部3，5 ガ側1.0

SI-345 432 12 銀、 JJf 刃茎閉i 69.5 5，0 5，0 7.4 。∞2 -tl1i 
SI.345 432 13 鉄 ))[ 刃部 51.0 6.5 3，5 4.8 。∞l 話一

SI-352 439 7 鉄 )){- j}剖; 全M4，0 8，5 2，2 51 0257 
刃部89，0

Sト353 440 10 鉱工 J)[ 芸部 73，5， 11 ，5 1r側3，0， 8，7 0051 
刃側2，0

SI-357 445 10 鉄 鉄富雄 鍬身・茎部 全長80.0， 鍛身4，5 鍛身部¥4，0， 7，6 0007 
鎌身部72，5 茎部3，5 茎品¥3，5
宅剖¥7.5

SI-357 445 11 鉄 釘 69，5 3，5 4，0 10.5 0032 

SI-357 445 81 i1ニ 刀チ j} 芸部 全長54，0， ガ部6，8， 刃部2，5， 3，6 0039 カマド件j
刈自1¥44，0， 芸部5，5 茎剖;1'f世田2，5
茎ilIilO，O 刃側2，0

SI-357 445 9 鉄 JJ{ 刃茎剖i 全長36.0 ガ部7，5 刃剖¥3，0 3，7 0035 
j} 部19.0 茎部4，0 茎剖i背側2，5
茎部17，0 j}側2，0

SI-360 448 18 幻、 7Jr- 刃剖i 91.0 7，0 2，0 8，6 0055 

SI-371 455 91 i1ニ ))f 刃・茎部 子I':t壬145.5 j}部10，8 刈i百¥3，0 18，0 0046 
刃部70，0 茎部5.5 茎剖)-t干側2，5
茎羽¥75，5 刃側2，0

SI-380 463 7 鉄 7) { 刃部 56，0 9，0 2，0 4，6 0035 

SB-057 517 2 鉄 鉄由雄 柄剖i 73，0 5，0 4，0 6，3 P2-3 中町i

SB-069 526 l鉄 鎌 刃剖i 84，0 25，0 2，0 15，7 0007 P.6 

SB-I05 542 3 鉄 轡 鏡叙引き 外f壬 5，0-9，0 112，0 0001. 8 P一話。
手 98，0 x 98，8 368は欠番

イL1壬 環状
75，0 x 76，0 

SK予171 123 2 鉄 鉄織 茎剖i 51.5 6.0 5.5 6.7 ∞06 
SK-412 674 15 鉄 ~T 縦66，2 3，5 4，0 11.4 0001 379a 

横36，0

SK-581 674 14 鉄 小7}フ 刃 ・茎部 全長123，5 });}lil9，0 刃部4，0 46.8 0008 
ガ泊¥99，6， 主任部13，0 宅剖;1'f側4，2
茎部23，9 刃側3，0

SO.005 U戸【75 111 鉄 欽斧 53，0 36，0 13，8 53，6 0513 上総一括

SO-021 I~II仮 鉄 鉄製品 28，0 14，9 1.0 2，0 0124 
310 

SO.015 674 16 銅 銅製品 27，8 14，0 0，7 1.7 日∞3
SX-001 153 2 鉄 鉄鍛 勤皇身 箆被 全長92，5， 自帳身出¥3，5- 鍛身部1.5-3，0 17.3 0359 11M再内仁附 2個体

鍬身部50.0， 12，5， 箆被4，0
頭部50，0 箆被4，0

SX-001 153 3 鉄 鉄鉱 鋭身 ・練・ "，~rミ80 ， 8 鎌身部9，0 銀身部2，8 10，5 1010 間l車内干柄
茎部i 鍬身部37.4 刃部7.8 刃部1.8，

練部2，0， 練部l.l. 練部2，0，
茎部41.4 茎剖¥4，2 宅部3，6

SX-OOI 153 4 鉄 鉄斧 73，0 27，0 14，6 29，6 ∞18 
P-851 570 15 欽 i罰状製品 外ii96，0， 4，0 58 0001 JeSB・105-2

内任78，0

20T-93 575 110 鉄 鉄斧 刃部 全長69，0， 32，0 13，0 :tti 
刃部40，0
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第18表土製品観察表

足1t悼 挿|苅番号 製品名
長き 中日 l早さ -~さ 治存度

色調 焼)Jjt 特徴 造物番号
(cm) (cm) (cm) (g) (%) 

SI-002 170 38 土玉 2.7 2.6 2.5 15.3 100 III干赤禍 良好 イL径5.0-6.5 234 

SI-002 170 39 土]c 2.7 2.6 2.6 15.5 100 H古赤禍 良好 孔筏6.5-7.0 690 

51-002 170 40 上玉 2.7 2.8 2.5 17 100 H音赤制 良好 イLl王7.0-8.0 651 

51-002 170 41 t:1Z 2.5 2.7 2.5 14.2 100 i情尚 良H イL径5.0-7.5 844 

SI-002 170 42 :t玉 2.8 2.8 2.7 19.9 100 淡f目黒絢 1Fi重 孔径 1025 

SI-002 170 43 土玉 2.3 2.6 2.2 13.4 100 ni}褐 良好 孔径~.5-6.5 842 

51-002 170 44 上主 2.5 2A 2.3 12 100 l情赤尚 良好 孔径6.0-6.5 837 

SI-002 170 45 上玉 2.6 2.6 2.6 14.4 100 H百赤褐 良M 孔径5.0-6.5 843 

51-002 170 46 上五 2.5 2.4 2.3 11.9 100 1情赤褐 良好 孔径4.5-7.0 690 

SI-002 170 47 上 E 2.4 2.3 2.0 9.5 100 尚 良好 イL1壬 1023 

51-002 170 48 上玉 2.4 2.3 2.2 11.2 100 IIH、褐 良好 孔作6.0-7.0 838 

51-002 170 49 土玉 2.1 2.2 2.0 8.2 l∞ IYJ耗j 1~ 通 878 

51-002 170 50 J二E 2.2 2.2 2.0 9.2 100 H百赤禍 良H 1032 

SI-003 133 7焼11](:粘上塊 4.9 3.5 1.5 22.4 にぶい赤褐 659 

SI-003 133 8 焼成制i:t塊 4.6 4.3 1.4 17.2 にぶし、赤褐 660 

SI-003 133 9 焼成粘土塊 4.3 3.3 1.5 17 にぷしりか褐 633 

51-004 177 112 上玉 2.0 1.3 4.8 40 にぷい褐 良好 イL1王0.5 551 

51-0ω 17i 113 焼成t.'i仁塊 2.9 2.3 1.6 9.2 288 

51-007 135 15 支脚 14.0 底径 920 90 73 
8.9 

51-007 135 13 ミニチュ7 t.総 21.0 2.3 0.5 1.9 10 制 良H -jii 

51-007 135 1'1 ミニチュア上部 2.0 2.5 0.7 2.2 10 褐 良9.-f

51-012 136 9 支脚 14.7 1正径 660 80 30 
7.2 

SI-012 136 10 支脚 17.1 l立径 1170 100 29 
9.9 

SI-012 136 11 臼王 0.8 0.7 0.4 0.22 100 H青褐 良H イu子0.15 34 

51-014 190 33 主;脚 9.1 底径 900 10 91・307
10.5 

SI-014 190 34 紡錘'1主 4.0 1.8 13.2 501llfJ赤禍 良好 38 

51-014 190 35 がj錘111 3.0 0.7 3.1 40 灰下品 良好 291 

SI-019 190 4 支脚 8.9 底径 340 50 にぷい赤褐 良好 47 
8.2 

51-026 142 131_1-.1，. 0.8 0.8 1.0 0.83 100 にぷい亦尚 Il.肝 子L1至。 15 23 

51-026 142 14 支脚 17.2 底i壬 890 70 19 
8.2 

51.028 199 16 紡錘111 4.0 1.0 10.9 50 灰，W褐 良灯 51 

51-033 128 9 主脚 15.0 I九l! 410 100 II 
6.4 

SI-033 128 10 把手 2.0 6.4 80 にぷい褐 I剖i径2.0. III 
l止部11子0.8

SI-033 128 II 上玉 2.5 2.5 2.3 12.5 95 にぷい黄尚 イL径0.5

SI-033 128 121 t玉 2.9 2.9 2.4 4.8 100 lλ黄褐 イL径0.6 19 

51-033 128 1311，直輸 4.4 8.3 2.5 61.9 10 にぶい赤悶

51→038 207 6 支脚 19.7 1氏径 960 90 208 
7.6 

SI-0.13 213 17 硯形土製Iffl 13.3 10.7 1.5 268.7 80 にぷい赤褐 良好 498，511，739，754 

51-044 216 24 支脚 23.1 l正径 2100 100 602 
10.1 

SI-047 A 218 12 文脚 22.5 /i(j干 1640 90 945 
9.3 

51-048 220 10 支脚 15.9 底筏 940 70 525 
7.7 

51-049 90 2地輪 2.9 3.4 10.0 11.28 ー にぶい赤絢 良好 25 

51-050 222 14 上器片円仮 3.8 4.6 0.6 15.1 にぷし、功、褐 良好 1123 

SI-051 223 2 丸瓦 10.6 6.7 1.8 285.5 20 灰』有褐 良1凪 109 

-1007-



遺構 柿閃佐号 製品名
長さ 中福 厚き 重き 遺存度

色調 焼成 特徴 造物番号
(cm) (cm) (cm) (g) (06 ) 

51-053 226 24 支脚 15.0 J立径 480 90 381 
6.1 

51-059 233 3 支脚 17.1 底径 810 90 255 
8.1 

51-063 238 8 支脚 21.0 1廷1辛 880 95 499，506 
7.9 

51-063 238 9 焼I&:粘土塊 13.0 5.7 2.5 109 11青赤禍 良好 454 

51-067 241 12 転m紡錘車 5.4 5.3 1.0 36.9 100 黄灰 良鮮 イL径0.8 405 

51-069 242 4 不明 3.5 1.5 1.0 5.4 l倍褐 良好 41 

51-069 242 3 紡錘，~ 3.8 4.2 2.1 48.2 100 浅貨燈 イL径0.8 37 

51-072 246 41 立;脚 13.9 J立径 620 100 672 
7.3 

51-073 247 21 J，直輪 5.0 3.0 1.2 19.8 ー にぶい赤掲 良好 74 

51-075 249 15 不明 4.3 2.1 1.1 10.2 -I!畳 良好 54 

51-084 95 14 羽口 上部径 低部径 Zhさ 167.9 80 l珂赤禍 良好 孔径2.0 205， 206， 207， 208， 209， 210， 
3.9 12.4 7.0 328 

51-084 95 15 手Hl 上部径 {止 ifl~1:圭 f白2さ 130 80 にぶい亦褐 良好 イL径1.1 1-3:;，177，235，429，441 
3.2 10.8 6.5 

51-084 95 16 ;J~ I...I 上部筏 低部径 t与さ 13.9 10 にぷい赤伺 良品f 244 
4.4 6.0 2.5 

51-084 95 17 ;1'1仁l 上部径 低調l径 ，古』き 88 30 褐 良IJ.-f 孔筏2.0 ト③，ト②，445，330
4.2 6.6 7.2 

51-084 95 18 ユj口 3.1 4.1 0.9 18.l<J 10 悩灰 51，406 

51-084 95 19 ;1;ln 仁部径 低剖11圭 古if'j~、s 40 にぷい赤褐 良H イu干3.1 ト③，213，406
4.0 5.7 8.1 

51-084 96 49 土玉 2.8 2.3 10.5 50 灰"1桂1 良好 14 

51-087 263 l 不 I~j 2.5 0.7 0.6 0.84 一位 良好 75 

51-090 268 2 上器片有孔円板 7.2 7.4 0.7 44.46 100 灰ilt褐 良好 48 

51-092 270 8 不明 4.3 4.0 2.0 29.71 ー にぶい民俗 良H 56 

51-095 273 5 支脚 5.0 4.4 2.8 65 50 にぷい赤尚 良M 30 

51-103 97 8 焼成粘土塊 2.7 2.3 0.6 3.15 I~J赤褐 良好 1-(0 

51-113 289 61-1斗列 5.3 3.6 1.2 23.19 ー にぷい褐 良M 岩11文 10 

51-123 300 38 焼成粘土塊 9 7.9 8.2 2.7 102.8 ー にぷい赤鈎 ~IÎ 日痕あり 266 

51-123 300 39 焼成粘土沈つ 10.3 10.9 2.5 218.9 10 黒褐 良品I イII日痕あり 153 

51-123 300 40 支脚 24 底径 1740 90 59 
11.8 

51-125 100 91 :J:JIJ 上部筏 底部径 高さ 52.94 30 にぷい赤褐 良好 7，9，199-②，244 
4.0 9.0 6.0 

51-128 308 37 :1:1日 5.4 4.9 1.7 25.47 20 にぶい燈 良H 526 

51-128 308 38 柏輪 4.2 3.0 0.7 29.6 10 4立 良H 76 

51-150B 332 6 支脚 13.4 底部i壬 460 90 49 
7.3 

51-151 333 10 支脚 22.5 底部径 1470 90 131 
9.7 

51-154 336 16 支脚 22.3 底部径 1540 100 32'1 
11.0 

51-155 338 13 支脚 17.6 底部径 1310 70 72 
10.5 

51-156 339 3 1 ~;J 仁l 4.0 3.5 1.8 48.19 10 黄!天 2 

51-172 104 10 紡錘Iド 4.3 4.4 2.3 50.21 100 にぶし、班、褐 良灯 孔筏0.6 12 

51-199 368 11 文脚 21.5 1I主音111圭 1120 100 8，68 
10.4 

51-301 377 l焼成粘 t塊 12.0 8.0 4.0 202.3 -11情赤禍 良好 36 

51-310 390 11 文脚 11.0 1氏剖H壬 1150 30 80 
12.9 

51-310 390 12 上壁 8.3 9.2 4.1 212.05 遺物番号不明

51-318 399 2 支脚 22.5 底部径 1590 100 106 
11.2 

51-325 407 12 焼成品';-1塊 13.5 15.3 8.5 1830 l暗赤褐 74 

51-326 443 5 支脚 1530 100 14 
11.9 
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遺構 J中図番~} 製品名
長き !写さ 重さ 足ifi度

色調 焼成 特徴 遺物書号
(cm) (cm) (cm) (g) (%) 

SI-334 418 11 耳飾り 2.5 Ll 1.0 3.29 50 にぶい赤褐 良境

SI-348 435 3 不明 2.3 5.1 0.8 IL73 灰黄褐 良好

SI-350 437 5 支脚 17.0 底部径 850 70 67 
9.0 

SI-353 440 9 支脚 14.4 底部径 530 90 56 
7.7 

SI-378 461 7 支脚 15.1 底部筏 710 100 67 
7.0 

SI-380 463 6 土鍾 4.0 2.0 3.3 53.27 50 I狗褐 48 

SK-183 575 115 焼成粘土塊 8.3 3.2 2.8 80.95 ー にぷい黄褐 良好 23 

SK・581 575 109 丸瓦 15.8 15.3 2.4 570 2，16 
25P-82 

SK-308 575 120 焼成粘t地 3.1 1.5 Ll 4.4 ー にぶい政権 2 

SD-OOl 571 24 瓦t停 7.7 7.3 2.0 120.67 一灰黄禍 11 

SD-002 575 116 焼成粘土塊 3.1 2.4 0.5 3.14 一灰黄褐 99 

SD-007 575 117 焼成粘土塊 2.3 1.0 0.8 1.59 にぶい赤褐 良釘 1-② 

SD-021 571 19 瓦塔 6.8 6.8 1.2 61.52 一灰黄褐 良好 212 

SD-021 571 15 瓦塔 4.1 3.8 L7 2Ll8 -11天黄褐 良野 246，248 

SD-021 571 22 瓦土存 3.8 3.5 1.0 16.76 灰11，褐 良好 277 

SD-021 571 16瓦本 4.7 4.6 0.9 27.95 ーにぷい'1Il櫨 210 

SD-021 571 20 瓦塔 12.7 8.5 L3 170.41 一灰黄 良H 154，185，214，247 

SD-021 571 13 瓦格 7.5 5.0 3.1 59.24 灰疏褐 良肝 232 

SD-021 571 17瓦格 7.0 9.0 4.0 112.26 にぷい賞褐 良灯 206 

SD-021 571 14 瓦搭 4.8 5.0 1.4 32.76 ー にぷい黄櫨 良好 260 

SD-021 571 l 瓦塔 4.3 7.3 1.7 55.85 一灰黄褐 良'H' 129 

SD-021 571 2瓦格 4.5 4.4 1.0 25.2 -11天黄 良好 259 

SD-021 571 3瓦椛 3.2 4.5 1.5 13.49 灰1町褐 良好 262 

SD-021 571 4瓦tIt 3.9 3.9 1.8 19.65 ー灰黄禍 良H 211 

SD-021 571 5 瓦塔 2.7 2.9 1.9 11.33 一灰黄禍 良M 221 

SD-021 571 6 瓦I再 3.8 3.8 1.3 14.73 一 !天質 良好 222 

SD-021 571 7瓦搭 2.6 3.5 1.1 13.25 一灰黄褐 良好 244 

SD-021 571 8 瓦塔 3.7 2.7 1.4 17.26 灰貨褐 良肝 392 

SD-021 571 9瓦格 3.7 2.6 Ll 13.15 一灰貨褐 良肝 245 

SD-021 571 21 瓦主甚 5.5 7.4 1.3 32.34 ー にぶい黄禍 良4f 227 

SD-021 571 23 瓦t答 3.8 3.4 1.5 16.77 にぶい褐 良好 250 

SD-021 571 II 瓦耳干 7.5 5.9 2.1 68.01 一灰黄 良好 401 

SD-021 571 18 瓦塔 8.0 9.8 1.3 72.99 ー にぷい賞授 良好 213 

SD-021 571 12 瓦時5 6.3 7.6 0.8 54.19 にぷい黄燈 良好 231 

SD-042 571 25 瓦耳干 5.4 10.3 2.8 121.36 一灰白色 良好

SX-OOl 571 28 瓦塔 5.7 6.6 1.5 70.58 一灰白色 良ff 3116 

SX-018 163 l 上玉 2.3 2.2 L7 5.61 40 にぷい褐 良好

SX-018 163 2 土玉 2.0 1.7 1.1 3.52 20 にぷい褐 良好

SX-025 164 4 地輪 4.7 3.0 1.2 26.31 住 良好 14 

18-0-90 575 113 土器J;-円板 3.8 3.5 0.5 6.85 にぷい褐 良好

19-0-13 575 118 焼成粘士塊 2.6 1.5 1.1 3.41 一灰褐 良好 635 

19Q-22 571 27 瓦塔 3.3 2.8 1.1 11.5 一灰黄尚 良好 l 

20Q-12 571 10 瓦搭 4.4 2.7 1.3 10.98 灰黄尚 良好 一括

23R-26 573 58 転用土器 6.0 6.8 0.6 28.42 70 明赤銅 良釘

235-46 575 114 土器片円板 4.4 4.6 0.7 16.65 10 にぷし、赤褐 良好 l 

17[-08 164 9 上玉 3.1 1.3 1.2 6.02 20 褐 良好 l 

19T-27 575 119 形象植輪 3.9 4.0 3.8 36.64 10 にぷい赤褐 良好

20U-72 164 81 1:.玉 2.8 3.0 2.8 22.55 100 にぷい褐 良41 口径0.6 表採

18V-49 571 26 瓦塔 2.6 6.7 1.1 32.28 暗灰設 良ιJ l 
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第四表石製品観察表

ill構 挿!羽番号 製 品名
長さ 申高 l享さ 重さ

泣存度 石 十オ キ寺 徴 造物番号(cm) (cm) (cm) (g) 

51-002 170 51 管玉 2.44 0.97 l 3.33 95 調l地緑色凝灰岩 孔径0.32-0.46 969 

51-004 177 116 がJ錘11! 4 4 1.8 43.81 100 蛇紋岩 926 

51-004 177 114 ガラス小玉 I l 0.7 1.01 100 孔径0.7 927 

51-004 177 115 勾玉 3.3 0.9 0.5 3.77 100 滑石 695 

51-006 124 3砥石 5.4 3.l 2.1 59.l1 ih紋岩質凝灰岩 7 

51-013 186 76 勾玉 2.2 0.8 0.8 3.21 90 細粒緑色凝灰岩 137 

51-015 193 28 砥石 3.7 4.2 2.8 45.98 一 流紋岩 t~凝灰岩 9 

51-016 194 11 砥石 10.8 4.3 4.5 196.45 流紋岩質凝灰岩 119 

51-014 190 36 紗~ î量I巨 l.6 2.9 0.4 3.18 10 滑石 40 

51-044 216 27 紡錘車 4.5 4.6 2.5 77.24 100 滑石 434 

51-051 223 5砥石 5.1 3.7 2.2 48.54 流紋岩質凝灰岩 33 

51-053 226 31 砥石 5.4 3.5 2.0 30.83 流紋岩質凝灰岩 710 

51-053 226 32 砥石 4.1 2.0 l.4 11.93 流紋岩'[1'凝灰岩 824 

51-060 234 9滑石模造A-11 4.5 3.5 l.0 22.58 100 滑石 未製品 14 

51-064 239 5砥石 4.9 3.6 1.5 38.78 流紋岩質凝灰岩 359 

51-067 241 10 砥石 16.9 9.2 5.4 1300 砂岩 360 

51-069 242 2砥石 4.6 4.0 2.3 53.25 流紋岩質凝灰岩 34 

51-071 243 3砥石 4.6 3.0 2.9 42.22 流紋岩質凝灰岩 63 

51-078 146 4砥石 5.5 4.0 2.0 57.77 it紋岩質凝灰岩 27 

51-079 251 3滑石製自IJ形品 6.0 2.9 l.0 19.78 100 滑石 20 

51-082 257 25 紡錘車 3.6 3.6 l.5 31.74 100 滑石 668 

51-083 259 12 li!.{;石 4.8 8.5 l.7 95.72 砂寺号 8 

51-084 96 50 滑石製単孔円盤 2.8 2.8 0.3 4.05 100 滑石 457 

51-084 96 51 臼玉 0.42 0.2 0.07 100 滑石 440 

51-084 96 52 臼玉 0.37 2.5 0.06 100 滑石 2b-2 

51-084 96 53 臼玉 0.40 3.2 0.08 100 滑石 2b-8 

51-084 96 54 臼玉 0.37 2.4 0.07 100 滑石 2e-12 

51-084 96 55 臼玉 0.37 2.5 0.06 100 治石 3d-2下

51-084 96 56 臼玉 0.34 1.7 0.04 100 滑石 3c-16下

51-084 96 57 臼玉 0.37 l.8 0.05 100 治石 3c-16下

51-084 96 58 臼玉 0.37 3.0 0.06 100 滑石 3d-5下

51-084 96 59 臼玉 0.43 2.4 0.07 100 滑石 3d-l0下

51-084 96 60 臼玉 0.41 2.l 0.08 100 治石 3e-12 

51-084 96 61 臼玉 0.38 2.3 0.07 100 滑石 4a♂9上

51-084 96 62 臼玉 0.41 1.9 0.06 100 滑石 4b-2 

51-084 96 63 臼玉 0.42 1.9 0.06 100 滑石 4b-l0上

51-084 96 64 F=J玉 0.41 l.2 0.04 100 滑石 4c-4上

51-084 96 65 臼玉 0.41 l.8 0.07 100 滑石 4c-4下

51-084 96 66 臼玉 0.43 2.8 0.10 100 滑1:1 4c-8上

51-084 96 67 臼玉 0.40 2.6 0.10 100 滑石 4c-16下

51-084 96 68 臼玉 0.42 2.3 0.07 100 十骨石 5b-2 

51・084 96 69 臼玉 0.42 1.7 0.05 100 滑石 5b-9 

51-084 96 70 臼玉 0.37 3.2 0.08 100 滑石 5c-l0上

51-084 96 71 臼玉 0.41 l.8 0.06 100 滑石 5c-14上

51-084 96 72 臼玉 0.37 2.4 0.06 100 滑石 6c-14下

51-084 96 73 臼玉 0.38 2.4 0.05 100 i1t石 6d-Ol 

51-084 96 74 臼玉 0.39 2.7 0.08 100 滑石 6d-06 

51-084 96 75 臼玉 0.39 l.5 0.04 100 滑石 6d-13上

51-084 96 76 臼玉 0.36 2.l 0.05 100 滑石 6d-13上
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造機 挿図番号 製品名
長さ 申百I!l l享さ 重さ

遺存度 石 材 特 徴 造物番号(cm) (cm) (cm) (g) 

51-084 96 77 臼玉 0.42 1.7 0.06 100 十骨b 6e-9 

51-084 96 78 臼玉 0.40 1.8 0.05 100 滑石 6f-9 

51-084 96 79 臼玉 0.40 3.0 0.07 100 i"rt石 6ι11 

51-084 96 80 臼玉 0.42 2.1 0.06 100 滑石 6ι11 

51-084 96 81 臼玉 0.43 2.4 0.09 100 r甘正[ 炉④内

51-084 96 82 臼玉 0.43 1.2 0.03 70 滑石 5ι14 

51-084 96 83 臼玉 0.41 1.5 0.02 50 滑石 4c-8下

51-084 96 84 臼玉 0.37 1.7 0.01 40 滑石 5d-l0下

51-084 96 85 臼玉 0.7 0.01 40 滑石 5c-l0上

51-084 96 86 臼玉 0.6 0.01 35 滑石 5f-8 

51-084 96 87 臼玉 0.5 0.01 10 滑石 炉3)内

51-084 96 88 臼玉 0.42 0.7 0.02 30 滑石 4c-12下

51-084 96 89 臼玉 0.41 1.2 0.02 30 滑石 4c-16下

51-084 96 90 r~玉 0.6 0.01 20 滑石 5b-13上

51-084 96 91 臼玉 0.6 0.01 5滑石 5d-9床

51-084 96 92滑石剥片 0.35 0.30 1.3 0.02 一 滑石 5a-16 

51-084 96 93 滑石剥片 0.60 0.40 2.1 0.09 滑石 5d-8 

51-084 96 94 滑石剥片 0.70 0.40 1.4 0.05 滑石 5g-12 

51-084 96 95 滑石剥片 0.67 0.39 1.6 0.06 一滑石 6f-4 

51-084 96 96 滑石事l片 0.70 0.41 0.7 0.02 滑石 2b-4 

51-084 96 97 十骨石剥片 0.29 0.32 1.4 0.02 滑石 3c-l 

51-084 96 98 滑石剥l片 1.40 0.58 3.3 0.32 滑石 4b-l0上

51-084 96 99 滑石剥片 0.90 0.67 2.7 0.19 一滑石 4e-3上

51-084 96 100 滑石剥片 2.5 1.9 0.7 2.7 一滑石 134 

51-084 96 101 滑石剥片 1.5 1.0 0.4 0.7 一 滑石 6e-8 ? 

51-084 96 102 ガラス小玉 0.40 0.3 0.07 100 12 

51・084 96 103 管玉破砕品 0.65 0.75 0.15 一 朝i附，緑色凝灰岩 6d-9下

51-084 96 104 管玉破砕品 0.02 一 朝11粒緑色凝灰岩 6d-ll下

51-085 260 8砥石 2.2 5.0 1.2 14.56 一 砂岩 130 

51-093 271 2勾玉 3.1 1.2 0.6 5.47 100 治石 99 

51-109 286 12 低石 6.2 5.8 1.1 72.38 一 流紋岩質凝灰岩 406 

51-110 287 12 砥石 3.6 4.4 2.4 25.73 -11.尼岩 287 

51-123 301 46 砥石 5.1 3.8 2.3 47.41 一 流紋岩質凝灰岩 649 

51-137 319 28 砥石 4.3 4.2 2.5 46.73 一割11粒緑色凝灰岩 143 

51-137 319 29 砥石 5.0 5.6 3.3 112.81 一細粒緑色凝灰岩 123 

51-137 319 30 砥石 5.0 6.0 3.2 109.59 一 細粒緑色凝灰岩 147 

51・142 324 7紡錘車 4.1 4.6 1.5 46.59 100 流紋岩質凝灰岩 137 

51-147 328 12 砥石 7.9 7.0 4.0 287.95 砂岩 281 

51-148 329 2砥石 3.7 5.7 3守3 67.67 一 流紋岩質凝灰岩 29 

51-174 352 I砥石 12.2 5.0 6.5 257.22 流紋岩質凝灰岩 11 

51-179 354 10 砥石 7.5 4.3 2.2 126.56 一 流紋岩質凝灰岩 27 

51-181 107 2砥石 4.7 5.1 1.5 51.01 一 流紋岩質凝灰岩 5 

51-189 357 10 砥石 6.6 4.0 3.2 81.19 一 流紋岩質凝灰岩 67 

51-194 362 9砥石 4.3 3.6 2.7 5001 -lii1t紋岩質凝灰岩 56 

51-194 362 10 滑石製指IJ型 3.8 1.9 0.5 5.67 100 滑石 49 

51・209 375 4砥石 6.6 4.0 4.2 145.76 一 流紋岩質凝灰岩 69 

51-307 387 44 滑石製双孔円盤 2.5 1.5 0.3 1.35 40 滑石 2 

SI-308 388 4紡錘車 4.0 4.0 1.8 54.95 100 滑石 44 

51-316 397 l砥石 4.0 3.1 2.1 24.94 流紋岩質凝灰持 14 

51-322 404 9紡錘車 3.0 3.0 1.7 20.78 100 滑石 60 
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遺構 挿図番号 製品名
長さ 厚さ 重さ

遺存度 石 材 特 徴 造物番号
(cm) (cm) (cm) (g) 

51-326 408 2砥石 5.2 1.3 1.5 305.15 チャート 31 

51-327 409 7砥石 10.8 6.2 4.3 20.27 一 流紋岩質凝灰岩 5，7 

51-334 418 12 低石 5.0 3.0 1.5 33.55 一 流紋岩質凝灰岩 191 

51-354 441 5砥石 7.3 2.5 2.5 77.19 一 流紋岩質凝灰岩 10 

51-358 446 5砥石 4.8 3.2 1.4 33.73 一 流紋岩質凝灰岩 4 

51-360 448 19 勾玉 3.5 1.2 0.9 9.77 100 I馬11M 35 

51-371 455 81 m石 4.6 2.4 1.6 12.02 一 流紋岩質凝灰岩 47 

51-373 457 12 砥石 7.7 4.1 2.2 90.75 一 流紋岩質凝灰岩 83 

51-375 459 10 砥石 5.9 4.0 1.9 69.25 一 流紋岩質凝灰岩 77 

23Q-22 164 7小玉 1.2 1.0 1.0 2.15 100 1時T描 l 

5D-018 164 6 11-)玉 3.0 1.0 0.9 5.32 90 1月E白 128 

5K-213 575 110 紡錘車 3.7 3.7 1.5 36.43 100 滑石 i 

5X-00l 153 I滑石製指Ij形品 4.5 1.9 0.5 5.04 100 滑石 288 

5X-OI0 164 5滑石製責IJ形品 7.7 2.6 0.7 16.74 100 滑石 2145 

51-002 図版318 軽石 5.4 3.6 3.8 25.17 516 

51-004 図版318 軽石 5.7 4.8 3.6 25.17 858 

51-004 図版318 軽石 4.0 3.2 2.0 7.16 716-1 

51・005 図版318 帝王石 3.8 2.4 2.0 2.84 107 

51-014 図版318 軽石 8.9 8.0 5.3 99.81 219 

51-014 図版318 軽石 2.0 1.3 1.3 1.33 42 

51-015 図版318 軽石 3.0 3.6 2.3 5.06 84 

51-020 図版318 軽石 10.0 8.5 7.9 99.39 16 

51-021 図版318 軽石 3.0 2.1 2.5 3.89 30 

51-022 図版318 軽石 4.0 2.8 1.4 2.82 18 

51-038 図版318 軽石 8.8 6.5 4.7 60.19 205 

51-046 図版318 軽石 5.2 46.95 9.0 6.1 107 

51-076 図版318 軽石 2.5 2.4 2.0 2.6 l② 

51-104 図版318 軽石 3.3 1.8 1.2 1.83 31 

51-104 図版318 軽石 2.0 1.5 1.3 0.93 33 

51-104 図版318 軽石 2.2 2.1 1.8 1.1 98 

51-188 図版318 軽石 5.3 2.3 3.0 5.71 

51-188 図版318 軽石 2.3 1.8 1.9 2.33 118 

51-195 図版318 軽石 2.4 2.0 1.5 1.68 2 

51-310 図版318 軽石 4.2 4.8 2.4 6.09 40 

51-360 図版318 軽石 3.7 3.7 2.7 9.32 4 

51-361 図版318 軽石 4.8 3.0 1.6 8.87 l 

5D-004 医l版318 軽石 3.4 2.6 1.5 4.1 681 

5D-018 図版318 軽石 3.5 3.4 2.5 4.45 438 

5K-017 671 1板碑 17.8 13.0 3.2 880 一部 石墨片岩

5K-017 671 2板碑 6.6 6.2 1.1 62 一部 点紋緑泥片岩 3 

5K-018 671 3板碑 39.0 20.0 2.3 3000 一部 緑泥片岩 I 

5K-018 672 4板碑 29.2 18.4 2.2 1610 一部 石嬰!t岩 33，35，37 

5K-018 672 5 板jí~! 14.8 6.0 1.8 335 一部 点紋緑泥片岩 34 

5K-018 672 6板碑 38.6 17.0 2.7 2050 一部 点紋緑i尼片岩 36，38，40 

5K-185 673 7板碑 22.0 17.4 2.3 1380 一部 石器片岩 2 

5K-185 673 8板碑 12.0 11.2 1.8 370 一部 石墨片岩 3 

5D-00l 673 9板碑 10.2 8.1 1.7 160 一部 石墨片宕 12 

5K-071 673 10 五輪塔 19.0 19.4 12.6 5570 一部 安山岩 格身(水輪)告I1 6 
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第20表 中 ・近世陶磁器 ・土器観察表

図版 法益(cm)
遺構 指凶冊:~j-

番号
種別 生産地 日品 指l 年 代 肝i土色 備 三宮J 

1-1径 T.寺高 座径

5K-017 ' 669 325 陶6" 占瀬戸 相i鉢 15C 10.1 にぶいlW燈

5K-017 669 2 325 土師質 在地 十干、 15C 17.6 4.2 9.2 淡赤f登

5K-017 669 3 325 土師質 在地 +ィ、 15C 12.3 淡赤燈

5K-018 669 4 325 土師質 在地 tf、 15C 8.4 淡赤椅

5K-018 669 3 325 土日iU1t 在地 料、 15C 9.2 淡赤位

5K-018 669 6 325 土師質 在地 判、 15C -1 10.5 淡赤燈

50-002 7 325 土日iU'i'i 在地 カマド敷輪 近jll ー にぶい赤尚

50-001 669 8 325 =l二mu'l'i 在地 料、 15C 9.8 燈

50-012 9 325 上師質 在地 賠士告 19C 1:1<赤

50-016 10 325 士郎質 在地 i*鉢 近111: 灰褐

5X-016 11 325 陶器 益子 行平 19C後半 13.6 ー オリープ灰

50-028 12 325 陶持 瀬戸 ー美濃 輪禿1111 18C 後半 ー にぷい黄燈

50-028 13 325 陶総 瀬戸・美濃 灯明1111(受1111) 19C'I'葉 10.4 2.4 5.0 1又

50-021 14 325 陶器 瀬戸・美濃 香炉か火入 18C 6.3 にぶい，vt鐙 底部外而[クリl京J!，}!詐

50-021 15 325 上附11 在地 焔焔 17C後半-18世紀前半 34.4 ー にぷい赤褐

50-021 16.17 325 1[質 在地 I長鉢 19C 22.2 -1 13.4 黄!え

50-019 669 18 325 土師質 在地 小1m 15C 7.0 1.0 5.0 にぶい穆

5X-019 19 325 陶器 !肥前 腕 17C末-18世紀前半 灰iii褐

5X-019 20 325 陶T.性 II~前 腕 17C末-18世紀前半 !長賞褐

5X-019 21 325 陶器 IIE前 火入 17Cl&半 4.8 i主黄綬 京焼風 l長部外I而「柴」向IJt

5X-019 22 325 陶器 !肥前 1111 17C末-18世紀前半 lこぶいilt

5X-019 23 325 陶器 瀬戸 ・美I毘 丸腕 18Cl査ニド ー にぷい前倒

5X-019 24 325 陶6，-1 ぶ戸呂 灯明日11(受111l) 1811t紀前、ド~中葉 2.4 5.6 H自緑灰 idl懐痕

5X-019 25 325 磁器 !杷tii， 白餓紅m口 18C末-19C中葉 2.6 灰白

5X-019 26 325 磁器 !肥lii， 染付仏飯器 18C末-19C前半 6.4 灰白

5X-019 27 325 土日iU質 イi地 結焔 18Cliij'1ニ 灰掲

50-042 28 325 陶告書 瀬戸美濃 瓶掛 19C1抗ヰ三 ー にぶい黄燈

50-055 29 325 陶T.告 瀬戸美濃 鉄絵II1l 17C前半-'1'葉 5.0 1韮黄櫨

5X-025 30.31 325 磁器 IJ~前 染1-1深1111 19C前半 l:k白 焼継ぎ

5X-025 32 325 磁w" 肥前 染1.J皿 18C末-19C前下 6.0 1:k(1 

5X-025 33 325 磁器 IIE前 1'f磁芥炉 18C末-19C'1'JW 灰，W

5X-025 34 325 磁慌 瀬戸 ・美浪 染付小村、 19Cmj半 3.2 灰白

5K-411 35 325 陶器 J~t 制; .信楽 古]明!日1 19C1而ヰミ 淡1員一 illl煙痕

5K-411 36 325 土師質 在地 結焔 18C 後半-19C前半 にぷい桂j

5K-412 37 325 陶w，-i 瀬ri・美i農 世IlIIlか1"1付 19C 前半 6.0 lこぶし、lW

5K-412 38 325 陶w.f 堺 持i鉢 19C ~íj 半 !天褐

5K-412 39・40 325 磁器 l肥前 青磁染付鉢 19C前半 18.9 -1 10.0 灰白 焼継ぎ

5K-412 41 325 般~ 肥前 t.k付蓋付鉢 19C前半 IJ(白

5K-412 42 325 磁古寺 l肥前 白磁合子(身) 19C前半 5.6 1)(白

SK-412 43 325 儲70;; 瀬戸美濃 染付端反碗 19C中葉 10.6 3.6 1;1(臼 底部外l而「寿j銘

SK-412 44 325 感7.11 瀬戸美波 染付端反碗 19C中葉 11.6 4.6 3.7 灰白 焼継ぎ底部外I而「寿」銘

SK-412 45 325 磁綜 瀬戸・美i食 染付端反碗 19C中葉 4.4 灰白

5K-412 46 325 儀器 瀬戸美1農 染付碗 19C後半 氏自

SK-412 47 325 磁器 瀬戸美i農 小判、 19C'ド業 6.8 4.6 3.0 灰白

SK-412 48 325 磁w.f 瀬戸美濃 小杯 19C 後三「 6.4 4.4 2.8 灰白 底部外面l方形枠に「戸1縞」銘

SK-412 49 326 磁器 瀬戸美ir1 指絵染付nn 19C後半 11.0 2.4 7.4 1)(白

5K-412 50.51 326 tr.市質 在地 倍t島 19C前半 にぷい赤褐

SX-OIO 52 326 陶器 IJ巴前 碗 17C 後半 11.4 15.4 5.1 i主黄燈

SX-OIO 53 326 陶器 IJEliij 碗 17C末-18世紀前半 11.6 !五黄褐

SX-OIO 54 326 陶器 IJ~前 碗 17C末-18世紀前半 ー にぷい賞替

5X-01O 55 326 陶器 j肥前 碗 17C末-18世紀前半 にぷいlYi控

SX-OIO 56 326 陶器 IJ~前 碗 17C末-18世紀前半 賞褐

SX-OIO 57 326 陶器 II~前 碗 17C末-18世紀前半 10.0 にぶい褐

5X-OIO 58 326 陶お II~前 腕 17C末-18世紀前半 4.0 !ポ黄禍

SX-OIO 60 326 陶器 肥前 II1l 17C後'1 15.4 ー にぶい賞授

SX-OIO 61 326 陶i器 IJ~前 鉢 17C 後半 1支質鐙

SX-OIO 62-65 326 陶器 !肥前 火入 17C 後半 24.4 -I 13.0 灰』立褐
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l司版 法量(cm)
遺構 指閑番号

f書日
種目リ 生 産 地 ?~ !of! fド ft 胎I色 出i ~. 

l寸I干 '*十両 AH壬

SX-OJO 669 66 326 陶?普 古瀬)' 、!と碗 15C'I'繋~後半 i主』立糧

SX-OIO 67 326 陶器 瀬μ ー 美i~ 九碗 17C 後半 12.4 5.8 浅，Vif萱

SX-OJO 68 326 陶日号 瀬戸・美i~ 御室茶碗 18C前半 i長，¥'i-llf

SX-OIO 69 326 陶総 瀬戸・美濃 腰S百碗 18Crl'柴~後l 9.8 ー にぷい貨符

SX-Ol0 70 326 陶日告 瀬戸・美濃 鎧湯呑碗 近世l !五黄綬

SX-OJO 71 326 陶6，'; 構jJi. Jiii農 )Lll[ 18C'I'% 11.6 2.4 6.8 IlfJ褐灰

SX-OIO 72 326 陶器 瀬戸美i~ 指絵IIiI 18C'+'% 13.8 2.9 8.0 オリープ黄

SX-OIO 73 326 陶{，~ 瀬戸美濃 菊皿 17C 後'ド !正オリーブ

SX-OIO 74 326 陶器 瀬戸・ ki:! 貨瀬戸鉢 17CrJ'紫~後三1" -I 16.4 淡i比

SX-OIO 75 326 陶器 轍戸 ・3ミi('i 千ヰ炉 18C IIIj'!o 灰iii

SX-OJO 76 326 陶器 瀬μ ・美濃 芥炉 18C前半 8.8 I長自i

SX-OJO ii 326 陶禄 瀬戸・美i良 )'，U 18Cl長半 13.2 l時灰1It

SX-OIO 78 326 陶Z4 瀬戸・美濃 徳利 18CI日;i!ユ ーにぷい!A燈

SX-OJO 79 326 陶持 瀬戸美i食 銭斐 近1廿 ー にぷい員燈

SX-OIO 80 326 陶?~ 瀬戸美濃 '!ilf 近Ilt 一 12.4 にぷし、政鐙

SX-OIO 81 326 陶?:> 署員ri・5ミi食 汁次(取干) i!i:1止 ー にぷい抗般

SX-OIO 82 326 陶器 瀬戸・美I農 :t:J，VI田l 17C中葉~後半 8.2 1.9 3.8 1示

SX-OIO 83 326 陶器 志)-，品 灯明11[ 18C 前半~中葉 12.8 1.7 灰褐 illI煙痕

SX-OJO 84 326 陶2寺 Aし台J一'c円， 灯IVII皿 18C 前半-rJ'J¥'i 13.0 1.7 5.6 灰尚 illl煙痕

SX-OIO 85 326 陶務 志)-，品 :ffI珂i皿 18C前半~中東 にぷし、褐

SX-OIO 86 326 陶器; 志)'品 :f[1珂IIiI 18C前半~中葉 灰怯j

SX-OIO 87.88 326 陶器 志μ品 占[1別llll 18C前半-'1'J¥'i 12.0 掲):i(

SX-OIO 669 89 327 陶器 古瀬戸 長ii鉢 15C中東~後ド にぶい褐

SX-OJO 90 327 陶23 瀬戸美濃 指鉢 liC 後干 にぶい燈

SX-OIO 91 327 陶mi 瀬戸美浪 指鉢 17C 後'r- IlfJ褐灰

SX-OIO 92 327 陶器 瀬戸 .J~i~ 指鉢 17C後半 ¥'Iii歪

SX-OIO 93.94 327 陶器 瀬戸・夫i~ 指鉢 17Cぶ-18C前主|二 35.5 15.5 13.6 灰黄

SX-010 95 327 陶器 瀬戸・美i!'! tm鉢 18Ciiij半 37.5 にぷい褐

SX-OIO 96 327 陶日持 瀬戸美濃 指鉢 18ClIIj半 31.6 ー にぷい員燈

SX-OIO 97 327 陶器 瀬戸夫i農 長ii鉢 18C中葉 浅1It符

SX-OIO 98 327 陶器 瀬戸 ・美i!'! tdi鉢 18C中身E 浅ilt符 砥イIに転JH

SX-OIO 99 327 銭2告 !肥，iii 染付碗 17C中葉~後半 11.6 灰白

SX-OIO 100 327 磁器 )肥出l 染H碗 17C中葉~後半 12.2 6.2 4.2 灰白

SX-Ol0 101 327 磁6，'; !肥iitr 染付俄 17CrJ'J¥'i-後1三 !五1I

SX-Ol0 102 327 綴if.'; !肥iItr 染j.J腕 17C中葉~後半 灰内

SX-OIO 103 327 銭'*十 !肥前 *付腕 17C'I'業~後半 10.8 以内

SX-OIO 104 327 磁器 Il~tiíí 染付丸Jf~腕 18CIIijニド 9.6 以1'1

SX-OIO 105 327 磁日品 肥前 染H碗 18C 後半 4.4 !頁白 底部外I町方形枠に「渦縞」銘

SX-OIO 106 327 磁6，'; 肥前 染付碗 18C 後干 ':1<1'1 

SX-OIO 107 327 磁持 )担rItr ttrft詰碗 18C 後、「 3.6 灰1'1

SX-OIO 108 327 磁6，'; Il~両íj 染付小杯 17CrJ'柴 灰向

SX-OJO 109 327 磁~ l肥前 染j.J小判、 17C中葉 9.4 灰白

SX-OJO 110 327 磁日品 Ill'!前 染H小村、 17CrJ'J¥'i l正ド1 底部外而「大I列m
SX-Ol0 111 327 磁器 }肥前 染f 17C中葉 3.2 灰白 底部外凶ii大l則」銘

SX-OJO 112 327 能6，'; Il~前 染H小杯 19C1itrド-rJ'% !正I王1

SX-OIO 113 327 般22 j肥liij 染付11[ 17CIj'J¥'i 12.8 3.0 5.3 灰白

SX-Ol0 114 327 健器 J肥前 染付liIl 17C中葉 13.4 2.7 5.4 灰 I~

SX-Ol0 115 327 磁器 !肥前 染付菊IIil 17C"'J¥'i 13.8 2.8 5.6 灰白

SX-Ol0 116 327 磁?* )j~níj 染付手I訓11 17C中葉 2.8 灰11

SX-Ol0 117 327 般?* 11巴前 色絵illl壷 17C 後半 3.2 l五1'1

SX-Ol0 118 327 磁?fi !犯IItr _，I(磁蓋 17C 中葉 6.0 灰白

SX-OJO 119 327 磁器 l肥IIIj 古儀'il'!( 17C 中葉 灰(1

SX-Ol0 120 327 磁器 神~p .美濃 染付端反由主 19C中葉 灰白

SX-OIO 122 328 j二日iH'i イi地 結暗号 17C中葉-18CI荷下 39.4 ー にぷい政褐

SX-Ol0 123 328 二i師f{ 住地 t;~置き 17C 中葉-18C前半 にぷい前倒

SX-010 124 328 上附質 在地 t出焔 17C'"業-18C前半 38.6 にぷい赤桂j

SX-Ol0 125 328 上自rU質 イt地 結焔 17C'"葉-18C前1 38.6 ー にぷい亦俗

SX-Ol0 126 328 」二師t1 イ王地 結焔 18C 中葉~後l' 灰尚

SX-OIO 127 328 士師f'i 在地 | 悦也1 近1ft 灰赤

-1014 



図版 法量(cm)
遺構 指図番号 種別 生産地 器 栢1 ~F- 代 胎土色 備 考番号

仁11圭 器高 座径

SX-OII 128 328 陶器 京都伝楽 碗 18C前半 3.0 灰賞褐

SX-OII 129 328 陶器 京都信楽 灯IYI皿l 18C前半 灰黄褐 刊1I煙板

SX-OII 130 328 陶器 瀬戸美i農 香炉 18C前半 8.0 にぷい黄極

SX-OII 131 328 陶器 肥前 土瓶 19C 前半 にぶい褐

SX-OII 132 328 磁~:; 肥iifj 小何、 17C中葉~後半 灰白

SX-012 133 328 陶告書 肥前 椀 17C末-18C前半 11.0 灰黄禍

SX-012 134 328 陶器 l杷IIIi 鈍 17C末-18C前半 4.4 灰黄褐

SX-012 135 328 陶器 肥iiiJ 碗 17C末-18C前半 灰白 Js~焼風

SX-012 136 328 陶器 肥前 腕 17C末-18C前半 灰向

SX-012 137 328 陶器 l肥前 血 17C末-18C前半 灰向

SX-012 138 328 陶掠 l肥jjiJ 火人 17C中葉~後半 5.4 にぷい程 京焼風

SX-012 139 328 陶器 瀬戸 ・美濃 丸碗 近世 I}(黄位

SX-012 140 328 陶器 瀬戸・美i&! 腰鈴碗 18C 後半 灰白

SX-012 141 328 陶~ 瀬戸 ・美i長 輪禿IIIl 17C 後半 灰白

SX-012 142 328 陶器 瀬戸 ー美濃 香炉 18CjjIi半 10.0 l疋

SX-012 143 328 陶器 瀬戸 ・美濃 国衝'1、壷 18C前菜 ー にぷい賞褐

SX-012 144 328 陶器 瀬戸・美濃 持i鉢 17C末-18C前半 灰赤

SX-012 145.146 328 陶器 瀬戸 ・美濃 持f鉢 18C中葉 40.4 ー にぷい黄燈

SX-012 147 328 陶器 瀬戸・美波 持;鉢 近世 -1 10.0 灰褐

SX-012 148 328 磁器 l肥前 染付鈍 17C中葉~後半 8.1 灰白

SX-012 149 328 磁器 1J1'!前 染付碗 17C中葉~後半 灰白

SX-012 150 328 磁器 1J1'!前 染付碗 17C末-18C前半 4.2 にぶい黄燈

SX-012 151 328 磁器 l肥前 染付碗 18C前半 10.0 灰向

SX-012 152 328 磁器 1J1'!前 染付菊J1[ 17C中葉 11.6 3.2 5.0 灰白

SX-012 153 328 磁器 IJ巴前 染付小柄1 17C中葉 3.4 灰白 底部外而「大明」銘

SX-012 154 328 磁器 II~ íÌíÎ 染付小杯 17C 後半 灰白

SX-012 155 328 磁器 肥前 染付仏飯器 18C末-19C中葉 灰白

SX-012 156 328 土師1~ 在地 熔焔 18C前半 39.6 にぷい赤禍

SX-012 157 328 士削質 在地 倍焔 18C前半 4.3 灰褐

SX-012 158 328 土師質 在地 結焔 18C前半 ー にぷい赤褐

SX-020 669 159 329 陶器 占瀬戸 縁紬小1lI1 15C中葉~後半 灰白

SX-020 669 160 329 陶器 古瀬戸 天日茶碗 14C前半 11.5 一灰オリープ

SX-020 669 161 329 陶器 'ifs'滑 斐 15C前半 24.6 9.0 10.0 明黄褐

SK-588 162 329 陶器 瀬戸美I農 担;鉢 近世 ー にぷい黄槌

SK-588 163 329 陶器 瀬戸・美i&! 碗 18C 後半 3.6 にぷい賞程

SK-588 lω 329 陶器 瀬戸 ・美i&! 腰釘1碗 18C 後半 4.0 にぶい黄燈

SK-588 165 329 陶器 瀬戸・美波 丸碗 18C 灰褐

SK-060 166 329 陶器 瀬戸・美i食 碗 18C 賞灰

SK-060 167 329 陶器 瀬戸 ・美浪 揺鉢 18C -1 14.6 にぷい賞jft

SK-060 168 329 陶器 志戸g 徳利 17C末-18C前半 -1 14.1 灰オリープ

SK-060 169 329 磁器 肥iIIi 染付血l 17C中葉~後半 3.6 灰白 底部外国「大明m
SK-060 170 329 土師質 在地 結婚 18C前半 ー にぷい赤鰯

SD-004 171 329 陶器 肥前 碗 17C末-18世紀前半 灰オリーブ

SD-004 172 329 磁器 l把商J 染付碗 17C末-18世紀前半 灰白

SK-057 173 329 陶ilif llE前 Isl 17C末-18C'!1葉 にぶい黄

SK-057 174 329 陶器 瀬戸・美浪 迎一ーヲf 近世 灰褐

SK-057 175 329 陶?~ 瀬戸美濃 片仁l 18C 後半 にぶい黄

SX-015 669 176 329 陶器 常滑 壷 中l仕 -1 11.0 黄灰

SX-015 669 177 329 陶器 'ì~.itt 斐 中世 にぷい赤禍

SX-015 178 329 陶器 肥前 碗 17C中葉~後半 4.4 にぷい賞燈

SX-015 180 329 陶器 肥前 上瓶 18C後半-19C前半 ー にぶい黄櫨

SX-015 181 329 陶器 瀬戸 ・美J農 鉄絵血 17C 灰黄褐

SX-015 182 329 陶器 瀬戸美濃 腰あlJ磁i 18C1是非 灰黄

SX-015 183 329 陶器 瀬戸・美濃 f古鉢 近世 にぶい燈 砥石に転JH

SX-015 184 329 陶器 志戸呂 灯明J111(受皿) 18C前半 黄灰

SX-015 185 329 陶器 相馬 行平(叢) 19C前半~中葉 賞灰

SX-015 186 329 陶器 哩i 指鉢 18C 後半 ー にぷい赤褐

SX-015 187 329 磁器 l肥前 染付碗 18C 後半 灰白

SX-015 188 329 磁器 l肥前 染付筒形碗 18C後半 3.6 灰褐
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5X-015 189 329 磁器 }肥lIIi 染付lIIl 19C前半~中葉 6.0 灰白

5X-015 190 329 磁器 JJ1!前 染付合子(身) 19C 前半~中葉 2.2 5.0 灰白

5X-OJ5 191 329 磁;r..; !肥前 白磁紅血 19C前半~中葉 5.6 灰白

5X-014 192 329 陶器 瀬戸・美it! 碗 18C 後半 黄JJi.

50-009 193 329 磁器 m~前 染付碗 17C 後半-18C前半 灰白

50-005 669 194 329 陶器 古瀬戸 指;鉢 15C中葉~後半 一灰オリープ

50-005 195 329 陶器 瀬戸・美1農 )L1Ul 17C中葉 11.4 3.3 6.8 にぷい貰

50-006 196 329 陶器 瀬戸 ・美浪 血l 近世 6.4 灰オリープ

50-006 197 329 陶器 瀬戸・美濃 吾ニ炉 17C 後サ -18C前半 灰オリープ

50-007 669 198 329 陶総 市瀬戸 縁利l小皿 14C末-15C前半 灰オリープ

50-007 199 329 陶器 JJ~前 Jsl 17C ー にぷい黄鐙

50-050 200 329 陶器 瀬戸長iCl 菓 F鉢 19C中葉 ー にぷし、黄積

50-050 201 329 磁器 瀬戸 ・夫iCl 端反碗 19C巾葉 灰白

50-054 202 329 陶器 古瀬戸 縁利l小nu 14C末-15C前半 灰オリープ

50-054 669 203.204 329 陶探 古瀬戸 縁紬小皿 15C後半 一灰オリープ

50-054 669 205 329 陶器 古瀬戸 折縁深皿か直縁大皿 15Cliij半 灰オリープ

50-054 669 206 329 陶器 内瀬戸 tJi鉢 15C中葉~後半 -1 10.8 にぷい褐

50-054 207 329 陶告書 瀬戸 ・美iCl 灯明皿l 19C中葉 9.8 2.3 4.0 灰オリープ

50-054 208 329 陶器 瀬戸 ・美i農 花瓶 19C 7.8 褐灰

50-054 669 209 329 陶器 常滑 片口鉢 15C 後半 灰黄褐

50-054 669 210 329 陶器 常滑 望E 中世 賞灰

50-054 211.212 330 陶総 !肥前 腕 17C 後半 12.4 ー にぷい黄宿

50-054 213 330 陶器 月巴前 皿l 17C末-18C前半 4.4 オリープ灰

50-054 214 330 陶R寺 JJ巴前 1111 J7C末-18C前半 ー オリープ灰

50-054 215 330 土脚質 在地 カワラケ 17C 9.4 2.0 4.4 .'!/;褐 itll煙痕

50-054 216 330 土師質 在地 焔焔 17C末-18C前半 灰黄禍

50-053 670 217 330 陶R書 占瀬戸 折綜i果皿 15C後半 灰賞

50-053 218 330 磁¥r.'; 11I%1j 色絵碗 近世 灰白

5X-023 219 330 陶器 瀬戸美i農 輪禿J1ll J7C後半 灰黄

5X-023 220 330 陶器 瀬戸・主，i農 丸Jl11 J7C後半 灰黄

5X-030 670 221.222 330 陶器 古瀬戸 縁紬小皿 15C 後半 灰裁

5X-030 670 223 330 陶;持 古瀬戸 片口鉢 15C後半 にぶい褐

5X-030 224 330 磁;保 H~í而 白磁小杯 J7C 前半-'1'll!t 灰向

5X-013 225 330 土師質 在地 t主絡 18CJiij半 39.6 にぷし、燈

5X-013 670 226.227 330 陶器 IJ-;瀬戸 指{鉢 15C中葉~後半 オリープ灰

5X-013 228 330 陶器 肥前 碗 J7C末-J8C初頭 5.0 i:Ji黄 h~焼風

5X-013 229 330 陶総 瀬戸美濃 ilJ;呑碗 近11そ ー にぷい黄褐

5X-013 230 330 陶器 瀬戸 美濃 丸血 近Jlt 黄褐

5X-013 231 330 陶総 瀬戸美i農 銭斐 近1": オリープ灰

5X-013 232 330 陶~~ 瀬戸・美濃 香炉 17C末 15.2 7.5 11.4 にぷい樫

5X-013 233 330 陶器 瀬戸美iCl 片口 17C後半 9.8 黄J天

5X-013 234 330 陶器 激p ・美iCl 指鉢 17C 後半-18C初頭 ー にぷい黄櫨

5X-013 235 330 陶器 瀬戸美濃 持;鉢 近世 にぶい褐

5X←013 236 330 陶器 哩L 錨鉢 近世 にぷい赤褐

5X-013 237 330 健保 JJ~前 青磁碗 17CrJ'柴 12.4 6.4 5.4 灰白

5X-OJ3 238 330 磁器 H~ ]ÌÍj 1T磁染付筒形腕 18C巾葉~後半 灰lコ
5X-013 239 330 般総 JJ~ ]ÌÍj 染付筒形腕 18C中葉~後半 灰白

5X-013 240 330 土師器 在地 培焔 18C 後半 褐灰

5X-022 670 241 331 陶;偲 古瀬戸 折縁深皿 15C中葉~後半 縄灰

5X-022 670 242 331 陶器 常滑 片口鉢 中世 黄灰

5X-031 243 330 陶器 常滑 ヨ色 18C 47.5 56.7 19.0 にぷい赤褐

5X-031 244.245 331 陶器 瀬戸美I農 士fI珂皿 19Crl'JW 9.8 2.0 4.0 賞灰

5X-031 246 331 陶器 瀬戸 ・ 美i~ 1長 19C 8.8 1.1 ー にぷい賞燈

5X-031 247 331 陶器 瀬戸 ・1ei農 徳利 19C'I'葉 3.8 14.8 6.0 黄灰

5X-031 248 331 陶器 益 F 1111 19C 後半 28.0 褐灰

5X-031 249 331 陶器 益子 片円 19C 後半 20.2 にぷい赤褐

5X-031 250-252 331 土帥質 在地 結焔 19C 34.8 にぷい赤鰯

5X-03J 253 331 総器 瀬戸・美l食 染付碗 19C 後半 灰白

5X-031 254 331 磁器 瀬戸 ・美濃 染付蓋 19C1，査半 7.4 灰白
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SX-031 255 331 磁器 肥前 色絵碗 19C後半 灰白

SD-064 256 331 陶器 瀬戸美濃 鉄絵湯呑碗 18C後半 灰白

SD-064 257 331 土師質 在地 カワラケ 18C後半 6.6 1.2 4.2 糧

SK-I07 258 331 土師質 在地 カワラケ 18C後半 5.8 0.9 3.0 にぶい程

SK-461 259 331 土師質 在地 熔熔 19C 灰黄褐

SK-553 260 331 磁器 瀬戸美濃 染付端反碗 19C中葉~後半 3.9 灰白

SK-570 261 331 土師質 在地 カワラケ 近世 にぶい賞燈

SK-576 262 331 陶器 瀬戸美濃 輪禿血l 18C後半 31.2 6.1 8.2 黄灰

SK-579 263 331 磁器 )肥前 染付碗 18C前半 灰白

SK-581 264 331 陶器 瀬戸・美濃 香炉 18C前半 9.2 黄灰

SK-581 265 331 土師質 在地 カワラケ 18C 14.4 1.6 4.8 明黄褐

SK-581 266.267 331 土師質 在地 熔焔 18C後半 にぶい褐

SK-586 268 331 陶器 瀬戸・美濃 丸碗 17C後半-18C前半 5.0 にぶい黄 内面に酸化鉄付着

SK-597 670 269 331 陶器 常滑 '}! 14C後半 灰褐

SK-597 270 331 土師質 在地 焔焔 18C後半 にぶい赤褐

SK-604 271 331 陶器 瀬戸美濃 腰錆碗 18C後半 4.5 にぶい賞

SK-612 272 331 陶器 志戸呂 灯明皿 18C後半 7.8 1.3 3.8 にぶい糧

25P-96 670 273 331 陶器 常滑 斐 ，t，世 灰赤

23K-02 670 274 331 陶~ 古瀬戸 縁荊h小皿 15C 中葉~後半 ー オリープ黄

23Q-34 275 331 陶器 瀬戸美濃 碗 17C後半 4.8 オリープ黄

25P-32 276 331 陶器 瀬戸美濃 せんじ碗 18C後半 11.2 5.0 4.4 灰褐

23Q-34 277 331 陶器 瀬戸・美濃 摺絵皿 18C中葉 11.0 3.2 7.5 灰褐

25P-84 278 331 陶器 瀬戸美it'< J習絵皿 18C中葉 12.2 3.0 6.2 浅黄

23R-02 279 331 陶器 瀬戸美濃 鳴の目皿 19C前半 灰黄

23Q∞ 280 331 陶器 瀬戸美濃 摺絵雪量盟 17C 後半-18C前半 灰

25P-96 281 331 陶器 瀬戸美濃 香炉 17C後半 -I 10.6 にぶい黄燈

23Q-28 282 332 陶器 瀬戸美濃 香合(身) 近世 10.0 ー にぶい黄櫨

23Q-38 283 332 陶器 瀬戸・美濃 仏花瓶 18C 5.0 灰黄褐

21Q-48 284 332 陶器 瀬戸・美濃 壷 近世 にぶい権

19N-96 670 285 332 陶器 瀬戸・美i良 指鉢 17C前半 にぶい樫

25P-83 286 332 陶器 京都・信楽 碗 18C後半 9.0 灰白

190-06 287 332 陶器 京都・信楽 小杉碗 18C後半 9.4 にぶい賞品種

25P-93 288 332 陶器 京都・信楽 端反碗 19C前半 9.0 i主黄櫨

24P-71 289 332 陶器 京都・信楽 碗 近世 4.0 2.7 1.8 灰白

25P-82 290 332 陶器 肥前 皿 18C前半 灰黄

25P-96 291.292 332 陶器 肥前 土瓶 19C 8.2 灰白

24P-72 293 332 陶器 相馬 徳利 19C H音赤灰

SI-I06 670 294 332 土師質 在地 片口鉢 15C 明赤褐

23Q-02 295 332 土師質 在地 熔熔 18C前半 34.6 5.3 29.2 にぶい褐

表採 296 332 瓦質 在地 焼炉 19C 20.2 灰褐

25P-97 297 332 磁器 H目前 染付碗 17C中葉~後半 10.4 6.1 4.0 灰オリーブ

23Q-13 298 332 磁器 肥前 染付碗 17C後半 10.4 5.4 4.1 灰オリーブ

23Q-09 299 332 磁器 肥前 染付碗 17C末-18世紀前半 11.0 5.8 4.8 灰白

25P-95 300 332 磁器 肥前 染付碗 18C前半 9.6 灰向

25P-95 301 332 磁器 肥育ij 染付広東碗 18C末-19C前半 10.6 6.3 5.3 灰白

23Q-02 303 332 磁路 肥前 色絵紅猪口 17C後半 2.8 灰白 内面に酸化鉄付着

23Q-34 304 332 磁器 ~~前 染付皿 17C中葉 13.6 2.9 5.8 灰白

23Q-08 305-307 332 磁器 肥前 染付皿l 18C前葉 !天白 焼継ぎ底部外国「大明年製」

まち

23Q-15 308 332 磁器 R~前 白磁皿 18C前半 9.2 2.8 3.8 灰白

25P-96 309 332 磁器 肥前 染付深Drr 19C前半 13.0 灰白

25P-96 310.311 332 磁器 肥前 染付瓶 19C前半 1.4 灰白

24P-82 312 332 磁器 肥前 染付香炉 19C 12.4 灰白

25P-71 313 332 磁器 瀬戸 ・美濃 染付碗 19C中葉 11.0 5.7 4.4 灰白

25P-71 314 332 磁器 瀬戸 ・美濃 染付端反碗 19C中葉 10.6 5.2 4.2 灰白 底部内面「寿」銘

25P-71 315 332 磁if3 瀬戸 ・美濃 染付碗 19C中葉 10.9 5.2 2.2 灰白

25P-71 316 332 磁器 瀬戸・美濃 染付小柄、 19C中葉 8.0 3.1 2.9 灰白
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